
【科目ページ：１／２】  cd41001101  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 I（一） 担当教員 鈴木 喬 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 万葉集を歌人を通して読む 

到達目標 
・上代文学作品に関する基礎知識を習得する。・上代文学作品の分析方法を習得する。・古典文

学研究の基本的な手法を習得する。 

授業概要 

『万葉集』は現存する最古の歌集である。またすべて漢字で記されている。本演習では、歌人ごと

に二首選び、それらへの注釈をつうじて、用例や表現類例の検索方法および読み解くうえでの勘

所をおさえ、古典文学研究の基礎的な手法を身につけることを目標としている。 

評価方法・基

準 

発表 70％（用例を適切に検索出来ているか、分析方法や根拠・論理展開は妥当か、など）、授業

中の発言 30％（積極的に議論に参加し、理解を深めているか）。授業中での発言・質疑応答を重

視する。 

課題のフィー

ドバック方法 

発表やその後の質疑応答については、その場で講評する。また、発表内容や構想等に関しては、

適宜相談に応じる。 

履修上の 

注意事項等 

発表準備は早めに取りかかることを推奨する。発表者が発表当日に無断欠席した場合は、単位

は認めない。 

テキスト 特になし  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス・前期発表担当決め [予習・復習]演習を行う際の注意点を振り返る。辞書・事典等で自

分の担当歌にみえる語句を調べる。 

2．発表の準備方法について①－『万葉集』の基礎知識および用例の検索方法と分析のポイント－ [予

習・復習]講義を振り返り、担当歌人について言及する諸資料を確認しておく。 

3．発表の準備方法について②―和歌の修辞技法と解釈上の注意点―― [予習・復習]自分の担当歌

について、用例検索と分析を行い、発表準備を進めておく。 

4．演習発表「額田王」 ８番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るようにして

おく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001101 

科目名 言語文学 I（一） 担当教員 鈴木 喬 

授業内容 

5．演習発表「天智天皇」 14 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るように

しておく。 

6．演習発表「持統天皇」 28 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るように

しておく。 

7．演習発表「柿本人麻呂」 41 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよう

にしておく。 

8．演習発表「志貴皇子」 64 番歌  [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよう

にしておく。 

9．演習発表「長皇子」 65 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るようにし

ておく。 

10．演習発表「高市黒人」 70 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよう

にしておく。 

11． 演習発表「藤原宇合」 72 番歌  [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよ

うにしておく。 

12． 演習発表「磐姫皇后」 88 番歌  [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよ

うにしておく。 

13． 演習発表「藤原鎌足」 93 番歌  [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよ

うにしておく。 

14． 演習発表「大伴家持」 750 番歌  [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来る

ようにしておく。 

15． 補足とまとめ [予習・復習]演習を通して学んだ方法や視点について、自分なりにまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd41001102  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 I（二） 担当教員 穴井 潤 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 平安時代文学への導入 ー『伊勢物語』で和歌に親しむー 

到達目標 
①『伊勢物語』各章段について、従来どのように読まれてきたのかを理解し、自分の見解を述べら

れるようになる。②図書館を利用して調査し、提示した形式で発表資料を作成できるようになる。 

授業概要 

 平安時代の歌物語『伊勢物語』を輪読する。『伊勢物語』は「男」の一代記の体裁を取る。各章段

は短く、読みやすい上に面白い。後世の文学に大きな影響を及ぼした作品であり、一度は触れて

おきたい名作である。前半では高校の検定教科書に収録されている、有名な章段を読解する。後

半では事前に指定した章段について発表を行う（※受講人数によって変動あり）。各種注釈書・辞

典類の使用法についてなど、大学で日本文学（古典）を勉強する上で必要な基礎的な知識につい

て説明する。 

評価方法・基

準 

 積極的な質問など授業への参加度（40％）、資料作成および発表内容（30％）、発表レジュメの

再検討（30％）によって判断する。 

課題のフィー

ドバック方法 

 発表については授業内でディスカッションを行い、教員もコメントする（資料作成の不明点につい

ては連絡があれば適宜相談にのる）。最後にコメントペーパーを記入、次回冒頭にとりまめとめて

返答する。 

履修上の 

注意事項等 

 受講人数にもよるが、基本的に毎回全員に意見を求める。発表が重要なので無断欠席は絶対

に行わないこと（評価方法・基準参照）。 受講人数に応じて各回の担当を決める。教科書に収録

されている章段はすべて扱う可能性があると考えておくこと。 

テキスト 学びを深めるヒントシリーズ 伊勢物語早稲田久喜の会(編著)明治書院 2018 

参考書 適宜紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス  [予習・復習]前期に何を学ぶのか、よく確認する。 

2．歌物語・『伊勢物語』の概要 [予習・復習]授業内容について復習する。 

3．初段「初冠」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈について

復習する。 

4．四段「月やあらぬ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈に

ついて復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001102 

科目名 言語文学 I（二） 担当教員 穴井 潤 

授業内容 

5．六段「芥川」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈について

復習する。 

6．教員の発表見本 [予習・復習]発表手順を覚え、自分の担当回に備える。資料の体裁を確認する。 

7．九段「東下り」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈につい

て復習する。 

8．二三段「筒井筒」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈につ

いて復習する。 

9．二四段「梓弓」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈につい

て復習する。 

10．四〇段「好ける物思ひ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解

釈について復習する。 

11． 四五段「ゆく蛍」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈に

ついて復習する。 

12． 六九段「狩りの使ひ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解

釈について復習する。 

13． 八二段「渚の院」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈に

ついて復習する。 

14． 八四段「さらぬ別れ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解

釈について復習する。 

15． まとめ [予習・復習]前期に扱った章段について、内容を改めて復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd41001103  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 I（三） 担当教員 中尾 和昇 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 黄表紙『見徳一炊夢』をよむ 

到達目標 
①近世文学に関する基礎知識を習得する。②近世文学の基礎的な読解方法を習得する。③黄表

紙の特性を理解する。 

授業概要 

近世中後期に流行した絵本型小説「草双紙（くさぞうし）」は、子供向けの赤本からはじまり、内容

の変化にともなって、黒本・青本・黄表紙・合巻へと発展した娯楽小説である。そのひとつ「黄表

紙」は、荒唐無稽な物語世界でありながらも、江戸の社会風俗を巧みに描き、その落差によって

〈笑い〉を生み出している。この授業では、『見徳一炊夢（みるがとくいっすいのゆめ）』（朋誠堂喜

三二作、天明元年［1781］刊）を精読することで、江戸戯作の魅力に迫りたい。 

評価方法・基

準 

平常点 30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表 40％（資料の完成度・基礎的な読解力を評

価する）、レポート 30％（精確性・客観性・論理性・独自性を評価する）。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業中の発表に関しては、担当教員がその場でコメントし、課題を与える。レポートに関しては、添

削した後に個別に指導をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席

は、絶対に避けるようにする。このような態度が見られた場合は、単位を認めない場合がある。 

テキスト なし（コピーして配布する）。  

参考書 

日本古典文学大系 59 黄表紙洒落本集水野稔校注岩波書店 1958 

喜三二戯作本の研究井上隆明三樹書房 1983 

黄表紙総覧 前編棚橋正博青裳堂書店 1986 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容を理解しておく。この授業の計画につい

て把握する。 

2．発表資料の作成方法 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容（語釈や

現代語訳といった基礎的な読解作業・資料の作り方など）についての理解を深める。 

3．黄表紙の世界 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容（黄表紙の概要）

についての理解を深める。 

4．朋誠堂喜三二と『見徳一炊夢』 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容

（朋誠堂喜三二の伝記的事項と『見徳一炊夢』の概要）についての理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001103 

科目名 言語文学 I（三） 担当教員 中尾 和昇 

授業内容 

5．読解①『見徳一炊夢』場面１・２【１丁表・１丁裏２丁表】 [予習・復習]場面１・２について、発表者は資

料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解

を深める。 

6．読解②『見徳一炊夢』場面３・４【２丁裏３丁表・３丁裏４丁表】 [予習・復習]場面３・４について、発表

者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面

の理解を深める。 

7．読解③『見徳一炊夢』場面５・６【４丁裏５丁表・５丁裏】 [予習・復習]場面５・６について、発表者は資

料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解

を深める。 

8．読解④『見徳一炊夢』場面７・８【６丁表・６丁裏】 [予習・復習]場面７・８について、発表者は資料を

作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は場面の理解を深め

る。 

9．読解⑤『見徳一炊夢』場面９・10【７丁表・７丁裏】 [予習・復習]場面９・10 について、発表者は資料を

作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解を深

める。 

10．読解⑥『見徳一炊夢』場面 11・12【８丁表・８丁裏】 [予習・復習]場面 11・12 について、発表者は資

料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解

を深める。 

11． 読解⑦『見徳一炊夢』場面 13・14【９丁表・９丁裏】 [予習・復習]場面 13・14 について、発表者は資

料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解

を深める。 

12． 読解⑧『見徳一炊夢』場面 15・16【10 丁表・10 丁裏】 [予習・復習]場面 15・16 について、発表者

は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の

理解を深める。 

13． 読解⑨『見徳一炊夢』場面 17・18【11 丁表・11 丁裏 12 丁表】 [予習・復習]場面 17・18 について、

発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各

場面の理解を深める。 

14． 読解⑩『見徳一炊夢』場面 19・20【12 丁裏 13 丁表・13 丁裏 14 丁表】 [予習・復習]場面 19・20 に

ついて、発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受

講生は各場面の理解を深める。 

15． 読解⑪『見徳一炊夢』場面 21・22【14 丁裏 15 丁表・15 丁裏】 [予習・復習]場面 21・22 について、

発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各

場面の理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd41001104  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 I（四） 担当教員 山田 昇平 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本語研究入門 

到達目標 
・ことばに対する疑問を立てることができる・ことばに対する専門的な考え方に馴染む・ことばの研

究がどのようなものかを知る 

授業概要 

この授業では日本語（ことば）に対する研究がどのようなものか知ることを目的とする。授業では、

まず国語学（日本語学）がどのような学問かについての概説を行い、国立国語研究所編『日本語

の大疑問：眠れなくなるほど面白いことばの世界』幻冬舎新書 の講読を行う。講読では１人が本

書で提示される疑問と、その回答の要約に自己調査加え、資料にまとめて発表を行う。そしてその

内容に対して、参加者全員で議論・調査を行う。発表箇所はシラバスでは便宜的に振り当てるが、

各自の興味に応じて選択してよい。 

評価方法・基

準 

・発表内容（内容を的確にまとめているか、議論を導いたか）：４０％・質疑（積極的に議論に参加し

たか）４０％・レポート（発表や質疑の内容を踏まえた内容になっているか）２０％ 

課題のフィー

ドバック方法 
・発表・議論については授業時に取りまとめを行う・レポートについてオフィスアワーに回答する 

履修上の 

注意事項等 
発表順・スケジュールなどは人数・参加者によって変更することがある。 

テキスト 『日本語の大疑問：眠れなくなるほど面白いことばの世界』国立国語研究所編幻冬舎新書 2021 

参考書  

授業内容 

１． イントロダクション?授業概要・発表順 [予習・復習] 日本語に対する疑問を考えておく 

2． なぜことばについて研究するのか？ [予習・復習] 『日本語学大辞典』などの研究事典で国語学・

日本語学・言語学の項目を調べておく。 

3． これは言語研究ですか？ [予習・復習] 『日本語学大辞典』などの研究事典で国語学・日本語学・

言語学の項目を調べておく。 

4． 教科書読解１―「やばみ」「うれしみ」の「み」？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 
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科目名 言語文学 I（四） 担当教員 山田 昇平 

授業内容 

5． 教科書読解２―「あのー」や「えっと」 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

6． 教科書読解３―おじいちゃんの話し方 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

7． 教科書読解４―絵文字は日本発祥？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

8． 教科書読解５―絵文字と Line スタンプの違い？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

9． 教科書読解６―略語と正しい日本語 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

10． 教科書読解７―「推薦状をお書きください」は無礼か？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を

熟読する 

11．  教科書読解８―お客さんへのことば遣い [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

12．  教科書読解９―百貨店の隠語 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

13．  教科書読解１０―すでにお店に入っているのに「いらっしゃいませ」？ [予習・復習] 発表者以

外も該当箇所を熟読する 

14．  教科書読解１１―「させていただいてもよろしいですか？」 [予習・復習] 発表者以外も該当箇

所を熟読する 

15．  まとめ [予習・復習] これまでの発表の中でもっとも気になった内容について考えておく 
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科目名 言語文学 I（五） 担当教員 光石 亜由美 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 小説の読み方 

到達目標 
１．テクストを精読する方法を習得する。２．ディスカッションの技術を習得する。３．プレゼンテーシ

ョンの技術を習得する。 

授業概要 
前半は文学理論をふまえた作品の基礎的な読み方を習得する。レジュメの作成の仕方など発表

の基礎的な部分を学んだのち、後半は、前半で習得したことをふまえて、発表を行う。 

評価方法・基

準 

平常点 30％（授業内での課題作成、積極性・協同性）、授業内での発表 40％（レジュメの内容・

形式、プレゼンの仕方、質疑応答を評価します）、提出物・レポート 30％（与えられた課題に対し

ての達成度（論理性、論述性、形式等）で評価します） 

課題のフィー

ドバック方法 

発表については、授業内で適宜コメントする。提出物については、次回授業で、講評・評価を行

い、授業に反映させる。レポートについては、添削の上、オフィスアワーに研究室にて返却する。 

履修上の 

注意事項等 

発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視する。受講者は全員、テクストを読んで、討議に

参加すること。グループワーク、ペアワークをすることがある。 

テキスト プリントで配布する  

参考書 文学テクスト入門前田愛ちくま学芸文庫 1993 年 

授業内容 

１．前期ガイダンス・文学研究の方法 [予習・復習] シラバスを読む・文学研究の方法をノートにまとめ

る 

2．①主人公 [予習・復習] 指定されたテクストを読む・主人公の役割についてノートにまとめる 

3．②心理の流れ [予習・復習] あらかじめ配布されたレジュメの心理描写・情景描写の部分を読む・

心理描写・情景描写についてノートにまとめる 

4．③語り・呼称 [予習・復習] あらかじめ配布されたレジュメの語りの部分を読む・語り手の機能につ

いてノートにまとめる 
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科目名 言語文学 I（五） 担当教員 光石 亜由美 

授業内容 

5．④ストーリーとプロット [予習・復習] あらかじめ配布されたストーリーとプロットの部分を読む・スト

ーリーとプロットの概念についてノートにまとめる 

6．⑤インターテクスチュアリティ [予習・復習] あらかじめ配布されたインターテクスチュアリティの部分

を読む・「羅生門」と今昔物語集を比較する 

7．レジュメの作成の仕方 [予習・復習] レジュメの作成の仕方のプリントを読む・レジュメの試案を作

成する 

8．発表１ 作品 A [予習・復習] 作品 A を読む・作品 B の発表に対する質疑、コメントカードを作成する 

9．発表２ 作品 B [予習・復習] 作品 B を読む・作品 B の発表に対する質疑、コメントカードを作成する 

10．発表３ 作品 C [予習・復習] 作品 C を読む・作品 C の発表に対する質疑、コメントカードを作成す

る 

11． 発表４ 作品 D [予習・復習] 作品 D を読む・作品 D の発表に対する質疑、コメントカードを作成

する 

12． 発表５ 作品 E [予習・復習] 作品 E を読む・作品 E の発表に対する質疑、コメントカードを作成す

る 

13． 発表６ 作品 F [予習・復習] 作品 F を読む・作品 F の発表に対する質疑、コメントカードを作成す

る 

14． 発表７ 作品 G [予習・復習] 作品 G を読む・作品 G の発表に対する質疑、コメントカードを作成

する 

15． まとめ・レポートについて [予習・復習]あらかじめ配布されたレポートについての部分を読む・レポ

ートを作成し提出する 



【科目ページ：１／２】  cd41001106  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 I（六） 担当教員 木田 隆文 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 芥川龍之介の短編小説を読む 

到達目標 
（１）近現代文学研究の基本的な視点と方法を身につける。（２）自らの意見を論理的に説明する

能力を養う。（３）高校までの〈現代国語〉と、大学の〈文学研究〉の違いを理解する。 

授業概要 

この授業では、芥川龍之介の小説作品を例に、近代文学研究に必要な基本的知識と手法を学ぶ

とともに、レポートや発表のために必要なスキルも身に着けることを目指している。具体的にはま

ず「羅生門」を例に、講義形式で小説作品の分析方法を学ぶ。その後、指定された芥川龍之介の

短編小説について、受講生自身が研究発表を行う。 

評価方法・基

準 

平常点（10％）、課題（20％）、発表（30％）、期末レポート（40％）。平常は講義態度を重視する。レ

ポート・課題・発表は、理解度や視点の独創性、論証の実証性を中心に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

発表はその場で講評する。提出物はコメントを付して返却する。また課題提出に際しては、修正と

コメントのやりとりを重ねることで、文章能力を高めるように配慮する。 

履修上の 

注意事項等 

受講クラスは事前に指定されているため、登録の際には注意すること。欠席したりわからないこと

が出た場合、翌週までに木田研究室まで質問に来ること。発表作品は受講生の数や希望に応じ

て変更の可能性がある。 

テキスト 羅生門 蜘蛛の糸 杜子春 外十八編芥川龍之介文春文庫  

参考書 

芥川龍之介全作品事典関口安義他編勉誠出版 2000 

芥川龍之介大事典志村有弘勉誠出版 2002 

その他、随時指示する 

授業内容 

１．ガイダンス 〈現代国語〉と〈文学研究〉の違い [予習・復習] 「羅生門」を読んでおく 

2．「羅生門」を読む１ 〈芥川龍之介／作家〉とは何者か [予習・復習] 配布された資料を読み、質問す

ることを考える。 

3．「羅生門」を読む２ 小説の作られ方 [予習・復習] 配布された資料を読み、質問することを考える。 

4．「羅生門」を読む３ 作品の面白さはどこにある？ [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の

解釈を考える。 
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科目名 言語文学 I（六） 担当教員 木田 隆文 

授業内容 

5．「羅生門」を読む４ 登場人物を考える① 主人公編 [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自

の解釈を考える。 

6．「羅生門」を読む５ 登場人物を考える② モブキャラ編 [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独

自の解釈を考える。 

7．「羅生門」を読む６ 場面・場所を考える [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考え

る。 

8．「羅生門」を読む７ 時間を考える  [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考える。 

9．「羅生門」を読む８ 因果関係を考える [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考え

る。 

10．「羅生門」を読む９ 人物関係を考える [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考え

る。 

11． 口頭発表のために [予習・復習] 講義内容を振り返り、発表に必要な準備を行う。 

12． 作品分析の実践１ 口頭発表１ 「鼻」 [予習・復習] 課題作品の解釈を考えておく。次週発表作

品を読んでおく。 

13． 作品分析の実践２ 口頭発表２ 「杜子春」 [予習・復習] 課題作品の解釈を考えておく。次週発

表作品を読んでおく。 

14． 作品分析の実践３ 口頭発表３ 「蜘蛛の糸」 [予習・復習] 課題作品の解釈を考えておく。 

15． 前期まとめ [予習・復習] 配布資料を確認し、後期発表作品を考えておく。 
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科目名 言語文学 II（一） 担当教員 鈴木 喬 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 『万葉集』を歌人を通して読む 

到達目標 
・上代文学に関する基礎知識を習得する。・上代文学作品の分析方法を習得する。・古典文学研

究の基本的な手法を習得する。 

授業概要 

『万葉集』は現存する最古の歌集である。またすべて漢字で記されている。本演習では、歌人ごと

に二首選び、それらへの注釈をつうじて、用例や表現類例の検索方法および読み解くうえでの勘

所をおさえ、古典文学研究の基礎的な手法を身につけることを目標としている。 

評価方法・基

準 

発表 70％（用例を適切に検索出来ているか、分析方法や根拠・論理展開は妥当か、など）、授業

中の発言 30％（積極的に議論に参加し、理解を深めているか）。授業中での発言・質疑応答を重

視する。 

課題のフィー

ドバック方法 

発表やその後の質疑応答については、その場で講評する。また、発表内容や構想等に関しては、

適宜相談に応じる。 

履修上の 

注意事項等 

発表準備は早めに取りかかることを推奨する。発表者が発表当日に無断欠席した場合は、単位

は認めない。 

テキスト 特になし。  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス・後期発表担当決め  [予習・復習]前期の発表を振り返り、改善点を押さえておく。辞

書・事典等で自分の担当歌人について調べる。発表準備を進めておく。 

2．発表の準備方法について①－万葉集の基礎知識および用例の検索方法と分析のポイント－ [予

習・復習]講義を振り返り、担当歌人について言及する諸資料を確認しておく。 

3．発表の準備方法について②―和歌の修辞技法と解釈上の注意点―― [予習・復習]自分の担当歌

について、用例検索と分析を行い、発表準備を進めておく。 

4．演習発表「笠金村」231 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るようにし

ておく。 
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科目名 言語文学 II（一） 担当教員 鈴木 喬 

授業内容 

5．演習発表「紀女郎」1460 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るようにし

ておく。 

6．演習発表「橘諸兄」1025 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るようにし

ておく。 

7．演習発表「弓削皇子」121 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るように

しておく。 

8．演習発表「光明皇后」1658 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るように

しておく。 

9．演習発表「高橋虫麻呂」1739 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよ

うにしておく。 

10．演習発表「沙弥満誓」573 番歌  [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよう

にしておく。 

11． 演習発表「三方沙弥」125 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよう

にしておく。 

12． 演習発表「山上憶良」1518 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよ

うにしておく。 

13． 演習発表「山部赤人」384 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来るよう

にしておく。 

14． 演習発表「田辺福麻呂」1056 番歌 [予習・復習]発表者の担当歌を確認し、演習中に発言出来る

ようにしておく。 

15． 補足とまとめ [予習・復習]演習を通して学んだ方法や視点について、自分なりにまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd41001202  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 II（二） 担当教員 穴井 潤 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 平安時代文学への導入 ー『伊勢物語』で和歌に親しむー 

到達目標 
①『伊勢物語』各章段について、従来どのように読まれてきたのかを理解し、自分の見解を述べら

れるようになる。②図書館を利用して調査し、提示した形式で発表資料を作成できるようになる。 

授業概要 

 平安時代の歌物語『伊勢物語』を輪読する。『伊勢物語』は「男」の一代記の体裁を取る。各章段

は短く、読みやすい上に面白い。後世の文学に大きな影響を及ぼした作品であり、一度は触れて

おきたい名作である。前半では高校の検定教科書に収録されている、有名な章段を読解する。後

半では事前に指定した章段について発表を行う（※受講人数によって変動あり）。各種注釈書・辞

典類の使用法についてなど、大学で日本文学（古典）を勉強する上で必要な基礎的な知識につい

て説明する。 

評価方法・基

準 

 積極的な質問など授業への参加度（40％）、資料作成および発表内容（30％）、発表レジュメの

再検討（30％）によって判断する。 

課題のフィー

ドバック方法 

 発表については授業内でディスカッションを行い、教員もコメントする（資料作成の不明点につい

ては連絡があれば適宜相談にのる）。最後にコメントペーパーを記入、次回冒頭にとりまめとめて

返答する。 

履修上の 

注意事項等 

 受講人数にもよるが、基本的に毎回全員に意見を求める。発表が重要なので無断欠席は絶対

に行わないこと（評価方法・基準参照）。 受講人数に応じて各回の担当を決める。教科書に収録

されている章段はすべて扱う可能性があると考えておくこと。 

テキスト 学びを深めるヒントシリーズ 伊勢物語早稲田久喜の会(編著)明治書院 2018 

参考書 適宜紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス  [予習・復習]前期に何を学ぶのか、よく確認する。 

2．歌物語・『伊勢物語』の概要 [予習・復習]授業内容について復習する。 

3．初段「初冠」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈について

復習する。 

4．四段「月やあらぬ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈に

ついて復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001202 

科目名 言語文学 II（二） 担当教員 穴井 潤 

授業内容 

5．六段「芥川」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈について

復習する。 

6．教員の発表見本 [予習・復習]発表手順を覚え、自分の担当回に備える。資料の体裁を確認する。 

7．九段「東下り」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈につい

て復習する。 

8．二三段「筒井筒」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈につ

いて復習する。 

9．二四段「梓弓」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈につい

て復習する。 

10．四〇段「好ける物思ひ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解

釈について復習する。 

11． 四五段「ゆく蛍」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈に

ついて復習する。 

12． 六九段「狩りの使ひ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解

釈について復習する。 

13． 八二段「渚の院」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解釈に

ついて復習する。 

14． 八四段「さらぬ別れ」を読む [予習・復習]現代語訳を読んで授業に臨む。扱った章段の内容・解

釈について復習する。 

15． まとめ [予習・復習]前期に扱った章段について、内容を改めて復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd41001203  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 II（三） 担当教員 中尾 和昇 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 黄表紙『忠臣蔵即席料理』をよむ 

到達目標 
①近世文学に関する基礎知識を習得する。②近世文学の基礎的な読解方法を習得する。③黄表

紙の特性を理解する。 

授業概要 

近世中後期に流行した絵本型小説「草双紙（くさぞうそうし）」は、子供向けの赤本からはじまり、内

容の変化にともなって、黒本・青本・黄表紙・合巻へと発展した娯楽小説である。そのひとつ「黄表

紙」は、荒唐無稽な物語世界でありながらも、江戸の社会風俗を巧みに描き、その落差によって

〈笑い〉を生み出している。この授業では、『忠臣蔵即席料理（ちゅうしんぐらそくせきりょうり）』（山

東京伝作、寛政六年［1794］刊）を精読することで、江戸戯作の魅力に迫りたい。 

評価方法・基

準 

平常点 30％（授業への積極性を評価する）、口頭発表 40％（資料の完成度・基礎的な読解力を評

価する）、レポート 30％（精確性・客観性・論理性を評価する）。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業中の発表に関しては、担当教員がその場でコメントし、課題を与える。レポートに関しては、添

削した後に個別に指導をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

質疑応答の場を設けるので、受講生は積極的に発言してほしい。また、発表する際の遅刻・欠席

は、絶対に避けるようにする。このような態度が見られた場合は、単位を認めない場合がある。 

テキスト なし（コピーして配布する）。  

参考書 

山東京傳全集 第三巻山東京傳全集編集委員会編ぺりかん社 2001 

新編日本古典文学全集 77 浄瑠璃集鳥越文蔵ほか校注・訳小学館 2001 

山東京伝佐藤至子ミネルヴァ書房 2009 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容を理解しておく。この授業の計画につい

て把握する。 

2．発表資料の作成方法 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容（語釈や

現代語訳といった基礎的な読解作業・資料の作り方など）についての理解を深める。 

3．黄表紙の世界 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容（黄表紙の概要）

についての理解を深める。 

4．山東京伝と『忠臣蔵即席料理』 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容

（山東京伝の伝記的事項と『忠臣蔵即席料理』の概要）についての理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001203 

科目名 言語文学 II（三） 担当教員 中尾 和昇 

授業内容 

5．読解①『忠臣蔵即席料理』場面１・２【１丁裏２丁表・２丁裏】 [予習・復習]場面１・２について、発表者

は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の

理解を深める。 

6．読解②『忠臣蔵即席料理』場面３・４【３丁表・３丁裏】 [予習・復習]場面３・４について、発表者は資

料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解

を深める。 

7．読解③『忠臣蔵即席料理』場面５・６【４丁表・４丁裏５丁表】 [予習・復習]場面５・６について、発表者

は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の

理解を深める。 

8．読解④『忠臣蔵即席料理』場面７・８【５丁裏・６丁表】 [予習・復習]場面７・８について、発表者は資

料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は場面の理解を

深める。 

9．読解⑤『忠臣蔵即席料理』場面９・10【６丁裏７丁表・７丁裏８丁表】 [予習・復習]場面９・10 につい

て、発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生

は各場面の理解を深める。 

10．読解⑥『忠臣蔵即席料理』場面 11・12【８丁裏９丁表・９丁裏】 [予習・復習]場面 11・12 について、

発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各

場面の理解を深める。 

11． 読解⑦『忠臣蔵即席料理』場面 13・14【10 丁表・10 丁裏】 [予習・復習]場面 13・14 について、発

表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場

面の理解を深める。 

12． 読解⑧『忠臣蔵即席料理』場面 15・16【11 丁表・11 丁裏 12 丁表】 [予習・復習]場面 15・16 につ

いて、発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講

生は各場面の理解を深める。 

13． 読解⑨『忠臣蔵即席料理』場面 17・18【12 丁裏・13 丁表】 [予習・復習]場面 17・18 について、発

表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場

面の理解を深める。 

14． 読解⑩『忠臣蔵即席料理』場面 19・20【13 丁裏 14 丁表・14 丁裏 15 丁表】 [予習・復習]場面 19・

20 について、発表者は資料を作成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他

の受講生は各場面の理解を深める。 

15． 読解⑪『忠臣蔵即席料理』場面 21【15 丁裏】 [予習・復習]場面 21 について、発表者は資料を作

成し、他の受講生は一読しておく。発表者は自身の課題を整理し、他の受講生は各場面の理解を深め

る。 



【科目ページ：１／２】  cd41001204  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 II（四） 担当教員 山田 昇平 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本語研究入門 

到達目標 
・ことばに対する疑問を立てることができる・ことばに対する専門的な考え方に馴染む・ことばの研

究がどのようなものかを知る 

授業概要 

この授業では日本語（ことば）に対する研究がどのようなものか知ることを目的とする。授業では、

まず国語学（日本語学）がどのような学問かについての概説を行い、国立国語研究所編『日本語

の大疑問：眠れなくなるほど面白いことばの世界』幻冬舎新書 の講読を行う。講読では１人が本

書で提示される疑問と、その回答の要約に自己調査加え、資料にまとめて発表を行う。そしてその

内容に対して、参加者全員で議論・調査を行う。発表箇所はシラバスでは便宜的に振り当てるが、

各自の興味に応じて選択してよい。 

評価方法・基

準 

・発表内容（内容を的確にまとめているか、議論を導いたか）：４０％・質疑（積極的に議論に参加し

たか）４０％・レポート（発表や質疑の内容を踏まえた内容になっているか）２０％ 

課題のフィー

ドバック方法 
・発表・議論については授業時に取りまとめを行う・レポートについてオフィスアワーに回答する 

履修上の 

注意事項等 
発表順・スケジュールなどは人数・参加者によって変更することがある。 

テキスト 『日本語の大疑問：眠れなくなるほど面白いことばの世界』国立国語研究所編幻冬舎新書 2021 

参考書  

授業内容 

１． イントロダクション?授業概要・発表順 [予習・復習] 日本語に対する疑問を考えておく 

2． なぜことばについて研究するのか？ [予習・復習] 『日本語学大辞典』などの研究事典で国語学・

日本語学・言語学の項目を調べておく。 

3． これは言語研究ですか？ [予習・復習] 『日本語学大辞典』などの研究事典で国語学・日本語学・

言語学の項目を調べておく。 

4． 教科書読解１―「やばみ」「うれしみ」の「み」？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001204 

科目名 言語文学 II（四） 担当教員 山田 昇平 

授業内容 

5． 教科書読解２―「あのー」や「えっと」 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

6． 教科書読解３―おじいちゃんの話し方 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

7． 教科書読解４―絵文字は日本発祥？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

8． 教科書読解５―絵文字と Line スタンプの違い？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

9． 教科書読解６―略語と正しい日本語 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

10． 教科書読解７―「推薦状をお書きください」は無礼か？ [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を

熟読する 

11．  教科書読解８―お客さんへのことば遣い [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

12．  教科書読解９―百貨店の隠語 [予習・復習] 発表者以外も該当箇所を熟読する 

13．  教科書読解１０―すでにお店に入っているのに「いらっしゃいませ」？ [予習・復習] 発表者以

外も該当箇所を熟読する 

14．  教科書読解１１―「させていただいてもよろしいですか？」 [予習・復習] 発表者以外も該当箇

所を熟読する 

15．  まとめ [予習・復習] これまでの発表の中でもっとも気になった内容について考えておく 



【科目ページ：１／２】  cd41001205  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 II（五） 担当教員 光石 亜由美 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 小説の読み方 

到達目標 
１．テクストを精読する方法を習得する。２．ディスカッションの技術を習得する。３．プレゼンテーシ

ョンの技術を習得する。 

授業概要 
前半は文学理論をふまえた作品の基礎的な読み方を習得する。レジュメの作成の仕方など発表

の基礎的な部分を学んだのち、後半は、前半で習得したことをふまえて、発表を行う。 

評価方法・基

準 

平常点 30％（授業内での課題作成、積極性・協同性）、授業内での発表 40％（レジュメの内容・

形式、プレゼンの仕方、質疑応答を評価します）、提出物・レポート 30％（与えられた課題に対し

ての達成度（論理性、論述性、形式等）で評価します） 

課題のフィー

ドバック方法 

発表については、授業内で適宜コメントする。提出物については、次回授業で、講評・評価を行

い、授業に反映させる。レポートについては、添削の上、オフィスアワーに研究室にて返却する。 

履修上の 

注意事項等 

発表はもちろん、討論での発言度、積極性を重視する。受講者は全員、テクストを読んで、討議に

参加すること。グループワーク、ペアワークをすることがある。 

テキスト プリントで配布する  

参考書 文学テクスト入門前田愛ちくま学芸文庫 1993 年 

授業内容 

１．前期ガイダンス・文学研究の方法 [予習・復習] シラバスを読む・文学研究の方法をノートにまとめ

る 

2．①主人公 [予習・復習] 指定されたテクストを読む・主人公の役割についてノートにまとめる 

3．②心理の流れ [予習・復習] あらかじめ配布されたレジュメの心理描写・情景描写の部分を読む・

心理描写・情景描写についてノートにまとめる 

4．③語り・呼称 [予習・復習] あらかじめ配布されたレジュメの語りの部分を読む・語り手の機能につ

いてノートにまとめる 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001205 

科目名 言語文学 II（五） 担当教員 光石 亜由美 

授業内容 

5．④ストーリーとプロット [予習・復習] あらかじめ配布されたストーリーとプロットの部分を読む・スト

ーリーとプロットの概念についてノートにまとめる 

6．⑤インターテクスチュアリティ [予習・復習] あらかじめ配布されたインターテクスチュアリティの部分

を読む・「羅生門」と今昔物語集を比較する 

7．レジュメの作成の仕方 [予習・復習] レジュメの作成の仕方のプリントを読む・レジュメの試案を作

成する 

8．発表１ 作品 A [予習・復習] 作品 A を読む・作品 B の発表に対する質疑、コメントカードを作成する 

9．発表２ 作品 B [予習・復習] 作品 B を読む・作品 B の発表に対する質疑、コメントカードを作成する 

10．発表３ 作品 C [予習・復習] 作品 C を読む・作品 C の発表に対する質疑、コメントカードを作成す

る 

11． 発表４ 作品 D [予習・復習] 作品 D を読む・作品 D の発表に対する質疑、コメントカードを作成

する 

12． 発表５ 作品 E [予習・復習] 作品 E を読む・作品 E の発表に対する質疑、コメントカードを作成す

る 

13． 発表６ 作品 F [予習・復習] 作品 F を読む・作品 F の発表に対する質疑、コメントカードを作成す

る 

14． 発表７ 作品 G [予習・復習] 作品 G を読む・作品 G の発表に対する質疑、コメントカードを作成

する 

15． まとめ・レポートについて [予習・復習]あらかじめ配布されたレポートについての部分を読む・レポ

ートを作成し提出する 



【科目ページ：１／２】  cd41001206  聴講の可否： ×   

科目名 言語文学 II（六） 担当教員 木田 隆文 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 芥川龍之介の短編小説を読む 

到達目標 
（１）近現代文学研究の基本的な視点と方法を身につける。（２）自らの意見を論理的に説明する

能力を養う。（３）高校までの〈現代国語〉と、大学の〈文学研究〉の違いを理解する。 

授業概要 

この授業では、芥川龍之介の小説作品を例に、近代文学研究に必要な基本的知識と手法を学ぶ

とともに、レポートや発表のために必要なスキルも身に着けることを目指している。具体的にはま

ず「羅生門」を例に、講義形式で小説作品の分析方法を学ぶ。その後、指定された芥川龍之介の

短編小説について、受講生自身が研究発表を行う。 

評価方法・基

準 

平常点（10％）、課題（20％）、発表（30％）、期末レポート（40％）。平常は講義態度を重視する。レ

ポート・課題・発表は、理解度や視点の独創性、論証の実証性を中心に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

発表はその場で講評する。提出物はコメントを付して返却する。また課題提出に際しては、修正と

コメントのやりとりを重ねることで、文章能力を高めるように配慮する。 

履修上の 

注意事項等 

受講クラスは事前に指定されているため、登録の際には注意すること。欠席したりわからないこと

が出た場合、翌週までに木田研究室まで質問に来ること。発表対象作品は、受講生の数と関心に

応じて変更の可能性がある。 

テキスト 羅生門 蜘蛛の糸 杜子春 外十八編芥川龍之介文春文庫  

参考書 

芥川龍之介全作品事典関口安義他編勉誠出版 2000 

芥川龍之介大事典志村有弘勉誠出版 2002 

その他、随時指示する 

授業内容 

１．ガイダンス 〈現代国語〉と〈文学研究〉の違い [予習・復習] 「羅生門」を読んでおく 

2．「羅生門」を読む１ 〈芥川龍之介／作家〉とは何者か [予習・復習] 配布された資料を読み、質問す

ることを考える。 

3．「羅生門」を読む２ 小説の作られ方 [予習・復習] 配布された資料を読み、質問することを考える。 

4．「羅生門」を読む３ 作品の面白さはどこにある？ [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の

解釈を考える。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41001206 

科目名 言語文学 II（六） 担当教員 木田 隆文 

授業内容 

5．「羅生門」を読む４ 登場人物を考える① 主人公編 [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自

の解釈を考える。 

6．「羅生門」を読む５ 登場人物を考える② モブキャラ編 [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独

自の解釈を考える。 

7．「羅生門」を読む６ 場面・場所を考える [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考え

る。 

8．「羅生門」を読む７ 時間を考える  [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考える。 

9．「羅生門」を読む８ 因果関係を考える [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考え

る。 

10．「羅生門」を読む９ 人物関係を考える [予習・復習] 講義内容を振り返り、自分独自の解釈を考え

る。 

11． 口頭発表のために [予習・復習] 講義内容を振り返り、発表に必要な準備を行う。 

12． 作品分析の実践１ 口頭発表１ 「鼻」 [予習・復習] 課題作品の解釈を考えておく。次週発表作

品を読んでおく。 

13． 作品分析の実践２ 口頭発表２ 「杜子春」 [予習・復習] 課題作品の解釈を考えておく。次週発

表作品を読んでおく。 

14． 作品分析の実践３ 口頭発表３ 「蜘蛛の糸」 [予習・復習] 課題作品の解釈を考えておく。 

15． 前期まとめ [予習・復習] 配布資料を確認し、後期発表作品を考えておく。 



【科目ページ：１／２】  cd41012100  聴講の可否： ○   

科目名 国文学史 I 担当教員 ☆櫻井 清華 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 性と政治の中古女性文学史 

到達目標 
①平安から鎌倉期にかけての宮廷政治の背景をまなぶ ②女性による文学の必然性と各作品の

特色をまなぶ ③ジェンダー思想の理論をまなび、実生活に実践・応用する。 

授業概要 

平安から鎌倉期にかけて、女性による文学作品が多く生み出された。古代から中世にかけ、女性

が文筆で自己表現を果たしたことは、世界的にもまれな事象である。男性中心の時代社会にあっ

て、なぜ女性の文筆活動が可能だったのかを、政治的背景の必然とともにまなんでいく。女性によ

る文学品の誕生は、個人的な内面の動機と同時に、社会的必然と要請があったと考えられる。こ

のような立場から、性と政治の文学史をジェンダー(男女を分断する政治的な線引き)思想に基づ

き考察していきたい。その考察から得た理論は、かならず現代を生きる我々にも実践 

評価方法・基

準 

学習到達度確認テスト７0％小テスト全４回 (講義時に４回程度行う。スケジュールは直前に言い

ます)３0％ 

課題のフィー

ドバック方法 

小テスト全４回は期間内に解説・講評する。期間内に実施する学習到達度確認テストについて

は、最終講義時あるいは別の方法で解説・講評する。 

履修上の 

注意事項等 
出席点はありません 

テキスト 資料日本古典文学史〈古代中世編〉梶原正昭編武蔵野書院 1987 

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス：女性による中古の文学作品概説 [予習・復習]シラバスを読んで講義概要を理解してお

くこと。 

2．回顧録としての『蜻蛉日記』 [予習・復習第１回目の講義内容を復習し、「道綱母」について調べるな

どおおまかに理解しておくこと。 

3．伝説か物語か『和泉式部日記』 [予習・復習]第２回目の講義内容を復習し、「和泉式部」について調

べるなどおおまかに理解しておくこと。 

4．言葉の絵画『枕草子』 [予習・復習]「清少納言」と「中宮彰子」について調べるなど、一条朝の人物関

係をおおまかに理解しておくこと 

  



【科目ページ：２／２】 cd41012100 

科目名 国文学史 I 担当教員 ☆櫻井 清華 

授業内容 

5．性と政治の『源氏物語』 [予習・復習]源氏物語のあらすじを漫画でもいいのでつかんでおくこと 

6．公と私の入り混じる『紫式部日記』  [予習・復習]一条朝の権力図を理解しておくこと 

7．道長の栄華を語る『栄華物語』 [予習・復習一条天皇時代の摂関政治について調べ、時代状況をお

おまかに理解しておくこと。 

8．性と政治の『源氏物語』 [予習・復習『源氏物語』のあらすじと人物関係の概説を理解しておくこと(漫

画でも可)。 

9．死にゆく帝を綴る記録『讃岐典侍日記』 [予習・復習]「召人（めしうど）」という女房の存在を学んでお

くこと 

10．女性側から書く平家物語『建礼門院右京大夫集』  [予習・復習]平家隆盛期から滅亡までの時代

状況をつかんでおくこと。 

11． 御子左家の女性による宮仕え記『たまきはる』 [予習・復習]藤原俊成・定家についておおまかに

理解しておくこと。 

12． 御子左家の女性による文芸批判『無名草子』 [予習・復習]藤原俊成・定家についておおまかに理

解しておくこと。 

13． 流浪する女の肖像『うたたね』『十六夜日記』 [予習・復習]阿仏尼、冷泉家の成り立ちについてお

おまかに理解しておくこと。 

14． もの思う女の回顧録『とはずがたり』 [予習・復習両統迭立時代の政治状況と後深草院二条につ

いておおまかに理解しておくこと。 

15． まとめ 学習到達度確認テスト [予習・復習これまでの授業内容を復習し、文学史の流れ、歴史

の背景を構造的に理解しているか確認しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41012200  聴講の可否： ○   

科目名 国文学史 II 担当教員 ☆溝端 悠朗 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 平安文学の流れ 

到達目標 
平安時代の文学史について、作品とその時代背景とをあわせて理解する。それぞれの作品につ

いての知識を深める。 

授業概要 

平安時代の文学の流れを、政治や社会の状況といった時代背景とともに学ぶ。その際、暗記事項

の羅列に終始するのではなく、できるだけ作品本文を読むように努める。授業では毎回小テストを

行うとともに、コメントシートの提出を求める。 

評価方法・基

準 

小テスト 50％（基本知識の習得度を評価する）＋学習到達度確認テスト 30％（最終授業時に行

い、授業の理解度を評価する）＋平常点 20％（コメントシートにより、授業への積極性を評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容・質問等については、次回の授業冒頭で応答し、必要があれば補足説明を行

う。学習到達度確認については、解答例と講評をポータルサイトで公開する。 

履修上の 

注意事項等 

対面授業だが、小テストは Google Classroom を用いて行う。国語便覧などを読み、基本知識は理

解しておくこと。古語等についてはすべてを説明できないため、苦手な者は辞書（電子辞書可、携

帯電話は不可）や文法書を持ち込んでもかまわない。 

テキスト  

参考書 
原色 新日本文学史【増補版】秋山虔・三好行雄文英堂 2016 

教養としての日本古典文学史村尾誠一笠間書院 2022 

授業内容 

１．ガイダンス／平安文学史概観 [予習・復習]シラバスを読み、授業の全体像を理解しておくこと。授

業内容をノートに整理しておくこと。 

2．漢詩文の隆盛 [予習・復習]国語便覧などで「国風暗黒時代」について調べ、あらましを理解しておく

こと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

3．仮名の誕生 [予習・復習]国語便覧などで「仮名（ひらがな・カタカナ）」について調べ、あらましを理

解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

4．『古今和歌集』の成立 [予習・復習]国語便覧などで『古今和歌集』について調べ、あらましを理解し

ておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41012200 

科目名 国文学史 II 担当教員 ☆溝端 悠朗 

授業内容 

5．『後撰和歌集』『拾遺和歌集』と王朝和歌 [予習・復習]国語便覧などで『後撰和歌集』『拾遺和歌集』

について調べ、あらましを理解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

6．日記文学とその表現 [予習・復習]国語便覧などで「日記文学」について調べ、あらましを理解してお

くこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

7．『枕草子』と〈随筆〉 [予習・復習]国語便覧などで『枕草子』について調べ、あらましを理解しておくこ

と。授業内容をノートに整理しておくこと。 

8．作り物語と歌物語 [予習・復習]国語便覧などで「平安時代の物語」について調べ、あらましを理解し

ておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

9．『源氏物語』の作品世界 [予習・復習]国語便覧などで『源氏物語』について調べ、あらましを理解し

ておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

10．『源氏物語』以降の物語 [予習・復習]国語便覧などで「平安時代後期の物語」について調べ、あら

ましを理解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

11． 院政期の文学① 転換期の和歌と歌謡 [予習・復習]国語便覧などで「院政期」について調べ、あ

らましを理解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

12． 院政期の文学② 歌論・歌学の発達 [予習・復習]国語便覧などで「歌論」「歌学」について調べ、

あらましを理解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

13． 院政期の文学③ 歴史物語とその叙述 [予習・復習]国語便覧などで「歴史物語」について調べ、

あらましを理解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

14． 院政期の文学④ 説話の登場 [予習・復習]国語便覧などで「説話文学」について調べ、あらまし

を理解しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

15． まとめ 学習到達度確認 [予習・復習]これまでの授業内容を確認し、作品名や用語、概念につい

て説明できるようにしておくこと。 
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科目名 国文学史 III 担当教員 ☆野澤 真樹 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本近世文学史 

到達目標 
①、日本近世文学に関する基礎知識を身につけ、その特色を理解する。 ②、日本近世文学史の

流れを説明できるようになる。③、主要な文学ジャンル、作品、作者の概要を理解する。 

授業概要 

近世の文学は、中世以前に比べ様々な変化が認められる。文学の担い手（作者、読者、その他作

品に関わる人）が拡大したこと、印刷技術が発達して作品の製作・流布の方法が変化したこと、ま

た、これらのことに関連して作品の性格や内容が多様化したことなどが挙げられよう。また、上方、

江戸など地域の別や、年代ごとに流行した小説ジャンルの変遷などを理解することも重要である。

これらのことに留意しながら、各ジャンル・作品・作者の文学史的位置づけを辿るとともに、作品そ

のものを楽しむ読解へのアクセスを目指す。 

評価方法・基

準 

授業各回の小課題 45％、小テスト 25％（授業内容の復習）、期末レポート 30％（授業に関連した

課題を受講者自身が設定し、客観的に論じる） 

課題のフィー

ドバック方法 

各回の小課題は次回授業冒頭に適宜ピックアップしてコメントする。小レポートについては授業内

にて講評を行う。期末レポートは採点後に、GoogleClassroom 等を利用してポイントを解説する。 

履修上の 

注意事項等 
予習・復習のための資料はデータ（PDF）で配布することもある。 

テキスト 授業にて資料を配付する。  

参考書 授業内で紹介する。 

授業内容 

１． 近世の文学の特色 [予習・復習]中学校、高等学校等の教科書、参考書で江戸時代の文化、文学

について復習しておく。 

2． 仮名草子 [予習・復習]「仮名草子」とはなにか事前に調べ、主要な作品・作者名を押さえておく。ま

た、授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

3． 浮世草子 [予習・復習]「浮世草子」とはなにか事前に調べ、主要な作品・作者名を押さえておく。ま

た、授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

4． 近世文学と遊廓  [予習・復習]江戸時代の遊廓とはどのような場所か、自分なりに調べ、まとめて

おく。 
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科目名 国文学史 III 担当教員 ☆野澤 真樹 

授業内容 

5． 談義本  [予習・復習]「談義本」とはなにか事前に調べ、主要な作品・作者名を押さえておく。ま

た、授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

6． 前期読本  [予習・復習]「前期読本」とはなにか事前に調べ、主要な作品・作者名を押さえておく。

また、授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

7． 近世文学と怪談  [予習・復習]第 6 回までの文学史の流れを復習し、整理しておく。 

8． 後期読本 [予習・復習]「後期読本」とはなにか事前に調べ、主要な作品・作者名を押さえておく。ま

た、授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

9． 草双紙 [予習・復習]授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

10． 洒落本・滑稽本・人情本 [予習・復習]それぞれのジャンルについて事前に調べ、主要な作品・作

者名を押さえておく。また、授業内で紹介された作品を読み、気になった点をまとめる。 

11．  近世の演劇 [予習・復習]江戸時代の演劇について事前に調べる。また、伝統文化の現状につ

いて調べ、まとめておく。 

12．  近世散文のまとめ・小テスト [予習・復習]第 11 回までの文学史の流れを復習し、整理しておく。 

13．  近世文学の中のモデル小説 [予習・復習]時代ごとのジャンルの変遷をつかんだ上で授業に臨

む。 

14．  近世の韻文 [予習・復習]和歌・俳諧の基礎知識を整理しておく。 

15．  近世文学史の総括 [予習・復習]第 14 回までの授業内容をふり返り、近世文学史の流れを整理

する。 
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科目名 国文学史 IV 担当教員 光石 亜由美 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近現代日本文学の成立と展開 

到達目標 
１．近現代日本文学の歴史を理解する。２．作家や作品の知識を深める。３．作品が置かれた時

代状況、文化状況を理解する。 

授業概要 
作家、作品、文学史の流れ、メディアなど、基本的な知識を身につける一方、作家や作品が、時代

状況、文化状況の中にどのように位置づけられているのかを考える。講義の方法：対面授業 

評価方法・基

準 

小テスト（毎回、授業の最後に行う小テスト、コメントペーパー）40％、試験（文学史の試験・記述式

問題）60％ 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内のコメント・ペーパー（質問・意見）については、次回授業内、もしくは、google classroom の

ストリームを通じて、返答します。 

履修上の 

注意事項等 

講義で扱う作品については、抄録したものを配布するが、あらかじめ全集や文庫本などで読んで

おくことがのぞましい。 

テキスト  

参考書 
改訂版 プレミアムカラー国語便覧数研出版 

日本近代小説史安藤宏中公選書 2015 

授業内容 

１．ガイダンス・明治の戯作、啓蒙主義、政治小説 [予習・復習] 国語便覧の近現代文学史の部分を

読んでくる・明治戯作、啓蒙主義、政治小説の特徴をノートにまとめる。 

2．写実主義の文学 [予習・復習] 国語便覧の写実主義の文学の部分を読んでくる・近代文学におい

て『浮雲』の果たした役割をノートにまとめる 

3．硯友社の文学 [予習・復習] 国語便覧の硯友社の文学の部分を読んでくる・硯友社の文学の特徴

についてノートにまとめる 

4．浪漫主義文学 [予習・復習] 国語便覧の浪漫主義文学の部分を読む・浪漫主義文学の特徴をノー

トにまとめる 
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科目名 国文学史 IV 担当教員 光石 亜由美 

授業内容 

5．日清戦後の文学 [予習・復習] 国語便覧の日清戦後の部分を読む・日清戦後の文学の特徴をノー

トにまとめる 

6．自然主義文学 [予習・復習] 国語便覧の自然主義文学の部分を読む・自然主義文学の特質につ

いてノートにまとめる 

7．夏目漱石と森鴎外の文学 [予習・復習] 国語便覧の夏目漱石・森鴎外の部分を読む・夏目漱石、

森鴎外の文学の特徴をノートにまとめる 

8．耽美派と白樺派 [予習・復習] 国語便覧の耽美派と白樺派の部分を読む・耽美派と白樺派の文学

の特徴をノートにまとめる 

9．新現実主義・新思潮派 [予習・復習] 国語便覧の新現実主義・新思潮派の部分を読む・新現実主

義・新思潮派の文学の特徴をノートにまとめる 

10．プロレタリア文学とモダニズム文学 [予習・復習] 国語便覧のプロレタリア文学とモダニズム文学

の部分を読む・プロレタリア文学とモダニズム文学の特徴をノートにまとめる 

11． 戦時下の文学 [予習・復習] 国語便覧の戦時下の文学の部分を読む・戦時下の文学の特徴をノ

ートにまとめる 

12． 戦後派の文学 [予習・復習] 国語便覧の戦後派の文学の部分を読む・戦後派の文学の特徴をノ

ートにまとめる 

13． 無頼派の文学 [予習・復習] 国語便覧の無頼派の文学の部分を読む・無頼派の文学の特徴をノ

ートにまとめる 

14． 第三の新人の文学 [予習・復習] 国語便覧の第三の新人の部分を読む・第三の新人の文学の

特徴をノートにまとめる 

15． まとめ [予習・復習] これまで配布されたレジュメのキーワード・テーマを確認する。・近現代文学

史の流れを再度ノートにまとめる 
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科目名 国語学概論 I 担当教員 渋谷 勝己 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 国語学入門（1） 

到達目標 ・日本語に関する基本的な知識を身につける。・日本語の諸側面について他の人に説明できる。 

授業概要 
日本語の音声・音韻、アクセント、文法について体系的に概説すると同時に、他言語（とくに英語）

と日本語の異同について確認する。 

評価方法・基

準 
・平常点 25%（積極性を重視する）・達成点 75%（理解確認のための小テスト。毎回実施） 

課題のフィー

ドバック方法 
小テストは（基本的に）次回までに採点して返却する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書 
日本語音声学入門斎藤純男三省堂 2006 

基礎日本語文法 第 3 版益岡隆志・田窪行則くろしお出版 2024 

授業内容 

１．オリエンテーション [予習・復習]シラバス等によって、授業の目的と内容を確認する。 

2．日本語の特徴・誤った認識 [予習・復習]日本語とはどのような言語であると思っているか、あるいは

世の中で言われているか、整理しておく。 

3．音声と音韻（1）：発音の方法 [予習・復習]ア、イ、ウなどの母音、カ、サ、タなどのうちの子音部の発

音の違いなどを確認しておく。 

4．音声と音韻（2）：音の単位を導き出す [予習・復習] 日本語には r と l の違いはない、母音が５つあ

る、とはどういうことか、考えておく。 
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科目名 国語学概論 I 担当教員 渋谷 勝己 

授業内容 

5．音節と音韻（3）：音節とアクセント [予習・復習]日本語の音の単位が結びつくときの様式（五十音図

参照）を、英語などと比べて整理しておく。 

6．文法（1）：日本語の基本的構造 [予習・復習]日本語の語順や動詞の後ろにつく要素の順番などを

確認しておく。 

7．文法（2）：動詞の語形変化 [予習・復習]動詞の後ろに「ナイ」をつけたときの変わり方によって動詞

を分類するといくつに分けられるか考える。 

8．文法（3）：動詞のとる格 [予習・復習]「次郎をたたく」、「次郎に会う」のように動詞と使用される要素

には違いがある。その規則を考える。 

9．文法（4）：態（能動態・受動態など） [予習・復習]「太郎は次郎にたたかれた」や「来る時雨に降られ

た」に対応する英語の受け身文を考える。 

10．文法（5）：アスペクト（進行・完了など） [予習・復習]「雨が降っている」と「雨はあがっている」の「て

いる」の意味はどう違うか、考える。 

11． 文法（6）：テンス（時制） [予習・復習]「空は青い」「私は逆上がりができる」「私は東京に行く」はい

つのことを述べているかを考える。 

12． 文法（7）：モダリティ（1） [予習・復習]「バス来ないね」に対する反応として「そのうち来るかもしれ

ない」がおかしいのはなぜか考える。 

13． 文法（8）：モダリティ（2） [予習・復習]「山田さんですね」－「はいそうです」、「いい天気ですね」－

「×はいそうです」の違いを考える。 

14． 文法（9）：ハとガ [予習・復習]日本語の「太郎はお父さんが医者だ」「太郎はパソコンがこわれた」

に対応する英語の表現を考える。 

15． まとめ：日本語学の基本的な考え方 [予習・復習]本授業で学んだことを確認しておく。 
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科目名 国語学概論 II 担当教員 渋谷 勝己 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 国語学入門（2） 

到達目標 ・日本語に関する基本的な知識を身につける。・日本語の諸側面について他の人に説明できる。 

授業概要 国語学概論Ⅰに続き、語彙、表記、文体、位相、方言などについて概説する。 

評価方法・基

準 
・平常点 25%（積極性を重視する）・達成点 75%（理解確認のための小テスト。毎回実施） 

課題のフィー

ドバック方法 
小テストは（基本的に）次回までに採点して返却する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書 適宜指示する。 

授業内容 

１．オリエンテーション [予習・復習]シラバス等により、本授業の内容、到達目標等を確認する。 

2．語彙の体系 [予習・復習]和語や漢語、外来語がそれぞれ多い領域を整理して授業に臨む。 

3．語の意味 [予習・復習]たとえば「のぼる」と「あがる」では意味がどう違うか、それはどのようなことか

らわかるか、自身で考えてみる。 

4．表記（1）：現行のシステム [予習・復習]高校までに習ってきた日本語の表記の方法を整理して授業

に臨む。 
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科目名 国語学概論 II 担当教員 渋谷 勝己 

授業内容 

5．表記（2）：国語政策の必要性 [予習・復習]表記について政策的に決めなければいけないところはど

のようなところか、考えてみる。 

6．表記（3）：国語政策の歴史 [予習・復習]表記の問題について日本はこれまでどのような施策を行っ

てきたか、文化庁のページなどで調べてみる。 

7．敬語 [予習・復習]高校までに学んだ敬語の知識を整理する。 

8．文体・スタイル [予習・復習]高校の教科書、雑誌、マンガ、SNS などで使用されることばを比較して、

その違いを調べてみる。 

9．文体・スタイルと言語能力 [予習・復習]たとえば夏目漱石が書いた文学論、小説（前期、後期）、日

記などを対象にしてその異同を調べてみる。 

10．役割語 [予習・復習]マンガやアニメに特徴的なことばを取り出してみる。 

11． 方言 [予習・復習]国立国語研究所のページで公開されている『日本言語地図』『方言文法全国地

図』に目をとおす。 

12． 日本語力を高める（1）：方言を活用する [予習・復習]関西方言の「ヨー言ワン」と「言ワレヘン」の

意味は同じか違うか、考えてみる。 

13． 日本語力を高める（2）：標準語を活用する [予習・復習]日常会話では使用しないがレポートを書く

ときには使用することばを探してみる。 

14． 日本語力を高める（3）：英語を活用する [予習・復習]「雨が降っている」と「茶碗が割れている」を

英訳し、「～ている」が表す意味を考える。 

15． まとめ [予習・復習]この授業で学んだことを振り返る。 
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科目名 古典文学概論 I 担当教員 穴井 潤 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 『百人一首』で和歌史をたどる 

到達目標 
①和歌の技法・語法を踏まえた上で鑑賞できる。②和歌を読んで感性や習俗を学び、古典文学に

親しむことができる。③平安時代の和歌史について、大まかな流れを把握することができる。 

授業概要 

 『百人一首』を教材として和歌文学について講義する。上代～中世の和歌を取り上げ、読み解い

ていく。和歌は千年を優に超える歴史を持つ、日本古典文学の核となる文学ジャンルである。和歌

にこめられたイメージや、それを表現するために用いられた技法に注目する。一首の歌を読むとい

う行為を通じて、複雑な感情や豊かな世界を思い描く想像力を養ってほしい。 

評価方法・基

準 

コメントペーパーの内容を含めた授業態度（40％）・到達度確認試験の内容（60％）によって判断す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回授業の最後にコメントペーパーを記入、次回冒頭にとりまめとめて返答する。 

履修上の 

注意事項等 

 基礎知識から授業するため古典が苦手であったとしても問題ないが、回を追うごとにそれまでの

内容を前提として授業を進めるので気をつけてほしい。特に、第 15 回に到達度確認試験を行うの

で欠席しないこと。 

テキスト 百人一首解剖図鑑谷知子エクスナレッジ 2020 

参考書 適宜紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]この授業で何を学ぶのか、よく確認する。 

2．「古典文学」の範囲と和歌史の流れ [予習・復習]配布資料の復習。特に古典文学の範囲について

復習する。 

3．『百人一首』を読む① ー万葉集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「柿本人麿」「山

辺赤人」等の歌について復習する。 

4．『百人一首』を読む② ー古今集時代の歌人①ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「小野小町」

「在原業平」等の歌について復習する。 
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科目名 古典文学概論 I 担当教員 穴井 潤 

授業内容 

5．『百人一首』を読む③ ー古今集時代の歌人②ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「紀貫之」「壬

生忠岑」等の歌について復習する。 

6．『百人一首』を読む④ ー後撰集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「清原元輔」「謙

徳公」等の歌について復習する。 

7．『百人一首』を読む⑤ ー拾遺集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「曾禰好忠」「大

納言公任」等の歌について復習する。 

8．『百人一首』を読む⑥ ー後拾遺集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「紫式部」「和

泉式部」等の歌について復習する。 

9．『百人一首』を読む⑦ ー金葉集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「源俊頼朝臣」

「藤原基俊」等の歌について復習する。 

10．『百人一首』を読む⑧ ー詞花集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「崇徳院」「左

京大夫顕輔」等の歌について復習する。 

11． 『百人一首』を読む⑨ ー千載集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「皇太后宮大

夫俊成」「西行法師」等の歌について復習する。 

12． 『百人一首』を読む⑩ ー新古今集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「式子内親

王」「後京極摂政太政大臣」等の歌について復習する。 

13． 『百人一首』を読む⑪ ー新勅撰集時代の歌人ー [予習・復習]配布資料の復習。特に「権中納言

定家」「従二位家隆」等の歌について復習する。 

14． 『百人一首』と『百人秀歌』 [予習・復習]配布資料の復習。特に『百人一首』と『百人秀歌』の関係

について復習する。 

15． まとめ 学習到達度確認 [予習・復習]『万葉集』および勅撰集の概要、『百人一首』の成立、各歌

の内容などを改めて復習して、到達度確認試験に臨む。 
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科目名 古典文学概論 II 担当教員 穴井 潤 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本文化の根幹を学ぶ ー『古今和歌集』の達成とその享受ー 

到達目標 
『古今集』についての基礎知識を理解できるようになる。また、『古今集』の世界観や享受のあり方

を通じて、日本文化への興味を深めることができる。 

授業概要 

 『古今和歌集』（以下、古今集）について講義する。今でこそピンとこないかもしれないが、約千年

もの間、日本文化の根幹には『古今集』があった。時間の認識や花鳥風月に対する意識などの美

的感覚は長い年月をかけて形成されていったのだが、その感覚の源流は『古今集』にあるといっ

ても過言ではない。『古今集』的美意識は（近現代文学も含め）数多の日本文学に影響を及ぼして

いるので、日本文化を学ぶ第一歩とするために基礎的事項から享受のあり方までを幅広く説明す

る。 

評価方法・基

準 

コメントペーパーの内容を含めた授業態度（40％）・到達度確認試験の内容（60％）によって判断す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回授業の最後にコメントペーパーを記入、次回冒頭にとりまめとめて返答する。 

履修上の 

注意事項等 

この授業から受講しても問題ないが、「古典文学概論 I」を受講していた方が分かりやすい。また、

回を追うごとにそれまでの内容を前提として授業を進めるので気をつけてほしい。特に、第 15 回

に到達度確認試験を行うので欠席しないこと。 

テキスト 
古今和歌集小町谷照彦（訳注）筑摩書房 2010 

新版 古今和歌集 現代語訳付き 高田祐彦（訳注）KADOKAWA2009 

参考書 適宜紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]この授業で何を学ぶのか、よく確認する。 

2．日本語を書く文字 [予習・復習]配布資料の復習。特に「万葉仮名」等の用語を復習する。 

3．和歌のレトリック① ―掛詞・縁語― [予習・復習]配布資料の復習。特に「掛詞」「縁語」等の技法を

復習する。 

4．和歌のレトリック② ―枕詞・序詞― [予習・復習]配布資料の復習。特に「枕詞」「序詞」等の技法を

復習する。 
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科目名 古典文学概論 II 担当教員 穴井 潤 

授業内容 

5．和歌のレトリック② ―見立て・擬人法― [予習・復習]配布資料の復習。特に「見立て」「擬人法」等

の技法を復習する。 

6．『古今集』の和歌史観① ー神代ー [予習・復習]配布資料の復習。『古今集』仮名序について、授業

で扱った部分の現代語訳を読んでおく。 

7．『古今集』の和歌史観② ー万葉集ー [予習・復習]配布資料の復習。『古今集』仮名序について、授

業で扱った部分の現代語訳を読んでおく。 

8．『古今集』の〈古〉と〈今〉① ―六歌仙時代― [予習・復習]配布資料の復習。『古今集』仮名序につい

て、授業で扱った部分の現代語訳を読んでおく。 

9．『古今集』の〈古〉と〈今〉② ―撰者時代― [予習・復習]配布資料の復習。『古今集』仮名序につい

て、授業で扱った部分の現代語訳を読んでおく。 

10．『古今集』の構造  [予習・復習]配布資料の復習。特に「部立」「配列」等の用語を復習する。 

11． 『古今集』と中古文学 [予習・復習]配布資料の復習。特に「引歌」等の技法を復習する。 

12． 『古今集』と中世文学 [予習・復習]配布資料の復習。特に「古今伝授」等の用語を復習する。 

13． 『古今集』と近世文学 [予習・復習]配布資料の復習。特に「国学」等の用語を復習する。 

14． 『古今集』と近現代文学 [予習・復習]配布資料の復習。特に「国文学」「日本的」等の用語を復習

する。 

15． まとめ 到達度確認 [予習・復習]『古今集』の技法・和歌史観・構成・享受などを改めて復習して、

到達度確認試験に臨む。 
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科目名 中国文学概論 I 担当教員 ☆西尾 和子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
中国古典文学作品の精読と鑑賞を通して中国文学史を概観する。併せて日本文学への影響を考

察する。 

到達目標 
先秦から六朝にかけての代表的な詩歌や文章にたいする基礎的知識を身につけ、中国文学の歴

史を体系的に理解し、それを説明することができる。 

授業概要 

前期は、先秦から六朝における代表的な作品をテキストから選び、精読・鑑賞しながら、作品にた

いする特徴や文化的背景への理解を深めることを目的に、中国文学史を概観する。また、日本文

学における中国文学の受容という観点から作品を検討することによって、日中両国の古代文化交

流について理解を深めるとともに、比較文学の研究方法を修得する。 

評価方法・基

準 

定期試験 60％：基礎的知識（訓読・現代語訳等）が身についているかなど到達目標の達成度を確

認し評価する。平常点 40％：平素の質疑・発表および課題の準備度などによって総合的に判断す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
定期試験の解答例はポータルサイト等で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

本授業は講義形式で進める。必要に応じて受講生に発表してもらう場合がある。詳細は、初回に

説明する。習熟度によって、提示した以外の作品を読むことや進度が前後する場合がある。全体

の 1/3（5 回）を超えて欠席した学生は、成績評価の対象としない。 

テキスト 新訂 中国詩文中国詩文研究会東方書店 2015 年 

参考書 中国文学史前野 直彬東京大学出版会 1996 年 

授業内容 

１．授業の進め方について、中国古典文学の特質について [予習・復習]テキスト『新訂 中国詩文』に

目を通しておくこと。 

2．『詩経』について、「毛詩大序」を読む[予習・復習]テキスト p.1「毛詩大序」の訓読と現代語訳を予習

しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

3．「毛詩大序」の解説[予習・復習]テキスト p.1「毛詩大序」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義

の内容を復習しておくこと。 

4．『楚辞』について、屈原「漁夫」を読む[予習・復習]テキスト p.12「漁夫」の訓読と現代語訳を予習して

おくこと。講義の内容を復習しておくこと。 
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科目名 中国文学概論 I 担当教員 ☆西尾 和子 

授業内容 

5．「漁夫」の解説[予習・復習]テキスト p.12「漁夫」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を

復習しておくこと。 

6．『文選』について、「古詩十九首 其一」を読む[予習・復習]テキスト p.16「古詩十九首 其一」の訓読と

現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

7．「古詩十九首 其一」の解説[予習・復習]テキスト p.16「古詩十九首 其一」の訓読と現代語訳を予習

しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

8．魏晋南北朝期の詩について、曹操「短歌行」を読む [予習・復習]テキスト p.25～p.26「短歌行」の訓

読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

9．「短歌行」の解説[予習・復習]テキスト p.25～p.26「短歌行」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講

義の内容を復習しておくこと。 

10．阮籍「詠懐詩十七首 其一」を読む[予習・復習]テキスト p.42「詠懐詩十七首 其一」の訓読と現代

語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

11． 「詠懐詩十七首 其一」の解説[予習・復習]テキスト p.42「詠懐詩十七首 其一」の訓読と現代語訳

を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

12． 謝霊運「石壁精舎還湖中作」を読む[予習・復習]テキスト p.75「石壁精舎還湖中作」の訓読と現代

語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

13． 「石壁精舎還湖中作」の解説[予習・復習]テキスト p.75「石壁精舎還湖中作」の訓読と現代語訳を

予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

14． 六朝志怪について、干宝「宋定伯」を読む [予習・復習]]テキスト p.98「宋定伯」の訓読と現代語訳

を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

15． 干宝「宋定伯」の解説、前期の復習とまとめ[予習・復習]テキスト p.98「宋定伯」の訓読と現代語訳

を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。定期試験に備えて総復習しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41019200  聴講の可否： ○   

科目名 中国文学概論 II 担当教員 ☆西尾 和子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
中国古典文学作品の精読と鑑賞を通して中国文学史を概観する。併せて日本文学への影響を考

察する。 

到達目標 
唐代の代表的な詩歌や文章にたいする基礎的知識を身につけ、中国文学の歴史を体系的に理

解し、それを説明することができる。 

授業概要 

後期は、唐代の代表的な作品をテキストから選び、精読・鑑賞しながら、作品にたいする特徴や文

化的背景への理解を深めることを目的に、中国文学史を概観する。また、日本文学における中国

文学の受容という観点から作品を検討することによって、日中両国の古代文化交流について理解

を深めるとともに、比較文学の研究方法を修得する。 

評価方法・基

準 

定期試験 60％：基礎的知識（訓読・現代語訳等）が身についているかなど到達目標の達成度を確

認し評価する。平常点 40％：平素の質疑・発表および課題の準備度などによって総合的に判断す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
定期試験の解答例は授業内やポータルサイト等で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

本授業は講義形式で進める。必要に応じて受講生に発表してもらう場合がある。詳細は、初回に

説明する。習熟度によって、提示した以外の作品を読むことや進度が前後する場合がある。全体

の 1/3（5 回）を超えて欠席した学生は、成績評価の対象としない。 

テキスト 新訂 中国詩文中国詩文研究会東方書店 2015 年 

参考書 

中国文学史前野 直彬東京大学出版会 1996 年 

唐詩概説小川 環樹岩波書店 2005 年 

太平広記研究西尾 和子汲古書院 2017 年 

授業内容 

１．唐詩概説（1）／唐代の歴史と文化について[予習・復習]参考書『中国文学史』の p.92～p.102 を読ん

でおくこと。 

2．唐詩概説（2）／唐詩について[予習・復習]近体詩の形式について予習しておくこと。 

3．駱賓王「於易水送人一絶」を読む[予習・復習]テキスト p.101「於易水送人一絶」の訓読と現代語訳を

予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

4．王維「山居秋暝」、「ﾓｳ川集并序」、「鹿柴」を読む[予習・復習]テキスト p.106～p.108「山居秋暝」、「ﾓ

ｳ川集并序」、「鹿柴」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41019200 

科目名 中国文学概論 II 担当教員 ☆西尾 和子 

授業内容 

5．王維「送秘書晁監還日本國」、阿倍仲麻呂「銜命還國作」を読む[予習・復習]配付資料「送秘書晁監

還日本國」および「銜命還國作」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

6．李白「哭晁卿衡」を読む[予習・復習]配布資料「哭晁卿衡」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講

義の内容を復習しておくこと。 

7．李白「峨眉山月歌」を読む、李白詩の特徴について[予習・復習]テキスト p.113「峨眉山月歌」の訓読

と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

8．李白「登金陵鳳凰臺」を読む、崔顥「黄鶴楼」を読む[予習・復習]配付資料「登金陵鳳凰臺」およびテ

キスト p.121「黄鶴楼」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

9．李白「魯郡東石門送杜二甫」を読む、杜甫「春日憶李白」を読む[予習・復習]配付資料「魯郡東石門

送杜二甫」および「春日憶李白」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

10．杜甫「春望」を読む、松尾芭蕉「平泉」を読む、日本における杜甫詩の受容[予習・復習]テキスト

p.143「春望」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

11． 張継「楓橋夜泊」を読む、白居易「長恨歌」の前半を読む[予習・復習]テキスト p.151「楓橋夜泊」お

よび p.157～p.159 の「長恨歌」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

12． 白居易「長恨歌」の後半を読む、日本における白居易詩の受容[予習・復習]テキスト p.160～p.163

「長恨歌」の訓読と現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

13． 杜牧「江南春絶句」を読む、唐代伝奇について[予習・復習]テキスト p.180「江南春絶句」の訓読と

現代語訳を予習しておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

14． 陳玄祐「離魂記」を読む、『太平広記』につて[予習・復習]テキスト p.199～p.200「離魂記」の訓読と

現代語訳を予習し、参考書『太平広記研究』の p.3～p.23 を読んでおくこと。講義の内容を復習しておく

こと。 

15． 後期の復習とまとめ[予習・復習]定期試験に備えて総復習しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41020100  聴講の可否： ○   

科目名 日本語の歴史 I 担当教員 山田 昇平 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本語表記史・音韻史 

到達目標 1. 日本語史の基本的な知識を習得する。2. 言語史の方法論を習得する 

授業概要 

言語は絶えず変化をしている。それでは、かつての言語はどのような姿で、今に至るまでにどのよ

うに変化をしてきたか。また、どのような方法でそれは知られるのか。この授業では、そのような疑

問の答えを考えることを目的に、日本語の歴史を扱う。具体的なテーマには表記史（２～５回）・音

韻史（６～１５回）を扱う。各回では、日本語史の主なトピックをひとつ取り上げつつ、「トピックの確

認」・「トピックが明らかにされる過程」・「トピックの日本語史上における位置づけ」、といった点を中

心に議論を行う。 

評価方法・基

準 

・コメントカードの質 20％（毎回、授業内容の理解を確認する。出席点ではない）・最終試験 80％

（日本語史の基本的知識の有無、日本語史の問題に対する適切な考察力を問う） 

課題のフィー

ドバック方法 

・毎回の課題での質問などへは授業中に回答する。・最終試験に関わる解説などは、オフィスアワ

ーに個別に受け付ける。 

履修上の 

注意事項等 

・補助的に GoogleClassroom を利用する。・クラスコードは初回授業においてポータルサイト上で公

開する。・国語学概論 l, ll および日本語の歴史 ll を合わせて履修することが望ましい。 

テキスト 授業中に配布する  

参考書 
日本語の歴史 全 7 巻＋別巻亀井孝ら平凡社文庫版 2006-08 

基礎日本語学衣畑智秀ひつじ書房 2019 

授業内容 

１．日本語の歴史を考えよう―イントロダクション [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容を整

理しておくこと。 

2．文字のない言語はあるけれど、言語のない文字はない―言語と文字 [予習・復習] 配布資料と授

業ノートをもとに内容を整理しておくこと。 

3．日本語、文字に出会う―漢字 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容を整理しておくこと。 

4．日本語、文字を手懐ける―仮名の成立 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容を整理し

ておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41020100 

科目名 日本語の歴史 I 担当教員 山田 昇平 

授業内容 

5．書くということには、みんな苦労してきた―書記史・概説 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもと

に内容を整理しておくこと。 

6．発音だって変わっている―日本語音韻史のトピック [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内

容を整理しておくこと。 

7．ハ行の歴史から学ぶ―音韻史研究の方法・序説 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容

を整理しておくこと。 

8．文字をどう使っているかで、発音が見えてくる（１）―四つ仮名・ハ行転呼 [予習・復習] 配布資料と

授業ノートをもとに内容を整理しておくこと。 

9．文字をどう使っているかで、発音が見えてくる（２）―母音に関する変化 [予習・復習] 配布資料と授

業ノートをもとに内容を整理しておくこと。 

10．文字をどう使っているかで、発音が見えてくる（３）―上代特殊仮名遣い [予習・復習] 配布資料と

授業ノートをもとに内容を整理しておくこと。 

11． 新参者は居心地が悪い―撥音・促音 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容を整理し

ておくこと。 

12． 見えないものを見ようとして、小さな点を覗いてみた―アクセント [予習・復習] 配布資料と授業ノ

ートをもとに内容を整理しておくこと。 

13． 音と形（１）―いわゆる音便 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容を整理しておくこと。 

14． 音と形（２）―形態音韻的現象 [予習・復習] 配布資料と授業ノートをもとに内容を整理しておくこ

と。 

15． まとめ [予習・復習] いままでの授業内容を整理しておくこと 



【科目ページ：１／２】  cd41022000  聴講の可否： ○   

科目名 神話伝承論 担当教員 鈴木 喬 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
古代日本神話の特性や神話の伝承というものが如何になされてきたのか、『古事記』を通じて考え

てゆく。 

到達目標 
受講生が『古事記』の神話を通じて、日本文化、日本人について個別に考える力を身に付けること

ができる。 

授業概要 

「神」や「神話」とはなにか、「伝承」とはなにか。そのような概念規定をもとに『古事記』序文、上巻

（天地初発～イザナキ・イザナミ）を読み解く。また現代の我々にとって「神話」とは「古事記」とは何

かを考えてゆく。 

評価方法・基

準 

平常点２０％（コメントシートや作業、等の取り組み）、最終授業時に実施する学習到達度確認（筆

記による学力確認）８０％による。授業内容の理解度、その理解を踏まえた応用力を評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートおよび Googleform を適宜用い、授業内容に反映していく。また受講者全員の課題と

して考えていく。最終授業時に学習到達度確認を実施し、解答例を配布及び解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

Google クラスルームを登録すること。テキストや配布プリントを読み込んで出席すること。当該科

目に関係する諸事項について、つねに関心を持ち、自分なりの視点でものが考えられるように努

力してほしい。 

テキスト 神話伝承論ノート神話伝承論学習の会書肆アルス 2013 

参考書 適宜紹介する。 

授業内容 

１．ガイダンス／この授業であつかう「神話」とは何か [予習・復習]神話とは何か、また昔話との違いは

何か考えておくこと。授業内容を振り返り、育った地域の神話や伝説を調べること。 

2．神話と昔話との違い  [予習・復習]天武朝という時代について概観しておくこと。授業内容をノート

にまとめておくこと。 

3．序文を読む１ ―『古事記』の概説と偽書説について― [予習・復習]いわゆる「偽書」とは何かを調

べておくこと。授業内容の「古事記偽書説」について整理すること。 

4．序文を読む２ ―天石屋戸と死と再生― [予習・復習]稗田阿礼と太安万侶がいかなる人物か調べて

おくこと。授業を通じて、フルコトを記すことの意義について考えること。 
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科目名 神話伝承論 担当教員 鈴木 喬 

授業内容 

5．序文を読む３ ―壬申の乱― [予習・復習]日本語を漢字のみで記すことについて考えてみること。

授業内容である古事記の書記法について整理すること。 

6．序文を読む４／天地初発１ ―筆録の苦心― [予習・復習]史実としての歴史と、物語としての歴史

の違いについて、考えておくこと。講義内容に基づき、津田左右吉の神話研究の方法について、ノート

にまとめておくこと。 

7．天地初発２ ―「見立て」―  [予習・復習]世界を創造することについてまとめること。授業内容で扱

った「あめ」についてまとめること。 

8．イザナキとイザナミ１―修理固成―   [予習・復習]名を持つことの意味について考えること。授業

内容を通じ、神に名が与えられていることの意味を考えること。 

9．イザナキとイザナミ２―神々の誕生― [予習・復習]イザナキ・イザナミについて調べておくこと。授業

内容を整理し、「修理固成」の意味についてまとめること。 

10．イザナキとイザナミ３ ― カグツチとイザナミの死 ― [予習・復習]身近な神社の神、祭祀につい

て調べておくこと。授業内容についてまとめておくこと。 

11． 黄泉国訪問譚１―黄泉とは―  [予習・復習]黄泉国について調べておくこと。授業内容を通じ「死

と再生」についてまとめておくこと。 

12． 黄泉国訪問譚２― 恥と見る事 ― [予習・復習]日本文学における「恥」について調べておくこと。

授業内容を通じ「はらえ」「みそぎ」についてまとめること。 

13． 黄泉かえりと三貴子の誕生 [予習・復習]アマテラスについて調べておくこと。授業内容を通じ、神

話が語る「アマテラス」「スサノヲ」についてまとめること。 

14． アマテラスとスサノヲ ―うけひ― [予習・復習]古事記上巻を通読しておくこと。授業内容をまとめ

ておくこと。 

15． まとめ ―令和の時代に「神話」を考えることの意義―  [予習・復習]歴史と神話、神話と物語と

の関係性を、いかに説明できるのか考えておくこと。講義内容に基づき、本授業の応用的展開がいか

にできるか、ノートにまとめておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41024100  聴講の可否： ○   

科目名 平安文学論 担当教員 ☆溝端 悠朗 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 歌合を読む 

到達目標 
古典文学、特に和歌文学を読むための基礎知識と研究方法を理解する。古典についての理解を

深め、文学研究にあたっての基本的な作業を習得する。 

授業概要 

前近代、特に平安時代において、文学の中心は和歌であった。その和歌を番えて優劣を競い合う

催しが歌合である。本講義では、歌合や和歌文学について基本的な知識と研究方法を学ぶととも

に、平安時代の和歌文学史を通覧しつつ、実際の歌合を読解する。これらを通じて、和歌を中心と

した文学作品の表現を精読するための研究方法を身につける。授業では毎回コメントシートの提

出を求める。 

評価方法・基

準 

学習到達度確認テスト 80％（最終授業時に行い、授業内容を理解できているかを評価する）＋平

常点 20％（コメントシートの内容により、授業に対して積極的に取り組めているかを評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容・質問等については、次回の授業冒頭で応答し、必要があれば補足説明を行

う。学習到達度確認テストについては解答例と講評をポータルサイトで公開する。 

履修上の 

注意事項等 

事前配付のプリントを読み込んだうえで授業に臨むこと。なお、古語や古典文法については、すべ

てを説明するわけではないため、苦手な者は辞書（電子辞書可、携帯電話・スマートフォンは不

可）や文法書を持ち込んでもかまわない。 

テキスト  

参考書 

歌合集（日本古典文学大系）萩谷朴・谷山茂岩波書店 1965 

六百番歌合（新日本古典文学大系）久保田淳・山口明穂岩波書店 1998 

王朝歌合集（和歌文学大系）藏中さやか・鈴木徳男ほか明治書院 2018 

授業内容 

１．ガイダンス／和歌文学の基礎知識 [予習・復習]シラバスを読み、授業の全体像を理解しておくこ

と。授業内容をノートに整理しておくこと。 

2．歌合とは何か  [予習・復習]事典類で「歌合」について調べ、自分なりにまとめておくこと。授業内容

をノートに整理しておくこと。 

3．和歌文学研究法・データベースの使い方  [予習・復習]図書館ホームページのデータベースを確認

しておくこと。授業内容をふまえてデータベースを利用しておくこと。 

4．初期の歌合とその判詞 ―論春秋歌合・亭子院歌合ほか― [予習・復習]事前配付のプリントを読

み、意味を調べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41024100 

科目名 平安文学論 担当教員 ☆溝端 悠朗 

授業内容 

5．晴儀歌合の論理 ―天徳内裏歌合― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を調べるなどし

て内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

6．地方の歌合・学者の判詞 ―東宮学士義忠歌合― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を

調べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

7．源俊頼・藤原基俊の論戦 ―康和二年四月国信歌合― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意

味を調べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

8．源俊頼・藤原基俊の判詞① ―元永元年十月二日忠通歌合― [予習・復習]事前配付のプリントを

読み、意味を調べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

9．源俊頼・藤原基俊の判詞② ―永縁奈良房歌合― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を

調べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

10．藤原清輔の判詞 ―仁安二年八月経盛歌合― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を調

べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

11． 歌道家の対立 ―六百番歌合①― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を調べるなどし

て内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

12． 藤原俊成の判詞 ―六百番歌合②― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を調べるなど

して内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

13． 後鳥羽院歌壇の歌合 ―千五百番歌合①― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を調

べるなどして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

14． 判者の個性と判詞 ―千五百番歌合②― [予習・復習]事前配付のプリントを読み、意味を調べる

などして内容を把握しておくこと。授業内容をノートに整理しておくこと。 

15． まとめ 学習到達度確認 [予習・復習]これまでの授業内容を確認し、用語や概念、研究方法など

について説明できるようにしておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41026500  聴講の可否： ○   

科目名 近世文学論 担当教員 中尾 和昇 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 上田秋成の怪異小説『雨月物語』をよむ 

到達目標 ①『雨月物語』の全体像を把握する。②上田秋成の文学観を理解する。 

授業概要 

「歌道之達人」－京都の西福寺に眠る上田秋成の過去帳に記された、彼を評する言葉である。こ

の評言からうかがえるように、秋成は和歌・和文に精通した文人であった。現代においては、怪異

小説『雨月物語』の作者という認識が一般的であるが、彼自身、この作品に対して何事も語ってい

ない。だからこそ、さまざまな解釈が生まれ、議論がなされてきたのである。この授業では、『雨月

物語』の全話を通して読むことで、秋成の文学観を理解したい。 

評価方法・基

準 

平常点 30％（授業への積極性を評価する）、ミニレポート 30％（独自性を評価する）、期末レポート

40％（精確性・客観性・論理性・独自性を評価する）。 

課題のフィー

ドバック方法 

ミニレポートについては、Google Classroom 等を通してコメントする。期末レポートについては、提

出後にコメントを付して返却する。 

履修上の 

注意事項等 

『雨月物語』全話を一通り読んだうえで授業にのぞむこと。欠席は５回までとし、それより多く欠席

した者には単位を認めない。 

テキスト 雨月物語長島弘明校注岩波書店 2018 年 

参考書 

上田秋成研究事典秋成研究会編笠間書院 2018 年 

三弥井古典文庫 雨月物語田中康二ほか編三弥井書店 2009 年 

新編日本古典文学全集 78 中村幸彦ほか校注訳小学館 1995 年 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容を理解しておく。この授業の計画につい

て把握する。 

2．上田秋成の生涯 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容（上田秋成の

伝記的事項）についての理解を深める。 

3．『雨月物語』の世界 [予習・復習]事前に配布されたプリントを読んでおく。学習した内容（『雨月物

語』の概要）についての理解を深める。 

4．「白峯」をよむ [予習・復習]「白峯」を一通り読んでおく。学習した内容（「白峯」の典拠・物語構成・主

題など）についての理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41026500 

科目名 近世文学論 担当教員 中尾 和昇 

授業内容 

5．「菊花の約」をよむ [予習・復習]「菊花の約」を一通り読んでおく。学習した内容（「菊花の約」の典

拠・物語構成・主題など）についての理解を深める。 

6．「浅茅が宿」をよむ [予習・復習]「浅茅が宿」を一通り読んでおく。学習した内容（「浅茅が宿」の典

拠・物語構成・主題など）についての理解を深める。 

7．「夢応の鯉魚」をよむ [予習・復習]「夢応の鯉魚」を一通り読んでおく。学習した内容（「夢応の鯉魚」

の典拠・物語構成・主題など）についての理解を深める。 

8．「仏法僧」をよむ [予習・復習]「仏法僧」を一通り読んでおく。学習した内容（「仏法僧」の典拠・物語

構成・主題など）についての理解を深める。 

9．『雨月物語』を論じる① [予習・復習]「白峯」「菊花の約」「浅茅が宿」「夢応の鯉魚」「仏法僧」の各話

について、自身の解釈を準備しておく。議論して得た課題をまとめ、レポートに生かせるようにする。 

10．「吉備津の釜」をよむ [予習・復習]「吉備津の釜」を一通り読んでおく。学習した内容（「吉備津の

釜」の典拠・物語構成・主題など）についての理解を深める。 

11． 「蛇性の婬」をよむ① [予習・復習]「蛇性の婬」を一通り読んでおく。学習した内容（「蛇性の婬」の

典拠・物語構成・主題など）についての理解を深める。 

12． 「蛇性の婬」をよむ② [予習・復習]「蛇性の婬」を一通り読んでおく。学習した内容（「蛇性の婬」の

典拠・物語構成・主題など）についての理解を深める。 

13． 「青頭巾」をよむ [予習・復習]「青頭巾」を一通り読んでおく。学習した内容（「青頭巾」の典拠・物

語構成・主題など）についての理解を深める。 

14． 「貧福論」をよむ [予習・復習]「貧福論」を一通り読んでおく。学習した内容（「貧福論」の典拠・物

語構成・主題など）についての理解を深める。 

15． 『雨月物語』を論じる② [予習・復習]「吉備津の釜」「蛇性の婬」「青頭巾」「貧福論」の各話につい

て、自身の解釈を準備しておく。議論して得た課題をまとめ、レポートに生かせるようにする。 



【科目ページ：１／２】  cd41029000  聴講の可否： ○   

科目名 近代詩歌論 担当教員 ☆二木 晴美 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 佐々木幹郎著『中原中也 沈黙の音楽』（岩波新書）を読む。 

到達目標 
日本の近代詩歌を代表する詩人中原中也の作品について、テクストを通して読み味わいながら、

かつ関東大震災前後の日本の近現代詩における課題についても同時に考察していく。 

授業概要 

新発見資料から読み解かれた佐々木幹郎著『中原中也 沈黙の音楽』（岩波新書）をテクストに

し、その内容に沿って、本文中に取り上げられた中也詩を読み味わいながら新しい中也像に迫る

とともに、かつ関東大震災前後の日本の近代詩が内包する課題についても検討していく予定であ

る。 

評価方法・基

準 

平常点（授業での音読や質問など積極的な態度を評価）30％。試験に替わるレポート課題（課題

に沿った必要な情報を適宜収集し、自分なりの考えを論理的に展開できているかを評価）70％。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容や疑問・質問が出た場合、次回以降の授業に適宜紹介し反映ていく。期間内

に課したレポートは講評し、添削したうえで希望者へ返却の予定。 

履修上の 

注意事項等 

この科目は実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が企業や団体等の現場に

て従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト 中原中也 沈黙の音楽（岩波新書）佐々木幹郎岩波書店 2017 

参考書 

新編中原中也全集全 5 巻・別巻 1 大岡昇平・佐々木幹郎他 3 名編角川書店 2000～04 

中原中也全詩集（角川ソフィア文庫）中原中也角川学芸出版 2007 

現代詩大事典安藤元雄・大岡信・中村稔監修三省堂 2008 

授業内容 

１．講義の進め方と中也およびテキスト著者についての解説。 [予習・復習]事前に授業予定範囲を読

んでから授業に臨むこと。 

2．第一章 無限の前に腕を振る。 [予習・復習]事前に授業予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

3．中也詩「いのちの声」「朝の歌」の鑑賞と考察。  [予習・復習]事前に授業予定範囲を読んでから授

業に臨むこと。 

4．第二章 「大正」という時代。  [予習・復習]事前に授業予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41029000 

科目名 近代詩歌論 担当教員 ☆二木 晴美 

授業内容 

5．中也の短歌ー合同歌集『末黒野』等について。 [予習・復習]事前に授業予定範囲を読んでからて授

業に臨むこと。 

6．第三章 関東大震災の以前と以後。 [予習・復習]事前に授業予定範囲を読んでから授業に臨むこ

と。 

7．『ダダイスト新吉の詩』と、中也のダダ詩「自滅」等の鑑賞と考察。 [予習・復習]事前に授業予定範

囲を読んでからて授業に臨むこと。 

8．ダダイズムからランボー詩との出会い―富永太郎・小林秀雄  [予習・復習]事前に授業予定範囲を

読んでから授業に臨むこと。 

9．第四章 「歌」の発見―未発表詩篇「（かつて私も）」等 の鑑賞と考察。  [予習・復習]事前に授業

予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

10．ハイネ詩「ブーフ・デァ・リーダー」と、中也詩「湖上」の鑑賞と考察。 [予習・復習]事前に授業予定

範囲を読んでから授業に臨むこと。 

11． フランス象徴派詩人の作品との出会い。課題レポートについての説明。 [予習・復習]事前に授業

予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

12． 岩野泡鳴の分かち書き論への共鳴―中也詩「曇天」「帰郷」の鑑賞と考察。 [予習・復習]事前に

授業予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

13． 第五章 『山羊の歌』から『在りし日の歌』まで―白痴群の活動と「汚れつちまつた悲しみに」等の

鑑賞と考察。 [予習・復習]事前に授業予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

14． 茶色い戦争と詩人の朗読―「サーカス」「詩人は辛い」の鑑賞と考察。  [予習・復習]事前に授業

予定範囲を読んでから授業に臨むこと。 

15． 第六章 誰にどのように読まれたいのか。授業総括。  [予習・復習]事前に授業予定範囲を読ん

でから授業に臨むこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41040100  聴講の可否： ○   

科目名 中国文学講読 I 担当教員 ☆西尾 和子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
漢文の読解能力の育成。教職課程科目を履修する学生については、中学校・高等学校における

漢文の授業に必要な説明能力の育成。 

到達目標 漢文読解に必要な基礎的知識・技能を習得し、それを説明することができる。 

授業概要 

中国古典文学のさまざまなジャンルの作品を精読しながら、漢文の基本的な構文や助字の用法、

訓読の法則などを習得するとともに、作品にたいする特徴や文化的背景への理解を深める。授業

では、作品の訓読および現代語訳のほか、作品ごとに練習問題を解いて理解度を確認する。 

評価方法・基

準 

定期試験 60％：漢文読解に必要な基礎的知識が身についているかなど到達目標の達成度を確

認し評価する。平常点 40％：平素の質疑・発表および課題の準備度などによって総合的に判断す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

平素の質疑・発表およびについては、担当教員が授業中にコメントし評価する。定期試験の解答

例は授業内やポータルサイト等で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

本授業では、作品ごとに練習問題を解いて理解度を確認するため、全体の 1/3（5 回）を超えて欠

席した学生は成績評価の対象としない。習熟度によって、提示した以外の作品を読むことや進度

が前後する場合がある。 

テキスト プリント配布  

参考書 
精講 漢文 (ちくま学芸文庫)前野 直彬筑摩書房 2018 年 

漢詩漢文小百科田部井 文雄大修館書店 1990 年 

授業内容 

１．授業の進め方について、漢文の訓点や基本構文について[予習・復習]]配布プリントの練習問題を

やっておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

2．再読文字、否定形・禁止形について [予習・復習]配布プリントの練習問題をやっておくこと。講義の

内容を復習しておくこと。 

3．疑問形、反語形・詠嘆形について[予習・復習]配布プリントの練習問題をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

4．受身形・使役形、仮定形・条件形について[予習・復習]配布プリントの練習問題をやっておくこと。講

義の内容を復習しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41040100 

科目名 中国文学講読 I 担当教員 ☆西尾 和子 

授業内容 

5．比較形・選択形、抑揚形・限定形・累加形について[予習・復習]配布プリントの練習問題をやっておく

こと。講義の内容を復習しておくこと。 

6．『列子』の一文を読み、練習問題を解く[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。

講義の内容を復習しておくこと。 

7．『捜神記』の一文を読み、練習問題を解く[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこ

と。講義の内容を復習しておくこと。 

8．『後漢書』の一文を読み、練習問題を解く [予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておく

こと。講義の内容を復習しておくこと。 

9．『晋書』の一文を読み、練習問題を解く[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。

講義の内容を復習しておくこと。 

10．『荘子』の一文を読み、練習問題を解く[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこ

と。講義の内容を復習しておくこと。 

11． 『風俗通義』の一文を読み、練習問題を解く[予習・復習]]配布プリントの訓読、現代語訳をやって

おくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

12． 岑参の作品を読み、練習問題を解く [予習・復習]]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこ

と。講義の内容を復習しておくこと。 

13． 『史記』の一文を読み、練習問題を解く[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこ

と。講義の内容を復習しておくこと。 

14． 『春秋左氏伝』の一文を読み、練習問題を解く [予習・復習]]配布プリントの訓読、現代語訳をや

っておくこと。講義の内容を復習しておくこと。 

15． 前期の復習とまとめ[予習・復習]定期試験に備えて総復習しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41040200  聴講の可否： ○   

科目名 中国文学講読 II 担当教員 ☆西尾 和子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
漢文の読解能力の育成。教職課程科目を履修する学生については、中学校・高等学校における

漢文の授業に必要な説明能力の育成。 

到達目標 漢文読解に必要な基礎的知識・技能を習得し、それを説明することができる。 

授業概要 

中国古典文学のさまざまなジャンルの作品を精読しながら、漢文の基本的な構文や助字の用法、

訓読の法則などを習得するとともに、作品にたいする特徴や文化的背景への理解を深める。後期

の授業では、少し難易度の高い練習問題にも取り組む。授業の進め方は前期と同様、作品の訓

読および現代語訳のほか、作品ごとに練習問題を解いて理解度を確認する。 

評価方法・基

準 

定期試験 60％：漢文読解に必要な基礎的知識が身についているかなど到達目標の達成度を確

認し評価する。平常点 40％：平素の質疑・発表および課題の準備度などによって総合的に判断す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

各回授業の課題については、担当教員が授業中にコメントし評価する。期末レポートの解答例は

授業内やポータルサイト等で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

本授業では、作品ごとに練習問題を解いて理解度を確認するため、全体の 1/3（5 回）を超えて欠

席した学生は成績評価の対象としない。習熟度によって、提示した以外の作品を読むことや進度

が前後する場合がある。 

テキスト プリント配布  

参考書 
精講 漢文 (ちくま学芸文庫)前野 直彬筑摩書房 2018 年 

漢詩漢文小百科田部井 文雄大修館書店 1990 年 

授業内容 

１．『十八史略』の一文を読む[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内容

を復習しておくこと。 

2．『十八史略』の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

3．『世説新語』の一文を読む[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内容

を復習しておくこと。 

4．『世説新語』の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41040200 

科目名 中国文学講読 II 担当教員 ☆西尾 和子 

授業内容 

5．『唐宋八家文』の一文を読む[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

6．『唐宋八家文』の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の

内容を復習しておくこと。 

7．『貞観政要』の一文を読む [予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

8．『貞観政要』の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

9．『新書』の一文を読む [予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内容を

復習しておくこと。 

10．『新書』の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内容

を復習しておくこと。 

11． 『韓非子』の一文を読む[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内容

を復習しておくこと。 

12． 『韓非子』の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内

容を復習しておくこと。 

13． 日本漢文の作品を読む[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講義の内容

を復習しておくこと。 

14． 日本漢文の作品の練習問題解説[予習・復習]配布プリントの訓読、現代語訳をやっておくこと。講

義の内容を復習しておくこと。 

15． 後期の復習とまとめ[予習・復習]定期試験に備えて総復習しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd41047000  聴講の可否： ×   

科目名 書道 I 担当教員 ☆喜多 徹 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 本講座は中学校国語科書写の学習内容、技能そして指導法を学んでいく。 

到達目標 
教育の現場において、必要とされる技法の習得、書写指導の考え方や知識、さらに授業の展開

[示範・添削・評価]等を身につけ、生徒たちに支援できる力を養う。 

授業概要 

高等学校の芸術科書道の教員としての実務経験を生かして、中学校国語科書写の実技指導や授

業計画等について学習していく。国語科書写の取り扱いは『文字を正しく整えて速く書くことができ

るようにするとともに、書写の能力を学習や生活に役立てる態度を育てるよう配慮すること』『硬筆

及び毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い、毛筆を使用する書写の指導は硬筆による書写

の基礎を養うようにすること』となっている。とくに書写の指導にあたるという観点から、毛筆・硬筆

の実技中心に授業を展開していく。 

評価方法・基

準 

＊課題作品を 50％、リポート 30％、関心・意欲・態度・努力そして知識度を 20％として評価する。

【評価基準】関心、意欲、技能の習得度合、知識、表現向上の努力を総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

＊授業中の課題は適時添削・コメントし評価する。提出作品（毛筆・硬筆）は添削をして返却をす

る。＊添削した箇所を練習し、次時の予告課題も練習しておくこと。 

履修上の 

注意事項等 

＊教育免許課程に関する科目であり原則として遅刻や途中退室は認めない。＊毎時必ず毛筆・

硬筆の実技ができるよう用具を準備すること。＊高等学校の教員としての実務経験に基づき授業

を実施します。 

テキスト 国語科書写の理論と実践全国大学書写書道教育学会[編]萱原書房 令和２年 

参考書  

授業内容 

１．学習指導要領とそのポイントについて 書道の用具・用材を知る [予習・復習]シラバス確認をして

おくこと。毛筆用具等、所有しているものがあれば持参する。 

2．書写教育、中学校書写の概要  文房四宝について  [予習・復習]テキスト中の中学校国語科書写

の学習指導要領を読んでおく。硬筆課題を自宅にて練習する。 

3．文字の歴史と書体の変遷  [予習・復習]五体姓名書をもう一度練習しておく。 

4．姿勢・執筆法について 硬筆用具について  [予習・復習]姿勢・執筆法を確認し、プリントを書いて

次時に提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd41047000 

科目名 書道 I 担当教員 ☆喜多 徹 

授業内容 

5．楷書の学習 基本点画を学ぶ  [予習・復習]基本点画の復習。硬筆課題は次時に提出する。 

6．楷書の学習 筆順について [予習・復習]テキストの予習。 筆順の硬筆課題を完成し次時に提出す

る。 

7．楷書の学習 許容事項について  [予習・復習]テキストで確認。許容事項についての硬筆課題を書

いて次時に提出すること。 

8．行書の学習 基本的特徴を学ぶ [予習・復習]行書の特徴を考えておく。 添削したところをもう一度

書き直しておく。硬筆課題は練習し次時提出。 

9．行書の学習 特徴を知る１ 点画の連続・省略について [予習・復習]省略されている行書の文字を

考えておく。硬筆課題も書いて次時提出。 

10．行書の学習 特徴を知る２ 筆順の変化・点画の形の変化について  [予習・復習]筆順が変わる

例をいくつか考えておくこと。添削したところをもう一度練習しておくこと。硬筆課題も書いて次時に提出

すること。仮名の字源を調べておく。 

11． 行書と仮名の調和について  [予習・復習]仮名の硬筆課題も書いて次時に提出すること。添削し

たところをもう一度練習しておくこと。 

12． 生活の中の書を知る１ 実用書式 [予習・復習]実用的な場面を考えておく。添削したところをもう

一度練習しておくこと。 

13． 生活の中の書を知る２ 篆書・隷書を学ぶ [予習・復習]使用されている場面を考えておく。添削し

たところをもう一度練習しておくこと。 

14． 書写の学習指導計画・評価と作品処理のあり方について [予習・復習]年間の書写の学習指導計

画・評価のあり方を考えておくこと。授業展開を次時に提出する。 

15． 総括 指定課題を手本なしで制作する   [予習・復習]本日の課題を含め、提出物の確認と総復

習。 



【科目ページ：１／２】  cd41049000  聴講の可否： ×   

科目名 書道 II 担当教員 ☆喜多 徹 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
本講座は中学校国語科書写の学習内容、技能そして指導法を学んでいく。本講座は中学校国語

科書写の学習内容、技能そして指導法を学んでいく。 

到達目標 
教育の現場において、必要とされる技法の習得、書写指導の考え方や知識、さらに授業の展開

[示範・添削・評価]等を身につけ、生徒たちに支援できる力を養う。 

授業概要 

高等学校の芸術科書道の教員としての実務経験を生かして、中学校国語科書写の実技指導や授

業計画等について学習していく。国語科書写の取り扱いは『文字を正しく整えて速く書くことができ

るようにするとともに、書写の能力を学習や生活に役立てる態度を育てるよう配慮すること』『硬筆

及び毛筆を使用する書写の指導は各学年で行い、毛筆を使用する書写の指導は硬筆による書写

の基礎を養うようにすること』となっている。とくに書写の指導にあたるという観点から、毛筆・硬筆

の実技中心に授業を展開していく。 

評価方法・基

準 

＊課題作品を 50％、リポート 30％、関心・意欲・態度・努力そして知識度を 20％として評価する。

【評価基準】関心、意欲、技能の習得度合、知識、表現向上の努力を総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

＊授業中の課題は適時添削・コメントし評価する。提出作品（毛筆・硬筆）は添削をして返却をす

る。＊添削した箇所を練習し、次時の予告課題も練習しておくこと。 

履修上の 

注意事項等 

＊教育免許課程に関する科目であり原則として遅刻や途中退室は認めない。＊毎時必ず毛筆・

硬筆の実技ができるよう用具を準備すること。＊高等学校の教員としての実務経験に基づき授業

を実施します。 

テキスト 国語科書写の理論と実践全国大学書写書道教育学会[編]萱原書房 令和２年 

参考書  

授業内容 

１．楷書学習 基本点画と筆使い 学習指導要領について  [予習・復習]中学校国語科書写の学習指

導要領を読んでおくこと。楷書の硬筆課題も書いて次時に提出する。 

2．楷書学習 字形と運筆について 中学校書写に関わる改訂ポイントについて [予習・復習]楷書硬筆

課題も書いて次時に提出すること。添削したところをもう一度練習しておく。 

3．楷書と仮名の調和 仮名の筆使いを学ぶ  [予習・復習]添削したところをもう一度練習しておくこと。

硬筆課題も書いて次時に提出する。 

4．楷書の名筆を学ぶ 欧陽詢の書を学ぶ１ 臨書について [予習・復習]欧陽詢について調べておく。

添削したところをもう一度練習しておく。 
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科目名 書道 II 担当教員 ☆喜多 徹 

授業内容 

5．楷書の名筆を学ぶ 欧陽詢の書を学ぶ２ 九成宮醴泉銘の特徴を知る  [予習・復習]初唐の三大

家を調べておく。硬筆課題も書いて次時に提出する。 

6．行書学習 特徴と用筆について１ 楷書と行書の違いを知る  [予習・復習]行書の特徴を復習して

おく。硬筆課題も書いて次時に提出する。 

7．行書学習 特徴と用筆について２ 点画の方向や形の変化について [予習・復習]添削したところを

もう一度練習しておく。硬筆課題も書いて次時に提出する。 

8．行書と仮名の調和 行書に調和する仮名の書き方を学ぶ [予習・復習]仮名について予習しておくこ

と。硬筆課題も書いて次時に提出すること。添削したところをもう一度練習しておく。 

9．行書の名筆に学ぶ 王羲之の書を学ぶ１ 蘭亭序の特徴とは [予習・復習]王羲之について調べ、 

蘭亭序についてのプリントを読んでおく。 

10．行書の名筆に学ぶ 王羲之の書を学ぶ２ 王羲之の筆使いを学ぶ [予習・復習]添削したところを

もう一度練習しておくこと。硬筆で蘭亭序を書いて次時に提出する。 

11． 行書の名筆に学ぶ 王羲之の書を学ぶ３ 半切 3 行にして臨書する [予習・復習]半切 3 行に収

める計画をする。硬筆課題も書いて次時に提出すること。添削したところをもう一度練習しておくこと。 

12． 行書の名筆に学ぶ 王羲之の書を学ぶ４ 半切 3 行臨書完成 [予習・復習]大作完成を目標に添

削したところをもう一度練習しておく。 

13． 文字の歴史を学ぶ 金文、木簡に学ぶ [予習・復習]大作完成を目標に添削したところをもう一度

練習しておく。 

14． 多様な表現形式・方法について [予習・復習]添削したところをもう一度練習しておく。 

15．  総括 指定課題を手本なしで制作する [予習・復習]常に技術を高めるために毛筆練習をしてお

くこと。新学習指導要領を理解しておく。 
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科目名 日本史概論 I 担当教員 河内 将芳 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本の古代・中世の歴史をどのように理解するか。 

到達目標 
わが国の古代から中世の歴史をみるなかで、歴史とはなにか、歴史からなにをまなぶかを考え

る。 

授業概要 
古代・中世がどのような時代であったのか、その歴史を知るためのもっとも有力な手がかりである

古文書や古記録など文献史料をとおして、具体的に考える。 

評価方法・基

準 
授業中の課題（５０％、毎回提示される史料を読解作業した小レポート）、レポート（５０％） 

課題のフィー

ドバック方法 

期間内にレポートを課し、最終授業内で講評をおこなう。課題は、添削のうえオフィスアワーに研

究室にて返却する。 

履修上の 

注意事項等 

はじめて大学での歴史の授業をうける史学科１回生をおもな対象として授業展開をする。また、授

業中に課題を課して、それをもとにして授業展開をする予定である。 

テキスト なし  

参考書 なし 

授業内容 

１．ガイダンス 日本の歴史をまなぶ方法とは  [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理

解をする。「日本の歴史をまなぶ方法とは」について確認と整理をおこなう。 

2．飛鳥の時代  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「飛鳥の時代」につい

て確認と整理をおこなう。 

3．古代国家へ  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「古代国家へ」につい

て確認と整理をおこなう。 

4．奈良時代の政治  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「奈良時代の政

治」について確認と整理をおこなう。 
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科目名 日本史概論 I 担当教員 河内 将芳 

授業内容 

5．平安京の社会  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「平安京の社会」

について確認と整理をおこなう。 

6．鎌倉幕府の成立  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「鎌倉幕府の成

立」について確認と整理をおこなう。 

7．鎌倉時代の社会 [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「鎌倉時代の社

会」について確認と整理をおこなう。 

8．南北朝の動乱  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「南北朝の動乱」

について確認と整理をおこなう。 

9．室町幕府の成立  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「室町幕府の成

立」について確認と整理をおこなう。 

10．室町時代の社会  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「室町時代の

社会」について確認と整理をおこなう。 

11． 室町時代の政治  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「室町時代の

政治」について確認と整理をおこなう。 

12． 戦国時代の都市  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦国時代の

都市」について確認と整理をおこなう。 

13． 戦国の合戦  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦国の合戦」に

ついて確認と整理をおこなう。 

14． 信長の時代  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「信長の時代」に

ついて確認と整理をおこなう。 

15． 秀吉の時代  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「秀吉の時代」に

ついて確認と整理をおこなう。 
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科目名 日本史概論 II 担当教員 村上 紀夫 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 庶民文化から見た日本史の流れの基本的理解 

到達目標 
日本の近世から近現代までの流れを庶民の暮らしや文化に注目して理解し、歴史研究の手法や

視点を学ぶ。 

授業概要 

各時代の概観と主要な事項について身近なトピックスをもうけて近世・近現代のできごとを史料を

交えて紹介する。教科書的な通史ではなく、できるだけ身近なテーマを入り口とした歴史学の視点

も学んでほしいので、切り口と構成は変更する可能性がある。参考として、2024 年度の講義構成

を添付する。他学科からの履修等を検討している際は、より具体的な講義内容についてそちらを

参照されたい。 

評価方法・基

準 

レポート（100％）評価にあたっては、①内容については、講義内容と歴史学の方法論や研究史を

理解したうえで、授業からどのような“主体的な学び”につなげていくかを重視して採点する。また、

②形式面で、アカデミックライティングの手法をふまえた文章が書けているかを加味したうえで、③

総合的に評価する（添付ファイル参照のこと）。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業後の講義内容に関する質問・疑問に対して個別に対応し、かつ次回以降の授業に反映し、必

要に応じ適宜紹介していく。レポートの講評を e-learning/ポータルサイトの講義連絡等で公開す

る。 

履修上の 

注意事項等 

レポート執筆では必ず添付のファイルを読んでおくこと。アカデミックライティングの基本を理解して

いることは前提。 論旨が一貫しない、文意不明のレポートなど、高等教育機関で求められる水準

に達しないものは厳しく採点する。出せばいいというわけではない。 

テキスト 特に使用しない  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス（受講者の関心調査と講義の進め方について） [予習・復習] 『岩波講座 日本歴史』第

10 巻（2014 年）の藤井讓治「近世史への招待」を読んでおく。 

2．日本社会と都市について [予習・復習] 岩波新書の吉田伸之『シリーズ日本近世史４ 都市』を通

読する 

3．近世前期の社会 [予習・復習] 『岩波講座 日本歴史』第 10 巻「織田政権論」「豊臣政権論」を読ん

でおく 

4．近世中期、とりわけ享保期の都市社会 [予習・復習] 『岩波講座 日本歴史』第 10 巻の伊藤毅「近

世都市の成立」を読んでおく『岩波講座 日本歴史』第 11 巻の岩淵令治「近世都市社会の展開」を読ん

でおく 
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科目名 日本史概論 II 担当教員 村上 紀夫 

授業内容 

5．近世の宗教と寺社 [予習・復習] 『岩波講座 日本歴史』第 11 巻の朴沢直秀「近世の仏教」を読ん

でおく『岩波講座 日本歴史』第 12 巻の梅田千尋「近世の神道・陰陽道」を読んでおく 

6．近世文化をめぐって [予習・復習] 『岩波講座 日本歴史』第 13 巻の神田由築「芸能と文化」を読ん

でおく 

7．開国前後の都市社会 [予習・復習]宮地正人『幕末維新変革史』上下（岩波現代文庫、2018 年）を通

覧しておく。 

8．幕末の政変 [予習・復習] 岩波新書の井上勝生『シリーズ日本近代史１ 幕末・維新』を読んでおく 

9．慶応期の社会変動 [予習・復習] 『講座明治維新』第２巻「幕末政治と社会変動」（有志舎、2011

年）所収の論文から最低一本を読んでおく 

10．明治維新のとらえ方 [予習・復習] 中公新書の成田龍一『近現代日本史と歴史学』 (2012）を読ん

でおくその上で、遠山茂樹『明治維新』(岩波現代文庫、2000 年）を読む 

11． 文明開化と地域社会 [予習・復習] 岩波新書の藤田覚『シリーズ日本近世史５ 幕末から維新

へ』（2015）を読んでおく藤田 覚新書 

12． 近代の社会と文化 [予習・復習] 『講座明治維新』第 11 巻「明治維新と宗教・文化」（有志舎、

2016 年）所収の論文を最低１本は読んでおく 

13． 民権運動と近代市民社会 [予習・復習] 岩波新書の牧原憲夫『シリーズ日本近現代史２ 民権と

憲法』（2006）を読んでおく 

14． 社会問題と社会運動 [予習・復習] 『岩波講座 日本歴史』第 16 巻の石居人也「社会問題の『発

生』」を読んでおく 

15． 現代と歴史学 [予習・復習] これまでの授業をふまえて自分自身の歴史への見方を振り返ってノ

ートに整理しておく『岩浪講座 日本歴史』第 22 巻「歴史学の現在」所収の論文をどれか 1 本でも読ん

でみる 
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科目名 東洋史概論 I 担当教員 山崎 岳 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 東アジア通史 

到達目標 東アジア通史の大まかな全体像をつかむ。 

授業概要 

東洋諸国、とくに東アジアの歴史について概説する。中国史を基軸とし、日本、朝鮮、ベトナム、モ

ンゴル、中央アジア、東南アジアなど、その他の地域との関係も交えながら多角的に学ぶ。高校世

界史の内容を基礎に、原史料および関係学説を紹介しながら、より深い理解への糸口を提供す

る。 

評価方法・基

準 
平常時および学期末の課題による。 

課題のフィー

ドバック方法 
授業中あるいはオフィスアワー等に適宜対応する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．導論  [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

2．文明の起源 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

3．春秋戦国時代 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。。 

4．秦漢王朝と匈奴 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 
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科目名 東洋史概論 I 担当教員 山崎 岳 

授業内容 

5．魏晋南北朝と朝鮮半島 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

6．隋唐王朝と律令国家 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

7．宋と北族王朝 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

8．モンゴルの世界征服 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

9．明代の新秩序 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

10．北虜南倭の時代 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

11． 清朝の繁栄 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

12． 近代の胎動 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

13． 革命と戦争 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

14． 戦後から現代へ [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

15． 総括 [予習・復習]一学期を通じた学習事項を確認すること。 



【科目ページ：１／２】  cd42028000  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史概論 II 担当教員 宮本 亮一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ シルクロード史概論 

到達目標 シルクロードの歴史の概要を理解する 

授業概要 

「シルクロード」という言葉は近代に作られた学術用語で、過去に生きていた人々がユーラシア大

陸の各地を結んだ交易路をそのように呼んだわけではありません。しかし、この言葉を出発点とし

て、ユーラシア各地の歴史を理解しようとすることは問題ではありません。この授業では、中央ア

ジアを中心に、シルクロード上に展開した様々な政治勢力、およびそれらに支配された社会の歴

史を解説します。授業は担当教員が講義形式で行い、必要に応じて映像資料なども視聴します。 

評価方法・基

準 

第 15 回に実施する学習到達度確認テストと 3?4 回提出してもらう映像資料の感想レポートから総

合的に判断します。 

課題のフィー

ドバック方法 

講義に関する質問は授業終了後に受け付けます。また、映像資料に対する疑問・質問は講義中

に回答します。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書 
中央アジアの歴史・社会・文化間野英二・堀川徹財団法人放送大学教育振興会 2004 

シルクロードと唐帝国森安孝夫講談社 2016 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]シラバスを読む 

2．ホモ・サピエンスの移動とシルクロード [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献

を読む 

3．アケメネス朝ペルシアとアレクサンドロス大王の東方遠征 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義

時に紹介した文献を読む 

4．ヘレニズム世界の成立 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

  



【科目ページ：２／２】 cd42028000 

科目名 東洋史概論 II 担当教員 宮本 亮一 

授業内容 

5．クシャーン朝の歴史と陸と海のシルクロード [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した

文献を読む 

6．ソグド人の東方進出とソグド語資料 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を

読む 

7．シルクロード上の諸宗教とその伝播 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を

読む 

8．サーサーン朝ペルシアとフン族 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

9．テュルク系遊牧民の台頭と唐・チベットの中央アジア進出 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義

時に紹介した文献を読む 

10．文書史料から見たシルクロードの社会 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文

献を読む 

11． 中央アジア最大の仏教遺跡バーミヤーンの世界 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に

紹介した文献を読む 

12． 貨幣からみたシルクロードの経済 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を

読む 

13． イスラームの東方拡大と中央アジアの社会 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介し

た文献を読む 

14． イスラーム時代以降のシルクロード [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献

を読む 

15． 授業の総括 [予習・復習]半期の学習内容を全て振り返り、自分の理解が不足している部分を整

理する 



【科目ページ：１／２】  cd42029000  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史概論 I 担当教員 山口 育人 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イギリス史を通してみる西洋世界の歴史 

到達目標 
①中世末から現代にいたる西洋世界の歴史的展開の大きなながれを説明できる ②中世末から

現代にいたる西洋史における諸問題を、講義内容に基づいてまとめることができる 

授業概要 

中世末から現代にいたるまでのイギリス（連合王国）・ブリテン諸島およびイギリス帝国の歴史を

概観する。ただし単なるイギリス史の授業ではない。西洋世界の歴史的展開における諸問題（政

治、経済、社会、文化、思想、ヨーロッパ外世界との関係）を考察する材料としてイギリス帝国に着

目する。 

評価方法・基

準 

・小レポートにおいては、指定するテキストを読み、歴史的展開を適切に整理できているかを評価

する。・最終回授業において実施する学習到達度確認では、講義で取り上げた歴史事象を適切に

説明できているかを評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
小レポートならびに学習到達度確認は、添削のうえ、オフィスアワーにおいて返却する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書 

イギリス帝国の歴史秋田茂中央公論新社 2012 年 

はじめて学ぶイギリスの歴史と文化指昭博ミネルヴァ書房 2012 年 

イギリスの歴史を知るための 50 章川成洋明石書店 2016 年 

授業内容 

１．中世末のヨーロッパ [予習・復習] シラバスを読み、授業内容を理解する・授業で配布する年表を

完成させる 

2．近代国家イングランドの成立と 16 世紀ヨーロッパ [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 2 回目分）を

理解する・授業中に示した設題への解答を作成する 

3．ヨーロッパ「17 世紀の危機」と海外進出、国家強化のなかでのブリテン諸島・イギリス帝国の起源 

[予習・復習] 事前配布レジュメ（第 3 回目分）を理解する・授業中に示した設題への解答を作成する 

4．大西洋経済圏の覇者、工業化への道 [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 4 回目分）を理解する・授

業中に示した設題への解答を作成する 

  



【科目ページ：２／２】 cd42029000 

科目名 西洋史概論 I 担当教員 山口 育人 

授業内容 

5．アメリカ独立革命・フランス革命とイギリス [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 5 回目分）を理解す

る・授業中に示した設題への解答を作成する 

6．ウィーン体制、イギリス帝国の再編 [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 6 回目分）を理解する・授業

中に示した設題への解答を作成する 

7．パクス・ブリタニカ [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 7 回目分）を理解する・授業中に示した設題

への解答を作成する 

8．イギリスを追いかける 19 世紀ヨーロッパ諸国 [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 8 回目分）を理解

する・授業中に示した設題への解答を作成する 

9．帝国主義時代 [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 9 回目分）を理解する・授業中に示した設題への

解答を作成する 

10．内と外でのナショナリズム [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 10 回目分）を理解する・授業中に示

した設題への解答を作成する 

11． 第一次世界大戦とヨーロッパ [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 11 回目分）を理解する・授業中

に示した設題への解答を作成する 

12． 2 度目の世界大戦とヨーロッパ、イギリス帝国 [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 12 回目分）を

理解する・授業中に示した設題への解答を作成する 

13． 冷戦、脱植民地化 [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 13 回目分）を理解する・授業中に示した設

題への解答を作成する 

14． ヨーロッパ統合、グローバリゼーション [予習・復習] 事前配布レジュメ（第 14 回目分）を理解す

る・授業中に示した設題への解答を作成する 

15． 授業総括・学習到達度の確認 [予習・復習] 学習到達度の確認に向けて授業を振り返る・学習

到達度確認の結果について振り返りを行う 



【科目ページ：１／２】  cd42030000  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史概論 II 担当教員 足立 広明 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 信仰の海―地中海世界 

到達目標 地中海世界の諸宗教の歴史を、それを生み出した社会に注目しつつ理解する。 

授業概要 

中東やヨーロッパの民族・宗教問題に関するニュースは、毎日のようにメディアで流されている。し

かし、背景となる歴史的知識が少なくて複雑に感じるという人は現在でも多いようである。この授

業では、地中海世界周辺で生じた諸宗教の対立と共存の歴史について概観する。本年度はとくに

中世に焦点を当てる。 

評価方法・基

準 

授業内の小レポート（５０％）と定期試験（５０％）により判断する。授業内容の理解の度合い、論理

的な文章が書けているかどうかが基準となる。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内に適時小レポートを書かせ、内容の優れたものをピックアップして次週紹介する。定期試験

を実施し、解答例を配布及び解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト とくに用いない  

参考書 適時指示する。 

授業内容 

１．ヤルムークの合戦 現代に至る宗教・民族分布を決定した古代末期の決戦 [予習・復習] 関連文

献を示すので、図書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

2．背景としての古代世界 オリエント世界とギリシア・ローマ [予習・復習] 関連文献を示すので、図書

館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

3．キリスト教とローマ帝国① 公認以前 迫害と殉教 [予習・復習] 関連文献を示すので、図書館など

で調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

4．キリスト教とローマ帝国② 公認以降 正統信仰と公会議 [予習・復習] 関連文献を示すので、図

書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42030000 

科目名 西洋史概論 II 担当教員 足立 広明 

授業内容 

5．修道制と巡礼 砂漠の聖人と古代末期の社会変容 [予習・復習] 関連文献を示すので、図書館な

どでよく予復習しておくこと。 

6．ササン朝とビザンツ帝国の激突 地中海、イラン高原千年戦争の決着 [予習・復習] 関連文献を示

すので、図書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

7．イスラームの興隆  地中海とイラン高原の対立を止揚した最初の中世文明 [予習・復習] 関連文

献を示すので、図書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

8．東方正教世界の確立 ビザンツ帝国の存続とイコノクラスム、ロシア、東欧の改宗 [予習・復習] 関

連文献を示すので、図書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

9．ゲルマン民族の移動と定住 移行の時代の諸王国 [予習・復習] 関連文献を示すので、図書館な

どで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

10．西欧カトリック世界の誕生 ローマ教皇と神聖ローマ皇帝 [予習・復習] 関連文献を示すので、図

書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

11． 十字軍の時代 西欧、ビザンツ、イスラーム三世界の衝突 [予習・復習] 関連文献を示すので、

図書館などで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

12． オスマン帝国という解決 [予習・復習] 関連文献を示すので、図書館などで調べて理解を深め、

次回内容についても調べておくこと。 

13． 宗教改革と近世の西欧 [予習・復習] 関連文献を示すので、図書館などで調べて理解を深め、

次回内容についても調べておくこと。 

14． 近現代の民族・宗教問題 バルカン半島を中心に [予習・復習] 関連文献を示すので、図書館な

どで調べて理解を深め、次回内容についても調べておくこと。 

15． まとめ [予習・復習] これまでの授業内容の総復習 



【科目ページ：１／２】  cd42111100  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史基礎講義 I 担当教員 高橋 博子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 環太平洋現代史：日米関係を中心に 

到達目標 環太平洋現代史への第二次世界大戦・冷戦の影響を理解する。 

授業概要 

2020 年は第二次世界大戦終結から 75 年の年である。「冷戦」とよばれる時代が続いたが、アジア

においては朝鮮戦争、べトナム戦争と熱戦が起こり、日米関係も変節してきた。本講座は第二次

世界大戦から冷戦期にかけての日米関係について講義を行い、戦争と平和の問題について、さら

に国際交流の意義について多角的に議論する。 

評価方法・基

準 

中間確認テストと期末確認テストにて、基本的な知識を問うテストを行う（４０％）。また、授業に関

して小論文を作成する（４０％）。コメントペーパーや授業への参加（２０％）レポートの評価方法は

以下の点を重視する。・課題を読んでいるか・自分の視点で論述しているか・論拠を示し、説得力

があるか・歴史的探究心があるか 

課題のフィー

ドバック方法 

小論文については添削して授業やオフィスアワーに返却する。テストについても授業やオフィスア

ワーに返却する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書 

クリオの顔 E.H.ノーマン岩波書店 1986 年 

いま、＜平和を＞を本気で語るにはノーマ・フィールド岩波書店 2018 年 

「情報自由法」で社会を変える！ジョン・ミッチェル岩波書店 2023 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習] NHK 戦争証言アーカイブズの第二次世界大戦についての映像を視聴し

ておく。 

2． 第二次世界大戦（アジア・太平洋戦争を中心に） [予習・復習]  ＮＨＫ戦争証言アーカイブズか

ら、第二次世界大戦に関して一人の証言を聴いてコメントを提出。 

3． 沖縄戦 [予習・復習] ＮＨＫ戦争証言アーカイブズから、沖縄戦についての一人の聴いてコメント

を提出。 

4． 冷戦の始まりとマッカーシズム [予習・復習] NHK 戦争証言アーカイブズの冷戦についての映像

を視聴しておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42111100 

科目名 国際交流史基礎講義 I 担当教員 高橋 博子 

授業内容 

5． マッカーシズムに関連する映像 [予習・復習] NHK 戦争証言アーカイブズの米戦後史についての

映像を視聴しておく。 

6． アメリカの核開発に関する映像（『最後の原爆』） [予習・復習] アメリカの核開発に関する映像

（『最後の原爆』）についてのコメントを提出 

7． アメリカの核開発 [予習・復習] 第二次世界大戦・冷戦についての復習をしておく。 

8． 前半の授業のまとめ [予習・復習] 前半の復習 

9． 中間確認テスト [予習・復習] NHK 戦争証言アーカイブスの占領期についての映像を視聴してお

く。 

10． 占領期の日本（民主化・非軍事化） [予習・復習] ＮＨＫ戦争証言アーカイブズから、戦後史にか

んする映像を見てコメントを提出。 

11．  占領期の日本（原爆情報統制） [予習・復習] 占領期の日本について復習をしておく。 

12．  べェトナム戦争 [予習・復習] ヴェトナム戦争について、配布した史料を読み、復習しておく。 

13．  『花はどこへ行った』 [予習・復習] 『花はどこへ行った』についてのコメントを提出。 

14．  後半の授業のまとめ [予習・復習] NHK 戦争証言アーカイブズの占領期についての映像を残し

ておく。 

15．  期末確認テスト [予習・復習] 7 月 8 月に放送される戦争・平和に関する番組を視聴する。 



【科目ページ：１／２】  cd42111200  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史基礎講義 II 担当教員 木下 光生 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 長期的、世界史的視野から新たな日本史像を考える 

到達目標 古代～近現代日本史の時代的特徴を、世界史との関わりから長期的にとらえる。 

授業概要 

現行の中学校歴史教科書は、実は極めて高度な内容で日本史と世界史の叙述がなされており、

歴史を多角的にとらえるうえでの論点が満載されている。その中学校歴史教科書を素材としつ

つ、古代～近現代日本史の新たな歴史像を、長期的かつ世界史的視野から考えていきたい。 

評価方法・基

準 

期末レポート講義内容について、自由な観点から、思う存分、批判を書いてもらう。自分で独自に

探してきた論文、学術書、史料、データなどにもとづいて批判できたら、一番素晴らしい。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートの講評を、オフィスアワーに研究室でおこなう。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 毎回プリントを配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．講義の目的と進め方 [予習・復習] 歴史学に関する学術書を勉強。授業中に紹介された文献のチ

ェック。 

2．東アジアの国際秩序と古代日本 [予習・復習] 歴史学に関する学術書を勉強。配付プリントの再チ

ェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

3．900 年ぶりの「日本国王」誕生 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェック、

および授業中に紹介された文献のチェック。 

4．近代日本のアジア侵略と欧米列強承認、現代国家と国際承認 [予習・復習] 前回プリントの再チェ

ック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42111200 

科目名 国際交流史基礎講義 II 担当教員 木下 光生 

授業内容 

5．中国銅銭による中世日本社会の貨幣経済化 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリント

の再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

6．「自給」経済と「貨幣」経済の長期史 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェ

ック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

7．比較史からみた近現代日本の「小経営」 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再

チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

8．「鎖国」の見方はどう変わったか [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェッ

ク、および授業中に紹介された文献のチェック。 

9．国際貿易で支えられる近世日本社会 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チ

ェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

10．「制限付き開国」の長期史 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェック、およ

び授業中に紹介された文献のチェック。 

11． 近代日本のアジア侵略をめぐる「常識」 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの

再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

12． 死者の数と死に方からみる近現代の戦争 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリント

の再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

13． 「アメリカの戦争」を支え続ける現代日本 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの

再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

14． 1～21 世紀の日本史と世界史をあらためて通観する [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配

付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

15． 講義のまとめ [予習・復習] 半年間の論点を整理。配付プリントの再チェック、および授業中に紹

介された文献のチェック。 



【科目ページ：１／２】  cd42111300  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史基礎講義 III 担当教員 ☆杉本 一樹 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 正倉院入門 

到達目標 
正倉院宝物を主たる素材として、「もの」と文字の多様なあり方についての理解を深め、この視点

を通じて、奈良時代を中心とする日本古代史を学んでいく。 

授業概要 
正倉院の文字資料について、概説の形で全般的に取り上げながら、日本古代で「文字を使う」こと

の意味と、その広がりについて、講義を進めていこうと考えています。 

評価方法・基

準 

毎回、リアクションペーパーの提出を求め、授業内容理解を把握するための参考とする。評価は、

平常点および最終授業日に実施する学習到達度確認（筆記による）に基づいて行う。 

課題のフィー

ドバック方法 

リアクションペーパーは、内容に応じてコメントを付してフィードバックする予定。リアクションの一部

は、次回以降の授業の内容に反映させる。 

履修上の 

注意事項等 

授業テーマに関わるトピックや、リアクションペーパーを通じた質問等を随時盛り込むため、講義

内容・順序に変更が生じる場合がある。 

テキスト 《日本史リブレット》074.正倉院宝物の世界杉本一樹山川出版社 2010 年 

参考書  

授業内容 

１．正倉院について 基本的な用語をはじめとする概略を説明し、講義全体の導入とする。 [予習・復

習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

2．正倉院宝物の由緒 国家珍宝帳（１） 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予習・

復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

3．正倉院宝物の由緒 国家珍宝帳（２） 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予習・

復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

4．正倉院宝物の由緒 種々薬帳 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予習・復習] 

授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42111300 

科目名 国際交流史基礎講義 III 担当教員 ☆杉本 一樹 

授業内容 

5．正倉院宝物の由緒 屏風花氈等帳ほか 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予

習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

6．献納宝物の保管と出用 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予習・復習] 授業

内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

7．東大寺の什宝 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予習・復習] 授業内容と、こ

れまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

8．造東大寺司関係品 宝物群の形成過程について時期を逐って説明する。 [予習・復習] 授業内容

と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 

9．正倉院宝物の種類 用途・材質・生産地（１） 宝物群の全体像把握のための視点について説明す

る。 [予習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復

習）。 

10．正倉院宝物の種類 用途・材質・生産地（２） 宝物群の全体像把握のための視点について説明す

る。 [予習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復

習）。 

11． 正倉院宝物の位相（１） 宝物群の特性を活かし、日本古代史の材料としてどのように役立てるか

について説明する。 [予習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わ

せを行う（復習）。 

12． 正倉院宝物の位相（２）  宝物群の特性を活かし、日本古代史の材料としてどのように役立てる

かについて説明する。 [予習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合

わせを行う（復習）。 

13． 正倉院宝物に関する事例検討（１） 近年のトピックスの紹介を行い、日本古代史の材料という観

点から説明する。 [予習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせ

を行う（復習）。 

14． 正倉院宝物に関する事例検討（２） 近年のトピックスの紹介を行い、日本古代史の材料という観

点から説明する。 [予習・復習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせ

を行う（復習）。 

15． まとめ 授業全体を振り返りながら正倉院についての総括と、学習到達度確認を行う。 [予習・復

習] 授業内容と、これまで学んできた正倉院に関する知識との突き合わせを行う（復習）。 



【科目ページ：１／２】  cd42111400  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史基礎講義 IV 担当教員 村上 紀夫 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 15～19 世紀における列島の交流史 

到達目標 
高校までの一国史としての「日本史」ではない、交流史の視点で政治史・文化史を考える視点を理

解し、国境にしばられない歴史について自分の言葉で説明できるようになる。 

授業概要 

15 世紀～19 世紀（日本の時代区分でいえば中世後期から近代）の日本列島をとりまく文化・政治

のなかで、日本の歴史・文化がどのような影響をうけてきたかを、中国・朝鮮、琉球・北方、西欧諸

国との関係を重視して考える。なお、構成は変更する可能性がある。 

評価方法・基

準 

レポート（100%）講義内容をふまえた交流史の理解度に加え、国境にしばられない視点で「歴史」を

自分の言葉で説明できているかを重視。課題レポート作成にあたっては別添ファイル熟読のこと 

課題のフィー

ドバック方法 

提出課題などの講評を、E-Learning を使ってフィードバックをする。適宜オフィスアワーなども活用

する。 

履修上の 

注意事項等 

論旨が一貫していない、日本語として意味不明のレポートなど、高等教育機関である大学のレポ

ートの水準に達していないものは厳しく採点する。出せばいいというものではない。別添ファイルを

読みアカデミックライティングの基本を理解している前提で採点する。 

テキスト とくに使用しない  

参考書 授業時に紹介する 

授業内容 

１．１ガイダンス～一国史としての「日本史」再考 [予習・復習]高校日本史教科書の 15～19 世紀部分

を再読し、海外についての記述がどの程度あるかをノートにまとめておく高校日本史教科書に掲載され

る地図を見て、位置関係と日本列島周辺の主要な地名を覚えておく 

2．２戦国時代の日本と西洋社会 [予習・復習]宇田川武久『真説鉄砲伝来』(平凡社新書)を読んで感想

をノートにまとめておく。 

3．３南蛮文化と文化 [予習・復習]西欧文化と日本文化を比較したフロイス『ヨーロッパ文化と日本文

化』（岩波文庫）を読んで感想をノートにまとめておく 

4．４キリスト教と織豊政権 [予習・復習]フロイス『完訳フロイス日本史』第１巻～３巻（中公文庫）のどれ

か１冊を読んで感想をノートにまとめておく 

  



【科目ページ：２／２】 cd42111400 

科目名 国際交流史基礎講義 IV 担当教員 村上 紀夫 

授業内容 

5．５ 17 世紀日本の対外観 [予習・復習]『和漢三才図会』（平凡社東洋文庫）の海外情報部分を読ん

で感想をノートにまとめておく。『和漢三才図会』に出てくる地名を地図であらかじめ確認しておく。荒野

泰典「江戸幕府と東アジア」（『日本の時代史 14 江戸幕府と東アジア』吉川弘文館、2003 年）を読み感

想をノートにまとめておく 

6．６儒教と徳川幕府 [予習・復習]末木文美士ほか編『日本思想史講座 3』（ぺりかん社、2012 年）の

儒教関連論文を読み、感想をノートにまとめておく。上記論集の出てくる儒教に関する用語をあらかじ

め辞典で調べてノートにまとめておく。 

7．７明代の仏教と日本 [予習・復習]西村玲「近世仏教論」（末木文美士ほか編『日本思想史講座 3』ぺ

りかん社、2012 年）を読み感想をノートにまとめておく。上記論文に出て来る仏教の専門用語でわから

ない言葉をあらかじめ辞書で調べてノートに整理しておく。 

8．８朝鮮通信使と徳川幕府 [予習・復習]久保井規夫『入門朝鮮と日本の歴史』（明石書店）を読んで

感想をノートにまとめておく朝鮮半島と対馬について世界地図で位置関係を確認し、主要な地名をノー

トに整理しておく 

9．９琉球と徳川幕府 [予習・復習]紙屋敦之「琉球・アイヌと近世国家」（『岩波講座日本通史』第 11 巻、

岩波書店）を読み、わからなかったことを調べてノートにまとめておく。琉球列島について地図で位置関

係を確認し、主要な地名をノートに整理しておく 

10．10 長崎とオランダ [予習・復習]『岩波講座日本通史』第 12 巻（岩波書店）の加藤栄一「出島論」を

読んで、わからなかったことをノートにまとめておく松方冬子『オランダ風説書』（中公新書）を読んで感

想をノートにまとめる 

11． 11 アイヌ民族と徳川幕府 [予習・復習]あらかじめ配付する「夷酋列像」など江戸時代に描かれた

アイヌ民族に関する絵画を見て、当時の日本人によるアイヌ民族への意識を考えノートにまとめておく

北海道・樺太・千島列島などについて世界地図で位置関係を確認し、主要な地名をノートに整理してお

く 

12． 12 西欧諸国の 19 世紀とアジア [予習・復習]高校世界史教科書の 19 世紀部分を再読し、「日本」

との関係について考えノートにまとめておく。 

13． 13 開国と幕末 [予習・復習]井上勝生『日本の歴史 18 開国と幕末変革』（講談社学術文庫）か宮

地正人『幕末維新変革史』上下（岩波現代文庫）を読み、感想をノートにまとめておく 

14． 14 近代日本とアジア [予習・復習]南塚信吾『シリーズ日本の中の世界史「連動」する世界史』（岩

波書店、2018 年）を読み感想をノートにまとめておく。 

15． 15 まとめ [予習・復習]これまでの配付資料を読み直し、概要をノートに整理しておく。「一国史」と

語られてきた日本史をアジア・世界の視点で学んできて、これまでとどのよう「日本史」イメージが変わ

ってきたかを発表できるようにノートに整理しておく 
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科目名 国際交流史基礎講義 V 担当教員 宮本 亮一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 中央・西南アジアにおける人間集団の移動と文化の伝播 

到達目標 
人類史における人間（集団）の移動パターンの 1 つの例として、中央・西南アジアにおける状況を

理解する 

授業概要 

この授業では、人類史における大きな行動パターンの 1 つである、中央アジアから南アジアへ向

かう人間の移動について、海上のルートや西アジアの動向も視野に入れつつ、解説します。また、

人間の移動に伴って発生する宗教文化の伝播・受容についても考えていきます。本講義では、担

当教員と受講者の応答を重視します。受講者は、毎回、講義内容に関連する様々な資料を読み、

自身の意見や疑問点などをコメントシートに記述します。担当教員は、次講義で、受講者の意見や

疑問点に回答します。 

評価方法・基

準 
学習到達度確認テストと毎回の講義で記述してもらうコメントシートから総合的に判断します。 

課題のフィー

ドバック方法 

講義に関する質問は授業終了後に受け付けます。また、映像資料に対する疑問・質問は講義中

に回答します。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書 グローバル・ヒストリー妹尾達彦中央大学出版部 2018 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]シラバスを読む 

2．インダス文明の展開 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

3．インド・アーリア語話者集団の移動とその宗教 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介し

た文献を読む 

4．アレクサンドロス大王の東方遠征とマウリヤ朝 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介

した文献を読む 
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科目名 国際交流史基礎講義 V 担当教員 宮本 亮一 

授業内容 

5．アショーカ王とその時代 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

6．クシャーン朝とサータヴァーハナ朝 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を

読む 

7．仏教の中央アジアへの伝播 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

8．ヒンドゥー教の誕生と展開 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

9．フン族とヒンドゥー教の接触 [予習・復習講]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を読む 

10．イスラームの拡大：西アジアから南アジアへの動き [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に

紹介した文献を読む 

11． ガズナ朝とゴール朝の征服活動 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献を

読む 

12． デリー・スルターン朝の成立と展開 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文献

を読む 

13． モンゴルの時代の中央アジアと南アジア [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した

文献を読む 

14． ティムール朝の展開とバーブルの生涯 [予習・復習]講義の内容を振り返り、講義時に紹介した文

献を読む 

15． 授業の総括 [予習・復習]半期の学習内容を全て振り返り、自分の理解が不足している部分を整

理する 
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科目名 日本史基礎講義 I 担当教員 海津 一朗 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本史＜古代・中世＞の通史を争点中心に講義する。 

到達目標 

 ?日本史の通史が、史料解読と論理的思考によって作られていることを理解できたか ?毎回の

講義で取り上げた争点について自分の意見（どちらが正しい？を主張できたか ?高校の日本史

関係教科書について国の教科書検定の意義が理解できたか 

授業概要 

 この授業では、教科書に書かれた通史叙述が、じつはいくつも異説（数学で言う別解のようなも

の）があり、淘汰されて一本化されていることを理解する。講師の専門分野から、古代史・中世史

（およそ秀吉の時代以前）、外交史を中心に学術論争（学説の争点）を紹介して、なぜ現在のよう

な記述に落ち着いたのかを説明したい。たとえば、「弥生時代がいつ始まったのか」「天皇はいつ

できたか（初代天皇は誰か）」など、テキストに沿って時代順に講義したい。（現在の教科書記述

が、次の教科書検定では変更されて新しい学説に変わるということも予想を込 

評価方法・基

準 
・毎回行う感想文・小テストと、15 回のまとめで理解度をみて総合的に判断する 

課題のフィー

ドバック方法 

次回以後の講義の関係部分で言及し、とくに必要なものはオフィスアワーの研究室にて回答した

い 

履修上の 

注意事項等 

・テキストを毎回持参すること ・中学高校の日本史関係教科書（歴史総合・日本史探究など）を持

っているるものは、講義内容を検証するため是非持参されたい。 

テキスト 
ここまで変わった日本史教科書高橋秀樹ほか吉川弘文館 2016 

増補 中世日本の内と外 村井章介ちくま学芸文庫 2013 

参考書 
学習指導要領 地歴高校文科省文科省 

学習指導要領 中学社会文科省文科省 

授業内容 

１． 歴史学は謎解きだ たとえば「トルコ軍艦ーエルトゥ－ルル号の恩返し」の真相（映画海難 1890）に

ついて [予習・復習]中学・高校の日本史関係教科書（歴史総合・日本史探究など）を探してもってくるこ

と。履修していない者は日本史を学ぶとどんないいことがあるのか、また自分の出身地域の歴史自慢

（人物・遺跡など）を考えてくる事 

2． 「日本」国号はいつできるか 初代天皇は誰か 日本人は自国に非常識だという事  [予習・復習］

後輩や留学生から「日本はいつできたのか？」「初代の君主は誰なのか？」と聞かれたら答えられる

か？。教科書等を駆使して調べて考えてくる事 

3． 縄文・弥生・古墳時代で日本史が嫌いになる人 [予習・復習]「弥生時代」はいつどこで成立するの

かというのは決着していない論争になっている。テキスト?の２章を読んで参加の事 

4． 聖武天皇の和歌の浦行幸 日本史のなかの奈良時代を考える 和歌山から見た奈良時代の謎 

[予習・復習]聖武天皇の諸国巡行について、地域の視点から奈良時代の王権を見直したいので聖武

天皇のイメージについて考えてきてほしい。テキスト?の 4 章を予習 
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科目名 日本史基礎講義 I 担当教員 海津 一朗 

授業内容 

5． 中世に生きた称徳天皇 女性天皇のシンボルから堕落した悪女へ、中世の歴史観の変化・振幅 

[予習・復習]古事談など中世の説話集にみられる女性天皇像を追いかけるので、女性天皇をめぐる今

日の世論（賛否が半々で拮抗している）の争点を見てきてほしい。反対派は「称徳天皇のようになる（と

困る）」という。 

6． 勘合貿易はなぜ始まった？ ー中世史の研究仲間の言っている「日本史の常識・世界の非常識」 

[予習・復習]山川中学校日本史教科書を書いた橋本雄の新説。これまでの日明貿易の通説はほとん

どが修正されることになる。勘合貿易はなぜ始まったか？みんなは何と答えるか？○○のせいだ、と言

ったら間違いだ（せっかく難しい字書いたのに）。この質問考えてきて 

7． 鎌倉幕府はいつできたのか？という論争の意味を考える 世界のなかの鎌倉幕府 テキスト?4 章

を予復習のこと 

8． 日本には鎌倉幕府があったからモンゴル帝国に勝てたのだ、という教科書があるが正しいか [予

習・復習] テキスト?の 5 章を読んで参加する事。アジアの中には鎌倉幕府以外にも武士の権力が

次々出来ていた。 

9． 日本はなぜモンゴル帝国に勝てたのか？神風論争 [予習・復習]日本では武士の戦争とならんで

神々の戦争という考えがあったことを話すので、テキスト?の 8 章、?の 7 章を読んでくるように 

10． 考えてみようの回 悪党とは？ 14 世紀後半・弘安以後に突如全国に現れて、南北朝になると消

えてしまう謎の社会現象 [予習・復習]予習は不要。講義中に学会における悪党の諸説を話すので、そ

れに賛否の投票をする。次週迄に考えが変わらなかったか再度の投票をするから予習してくる事 テ

キスト?に該当部あり 

11．  考えてみようの回? 後醍醐天皇 難読・難字の受験泣かせの人だが、今日の天皇家の原型を

つくった人。 [予習・復習]予習はこの天皇の画像を探してみてくる事。異形の天皇と呼ばれる理由も考

えよう。テキストに該当部あり 

12．  中世と近世は何が違うか 秀吉権力をめぐる論争 [予習・復習]秀吉軍はなぜ和歌山平野を水

没させたのか（太田城水攻め）を扱うので、水攻めの規模と方法をしらべてきて参加されたい 

13．  中世社会の不思議 これまで講義した不思議の国・日本中世 [予習・復習]奈良で学ぶという事

は、とても有利だ。これまでの 12 回の授業で、その理由を考えてくる事。発表させる。テキスト? 

14．   テキストでふれられなかった補遺論題 歴史の見方についての重要点 [予習・復習]テキスト

から予習部分を指示する 

15．  講義のまとめ 日本史を見る目を変換する [予習・復習]１４回目の事前に出した小テストを解い

てきて、今回の授業をふまえてコメントする（14 回目に手法を説明） 
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科目名 日本史基礎講義 II 担当教員 奥本 武裕 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「村」と「町」の近世･近代史 

到達目標 
人々の生活の基盤であり、国家による統治の基盤でもあった「村」「町」の歴史的変遷について理

解するとともに、これからの地域社会のあり方について考察を深める。 

授業概要 

「消滅可能性自治体」の問題と、その解決のための「地方創生」が叫ばれるなか、人々の生活の

基盤であり、国家による統治の基盤でもあった「村」「町」の歴史的精確を正確に理解することは重

要な課題である。この問題について奈良県域をフィールドに設定して、日本の近世･近代史をたど

りながら考えてみたい。教職希望者には歴史教育を推進する力をつけてほしいので、担当者の高

校教員としての経験も踏まえ、地域学習が必須となっている、今後の歴史教育のあり方について

も視野に入れつつ授業を進める。 

評価方法・基

準 

質問に対する応答、コメントシートの記述などから授業に対する積極性を評価する（３０％）。期末

レポートの提出を求め、問題意識や論理的な展開などを総合的に評価する（７０％）。 

課題のフィー

ドバック方法 
コメントシートの内容や質問などは次回以降の授業に反映し、適宜紹介や回答をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

地域社会の変容や再生に関係にかかわる報道に注意し、現代的な関心をもって授業に臨んでほ

しい。この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業や団体等

の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト 担当者から資料を配付する  

参考書 授業中に適宜指示する 

授業内容 

１．「村」「町」の現在  [予習・復習]近年の地域社会に関するデータや議論についての資料を配付する

ので、これをよく読み理解を深める。 

2．「村」の成立―戦国期の地域社会  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで戦国期の「村」につい

て予習しておく、授業で示した史料を読み込み、戦国期の「村」の様相について復習する。 

3．近世的「村」の成立―太閤検地と村切り  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで太閤検地と村切

りについて予習しておく、授業で示した史料を読み込み、近世的な「村」の様相について復習する。 

4．近世の「村」と「町」（１）―「村」「町」はいかに把握されたか  [予習・復習]あらかじめ示した文献など

で近世の「村」「町」に関わる制度について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、「村」「町」」に

関する制度と実態について復習する。 
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授業内容 

5．近世の「村」と「町」（２）―「村」「町」の自治  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで近世の「村」

「町の自治について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、「村」「町」の自治の様相について復

習する。 

6．近世の「村」と「町」（３）―「村」「町」の住民 [予習・復習]あらかじめ示した文献などで「村」「町」の住

民構成について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、「村」「町」の住民構成の様相について復

習する。 

7．近世の「村」と「町」（４） ―共同体としての「村」「町」 [予習・復習]あらかじめ示した文献などで共同

体としての「村」「町」について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、制度と実態のずれについて

復習する。 

8．近世の「村」と「町」（５）―「村」「町」のつながり [予習・復習]あらかじめ示した文献などで「村「町」の

つながりについて予習しておく、授業で示した史料を読み込み、広域の「村「町」」の結合の様相につい

て復習する。 

9．近代の「村」と「町」（１）―地租改正  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで地租改正について予

習しておく、授業で示した史料を読み込み、地租改正が地域社会に与えた影響について復習する。 

10．近代の「村」と「町」（２）―地方行政制度の変遷  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで明治期

の地方行政制度について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、地方行政制度の変遷について

復習する。 

11． 近代の「村」と「町」（３）―生活共同体としての「村」「町」 [予習・復習]あらかじめ示した文献などで

共同体としての「村」「町」ついて予習しておく、授業で示した史料を読み込み、生活共同体の残存につ

いて復習する。 

12． 近代の「村」と「町」（４）―抵抗の拠点としての「村」「町」 [予習・復習]あらかじめ示した文献などで

「村」「町」における抵抗について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、抵抗運動の様相につい

て復習する。 

13． 戦後の「村」と「町」（１）―社会の変容と「村」「町」  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで「村」

「町」の変容について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、「村」「町」の変容の様相について復

習する。 

14． 戦後の「村」と「町」（２）―共同体の「崩壊」 [予習・復習]あらかじめ示した文献などで近年の「村」

「町」の姿について予習しておく、授業で示した史料を読み込み、共同体の「崩壊」」の様相について復

習する。 

15． 地域社会はどこへ行くのか  [予習・復習]これまでの学びを踏まえて、「村」「町」が果たした歴史

的役割について理解を深めるとともに、今後の地域社会のあり方について考察を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd42113300  聴講の可否： ○   

科目名 日本史基礎講義 III 担当教員 森川 正則 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「映画」を資料・手がかりにして学び・問う昭和史・平成史 

到達目標 
「昭和史・平成史には、どのようなテーマと問い・論点があるのか」を主題とし、「映画」を利用して

多様な角度から考え、日本現代史の学びと探求に活かす技能を習得する。 

授業概要 

この授業は正確には「日本現代史」「昭和史・平成史」の基礎講義である。2019 年に平成は幕を閉

じ、昭和もさらに遠くなった。では、昭和史・平成史において「探求するに値するテーマと問い」とは

何だろうか。そこで、手がかりとするのが「映画」である。優れた文学と同様、映画にも人間と社

会、そして、歴史について鋭い洞察と問いかけを提示してくれる作品が数多くある。この授業で

は、文書・文献史料に基づく歴史の学び・探求にも豊かなヒントを与えてくれる映画を使って、テー

マと問い・論点を考えていく。 

評価方法・基

準 

授業内容に関連して教員からの問いかけに答えてもらう「質問回答ペーパー」（50％）と「期末レポ

ート」（50％）を総合評価する。レポートは「指定された構成と注意点に従っているか」を基準とす

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

学期中の質問回答ペーパー（毎回）については、翌週の授業の最初にフィードバックする。学期末

レポートについては、担当教員の研究室でオフィスアワーなどに返却する。 

履修上の 

注意事項等 

モノクローム（白黒）の映像を観ることへの抵抗感、「面白くなさそう」「古臭そう」といった先入観・固

定観念を問い質すことである。加えて、この授業で取りあげる映画は「単なる娯楽作品ではない」

ことに十分に注意されたい。 

テキスト 授業ではプリントを配布  

参考書 

日本映画史 100 年四方田犬彦集英社 2000 年 

昭和史古川隆久筑摩書房 2016 年 

ポスト戦後社会吉見俊哉岩波書店 2009 年 

授業内容 

１．「映画」を資料・手がかりにして学び・問う昭和史・平成史―授業全体のガイダンス [予習・復習]シラ

バスを熟読して授業の概要をつかむ。参考書 1 の目次、参考書 2 の目次と「はじめに」を読む。 

2．「映画」を資料・手がかりにして学び・問うとは、どういうことか？―前回のガイダンスの続き、次回以

降の授業への橋渡し [予習・復習]参考書 1 の目次、参考書 2 の目次と「はじめに」を読む。 

3．飲んだくれ医者と若いヤクザの交流―敗戦後・占領期の都市社会・文化の一断面 [予習・復習]参

考書 1 の第 6 章、参考書 2 の第 4 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリ

ントに記す。 

4．「ワンマン」といわれた内閣総理大臣の苦闘―冷戦のなかでの講和・独立への道① [予習・復習]参

考書 1 の第 6 章、参考書 2 の第 4 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリ

ントに記す。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42113300 

科目名 日本史基礎講義 III 担当教員 森川 正則 

授業内容 

5．前回の続きになります―冷戦のなかでの講和・独立への道② [予習・復習]参考書 1 の第 7 章、参考

書 2 の第 4 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記す。 

6．前々回・前回の続きになります―冷戦のなかでの講和・独立への道③ [予習・復習]参考書 1 の第 7

章、参考書 2 の第 4 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記す。 

7．職業軍人から商社勤めのビジネスパーソンに転身した男の昭和史―11 年におよんだ過酷な抑留の

日々を生き抜いて① [予習・復習]参考書 2 の第 5 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・

論点を配布プリントに記す。 

8．前回の続きになります―冷戦期の武力紛争と国際貿易、そして、日本の総合商社間の商戦② [予

習・復習]参考書 2 の第 5 章を読む。第 2～8 回までの内容に即して中間レポートをまとめる。 

9．ときは 1969 年、ある高校生の日常風景―高度成長期における政治と青年文化① [予習・復習]参考

書 2 の第 5 章、参考書 3 の第 2 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリン

トに記す。 

10．前回の続きになります―高度成長期における政治と青年文化② [予習・復習]参考書 2 の第 5 章、

参考書 3 の第 4 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記す。 

11． 「バブル景気」に酔いしれた社会の暗部―昭和の終わり、平成の始まりの光景① [予習・復習]参

考書 3 の第 3 章・5 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記す。 

12． 前回の続きになります―昭和のおわり、平成の始まりの光景② [予習・復習]参考書 3 の第 3 章・

5 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記す。 

13． グローバリゼーションと長期不況の中の社会と家族―平成の 2000 年代末の光景① [予習・復習]

参考書 3 の第 3 章・5 章・6 章を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記

す。 

14． 前回の続きになります―平成の 2000 年代末の光景② [予習・復習]参考書 3 の第 3 章・5 章・6 章

を読む。授業をふまえて導きだしたテーマと問い・論点を配布プリントに記す。 

15． 授業のおわりに―「映画」を資料・手がかりにして学び・問う昭和史・平成史 [予習・復習]第 1～15

回の内容をふりかえり、期末レポートをまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd42113400  聴講の可否： ○   

科目名 日本史基礎講義 IV 担当教員 外岡 慎一郎 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 鎌倉幕府論 

到達目標 
鎌倉幕府の歴史を知り、幕府の評価に関する諸研究の成果と課題について、基本文献にも触れ、

理解を深めること。 

授業概要 

鎌倉幕府研究の諸論点について、幕府の歴史をたどる時系列にのせながら解説し、その成果と

課題を明らかにしていく。鎌倉幕府研究はすでに一定の到達度に達していて、大きな論点は残さ

れていないように感じられているのか、近年研究論文も少ない。いずれ次の波が来るので、それ

に向けた用意をしていきたい。 

評価方法・基

準 

授業回（第２講～第１４講）ごとに e-learning にミニ課題を載せるので、期日までに解答案を寄せて

ほしい。これら１３回分の総合評価により評価する。なお、授業欠席の場合は原則課題の提出を

認めないので注意すること。 

課題のフィー

ドバック方法 
e-learning を活用した質疑応答をおこなう。メールでの質疑にも応じる。 

履修上の 

注意事項等 

文庫本程度の概説書（下記参考書のうち 1 冊程度）を入手し適宜参考にすること。また、各回の授

業内容についての参考文献を紹介するので、こちらも積極的に参照してほしい。 

テキスト 指定しない  

参考書 

鎌倉幕府（中公文庫）石井進中央公論社 2004 

鎌倉と京（学術文庫）五味文彦講談社 2014 

鎌倉幕府と朝廷（岩波新書）近藤成一岩波書店 2016 

授業内容 

１． 導入の講座～鎌倉幕府はどのように論じられてきたか [予習・復習]概説書（授業で紹介）を読ん

でみよう 

2． 伊豆の流人源頼朝はなぜ挙兵したのか 防衛的挙兵論とは [予習・復習]概説書を読む/授業の

論点整理・課題対応 

3． 鎌倉幕府はいつ成立したのか 議論はなぜ収束しないのか [予習・復習]概説書を読む/授業の論

点整理・課題対応 

4． 「鎌倉御家人」とは何か 東国と西国、御家人ではない武士とは [予習・復習]概説書を読む/授業

の論点整理・課題対応 

  



【科目ページ：２／２】 cd42113400 

科目名 日本史基礎講義 IV 担当教員 外岡 慎一郎 

授業内容 

5． 源頼家政権論 頼家の政権？ [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

6． 源実朝政権論 実朝の政権？ [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

7． 「承久の乱はなぜ「乱」なのか 後鳥羽院の誤算 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課

題対応 

8． 執権政治と合戦 北条泰時の「平和」 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

9． 六波羅探題論 洛中警固と西国成敗 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

10． 摂家将軍・親王将軍論 傀儡の存在感 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

11．  モンゴル危機と幕府外交 戦争と交易 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

12．  鎮西探題論 異国警固と九州御家人 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

13．  「得宗専制」論 合議と専制 [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整理・課題対応 

14．  鎌倉幕府はなぜ滅んだのか 太平記史観とは何か [予習・復習]概説書を読む/授業の論点整

理・課題対応 

15．  まとめの講座 世界史のなかの鎌倉幕府 [予習・復習]授業の論点整理 



【科目ページ：１／２】  cd42113500  聴講の可否： ○   

科目名 日本史基礎講義 V 担当教員 ☆長澤 一恵 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 国際社会における「平和」の模索と近代日本 

到達目標 

①日本現近代史の基礎的な知識や流れを学ぶ。②大正デモクラシー期に展開した国際・平和主

義について、明治憲法体制及び国際社会との関わりのなかで理解する。③戦後に継承される民

主主義や平和の意義について理解を深める。 

授業概要 

 ２０世紀は戦争の時代であったといわれる。戦争ごとに社会は大きく様変わりをしたが、同時に

国際社会における「平和システム」の構築も飛躍的な発展を遂げる。第一次世界大戦後には「平

和１４カ条原則」提唱にみられるような社会改善や人権保障についての議論が世界的規模で進展

するが、これと期を同じくして展開した大正デモクラシー期の日本社会ではどのような「社会」が目

指されたのかを、明治憲法体制および日本をとりまく国際社会との関わりから考察することが講義

の課題である。 戦争・植民地統治・ナショナリズムといった２０世紀が抱えて 

評価方法・基

準 

学習到達度確認 40％（試験を行い、講義内容から知識問題、史料問題、論述問題など多角的に

理解度を確認する）、授業中に提出する課題レポート 30％（図書館・資料館・博物館および Web ア

ーカイヴ調査などを利用して積極的に学習し幅広い知識と深い理解を得たうえでレポートを作成

する）、平常点 30％（講義内容をノートに取るなど集中して理解を深めること）、を総合して評価す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内に学習到達度確認および課題レポートを実施し、最終授業内で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業は幅広い歴史事象を勉強するための入り口に過ぎません。興味を持った事柄や問題は、歴

史辞典や参考文献、博物館などを活用して自分自身でどんどん学習を進めてください。また、世

界史年表や地図を用意してこまめに確認することをおすすめします（出版社等の指定はとくにあり

ません）。また、授業中は講義内容をノートに取り（ノートテイキング）、予習や復習に役立てましょ

う。 

テキスト 教科書は使用せず、授業プリントを配布します。  

参考書 

シリーズ日本近現代史 １～１０巻岩波新書〈新赤版・1042～1051〉2006～2010 

日本近代の歴史 １～６巻吉川弘文館 2016～ 2017 

日本の歴史 ２０～２５巻講談社 2000～2003 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習] シラバスを読み、授業概要を把握する。クリアファイル（A４サイズ）、ノート

またはルーズリーフ（様式自由）を持参する。／図書館で、本講義のシラバスやガイダンス用紙に記載

された辞典や参考文献の配架場所を確認し、以後の講義で活用できるように準備する。 

2．２０世紀の国際社会と｢平和｣（１） 集団安全保障システム [予習・復習] 「万国公法」、「ウェストファ

リア条約」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／２０世紀の国際体制の発展と平和

理論について整理と確認を行う。 

3．２０世紀の国際社会と｢平和｣（２） 新カント派 [予習・復習] 「ベルサイユ条約」、「国際聯盟」等につ

いて辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／第一次世界大戦後の「国際聯盟」発足にみられる新

国際秩序の展開について確認と整理を行う。 

4．明治憲法体制と近代日本（１） 大日本帝国憲法 [予習・復習] 「大日本帝国憲法」、「明治憲法体

制」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／大日本帝国憲法の発布と「明治憲法体

制」の特徴について整理と確認を行う。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42113500 

科目名 日本史基礎講義 V 担当教員 ☆長澤 一恵 

授業内容 

5．明治憲法体制と近代日本（２） 第一次護憲運動と大正政変 [予習・復習] 「憲政擁護運動」、「大正

デモクラシー」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／大正デモクラシーの歴史経緯

と意義について整理と確認を行う。 

6．大正デモクラシーの展開（１） 美濃部達吉と「天皇機関説」 [予習・復習] 「美濃部達吉」、「天皇機

関説」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／「天皇機関説」に代表される大正デモク

ラシーの憲法理論と政治思想の内容と意義について整理と確認を行う。 

7．大正デモクラシーの展開（２） 吉野作造と「民本主義」 [予習・復習] 「吉野作造」、「民本主義」等に

ついて辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／「民本主義」に代表される大正デモクラシーの政

治思想の内容と意義について整理と確認を行う。 

8．知識人たちの国際･平和主義（１） 新渡戸稲造 [予習・復習] 「新渡戸稲造」、「太平洋問題調査

会」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／新渡戸稲造に代表される近代日本の国

際・平和主義思想の内容と意義について確認と整理を行う。 

9．知識人たちの国際･平和主義（２） 石橋湛山 [予習・復習] 「石橋湛山」、「小日本主義」等について

辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／石橋湛山に代表される近代国家における帝国・膨張主

義批判の内容と意義について確認と整理を行う。 

10．日本｢国際聯盟協会｣と国民外交（１） ヴェルサイユ＝ワシントン体制 [予習・復習] 「ワシントン体

制」、「協調外交」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／大正デモクラシー期の日本

において展開した協調外交と平和主義の模索について確認と整理を行う。 

11． 日本｢国際聯盟協会｣と国民外交（２） パリ不戦条約 [予習・復習] 「ロンドン海軍軍縮会議」、

「不戦条約」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／戦間期の国際社会において合意

された「不戦条約」にみられる戦争違法化の取り組みと意義について確認と整理を行う。 

12． ＩＰＲとアジア･太平洋問題（１） 太平洋問題調査会（IPR） [予習・復習] 「日本移民排斥問題」、

「太平洋問題調査会」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／戦前の日米摩擦問題

の解決のために行われた協調外交と平和・人道主義について確認と整理を行う。 

13． ＩＰＲとアジア･太平洋問題（２） 太平洋会議ほか [予習・復習] 「満州事変」、「リットン調査団」、

「国際聯盟脱退」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／アジア・太平洋戦争期の「日

本国際聯盟協会」の動向について確認と整理を行う。 

14． 現代平和の模索 [予習・復習] 「国際連合（憲章）」、「日本国憲法（平和主義）」等について辞典・

参考文献・年表を活用して予習する。／２０世紀の国際社会における国際・平和主義の発達と模索の

歴史経緯と意義について確認と整理を行う。 

15． 授業まとめ [予習・復習] 学習到達度確認にあたって、授業プリント・配布資料・自筆ノート、およ

び辞典・参考文献も参考にしながら、全体の歴史経緯や意義を整理して確認・理解するとともに、現代

日本社会への提言となるように自分の意見をまとめること。 



【科目ページ：１／２】  cd42115100  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史基礎講義 I 担当教員 山崎 岳 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 東洋文化の基礎知識 

到達目標 東洋諸国の文化を世界史的な観点から理解することをめざす。 

授業概要 

飲食・服飾などの身近な文物から、仏教・儒教などの思想や倫理まで、毎回異なる主題を設定し

て講義する。日本を含む東アジアを中心とするが、それ以外の地域との関係性についても言及す

る。 

評価方法・基

準 
平常点と筆記試験による。 

課題のフィー

ドバック方法 
授業中あるいは時間外に適宜対応する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．導論 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

2．東アジアの農耕文化 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

3．ユーラシアの牧畜文化 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

4．食べ物と飲み物 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42115100 

科目名 東洋史基礎講義 I 担当教員 山崎 岳 

授業内容 

5．衣冠服飾 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

6．絵画芸術 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

7．文字と書道 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

8．都市と建築 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

9．法制と社会 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

10．武器と戦争 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

11． 仏教と仏像 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

12． 儒教の経典 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

13． 道教の神々 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

14． 歳時と祭事 [予習・復習]授業中の学習事項を確認し、次回の課題に備えること。 

15． 総括 [予習・復習]学期中を通じた学習事項を確認すること。 



【科目ページ：１／２】  cd42115200  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史基礎講義 II 担当教員 ☆川本 正知 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ モンゴル帝国の形成と支配構造 

到達目標 
遊牧民の社会とはどういった特色を持つ社会であるのかを理解する。遊牧民の｢国家｣とはどうい

った構造をもつかということを理解する。遊牧民の帝国による定住民の支配の方法を理解する。 

授業概要 

 モンゴル人は、13 世紀初頭に突如として現在のモンゴル国の地で活躍を始めた遊牧民である。

チンギス・ハンによって 12 世紀の終わりから 13 世紀にかけて形成された大モンゴル・ウルスとよ

ばれる遊牧民の｢国家｣はユーラシア大陸に未曾有の版図を有する大帝国を築き、程なく分裂し、

解体してしまった。この帝国をモンゴル帝国とよぶ。その盛期はせいぜい１世紀であった。そしてモ

ンゴル治下の諸民族は、例外なく、かつて経験したことのない試練に曝され､周辺部の諸民族も否

応なしに､モンゴル勢力への対応を迫られた。 大モンゴル・ウルスは、 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を重視）学期末のレポートによ

り学習到達度確認 50％ 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し最終授業に講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

講義の内容を主体的に考える用意のない人は受講しないこと。講義は単に勉強の入り口にすぎ

ないことを自覚すること。 E-learning に必ず登録すること。 

テキスト  

参考書 
モンゴル帝国の軍隊と戦争川本正知山川出版社 2013 

ラシード・アッディーン渡辺良子山川出版社 2024 

授業内容 

１．本講義の視座と問題意識 [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。 

2．大モンゴル・ウルスとモンゴリアの遊牧民社会（１） [予習・復習] 前回指示した参考文献をできるだ

け読んでくる 

3．大モンゴル・ウルスとモンゴリアの遊牧民社会（2） [予習・復習] 参考文献の川本正知『モンゴル帝

国の軍隊と戦争』を読んでくる 

4．大モンゴル・ウルスとモンゴリアの遊牧民社会（3） [予習・復習] 参考文献の川本正知『モンゴル帝

国の軍隊と戦争』を読んでくる 

  



【科目ページ：２／２】 cd42115200 

科目名 東洋史基礎講義 II 担当教員 ☆川本 正知 

授業内容 

5．チンギス・ハンによってつくられた新しい部族と軍隊（１） [予習・復習] 参考文献の川本正知『モンゴ

ル帝国の軍隊と戦争』を読んでくる 

6．チンギス・ハンによってつくられた新しい部族と軍隊（2） [予習・復習] 参考文献の川本正知『モンゴ

ル帝国の軍隊と戦争』を読んでくる 

7．大モンゴル・ウルスによる征服戦争の軍隊 [予習・復習] 川本正知『モンゴル帝国の軍隊と戦争』 

についてレポートを書く。 

8．チンギス・ハンの中央アジア征服（１） [予習・復習] 前回に指定し､E-learning 上に配布した論文を

よんでくる。 

9．チンギス・ハンの中央アジア征服（２） [予習・復習] 前回に指定し､E-learning 上に配布した論文を

よんでくる。 

10．オゴタイ・大ハン時代の三大外地属領（１） [予習・復習] 前回に指定し､E-learning上に配布した論

文をよんでくる。 

11． オゴタイ・大ハン時代の三大外地属領（2） [予習・復習] 前回に指定し､E-learning 上に配布した

論文についてレポートを書き提出する。 

12． モンケ・大ハン時代の定住民支配（１） [予習・復習] 前回に指定し､E-learning 上に配布した論文

をよんでくる。 

13． モンケ・大ハン時代の定住民支配（2） [予習・復習] 前回に指定し､E-learning 上に配布した論文

をよんでくる。 

14． 大モンゴル・ウルスの定住民支配 [予習・復習] E-learning 上にレポート試験の課題として配布し

た論文を読んでくる。 

15． 総括 [予習・復習] この講義全体のノートをみなおしてレポート試験のかだいについての質問を

おこなう。 



【科目ページ：１／２】  cd42115300  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史基礎講義 III 担当教員 ☆安田 純也 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 朝鮮半島の歴史 

到達目標 朝鮮半島の歴史の概要を習得する。 

授業概要 

朝鮮半島の前近代の歴史を学ぶ。朝鮮半島では、中国大陸からの直接的な影響のもと、国家を

形成し、展開してきた。日本とは同じ東アジア文化圏に属し、隣接する関係にある朝鮮半島の歴

史を学ぶことは、日本の歴史をより深く理解することにもつながる。授業では、具体的な文献や文

物を取り上げつつ、朝鮮半島の歴史について論じる。 

評価方法・基

準 

小テスト 40％2 回行う。授業内容の理解度と説明能力を審査するレポート課題 20％1 回課す。指

定の文献を踏まえ、まとめる能力などを審査する上記以外 40％質問、宿題など 

課題のフィー

ドバック方法 
翌週のレジュメに総評を掲載する。 

履修上の 

注意事項等 
必ず初回から受講すること（ノート持参）。教員への連絡方法は、初回レジュメに掲載する。 

テキスト  

参考書 朝鮮の歴史田中俊明昭和堂 2008 

授業内容 

１．履修方法、地理と神話 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

2． 基本史料 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

3． 古朝鮮と朝鮮四郡 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

4． 高句麗 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42115300 

科目名 東洋史基礎講義 III 担当教員 ☆安田 純也 

授業内容 

5． 百済 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

6． 加耶 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

7． 三国新羅 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

8． 統一新羅 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

9． 渤海 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

10． 後三国 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

11．  高麗前期 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

12．  高麗後期 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

13．  朝鮮前期 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

14．  朝鮮後期 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

15．  まとめ ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd42115400  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史基礎講義 IV 担当教員 ☆矢島 洋一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イスラーム時代西アジア史 

到達目標 イスラーム成立以降の西アジア史について基礎的な知識を得る。 

授業概要 

イスラーム時代西アジア史を概観する。7 世紀から近現代にいたる西アジアの歴史について、史

実そのものより、その史実が史料上どのように記述されているかに重点をおきつつ解説する。必

要に応じて、中央アジア・南アジア・北アフリカ等周辺諸地域との関係についても言及する。 

評価方法・基

準 
授業課題 30％：毎回授業の最後に意見を求める。定期試験 70％：授業内容の理解度を問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回授業の最初に、前回提出された意見についての講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
プリントは授業の補助資料にすぎないので、自分なりに授業内容を理解しノートをとること。 

テキスト プリントを配布  

参考書 岩波イスラーム辞典大塚和夫ほか岩波書店 2002 

授業内容 

１．序論  [予習・復習]シラバスを読んで授業の概要を理解しておくこと。 

2．イスラーム以前の西アジア [予習・復習]古代西アジア史について、プリントとノートを見直し知識を

整理しておくこと。 

3．初期イスラーム史（1）イスラームの誕生  [予習・復習]ムハンマド時代の西アジア史について、プリ

ントとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

4．初期イスラーム史（2）イスラームの拡大 [予習・復習]初期イスラーム史の基本的な流れについて、

プリントとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42115400 

科目名 東洋史基礎講義 IV 担当教員 ☆矢島 洋一 

授業内容 

5．初期イスラーム史（3）イスラーム世界の分裂 [予習・復習]国家・宗派の分裂過程について、プリント

とノートを見直し知識を整理しておくこと。 

6．イスラーム法（1）イスラーム法とは何か [予習・復習]イスラーム法の概略について、プリントとノート

を見直し知識を整理しておくこと。 

7．イスラーム法（2）イスラーム法各論 [予習・復習]イスラーム法上の諸問題について、プリントとノート

を見直し知識を整理しておくこと。 

8．イスラーム文化の成熟 [予習・復習]イスラーム文化について、プリントとノートを見直し知識を整理し

ておくこと。 

9．諸民族の興亡（1）テュルク系王朝の時代 [予習・復習]テュルク系王朝の成立について、プリントとノ

ートを見直し知識を整理しておくこと。 

10．諸民族の興亡（2）モンゴル帝国 [予習・復習]モンゴル帝国の西アジア制服・支配について、プリン

トとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

11． 近世イスラーム諸国家（1）オスマン朝 [予習・復習]近世諸国家の概要とオスマン朝について、プ

リントとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

12． 近世イスラーム諸国家（2）サファヴィー朝・ムガル朝 [予習・復習]近世諸国家とサファヴィー朝・

ムガル朝について、プリントとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

13． 近代のイスラーム世界 [予習・復習]近代イスラーム史の性格について、プリントとノートを見直し

知識を整理しておくこと。 

14． 現代のイスラーム世界 [予習・復習]現代イスラーム世界の情勢について、プリントとノートを見直

し知識を整理しておくこと。 

15． まとめと確認 [予習・復習]これまでの授業内容について確認し知識を整理しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd42115500  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史基礎講義 V 担当教員 ☆矢島 洋一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イスラームの多面的理解 

到達目標 
イスラーム世界を様々な角度から見ることによってその多様性を理解し、イスラームを多面的に理

解できるようになる。 

授業概要 

一面的に理解されがちなイスラームを多面的にとらえるため、以下の三つの観点からイスラーム

を眺める。（1）イスラームの教義（2）現代イスラーム世界の諸国家（3）日本とイスラーム世界との

関わりの歴史 

評価方法・基

準 
授業課題 30％：毎回授業の最後に意見を求める。定期試験 70％：授業内容の理解度を問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回授業の最初に、前回提出された意見についての講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
プリントは授業の補助資料にすぎないので、自分なりに授業内容を理解しノートをとること。 

テキスト プリントを配布  

参考書 岩波イスラーム辞典大塚和夫ほか岩波書店 2002 

授業内容 

１．序論 [予習・復習]シラバスを読んで授業の概要を理解しておくこと。 

2．イスラームの教義（1）六信五行 [予習・復習]イスラームの基本教義について、プリントとノートを見

直し知識を整理しておくこと。 

3．イスラームの教義（2）クルアーンとハディース [予習・復習]クルアーンとハディースについて、プリン

トとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

4．イスラームの教義（3）宗派 [予習・復習]イスラームの宗派について、プリントとノートを見直し知識を

整理しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42115500 

科目名 東洋史基礎講義 V 担当教員 ☆矢島 洋一 

授業内容 

5．イスラームの教義（5）イスラーム法概略 [予習・復習]イスラーム法の概略について、プリントとノート

を見直し知識を整理しておくこと。 

6．イスラームの教義（6）イスラーム法各論 [予習・復習]イスラーム法の各論について、プリントとノート

を見直し知識を整理しておくこと。 

7．イスラームの教義（7）文学と美術 [予習・復習]イスラーム世界の文学と美術について、プリントとノ

ートを見直し知識を整理しておくこと。 

8．現代の諸国家（1）トルコとイラン [予習・復習]現代トルコとイランについて、プリントとノートを見直し

知識を整理しておくこと。 

9．現代の諸国家（2）アラブ諸国 [予習・復習]現代アラブ諸国について、プリントとノートを見直し知識を

整理しておくこと。 

10．現代の諸国家（3）中央アジア [予習・復習]現代中央アジア諸国について、プリントとノートを見直し

知識を整理しておくこと。 

11． 日本との関わり（1）古代 [予習・復習]古代西アジアと日本との関わりについて、プリントとノートを

見直し知識を整理しておくこと。 

12． 日本との関わり（2）中世・近世 [予習・復習]中近世の日本とイスラーム世界との関わりについて、

プリントとノートを見直し知識を整理しておくこと。 

13． 日本との関わり（3）近代 [予習・復習]近代の日本とイスラーム世界との関わりについて、プリント

とノートを見直し知識を整理しておくこと。 

14． 日本との関わり（4）現代 [予習・復習]現代の日本とイスラーム世界との関わりについて、プリント

とノートを見直し知識を整理しておくこと。 

15． まとめと確認 [予習・復習]これまでの授業内容について確認し知識を整理しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd42117100  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史基礎講義 I 担当教員 山口 育人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イギリス現代史を通して理解する第二次世界大戦後世界史の諸テーマならびに研究アプローチ 

到達目標 
①第二次世界大戦後の世界史に関する諸テーマについて理解する。②歴史学の研究アプロー

チ・研究手法を理解する。 

授業概要 

イギリス現代史を包括的に検討しながら、政治、経済、社会、文化、アイデンティティ、国際関係な

ど第二次世界大戦後の世界史における諸テーマを検討し、それぞれのテーマについて、歴史研

究における主なアプローチ・手法を説明する。 

評価方法・基

準 

・各回ともテキストをまとめた「レジュメ」を作成して授業に臨むこと。「レジュメ」の準備・適切さを評

価する。・各回とも「授業のまとめ」を作成すること。「まとめ」の適切さを評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

・「レジュメ」については、授業のなかでコメントする。・「授業まとめ」は、添削のうえ、授業もしくは

オフィスアワーで返却する。 

履修上の 

注意事項等 
学習に重大な支障をきたしますので、教科書は必ず入手してください。 

テキスト イギリス現代史長谷川貴彦岩波書店 2017 

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス・イントロダクション（イギリス現代史の 4 つのキーワード） [予習・復習]シラバスを読み、

授業内容を理解する・授業で配布する年表を完成させる 

2．福祉国家の誕生（起点としての第二次世界大戦・1945 年の精神） [予習・復習]テキスト第 2 回授業

分のレジュメを作成する・授業まとめを作成する 

3．福祉国家の誕生（戦後再建） [予習・復習]テキスト第 3 回授業分のレジュメを作成する・授業まとめ

を作成する 

4．「豊かな社会」への変貌（コンセンサスの政治・帝国からヨーロッパへ） [予習・復習]テキスト第 4 回

授業分のレジュメを作成する・授業まとめを作成する 

  



【科目ページ：２／２】 cd42117100 

科目名 西洋史基礎講義 I 担当教員 山口 育人 

授業内容 

5．「豊かな社会」への変貌（「豊かさ」の政治経済学） [予習・復習]テキスト第 5 回授業分のレジュメを

作成する・授業まとめを作成する 

6．文化革命の時代（文化革命・近代化戦略） [予習・復習]テキスト第 6 回授業分のレジュメを作成す

る・授業まとめのを作成する 

7．文化革命の時代（「衰退」と「進歩」のあいだで） [予習・復習]テキスト第 7 回授業分のレジュメを作

成する・授業まとめのを作成する 

8．「英国病」の実像（英国病） [予習・復習]テキスト第 8 回授業分のレジュメを作成する・授業まとめの

を作成する 

9．「英国病」の実像（モラルパニック・不満の冬） [予習・復習]テキスト第 9 回授業分のレジュメを作成

する・授業まとめのを作成する 

10．サッチャリズム（サッチャーの登場・サッチャーの勝利） [予習・復習]テキスト第 10 回授業分のレジ

ュメを作成する・授業まとめを作成する 

11． サッチャリズム（サッチャーの退場） [予習・復習]テキスト第 11 回授業分のレジュメを作成する・授

業まとめのを作成する 

12． 「第三の道」（中道政治の再編・第三の道） [予習・復習]テキスト第 12 回授業分のレジュメを作成

する・授業まとめのを作成する 

13． 「第三の道」（危機の時代） [予習・復習]テキスト第 13 回授業分のレジュメを作成する・授業まと

めのを作成する 

14． 岐路に立つイギリス（緊縮政策・レファレンダム） [予習・復習]テキスト第 14 回授業分のレジュメを

作成する・授業まとめのを作成する 

15． 岐路に立つイギリス（ブレグジット後のイギリス） [予習・復習]テキスト第 15 回授業分のレジュメを

作成する・授業まとめのを作成する 



【科目ページ：１／２】  cd42117200  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史基礎講義 II 担当教員 ☆久保 利永子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近世イギリスにおける共同体と経済 

到達目標 
18 世紀のイングランドにおける民衆の生活世界に注目し、社会的事件の背景にある秩序とそれを

支える経済の仕組み、価値観、社会通念を理解する。 

授業概要 

18 世紀のイングランドでは食糧暴動が頻発していた。穀物業者等に宛てた様々な脅迫状や民衆

による市場の占拠や穀物輸送船の拿捕、穀物の略奪といった具体的な面から考えると、こうした

騒擾は飢えた民衆による「暴動」と呼べそうだ。しかし、それは本当に飢餓で自暴自棄に陥った

人々による無秩序な暴力の爆発だったのだろうか。本講義では工業化以前の民衆の生活世界を

理解しながら、彼らの「集団行動」とその根底にある慣習的価値観やルールを考察し、人々の生活

と市場（経済構造）の関係に対する理解を深める。 

評価方法・基

準 

授業毎の課題（70%）と期末レポート（30%）。課題は講義に取り組む姿勢や講義内容の理解などを

重視し、期末レポートは必要かつ適切な情報に基づく議論を論理的に展開しているか評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎回講義終了時にコメントカードを回収し、オンライン提出の課題と併せて次週にその内容（疑問・

質問等）について適宜解説もしくは次回以降の授業に反映する。 

履修上の 

注意事項等 

・講義時に配布される教材（プリント）を活用して積極的に予習・復習（授業毎の課題）を行うこと。・

e-ラーニングシステムで配布される参考資料にも適宜目を通すこと。・授業毎の課題の提出期限

は厳守すること。 

テキスト 毎回プリントを適宜配布する  

参考書 講義時に適宜紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス （履修に関するルール等について） [予習・復習] シラバスを読み、講義内容を理解す

る。ワークシートの設問に答える。 

2．ヒューディブラス、スキミントンに出くわす  [予習・復習] 参考資料を読む。絵画資料を読み解くポイ

ントについて、講義内容を確認し、理解を深める。 

3．制裁行為としての「シャリヴァリ」 [予習・復習] 配布資料を読む。共同体内における秩序維持の仕

組みについて、講義内容を確認し、理解を深める。 

4．行列は誰のため？ 制裁・承認・教育  [予習・復習] 配布された参考資料を読む。農村共同体にお

ける慣習の役割について、講義内容を確認し、理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42117200 

科目名 西洋史基礎講義 II 担当教員 ☆久保 利永子 

授業内容 

5．規範を求める仕組み：開放耕地制  [予習・復習] 配布された参考資料を読む。三圃制の長所と短

所について、講義内容を 確認し、理解を深める。 

6．共同体と共同権：貧しさと生存の平等分配 [予習・復習] 配布された参考資料を読む。囲い込み以

前の農村共同体の生活について、講義内容を確認し、理解を深める。 

7．保護と恭順：近世イギリス農村における伝統的支配の構造  [予習・復習] 配布された参考資料を

読む。近世イギリスにおける社会の仕組みとその役割について、講義内容を確認し、理解を深める。 

8．民衆による脅迫状(1)：彼らは何を憤っていたのか [予習・復習] 配布されたワークシートの設問に

答える。講義時に使用した一次史料の内容を確認し、その役割を考察する。 

9．民衆による脅迫状(2)：彼らは何を求めていたのか [予習・復習] 配布されたワークシートの設問に

答える。講義時に使用した一次史料の内容を確認し、その役割を考察する。 

10．「正当性は我にあり」：民衆の示威行動（食糧暴動）とその論理  [予習・復習] 配布されたワークシ

ートの設問に答える。第七、八回の講義内容を参照しながら講義内容を確認し、18 世紀の民衆の行動

について理解を深める。 

11． 穀物価格と食糧暴動：「ブッシェルあたり５シリング」の意味 [予習・復習] 「公正で理にかなった穀

物価格」という民衆の要求の基盤となる慣習的権利について講義の要点を整理し、理解を深める。 

12． 食糧暴動の地理的分布：「暴動」と生活圏 [予習・復習] 配布されたワークシートの設問に答え

る。地図と文字資料を組み合わせ、18 世紀の食糧暴動の発生状況とその背景にある社会全体の変化

について理解を深める。 

13． 生存を確保するしくみ：市場のパターナリスト・モデル  [予習・復習] 配布された参考資料を読

む。近世イギリス社会における市場の役割を確認し、脅迫状との関係について理解を深める。 

14． ポリティカル・エコノミーの形成  [予習・復習] 配布された参考資料を読む。アダム・スミスが提

唱した経済の自由主義の本質について要点を整理し、講義内容を確認する。 

15． 「生きていける社会」とはどのような社会なのか －後期講義のふりかえり [予習・復習] 後期講

義全体を振り返り、課題レポートを作成する。 



【科目ページ：１／２】  cd42117300  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史基礎講義 III 担当教員 ☆佐藤 專次 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 中世都市の形成と中世後期の都市社会 

到達目標 中世都市の形成、中世後期ドイツの都市社会の構造ならびに都市民の日常生活を理解する。 

授業概要 

11,12 世紀から 16 世紀にかけてのヨーロッパ、とくにドイツ都市を対象に、都市共同体の形成、都

市指導層、ツンフトと手工業者、都市民の生活、乞食・娼婦などの周縁集団、都市における犯罪に

ついて論じる。 

評価方法・基

準 

学習到達度確認 80％ 講義内容を的確に理解し、かつそれを正確に文章化できるかで判断す

る。小テスト 20％ 講義内容について、感想・質問を書いてもらう。それによって講義をいかに理解

できているかを判断する。 

課題のフィー

ドバック方法 

ほぼ毎回、講義の感想・質問を書いてもらい、次回の講義の初めにそのコメントをおこなう。最終

授業時に学習到達度確認を実施し、解答例を配布及び解説を行う予定。 

履修上の 

注意事項等 
高等学校の世界史 B の知識が前提となる。 

テキスト なし  

参考書 なし 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習] 講義の進め方と講義全体の内容の概要 

2．中世都市の形成 [予習・復習] 成長都市の形成を確認し理解を深める 

3．商人ギルド [予習・復習] 商人の特殊な法的地位と商人ギルドについて理解する 

4．都市共同体の成立 [予習・復習] ライン司教座都市などを例に都市共同体の形成過程いつて理解

する 

  



【科目ページ：２／２】 cd42117300 

科目名 西洋史基礎講義 III 担当教員 ☆佐藤 專次 

授業内容 

5．都市建設の展開 [予習・復習] フライブルクなどの都市建設について確認し理解を深める 

6．都市の「自由」と自治 [予習・復習] 都市の自由の実態，自治のあり方，自治機関について理解す

る 

7．都市上層と門閥支配 [予習・復習] 都市上層による門閥支配の実態について理解を深める 

8．ツンフトの成立と活動 [予習・復習] ツンフトの成立とその活動について確認する 

9．ツンフト闘争，徒弟制度の確立 [予習・復習] ツンフト闘争，女親方，徒弟身分について確認し理解

を深める 

10．職人身分の形成 [予習・復習] 職人身分の誕生について確認し理解を深める 

11． 職人組合の活動 [予習・復習] 「青い月曜日」の誕生について確認する 

12． 賃労働者・乞食・娼婦 [予習・復習] 都市の周縁集団について確認し理解を深める 

13． 都市の犯罪 [予習・復習] 犯罪とそれに対する処罰のあり方について確認する 

14． 機械時計の導入 [予習・復習] 機械時計の導入とそれによる都市社会の変化を確認し理解する 

15． 近世都市への展望。授業まとめ・学習到達度の確認 [予習・復習] これまでの授業内容について

まとめ確認する 



【科目ページ：１／２】  cd42117400  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史基礎講義 IV 担当教員 ☆山内 暁子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代アテナイの市民社会と国家祭儀 

到達目標 
古代ギリシア社会を学ぶことで自らを客観視する視座を獲得し、史料に基づいた歴史像を持つよ

うになること 

授業概要 

本講義では、古代アテナイの市民社会における様々な儀式や祭典について考察を試みる。歴史

学の基本である文献史料だけでなく、遺物や遺跡、また図像などの「モノ」資料も使用する。それ

によって現段階で史料から読み取れることを考察し、さらなる展望について検討する。歴史学の基

本的な史料解釈に始まり、現代的・学際的な研究手法についても目を向けながら、様々な歴史考

察の可能性を考えてみたい。 

評価方法・基

準 

授業中に出される課題２回（25 点×２）と、最終課題（30 点）を評価の中心とします。最終課題につ

いては、提出していない受講者は単位取得意思がないものとみなしますので、提出をお願いしま

す。Google Classroom で質問や感想を受け付け、私が回答しつつ、ディスカッションになるようにし

たいと考えています。Google Classroom への「質問・感想」の書き込みも評価の対象（20 点）となる

ので、頑張って下さい。 

課題のフィー

ドバック方法 

最終課題以外は、学期内に採点して返却します。それぞれの課題については、評価のポイントに

ついて口頭または掲示資料によって解説します。 

履修上の 

注意事項等 

テキストは指定しませんが、参考文献は適宜紹介します。また、PDF にリンクされている画像や動

画などの関連資料を見ることで、学習内容を定着させるようにして下さい。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．はじめに：講義内容の解説とアンケート [予習・復習]講義資料を読んで授業内容について理解し、

指示された作業を Google Classroom で完了させること。 

2．ギリシア人の宗教：オリュンポスの神々 [予習・復習]古代ギリシア宗教の特徴である多神教のシス

テムを理解する。具体的には神々の名前と属性を理解すること。 

3．ギリシアの市民社会：自由人と奴隷 [予習・復習]古代ギリシア社会の身分について解説する。基本

的な文献や、理解しにくい専門用語を各自で確認しておくこと。 

4．ギリシアの市民社会：アテナイとスパルタ [予習・復習]古代ギリシアの二大ポリスであるアテナイと

スパルタについて解説する。講義内で説明した用語や地名については、各自で確認しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42117400 

科目名 西洋史基礎講義 IV 担当教員 ☆山内 暁子 

授業内容 

5．古代ギリシア人が暮らす社会：「ポリス」の仕組み [予習・復習]ポリス社会について、文献史料から

検討する。ギリシア世界の地理的な広がりについて確認し、同時代の他地域の様子についても確認し

ておくこと。 

6．アテナイの歴史：王政から貴族政へ [予習・復習]『アテナイ人の国制』を基本文献として、民主政へ

の変化を概観する。講義で紹介した参考文献を読んだり、地図や用語の確認するなど、アテナイ社会

の基本的な事柄について理解を深めること。 

7．アテナイの歴史：民主政の「改革」  [予習・復習]伝アリストテレス『アテナイ人の国制』を基本文献と

して、民主政への変化を概観する。講義で紹介した参考文献を読んだり、地図や用語の確認するな

ど、アテナイ社会の基本的な事柄について理解を深めること。 

8．アテナイの歴史：民主政のシステム [予習・復習]アテナイ民主政の基本史料である『アテナイ人の

国制』を中心に、様々な文献史料を取り上げるが、それぞれの史料を確認し、時代背景を理解しておく

こと。 

9．デロス同盟とパルテノン [予習・復習]アテナイ黄金期の象徴でもあるパルテノン神殿について、歴

史書や碑文史料から検討を行う。講義内で取り上げる用語について調べて、当時の社会の状況を確

認すること。 

10．アテナ女神とパンアテナイア祭 [予習・復習]アテナイの守護神であるアテナ女神への信仰と、デロ

ス同盟期のパンアテナイア祭の役割について考察する。神話物語の用語を確認し、参考文献を参照す

ること。 

11． 祭祀におけるアテナイの少女たち [予習・復習]女性たちが史料に登場する頻度は低いが、それ

でも多くの手がかりが残されている。講義で取り上げた史料について、文献だけでなく遺物や遺跡につ

いても、各自で理解を深めておくこと。 

12． 大パンアテナイア祭とアテナイ「帝国」 [予習・復習]アテナイの「帝国化」について文献史料から考

察を行うが、それぞれの史料がどのような性質のものか確認しておくこと。 

13． ディオニュシア祭と演劇 [予習・復習]ディオニュソス神と演劇の起源について検討する。地名や神

話物語に登場する人物など、歴史用語を各自確認しておくこと。 

14． 演劇作品にみるアテナイ社会 [予習・復習]アテナイの劇作品、とりわけ現実のアテナイ社会への

批判に満ちた喜劇作品を検討する。講義内で取り上げた神話の登場人物や地名、用語について確認

すること。 

15． ポリスと祭祀：国際的な祭典の創出 [予習・復習]アテナイが大々的に執り行った祭典において、

市民がどのような役割を果たしたのかを検討する。「帝国化」と市民のアイデンティティについて多角的

に考察し、各自が自分なりの解釈を行うこと。 



【科目ページ：１／２】  cd42117500  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史基礎講義 V 担当教員 ☆井福 剛 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代ローマの文化と社会の歴史的形成過程 

到達目標 
古代ローマ史研究の現在の潮流を学習することで、古代ローマ史について基本的な知識を習得

し、同時に歴史学の方法論について理解する。 

授業概要 

本講義では、古代ローマ史研究の現在の潮流に関して学習することを通して、歴史学の史料の扱

い方や解釈の方法と変遷について検討していく。そうすることで古代ローマの文化と社会について

理解し、同時に歴史学の基礎的な方法論について理解を深めてもらいたい。 

評価方法・基

準 

講義内容について問う毎回の小レポート 50％（講義内容を理解しているかどうかを評価）学期末

レポート 50％（適切に情報を収集し、論理的に考えをまとめられているかを評価）出席日数が3分

の 2 に満たない場合は、原則として成績評価は行わない。 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートおよび学期末レポートについて、授業時あるいは e-learning 上にて適宜コメントする予

定である 

履修上の 

注意事項等 
初回ガイダンスにて講義の概要、成績評価などについて説明する。 

テキスト 各回資料送信  

参考書 
文化史とは何かピーター・バーク法政大学出版局 2008 

古代ローマ帝国期における北アフリカ井福 剛関西学院大学出版会 2019 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]シラバスを読んで、授業内容について理解し、紹介された参考文献を読

む。 

2．現代歴史学の潮流と古代ローマ史研究 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマ史研究の現状を

理解する。 

3．古代ローマ史概観 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマ史の流れと基礎的な知識を把握す

る。 

4．古代ローマの政治と民衆 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマの政治システムについて理解

する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42117500 

科目名 西洋史基礎講義 V 担当教員 ☆井福 剛 

授業内容 

5．古代ローマの政治と記憶 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマの政治と社会について理解す

る。 

6．古代ローマの都市文化 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマの都市文化について理解する。 

7．古代ローマの属州文化（１）研究史 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマの属州研究の変化を

理解する。 

8．古代ローマの属州文化（２）北アフリカの文化 [予習・復習]配布資料を読み、ローマ時代北アフリカ

の文化的特徴を理解する。 

9．古代ローマの属州文化（３）北アフリカの都市  [予習・復習]配布資料を読み、ローマ時代の北アフ

リカの都市の状況を理解する。 

10．古代ローマの属州文化（４）北アフリカの神殿建設 [予習・復習]配布資料を読み、ローマ時代北ア

フリカの文化について具体的な事例を通して理解を深める。 

11． 古代ローマと初期キリスト教（１）初期キリスト教概要 [予習・復習]配布資料を読み、古代ローマと

初期キリスト教について理解を深める。 

12． 古代ローマと初期キリスト教（２）異教世界とキリスト教 [予習・復習]]配布資料を読み、古代ロー

マと初期キリスト教について理解を深める。 

13． 古代末期の世界 [予習・復習]]配布資料を読み、古代末期の文化について理解を深める。 

14． ポスト・ローマ期の宗教心性とキリスト教 [予習・復習]]配布資料を読み、ポスト・ローマ期の宗教

心性の変化について理解する。 

15． まとめ [予習・復習]これまでの講義内容を振り返る。古代ローマの歴史と文化の特徴について確

認する。 



【科目ページ：１／２】  cd42121100  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史特殊講義 I 担当教員 高橋 博子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 核時代を検証する：日米関係を中心に 

到達目標 核時代における日米関係を歴史的に理解し、史料の検証方法について学ぶことができる。 

授業概要 

本講義では広島・長崎の原爆投下や冷戦下で実施された米核実験について、米公文書(マンハッ

タン計画文書・米原子力委員会文書・米国務省文書など）と、被ばくした人々による証言に注目し

て検証する。また 2017 年 7 月に国連で採択され、2021 年 1 月に発効した核兵器禁止条約など、

核廃絶に向けての具体的な動向について取り上げる。さらに米国における原爆・核関連資料の状

況について取り上げ、核の時代における日米関係を理解する。 

評価方法・基

準 

原爆関連のレポート（４０％）。「核時代を考える」についてのレポート（４０%） そのほかコメント（２

０％） レポートの評価方法は以下の点を重視する。・課題を読んでいるか・自分の視点で論述して

いるか・論拠を示し、説得力があるか・歴史的探究心があるか 

課題のフィー

ドバック方法 
課題のフィードバック方法 レポートはコメントをつけて返却する。また質問について回答する。 

履修上の 

注意事項等 
E-learning システムに登録しておくこと。またネット環境を整えておくこと。 

テキスト 核の戦後史木村朗・高橋博子創元社 2016 年 

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス （E-learning システムに登録案内）。 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予

習する。また質問・コメントを用意する。 

2．広島・長崎の原爆の影響と ABCC [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。ま

た質問・コメントを用意する。 

3．核兵器関連映像 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメント

を用意する。 

4．核実験映像 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメントを用

意する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42121100 

科目名 国際交流史特殊講義 I 担当教員 高橋 博子 

授業内容 

5．広島・長崎の黒い雨 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメン

トを用意する。 

6．核兵器禁条約 [予習・復習] 前半の授業の復習をする。 

7． 授業前半のまとめ [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメン

トを用意する。 

8．中間テスト [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメントを用意

する。 

9．ビキニ水爆被災 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメントを

用意する。 

10．核関連映像 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コメントを用

意する。 

11． 原爆投下の情報統制 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。また質問・コ

メントを用意する。 

12． 日米世論調査から見る核意識 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、予習・復習する。ま

た質問・コメントを用意する。 

13． 核兵器禁止条約 [予習・復習] 配布したレジュメ・資料を読み、復習する。また質問・コメントを用

意する。 

14．  後半の授業のまとめ [予習・復習] 後半の授業の復習をする。 

15． 「核時代を考える」をテーマにレポートを提出。 [予習・復習] 講義全体の復習をする。 



【科目ページ：１／２】  cd42121200  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史特殊講義 II 担当教員 ☆川本 正知 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 中央アジアの歴史－中央アジアにおける国民国家の成立－ 

到達目標 

 この講義は、中央アジアの民族、イスラム教、ロシア、中国による植民地化の諸相などの問題を

あつかい、私たち日本人がそれにどのように向き合っていかなければならないかを考えるための

基礎的な知識や情報を得ることを目標とする。 

授業概要 

 中央アジアとは歴史的にいかなる地域であるかをさまざまな角度から概説する。特に乾燥地帯

としての生活の特徴、オアシスおよびオアシス都市のあり方、山間部および砂漠に住む遊牧民の

生活、多くの宗教共同体の存在など、今日の中央アジアとその歴史を考える上において基礎的な

知識をまず確認する。次に、それらの基礎的な地理的概念の上に、1991 年に独立した５つの「国

民国家」について国家、国民、民族、文化、伝統などの内容を明らかにしていく。次にこれらの基

礎的知識を前提として、中国に属する新疆ウイグル自治区のウイグル人問題、フェ 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を重視）学期末のレポートによ

る学習到達度確認 50％（中央アジアとはどういった地域であるかを理解しているかどうかを評価

する） 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し最終授業に講評 

履修上の 

注意事項等 

講義の内容を主体的に考える用意のない人は受講しないこと。講義は単に自らの勉強の入り口

にすぎないことを自覚すること。 

テキスト なし  

参考書 

現代中央アジアオリヴィエ・ロワ著（斉藤かぐみ訳）白水社 

中央アジアを知るための 60 章宇山智彦（編）明石書店 

中央アジアのイスラーム濱田正美山川出版 

授業内容 

１． 本講義の視座と問題意識 [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。 

2．中央アジアの地理的環境（１）オアシスとオアシス都市 [予習・復習] 前回指示した参考文献をよん

できて、その内容について小レポートを提出する。 

3．中央アジアの地理的環境（２）遊牧民の世界 [予習・復習] 前回指示した参考文献をよんできて、そ

の内容について小レポートを提出する。 

4．中央アジアの社会（１）民族とはなにか A.D. スミス『諸国民の民族的起源』より [予習・復習] 前回

配付した資料を読んでおき、アイデンティティについて講義内容を確認し、理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42121200 

科目名 国際交流史特殊講義 II 担当教員 ☆川本 正知 

授業内容 

5．中央アジアの社会 （２）中央アジアにおける民族集団 西徳次郎『中亜細亜紀事』(1886)を読む [予

習・復習] 前回配付した資料を読んでおき、西徳次郎の『中亜細亜紀事』(1886)について講義内容を確

認し、理解を深める。 

6．中央アジアの社会（３）ロシア革命と民族共和国の成立 [予習・復習] 前回配付した資料を読んでお

き、中央アジアの国民国家の領域、地理的特徴、民族的特徴の理解を深める。 

7．中央アジアの社会 （４）中央アジアにおける国民国家の独立（1991 年） [予習・復習] 前回配付した

資料を読んでおく。講義を聴いてロシア革命後に成立したいわゆる民族共和国について確認しておく。 

8．中央アジアのイスラム教（１）正統イスラム信仰 [予習・復習] 前回指示したイスラム教についての

概説書を読んでおく。講義を聴いて中央アジアのイスラム教ついて確認し、理解を深める。 

9．中央アジアのイスラム教（２）スーフィズムとスーフィー教団 [予習・復習] 前回指示したイスラム教

についての概説書を読んでおく。講義を聴いて中央アジアのスーフィズムとスーフィー教団ついて確認

し、理解を深める。 

10．中央アジアのイスラム教（３）聖者信仰 [予習・復習] 前回指示した著者（川本）による中央アジア

の聖者信仰の論文を読んでおく。講義を聴いて中央アジアの聖者信仰について確認し、理解を深め

る。 

11． 共和國独立後の中央アジア（１）独立とはなんだったのか [予習・復習] 前回指示した概説書を

読んでおく。講義を聴いて現在の中央アジアをめぐるさまざまな問題を考える。 

12． 共和國独立後の中央アジア（２）独立後の諸問題 [予習・復習]前回指示した概説書を読んでお

く。講義を聴いて現在の中央アジアをめぐるさまざまな問題を考える。 

13． 共和國独立後の中央アジア（３）独立後の諸問題 [予習・復習]前回指示した概説書を読んでお

く。講義を聴いて現在の中央アジアをめぐるさまざまな問題を考える。 

14．  新疆ウイグル自治区（中国に含まれる中央アジア）の問題 [予習・復習]前回指示したウイグル

人とウイグル自治区についての概説書を読んでおく。講義を聴いて現在の新疆ウイグル自治区の成立

過程を理解する。 

15． まとめ  [予習・復習]いままでの講義全体をふりかえり、中央アジアの近代を考えるための材料

としてまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd42121300  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史特殊講義 III 担当教員 山口 育人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イギリス帝国史を通して理解する西洋近現代史の諸テーマならびに研究アプローチ 

到達目標 
①グローバルヒストリーの視角から西洋近現代史における諸テーマについて理解する。②歴史学

の研究アプローチ・手法を理解する。 

授業概要 

16 世紀から 20 世紀末にいたるイギリス帝国史を題材にしながら、グローバルヒストリーの視角か

ら西洋近現代史における諸テーマを紹介し、また歴史研究における主要なアプローチ・手法を説

明する。 

評価方法・基

準 

・各回ともテキストをまとめた「レジュメ」を作成して授業に臨むこと。「レジュメ」の準備・適切さを評

価する。・各回授業後、「授業のまとめ」を作成すること。「まとめ」の適切さを評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

・「レジュメ」については、授業のなかでコメントする。・「授業のまとめ」は、添削のうえ、オフィスア

ワーにおいて返却する。 

履修上の 

注意事項等 
テキストは必ず入手してください。 

テキスト イギリス帝国の歴史秋田茂中央公論新社 2012 

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]シラバスを読み、授業内容を理解する・授業で配布する年表を完成させる 

2．イギリス帝国の起源 [予習・復習]テキスト第 2 回授業分のレジュメを作成する・授業のまとめを作成

する 

3．商業革命とイギリス帝国 [予習・復習]テキスト第 3 回授業分のレジュメを作成する・授業のまとめを

作成する 

4．北米植民地とアメリカ独立革命 [予習・復習]テキスト第 4 回授業分のレジュメを作成する・授業のま

とめを作成する 

  



【科目ページ：２／２】 cd42121300 

科目名 国際交流史特殊講義 III 担当教員 山口 育人 

授業内容 

5．東インド会社とアジア貿易 [予習・復習]テキスト第 5 回授業分のレジュメを作成する・授業のまとめ

を作成する 

6．イギリス産業革命の歴史的起源と帝国 [予習・復習]テキスト第 6 回授業分のレジュメを作成する・

授業のまとめを作成する 

7．旧植民地体制の解体 [予習・復習]テキスト第 7 回授業分のレジュメを作成する・授業のまとめを作

成する 

8．自由貿易帝国主義と帝国の拡張 [予習・復習]テキスト第 8 回授業分のレジュメを作成する・授業の

まとめを作成する 

9．ジェントルマン資本主義の帝国 [予習・復習]テキスト第 9 回授業分のレジュメを作成する・授業のま

とめを作成する 

10．ヘゲモニー国家イギリスと日本 [予習・復習]テキスト第 10 回授業分のレジュメを作成する・授業の

まとめを作成する 

11． ジェンダーと帝国 [予習・復習]テキスト第 11 回授業分のレジュメを作成する・授業のまとめを作

成する 

12． イギリス帝国のソフトパワー [予習・復習]テキスト第 12 回授業分のレジュメを作成する・授業のま

とめを作成する 

13． 帝国からドミニオン、コモンウェルスへ [予習・復習]テキスト第13回授業分のレジュメを作成する・

授業のまとめを作成する 

14． 脱植民地化の進展とスターリング圏 [予習・復習]テキスト第 14 回授業分のレジュメを作成する・

授業のまとめを作成する 

15． パクス・アメリカーナと帝国の終焉 [予習・復習]テキスト第 15 回授業分のレジュメを作成する・授

業のまとめを作成する 



【科目ページ：１／２】  cd42121400  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史特殊講義 IV 担当教員 ☆久保 利永子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 植物を通してみる人とモノの交流史 

到達目標 
植物というモノの移動を通して、そこに関わる人的交流、物質的交流を当時の社会状況との関係

に照らして考察し、理解を深める。 

授業概要 

啓蒙の時代（18世紀）のヨーロッパでは科学的関心によって国境を越えて結ばれた人的ネットワー

クが存在した。スウェーデンのカール・リンネは精力的に植物分類体系の構築に取り組み、彼の

弟子たちは植物標本採集のために世界各地へ旅立った。植物園は最先端の科学研究の舞台と

なり、19 世紀になると園芸業者やプラントハンター（植物採集者）が世界を舞台に活躍するように

なる。本講義ではヨーロッパ、アジアなど異なる地域の人々が植物を通してつながり、モノやコトの

交流が行われる様子を社会史的に考察する。 

評価方法・基

準 

授業毎の課題（70%）と期末レポート（30%）。課題は講義に取り組む姿勢や講義内容の理解などを

重視し、期末レポートは必要かつ適切な情報に基づく議論を論理的に展開しているか評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎回講義終了時にコメントカードを回収し、オンライン提出の課題と併せて次週にその内容をまと

めたプリントを配布する。質問等については適宜解説もしくは次回以降の授業に反映する。 

履修上の 

注意事項等 

・講義時に配布される教材（プリント）を活用して積極的に予習・復習（授業毎の課題）を行うこと。・

e-ラーニング経由で配布される参考資料も自主的に活用すること。・課題の提出期限は厳守する

こと。 

テキスト 毎回、教材（プリント）を配布する  

参考書 講義中に適宜紹介する 

授業内容 

１．何と呼んでも「バラ」は「バラ」？ [予習・復習] 配布された参考資料を読む。「名づけ」という行為や

「名前」をめぐる様々な問題について、講義内容を確認し、理解を深める。 

2．体系化の試み：情報の整理と共有のために [予習・復習] 配布された教材を読む。前回の授業の

内容を踏まえ、「体系化」という行為の意味について、講義内容を確認し、理解を深める。 

3．辺境から世界帝国へ：ヨーロッパの拡大と西高東低構造の出現 [予習・復習] 配布された資料を読

む。「大航海時代」のヨーロッパの海外進出が他地域の植民地化・帝国建設をもたらした経緯につい

て、講義内容を確認し、理解を深める。 

4．広がる世界、新たな出会い [予習・復習] 近世におけるヨーロッパの海外進出について、地理的・

政治的条件などに留意しながら講義内容を確認し、理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42121400 

科目名 国際交流史特殊講義 IV 担当教員 ☆久保 利永子 

授業内容 

5．啓蒙の時代と博物学人気の高まり [予習・復習] 配布された参考資料を読む。18 世紀の啓蒙の時

代における植物と人の関りの概略について、講義内容を確認し、理解を深める。 

6．薬草園から植物園へ [予習・復習] 配布された参考資料を読む。ヨーロッパにおける植物栽培施設

の変化を通して、植物の位置づけの多様化と学問の関係について、講義内容を確認し、理解を深め

る。 

7．『植物種誌』（1753 年）のインパクト：新しい命名・分類方法の登場 [予習・復習] 配布された参考資

料を読む。18 世紀ヨーロッパにおける植物の分類体系の確立にむけた取り組みについて、講義内容を

確認し、理解を深める。 

8．世界の構造を明らかに：近世における宗教と科学の関係 [予習・復習] 配布された教材を読む。近

世ヨーロッパにおける「科学」の在り方について、とくに宗教との関係において理解する。 

9．リンネと使徒たちと科学研究  [予習・復習] 配布された資料を読む。リンネらの活動を通して、科

学研究における役割分担や国際的ネットワークが果たす役割について、講義内容を確認し、理解を深

める。 

10．リンネの使徒たちの活躍 [予習・復習] 配布された資料を読む。リンネの弟子たちによる植物標本

採集の旅について、講義内容を確認し、理解を深める。 

11． 閉じられた扉：江戸期の日本へのアプローチ [予習・復習] 鎖国中に日本を訪れた外国人のう

ち、出島の三学者と呼ばれた人々の活動について講義内容を確認し、理解を深める。 

12． 日本に来たリンネの使徒：カール・P・ツュンベリーと日本の植生調査 [予習・復習] 配布された参

考資料を読む。18 世紀のあるスウェーデン人学者の科学調査の意味を日欧双方の文脈に照らして、

考察・理解を深める。 

13． "Flora Japonica"：ツュンベリーと日本の蘭学者たち [予習・復習] 配布された参考資料を読む。

「鎖国」政策下の日本における外国人学者と蘭学者の交流について、講義内容を確認し、理解を深め

る。 

14． 窓辺を飾る赤い花：F・マッソンの南アフリカ産植物調査 [予習・復習] 配布された資料を読む。世

界各地に赴き、新たな植物採集に携わったプラント・ハンターと呼ばれる人々の活動とその意味につい

て、講義内容を確認し、理解を深める。 

15． 前期講義の振り返り ― 植物をめぐる人と社会の物語 前期の講義内容を振り返る。講義を通し

て学んだことを確認し、セメスター末レポートを作成し、提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd42121500  聴講の可否： ○   

科目名 国際交流史特殊講義 V 担当教員 ☆長澤 一恵 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「人の移動」よりみる近代日本 

到達目標 

①日本現近代史の基礎的な知識や流れを学ぶ。 ②多様で重層的な社会構造や国際関係のなか

で歴史を捉える相対化の視点を養う。 ③現代社会の課題について、近代日本社会の形成とのつ

ながりから理解する。 

授業概要 

 明治維新後の開国による日本の国際社会への参加は、常に「人の移動」をともなうものであっ

た。とくに日本「帝国」の形成の過程では、欧米、東アジア、太平洋地域の諸社会との間で多くの

人口が相互に移動し、移民、租界・租借地、植民地支配といったかたちでの様々な社会接触を経

験することとなる。講義では、日本と深い関わりをもつ地域のうち、《沖縄・南洋諸島》地域を取り上

げて、日本帝国の内外に移動する人々を通して戦前期のアジア・太平洋の国際関係について検

討するとともに、「人の移動」とそれにともなう国籍、土地所有権、教育権など諸 

評価方法・基

準 

学習到達度確認 40％（試験を行い、講義内容から知識問題、史料問題、論述問題など多角的に

理解度を確認する）、授業中に提出する課題レポート 30％（図書館・資料館・博物館および Web ア

ーカイヴ調査などを利用して積極的に学習し幅広い知識と深い理解を得たうえでレポートを作成

する）、平常点 30％（講義内容をノートに取るなど集中して理解を深めること）、を総合して評価す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内に学習到達度確認および課題レポートを実施し、最終授業内で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業は幅広い歴史事象を勉強するための入り口に過ぎません。興味を持った事柄や問題は、歴

史辞典や参考文献、博物館などを活用して自分自身でどんどん学習を進めてください。また、世

界史年表や地図を用意してこまめに確認することをおすすめします（出版社等の指定はとくにあり

ません）。 また、授業中は講義内容をノートに取り（ノートテイキング）、予習や復習に役立てましょ

う。 

テキスト 教科書は使用せず、授業プリントを配布します。  

参考書 

尚泰川畑恵〈日本史リブレット 80〉 山川出版社 2019.7 

現代日本と沖縄新崎盛輝〈日本史リブレット 66〉 山川出版社 2001.9 

新安保体制下の日米関係佐々木隆爾〈日本史リブレット 67〉 山川出版社 2007.7 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]シラバスを読み、授業概要を把握する。クリアファイル（A４サイズ）、ノート

またはルーズリーフ（様式自由）を持参する。／図書館で、本講義のシラバスやガイダンス用紙に記載

された辞典や参考文献の配架場所を確認し、以後の講義で活用できるように準備する。 

2．琉球処分 [予習・復習]「琉球王国」、「琉球帰属問題」等について辞典・参考文献・年表を活用して

予習する。／近代東アジア国際関係の変化の中で琉球王国が日本の「沖縄県」に編入された歴史経

緯と問題点について確認と整理を行う。 

3．「沖縄県」設置と旧慣温存政策 [予習・復習]「旧慣温存政策」、「方言札」、「参政権運動」等につい

て辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／初期の沖縄県政における近代開発や同化主義などの

問題点について確認と整理を行う。 

4．「ソテツ地獄」 [予習・復習]「モノカルチャー経済」、「ソテツ地獄」等について辞典・参考文献・年表を

活用して予習する。／近代開発におけるモノカルチャー経済化を要因とする沖縄の経済破綻と社会問

題について確認と整理を行う。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42121500 

科目名 国際交流史特殊講義 V 担当教員 ☆長澤 一恵 

授業内容 

5．伊波普猷と『古琉球』 [予習・復習]伊波普猷『古琉球』、「民芸運動」等について辞典・参考文献・年

表を活用して予習する。／伊波普猷が著書『古琉球』の中で主張した沖縄アイデンティティの回復とそ

の意味について確認と整理を行う。 

6．南洋諸島「委任統治」 [予習・復習]「第一次世界大戦」、国際聯盟「委任統治」等について辞典・参

考文献・年表を活用して予習する。／第一次世界大戦後の旧ドイツ南洋諸島における日本の「委任統

治」の歴史経緯について確認と整理を行う。 

7．沖縄と南洋移民 [予習・復習]「南洋庁」、「南洋興発株式会社」、「南洋移民」等について辞典・参考

文献・年表を活用して予習する。／沖縄からの南洋移民と社会形成について確認と整理を行う。 

8．アジア・太平洋戦争と沖縄戦 [予習・復習]「アジア・太平洋戦争」、「沖縄戦」等について辞典・参考

文献・年表を活用して予習する。／「沖縄戦」における甚大な住民被害について確認と整理を行う。 

9．アメリカ統治と「琉球政府」 [予習・復習]「サンフランシスコ講和条約」、「琉球政府」等について辞典・

参考文献・年表を活用して予習する。／「サンフランシスコ講和条約」締結に伴う沖縄のアメリカ統治の

歴史経緯と問題点について確認と整理を行う。 

10．東西冷戦下の巨大基地建設 [予習・復習]「東西冷戦」、「ベトナム戦争」、「嘉手納基地」等につい

て辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／東西冷戦下の巨大基地建設の歴史経緯と問題点につ

いて確認と整理を行う。 

11． 沖縄「復帰運動」 [予習・復習]沖縄「復帰運動」、「沖縄県祖国復帰協議会」等について辞典・参

考文献・年表を活用して予習する。／冷戦下の基地拡大に伴う沖縄住民の被害と「復帰運動」の高まり

の歴史経緯と意義について確認と整理を行う。 

12． 沖縄返還と基地問題 [予習・復習]「沖縄返還協定」、「日米安全保障条約」、「日米地位協定」等

について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／沖縄返還にあたって「日米安全保障条約」「地

位協定」により基地を保持したままの返還となった歴史経緯と問題点について確認と整理を行う。 

13． 第五福竜丸事件 [予習・復習]国際連合「戦略的信託統治」、「第五福竜丸事件」、「パグウォッシ

ュ会議」等について辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／東西冷戦下の南洋地域における核

軍備競争と第五福竜丸事件、およびその後の原水爆禁止運動やパグウォッシュ会議の開催などの意

義と課題について確認と整理を行う。 

14． 現代社会の課題 [予習・復習]近代の沖縄・南洋地域の全体的な歴史経緯について国際社会と

の関わりから辞典・参考文献・年表を活用して予習する。／日本社会における沖縄問題の課題と戦後

への断絶と連続について整理と確認を行う。 

15． 授業まとめ [予習・復習]学習到達度確認にあたって、授業プリント・配布資料・自筆ノート、および

辞典・参考文献も参考にしながら、全体の歴史経緯や意義を整理して確認・理解するとともに、現代社

会への提言となるように自分の意見をまとめること。 



【科目ページ：１／２】  cd42123200  聴講の可否： ○   

科目名 日本史特殊講義 II 担当教員 渡辺 晃宏 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本古代地方官衙出土木簡の研究 

到達目標 

日本古代の地方官衙の遺跡から出土した主要な木簡について、遺跡の性格ごとに具体的なな遺

跡と主要出土木簡を取り上げて検討して理解を深めるとともに、木簡など出土文字資料が遺跡の

性格の理解において果たす役割について探求する。 

授業概要 

出土文字資料としての木簡の特質について、平城宮・京跡出土木簡を素材にして概観したあと、

地方官衙の遺跡から出土した代表的な木簡について、各遺跡の調査成果を踏まえて考えてみた

い。畿外の都城遺跡として宮町遺跡（紫香楽宮跡）、広域地方行政拠点の遺跡として多賀城跡・

秋田城跡・大宰府跡など、国府の遺跡として観音寺遺跡（阿波国府関連遺跡）・祢布ヶ森遺跡（但

馬国府跡）など、郡家の遺跡として袴狭遺跡群（但馬国出石郡家跡）、伊場遺跡群（遠江国敷智郡

家跡）・西河原遺跡群（近江国野洲郡家跡）・御子ヶ谷遺跡（駿河国志太郡家跡）など 

評価方法・基

準 

学期末の試験またはレポートを主とし、出席状況を加味して評価します。授業期間中に小レポート

の提出を求めることがあります。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートはコメントを付してフィードバックする予定です。 

履修上の 

注意事項等 

・テキストは特に使用せず、必要な資料をその都度配布します。・木簡に関する最新の発掘調査

成果を盛り込む場合があるため、講義内容・順序に変更が生じる場合があります。・諸般の状況

変化に伴う授業方法の変更により、内容を変更する場合があります。・なお、この科目は、実務経

験のある教員による授業科目となります。担当教員が 31 年間にわたって平城宮・京跡の発掘調

査とそこから出土した木簡の整理・解読に従事し、また全国の遺跡から出土した多くの木簡の解

読に関わってきた実務経験に基づき授業を実施します。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス―出土文字資料としての木簡の特質について、平城宮・京跡出土木簡を素材にして概観

する。 [予習・復習] 最新の木簡研究の動向と、出土文字資料としての木簡の特質について、講義内

容を復習する。 

2．地方官衙遺跡と出土木簡―まとまった木簡が出土している地方官衙遺跡の概要について、遺跡の

性格ごとに概観し、遺跡の性格の解明に出土木簡が果たした役割について考える。 [予習・復習] 木

簡が出土している地方官衙遺跡の概要、及び木簡などの出土文字資料が遺跡の解明において果たす

役割について復習する。 

3．宮町遺跡（紫香楽宮跡）の調査と出土木簡―畿外の都城遺跡として宮町遺跡出土木簡について検

討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復習] 宮町遺跡出土木簡の概要

と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

4．多賀城跡の調査と出土木簡―広域行政拠点の木簡1。広域行政拠点としての宮城県多賀城跡出土

木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復習] 多賀城跡出

土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42123200 

科目名 日本史特殊講義 II 担当教員 渡辺 晃宏 

授業内容 

5．秋田城跡の調査と出土木簡―広域行政拠点の木簡2。広域行政拠点としての秋田県秋田城跡出土

木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復習] 秋田城跡出

土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

6．大宰府跡の調査と出土木簡―広域行政拠点の木簡3。広域行政拠点としての福岡県大宰府跡出土

木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復習] 大宰府跡出

土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

7．観音寺遺跡（阿波国府関連遺跡）の調査と出土木簡―国府の木簡1。国府関連遺跡としての徳島県

観音寺遺跡出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復

習] 観音寺遺跡出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

8．祢布ヶ森遺跡（但馬国府跡）の調査と出土木簡―国府の木簡 2。国府関連遺跡としての兵庫県祢布

ヶ森遺跡出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復習] 

祢布ヶ森遺跡出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

9．袴狭遺跡群（但馬国出石郡家跡）の調査と出土木簡―郡家の木簡1。郡家関連遺跡としての兵庫県

袴狭遺跡群出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復

習] 袴狭遺跡群出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

10．伊場遺跡群（遠江国敷智郡家跡）の調査と出土木簡―郡家の木簡 2。郡家関連遺跡としての静岡

県伊場遺跡群出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・

復習] 伊場遺跡群出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。 

11． 西河原遺跡群（近江国野洲郡家跡）の調査と出土木簡―郡家の木簡3。郡家関連遺跡としての滋

賀県西河原遺跡群出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 

[予習・復習] 西河原遺跡群出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復

習する。 

12． 御子ヶ谷遺跡（駿河国志太郡家跡）の調査と出土木簡―郡家の木簡 4。郡家関連遺跡としての静

岡県御子ヶ谷遺跡出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予

習・復習] 御子ヶ谷遺跡出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習

する。 

13． 深江北町遺跡（葦屋駅家関連遺跡）の調査と出土木簡―その他の遺跡の木簡 1。駅家関連遺跡

としての兵庫県深江北町遺跡出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について

考える。 [予習・復習] 深江北町遺跡出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割に

ついて復習する。 

14． 長登銅山跡（長門国府関連生産遺跡）の調査と出土木簡―その他の遺跡の木簡 2。生産遺跡と

しての山口県長登銅山跡出土木簡について検討し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考え

る。 [予習・復習] 長登銅山跡出土木簡の概要と、それが遺跡の性格の解明に果たした役割について

復習する。 

15． 飯塚遺跡の調査と出土木簡―その他の遺跡の木簡 3。大分県飯塚遺跡出土木簡について検討

し、遺跡の性格の解明に果たした役割について考える。 [予習・復習] 飯塚遺跡出土木簡の概要と、

それが遺跡の性格の解明に果たした役割について復習する。今回の一連の講義で取り上げた地方官

衙遺跡の解明に果たした木簡など出土文字資料の役割について、比較検討しながら復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd42123300  聴講の可否： ○   

科目名 日本史特殊講義 III 担当教員 海津 一朗 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 幕府滅亡ー鎌倉幕府がなぜ滅んだのかについて国際関係と地域民衆の視点から講義する 

到達目標 

14 世紀の日本は蒙古襲来による対外緊張の時代であり、国家存亡の危機の時代であった。天皇

家の滅亡の可能性も含めて、日本列島全土で「悪党」の蜂起がおこるという日本史上最大の内戦

の時代について、基礎的な事実を講義しつつ解明したい。 

授業概要 

鎌倉時代の後期、13 世紀末～14 世紀前半の動乱について、歴史教科書に出てくるような史実、

蒙古襲来・悪党蜂起・蝦夷叛乱・両統迭立・得宗専制・弘安徳政・永仁徳政令・元弘大地震などの

史実を説明し、意義を問い直しつつ解明する。この時代には、現代の日本社会を生き抜くうえで不

可欠な知恵と教訓が溢れている。日本史の学界では、なぜ鎌倉幕府が滅びたのか、説明できな

い未解決の謎になっている。このエニグマに迫ろう。 

評価方法・基

準 

15 回の講義は３つの視点から鎌倉時代を考えたものだが、外交・神戦・革命それぞれについての

理解度、相互の関係について毎回授業の最後にリプライを行うので、その回答と日常の学習姿

勢・熱意から総合的に判断する。 

課題のフィー

ドバック方法 
小テスト・リプライは次の回の授業に反映して、適宜紹介していく 

履修上の 

注意事項等 
特になし。熱心な受講をのぞむ 

テキスト  

参考書 

新 神風と悪党の世紀ー神国日本の舞台裏 1200 円海津一朗文学通信 2018 

北条時宗と安達泰盛ー異国合戦と鎌倉政治史 1100 円村井章介講談社学術文庫 2022 

中世文芸の地方史 1700 円川添昭二法蔵館文庫 2024 

授業内容 

１． 日本滅亡 侵略・災害・内乱 [予習・復習]歴史教科書等のなかで鎌倉幕府の滅亡はどのように描

かれているか予習を 

2． 元寇史観 蒙古襲来は文永・弘安の２回なのか [予習・復習]２－６回は蒙古襲来について講義す

るので、参考文献?の 3 章をみておくこと 

3． 鎌倉幕府の戦争指導者 恩賞奉行安達泰盛 [予習・復習]２－６回は蒙古襲来について講義する

ので、参考文献?4 章、?2 章など関係図書を見ておくこと 

4． 神戦 [予習・復習]２－６回は蒙古襲来について講義するので、参考文献?の２章、?の 3 章を見て

おくこと 

  



【科目ページ：２／２】 cd42123300 

科目名 日本史特殊講義 III 担当教員 海津 一朗 

授業内容 

5． 正安の蒙古襲来 甑島襲撃さる [予習・復習]２－６回は蒙古襲来について講義するので、参考文

献?の 1 章を見ておくこと 

6． 蒙古襲来の小括 紅梅殿事件 [予習・復習]２－６回は蒙古襲来について講義するので、参考文

献?の 3 章を見ておくこと 

7． 謎の悪党 諸学説に賛否投票を [予習・復習]悪党について参考図書?の 3 章など調べてきてほし

い。この回は例外的に宿題を出すので（次回講義で発表）予習してくること 

8． 大和の悪党 総選挙で決める?  [予習・復習]前回参照 宿題をやって参加 起請文とは何か、何

と読むのか、復習しておくこと 

9． 仏神の代の到来 徳政 [予習・復習]いよいよ本論に突入するので、蒙古襲来と悪党について復習

しておく 参考文献?の 3 章 4 章、?の 2 章 3 章を参照 

10． 天罰 ハレー彗星来る [予習・復習]「1301 年天上に巨大彗星が観測される。天文博士の報告を

うけた執権北条貞時は恐怖して引退した」という話をするので意味を考えてくる事 参考文献?の 1 章な

ど 

11．  公方とは？安達泰盛の滅亡 [予習・復習]3 回連続で安達泰盛の革命について海津説を話すの

で参考文献?の 4 章、?の 6 章をチェックの事 

12．  安達泰盛の政治改革 弘安徳政 [予習・復習]3 回連続で安達泰盛の革命について海津説を話

すので参考文献をチェックの事 

13．  日本に革命はなかったのか？ [予習・復習]3 回連続で安達泰盛の革命について海津説を話す

ので参考文献をチェックの事 

14．  後醍醐天皇の討幕 安達泰盛と瓜二つの革命 [予習・復習]後醍醐の建武新政は安達泰盛の

弘安徳政の模倣であったという海津説を話すので、参考文献?6 章をチェックの事 

15．  まとめ 鎌倉時代と現代 [予習・復習]服部英雄の蒙古襲来についての新説（志神島の場面）を

素材に議論して意見をまとめてもらう 参考文献?の増補章、②のエピローグを参照してほしい 



【科目ページ：１／２】  cd42123400  聴講の可否： ○   

科目名 日本史特殊講義 IV 担当教員 奥本 武裕 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 排除と包摂の地域史 

到達目標 
人間がつくる社会的関係のなかに現われる排除と包摂の様相について、その背景や歴史などを

深く理解し、豊かな人権感覚を身につける。 

授業概要 

容易に克服できない差別や排除の意識の歴史をたどる。近現代の部落問題に多くの時間をあて

ることになるが、その理解を深めるために、前近代の社会史にも視野を広げ、多角的に解明して

いく。そのうえで差別を克服する道筋について社会の持つ包摂という側面にも注視して学びを深

めていきたい。なお、この科目は、実務経験のある教員が授業を担当する。担当教員が、企業や

団体等の現場における人権啓発に従事した経験もふまえて授業を進めていく。 

評価方法・基

準 

質問に対する応答、コメントシートの記述などから授業に対する積極性を評価する（３０％）。期末

レポートの提出を求め、問題意識や論理的な展開などを総合的に評価する（７０％）。 

課題のフィー

ドバック方法 
コメントシートの内容や質問などは次回以降の授業に反映し、適宜紹介や回答をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

現代的な課題に直結する問題を扱うので、日本をはじめ世界の差別や排除に関する報道などに

は日頃から留意して読んだり、視聴したりしておいてほしい。 

テキスト 
担当者より資料を配付する  

授業中に適宜示す  

参考書  

授業内容 

１．現代の社会的関係にあらわれる差別―人権と差別をめぐる現実を直視しよう  [予習・復習]現代

社会における差別と人権をめぐる資料・統計などを読み、問題点を整理する。 

2．前近代日本社会の差別（1）―多様な被差別民の登場  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで

呪術や芸能・葬送などをになった人びとについて予習しておく。授業で示した史料を読み込み、前近代

の多様な被差別民衆の様相について復習する。 

3．前近代日本社会の差別（2）―被差別民衆をめぐる社会的関係 [予習・復習]あらかじめ示した文献

などで近世の被差別民衆と周辺住民との関係性について予習しておく。授業で示した史料を読み込

み、差別意識のにあらわれ方について復習する。 

4．前近代日本社会の差別（3）―身分社会の実像  [予習・復習あらかじめ示した文献などで近世の近

世の身分社会についての最新の研究成果について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、身分

社会の実態について復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42123400 

科目名 日本史特殊講義 IV 担当教員 奥本 武裕 

授業内容 

5．前近代日本社会の差別（4）―差別解消の試み  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで近世の

差別解消をめざした動向について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、差別解消の試みとそ

の挫折について復習する。 

6．世界の差別と排除―世界各地の被差別民衆をめぐる社会的関係  [予習・復習]あらかじめ示した

文献などで諸外国の差別意識の状況について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、世界各地

の被差別民衆と周辺住民との関係について復習する。 

7．近代社会の開始（1）―四民平等政策は何をめざしたか  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで

解放令をはじめ平等をめざした法令等について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、四民平

等政策が社会にもたらした影響について復習する。 

8．近代社会の開始（2）―戸籍と家族の近代化  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで戸籍と近代

家族について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、戸籍制度が社会にもたらした影響について

復習する。 

9．近代社会の開始（4）―国教の誕生と対外意識 [予習・復習]あらかじめ示した文献などでアイヌ民族

や沖縄の歴史について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、国境が形成されていくことが社会

にもたらした影響について復習する。 

10．近代社会の展開（1）―部落問題の「発見」  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで明治期の行

政や言論による部落差別の語られ方について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、部落差別

の認識と実態の齟齬について復習する。 

11． 近代社会の展開（2）―部落差別解消運動の開始  [予習・復習あらかじめ示した文献など部落解

放運動などの開始について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、大正期の社会運動が社会に

もたらした影響について復習する。 

12． 近代社会の展開（3）―部落差別解消運動の展開  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで全

国水平社の運動について予習しておく。授業で示した史料を読み込み、部落差別解消運動が社会にも

たらした影響について復習する。 

13． 近代社会の展開（4）―戦争と差別問題  [予習・復習]あらかじめ示した文献などで総力戦体制に

ついて予習しておく。授業で示した史料を読み込み、戦時体制が深化するなかでとられた諸政策が社

会にもたらした影響について復習する。 

14． 現代社会における差別と排除（1）―課題の克服に向けた努力  [予習・復習]あらかじめ示した文

献などで第二次大戦後の高度経済成長期における社会変化について予習しておく。授業で示した史料

を読み込み、高度成長が人びとの社会意識にもたらした影響について復習する。 

15． 現代社会における差別と排除（2）―人権尊重の地域社会の創造に向けて  [予習・復習]これま

での学びを踏まえて、人権尊重の地域社会創造にどのように参画することができるか、考察を深める。 
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科目名 日本史特殊講義 V 担当教員 ☆安田 真紀子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近世大和の社寺参詣 

到達目標 
史料を読み解き、近世大和における社寺参詣の実態を理解し、参詣者の行動が大和の社寺や地

域社会に与えた影響について説明できる力を身につける。 

授業概要 

江戸時代、庶民の旅が広がりを見せると、社寺参詣は信仰目的から物見遊山要素が強いものへ

と変化する。その変化は、観光都市奈良の成立とも密接に関わっており、江戸時代の参詣実態を

知ることは現在の奈良観光を考える上でも意義深い。講義では、大和を訪れた人々の旅日記や

案内記・絵図等の史料を読み解き、近世大和の社寺参詣の実態を明らかにするとともに、参詣者

の行動が大和の社寺や地域社会に与えた影響について考察する。 

評価方法・基

準 

授業期間内に課すレポート７０％（講義の内容を正確に把握し、問題意識を持って自分の考えを

適切に論じることができているかを総合的に評価する）、授業中随時行う課題３０％（基本的な語

句の理解、史料内容の理解など講義内容の理解度を確認する）によって評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

随時行う課題については添削し、次回以降の授業で講評・解説をおこなう。授業期間内にレポート

を課し、最終授業時に講評・解説する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト プリントを配布する  

参考書 授業中に紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス 授業概要・授業方針の説明 [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解し

ておく。今回の授業で記したノートを整理する。 

2．社寺参詣の多様化 [予習・復習] 前回の授業で紹介した文献や事典等で、江戸時代の社寺参詣に

ついて調べておく。今回の授業で記したノートを整理する。 

3．社寺参詣と観光 [予習・復習] 配布プリントを読み、史料中の用語について調べる。今回の授業で

記したノートを整理する。 

4．庶民信仰の広がり [予習・復習] 江戸時代の庶民信仰について、どのようなものがあるのか調べ

る。今回の授業で扱った史料を読み直す。 
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科目名 日本史特殊講義 V 担当教員 ☆安田 真紀子 

授業内容 

5．大和における社寺参詣 [予習・復習] 前回の授業で課された課題を確認する。今回の授業で記し

たノートを整理する。 

6．旅日記からみる庶民の社寺参詣 [予習・復習] 庶民の社寺参詣にはどのような例があるのかを調

べる。今回の授業で課された課題を確認し、調べる。 

7．伊勢参りと大和の社寺参詣 [予習・復習] 授業中に紹介した文献等で、伊勢参りと大和と関係性に

ついて調べる。今回の授業で記したノートを整理する。 

8．大和めぐり [予習・復習] 配布プリントの史料を読んでおく。今回の授業で使用した史料を確認し、

ノートを整理する。 

9．文人の社寺参詣 [予習・復習] これまで配布されたプリントの史料を読み、江戸時代の大和の社寺

参詣についてまとめる。 

10．大和の参詣文化 [予習・復習] 配布プリントの史料を読み、課題に備える。今回の授業で記したノ

ートを整理する。 

11． 大和への参詣者誘引 [予習・復習] 社寺参詣が大和の産業に与えた影響について考え、調べて

おく。授業中に出された課題について調べ、ノートを整理する。 

12． 社寺参詣と地域経済  [予習・復習] 配布プリントの史料を読み、史料中の用語について調べ

る。今回の授業で記したノートを整理する。 

13． 社寺参詣と観光産業   [予習・復習] 配布プリントの史料を読み、史料中の用語について調べ

る。今回の授業で記したノートを整理する。 

14． 参詣者と地域社会 [予習・復習] 配布プリントの史料を読み、史料中の用語について調べる。今

回の授業で記したノートを整理する。 

15． 授業まとめ  [予習・復習] これまでの学習内容を確認し、疑問点などがあれば、質問できるよう

に準備しておく。これまでの学習内容をプリントやノートで確認する。 
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科目名 日本史特殊講義 VI 担当教員 ☆出水 清之助 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近世近代移行期における政治社会の形成と「政党」 

到達目標 
①19 世紀における日本社会の変化について大まかな流れを理解できる。②上記を通じて、現在

の社会を歴史的な視座から考えるための視点を養う。 

授業概要 

19 世紀後半の日本で起こった明治維新は、身分制社会を解体するとともに、新たな政治社会の

形成を促しました。この授業では、近世から近代にかけて、いかなる政治社会が模索されたのか

について、具体的な事例から検討していきます。その際、特に明治期における「政党」の形成過程

に注目します。党派を忌避する観念の強い近世以来の日本社会に、西洋からもたらされた「政党」

は、いかなる正当性を示しながら定着していったのでしょうか。移行期の日本社会の状況を踏まえ

ながら、政党の存在を歴史的に問い直します。 

評価方法・基

準 

① 学 期 末 レ ポ ー ト の 提 出 （ ７ ０ ％ ）                                                                           

授業内容を踏まえつつ、自身の考えを論理的に説明できているかが評価のポイントとなります。②

コメントペーパーによる意見・質問の提出（30％）  興味深かった点、疑問に思った点、考えたこと

などを、自身の言葉で書けているかが評価のポイントになります。 

課題のフィー

ドバック方法 

提出されたコメントペーパーに寄せられた意見や質問は、適宜、次回以降の授業中で紹介及び講

評します。 

履修上の 

注意事項等 
講義内容については、受講者の理解度等に応じて変更する場合があります。 

テキスト 毎回プリントを配布するため、使用しない。  

参考書 

日本政党史季武嘉也ほか吉川弘文館 2011 

帝国議会―西洋の衝撃から誕生までの格闘―久保田哲中央公論新社 2018 

新訂 日本近現代史―民意と政党―季武嘉也ほか放送大学教育振興会 2021 

授業内容 

１．近代日本社会と「政党」について―イントロダクション― [予習・復習] 授業プリントの復習。授業中

に紹介された政党論・政党史に関する文献の確認。 

2．幕末維新期の「公論」観念と議会制 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリン

トを復習する。授業中に紹介された近世政治社会史・幕末史に関する文献の確認。 

3．廃藩置県と「官民」二元論的社会の形成 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プ

リントを復習する。授業中に紹介された身分制解体・公議研究に関する文献の確認。 

4．民選議院設立論争の展開と明治初期の政党認識 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直

す。配布プリントを復習する。授業中に紹介された議会史・政党史関連文献の確認。 
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科目名 日本史特殊講義 VI 担当教員 ☆出水 清之助 

授業内容 

5．愛国社の創設と「私立国会論」の形成 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリ

ントを復習する。授業中に紹介された政治史・民権運動史関連文献の確認。 

6．主義政党論の登場と議院内閣制論の展開 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布

プリントを復習する。授業中に紹介された政治史・民権運動史関連文献の確認。 

7．民権派一大政党構想の挫折と二大政党の特質    [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見

直す。配布プリントを復習する。授業中に紹介された政治史・民権運動史関連文献の確認。 

8．集会条例改正の論理とその影響 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリントを

復習する。授業中に紹介された政治史・政党史関連文献の確認。 

9．民権政党停滞期における政党運動の論理と展開 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直

す。配布プリントを復習する。授業中に紹介された政党史・地方史関連文献の確認。 

10．明治 10 年代後半における「無形結合」路線の論理と展開－〈広域地方結合〉の成立を中心に－ 

[予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリントを復習する。授業中に紹介された政党

史・地方史関連文献の確認。 

11． 明治 20 年代初頭における「民党」形成運動と地域的派閥の台頭 [予習・復習] 授業までに前回

のプリントを見直す。配布プリントを復習する。授業中に紹介された政治史・政党史関連文献の確認。 

12． 初期議会期の政党と「地方問題」 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリン

トを復習する。授業中に紹介された政治史・政党史関連文献の確認。 

13． 日清戦後経営と政党内閣誕生の衝撃 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プ

リントを復習する。授業中に紹介された政治史・政党史関連文献の確認。 

14． 世紀転換期の政治社会 [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリントを復習

する。授業中に紹介された政治史・政党史関連文献の確認。 

15． まとめ―19 世紀型政治の隘路― [予習・復習] 授業までに前回のプリントを見直す。配布プリント

を復習する。授業中に紹介された政治史・政党史関連文献の確認。 
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科目名 日本史特殊講義 VII 担当教員 ☆吉江 崇 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本古代の国家と政治―摂関政治への転成― 

到達目標 
日本古代史における正確で幅広い知識を獲得するとともに、これまでの研究の流れを自分の力で

整理し、それらを客観的・批判的に把握して、自らの歴史像を組み立てるための技術を習得する。 

授業概要 

日本における古代国家の様相を政治史という側面から把握し、古代日本の特質について理解す

ることを目的とする。摂政・関白による政治へと、政治の姿が転成する１０世紀前葉から後葉にか

けての政治動向を取り上げ、先行学説を紹介するとともに批判的に検証を行う。こうした作業を通

じて、国家の様相やその変遷を客観的に捉える視座を養うことを目指す。 

評価方法・基

準 

平常点１５％（授業への積極的な態度を重視）、小レポート２５％（講義内容を自分の言葉でまとめ

る）、定期試験６０％（講義内容の理解及びそれに関する自身の考えの獲得を論述形式で問う） 

課題のフィー

ドバック方法 

・小レポートは、２回の講義で一度実施し、期間内に評価・講評を行う。・定期試験の講評・解説

は、希望者に対して個別に行う。 

履修上の 

注意事項等 
講義形式で授業を行う 

テキスト  

参考書 摂関政治古瀬奈津子岩波新書 2011 

授業内容 

１．イントロダクション―平安時代の時期区分と摂関政治―  [予習・復習]シラバスを読み、授業内容

について理解する。これからの授業の進行を想定し、準備を行う。 

2．摂関政治の確立過程（１） ―概要の把握と先行学説の整理― [予習・復習]摂関政治について基礎

的知識を取得する。 

3．摂関政治の確立過程（２） ―先行学説の検証― [予習・復習]前回の授業内容について確認する。

小レポートに解答する。 

4．内裏の焼亡にみる宮廷社会の変容（１） ―概要の把握と先行学説の整理― [予習・復習]平安宮内

裏の様相について基礎的知識を取得する。 
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授業内容 

5．内裏の焼亡にみる宮廷社会の変容（２） ―先行学説の検証― [予習・復習]前回の授業内容につい

て確認する。小レポートに解答する。 

6．財政制度の再編と社会（１） ―概要の把握と先行学説の整理― [予習・復習]日本古代の財政制度

について基礎的知識を取得する。 

7．財政制度の再編と社会（２） ―先行学説の検証― [予習・復習]前回の授業内容について確認す

る。小レポートに解答する。 

8．古代銭貨の途絶（１） ―概要の把握と先行学説の整理― [予習・復習]日本の律令国家が発行した

銭貨について基礎的知識を取得する。 

9．古代銭貨の途絶（２） ―先行学説の検証― [予習・復習]前回の授業内容について確認する。小レ

ポートに解答する。 

10．安和の変の歴史的位置（１） ―概要の把握と先行学説の整理― [予習・復習]安和の変について

基礎的知識を取得する。 

11． 安和の変の歴史的位置（２） ―先行学説の検証― [予習・復習]前回の授業内容について確認す

る。小レポートに解答する。 

12． 政変としての花山天皇の出家（１） ―概要の把握と先行学説の整理― [予習・復習]花山天皇と

いう人物について基礎的知識を取得する。 

13． 政変としての花山天皇の出家（２） ―先行学説の検証― [予習・復習]前回の授業内容について

確認する。小レポートに解答する。 

14． 藤原道長の栄花とは何か [予習・復習]これまでの授業内容について確認する。摂関政治の展開

について自分の考えを整理する。 

15． 授業総括 [予習・復習]摂関政治への転成について自分の理解を確認する。シラバスに記された

到達目標に達したかを検証する。 
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科目名 日本史特殊講義 VIII 担当教員 ☆山本 祥隆 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 発掘調査や木簡等から読み解く奈良時代史 

到達目標 
日本史の中における奈良時代史の位置付けを考える。また、発掘調査成果や木簡等を中心に据

えた考察から生きた歴史像を構築し、理解することを目指す。 

授業概要 

日本史の中において古代、特に奈良時代史はユニークかつ重要な位置を占め、研究対象として

好適である。また、奈良時代史を考究することは他の時代や地域の歴史に対する理解の相対化

や深化にも資する。本講義では、講師が実際に携わった発掘調査の成果や平城宮・京跡出土木

簡等に基づき、より生き生きとした歴史像の構築を目指すことにより、奈良時代史に対する理解を

深めることを目標とする。また、歴史の舞台となった奈良で学べる利点を活かすため、学外実習も

積極的に行うことを計画している。 

評価方法・基

準 

期末に、古代史に関するレポートの提出を課す。自ら課題を設定し必要な情報を収集できている

か、自分の考えを展開できているかなど、オリジナリティを評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

講義中および講義前後において、質問等は随時受け付ける。最終授業内で、講義全体の内容を

振り返りつつ、質疑応答等を行う。 

履修上の 

注意事項等 

テキストは使用せず、必要に応じて資料を講義の際に配布する。参考書等は下記以外にも適宜

紹介するので、予習・復習等に活用すること。学外実習を２回程度予定しているが、必ずしも上記

の回に行うわけではない。講義の順番や内容についても、適宜調整・変更する場合がある。 

テキスト なし  

参考書 

平城京一三〇〇年「全検証」 奈良の都を木簡からよみ解く渡辺晃宏柏書房 2010 

木簡 古代からの便り奈良文化財研究所編岩波書店 2020 

奈良の都の暮らしぶり ～平城京の生活誌～奈良文化財研究所編株式会社クバプロ 2021 

授業内容 

１．ガイダンス  [予習・復習]奈良時代史および発掘調査や木簡等について、講義内容を確認し、理解

を深める。 

2．古代史概論  [予習・復習]日本古代史の特性や日本史の中における位置づけについて、講義内容

を確認し、理解を深める。 

3．奈良時代史概論  [予習・復習]奈良時代史の特徴や特質、他の時代との相違点などについて、講

義内容を確認し、理解を深める。 

4．平城京の借金事情 ―古代史研究の一事例として  [予習・復習]奈良時代における借銭の意義や

正倉院文書を用いた古代史研究などについて、講義内容を確認し、理解を深める。 
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科目名 日本史特殊講義 VIII 担当教員 ☆山本 祥隆 

授業内容 

5．木簡概論 ―木簡とは何か？ 古代木簡の特徴とは？  [予習・復習]木簡の定義や古代木簡の特

徴等について、講義内容を確認し、理解を深める。 

6．長屋王家木簡と長屋王邸  [予習・復習]長屋王の人物像や長屋王家木簡の意義などについて、講

義内容を確認し、理解を深める。 

7．木簡記帳実習  [予習・復習]木簡の記録・調査・保管における基礎的な作業である記帳の実習に

ついて、講義内容を確認し、理解を深める。 

8．木簡の年輪年代学、木簡の三次元計測 ―木簡研究の新たな可能性  [予習・復習]年輪年代学の

基礎的理解や、三次元計測等の新たな手法を用いた木簡研究等について、講義内容を確認し、理解

を深める。 

9．学外実習  [予習・復習]木簡の展示や木簡出土遺跡等の実見を通して、講義内容を確認し、理解

を深める。 

10．興福寺の発掘調査 ―伽藍の復元とその生成過程  [予習・復習]興福寺北円堂院の発掘調査成

果や、伽藍の復元やその生成過程の検討について、講義内容を確認し、理解を深める。 

11． 興福寺 創建東金堂院の再検討  [予習・復習]興福寺東金堂院の発掘調査成果や文献資料の

調査に基づく興福寺伽藍復元の再検討について、講義内容を確認し、理解を深める。 

12． 東大寺東塔院跡の発掘調査 ―古代から中世へ  [予習・復習]東大寺東塔院跡の発掘調査成

果や、古代・中世それぞれの東塔（七重塔）の意義について、講義内容を確認し、理解を深める。 

13． 東大寺東塔（創建塔）の高さについて  [予習・復習]文献資料の悉皆調査等から明らかになった

奈良時代創建の東大寺東塔の復元について、講義内容を確認し、理解を深める。 

14． 学外実習  [予習・復習]興福寺・東大寺をはじめとする奈良時代の遺跡等について、講義内容を

確認し、理解を深める。 

15． 講義まとめ  [予習・復習]これまでの講義内容全般の確認と整理を行う。 
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科目名 日本史特殊講義 IX 担当教員 ☆酒匂 由紀子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本中世研究の諸問題 

到達目標 
中世に関する様々な分野の研究を史学史的に捉えて研究史の構造を理解すること。及び、近年

の研究動向や研究方法を理解し、修士論文作成に応用できるようになることが目標である。 

授業概要 

近年、日本中世の研究は目覚ましい進展を遂げている。今そのような状況になっていることについ

て、この授業では、そうした研究がどのようにして先行研究を乗り越えているのかということを検証

する。授業で配布するレジュメには参考文献を記しておくので、復習として読んでおくように。 ま

た、授業に関わる論文を読むことも行う。 

評価方法・基

準 

評価は期末レポートにて行う。レポートの評価基準は以下の通り。・講義の内容を理解しているか

どうか・課題文献を正確に読解できているかどうか・必要な情報を文献から収集し、自らの意見を

表現できているかどうか◎毎回授業後にコミュニケーションペーパーの提出を課すが、そこで研究

史上の大きな問題に繋がる問題提起や考察を論じた者には、期末レポートの点数に加点を行う。 

課題のフィー

ドバック方法 

期間内にレポートを課し、期間内に講評を行う。コミュニケーションペーパーのフィードバックは次

回授業にて行う。 

履修上の 

注意事項等 
６回以上欠席した者には単位を出さない。 

テキスト 無し  

参考書 

『論点・日本史学』岩城 卓二  他編著ミネルヴァ書房 2022 年 

『日本中世史入門 : 論文を書こう （増補改訂新版）』秋山 哲雄 他編著勉誠出版 2021 年 

『荘園研究の論点と展望: 中世史を学ぶ人のために』鎌倉佐保 他編著吉川弘文館 2022 年 

授業内容 

１．導入）明治～終戦までの中世史研究と戦後の中世史研究 [予習・復習]予習：大学入試程度の中世

史の流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

2．導入）中世史研究と近年の問題 [予習・復習]予習：大学入試程度の中世史の流れ 復習：配布プリ

ントの内容を理解する。参考文献を読む。 

3．近年の院政期研究① （武士の発生）  [予習・復習]大学入試程度の院政期の流れ 復習：配布プ

リントの内容を理解する。参考文献を読む。 

4．近年の院政期研究② （院政期の荘園）  [予習・復習]大学入試程度の院政期の流れ 復習：配布

プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 
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科目名 日本史特殊講義 IX 担当教員 ☆酒匂 由紀子 

授業内容 

5．近年の南北朝期研究（南朝、草創期室町幕府）  [予習・復習]大学入試程度の鎌倉時代の流れ 

復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

6．近年の室町時代研究① （義満）  [予習・復習]大学入試程度の室町幕府の流れ 復習：配布プリ

ントの内容を理解する。参考文献を読む。 

7．近年の室町時代研究② （義政）  [予習・復習]大学入試程度の室町幕府の流れ 復習：配布プリ

ントの内容を理解する。参考文献を読む。 

8．近年の戦国期室町幕府の研究① （応仁・文明の乱～乱以後）  [予習・復習]大学入試程度の室

町幕府の流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

9．近年の戦国期室町幕府の研究② （明応の政変～足利義材・義澄）  [予習・復習]大学入試程度

の室町幕府の流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

10．近年の戦国期室町幕府の研究③ （足利義稙～足利義晴）  [予習・復習] 

11． 近年の戦国期室町幕府の研究④ （足利義輝と三好一族） [予習・復習]大学入試程度の室町幕

府の流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

12． 近年の戦国期室町幕府の研究⑤ （足利義昭と織田信長）  [予習・復習]大学入試程度の室町

幕府の流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

13． 近年の戦国期室町幕府の研究⑥ （戦国期の朝廷）  [予習・復習]大学入試程度の室町幕府の

流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

14． 近年の戦国期室町幕府の研究⑦ （地方の武士と京都）  [予習・復習]大学入試程度の室町幕

府の流れ 復習：配布プリントの内容を理解する。参考文献を読む。 

15． 近年の豊臣政権期の研究  [予習・復習]大学入試程度の豊臣政権時代の流れ 復習：配布プリ

ントの内容を理解する。参考文献を読む。 
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科目名 東洋史特殊講義 I 担当教員 ☆安田 純也 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 朝鮮半島の宗教史 

到達目標 (1)韓国朝鮮史の研究動向と手法を習得する。(2)歴史を多角的にとらえる見方を身につける。 

授業概要 

この授業では、朝鮮半島の歴史の展開を振り返るが、今年度は前近代の宗教史を取り上げる。朝

鮮半島に限らず、前近代は「宗教の時代」と言っても過言でないほど、宗教は当時の社会と密接な

関係を持っていた。授業では、韓国、日本の学界における研究成果を踏まえつつ、前近代の宗教

史について論じる。 

評価方法・基

準 

小テスト 40％2 回行う。理解度と説明能力を審査するレポート 20％1 回課す。指定の文献を踏ま

え、まとめる能力などを審査する上記以外 40％質問、宿題など 

課題のフィー

ドバック方法 
翌週のレジュメに総評を掲載する。 

履修上の 

注意事項等 

必ず初回から受講すること（ノート持参）。教員への連絡方法は、初回レジュメに掲載する。前年度

の東洋史基礎講義 III を履修した上で受講することが望ましい。未履修の場合には、概説書（田中

俊明『朝鮮の歴史』等）を一読した上で受講すること。 

テキスト  

参考書 
朝鮮の歴史田中俊明昭和堂 2008 

韓国仏教史金龍泰法蔵館 2017 

授業内容 

１．履修方法、地理と歴史 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

2． 新羅の仏教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

3． 元暁と義湘 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

4． 皇龍寺 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 
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科目名 東洋史特殊講義 I 担当教員 ☆安田 純也 

授業内容 

5． 高麗の仏教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

6． 高麗大蔵経 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

7． 興王寺と教蔵 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

8． 朝鮮時代の仏教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

9． 仏像 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

10． 新羅の儒教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

11．  高麗の儒教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

12．  朝鮮時代の儒教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

13．  道教 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

14．  風水 ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 

15．  まとめ ［予習］参考文献を読み、予備知識をつける。［復習］ノートの整理を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd42125200  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史特殊講義 II 担当教員 ☆斎藤 賢 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 中国古代史概説 

到達目標 

本授業では、中国古代史の概説的知識を習得することを目標とする。また、中国古代史に限定さ

れず、歴史学がどのような学問であるのか、どのように問題に取り組むのか、といった点について

も理解を深める。 

授業概要 

中国は隣国として古来より日本と密接な交流があり、日本の文化・社会・制度などにも大きな影響

を与えてきた。また、現在の国際社会において中国の重要性はいよいよ高まってきている。そのよ

うな中国を深く理解するには、いわばその原型とも言える古代中国の知識が不可欠である。本授

業では、文明の萌芽期である新石器時代から、中国最初の帝国である秦漢時代に至るまでの基

礎的知識を学ぶことで、大きな歴史的流れをつかむ。 

評価方法・基

準 

平常点 60％（授業の復習として、授業最後に問題を書いたコメントシートを配り、回答を記入しても

らう。4 点×15 回。また質問など積極的な姿勢を評価する）期末試験 40％（定期試験期間（16 週

目）に実施。） 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートで出した問題の答えに関しては、次回の授業で確認・復習する。また、コメントシート

には授業に関する質問を書くことも可能であり、次回以降の授業に反映し、適宜回答していく。 

履修上の 

注意事項等 
本授業は日本語で実施する。ｐｐｔを使用して授業を行い、必要な資料は講師が準備する。 

テキスト  

参考書 『概説中国史〔上〕古代―中世』冨谷至・森田憲司編昭和堂 2016 

授業内容 

１．はじめに：中国古代史概説、及び新石器時代概説 [予習・復習]ガイダンスとして中国古代史の大き

な流れを解説し、さらに歴史時代に入る前の中国新石器時代について学習する。 

2．青銅器時代：二里頭文化について [予習・復習]中国最古の王朝とされる夏王朝とも関連する二里

頭文化について学習する 

3．商代史(1)：商代史関連の諸史料（伝世文献と甲骨文字） [予習・復習]伝世文献の描く商代史と、甲

骨文の発見により研究がどのように進展を遂げたのか、を学習する。 

4．商代史(2)：商代史概説 [予習・復習]甲骨文などの史料を紹介しつつ、現代の研究で明らかとなった

商代史の概説的知識を習得する 

  



【科目ページ：２／２】 cd42125200 

科目名 東洋史特殊講義 II 担当教員 ☆斎藤 賢 

授業内容 

5．西周史(1)：西周時代関連の諸史料（伝世文献と金文） [予習・復習]西周時代に関わる伝世文献や

金文について学習する。 

6．西周史(2)：西周時代概説 [予習・復習]現在の研究で明らかとなった西周史の概説的知識を習得す

る。 

7．春秋史(1)：春秋時代関連の伝世文献と出土資料 [予習・復習]春秋時代に関わる諸史料について

学習する。 

8．春秋史(2)：春秋時代概説 [予習・復習]春秋時代史に関する概説的知識を習得する。 

9．戦国史(1)：戦国時代関連の伝世文献と出土文字史料 [予習・復習]戦国時代に関する諸史料につ

いて学ぶ。 

10．戦国史(2)：戦国時代概説(前半) [予習・復習]戦国前～中期の概説的知識を習得する。 

11． 戦国史(3)：戦国時代概説(後半) [予習・復習]戦国時代後期の概説的知識を習得する。 

12． 秦帝国(1)：秦に関わる諸史料と秦帝国前史 [予習・復習]秦に関する諸史料、および秦の天下統

一に至るまでの前史を学ぶ。 

13． 秦帝国(2)：秦帝国の成立と崩壊 [予習・復習]秦帝国の成立以後、滅亡に至るまでの歴史を学

ぶ。 

14． 漢代史(1)：前漢時代史 [予習・復習]秦帝国を打倒して建国した前漢王朝の歴史について学ぶ。 

15． 漢代史?：後漢時代史 [予習・復習]新によって一度は滅亡した漢王朝を復興させた光武帝劉秀に

始まる後漢王朝の歴史を学ぶ。 



【科目ページ：１／２】  cd42125300  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史特殊講義 III 担当教員 ☆阿久根 晋 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 東アジア世界をめぐるイエズス会士群像 

到達目標 

東アジア各地の政治・社会・交易状況を踏まえつつ、イエズス会のカトリック布教史を俯瞰的かつ

多面的に捉える。テクストおよびヴィジュアル史料の成立背景、特色、アジア史研究への活用法を

知る。 

授業概要 

いわゆる「大航海時代」、ポルトガルとスペインがアフリカ・「新世界」（アメリカ）・アジアの各地で勢

力拡大を図るなか、カトリックの諸修道会も海外ミッションの推進に努めた。なかでも新興のイエズ

ス会は、活動領域の広がり、先駆的な布教戦略と通信システム、残した記録の豊かさなどの点で

ユニークな存在であった。本講義では、16・17 世紀の東アジア世界におけるイエズス会士の多面

的な活動を追いかけ、そこで見られた東西文化の接触・衝突・融和について探究する。 

評価方法・基

準 

＊平常点 40%…授業内課題の提出、授業への積極的参加（発問への応答など）＊期末レポート

60%…独自のテーマ設定、課題解決に向けた適切な文献の活用、全体の構成・叙述面などの観点

から評価 

課題のフィー

ドバック方法 

＊コメントシートの内容を授業中に適宜紹介し、補足説明をおこなう。＊レポートの講評を希望す

る受講者には、メールで個別に対応する。 

履修上の 

注意事項等 

＊近世中国・日本・東南アジア史、とくにヨーロッパ勢力との関係史について既習事項を確認して

おくこと。＊参考文献から授業内容の理解を補いつつ、レポート作成の準備を進めること。＊4 回

以上の欠席、各課題における不正行為は成績評価の対象外となる。 

テキスト 
配布資料とプレゼンテーションスライドを使用  

キリスト教交流史 －宣教師のみた日本、アジア－ 東洋文庫(編)東洋文庫 2024 

参考書 

近世の帝国の繁栄とヨーロッパ(アジア人物史 7)青山亨ほか(編)集英社 2022 

イエズス会と中国知識人（世界史リブレット 109）岡本さえ山川出版社 2008 

西欧文明と東アジア（東西文明の交流 5）榎一雄（編）平凡社 1971 

授業内容 

１．本講義の導入 [予習・復習] 講義内容の確認のため、シラバスと配布資料に目を通す。 

2．ポルトガルの布教保護権とイエズス会 [予習・復習] ポルトガルの海外拡張史、フランシスコ・ザビ

エルの事績について調査する。 

3．巡察師アレッサンドロ・ヴァリニャーノの「適応」戦略[予習・復習] ヴァリニャーノの巡察記録、東アジ

ア布教の改革手腕について調査する。 

4．布教拠点としてのマカオ・コレジオ[予習・復習] コレジオの成立経緯、機能、建築意匠について調査

する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42125300 

科目名 東洋史特殊講義 III 担当教員 ☆阿久根 晋 

授業内容 

5．交易基地マカオをめぐる欧亜の諸勢力 [予習・復習] ポルトガル人と広東当局およびオランダ勢力

との関係について調査する。 

6．中国ミッションの開拓[予習・復習] ヴァリニャーノの中国布教指令、フランシスコ・カブラルの「中国

武力征服論」について調査する。 

7．紫禁城をめざすマテオ・リッチ[予習・復習] リッチの北京行、中国社会・文化への「適応」について調

査する。 

8．『坤輿万国全図』の成立と流布[予習・復習] 京都大学と林原美術館の Web 公開画像を閲覧し、世

界図の特徴を見出す。 

9．中間フォローアップ、講義後半への扉[予習・復習] 関連の文学・映像作品を参考材料として、講義

テーマとその時代背景を振り返る。 

10．日本の禁教とジローラモ・アンジェリスの北方探査[予習・復習] 徳川政権の対キリスト教政策、ア

ンジェリス作成の「蝦夷図」について調査する。 

11． 「南蛮人の世紀」の終焉[予習・復習] マカオ・長崎貿易の断絶、日本布教の殉教者について調査

する。 

12． 東南アジアへの転進と「新たな日本」 [予習・復習] イエズス会の東南アジア進出、ベトナムの鄭

氏・阮氏との関係について調査する。 

13． 明清交替の動乱のなかで[予習・復習] 王朝交替期に活躍したジョアン・ロドリゲス、アダム・シャ

ールの事績について調査する。 

14． 朝鮮進出と日本再布教の夢[予習・復習] イエズス会の朝鮮進出と日本再布教計画について調

査する。 

15． 本講義の総括[予習・復習] 各回の要点をまとめ、イエズス会東アジア布教の史的意義、各種史

料の性格と活用法を確認する。 



【科目ページ：１／２】  cd42125400  聴講の可否： ○   

科目名 東洋史特殊講義 IV 担当教員 ☆谷口 淳一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 13-14 世紀の西アジア 

到達目標 
政治・軍事、国家体制、社会の諸相に目を配りながら、13-14 世紀のエジプトとシリアを中心に西

アジア史の基本的な流れを把握し、この時代の歴史的な位置づけを理解する。 

授業概要 

西アジアでは、10 世紀にアッバース朝国家が解体した後、新たな国家や社会のしくみが形成され

ていった。マムルーク朝時代の前半にあたる 13 世紀後半から 14 世紀は、その新たな国家体制と

社会のしくみが一通り完成をみた時期にあたる。本講義では、この時期におけるエジプトとシリア

の歴史を、政治、軍事、国家体制、社会など複数の側面から論じる。ただし、それ以前の時代との

関係の理解を深めるために、最初の 4 回は、イスラームが創始された 7 世紀から 13 世紀に至る

西アジア史の概略を説明する。 

評価方法・基

準 

毎回の授業最後の 10 分間程度で実施する小論述で評価する(100%)。講義内容を正しく理解して

いるか、自分の考えや感じたことを記しているか、達意の文章となっているか等の観点から総合的

に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業の冒頭において、前回の授業に関する論述ないし質問に言及しつつ、前回の授業内容を確

認する。 

履修上の 

注意事項等 

高等学校の「世界史」で学ぶ程度の内容については、説明を省略または簡略化することがある。

授業で聞き慣れない固有名詞や用語が多いと感じる学生は、参考書などを利用して基礎知識を

得るよう努めること。 

テキスト なし  

参考書 
岩波イスラーム辞典大塚和夫ほか岩波書店 2002 

新イスラム事典日本イスラム協会ほか平凡社 2002 

授業内容 

１．イスラーム国家の成立と拡大─7-9 世紀─ [予習・復習]古典的/初期イスラーム国家成立の経緯を

確認しておく。 

2．カリフからスルターンへ─9-11 世紀─ [予習・復習]カリフ位の形骸化と軍人の台頭について確認し

ておく。 

3．十字軍勢力とムスリム諸国─11-13 世紀─ [予習・復習]十字軍勢力とムスリム勢力の関係を確認し

ておく。 

4．モンゴルの進出とマムルーク朝の成立─13 世紀─ [予習・復習]モンゴルの進出とマムルーク朝の

成立について確認しておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42125400 

科目名 東洋史特殊講義 IV 担当教員 ☆谷口 淳一 

授業内容 

5．マムルーク朝概観 [予習・復習]マムルーク朝の国家体制について確認しておく。 

6．イクター制 [予習・復習]イクター制のしくみについて確認しておく。 

7．奴隷出身の支配者たち [予習・復習]イスラーム社会における奴隷について確認しておく。 

8．法行政関係諸職 [予習・復習]イスラーム法（シャリーア）の成り立ちと法行政関係諸職について確

認しておく。 

9．宗教・教育施設 [予習・復習]モスクとマドラサについて確認しておく。 

10．スーフィズム [予習・復習]スーフィズムの思想と歴史について確認しておく。 

11． 聖者崇敬と墓廟参詣 [予習・復習]イスラーム における聖者および墓に関する論点について確認

しておく。 

12． 都市の繁栄とワクフ [予習・復習]ワクフ制度について確認しておく。 

13． シーア派とスンナ派 [予習・復習]シーア派とスンナ派について確認しておく。 

14． 異教徒と改宗者 [予習・復習]イスラーム における異教徒に関する規定について確認しておく。 

15． マムルーク朝の動揺と衰亡 [予習・復習]マムルーク朝体制が動揺した種々の原因を確認してお

く。 



【科目ページ：１／２】  cd42127100  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史特殊講義 I 担当教員 ☆坂元 正樹 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 動力と運輸の発達からみる、社会と生活の変化 

到達目標 
動力技術の発達が、社会や産業をどのように変化させ、人々の生活をどのように変えていったの

かを学習する。 

授業概要 

現代に生きる我々にとって、電気や自動車がなくてはならない当たり前の存在であるのと同じよう

に、昔の人々にとっては水車や馬車が、そして後には蒸気機関が、生活において必要不可欠なも

のであった。この講義では、動力の発達という観点から、科学、技術、産業の発展について学習す

る。過去の人々の生活について理解を深めると同時に、現代の社会や生活についても知識を広

め、動力やエネルギーの将来についても考えていきたい。 

評価方法・基

準 
レポート：60%平常点（毎回、簡単な課題や授業への感想、質問などを Google Forms で提出）：40% 

課題のフィー

ドバック方法 

提出された課題や質問感想等について、次回以降の授業で紹介し、解説や回答を付していく。レ

ポートについても、授業内およびポータルサイト等で講評を付す。 

履修上の 

注意事項等 
特になし。 

テキスト 毎回プリントを配布する。  

参考書 適宜授業中に提示する。 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文献やインターネットのサイトなどを参

考にしながら、水車や風車についての理解を深める。 

2．風車の歴史  ～小麦粉製粉、揚水 [予習・復習] インターネットの動画サイトなどで、現存する風

車をとりあげた動画を視聴する。 

3．西洋の水車（近代以前） ～製粉、揚水から産業用途へ [予習・復習] インターネットの動画サイト

などで、現存する水車をとりあげた動画を視聴する。 

4．動力としての家畜  ～道具の発達と品種改良 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文

献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、家畜利用の歴史についての理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42127100 

科目名 西洋史特殊講義 I 担当教員 ☆坂元 正樹 

授業内容 

5．日本における風車と水車の歴史 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文献やインターネ

ットのサイトなどを参考にしながら、日本における水車利用の歴史についての理解を深める。 

6．時計の歴史 ～歯車とゼンマイ、からくり仕掛け [予習・復習] インターネットの動画サイトなどで、

古い時計などを紹介している動画を視聴する。 

7．船と海運の発達史 ～用途による違い、保険の歴史  [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した

参考文献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、帆船の歴史についての理解を深める。 

8．航海術の歴史 ～地図、観測器具の発達 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文献や

インターネットのサイトなどを参考にしながら、航海技術の歴史についての理解を深める。 

9．産業革命の進展  ～製鉄業の発達、蒸気機関の発明、鉄製の水車 [予習・復習] 配布したレジュ

メと、提示した参考文献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、産業革命についての理解を深

める。 

10．運河交通の発達と、土木技術の発展 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文献やイン

ターネットのサイトなどを参考にしながら、運河の歴史についての理解を深める。 

11． 馬車交通の歴史 ～辻馬車、乗合馬車、郵便馬車 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参

考文献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、馬車の歴史についての理解を深める。 

12． 蒸気機関と鉄の歴史 ～揚水、鉄橋、レール [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文

献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、製鉄の歴史についての理解を深める。 

13． 鉄道と通信技術の発達  ～旗信号、腕木通信、電信 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示し

た参考文献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、鉄道と通信の歴史についての理解を深め

る。 

14． ガスと電気の歴史  ～照明用途と動力用途 [予習・復習] 配布したレジュメと、提示した参考文

献やインターネットのサイトなどを参考にしながら、電力やガスの歴史についての理解を深める。 

15． 自転車と自動車の発明 ～ゴムタイヤ、内燃機関、大量生産と流れ作業 [予習・復習] 期末レポ

ートを作成する。 



【科目ページ：１／２】  cd42127200  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史特殊講義 II 担当教員 ☆佐藤 專次 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 中世ヨーロッパにおける誓約団体の展開 

到達目標 誓約団体の展開を通してヨーロッパ中世社会の特質を理解する。 

授業概要 

ヨーロッパ中世に現れる多様な社会集団は、しばしば誓約を媒介して成立した。その初期におい

てはフランク王国の在地ギルド、中世盛期以降になると都市・農村のコミューン、教師・学生の共

同体である大学も誓約団体であり、さらにスイスという国家そのものも誓約団体から始まってい

る。ヨーロッパ中世では、このような誓約団体（コンユラーティオ）の広範囲な展開からギルド、都市

共同体、大学、国家など独特な制度が生まれた。講義では、中世における誓約団体の展開につい

て論じ、誓約とはヨーロッパ中世の人々にとって、どのような意味を持っていた 

評価方法・基

準 

学習到達度確認 80％ 講義内容を的確に理解し、かつそれを正確に文章化できるかで判断す

る。小テスト 20％ ほぼ毎回、講義内容について感想・質問を書いてもらう。これによって，講義を

いかに理解したかを判断する。 

課題のフィー

ドバック方法 

ほぼ毎回，講義に関する質問・感想を書いてもらう。それに関するコメントを次回の講義のときに

おこなう。最終授業時に学習到達度確認を実施し、解答例を配布及び解説を行う予定。 

履修上の 

注意事項等 
高等学校の世界史 B の知識が前提になる。 

テキスト なし  

参考書 教養のための西洋史入門中井義明・他ミネルヴァ書房 2016 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習] これからの講義の進め方と講義全体について確認する 

2．フランク王国の国制と社会 [予習・復習] カール大帝時代のフランク王国について確認して理解を

深める 

3．在地ギルドの起源と成立 [予習・復習] ゲルマン古来の祭儀について確認する 

4．カロリング期の農村社会と在地ギルドの展開 [予習・復習] 当時の農村住民の生活を確認し理解を

深める 

  



【科目ページ：２／２】 cd42127200 

科目名 西洋史特殊講義 II 担当教員 ☆佐藤 專次 

授業内容 

5．神の平和運動 [予習・復習] 当時のカペー朝期のフランス，教会が指導する平和運動を理解する 

6．神聖ローマ帝国とラントフリーデ [予習・復習] 当時の神聖ローマ帝国，皇帝が指導する平和運動

を理解する 

7．都市のコミューン [予習・復習] 平和運動と都市コミューンとの関係，コミューン闘争について確認し

理解する 

8．農村コミューン [予習・復習] 村落連合の結成，王権との関係を理解する 

9．大学の誕生 [予習・復習] パリ大学とボローニャ大学の誕生，大学の逃亡について確認する 

10．都市同盟 [予習・復習] ライン都市同盟・シュヴァーベン都市同盟を例に都市の誓約団体である

都市同盟を理解する 

11．  スイスの誕生前史 [予習・復習] スイスが誕生する背景を理解する 

12． スイスの独立国家としての歩み [予習・復習] スイスという国家が農村住民の誓約団体から始ま

ったことを確認する 

13． 誓約の機能・意味 [予習・復習] 儀礼としての誓約について確認する 

14． 誓約の本質 [予習・復習] 誓約の本質である呪術的要素を確認し理解を深める 

15． 誓約団体の比較史的考察，その後の誓約団体の展望，学習到達度確認 [予習・復習] 比較史

的な観点から西洋の誓約団体の特質を理解し，これまでの講義内容を確認する。 



【科目ページ：１／２】  cd42127300  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史特殊講義 III 担当教員 ☆久保 利永子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近代イギリスにおける女子教育の変遷 

到達目標 

19 世紀のイギリスにおける女性教育を手がかりに、社会状況と教育カリキュラムの関係や、教育

がそれぞれの人の人生において持つ意味や教育を受ける権利の意義などを考察し、理解を深め

る。 

授業概要 

18 世紀末に始まった工業化により経済的繁栄をとげたイギリスは、三大階級構造社会を形成し、

「家庭の天使」という理想の女性像を創出した。階級や理想の女性像は女子教育とどのような影

響関係にあったのか。当時の教育カリキュラムはどのようなビジョンに基づき構想されたのだろう。

19 世紀末に高等教育への門戸が女性に開かれた経緯はどのようなものなのか。こうした疑問を

手がかりに当時の社会が求めた「女子教育」をめぐる諸問題を考察したうえで、最終的には「教育

を受ける権利」の意味についても考えてみる。 

評価方法・基

準 

授業毎の課題（70%）と期末レポート（30%）。課題は講義に取り組む姿勢や講義内容の理解などを

重視し、期末レポートは必要かつ適切な情報に基づく議論を論理的に展開しているか評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎回講義終了時にコメントカードを回収し、オンライン提出の課題と併せて次週にその内容をまと

めたプリントを配布する。質問等については適宜解説もしくは次回以降の授業に反映する。 

履修上の 

注意事項等 

・講義時に配布される教材（プリント）を活用して積極的に予習・復習（授業毎の課題）を行うこと。・

e-ラーニング経由で配布される参考資料も自主的に活用すること。・課題の提出期限は厳守する

こと。 

テキスト 毎回教材（プリント）を配布する  

参考書 講義中に適宜紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習] 後期授業を履修する上での注意点や課題提出に関するルールなどを確

認する。 

2．意外と身近な 19 世紀：19 世紀のイギリス社会概観(1) [予習・復習] 配布された教材を読んでおく。

工業化によって形成された近代社会の特徴を、とくに情報と価値観、世論の関係について講義内容を

整理し、理解を深める。 

3．工業化と階級：19 世紀のイギリス社会概観(2)  [予習・復習] 配布された教材・参考資料を読んで

おく。19 世紀イギリスの政治と経済の特徴について、講義内容を確認し、理解を深める。 

4．階級と価値観：19 世紀のイギリス社会概観(3) [予習・復習] [予習・復習] 配布された参考資料を読

んでおく。19 世紀イギリスの階級制度について、講義内容を確認し、理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42127300 

科目名 西洋史特殊講義 III 担当教員 ☆久保 利永子 

授業内容 

5．ミドルクラスとリスペクタビリティ：新しいジェントルマン像の登場とその意味 [予習・復習] 配布され

た参考資料を読んでおく。19 世紀に形成されたジェントルマン像の特徴について、講義内容を確認し、

理解を深める。 

6．描かれた女性たち：階級と性役割の結びつき [予習・復習] 配布された絵画資料を読み解く。19 世

紀のイギリスで社会的に支持された女性像について、講義内容を確認し、理解を深める。 

7．「家庭の天使」という理想：性役割とイデオロギー [予習・復習] 第 6 回の内容をふまえ、19 世紀の

イギリスにおける近代化とジェンダー・バイアスの強化の関係について、講義内容を確認し、理解を深

める。 

8．「なぜ女性が余るのか」：ミドルクラスの女性と「自立」をめぐる問題 [予習・復習] 配布された資料を

読みワークシートの設問に答える。19 世紀半ばの「余った女性」問題をめぐる議論について、講義内容

を整理し、理解を深める。 

9．「立派なレディ」となるために：ミドルクラスの女性と教育(1) [予習・復習] ミドルクラスの女性たちが

受けた「教育」の内容がどのようなものであったのか、講義内容を整理し、理解を深める。 

10．礼儀作法か学業か：ミドルクラスの女性と教育(2) [予習・復習] ミドルクラスの女性女子教育のあり

かたをめぐる議論を通じて、教育カリキュラムと社会の関係について考察し、理解を深める。 

11． 学業重視型教育の導入：ミドルクラスの女性と教育(3) [予習・復習] 新しく登場した女子中等教育

機関を手掛かりに、教育の目的と社会的要請の関係について講義内容を整理し、理解を深める。 

12． わたしたちも「大学」へ：女性と高等教育 [予習・復習] 高等教育分野への女性の進出のプロセス

や卒業後の進路などを通して、新しいロール・モデルの形成とその影響について、理解を深める。 

13． 「善良な女」となるために： 労働者階級の女性と教育(1) [予習・復習] 第 3，6，7 回の講義を参考

に階級と性役割の関係を整理しておく。労働者階級の女性に求められた性役割と教育の関係について

理解を深める。 

14． 3R's と裁縫と：労働者階級の女性と教育(2) [予習・復習] 受ける教育の内容が人生の選択に与

える影響について、労働者階級の女性たちと教育の関係を通して考察し、理解を深める。 

15． 私たちはなぜ学ぶのか：後期講義をふりかえる [予習・復習] 後期講義全体を振り返り、課題レ

ポートを作成する。 



【科目ページ：１／２】  cd42127400  聴講の可否： ○   

科目名 西洋史特殊講義 IV 担当教員 ☆山内 暁子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代ギリシアにおける国際聖域と「巡礼」 

到達目標 
古代ギリシア社会を学ぶことで自らを客観視する視座を獲得し、史料に基づいた歴史像を持つよ

うになること 

授業概要 

本講義では、古代ギリシアのポリスにおける国際的な聖域、そしてそこへ集う人々について考察を

試みる。歴史学の基本である文献史料だけでなく、遺物や遺跡、また図像などの「モノ」資料も使

用する。それによって現段階で史料から読み取れることを考察し、さらなる展望について検討す

る。歴史学の基本的な史料解釈に始まり、現代的・学際的な研究手法についても目を向けなが

ら、様々な歴史考察の可能性を考えてみたい。 

評価方法・基

準 

授業中に出される課題２回（25 点×２）と、最終課題（30 点）を評価の中心とします。最終課題につ

いては、提出していない受講者は単位取得意思がないものとみなしますので、提出をお願いしま

す。Google Classroom で質問や感想を受け付け、私が回答しつつ、ディスカッションになるようにし

たいと考えています。Google Classroom への「質問・感想」の書き込みも評価の対象（20 点）となる

ので、頑張って下さい。 

課題のフィー

ドバック方法 

最終課題以外は、学期内に採点して返却します。それぞれの課題については、評価のポイントに

ついて口頭または掲示資料によって解説します。 

履修上の 

注意事項等 

テキストは指定しませんが、参考文献は適宜紹介します。また、PDF にリンクされている画像や動

画などの関連資料を見ることで、学習内容を定着させるようにして下さい。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．はじめに：講義内容の解説とアンケート [予習・復習]講義資料を読んで授業内容について理解し、

指示された作業を Google Classroom で完了させること。 

2．ギリシア人の宗教：オリュンポスの神々 [予習・復習]古代ギリシア宗教の特徴である多神教のシス

テムを理解する。具体的には神々の名前と属性を理解すること。 

3．ギリシア人の運命観：神々と人間 [予習・復習]古代ギリシア人の「敬虔」の観念と、神々と人間の差

異について、 

4．古代ギリシアのポリス：市民と奴隷 [予習・復習]古代ギリシア社会の身分について解説する。授業

中に理解できなかった歴史用語は、各自で確認しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd42127400 

科目名 西洋史特殊講義 IV 担当教員 ☆山内 暁子 

授業内容 

5．古代ギリシアのポリス：「ポリス」の仕組み [予習・復習]ポリス社会について、文献史料から検討す

る。ギリシア世界の地理的な広がりについて確認し、同時代の他地域の様子についても確認しておくこ

と。 

6．アポロン神：「光明」神の物語 [予習・復習]アポロン神の神話物語から、神の性質を理解する。講義

中に紹介した神話について、基本的な用語や地名を理解しておくこと。 

7．アポロンの神託：神託とは何か [予習・復習]史料における「神託」を理解する。紹介された文献を読

んだり、神託に登場する人物や地名、また基本的な用語について各自で理解を深めておくこと。 

8．聖域デルフォイ：国際聖域の役割 [予習・復習]デルフォイの地理的な条件や、聖域の様子を概観す

る。地名や地図上での位置などを各自で確認しておくこと。 

9．疫病と治癒神：アポロンとアスクレピオス [予習・復習]アポロン神と疫病の関係、また同様に治癒神

であるアスクレピオスについて検討する。関連用語の確認をし、治癒信仰の聖域について調べておくこ

と。 

10．聖域エピダウロス：「治癒事例」と信仰① [予習・復習]碑文史料の事例を検討し、聖域の実態につ

いて考察する。それぞれの史料の社会的背景について各自で調べてみること。 

11． 聖域エピダウロス：「治癒事例」と信仰② [予習・復習]碑文史料の事例を検討し、聖域の実態につ

いて考察する。それぞれの史料の社会的背景について各自で調べてみること。 

12． 治癒信仰の拡大：聖域のネットワークを分析する [予習・復習]碑文史料の検討を文献史料に照ら

し合わせて考察を行う。講義で解説するポリスの位置や社会の状況について調べておくこと。 

13． 女神デメテルの神話：エレウシスの神話 [予習・復習]デメテルとペルセフォネの神話について解

説する。神話物語の地名や神々について、知識を深めておくこと。 

14． 聖域エレウシス：「秘儀」に入信する人々 [予習・復習]文献や遺物に描かれるエレウシス秘儀に

ついて検討する。講義内で取り上げた史料について、各自でさらに調べてみること。 

15． 国際聖域の在り方：巡礼地としての「国際聖域」 [予習・復習]さまざまな聖域に、それぞれの理由

で人々が集まる事象を検討する。「巡礼」にみる御利益と信仰について考察し、自分なりの歴史解釈を

試みる。 



【科目ページ：１／２】  cd43005000  聴講の可否： ○   

科目名 人文地理学 I 担当教員 稲垣 稜 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
地域は多様な姿を見せているが，そうした様々な地域事象についての人文地理学的な見方を提

示する 

到達目標 

私たちが生活している「地域」とは，一見，何の規則もなく存在しているように見えるが，その成り

立ちにはさまざまな背景がある．そうした点を理解し，授業で得た知識や技能を柔軟に再構成して

活用することができるようにする． 

授業概要 

現代社会は，多様であると同時に共通性も持っている．こうした事象を理解しようとすると，非常に

多岐にわたる点を理解しなければならない．間口が広いといわれる地理学は，どこから入ってい

けばよいかにとまどう場合もあるが，この授業では，地理学に入門するにあたって，特に理解して

おいた方がよいと思われるテーマを厳選し，基礎的な事象を中心に取り上げる． 

評価方法・基

準 
「授業内での課題（小テスト）」をもとに総合的に評価する． 

課題のフィー

ドバック方法 
小テストは，授業中に実施し，あわせて講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 現代社会の人文地理学稲垣稜古今書院 2014 

参考書  

授業内容 

１．地域概念 [予習・復習] シラバスを読んで理解する．テキストを読んで復習をする 

2．人口 [予習・復習] テキスト１章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

3．都市 [予習・復習] テキスト 2 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

4．郊外と大都市圏 [予習・復習] テキスト 3 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

  



【科目ページ：２／２】 cd43005000 

科目名 人文地理学 I 担当教員 稲垣 稜 

授業内容 

5．小売業 [予習・復習] テキスト 4 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

6．サービス業 [予習・復習] テキスト 5 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

7．観光 [予習・復習] テキスト 6 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

8．交通 [予習・復習] テキスト 7 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

9．工業 [予習・復習] テキスト 8 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

10．国土政策と都市政策 [予習・復習] テキスト 9 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

11． エネルギー・資源問題 [予習・復習] テキスト 10 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

12． 地域調査 [予習・復習] テキスト１1 章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

13． 地形図からみた人々の生活 [予習・復習] テキスト１２章を読んでおく．テキスト・ノートを見直す 

14． 地形図からみた村落地域と環境の変化 [予習・復習] テキスト１２章を読んでおく．テキスト・ノー

トを見直す 

15． 授業まとめ（地域研究のすすめ） [予習・復習] これまでの内容を振り返る．テキスト・ノートを見

直す 



【科目ページ：１／２】  cd43006000  聴講の可否： ○   

科目名 人文地理学 II 担当教員 稲垣 稜 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
地域は多様な姿を見せているが，そうした様々な地域事象についての人文地理学的な見方を提

示する 

到達目標 

私たちが生活している「地域」とは，一見，何の規則もなく存在しているように見えるが，その成り

立ちにはさまざまな背景がある．そうした点を理解し，授業で得た知識や技能を柔軟に再構成して

活用することができるようにする． 

授業概要 

現代社会は，多様であると同時に共通性も持っている．こうした事象を理解しようとすると，非常に

多岐にわたる点を理解しなければならない．間口が広いといわれる地理学は，どこから入ってい

けばよいかにとまどう場合もあるが，この授業では，地理学に入門するにあたって，特に理解して

おいた方がよいと思われるテーマを厳選し，基礎的な事象を中心に取り上げる． 

評価方法・基

準 
「授業内での課題（小テスト）」をもとに総合的に評価する． 

課題のフィー

ドバック方法 
小テストは，授業中に実施し，あわせて講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 都市と農山漁村の地理学稲垣稜古今書院 2024 

参考書  

授業内容 

１．系統地理と地誌 [予習・復習]地理学の分野にはどのようなものがあるかを考える。ノートとテキスト

をもとに復習する。 

2．地域概念と地域区分 [予習・復習] 地域はどのように区分されるかを考える。ノートとテキストをもと

に復習する。 

3．地域区分（自然地域と都市地域） [予習・復習] 都市と農山漁村はどのように異なるのかを考える。

ノートとテキストをもとに復習する。 

4．地域開発と地域計画 [予習・復習] 地域開発による変化と計画の在り方を考える。ノートとテキスト

をもとに復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43006000 

科目名 人文地理学 II 担当教員 稲垣 稜 

授業内容 

5．大都市 [予習・復習] 大都市にはどのような課題があるのかを考える。ノートとテキストをもとに復

習する。 

6．郊外都市 [予習・復習] 郊外都市がどのように形成されたのかを考える。ノートとテキストをもとに

復習する。 

7．地方中枢都市 [予習・復習] 地方中枢都市がどのように形成されたのかを考える。ノートとテキスト

をもとに復習する。 

8．県庁所在都市 [予習・復習] 県庁所在都市はほかの都市とどのように異なるのかを考える。ノート

とテキストをもとに復習する。 

9．地方都市（工業地域，商業地域） [予習・復習] 地方都市の抱える問題を考える。ノートとテキストを

もとに復習する。 

10．農山漁村・農業地域の分類 [予習・復習] 農山漁村にはどのようなものがあるのかを考える。ノー

トとテキストをもとに復習する。 

11． 都市近郊の村落 [予習・復習] 都市近郊においてはどのような農業が成立するのかを考える。ノ

ートとテキストをもとに復習する。 

12． 平地農業地域 [予習・復習] 平地農業地域とはどのような地域かを考える。ノートとテキストをも

とに復習する。 

13． 中山間地域  [予習・復習] 中山間地域の抱える問題を考える。ノートとテキストをもとに復習す

る。 

14． 漁業地域 [予習・復習] 漁業を取り巻く状況について考える。ノートとテキストをもとに復習する。 

15． まとめ（景観と地域スケール） [予習・復習] これまでの授業を踏まえ，考えを整理する。ノートと

テキストをもとに復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd43007000  聴講の可否： ○   

科目名 自然地理学 I 担当教員 羽佐田 紘大 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 自然地理学の基礎の習得 

到達目標 1. 地球表層環境の特徴を理解できる。2. 自然と人間とのかかわりを考えることができる。 

授業概要 
本講義は、地形、気候、水文、植生、土壌など、自然地理学の基本的事項を概説していく。講義中

に多くの図や写真を示し、視覚的に理解できるように努める。 

評価方法・基

準 

毎回の小課題（コメントシートまたは小テスト）30％（基本的な内容を理解しているかを確認）、学習

到達度確認 70％（講義内容を正確に把握できているかを確認）を基に総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの提出を求めた際は次回の講義で記載内容を紹介し、次回以降の講義に反映して

いく。小テストを実施した際は次回の講義で解説する。第 15 回に学習到達度確認を実施し、終了

直後に解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回教材を e-Learning で配布する。プロジェクターで投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにく

いため、ノート PC やタブレット等を持参し、各自教材を閲覧しながら受講することが望ましい。 

テキスト 毎回教材を e-Learning で配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．ガイダンス／地球のかたち ［予習］地球の大きさを調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなど

して整理する。 

2．地球内部のしくみとプレートテクトニクス ［予習］地球の内部構造について調べる。［復習］講義内容

をノートにまとめるなどして整理する。 

3．火山 ［予習］世界の火山分布について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理す

る。 

4．地震と断層 ［予習］世界の地震分布について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして

整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43007000 

科目名 自然地理学 I 担当教員 羽佐田 紘大 

授業内容 

5．風化・侵食・マスムーブメントと地形 ［予習］風化と侵食について調べる。［復習］講義内容をノートに

まとめるなどして整理する。 

6．運搬・堆積と地形（1） ［予習］運搬と堆積について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどし

て整理する。 

7．運搬・堆積と地形（2） ［予習］沖積平野について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどし

て整理する。 

8．大気の循環 ［予習］大気の組成について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理

する。 

9．海洋の循環 ［予習］海流について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

10．気候の要素・因子 ［予習］気候と気象について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどし

て整理する。 

11． 気候区分と植生・土壌 ［予習］気候区分について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなど

して整理する。 

12． 水文：水循環と水資源 ［予習］水文学について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどし

て整理する。 

13． 第四紀における自然環境の変化 ［予習］第四紀について調べる。［復習］講義内容をノートにまと

めるなどして整理する。 

14． さまざまな自然災害 ［予習］近年発生した自然災害について調べる。［復習］講義内容をノートに

まとめるなどして整理する。 

15． まとめ（学習到達度確認の実施） ［予習］これまでの講義内容の要点をノートにまとめるなどして

整理し、学習到達度確認に備える。［復習］自然地理学に関連する文献を調べ、理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd43008000  聴講の可否： ○   

科目名 自然地理学 II 担当教員 羽佐田 紘大 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 第四紀における自然環境の理解 

到達目標 
1. さまざまな地域の自然環境の成り立ちや特徴を把握し、人々との関係を理解できる。2. 身近な

自然環境について調べ、考察することができる。 

授業概要 

本講義は、「自然地理学 I」の内容（地形、気候、水文、植生、土壌など）を振り返りつつ、第四紀に

おける自然環境の変化や成り立ち、人々の暮らしとの関係について紹介していく。講義中に多くの

図や写真を示し、視覚的に理解できるように努める。 

評価方法・基

準 

毎回の小課題（コメントシートまたは小テスト）30％（基本的な内容を理解しているかを確認）、レポ

ート 70％（文章表現がきちんとしているか、独創的であるか、正確に情報収集できているか、論理

的に述べているかを重視）を基に総合的に評価する。レポートは e-learning を通じて第 14 回まで

に提出する。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの提出を求めた際は次回の講義で記載内容を紹介し、次回以降の講義に反映して

いく。小テストを実施した際は次回の講義で解説する。第 15 回にレポートの講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回教材を e-Learning で配布する。プロジェクターで投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにく

いため、ノート PC やタブレット等を持参し、各自教材を閲覧しながら受講することが望ましい。 

テキスト 毎回教材を e-Learning で配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．ガイダンス／第四紀 ［予習］第四紀について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整

理する。 

2．日本列島の自然環境 ［予習］日本列島の地形について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめる

などして整理する。 

3．第四紀における気候変動 ［予習］気候変動について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるな

どして整理する。 

4．古気候・古環境の復原 ［予習］古気候学・古環境学について調べる。［復習］講義内容をノートにま

とめるなどして整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43008000 

科目名 自然地理学 II 担当教員 羽佐田 紘大 

授業内容 

5．第四紀末期の海水準変動 ［予習］海水準変動について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめる

などして整理する。 

6．気候変動・海水準変動と地形の成り立ち ［予習］第四紀末期の気候変動・海水準変動を理解する。

［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

7．沖積低地の地形と成り立ち ［予習］沖積低地について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめる

などして整理する。 

8．沖積低地における土地利用と自然災害 ［予習］近年の水害について調べる。［復習］講義内容をノ

ートにまとめるなどして整理する。 

9．台地の成り立ちと土地利用 ［予習］台地について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどし

て整理する。 

10．丘陵の地形と人とのかかわり ［予習］丘陵について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるな

どして整理する。 

11． 地形図からみる自然環境の変化 ［予習］地形図の読み方を理解する。［復習］講義内容をノート

にまとめるなどして整理する。 

12． 流域・沿岸域における開発と保全 ［予習］開発に伴う自然環境の変化の事例を調べる。［復習］講

義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

13． 流域・沿岸域における環境問題 ［予習］ローカルな環境問題について調べる。［復習］講義内容を

ノートにまとめるなどして整理する。 

14． 沿岸域における生態系と生物多様性 ［予習］さまざまな生態系について調べる。［復習］講義内

容をノートにまとめるなどして整理する。 

15． まとめ（レポートの講評） ［予習］これまでの講義内容をノートにまとめるなどして整理する。［復

習］自然地理学に関連する文献を調べ、理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd43024500  聴講の可否： ○   

科目名 日本地誌概論 担当教員 三木 理史 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 大学の所在する場所、そして近畿地方の理解からはじめて、日本全体の地域を概観する 

到達目標 
日本の各地方の特色と地理的意義を自然、人文の双方の知識を理解し、地域調査の基礎知識を

習得する。地域的倫理観や規範性を基礎にした知識と自立的・意欲的な態度を身につける。 

授業概要 

授業は対面授業で、テキストの内容と課題プリントを仕上げるかたちで進める。日本全体をテキス

トを用いながら万遍なく講義し、演習系授業での自己テーマの決定の前提となる知識を習得する

ことを目標にしている。そのため各章の第２節は原則自習とするが、許容時間によって対象とする

場合もある。なお各回とも授業時間ないに終えるにはやや分量が超過気味のため、自習とする部

分があることを承知のうえ受講すること。またノートテイクにおける PC の使用を歓迎する。 

評価方法・基

準 

授業試験(50 点前後)と平常点を合計して 100 点で評価する。３分の２以上の課題提出を条件とす

る。一部小レポートを課すことで平常点とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎時間の課題で必要と思われる場合にはコメントする。但し受講生が返信を望む場合は

mikim@daibutsu.nara-u.ac.jp へ、授業科目名、学籍番号、氏名を書いて送信すること。 

履修上の 

注意事項等 

日本の地誌を総覧できるテキストを用いた授業内容で、旧カリキュラム時代通年で行っていた内

容を半期に圧縮したのでタイトな予定になっている。なお、地誌の授業には地図が不可欠で、高校

程度の地図帳の持参、またはスマートホンなどで電子地図を参照。 

テキスト 日本の地誌立正大学地理学教室編古今書院 2007 年 

参考書  

授業内容 

１．授業計画と大学とその周辺―奈良大学の立地― [予習・復習] 大学周辺を自主巡検 

2．大学とその周辺―平城村物語― [予習・復習] 大学周辺を自主巡検 

3．近畿地方 [予習・復習] 教科書 7 章の一読・当該章の内容整理 

4．地誌総論 [予習・復習] 教科書 1 章の一読・当該章の内容整理 

  



【科目ページ：２／２】 cd43024500 

科目名 日本地誌概論 担当教員 三木 理史 

授業内容 

5．南西諸島 [予習・復習] 教科書 2 章の一読・当該章の内容整理 

6．九州地方 [予習・復習] 教科書 3・4 章の一読・内容整理 

7．中国地方 [予習・復習] 教科書 5 章の一読・当該章の内容整理 

8．四国地方 [予習・復習] 教科書 6 章の一読・当該章の内容確認 

9．東海・甲信越地方 [予習・復習] 教科書 8・9 章の一読・当該章の内容整理 

10．北陸・北関東地方 [予習・復習] 教科書 10・13 章の一読・当該章の内容整理 

11． 東京・南関東地方 [予習・復習] 教科書 11・12 章の一読・当該章の内容整理 

12． 東北地方 [予習・復習] 教科書 14・15 章の一読・当該章の内容整理 

13． 北海道地方 [予習・復習] 教科書 16 章の一読・当該章の内容整理 

14． 東北日本総論 [予習・復習] 教科書 8～16 章の一読・当該章の内容整理 

15． まとめと授業内平常試験 [予習・復習] 教科書の再読・試験範囲の内容整理 



【科目ページ：１／２】  cd43025100  聴講の可否： ○   

科目名 世界地誌概論 I 担当教員 古関 喜之 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 

世界地誌のアジア、とりわけ日本と緊密な歴史的・文化的関係にある台湾を取り上げ、社会の成

り立ちや人々の暮らし、文化について解説し、アジアにおける台湾の地域像、アジアの多様性と共

通性を深く理解する。 

到達目標 

１．台湾の社会の成り立ちと人々の暮らしや文化について理解し、説明することができる。２．アジ

アにおける台湾の地域像について理解できる。３．アジアの多様性と共通性を理解できるようにな

る。 

授業概要 

本講義では、グローバル化の進展に伴い急速に変化し、世界の中でさらに重要な位置を占めつ

つあるアジアに着目し、日本と緊密な歴史的・文化的関係にあり、人的・文化的交流が盛んな台

湾を取り上げ、社会の成り立ちや人々の暮らし、文化について解説する。内容は、学期の前半は

台湾の地理的位置がもたらす自然環境・人文環境、地形、気候と暮らし、漢民族の入植など、後

半では台湾原住民の伝統文化、日本による台湾統治、湾生からみた日本統治時代、日本時代の

農業の近代化などを扱い、アジアにおける台湾の地域像、アジアの多様性と共通性を深く理解 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、授業内小テスト）、学習到達度確認 50％

（講義の内容を正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

感想の内容や質問・疑問は次回以降の授業に反映し、適宜紹介する。小テストは授業内で解説

する。期間内に学習到達度確認を実施し、最終授業内で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコメント等を活用し、理解度を把握しな

がら双方向的な授業を行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相当時間の勉強が

必要となる。なお、出席は単位認定の前提であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業

内容に関連したプリント（講義資料）を配布する。 

テキスト 特になし  

参考書 
図説台湾の歴史（増補版）周婉窈著、濱島敦俊監訳平凡社 2013 年 

台湾の若者を知りたい（岩波ジュニア新書）水野俊平著岩波書店 2018 年 

授業内容 

１．ガイダンス  [予習・復習]シラバスの授業概要、到達目標を読み、授業の内容と全体の流れについ

て理解しておく。地図帳を用いアジアの地理的範囲を確認する。 

2．台湾の地理的範囲と行政的範囲  [予習・復習]地図帳を用い、台湾の地理的な範囲を調べておく。

台湾の県・市の位置を確認しておく。 

3．台湾の地理的位置と自然環境・人文環境  [予習・復習]台湾の地理的な位置と自然・人文環境と

の関わりについて気づいたことを整理しておく。地理的位置と自然・人文環境について講義内容を確認

し理解を深める。 

4．地形の特徴と個別の地形（山地・丘陵・盆地・平原）  [予習・復習]地図帳を用い、台湾の地形の特

徴について気づいたことを整理しておく。地形の特徴について講義内容を確認し理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43025100 

科目名 世界地誌概論 I 担当教員 古関 喜之 

授業内容 

5．海岸地形と気候の特徴  [予習・復習]台湾の海岸の観光スポットについて知っていることを整理し

ておく。地域による気候の差異（特徴）について講義内容を確認し理解を深める。 

6．人口と民族構成  [予習・復習]台湾の民族構成を調べておく。台湾の人口問題を整理し、日本と比

較しておく。 

7．漢民族の入植と生活様式  [予習・復習]明朝中頃清朝時代における福建省・広東省の漢民族の生

活の様子を調べておく。漢民族の入植とその背景、生活様式について講義内容を確認し理解を深め

る。 

8．漢民族の伝統的住宅と文化  [予習・復習]風水上よいとされる住宅の立地条件を調べておく。台湾

の伝統的住宅と文化について講義内容を確認し理解を深める。 

9．台湾原住民の伝統と生活様式  [予習・復習]台湾原住民の分布を調べておく。各種族の文化・風

習について講義内容を確認し理解を深める。 

10．日本の台湾進出と統治政策  [予習・復習]日本の台湾統治についての情報を収集しておく。２つ

の統治政策について講義内容を確認し理解を深める。 

11． 台湾からみた日本統治時代  [予習・復習]台湾からみた日本統治時代についての情報を収集し

ておく。日本統治時代を生きた台湾人の証言から感じたことをまとめておく。 

12． 湾生からみた日本統治時代  [予習・復習]湾生について知っていることを整理しておく。湾生の

証言から感じたことをまとめておく。 

13． 日本時代の農業の近代化―灌漑化と農業地域  [予習・復習]八田與一について調べておく。嘉

南平原の水利灌漑事業について講義内容を確認し理解を深める。 

14． 戦後の台湾社会―中台関係   [予習・復習]現在の中台関係について知っていることを整理して

おく。戦後台湾社会と中国との関係について講義内容を確認し理解を深める。 

15． 全体の振り返り  [予習・復習]第１回～第 14 回の学習内容を復習し、わからなかった点を確認し

ておく。アジアにおける台湾の地域像、アジアの多様性と共通性について確認し理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd43027100  聴講の可否： ○   

科目名 世界地誌概論 II 担当教員 木村 圭司 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イタリアの地誌 

到達目標 イタリアの地誌を概観し、日本と比較することにより世界へ目を向けられるようにする 

授業概要 
イタリアの地誌を事例とし、地誌学の基本的概念を理解する。そして、高等学校「地理」で教えるべ

き地誌の例を説明する。 

評価方法・基

準 

毎回の授業で行う小テスト（50％）と，15 回目の授業時に行う学習到達度試験(50%)により評価す

る。なお、学習到達度試験の時は、配布プリントと自筆ノートのみ持ち込み可とする。なお、評価対

象は、9 回以上授業に出席した受講生のみとする。 

課題のフィー

ドバック方法 

小テストは、次回の授業でフィードバックを行い、復習を行うとともに知識の定着を行う。学習到達

度試験は終了後に講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
資料は Google Classroom を用いて共有する。 

テキスト  

参考書 
新詳 地理探究帝国書院 

世界の諸地域 NOW 帝国書院 

授業内容 

１．地誌学とは（ガイダンス） 学習課題（予習）：地図帳（Google Map 可）でイタリアを見ておく。学習課題

（復習）：「地誌学」についてインターネットで調べる 

2．高等学校の教科書でみられる世界地誌の教育法（静態地誌・動態地誌・比較地誌） 学習課題（予

習）：高校「地理探究」の教科書を見ておく。（持っていない人は図書館で見ておくこと。）学習課題（復

習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

3．イタリアの歴史の概略・都市のなりたち・イタリア内の小国 学習課題（予習）：イタリアの国内に、小

国が 2 つあることを確認し、その歴史をネットで調べておく。学習課題（復習）：授業に関する内容をイン

ターネットで調べる 

4．イタリアの地形 学習課題（予習）：「フニクリ・フニクラ」を調べ、この曲を聴いておく。学習課題（復

習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

  



【科目ページ：２／２】 cd43027100 

科目名 世界地誌概論 II 担当教員 木村 圭司 

授業内容 

5．イタリアの気候 学習課題（予習）：イタリアの南北の距離を調べておく。また、イタリアで標高が最も

高い地点を調べておく。学習課題（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

6．イタリアの農業 学習課題（予習）：オリーブ・ワイン用のブドウ・オレンジが育つ気候について調べて

おく。学習課題（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

7．イタリアの工業・第三のイタリア 学習課題（予習）：イタリアの装飾品のブランド名を調べておく。学習

課題（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

8．イタリアの交通 学習課題（予習）：フレッチャロッサとイタロ特急について調べておく。学習課題（復

習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

9．イタリアのエネルギー政策 学習課題（予習）：現在、イタリアに原子力発電所が何カ所あるかを調べ

ておく。学習課題（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

10．イタリアの食文化 学習課題（予習）：イタリア料理のコース料理で何が出てくるかを調べておく。学

習課題（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

11． イタリアのアグリツーリズモ 学習課題（予習）：アグリツーリズモについて調べ、日本の民宿との違

いを考える。学習課題（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

12． イタリアの宗教 学習課題（予習）：カトリックの本山がローマにある理由を調べておく。学習課題

（復習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

13． EU とイタリア 学習課題（予習）：EU におけるイタリアの立場について調べておく。学習課題（復

習）：授業に関する内容をインターネットで調べる 

14． イタリア地誌のまとめ 学習課題（予習）：イタリアの治安について調べておく。学習課題（復習）：授

業に関する内容をインターネットで調べる 

15． 学習到達度試験および講評 学習課題（予習）：14 回分の内容を総覧しておく。学習課題（復習）：

授業に関する内容をインターネットで調べる 



【科目ページ：１／２】  cd43033100  聴講の可否： ○   

科目名 環境地理学概論 担当教員 古関 喜之 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ グローバル化した「食」の供給・消費の仕組みと世界の食料環境のあり方を考える。 

到達目標 

１．フードチェーンおよびその地理的投影という食料の地理学の基本的な考え方を理解し、説明す

ることができる。２．食料の地理学の基本的な考え方をふまえ、食料にかかわる問題を読み解く能

力を体得することができる。３．グローバルな食料生産・流通構造の中で、農業現場の現状を説明

できるようになる。４．現代世界のさまざまな食料問題、食料生産環境について関心を持つことが

できるようになる。 

授業概要 

私たちが口にしている食料の生産地と獲得方法、消費のあり方を考えることを通じて、学生が現

代世界のさまざまな食料問題、食料生産環境について関心を持ち、それを読み解く能力を体得す

ることを目標とする。本講義は、「食」を通した供給・消費の仕組み（フードチェーン）や、これに関わ

る、より広範囲な仕組み（フードシステム）について、地理学的な捉え方と身近な話題から学ぶ。食

料の生産地と消費地を線で結ぶことで見えてくる流通の距離や流通量、そこに介在しているもの、

そして「食」を起点とした持続可能な未来社会のあり方の手がかりと可能 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、授業内小テスト）、学習到達度確認 50％

（講義の内容を正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

感想の内容や質問・疑問は次回以降の授業に反映し、適宜紹介する。小テストは授業内で解説

する。期間内に学習到達度確認を実施し、最終授業内で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコメント等を活用し、理解度を把握しな

がら双方向的な授業を行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相当時間の勉強が

必要となる。なお、出席は単位認定の前提であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業

内容に関連したプリント（講義資料）を配布する。 

テキスト 特になし  

参考書 
食料の地理学の小さな教科書荒木一視編ナカニシヤ出版 2013 年 

新版 キーワードで読みとく現代農業と食料・環境小池恒男ほか編昭和堂 2017 年 

授業内容 

１．ガイダンス  [予習・復習]シラバスの授業概要、到達目標を読み、授業の内容と全体の流れについ

て理解しておく。授業方針をよく理解する。 

2．日本の食料自給率（１）身近な食事から考える  [予習・復習]最近２回の食事のメニューを記録し、

食材の産地、原産国について調べておく。 

3．日本の食料自給率（２）統計による分析  [予習・復習]食事の食材について国内の生産量・輸出

量、輸入量を調べておく。取り上げた食材について気づいたことをまとめておく。 

4．フードチェーンの地理的投影  [予習・復習]フードチェーンの地理的投影とはどのようなことか考え

ておく。フードチェーンの地理的投影について講義内容を確認し理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43033100 

科目名 環境地理学概論 担当教員 古関 喜之 

授業内容 

5．フードチェーンの地理的拡大 [予習・復習]フードチェーンの地理的拡大が進むと日本の農業・農村

はどのようになるか考えておく。フードチェーンの地理的拡大について講義内容を確認し理解を深め

る。 

6．農業の工業化（１）フードチェーンのはじまりと成長 [予習・復習]フードチェーンが始まる背景に何が

あるのか考えておく。日本のフードチェーンのはじまりと成長について講義内容を確認し理解を深める。 

7．農業の工業化（２）国家の枠組みを超えたフードチェーン  [予習・復習]国家の枠を超えたフードチェ

ーンにはどのような問題があるか考えておく。国家の枠組みを超えたフードチェーンについて講義内容

を確認し理解を深める。 

8．理論的会アプローチ（１）フードレジーム論  [予習・復習]世界の食料貿易について知っていることを

整理しておく。フードレジーム論について講義内容を確認し理解を深める。 

9．理論的会アプローチ（２）商品連鎖のアプローチ  [予習・復習]フェアトレードについて知っていること

を整理しておく。商品連鎖のアプローチについて講義内容を確認し理解を深める。 

10．食料の質と量  [予習・復習]日本の食料の質と量の確保に関連する法律について知っていること

を整理しておく。食料の質と量の確保について講義内容を確認し理解を深める。 

11． 世界の人口と食料問題  [予習・復習]なぜ食料不足が発生するのか考えておく。世界の人口と

食料問題について講義内容を確認し理解を深める。 

12． 多国籍アグリビジネスと日本向けバナナの生産  [予習・復習]多国籍アグリビジネスによる日本

向けバナナの生産について知っていることを整理しておく。アグリビジネスによると日本向けバナナの

生産の問題点について講義内容を確認し理解を深める。 

13． 食料資源の偏り―飽食と飢餓   [予習・復習]食料資源の偏りが起こる背景について考える。食

料資源の偏りが起こる背景について講義内容を確認し理解を深める。 

14． 食料システムのゆがみ―持続可能なシステムの探求  [予習・復習]食料生産環境の問題点を整

理しておく。「食」を起点とした持続可能な未来社会のあり方の手がかりと可能性について、自分の考え

をまとめておく。 

15． 全体の振り返り  [予習・復習]第１回～第 14 回の学習内容を復習し、わからなかった点を確認し

ておく。現代社会における食料・農業・農村の問題について確認し理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd43035100  聴講の可否： ○   

科目名 都市地理学 担当教員 稲垣 稜 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
ここ数十年の間に都市地域において生じてきた構造的再編の解明を行う。現在だけでなく、過去

から現在にかけた変化に焦点を当てる。 

到達目標 

都市で生起しているさまざまな現象に対し、都市地理学的な考察力を身につけることを目標とす

る。都市のさまざまな側面を理解し、授業で得た知識や技能を柔軟に再構成して活用することが

できるようにする。 

授業概要 

都市は、過去の諸事象の蓄積によってその構造が規定されていると言える。とくに戦後の経済成

長やグローバル化は、現代都市地域に対して大きな影響を与えてきた。この授業では、これまで

の都市地理学の研究成果をふまえ、都市地域で生じてきた現象を概説する。都市地理学に概要

を説明したあと、都市システム、都市内部構造、商業、工業、交通、大都市圏などを取り上げる。 

評価方法・基

準 

「授業内での課題」、および「授業中（最終授業等）に実施する学習到達度確認（筆記等による学

力確認）」をもとに総合的に評価する。「授業内での課題」とは、その授業内容の理解度を問う小テ

ストである。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内に学習到達度確認を実施し、最終授業内で講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 都市の人文地理学稲垣稜古今書院 2019 年 

参考書 なし 

授業内容 

１．都市地理学の概要 [予習・復習] シラバスを読んでおく。ノートをもとに復習する。 

2．都市間の結合関係 [予習・復習] 都市間の結合関係についてテキストを読んでおく。ノートをもとに

復習する。 

3．都市の内部構造 [予習・復習] 都市の内部構造についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習

する。 

4．都市の商業・サービス業 [予習・復習] 都市の商業・サービス業についてテキストを読んでおく。ノ

ートをもとに復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43035100 

科目名 都市地理学 担当教員 稲垣 稜 

授業内容 

5．都市の工業 [予習・復習] 都市の工業についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習する。 

6．都市の交通 [予習・復習] 都市の交通についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習する。 

7．オフィス立地 [予習・復習] オフィス立地についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習する。 

8．エスニック集団 [予習・復習] エスニック集団についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習す

る。 

9．大都市圏構造 [予習・復習] 大都市圏構造についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習す

る。 

10．宅地開発 [予習・復習] 宅地開発についてテキストを読んでおく。ノートをもとに復習する。 

11． 都市問題･都市計画 [予習・復習] 都市問題・都市計画についてテキストを読んでおく。ノートをも

とに復習する。 

12． 都市ごとの考察（大都市・県庁所在都市） [予習・復習] 大都市･県庁所在都市についてテキスト

を読んでおく。ノートをもとに復習する。 

13． 都市ごとの考察（鉱工業都市） [予習・復習] 鉱工業都市についてテキストを読んでおく。ノートを

もとに復習する。 

14． 都市ごとの考察（中小都市） [予習・復習] 中小都市についてテキストを読んでおく。ノートをもと

に復習する。 

15． 授業まとめ [予習・復習] 授業を振り返っておく。ノートをもとに復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd43036200  聴講の可否： ○   

科目名 村落地理学 担当教員 古関 喜之 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 国内外の農業環境および農村の問題に関する理解を深め、村落地域の役割について考える。 

到達目標 

１．現代社会における国内外の農業環境および農村の問題について理解することができる。２．村

落地域のさまざまな役割について理解し、説明することができる。３．村落地域のあり方や地域活

性化の取り組みについて関心をもって考えることができる。 

授業概要 

現代社会において村落地域には、食料生産のみではなく、水や電力エネルギーの供給、環境保

全、良好な景観の維持、レクリエーション空間の提供などさまざまな役割がある。一方で村落地域

は高齢化の進展や農地の荒廃、従来の地域社会の機能不全、災害対応力の低下などの問題を

抱えている。本講義では、村落地域、特に現代農村の特徴と変容、農業環境、農村の環境問題、

村落と都市の共生、地域活性化の取り組みについて、地理学的な視点と方法により学ぶ。学期の

後半で、中国・台湾の農業環境と農業・農村問題を取り上げ、同じ東アジアの農村地域の問題 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、授業内小テスト）、学習到達度確認 50％

（講義の内容を正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

感想の内容や質問・疑問は次回以降の授業に反映し、適宜紹介する。小テストは授業内で解説

する。期間内に学習到達度確認を実施し、最終授業内で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコメント等を活用し、理解度を把握しな

がら双方向的な授業を行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相当時間の勉強が

必要となる。なお、出席は単位認定の前提であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業

内容に関連したプリント（講義資料）を配布する。 

テキスト 特になし  

参考書 

現代農村の地理学岡橋秀典古今書院 2020 年 

商品化する日本の農村空間田林明編農林統計出版 2013 年 

日本とアジアの農業 宮崎猛編・農村とグリーン・ツーリズム―地域経営・体験重視・都市農村交

流宮崎猛編昭和堂 2006 年 

授業内容 

１．ガイダンス  [予習・復習]シラバスの授業概要、到達目標を読み、授業内容と全体の流れについて

理解しておく。あなたと農村との接点にはどのようなことがあるか、考えてみる。 

2．戦後改革と農村問題の形成背景  [予習・復習]日本農業の戦後の変化および現代の日本の農業・

農村問題について知っていることを整理しておく。戦後改革と農業地域の変動、農村問題について講

義内容を確認し、理解を深める。 

3．農業・農村問題のとらえ方―農業立地論  [予習・復習]農業立地論について知っていることを整理

しておく。農業立地、合理的な農業経営のパターンから農業・農村問題をとらえる視点について講義内

容を確認し、理解を深める。 

4．アグリビジネスとグローバリゼーション  [予習・復習]私たちの生活に身近にある商品を事例に、ア

グリビジネスとはどのようなものか調べておく。アグリビジネスが世界の農業と食料供給に及ぼす影

響、産業としての農業について講義内容を確認し、理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43036200 

科目名 村落地理学 担当教員 古関 喜之 

授業内容 

5．フードシステムと食料貿易  [予習・復習]私たちが口する食料はどのように供給されているか、供給

されるまでにどのような仕組み（環境）が関わってくるか知っていることを整理しておく。食料貿易のはじ

まりと拡大について講義内容を確認し、理解を深める。 

6．農産物貿易の拡大と農業地域の変化  [予習・復習]農産物の輸出入について知っていることを整

理しておく。また、最近口にした食事の中から食材を 1 つ取り上げ、日本全体の消費量に占める国産

（輸入）の割合を調べ気づいたことを書き留めておく。貿易自由化が与える影響について講義内容を確

認し、理解を深める。 

7．農業および農村システムの持続性と食料問題  [予習・復習]農村において食料を生産しなくなった

とき、誰が食料供給を担うのか考えてみる。日本および世界の食料問題について、また持続的な農業・

農村システムのあり方について講義内容を確認し、理解を深める。 

8．村落地域における環境問題  [予習・復習]農村の環境の特徴について整理するとともに、農村の

環境問題にはどのようなものがあるか調べておく。農村環境が抱える問題について講義内容を確認

し、理解を深める。 

9．農村空間の商品化  [予習・復習]日本の農村で現在起きているレクリエーション・観光、都市住民

の農村居住、社会・文化の評価を通した生活の質の向上など商品化する日本の農村空間の具体的事

例について調べておく。農村空間の商品化の形態と特徴、ルーラルツーリズムの役割について講義内

容を確認し、理解を深める。 

10．日本の農業・農村問題（１）広島県安芸太田町・井仁棚田  [予習・復習]地域おこし協力隊とはど

のような集落支援制度でどのような役割を果たしているのか調べておく。広島県安芸太田町・井仁棚田

の事例から農業・農村問題と地域おこしについて講義内容を確認し、理解を深める。 

11． 日本の農業・農村問題（２）農業と地域振興・奈良県五條市  [予習・復習]奈良県五條市の人口・

労働・産業などのデータを収集し、地域の概要について調べておく。奈良県五條市の事例から農業と

地域振興について講義内容を確認し、理解を深める。 

12． 東アジアの農村問題―中国の三農問題と都市・農村関係  [予習・復習]中国の農業・農村につ

いて知っていることを整理しておく。中国の急速な工業化・都市化による農村地域の置き去り、三農問

題、都市と農村の関係について講義内容を確認し、理解を深める。 

13． 台湾の農業・農村問題―戦後改革とグローバル化時代  [予習・復習]台湾の農業・農村につい

て知っていることを整理しておく。台湾農業の戦後改革とグローバル化時代の農業地域の変動につい

て講義内容を確認し、理解を深める。 

14． 台湾の農村ツーリズム  [予習・復習]日本や海外の農村ツーリズムの具体的事例について調べ

ておく。台湾の農村ツーリズムの現状と課題について講義内容を確認し、理解を深める。 

15． 全体の振り返り  [予習・復習]第１回～第 14 回の学習内容を復習し、わからなかった点を確認し

ておく。日本・中国・台湾の農業環境と農業・農村問題、農村空間の商品化の特徴を確認し、東アジア

の農村地域の共通課題について、自分なりの見解をまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd43037100  聴講の可否： ○   

科目名 歴史地理学 担当教員 ☆古関 大樹 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 歴史地理学の考え方と方法論? 

到達目標 歴史地理学の考え方と方法論を学習し、研究の方向性を模索する。 

授業概要 

地域・空間・環境・景観などのキーワードを重要視する地理学は、様々な学問領域と結びつきなが

ら研究を深めます。このうち、歴史地理学は、過去の地表の現象、その変化や現代との結びつき

を考える学問です。本講義では、都市や村落などを対象としながら歴史地理学の主な方法論を紹

介し、理解を深めることを学習目標とします。? 

評価方法・基

準 

授業の出席状況と不定期に出す課題（20％）。期末試験（80％）。期末試験は，配布資料とノート

の持ち込み可なので，授業をしっかりと受けていれば，答えられます。 

課題のフィー

ドバック方法 
質問については授業の前後する時間に受け付けるほか，メールでも対応します。 

履修上の 

注意事項等 

地図やグラフの演習を取り入れながら授業を行うので蛍光ペンや色鉛筆を持参してください。参考

文献は，配布資料で適宜提示します。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス（瀬田川洗堰の立地を考える） [予習・復習] 歴史地理学の基本的な考え方と「立地」の

歴史的背景について学習する。シラバスを読んで、第 2 回以降の授業内容について理解しておく。? 

2．六甲山の治山と山麓の景観 [予習・復習] 本やインターネットで六甲山の砂防について調べてお

く。授業の要点を確認し整理する。? 

3．大阪平野の人為改変 [予習・復習] 本やインターネットで大阪平野の開発の歴史について調べて

おく。授業の要点を確認し整理する。? 

4．条里の村落景観 [予習・復習] 本やインターネットで条里の仕組みについて調べておく。授業の要

点を確認し整理する。? 

  



【科目ページ：２／２】 cd43037100 

科目名 歴史地理学 担当教員 ☆古関 大樹 

授業内容 

5．景観の歴史的重層性①（京都盆地の地形と高瀬川の開削） [予習・復習] 本やインターネットで京

都盆地の地形と高瀬川について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

6．景観の歴史的重層性②（琵琶湖疏水の開削と古都の近代化） [予習・復習] 本やインターネットで

琵琶湖疏水について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

7．中世の荘園図を読む（日根野荘絵図と東郷荘絵図） [予習・復習] 本やインターネットで日根野荘と

東郷荘ついて調べておく。授業の要点を確認し整理する。 

8．歴史的災害と古地図（島原：火山と共生する地域） [予習・復習] 本やインターネットで島原の災害

の歴史ついて調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

9．たたら製鉄に伴って作られた景観（岡山平野・出雲平野） [予習・復習] 本やインターネットでたたら

製鉄について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

10．村落の成り立ちと灌漑①（瀬戸内地域：ため池灌漑の発達） [予習・復習] 本やインターネットで瀬

戸内地域のため池について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

11． 村落の成り立ちと灌漑②（歴史的な灌漑システムと村落の結びつき） [予習・復習] 本やインター

ネットで歴史的な灌漑システムについて調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

12． 農業地域の発達（静岡と鹿児島の茶園の景観） [予習・復習] 本やインターネットで日本のお茶

産業について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

13． 都市と城下町①（伏見城下町の成立と太閤堤） [予習・復習] 本やインターネットで伏見城と太閤

堤について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

14． 都市と城下町②（城下町の発達と城下のかたち） [予習・復習] 本やインターネットで城下町の分

類について調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 

15． 文化的景観とは何か（景観を保全する制度） [予習・復習] 本やインターネットで文化的景観につ

いて調べておく。授業の要点を確認し整理する。? 



【科目ページ：１／２】  cd43039100  聴講の可否： ○   

科目名 経済地理学 担当教員 ☆土屋 純 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
経済地理学の諸理論とさまざまな研究について包括的に紹介し、経済地理学を体型的に理解す

る。 

到達目標 
１．経済地理学の諸理論、立地論や集積論などを理解する。 ２．現代社会で生じている経済現象

についてその仕組みを理解する。３．地域格差など現代社会の諸問題について理解する。 

授業概要 

本講義は、経済地理学の理論を展開するとともに、現代社会で生じている様々な経済現象を理解

することを目的としている。まずは、立地論など経済地理学の諸理論を理解する。そして、地域に

展開する諸産業（工業、流通業、IT 産業、コンテンツ産業、観光業など）の仕組みを理解するととも

に、現代社会の諸問題（東京一極集中や地域格差の拡大、など）について学習していく。教科書

『経済地理学への招待』を活用して授業を進めていく。 

評価方法・基

準 

毎回の授業で、理解度を問う小テストを課す（授業最後の 10 分で、14 回、1 回の配点を 5 点、合

計で 70%、e-Learning システムを利用して）講義の全体に対する理解度を測る小レポートを課す

（30％） 

課題のフィー

ドバック方法 
小テスト、小レポートに関して全体的なコメントをする。 

履修上の 

注意事項等 
テキストを持参して授業に参加してください。 

テキスト 経済地理学への招待伊藤達也・小田宏信・加藤幸治ミネルヴァ書房 2020 

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス、経済立地の理論  [予習・復習]教科書の第１章を読んで内容を把握するとともに、キ

ーワードについて下調べをする 

2．地域経済の発展のメカニズム [予習・復習]教科書の第２章を読んで内容を把握するとともに、キー

ワードについて下調べをする 

3．サービス経済化と広がる地域間格差 [予習・復習]教科書の第３章を読んで内容を把握するととも

に、キーワードについて下調べをする 

4．人々のキャリアと経済空間 [予習・復習]教科書の第４章を読んで内容を把握するとともに、キーワ

ードについて下調べをする 

  



【科目ページ：２／２】 cd43039100 

科目名 経済地理学 担当教員 ☆土屋 純 

授業内容 

5．経済のグローバル化と産業立地・地域経済 [予習・復習]教科書の第５章を読んで内容を把握する

とともに、キーワードについて下調べをする 

6．サプライチェーンと南北格差 [予習・復習]教科書の第６章を読んで内容を把握するとともに、キーワ

ードについて下調べをする 

7．経済を左右する地域の制度・文化 [予習・復習]教科書の第７章を読んで内容を把握するとともに、

キーワードについて下調べをする 

8．都市の発展が生むインナーシティ問題 [予習・復習]教科書の第８章を読んで内容を把握するととも

に、キーワードについて下調べをする 

9．グローバル化時代の都市と都市ネットワーク [予習・復習]教科書の第９章を読んで内容を把握する

とともに、キーワードについて下調べをする 

10．地域の中でのものづくり [予習・復習]教科書の第 10 章を読んで内容を把握するとともに、キーワ

ードについて下調べをする 

11． 工業化で変わる新興国 [予習・復習]教科書の第 11 章を読んで内容を把握するとともに、キーワ

ードについて下調べをする 

12． 都市に集まる創造産業 [予習・復習]教科書の第 13 章を読んで内容を把握するとともに、キーワ

ードについて下調べをする 

13． 中心商店街のゆくえ [予習・復習]教科書の第 16 章を読んで内容を把握するとともに、キーワード

について下調べをする 

14． ショッピングセンターの功罪 [予習・復習]教科書の第 15 章を読んで内容を把握するとともに、キ

ーワードについて下調べをする 

15． 農山村の活性化 [予習・復習]教科書の第 17 章を読んで内容を把握するとともに、キーワードに

ついて下調べをする 



【科目ページ：１／２】  cd43043200  聴講の可否： ×   

科目名 人口地理学 担当教員 酒井 高正 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 人口地理学のあらましと世界の人口問題 

到達目標 
人口地理学の基本的な諸概念と人口分析の技法【PC による統計計算や GIS 処理を含む】を理解

するとともに、日本を含む世界の人口問題に関する知識を習得する。 

授業概要 

まず、人口現象を地理学的な立場から扱う人口地理学の概要を紹介する。続いて、人口に関する

諸情報の入手や分析方法について、GIS の利用法も含めて学ぶ。さらに、地球の環境問題の根底

にあるといわれる世界の人口爆発の問題や日本をはじめとする諸地域の人口問題についても、

人口地理学の立場から学ぶ。授業進行の都合上、各回の内容の順序や組み合わせは変更する

場合がある。【毎回の授業で PC を利用し、表計算や GIS のアプリ等を駆使して様々なデータ処理

を行い、時間内に e-Learning を通じて処理結果の回収と講評を行う。】 

評価方法・基

準 

平常点 100％（毎回授業での提出データ類の内容と受講態度の適切性、確認問題（小テスト）の解

答内容などで評価する。10 回以上の出席者を評価対象とするが、「出席点」の評価は行わない。） 

課題のフィー

ドバック方法 

課題や復習問題（小テスト）はｅラーニングシステムを通じて提出してもらったうえで、解答例や講

評を示す。【授業時間内も、ｅラーニングシステムを通じた双方向学修を取り入れる。】 

履修上の 

注意事項等 

毎回、必ず Windows ノート PC（Excel 必須）を持参すること。初回授業時までに、下記 URL から

GIS アプリ「MANDARA」をインストールし、受講案内を確認しておくこと。【他学科Ｄ群「世界の人口

問題」と合同】 

テキスト 必要に応じて e-Learning のデジタル教材または紙のンドアウトを配布する。  

参考書 授業時に案内する。 

授業内容 

１．【PC 必携】 オリエンテーション [予習・復習]予めシラバスと受講案内サイト（参考 URL2）を読み、受

講条件に同意できるか確認し、受講用 PC に MANDARA をインストール（参考 URL1）しておく。 

2．【PC 必携】 人口とは [予習・復習]各自の考える人口の定義をｅラーニング上に記入しておく。 

3．【PC 必携】 人口研究と地理学、人口地理学 [予習・復習]人口を扱う諸学問に関するｅラーニング上

の資料を読んでおく。 

4．【PC 必携】 人口を知るための統計資料と関係機関（日本の場合） [予習・復習]ｅラーニングで指示

する統計局 WEB サイトの人口データコーナーを閲覧しておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43043200 

科目名 人口地理学 担当教員 酒井 高正 

授業内容 

5．【PC 必携】 人口を知るための統計資料と関係機関（海外の場合） [予習・復習]ｅラーニングで指示

する国連等の WEB サイトの人口データコーナーを閲覧しておく。 

6．【PC 必携】 人口データの入手方法 [予習・復習]ｅラーニングの指示に従って、ｅ-Stat から実際に人

口データをダウンロードしておく。 

7．【PC 必携】 人口データの簡単な統計分析 [予習・復習]ｅラーニング上に掲載する人口データを扱う

計算問題を解答しておく。 

8．【PC 必携】 人口データの簡単な GIS 処理 [予習・復習]ｅラーニング上に掲載する人口データに関

する資料を読んでおく。 

9．【PC 必携】 GIS を用いた人口統計地図の作成 [予習・復習]ｅラーニングの指示に従って人口統計

地図を作成して提出する。 

10．【PC 必携】 世界人口の爆発と SDGs [予習・復習]ｅラーニングで指示する世界人口増加に関する

資料を読んでおく。 

11． 【PC 必携】 世界人口増加のメカニズム [予習・復習]ｅラーニングで指示する人口増加メカニズム

に関する資料を読んでおく。 

12． 【PC 必携】 日本人口の少子高齢化 [予習・復習]ｅラーニングで指示する日本人口の少子高齢化

に関する資料を読んでおく。 

13． 【PC 必携】 過密と過疎 [予習・復習]ｅラーニングで指示する過密と過疎に関する資料を読んでお

く。 

14． 【PC 必携】 各国の人口事情と移民 [予習・復習]ｅラーニングで指示する各国の人口事情と移民

に関する資料を読んでおく。 

15． 【PC 必携】 まとめと復習 [予習・復習]ｅラーニング上の指示に従って復習課題を提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd43044100  聴講の可否： ○   

科目名 観光・交通地理学 担当教員 三木 理史 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 観光地理学に関わる内容をできるだけ幅広く紹介する。 

到達目標 
受講生は、地理学において観光がどのように取り上げられてきたのかを、観光学との関係も視野

に入れつつ多様性ある学際的思考を身につけるようにする。 

授業概要 

内容については系統地理学の一分野に位置づけられる観光地理学の基礎的事項をできるだけ幅

広く講義して理解してもらう。授業はテキストを軸に講義形式で行うが、配布プリントも準備する

が、事前にデータ版を配信するため、ノートテイクなどに PC を活用することを歓迎する。またレポ

ートを課す場合がある。 

評価方法・基

準 

授業内試験または学期末レポート(50 点前後)と平常点を合計して 100 点で評価する。3 分 2 以上

の課題提出が必須である。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内試験または学期末レポートの講評をおよび毎週の課題のうち、必要箇所をコメントする。返

信を望む場合は mikim@daibutsu.nara-uac.jp へ、科目名、学籍番号、氏名明記で送信。 

履修上の 

注意事項等 

本授業は「地理学特殊講義(六)」と対を成し、観光分野を取り上げるものプリントの再配布は行わ

ないので e-learning 上で取得すること。そのため 2026 年度は本授業の内容を「地理学特殊講義

(六)」として開講する予定である(つまり 2026 年度の「観光・交通地理学」の内容は交通分野となる

見込みである)。 

テキスト 観光学―基本と実践 （改訂新版）溝尾良隆古今書院 2015 

参考書 

観光の空間 : 視点とアプローチ神田孝治編著ナカニシヤ出版 2009 

現代観光学 - ツーリズムから「いま」がみえる ワードマップ遠藤英樹・橋本和也・神田孝治編著

新曜社 2019 

観光地理学 - 観光地域の形成と課題 （第２版）山村 順次編著同文舘出版 2012 

授業内容 

１．講義の内容と準備について [予習・復習] 特になし・テキスト「はじめに」を一読し、また授業で紹介

した観光に関わる著作を探してみる(もちろん読めばなお結構) 

2．第１章 「観光」の基本・Ⅰ [予習・復習] テキスト第 1 章を素読・プリントや自分のメモを復習 

3．第１章 「観光」の基本・Ⅱ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探してみる・プリントや自

分のメモを復習 

4．第２章 観光産業の特性・Ⅰ [予習・復習] テキスト第 2 章を素読・プリントや自分のメモを復習 

  



【科目ページ：２／２】 cd43044100 

科目名 観光・交通地理学 担当教員 三木 理史 

授業内容 

5．第２章 観光産業の特性・Ⅱ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探し、プリントや自分の

メモを復習 

6．第３章 国内観光の課題・Ⅰ [予習・復習] テキスト第 3 章を素読・プリントや自分のメモを復習 

7．第３章 国内観光の課題・Ⅱ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探し、プリントや自分の

メモを復習 

8．第４章 観光地の課題解決・Ⅰ [予習・復習] テキスト第 4 章を素読・プリントや自分のメモを復習 

9．第４章 観光地の課題解決・Ⅱ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探し、プリントや自分

のメモを復習 

10．第４章 観光地の課題解決・Ⅲ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探し、プリントや自分

のメモを復習 

11． 第５章 長期休暇と観光地の整備・Ⅰ [予習・復習] テキスト第 5 章を素読・プリントや自分のメモ

を復習 

12． 第５章 長期休暇と観光地の整備・Ⅱ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探し、プリン

トや自分のメモを復習 

13． 第６章 観光政策と観光研究・Ⅰ [予習・復習] テキスト第 6 章を素読・プリントや自分のメモを復

習 

14． 第６章 観光政策と観光研究・Ⅱ [予習・復習] 参考書から本章に関わる内容を探し、プリントや

自分のメモを復習 

15． まとめ [予習・復習] 配布プリントの再読・授業内試験または学期末レポート 



【科目ページ：１／２】  cd43048102  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（二） 担当教員 木村 圭司 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ ArcGIS Pro を使った、高度な GIS 技術の修得 

到達目標 ArcGIS Pro を用いて、GIS の基礎から応用まで使えるようにする。 

授業概要 

各自が所有する Windows11 のノートパソコンを持参し、ArcGIS Pro をインストールした後、GIS を

使いこなせるようにしていく。毎回の授業で、課題が与えられ、期日までに提出することで、授業の

理解を深め、技術を定着させる。GIS 解析に関して、実践的で、かなり高度な内容を含む。 

評価方法・基

準 

毎回だされる課題を期日までに Google Classroom に提出（50%)と、期末レポート（50%）を合算して

評価する。毎回の課題提出者を出席者とし、出席が 8 回以下の受講生は評価の対象としない。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回の課題は、講義中にフィードバックを行う。期末レポートは 15 回目の授業時に解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

受講生各自の Windows11 のノートパソコンに ArcGIS Pro をインストールし、作業を行う。一部、

ArcGIS クレジットを大量に消費する作業があるので、教員の注意事項は厳守してもらいたい。 

テキスト 特になし  

参考書 六訂版 ＧＩＳと地理空間情報橋本雄一（編）古今書院 2022 

授業内容 

１．GIS とは、ArcGIS Pro 最新版のインストール [予習]GIS についてインターネット等で調べておく。[復

習]受け取ったメールと Google Classroom の指示のもと、ArcGIS Pro 最新版をインストールする。 

2．基盤地図情報のダウンロードと表示 [予習]基盤地図情報のサイトを見ておく。[復習]授業で学んだ

事項を復習し、課題を提出する。 

3．国土数値情報の利用と属性結合 [予習]国土数値情報のサイトを見ておく。[復習]授業で学んだ事

項を復習し、課題を提出する。 

4．バッファとエリア内集計 [予習]バッファに関してインターネットで調べておく。[復習]授業で学んだ事

項を復習し、課題を提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048102 

科目名 地理学特殊講義（二） 担当教員 木村 圭司 

授業内容 

5．植生情報の利用 [予習]環境省の植生情報に関する資料をインターネットで調べておく。[復習]授業

で学んだ事項を復習し、課題を提出する。 

6．ハザードマップの作成 [予習]ハザードマップについてインターネットで調べておく。[復習]授業で学

んだ事項を復習し、課題を提出する。 

7．属性テーブルの演算とパッケージの共有 [予習]属性テーブルに関する資料をインターネットで調べ

ておく。[復習]授業で学んだ事項を復習し、課題を提出する。 

8．標高 DEM データの利用 [予習]DEM、DSM に関する資料をインターネットで調べておく。[復習]授業

で学んだ事項を復習し、課題を提出する。 

9．標高帯ごとの土地利用 [予習]土地利用に関する資料をインターネットで調べておく。[復習]授業で

学んだ事項を復習し、課題を提出する。 

10．ArcGIS online の利用 [予習]WeGIS の基礎についてインターネットで調べておく。[復習]授業で学ん

だ事項を復習し、課題を提出する。 

11． ArcGIS Story Maps の利用 [予習]WebGIS の応用に関する資料をインターネットで調べておく。[復

習]授業で学んだ事項を復習し、課題を提出する。 

12． 3D 都市モデル Plateau（プラトー）の利用 [予習]Plateau に関する資料をインターネットで調べてお

く。    データ量が多いので、空き容量が 8GB 程度ある USB メモリを準備する。[復習]授業で学んだ

事項を復習し、課題を提出する。 

13． ネットワーク解析～到達圏解析★AｒｃGIS クレジットを大量に消費する作業のため、教員の指示を

しっかり守ること。 [予習]ネットワーク解析に関する資料をインターネットで調べておく。[復習]授業で学

んだ事項を復習し、課題を提出する。 

14． 空間的自己相関～モラン統計量 [予習]自己相関・空間的自己相関に関する資料をインターネッ

トで調べておく。[復習]授業で学んだ事項を復習し、課題を提出する。 

15． まとめ：期末レポートに関する講評  [予習]期末レポートを期日までに提出する。[復習]授業で学

んだ事項を復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd43048103  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（三） 担当教員 稲垣 稜 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近年の大都市圏構造の変化 

到達目標 大都市圏の形成、現状、将来像を理解し、今後のあるべき姿を考えられるようにする。 

授業概要 

現代の日本では、全人口の７～8 割が都市に居住している。郊外を含めた大都市圏にはさらに多

くの人々が居住する。それゆえ、大都市圏は、日本全体の中でもきわめて重要な位置にあるとい

ってよい。この授業では、大都市圏の経済社会的な状況を理解したうえで、さまざまな地域の特性

が把握できるようになることを目的とする。特に，大阪大都市圏の日常生活行動を取り上げる。 

評価方法・基

準 

授業内での小課題により総合的に評価する．大都市圏の構造を日常生活との関連で理解できて

いるかを問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
授業中に実施する小課題について，答え合わせを行う． 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 日常生活行動からみる大阪大都市圏稲垣稜ナカニシヤ出版 202１年 

参考書  

授業内容 

１．大都市圏とは [予習・復習] 大都市圏についてテキストを読んでおく．ノートをもとに復習する． 

2．大都市圏の研究概要 [予習・復習] どのような研究がなされているかについてテキストを読んでお

く．ノートをもとに復習する． 

3．大阪大都市圏の概要 [予習・復習] 大阪大都市圏とは何かを考える．ノートをもとに復習する． 

4．大都市圏郊外の通勤流動 [予習・復習] 郊外の通勤流動についてテキストを読んでおく．ノートをも

とに復習する． 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048103 

科目名 地理学特殊講義（三） 担当教員 稲垣 稜 

授業内容 

5．郊外第二世代の動向 [予習・復習] 郊外第二世代についてテキストを読んでおく．ノートをもとに復

習する． 

6．大都市圏郊外の鉄道駅周辺の変化 [予習・復習] 鉄道駅と住宅団地の違いについてテキストを読

んでおく．ノートをもとに復習する． 

7．大都市圏外縁部の変化 [予習・復習] 郊外と外縁部ではどのように異なるのかについてテキストを

読んでおく．ノートをもとに復習する． 

8．超郊外化現象 [予習・復習] 超郊外化と呼ばれる現象について，テキストを読んでおく．ノートをもと

に復習する． 

9．人口の都心回帰 [予習・復習] 都心回帰についてテキストを読んでおく．ノートをもとに復習する． 

10．都心回帰と職住関係 [予習・復習] 職住関係の変化についてテキストを読んでおく．ノートをもとに

復習する． 

11． ニュータウン居住者の買い物行動 [予習・復習] 郊外の買い物行動についてテキストを読んでお

く．ノートをもとに復習する． 

12． 買い物困難者問題と郊外 [予習・復習] 買い物困難者問題についてテキストを読んでおく．ノート

をもとに復習する． 

13． 大都市圏外縁部の買い物行動 [予習・復習] 外縁部の買い物行動についてテキストを読んでお

く．ノートをもとに復習する． 

14． 大都市の買い物行動 [予習・復習] 大都市の買い物行動についてテキストを読んでおく．ノートを

もとに復習する． 

15． まとめ [予習・復習] これまでの内容を振り返っておく．ノートをもとに復習する． 



【科目ページ：１／２】  cd43048104  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（四） 担当教員 古関 喜之 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
中国における社会の成り立ち、社会問題、人々の生活や文化について考察し、中国について地誌

学的アプローチから理解する。 

到達目標 

１．中国の現代社会の成り立ち、人々の暮らしや文化について理解し、説明することができる。２．

同じ東アジアの社会問題や暮らし、文化、価値観を理解することで、日本の社会、地域における課

題や日本の文化等について再認識し、自分なりの見解をまとめることができるようになる。 

授業概要 

本講義では、日本と緊密な経済的・文化的関係にある中国を取り上げ、社会の成り立ちと現代社

会が抱える問題、そして人々の生活や文化について解説する。内容は、学期の前半は自然環境、

暮らし、食文化など生、農業・農村など、後半で人口政策、地域間・民族間格差、歴史、戸籍制度

などを扱う。中国の学びを通じて、全体像を理解するとともに、日本の社会、地域における課題等

について再認識し、自分なりの見解をまとめてもらう。講義では、映像資料を見せながら、受講生

が具体的に講義テーマを理解できるように努める。 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業参加意欲、授業終了時の感想提出、授業内小テスト）、学習到達度確認 50％

（講義の内容を正確に把握しているかを論述形式で問う）で評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

感想の内容や質問・疑問は次回以降の授業に反映し、適宜紹介する。小テストは授業内で解説

する。期間内に学習到達度確認を実施し、最終授業内で講評・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業は講義形式で進めるが、学生との直接対話、感想やコメント等を活用し、理解度を把握しな

がら双方向的な授業を行う。学習到達度確認は「持ち込みなし」で行うので、相当時間の勉強が

必要となる。なお、出席は単位認定の前提であり、３分１以上欠席した場合は不合格とする。授業

内容に関連したプリント（講義資料）を配布する。 

テキスト 特になし  

参考書 

中国地理概論季増民ナカニシヤ出版 2008 年 

地誌学概論（第２版）矢ケ﨑典隆ほか編朝倉書店 2020 年 

格差で読み解く現代中国王文亮ミネルヴァ書房 2006 年 

授業内容 

１．ガイダンス―中国の地理的範囲   [予習・復習]シラバスの授業概要、到達目標を読み、授業の内

容と全体の流れについて理解しておく。地図帳を用い中国の地理的範囲を確認する。 

2．中国の地形の特徴と個別の地形  [予習・復習]地図帳を用い、中国の地形の特徴について気づい

た点をまとめておく。地形の特徴と個別の地形について確認し理解する。 

3．中国の気候―季節による違い  [予習・復習]気圧配置と季節風の関係について調べておく。夏季

および冬季の気候の成り立ちについて理解を深める。 

4．中国の自然と暮らし（１）水資源の南北格差  [予習・復習]これまでの講義内容をふまえ、自然環境

と暮らしの関係を考えておく。中国の水資源問題について講義内容を確認し理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048104 

科目名 地理学特殊講義（四） 担当教員 古関 喜之 

授業内容 

5．中国の自然と暮らし（２）辺境地帯での生活  [予習・復習]チベット高原での生活について調べて多

く。辺境地帯での生活について講義内容を確認し理解を深める。 

6．中国の食文化  [予習・復習]好きな中華料理についてどこの地域の料理か、なぜその料理が生ま

れたか調べておく。地域ごとの食文化の違いを自然環境・宗教との関連で理解を深める。 

7．中国の一人っ子政策  [予習・復習]一人っ子政策について具体的に知っていることを整理しておく。

一人っ子政策の経緯と内容について講義内容を確認し理解する。 

8．一人っ子政策による社会問題  [予習・復習]一人っ子う政策廃止後、中国の出生率が伸びない理

由を考えておく。一人っ子政策による社会問題について講義内容を確認し理解する。 

9．教育改革と人口問題   [予習・復習]中国の教育について具体的に知っていることを整理しておく。

教育改革が人口問題解決につながると考える背景について講義内容を確認し理解を深める。 

10．地域間・民族間の経済格差と西部大開発  [予習・復習]地域間・民族間の経済格差について知っ

ていることを整理しておく。地域間・民族間の経済格差と西部大開発について講義内容を確認し理解す

る。 

11． 中国の少数民族  [予習・復習]中国の少数民族について知っていることを整理しておく。少数民

族の生業・文化について講義内容を確認し理解する。 

12． 中国の社会構造（１）大躍進政策と文化大革命   [予習・復習]中華人民共和国建国のいきさつ

について知っていることを整理しておく。大躍進政策と文化大革命について講義内容を確認し理解す

る。 

13． 中国の社会構造（２）改革開放政策と天安門事件   [予習・復習]改革開放について知っている

ことを整理しておく。経済の自由化と政治の自由化（民主化）を求めた天安門事件について講義内容を

確認し理解を深める。 

14． 都市・農村間の格差―戸籍制度に着目して   [予習・復習]中国の農村戸籍・都市戸籍ついて調

べておく。農村を都市に変える背景について講義内容を確認し理解する。 

15． 全体の振り返り  [予習・復習]第１回～第 14 回の学習内容を復習し、わからなかった点を確認し

ておく。日本の社会、地域における課題や日本の文化等について再認識し、自分なりの見解をまとめ

る。 



【科目ページ：１／２】  cd43048106  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（六） 担当教員 三木 理史 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 交通地理学の位置づけや諸説をできるだけ幅広く、紹介し、地理学の交通研究を概説する。 

到達目標 

受講生は、地理学での交通の取り上げや研究対象を活用して知識・技能を修得用する。特に他の

系統地理学分野や他学との関係を視野に入れつつ多様性ある学際的思考が身につくようにす

る。 

授業概要 

系統地理学の一分野に位置づけられる交通地理学の基礎的事項をできるだけ幅広く講義して理

解してもらう。講義では、まず青木栄一「交通地理学を考える(一)」を講読することで、その学的成

立を概観したうえで、これまでの研究内容をできるだけ幅広く概説する。またノートテイクにおける

PC の活用を歓迎する。 

評価方法・基

準 

授業内試験または学期末レポート(50 点前後)と平常点を合計して 100 点で評価する。3 分 2 以上

の出席を受験条件とする。また、平常点加算のために平常レポートを課すこともある。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内試験や学期末レポートの講評や毎時間の質問のうち必要と思うものをコメントする。受講生

が返信を望む場合は mikim@daibutsi.nara-u.ac.jp へ科目名、学籍番号、氏名を書いて送信。 

履修上の 

注意事項等 

プリントの配布は原則 e-learning 上で各自取得すること。本授業は「観光・交通地理学」と対を成

し、2026 年度は本授業の内容を「観光・交通地理学」として開講予定(2026 年度の「地理学特殊講

義(六)」の内容は観光分野となる)。 

テキスト なし  

参考書 
基礎からの交通地理木村辰男古今書院 1991 年 

交通地理学の方法と展開青木栄一古今書院 2008 年 

授業内容 

１．講義の内容と準備について [予習・復習] 特になし・青木栄一「交通地理学を考える(一)」を一読 

2．交通地理学の位置づけ・Ⅰ―学際性との関係― [予習・復習] 青木「交通地理学を考える(一)」を素

読・青木「交通地理学を考える(一)」を復習 

3．交通地理学の位置づけ・Ⅱ―学史の展開― [予習・復習] 青木「交通地理学を考える(一)」を素読・

青木「交通地理学を考える(一)」を復習 

4．交通地理学の位置づけ・Ⅲ―地理学の展開― [予習・復習] 青木「交通地理学を考える(一)」を素

読・青木「交通地理学を考える(一)」を復習 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048106 

科目名 地理学特殊講義（六） 担当教員 三木 理史 

授業内容 

5．交通路と結節点について・Ⅰ―塩の道― [予習・復習] 富岡儀八『塩の道』を図書館などで一読 

6．交通路と結節点について・Ⅱ―鉄道町― [予習・復習] 富岡儀八『塩の道』を図書館などで一読 

7．交通圏について・Ⅰ―駅勢圏― [予習・復習] 有末武夫『交通圏の発見』を図書館などで一読 

8．交通圏について・Ⅱ―都市圏との関係― [予習・復習] 有末武夫『交通圏の発見』を図書館などで

一読 

9．交通流動について [予習・復習] 奥井正俊『自動車交通の地域分析』を図書館など一読 

10．交通機関について・Ⅰ―陸上交通― [予習・復習] 青木栄一『交通地理学の方法と展開』を図書館

などで一読 

11． 交通機関について・Ⅱ―水上交通― [予習・復習] 青木栄一『交通地理学の方法と展開』を図書

館などで一読 

12． 交通体系について・Ⅰ―研究史の展開― [予習・復習] 三木理史『近代日本の地域交通体系』を

図書館などで一読 

13． 交通体系について・Ⅱ―交通路網― [予習・復習] 三木理史『近代日本の地域交通体系』を図書

館などで一読 

14． 交通体系について・Ⅲ―地域交通体系― [予習・復習] 三木理史『近代日本の地域交通体系』を

図書館などで一読 

15． まとめ [予習・復習] 配布プリントの再読・授業内試験または学期末レポート 



【科目ページ：１／２】  cd43048107  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（七） 担当教員 酒井 高正 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 人口統計データの活用法と人口法則 

到達目標 
人口地理学分野の研究遂行のため、統計データ利用と各種モデルを中心とする人口地理学の各

領域についての知識や技能【PC による統計計算や GIS 処理を含む】を深める。 

授業概要 

人口地理学の基礎を既に学んでいる者のための応用編として、人口法則や人口移動法則につい

て学び、現代の人口現象との整合性について、実際に統計データ計算も含めて検証することを目

的とする。そのために、まず人口データの分析に必要な統計学の知識や技術を学び、人口統計デ

ータの歴史や現況についても触れる。そののち、実際の人口データを使用して人口法則や人口移

動法則の検証を行う。受講生の知識や技能の状態によっては、各回の内容や順序を大きく変更

することもありうる。【毎回の授業で PC を利用し、表計算や GIS のアプリ等を駆使して様 

評価方法・基

準 

平常点 100％（毎回授業での提出データ類の内容と受講態度の適切性、確認問題（小テスト）の解

答内容などで評価する。10 回以上の出席者を評価対象とするが、「出席点」の評価は行わない。） 

課題のフィー

ドバック方法 

課題や復習問題（小テスト）はｅラーニングシステムを通じて提出してもらったうえで、解答例や講

評を示す。【授業時間内も、ｅラーニングシステムを通じた双方向学修を取り入れる。】 

履修上の 

注意事項等 

毎回、必ず Windows ノート PC（Excel 必須）を持参すること。初回授業時までに、下記 URL から

GIS アプリ「MANDARA」をインストールし、受講案内を確認しておくこと。「地理学実習（四）」で学ん

だ Excel と MANDARA の操作ができることが必要である。 

テキスト 
大学 4 年間の統計学が 10 時間でざっと学べる（角川文庫）倉田博史 KADOKAWA 2019 

必要に応じてハンドアウトを配布する。  

参考書 授業時に案内する。 

授業内容 

１．【PC 必携】 オリエンテーション [予習・復習予めシラバスと受講案内サイト（参考 URL2）を読み、受

講条件に同意できるか確認し、受講用 PC に MANDARA をインストール（参考 URL1）しておく。 

2．【PC 必携】 人口分析のための統計学（単変数） [予習・復習]テキストの平均、標準偏差に関するペ

ージを読んでおく。 

3．【PC 必携】 人口分析のための統計学（復変数） [予習・復習]テキストの相関係数、偏差値、回帰直

線に関するページを読んでおく。 

4．【PC 必携】 人口移動の法則 [予習・復習]ｅラーニングに示すラベンシュタインの法則に関する文献

を読んでおく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048107 

科目名 地理学特殊講義（七） 担当教員 酒井 高正 

授業内容 

5．【PC 必携】 重力モデルの検証 [予習・復習]ｅラーニングの指示に従い重力モデルの検証用データ

を作成しておく。 

6．【PC 必携】 エントロピーモデルの検証 [予習・復習]エントロピー概念に関する知識を情報検索によ

り調べておく。 

7．【PC 必携】 日本の人口政策 [予習・復習]ｅラーニングの所定欄に日本の人口政策についてあらか

じめ知っていることを記入しておく。 

8．【PC 必携】 中国の人口政策 [予習・復習]ｅラーニングの所定欄に中国の人口政策についてあらか

じめ知っていることを記入しておく。 

9．【PC 必携】 日本の人口データの歴史 [予習・復習]ｅラーニングに示す日本の人口データの歴史に

関する資料を読んでおく。 

10．【PC 必携】 海外の人口データの歴史 [予習・復習]ｅラーニングに示す海外の人口データの歴史に

関する資料を読んでおく。 

11． 【PC 必携】 国勢調査 [予習・復習]統計局のサイトで国勢調査データの概要について閲覧してお

く。 

12． 【PC 必携】 住民基本台帳 [予習・復習]統計局のサイトで住民基本台帳データの概要について閲

覧しておく。 

13． 【PC 必携】 オンライン人口統計 [予習・復習]e-Stat の「DB」機能で統計データをダウンロードす

る練習をしておく。 

14． 【PC 必携】 各種機関によるデータ利活用 [予習・復習]ｅラーニングに示す各種機関によるデータ

利活用に関する資料を読んでおく。 

15． 【PC 必携】 まとめと復習 [予習・復習]これまでの授業で得られた知見をメモにまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd43048109  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（九） 担当教員 ☆元田 茂充 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 人間活動と生物圏を中心とした環境との多様な関係性の解明。 

到達目標 生物と人間活動の歴史的な関係、生物と関わる人間の多様な文化を理解できるようにする。 

授業概要 

人間は様々な生物を狩猟・採集の対象、家畜化・栽培化の対象、有害駆除の対象、保護の対象、

信仰の対象などして認識してきた。そして、それぞれの局面において人間は多様な文化を育んで

きた。本講義では、①生物多様性はどのような人間活動のもとに維持されてきたか、②人間は生

物資源との関わりのなかでどのような文化を生み出してきたのか、③現代社会のなかで、人間と

生物の関係はどのように形成されているのか、などの観点から人間活動と生物との関係の諸相を

検討していく。 

評価方法・基

準 

評価方法：講義内容を正確に把握しているかを問う論述形式の試験成績と平常成績により総合

的に評価する。評価の基準：定期試験の成績を 50％、平常成績のうち課題の提出状況を 40％、

授業中の小レポートを 10％とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

①課題については、要点の説明と解説を授業時に行う。②小レポートについては、講評を授業時

に行う。 

履修上の 

注意事項等 

①積極的な授業参加を望む。②授業中に紹介する参考文献を読むと、より理解が深まる。③環

境・生物と人間活動との関係性に注目してテレビを見たり、新聞を読む。④内容は順番が前後した

り、受講生の興味･関心に応じて他の内容と差し替える場合がある。 

テキスト 使用しない。プリントを配布する。  

参考書 授業中に適宜紹介する。 

授業内容 

１．導入：生物と人間の関係を把握する視点  予習：生物と人間の関係に関連する情報を各種メディア

で調べる。復習：講義内容の要点や因果関係を整理し、論理展開を図示するなど、自分なりの講義ノー

トを作成する。 

2．伊豆諸島・小笠原諸島におけるアホウドリの保護と再導入  予習：アホウドリの保護活動に関連す

る情報を各種メディアで調べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

3．日本アルプスにおけるライチョウの保護  予習：ライチョウの保護活動に関連する情報を各種メディ

アで調べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

4．沖縄本島におけるヤンバルクイナの保護 予習：ヤンバルクイナの保護活動に関連する情報を各種

メディアで調べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048109 

科目名 地理学特殊講義（九） 担当教員 ☆元田 茂充 

授業内容 

5．南西諸島におけるハブ咬傷と対策 予習：南西諸島におけるハブ咬傷に関連する情報を各種メディ

アで調べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

6．甲府盆地におけるミヤイリガイの駆除 予習：甲府盆地における日本住血吸虫症に関連する情報を

各種メディアで調べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

7．琵琶湖におけるカワウの増加と被害  予習：カワウによる被害に関連する情報を各種メディアで調

べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

8．都市におけるカラスの被害と対策 予習：都市におけるカラス被害に関連する情報を各種メディアで

調べる。復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

9．日本在来馬の減少と保護  予習：日本在来馬の保護に関連する情報を各種メディアで調べる。復

習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

10．北海道における競走馬の生産  予習：競走馬の生産に関連する情報を各種メディアで調べる。復

習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

11． ブランド和牛の生産  予習：和牛の生産に関連する情報を各種メディアで調べる。復習：講義内

容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

12． オーストラリアの野生化家畜  予習：野生化家畜に関連する情報を各種メディアで調べる。復習：

講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

13． 家畜化された昆虫  予習：養蚕・養蜂に関連する情報を各種メディアで調べる。復習：講義内容

の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

14． 長野県における昆虫食文化 予習：昆虫食・ザザムシに関連する情報を各種メディアで調べる。復

習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 

15． 動物信仰の諸相 予習：神使・動物供養・稲荷・恵比寿に関連する情報を各種メディアで調べる。

復習：講義内容の要点を整理し、自分なりの講義ノートを作成する。 



【科目ページ：１／２】  cd43048112  聴講の可否： ○   

科目名 地理学特殊講義（十二） 担当教員 ☆辰己 勝 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
各種の地形について形態と分布を把握し、形成過程、変遷等を現地写真と映像、地形図、画像デ

ータ等から解明する 

到達目標 
地形学の研究成果をもとにして、日本と世界各地に見られる代表的な地形の形態と形成過程、近

年の変遷等を理解できるようになること。また、地形災害の事例を知り、防災に役立てること。 

授業概要 

はじめに世界の大地形について概観し、その成因を解説する。次いでテキストに記載の地図や現

地写真を見て、地域ごとの地形の形態と形成時期や形成過程を調べていく。前半は近畿地方の

河川が形成した地形、南九州の火山地形と火山災害等を取り上げる。後半は、東アジアから順に

西回りで世界各地の代表的な地形を事例として、日本の地形との類似点、相違点を内的・外的要

因からも言及する。受講者は取り上げた事項について、身近な地域の地形との関連を考察し、自

然災害の対策に活かせてもらいたい。 

評価方法・基

準 

授業時の課題等 50％、最終レポート 50％を基準に評価します。地形を主体に授業で取り上げた

事項の理解度を判断します。 

課題のフィー

ドバック方法 

課題の要点については、次週の授業の中で解説・講評をします。最終レポートについては、Ｗｅｂ

等でで講評します。 

履修上の 

注意事項等 

テキストとともに毎時地図帳を手元の置いてください。日ごろから身近な地域の地形、世界各地の

地形について、実際に歩いたり、現地の画像等を見たりすることを心がけてください。 

テキスト 図説 世界の自然環境辰己 勝古今書院 2013 

参考書 

自然災害地池田 碩古今書院 2023 

見渡す・つなげる自然地理学小野英介・吉田圭一郎古今書院 2021 

新詳高等地図帝国書院 2017 

授業内容 

１．授業の進め方と地形学の研究成果の概要 [予習・復習]テキストの記載内容を概観し、身近な地域

の地形を調べておく。 

2．世界の大地形の形態と形成時期、分布について [予習・復習]テキスト第 1 章を読み、配布したプリ

ントの作業を完成させておく。 

3．日本の地形と地形災害、近畿地方の地形形成について [予習・復習]テキスト第 2 章を読み、配布し

たプリント等と合わせてまとめておく。 

4．大阪平野を事例として―河内平野の変遷と河川の付け替え [予習・復習]テキストの大阪平野の頁

を読み、提示されている地図や配布地図から地域の特徴をまとめておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43048112 

科目名 地理学特殊講義（十二） 担当教員 ☆辰己 勝 

授業内容 

5．京都盆地の形成と河川の変遷―鴨川と旧巨椋池を事例に― [予習・復習]テキストの京都盆地の頁

を読み、配布資料をみて、人為的な地形変化の特徴をまとめておく。 

6．琵琶湖周辺の平野地形―野洲川下流域の地形形成と河川の流路変遷 [予習・復習]テキストの近

江盆地の頁を読み、地形分類図等から河川の流路変遷の過程を理解する。 

7．火山の形成と火山周辺の地形ー南九州の火山を事例として [予習・復習]テキストの南九州の頁を

読み、火山地形の特徴をまとめておく。 

8．東アジアの地形形成―台湾、朝鮮半島、中国西南地方の地形の相違 [予習・復習]テキスト 28～36

頁を読み、3 地域の地形形成の違いをまとめておく。 

9．東南アジア・南アジアの地形形成―インドシナ半島、インドネシア、インド、スリランカの地形と災害 

[予習・復習]テキスト 37～55 頁を参考にして、各地の地形の特徴と地震・洪水災害の実情をまとめてお

く。 

10．西アジア・アフリカの自然環境―乾燥地形とアフリカ地溝帯について [予習・復習]テキスト 56～65

頁を読み、乾燥地形とアフリカ地溝帯の特徴をまとめておく。 

11． ヨーロッパ各地の地形―氷河地形・火山地形・海岸地形・カルスト地形 [予習・復習]テキスト第４

章を読み、ヨーロッパ各地の地形の形態や分布を調べておく。 

12． アングロアメリカの自然―グレートベースン・ナイアガラ瀑布・カナディアンロッキー [予習・復習]テ

キスト第５章を読み、アメリカ合衆国・カナダの特徴的な自然景観をまとめておく。 

13． ラテンアメリカの自然環境と古代文化―メキシコ・アンデスを事例に [予習・復習]テキスト第６章を

読み、自然環境の特徴と古代文化の立地についてまとめておく。 

14． オセアニア・ハワイの自然環境―オーストラリア・ニュージーランド・ハワイ諸島 [予習・復習]テキ

スト第７章を読み、オセアニア各地の自然の特徴及びハワイ島の火山についてまとめておく。 

15． 授業のまとめ [予習・復習]授業内容全体をテキストをもとに復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd43049100  聴講の可否： ○   

科目名 地形学 担当教員 羽佐田 紘大 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 地形に関する基本的な知識の習得 

到達目標 
1. 地形の種類とその形成過程についての知識を習得する。2. さまざまな地形と自然災害、土地

利用との関係を把握する。 

授業概要 

本講義では、さまざまな地域、規模の地形を対象として、それらの特徴や形成過程、成因などにつ

いて解説していく。講義中に多くの図や写真を示し、視覚的に理解できるように努める。さらに、地

形図などを用いながら、対象地域の地形の特徴と人々の暮らしとの関係を理解していく。 

評価方法・基

準 

毎回の小課題（コメントシートまたは小テスト）30％（基本的な内容を理解しているかを確認）、学習

到達度確認 70％（講義内容を正確に把握しているかを確認）を基に総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの提出を求めた際は次回の講義で記載内容を紹介し、次回以降の講義に反映して

いく。小テストを実施した際は次回の講義で解説する。 

履修上の 

注意事項等 

毎回教材を e-Learning で配布する。プロジェクターで投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにく

いため、ノート PC やタブレット等を持参し、各自教材を閲覧しながら受講することが望ましい。 

テキスト 毎回教材を e-Learning で配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．ガイダンス／地形とは ［予習］シラバスを読み、各回の講義内容を把握する。［復習］地形図の読み

方を確認する。 

2．地形の規模と地形形成要因 ［予習］さまざまな大きさの地形の事例を調べる。［復習］講義内容をノ

ートにまとめるなどして整理する。 

3．地球の構造とプレートテクトニクス ［予習］地球の内部構造について調べる。［復習］講義内容をノー

トにまとめるなどして整理する。 

4．変動地形 ［予習］過去の地震災害について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整

理する。 
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科目名 地形学 担当教員 羽佐田 紘大 

授業内容 

5．火山地形 ［予習］火山活動の事例について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整

理する。 

6．風化とマスムーブメント ［予習］風化と土砂災害の事例について調べる。［復習］講義内容をノートに

まとめるなどして整理する。 

7．河川地形（1）：河谷と台地・段丘 ［予習］河川の作用について調べる。［復習］講義内容をノートにま

とめるなどして整理する。 

8．河川地形（2）：沖積低地 ［予習］近年の水害について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるな

どして整理する。 

9．海岸地形（1）：岩石海岸と砂浜海岸 ［予習］海岸侵食について調べる。［復習］講義内容をノートに

まとめるなどして整理する。 

10．海岸地形（2）：サンゴ礁とマングローブ ［予習］サンゴ礁の分布について調べる。［復習］講義内容

をノートにまとめるなどして整理する。 

11． 風による地形と乾燥・半乾燥地域の地形 ［予習］砂丘の事例について調べる。［復習］講義内容

をノートにまとめるなどして整理する。 

12． 氷河・周氷河地形 ［予習］過去および現在の氷河の分布について調べる。［復習］講義内容をノ

ートにまとめるなどして整理する。 

13． 組織地形 ［予習］カルスト地形について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理

する。 

14． 地形の人工改変 ［予習］地形改変の事例について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるな

どして整理する。 

15． まとめ（学習到達度確認の実施） ［予習］これまでの講義内容の要点をノートにまとめるなどして

整理し、学習到達度確認に備える。［復習］地形学に関連する文献を調べ、理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd43051100  聴講の可否： ○   

科目名 気候学 担当教員 木村 圭司 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 気候学の基礎的事項を概観する 

到達目標 
気候学の基礎概念を理解する。また、さまざまな時空間スケールにわたる気候と、それに関係す

る人間との関係を理解する。 

授業概要 

気候学は、地球上の大気に関わる諸現象を理解しようとする地理学の一分野である。気候は、地

球規模から地域・身の回りまで、さまざまな空間スケールで存在し、人間に多大な影響を与えてい

る。また、気候は時を追って、周期的・非周期的な変化を示す。こうした気候のさまざまな側面を整

理し、考察していく。 

評価方法・基

準 

毎回講義中に行う確認テスト(50%)と、15 回目に行う学習到達度調査(50%)を総合して評価する。毎

回の小テストの提出をもって出席扱いとする。毎回の小テストは、指示通り提出すること。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回行う小テストは、答え合わせを行う。学習到達度調査は、終了後の時間で解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

出席が 10 回未満の受講生は「出席不足により不可」とする。学習到達度調査は、対面で行う予定

である。 

テキスト 特になし  

参考書 やさしい気候学（第 3 版）仁科淳司古今書院 2014 

授業内容 

１．気候とは（ガイダンス） [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テ

ストが完全に解けるようにする。 

2．異常気象と気候変化  [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テ

ストが完全に解けるようにする。 

3．地球温暖化 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが完全

に解けるようにする。 

4．大気の大循環とモンスーン [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、

小テストが完全に解けるようにする。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43051100 

科目名 気候学 担当教員 木村 圭司 

授業内容 

5．世界の気候区分 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが

完全に解けるようにする。 

6．日本付近の総観気候と動気候 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返

り、小テストが完全に解けるようにする。 

7．都市気候（ヒートアイランドとクールアイランド） [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復

習]授業を振り返り、小テストが完全に解けるようにする。 

8．生気候 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが完全に解

けるようにする。 

9．気象による災害 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが

完全に解けるようにする。 

10．テレコネクション（エルニーニョ現象など） [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授

業を振り返り、小テストが完全に解けるようにする。 

11． 乾燥地の気候 [[予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが

完全に解けるようにする。 

12． 寒冷地の気候 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが

完全に解けるようにする。 

13． 小気候 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが完全に

解けるようにする。 

14． 気候の観測 [予習]Google Classroom 上の資料を見ておく。[復習]授業を振り返り、小テストが完

全に解けるようにする。 

15． 学習到達度調査（対面を予定） [予習]これまでの復習をしておく。[授業]学習到達度調査を対面

で行い、終了後に解説を行う。[復習]学習到達度調査の内容を復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd43053000  聴講の可否： ○   

科目名 水文学 担当教員 ☆大谷 侑也 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
地下水をはじめとする水の動きや，調査方法，循環に関する知識を習得し，それに基づいて水に

関わる諸問題に対する自らの考えを持つことができるようになることを目的とする。 

到達目標 

・上流から下流，さらには地球全体における水の動き（位置や速度，水収支）やその性質（硬度，

化学特性）について説明できる。・水環境の調査方法（流速の計算，地形図の読図，ダルシー式，

放射性同位体による年代測定）を説明できる。・科学的な背景から，人と水に関する文化を，地理

的，地形的な背景から説明できる。・水の適切な利用の在り方について，自らの考えを持ち説明す

ることができる。 

授業概要 

人が暮らしていく上で欠かせない水は，不均質で複雑な地形と地質を介して下流にもたらされる。

本講義では，水がどのようにして私たちの元にもたらされるのか，調査方法を交えながら水循環

のプロセスについて解説する。前半は，大気を含む地球全体での水循環について取り上げる。後

半は，身近な水資源として河川や扇状地における水の動きを解説する。また，日本や西洋におけ

る水に関わる文化や伝統を通して，共有財としての地下水の利用の在り方について解説する。 

評価方法・基

準 

不定期で実施する講義中に行う確認テスト(30%)と、学習到達度調査(30%)、毎回のコメントペーパ

ーの内容（40%）を総合して評価する。確認テストの実施は一週間前までに授業内で知らせる。コメ

ントペーパーの提出をもって出席扱いとする。 

課題のフィー

ドバック方法 
毎回行う小テストは、答え合わせを行う。学習到達度試験は、終了後の時間で解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

PC は必ず持参すること。現地（河川）での水文学に係る実習を実施することもある。毎回のコメン

トペーパーで出席をとる。確認テストの提出が半分以下の者、また点数が著しく悪い者は不可とす

る。さらに出席が 10 回未満の受講生は「出席不足により不可」とする。学習到達度調査は、対面

で試験を行う予定である。この授業は、高校の理系物理・化学・数学Ⅲについては復習を行わな

い、理系向けの授業である。 

テキスト  

参考書 地下水と地形の科学 水文学入門榧根 勇講談社学術文庫 2013 

授業内容 

１．水文学とは（ガイダンス）「ミネラルウォーターと温泉」[予習]高校の化学（イオンなど）を復習してお

く。[復習]講義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点

を解決する。 

2．水の分布、水循環と水収支[予習]統計処理について復習しておく。[復習]講義で習った内容につい

て、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

3．水の性質（物理的性質と化学的性質）と水質[予習]高校の物理（運動方程式など）、化学（イオンな

ど）を復習しておく。[復習]講義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に

疑問に思った点を解決する。 

4．降水現象（大気中の水蒸気、降水メカニズム、雨雪判別）[予習]高校の化学（状態方程式など）を復

習しておく。[復習]しておく。講義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中

に疑問に思った点を解決する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43053000 

科目名 水文学 担当教員 ☆大谷 侑也 

授業内容 

5．降水レーダーと解析雨量[予習]高校の物理（波の性質など）を復習しておく。[復習]講義で習った内

容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

6．蒸発散（蒸発と蒸散、観測と推定）と地域特性[予習]中学校レベルの生物（とくに光合成）について復

習しておく。[復習]講義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に

思った点を解決する。 

7．貯留（浸透、土壌水分、地下水流動、積雪、水源涵養）[予習]高校の物理（運動方程式など）と数学

（数Ⅲレベルの積分）について復習しておく。[復習]講義で習った内容について、インターネット情報など

を基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

8．地表流（さまざまな流出、流量の表記、水位と流量）[予習]高校の物理（運動方程式など）と数学（数

Ⅲレベルの積分）について復習しておく。[復習]講義で習った内容について、インターネット情報などを

基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

9．流出解析と再現期間、土地利用の変化と流出変化[予習]微分積分、物理（連続の式）などを復習し

ておく。[復習]講義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思っ

た点を解決する。 

10．河川と湖沼[予習]シラバスを見て、参考文献に目を通しておく。[復習]講義で習った内容について、

インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

11． 水問題（水資源と水の利用）、水資源の利用[予習]シラバスを見て、参考文献に目を通しておく。

[復習]講義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を

解決する。 

12． 水害、水がもたらす土砂災害と砂防[予習]シラバスを見て、参考文献に目を通しておく。[復習]講

義で習った内容について、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決す

る。 

13． 氷河と氷床[予習]シラバスを見て、参考文献に目を通しておく。[復習]講義で習った内容につい

て、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

14． 海洋・海流と陸水[予習]シラバスを見て、参考文献に目を通しておく。[復習]講義で習った内容に

ついて、インターネット情報などを基に確認し、講義中に疑問に思った点を解決する。 

15． 学習到達度調査 [予習]これまでの復習をしておく。[授業]対面で学習到達度調査を行い、終了

後に解説を行う。[復習]試験の内容を復習する 



【科目ページ：１／２】  cd43055001  聴講の可否： ×   

科目名 災害地理学（一） 担当教員 羽佐田 紘大 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 自然地理学的視点からとらえる自然災害 

到達目標 
1. 自然災害にかかわる基本的知識を理解できる。2. 自然災害と自身の暮らしとの関係を考える

ことができる。 

授業概要 
本講義は、自然地理学（特に地形学）的視点から自然災害に関する基本的な事項を概説してい

く。講義中に多くの図や写真を示し、視覚的に理解できるように努める。 

評価方法・基

準 

授業内課題 50％（講義内容を基に考えることができているかを確認）、学習到達度確認 50％（講

義内容を正確に理解できているかを確認）を基に総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内課題については次回の講義で振り返る。第 15 回に学習到達度確認を実施し、終了直後に

解説する。 

履修上の 

注意事項等 

毎回教材を e-Learning で配布する。プロジェクターで投影した図表はあまり鮮明ではなく見えにく

いため、ノート PC やタブレット等を持参し、各自教材を閲覧しながら受講することが望ましい。 

テキスト 毎回教材を e-Learning で配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．ガイダンス／災害地理学とは ［予習］災害地理学を調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるな

どして整理する。 

2．地震 ［予習］地震について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

3．強震動 ［予習］強震動について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

4．液状化 ［予習］液状化について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43055001 

科目名 災害地理学（一） 担当教員 羽佐田 紘大 

授業内容 

5．津波 ［予習］津波について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

6．地震火災・津波火災 ［予習］地震火災・津波火災について調べる。［復習］講義内容をノートにまと

めるなどして整理する。 

7．火山噴火 ［予習］火山噴火について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

8．火山噴出物 ［予習］火山噴出物について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理

する。 

9．大雨・台風 ［予習］大雨について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

10．洪水 ［予習］洪水について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

11． 内水氾濫 ［予習］内水氾濫について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理す

る。 

12． 高潮 ［予習］高潮について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理する。 

13． 冷害・干害・雪害 ［予習］冷害について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめるなどして整理

する。 

14． 斜面崩壊・地すべり・土石流 ［予習］斜面崩壊について調べる。［復習］講義内容をノートにまとめ

るなどして整理する。 

15． まとめ（学習到達度確認の実施） ［予習］これまでの講義内容の要点をノートにまとめるなどして

整理し、学習到達度確認に備える。［復習］災害地理学に関連する文献を調べ、理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd43055002  聴講の可否： ×   

科目名 災害地理学（二） 担当教員 芝田 篤紀 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 自然災害の基本と住民生活との有機的関係 

到達目標 

・自然環境を構成する大きな要素である地形と気候について、それら成因の概要を説明すること

ができる。・自然災害と人々の暮らしについて、相互に影響している側面があることを説明すること

ができる。 

授業概要 

身近な自然から世界各地の自然を学ぶ中で、自然環境の諸要素やそれらの繋がり、住民生活と

の関係を理解し、災害・防災や持続可能社会など人間が直面する問題を通じて、自然環境と人間

との相互作用的関係を考察・説明する能力の獲得を目指す。 

評価方法・基

準 

授業内課題など平常点（50％）と、授業内容を基にした確認テスト（50％）によって理解度を評価す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 
授業内でフィードバックする。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト プリントを配布  

参考書 各授業内で適宜提示 

授業内容 

１．ガイダンス・イントロダクション   [予習]シラバスの内容を確認する。[復習]地球環境に関する話題

を調べる。 

2．地形の成り立ち [予習]「地形」という言葉を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

3．身近な地形環境 [予習]身近にありそうな地形を見つける。[復習]授業で配布したプリントを再読す

る。 

4．気候の成り立ち [予習]「気候」という言葉を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd43055002 

科目名 災害地理学（二） 担当教員 芝田 篤紀 

授業内容 

5．世界の気候環境 [予習]興味のある気候を見つける。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

6．自然災害を調べる [予習]「災害」という言葉を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

7．地震と震災 [予習]「震災」という言葉を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

8．火山関連災害 [予習]火山がある場所を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

9．豪雨災害と防災 [予習]豪雨による災害の種類を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読す

る。 

10．防災と地理情報 [予習]「地理情報」という言葉を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読す

る。 

11． ハザードマップをつくる [予習]「ハザード」という言葉を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再

読する。 

12． 防災について考える [予習]防災の方法について調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読す

る。 

13． 環境問題と地理学 [予習]環境問題の種類を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読する。 

14． 地球温暖化と氷河縮小 [予習]氷河のある場所を調べる。[復習]授業で配布したプリントを再読す

る。 

15． まとめ・確認テスト  [予習]これまでの授業プリントを読み返す。[復習]これまでの授業プリントを

読み返す。 



【科目ページ：１／２】  cd44001100  聴講の可否： ×   

科目名 文化財学研究法 I 担当教員 
相原 嘉之.岩戸 晶子.魚島 

純一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 文化財の種類・研究分野、文化財の基本的な調査・研究方法を学ぶ 

到達目標 

文化財研究の入門編である。 (1)文化財の種類と研究分野、文化財保護の仕組みと活用 (2)文

化財研究における保存科学的研究法 (3)博物館と文化財の活用、文化財情報の引き出し方、の

基本的な３テーマを学習し理解する。 

授業概要 

文化財は過去の人々の営みを伝える貴重な財産（資料）である。ここでは、３つのテーマをクラス

分けに従って受講し、文化財の基礎知識を学ぶ。(1)元文化財行政職の経験を生かして、遺跡や

古墳、土器や石器、お寺や仏像等々の文化財の種類とその特徴、文化財保護の仕組みや社会的

意義、活用などの文化財全般について解説する【相原】。(2)元徳島県立博物館学芸員の実務経

験を生かして、自然科学的手法を用いた保存科学的調査・研究を紹介し、分析や保存処理も体験

する。【魚島】(3) 博物館の意義をおさえたうえで、博物館の活動から文化財に 

評価方法・基

準 

期末における学習到達度確認において評価する。３つテーマの基本的な内容を把握しているかを

論述形式で問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内に学習到達度確認を実施し、最終授業内で講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

ガイダンスでクラス分けと日程の説明を行う。指定されたクラスと日程に従ってローテーションを行

い、３テーマ（教員）の授業と合同授業のすべてを受けること。随時資料を配付する。この科目は、

実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した

経験に基づき授業を実施します。 

テキスト なし  

参考書 なし 

授業内容 

１．ガイダンス：「文化財学研究のすすめ」、「授業の目的」を紹介し、クラス分け等の説明を行う【合同】 

[予習・復習] シラバスを熟読して臨むことが重要。説明内容を十分整理して理解すること。 

2．文化財学の基礎１：文化財とは何か？【相原】 [予習・復習] 文化財の基本的な理解を考える。 

3．文化財学の基礎２：文化財の保護と法制度のあゆみ【相原】 [予習・復習] 文化財を理解し、文化財

保護の歴史について考える。 

4．文化財学の基礎３：文化財保護の組織と専門職員【相原】 [予習・復習] 文化財保護の内容を整理

し、その組織と専門職員について理解する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44001100 

科目名 文化財学研究法 I 担当教員 
相原 嘉之.岩戸 晶子.魚島 

純一 

授業内容 

5．文化財学の基礎４：文化財の保存・活用と地域づくり【相原】 [予習・復習] ２～４回の授業内容を整

理し、文化財の保存や活用について考える。 

6．保存科学研究法１：文化財研究と保存科学【魚島】 [予習・復習] ガイダンスに従って受講し、文化

財を科学の目でみるということを学ぶ。 

7．保存科学研究法２：文化財の保存科学的処理【魚島】 [予習・復習] 前回の講義を整理し、文化財

を科学の力で保存する方法を理解知る。 

8．保存科学研究法３：文化財の保存科学調査【魚島】 [予習・復習] 科学の目で見た文化財の実例に

ついて整理し、その重要性を理解する。 

9．保存科学研究法４：文化財の保存環境【魚島】 [予習・復習] ６～８回の講義内容を整理し、文化財

の保存環境について考える。 

10．文化財と博物館１：博物館を知る【岩戸】 [予習・復習] 博物館を訪ねて親しむ。 

11． 文化財と博物館２：博物館とその成立【岩戸】 [予習・復習] さまざまな博物館を知る。インターネ

ットで海外の展示を見てみる。 

12． 文化財と博物館３：博物館と文化財研究【岩戸】 [予習・復習] 博物館の展示について理解したう

えで、展示や図録から情報を引き出す。 

13． 文化財の調査方法４：博物館における文化財活用【岩戸】 [予習・復習] 文化財を体感するため

のさまざまな取り組みにどのようなものがあるか目を向ける。 

14． 文化財の現地調査：石のカラト古墳見学【合同】 [予習・復習] 配付した資料で学習し、現地見学

を行って観察方法や記録方法を整理する。 

15． 授業のまとめ：文化財の基本的理解と研究方法の整理【合同】 [予習・復習] これまでの全授業

を整理して、文化財の基本を復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd44001200  聴講の可否： ×   

科目名 文化財学研究法 II 担当教員 
大河内 智之.豊島 直博.吉川 

敏子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
（豊島）考古資料の調査研究入門  （大河内）美術作品の調査研究入門  （吉川）文献史料の

調査と研究 

到達目標 
（豊島）考古資料の調査研究法を学ぶ （大河内）美術作品の調査研究方法を学ぶ （吉川）文献

史料を読む方法を学ぶ 

授業概要 

（豊島）考古学はどのような学問か。その歴史、研究方法、発掘調査について、元文化庁の埋蔵

文化財担当調査官としての実績を生かした講義を行い、具体例をもとに学ぶ。 （大河内）美術史

学は絵画や彫刻、工芸など造形芸術の歴史を明らかにする学問である。元学芸員の経験を元に

地域に伝来する美術資料の調査研究法について学習する。（吉川）史料学は、文字資料を正しく

読解することから始まる。文献史料を研究するための基礎知識や、関係する辞書類と特徴、漢文

の基礎などを学ぶ。 

評価方法・基

準 

（豊島）講義の内容に関するレポート。Ａ４、１枚程度。（大河内）講義の内容に関するミニレポー

ト。300 字～500 字程度。 （吉川）課題提出と小テストで評価する。配点は１：４ 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートにコメントを付記して返却する。 

履修上の 

注意事項等 

受講者は３クラスに分かれ、（一）の受講者は豊島担当分から、（二）の受講者は大河内担当分か

ら、（三）の受講者は吉川担当分から受講します。この科目は、実務経験のある教員による授業科

目となります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト なし  

参考書  

授業内容 

１． （豊島） 考古学の課題と現状、歴史 [予習・復習]シラバスを読んで内容を理解する。授業で取り

上げた概説書を読む。 

2． 考古学資料の分類と編年 [予習・復習]自分の好きな考古資料を考えておく。授業の方法を実践

する。 

3． 考古資料の解釈 [予習・復習]考古学の概説書を読んでおく。授業で取り上げた文献を読む。 

4． 発掘調査の方法 [予習・復習]考古学の概説書を読んでおく。授業で取り上げた文献を読む。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44001200 

科目名 文化財学研究法 II 担当教員 
大河内 智之.豊島 直博.吉川 

敏子 

授業内容 

5． 特別講義 [予習・復習]講義内容を事前に確認する。講義で取り上げた文献を調べる。 

6． （大河内）文化財を取りまく環境 [予習・復習]ガイダンスに従って受講し、地域の文化財が直面す

る課題を把握する。 

7． （大河内）美術工芸品とは何か [予習・復習]前回講義の内容を理解する。美術工芸品とは何かを

理解する。 

8．（大河内）美術史研究とは何か [予習・復習]前回講義の内容を理解する。美術史研究と美術資料

の調査方法について理解する。 

9．（大河内）美術史研究の入り口 [予習・復習]前回講義の内容を理解する。美術資料の鑑賞と図版・

文献入手の方法を理解する。 

10． 正倉院展の見学（学外授業） [予習・復習]正倉院の歴史について調べておく。図録を読み直す。 

11．  （吉川）日本史の基礎知識 [予習・復習]日本古代の五畿七道について高校日本史Ｂ教科書な

どでおさらいしておくこと。試験範囲の暗記。 

12．  史料学を学ぶための辞典類の紹介 [予習・復習]文語の活用形のおさらい。試験範囲の暗記。 

13．  漢文の基礎１ [予習・復習]高校教科書程度の漢文をおさらいしておくこと。試験範囲の暗記。 

14．  漢文の基礎２ [予習・復習]高校教科書程度の漢文をおさらいしておくこと。試験範囲の暗記。 

15．  小テストとまとめ [予習・復習]授業のノートを見直しておくこと。できなかった部分を調べること。 



【科目ページ：１／２】  cd44403100  聴講の可否： ○   

科目名 考古学概論 I 担当教員 相原 嘉之 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 考古学はどのような学問か 

到達目標 考古学の目的と基本的な方法の理解 

授業概要 

日本では埋蔵文化財保護の一環で遺跡の発掘調査が行われており、考古学は歴史研究におい

て大きな役割を果たしている。この講義では、奈良文化財研究所・滋賀県・明日香村の各機関で

埋蔵文化財調査や文化財保護行政に携わった実績を生かし、考古学本来の目的やその基本的

な研究法、さらには現代社会における考古学の役割について学ぶ。 

評価方法・基

準 
複数回実施するレポート作成において、講義の内容を正確に理解しているかについて問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
学習到達度確認のレポートをの講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

学外授業は史料学概論と合同で実施。日程の詳細は、授業で発表する。この科目は、実務経験

のある教員による授業科目となります。担当教員が従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト プリントを配布  

参考書 

日本の考古学（上・下）奈良文化財研究所編学生社 2007 

考古学概論山本孝文ほかミネルヴァ書房 2022 

日本考古学・最前線日本考古学協会編雄山閣 2018 

授業内容 

１．はじめに考古学とは（ガイダンス）  [予習・復習] シラバスの予習。講義の進め方と概説書の確

認。 

2．考古学の特質  [予習・復習] 概説書による予習。考古学の特質の理解。 

3．日本考古学史  [予習・復習] 概説書による予習。学史の理解。 

4．１～３回目の内容について確認し、レポート作成 [予習・復習] 概説書による予習。特質と歴史の理

解。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44403100 

科目名 考古学概論 I 担当教員 相原 嘉之 

授業内容 

5．学外授業（西大寺周辺）  [予習・復習] 見学地の予習。見学場所の理解。 

6．発掘調査の意義と方法  [予習・復習] 概説書による予習。発掘の基本を理解。 

7．整理調査の意義と方法  [予習・復習] 概説書による予習。整理の基本を理解。 

8．史料学・民俗学と考古学  [予習・復習] 概説書による予習。関連分野の基本を理解。 

9．６～８回目の内容について確認し、レポート作成 [予習・復習] 概説書による予習。発掘調査の理

解。 

10．学外授業（平城宮）  [予習・復習] 見学地の予習。見学場所の理解。 

11． 考古資料における絶対年代と相対年代  [予習・復習] 概説書による予習。年代決定の基本を

理解。 

12． 土器編年・瓦編年とその意義  [予習・復習] 概説書による予習。土器・瓦編年を理解。 

13． 理科学的年代決定法  [予習・復習] 概説書による予習。科学的な年代論の理解。 

14． 11～13 回目の内容について確認し、レポート作成 [予習・復習] 概説書による予習。年代れって

い法の理解。 

15． まとめ レポート作成（学習到達度確認）  [予習・復習] 講義全体のポイントを予習。自分の理

解の度合いを確認。 



【科目ページ：１／２】  cd44403200  聴講の可否： ○   

科目名 考古学概論 II 担当教員 相原 嘉之 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 考古学による日本列島史 

到達目標 
考古学によって明らかにされた日本史を学び、時代ごとの特徴と現代につながる人びとの歴史に

ついて理解する。 

授業概要 

前期の考古学概論Ⅰに続いて、奈良文化財研究所・滋賀県・明日香村の調査機関・文化財保護

行政での実績を生かして、遺跡の発掘調査により明らかにされた旧石器時代から中近世までの

具体的な通史を学ぶ。現代の地域社会は過去の歴史の蓄積のもとに成立しているものであり、時

代ごとの考古資料のあり方を理解することが重要である。 

評価方法・基

準 
複数回実施するレポート作成において、講義の内容を正確に理解しているかを問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
学習到達度確認のレポートの講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

学外授業は、史料学概論と合同で実施。日程の詳細は授業で発表。この科目は、実務経験のあ

る教員による授業科目となります。担当教員が、経験に基づき授業を実施します。 

テキスト プリントを配布  

参考書 

日本の考古学（上・下）奈良文化財研究所編学生社 2007 

考古学概論山本孝文ほかミネルヴァ書房有斐閣 2022 

日本考古学・最前線日本考古学協会編雄山閣 2018 

授業内容 

１．はじめに  [予習・復習] シラバスの予習。全体の流れを理解 

2．旧石器時代 [予習・復習] 概説書による予習。旧石器時代の特徴を理解 

3．縄文時代 [予習・復習] 概説書による予習。縄文文化の特徴を理解 

4．１～３の内容について確認し、レポートを作成 [予習・復習] 概説書による予習。旧石器・縄文文化

を理解 

  



【科目ページ：２／２】 cd44403200 

科目名 考古学概論 II 担当教員 相原 嘉之 

授業内容 

5．学外授業（西大寺周辺） [予習・復習] 見学場所の予習。見学場所のポイントを理解 

6．弥生時代（１）水田・土器・祭祀 [予習・復習] 概説書による予習。弥生文化の特徴を理解 

7．弥生時代（２）集落・墳墓 [予習・復習] 概説書による予習。弥生文化の特徴を理解 

8．６～７の内容について確認し、レポートを作成 [予習・復習] 概説書による予習。弥生文化を理解 

9．古墳時代(１)古墳 [予習・復習] 概説書による予習。古墳文化の特徴を理解 

10．学外授業(発掘現場) [予習・復習] 見学場所の予習 見学場所のポイントを理解 

11． 古墳時代（２）集落・祭祀 [予習・復習] 概説書による予習。古墳文化の特徴を理解 

12． ９～１１の内容について確認し、レポートを作成 [予習・復習] 概説書による予習。古墳文化の理

解 

13． 飛鳥時代 [予習・復習] 概説書による予習。飛鳥文化を理解 

14． 奈良時代 [予習・復習] 概説書による予習。奈良文化を理解 

15． １３～１４の内容について確認し、レポートを作成 [予習・復習] 講義全体の予習。飛鳥・奈良文

化を理解 



【科目ページ：１／２】  cd44403300  聴講の可否： ○   

科目名 考古学 I 担当教員 ☆狭川 真一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 考古学の基本的な事項（方法論・調査法・遺跡・遺構・遺物など）について概説する。 

到達目標 
日本考古学は歴史学の一翼を担っているので、日本史の流れの中で学ぶことを心がけて欲しい。

時代の変化を遺跡や遺構、遺物から学び、考える方法を取得する。 

授業概要 

考古学が扱う主要な対象物は遺跡、遺構、遺物である。これらは正しく調査されてさえいれば、そ

の土地に確かに存在したものだ。資料を正確に研究することで、事実に基づいた歴史構築が可能

になる学問である。授業ではその方法論、調査法を学んだうえで、各時代の考古学的な概要を解

説する。 

評価方法・基

準 
通常時：出席カードの空欄に毎回短いまとめを書き、最終回に学習到達度確認で評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 
通常時：質問は毎回配布する出席カードに記載。次回の講義開始時に解説します。 

履修上の 

注意事項等 

通常時：毎回レジメを配布するので自己で管理すること。なお、講義の内容や順番を一部変更す

る場合があります。 

テキスト  

参考書 

考古学研究入門 H・J・エガース岩波書店 1981 

考古学入門鈴木公雄東京大学出版会 1988 

考古学の方法藤本 強東京大学出版会 2000 

授業内容 

１．考古学とはどんな学問？ [予習・復習]考古学関係の参考書などを通読しておくこと。講義後には十

分に講義内容を整理しておくことが重要。 

2．考古学の資料  [予習・復習]博物館などで実際の資料を見る機会を作ること。講義後には十分に

講義内容を整理しておくことが重要。 

3．遺構・遺物の順序を考える [予習・復習]発掘調査の現地説明会などがあれば、積極的に参加し、

講義内容と比較することが重要。 

4．型式学について [予習・復習]身近なもの（生活用品でよい）にも形の変遷があることを理解し、我々

が使っている商品の歴史についても考えてみる機会を作ること。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44403300 

科目名 考古学 I 担当教員 ☆狭川 真一 

授業内容 

5．年代推定法（1）―相対年代と絶対年代― [予習・復習]年代測定関係の参考書などを通読しておくこ

と。講義後には十分に講義内容を整理しておくことが重要。 

6．年代推定法（2）―理化学的年代推定法― [予習・復習]年代測定関係の参考書などを通読しておく

こと。講義後には十分に講義内容を整理しておくことが重要。 

7．考古学的調査（1）―発掘調査の方法と手順― [予習・復習]考古学関係の参考書などは通読し、講

義後には十分に講義内容を整理しておくことが重要。 

8．考古学的調査（2）―遺物整理の方法と手順― [予習・復習]実際に考古資料の整理作業を行ている

埋蔵文化財センターなどに出かけ、講義内容を復習すること。 

9．考古学的調査（3）―考古学と周辺領域― [予習・復習]考古学を取り巻く周辺領域の学問についても

興味をもっておくこと。 

10．考古学にみる時代の特徴①―旧石器～縄文時代― [予習・復習]考古学の立場から旧石器時代

や縄文時代の諸事項を整理しておくこと。 

11． 考古学にみる時代の特徴②―弥生時代― [予習・復習]考古学の立場から弥生時代の諸事項を

整理しておくこと。 

12． 考古学にみる時代の特徴②―古墳時代― [予習・復習]考古学の立場から古墳時代の諸事項を

整理しておくこと。 

13． 考古学にみる時代の特徴④―飛鳥・奈良時代― [予習・復習]考古学の立場から古代＝飛鳥・奈

良時代の諸事項を整理しておくこと。 

14． 考古学にみる時代の特徴⑤―中世・近世― [予習・復習]考古学の立場から鎌倉時代以降の諸

事項を整理しておくこと。 

15． 授業総括 [予習・復習]学習到達度確認を行うので、すべてのレジュメを再整理して備えておくこ

と。 



【科目ページ：１／２】  cd44403400  聴講の可否： ○   

科目名 考古学 II 担当教員 ☆狭川 真一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
古墳時代から鎌倉時代にかけて重要なテーマを抽出し、詳述する。考古学的成果を日本の歴史

の中に位置づける。 

到達目標 
日本考古学は歴史学の一翼を担っているので、日本史の流れの中で学ぶことを心がけて欲しい。

時代の変化を遺跡や遺構、遺物から学び考える方法を取得する。 

授業概要 

考古学がこれまで蓄積してきた成果は大きく、日本の歴史研究に大きく寄与してきた。この授業で

は時代を代表するテーマを選び出し、これまでの研究成果を踏まえながら日本の歴史に中に考古

学の成果を位置付けながら概説する。 

評価方法・基

準 
通常時：出席カードの空欄に毎回短いまとめを書き、最終回に学習到達度確認で評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 
通常時：質問は毎回配布する出席カードに記載。次回の講義開始時に解説します。 

履修上の 

注意事項等 

通常時：毎回レジメを配布するので自己で管理すること。なお、講義の内容や順番を一部変更す

る場合があります。 

テキスト  

参考書 
日本考古学を学ぶ 1～3 大塚初重ほか編有斐閣 1978 

日本歴史考古学を学ぶ上・中・下坂詰秀一ほか編有斐閣 1983 

授業内容 

１．邪馬台国論 [予習・復習]邪馬台国関係の参考書などを通読しておくこと。纏向遺跡など推定地を

現地踏査することも重要である。 

2．前方後円墳の世界 [予習・復習]古墳関係の参考書などを通読しておくこと。近くにある大型前方後

円墳を現地踏査することも重要である。 

3．稲荷山古墳出土鉄剣の金錯名 [予習・復習]鉄剣銘文関係の参考書などを通読するとともに、金石

文の研究法についても学ぶことが重要である。 

4．横穴式石室そして終末期古墳 [予習・復習]古墳関係の参考書などを通読しておくこと。飛鳥地域な

ど当該機の古墳が多く残る地域を現地踏査することも重要である。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44403400 

科目名 考古学 II 担当教員 ☆狭川 真一 

授業内容 

5．仏教伝来・飛鳥寺創建 [予習・復習]仏教伝来や飛鳥寺創建関係の参考書などを通読しておくこと。

飛鳥寺は現存しているので、現地踏査することが重要である。 

6．飛鳥の宮都と藤原宮・京 [予習・復習]都城関係の参考書などを通読しておくこと。遺跡はすべて保

存整備されているので、現地踏査することが重要である。 

7．古代山城と国防体制 [予習・復習]古代山城関係の参考書などを通読しておくこと。西日本の各地に

現存しているので、現地踏査することも重要である。 

8．大宰府の構造 [予習・復習]大宰府や古代官衙関係の参考書などを通読しておくこと。身近にある関

連遺跡に足を運ぶことも重要である。 

9．平城宮・平城京 [予習・復習]古代都城関係の参考書などを通読しておくこと。平城宮跡にはガイダ

ンス施設としての資料館や様々な形の史跡整備が行われているのでぜひ一度は足を運んで、実物に

触れることがじゅうようである。 

10．古代寺院の平城京移転を探る [予習・復習]古代寺院関係の参考書などを通読しておくこと。ここで

は元興寺をテーマにしているので、ぜひ現地に足を運び、実物に触れることを推奨する。 

11． 古代の石塔・石仏と山寺 [予習・復習]笠置寺、鹿谷寺跡、春日山地獄谷石窟仏などの古代石造

物について概説書などで学習しておくこと、 

12． 東大寺大仏直下発見の陰陽剣 [予習・復習]実物が東大寺ミュージアムに展示されているので、

ぜひ実際の遺物を観察してもらいたい。 

13． 土塔の考古学 [予習・復習]仏塔関係の参考書などを通読しておくこと。ここで紹介する遺跡はす

べて保存されているので、機会をみて現地を踏査することをお勧めする。 

14． 春日山古墓群の性格 [予習・復習]ここで紹介する遺跡は奈良公園内に保存され、いつでも見学

が可能である。機会をみて現地を踏査することをお勧めする。 

15． 授業総括 [予習・復習]これまでの講義内容をすべて再整理しておくこと。なお、オンデマンド授業

の場合は、「興福寺を護る玄昉僧正」を講義したうえで課題を出します。 



【科目ページ：１／２】  cd44404100  聴講の可否： ○   

科目名 美術史概論 I 担当教員 原口 志津子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 美術史学の基本を学ぶ。担当者の専門分野が日本絵画史なので日本絵画史寄りの講義となる。 

到達目標 
1．作品をよく観察し、客観的に記述できるようになる。 2，作品をよく理解するために様式論、図

像学に関する基礎的な知識を得る。 

授業概要 

美術史学の基本的な知識を得るために、e-learning により簡単なクイズを繰り返し知識の定着を

試みる。同時に、綿密な観察と客観的な記述が必要であることを文章作成指導を通じて学ぶ。美

術史学とは美術に関するトリビアルな知識を学んだり、感想文を書くものではないことを理解す

る。講義内容は見学すべき展覧会の会期によって前後する場合がある。 

評価方法・基

準 

講義中の課題 100％。講義と教科書で学んだ基礎知識を穴埋め問題や選択肢問題で数値化して

評価する。論述課題の場合の評価基準は講義中に配付する「日本語表現チェックリスト」に従う。 

課題のフィー

ドバック方法 
論述課題の場合は添削して返却する。そのほかの課題は講義中に答え合わせをし、解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 
授業で取り上げた作品は、可能な限り e 国宝で見るほか、実見できるように努力しすること。 

テキスト 日本美術史 JAPANESE ART HISTORY 山下裕二 ・高岸輝 監修美術出版社 2014 

参考書 
日本美術史ハンドブック辻惟雄・泉武夫編新書館 2009 

仏像のひみつ山本勉朝日出版社 2006 

授業内容 

１．講義の進め方、評価の方法などを説明する。 [予習・復習] ・シラバスの履修上の注意事項、講義

の進め方をよく読んでおく。・図書館にゆく。 

2．美術史学にとって基本となる概念と作品記述について解説する。 [予習・復習] ・テキストの指示し

た部分を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

3．指定した画像を観察し、作品記述を実践する。 [予習・復習] ・配付プリントの「作品記述」の部分を

読む。・指定した URL（ホームページ）を閲覧する。 

4．返却された提出物を「チェックリスト」を利用して修正する。 [予習・復習] ・前回の講義中に配付さ

れた「日本語表現チェックリスト」を読む。・添削された部分を直す。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44404100 

科目名 美術史概論 I 担当教員 原口 志津子 

授業内容 

5．「様式史」について解説する。 [予習・復習] ・テキストの指示された部分を読んでおく。・講義で取り

上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

6．「図像学」についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・配付プリントの「図像学」を読んでおく。・

講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

7．飛鳥時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキストの

項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

8．奈良時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキストの

項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

9．平安時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキストの

項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

10．鎌倉時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキストの

項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

11． 室町時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキスト

の項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

12． 桃山時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキスト

の項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

13． 江戸時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキスト

の項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

14． 明治時代の美術についての基礎的な知識を得る。 [予習・復習] ・講義中に指定されたテキスト

の項目を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理しプリントを仕上げる。 

15． 重要作品の基礎的知識について学習到達度を確認する。 [予習・復習] ・授業でとり上げた重要

な作品について、配布資料、ノートを整理しまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd44404200  聴講の可否： ○   

科目名 美術史概論 II 担当教員 大河内 智之 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本美術史の成立と美術史の方法論 

到達目標 

近代期における文化財保護と日本美術史の成立、そして美術史の方法論についての基礎的な知

識を獲得し、美術史の基本的な専門用語を理解するとともに、これら内容を通じて自らの文化的

背景について考える教養を身につける。 

授業概要 

近代における文化財保護の歴史を確認することうを通じて日本美術史の成立過程を把握し、文化

財学としての美術史のあり方を理解する。その上で特に教美術の観点から、注目される作品・事

象を取り上げ、美術史の方法論について検討する。学芸員として多様な美術工芸資料に接してき

た立場から、彫刻資料（仏像・神像）を中心としつつ、適宜絵画・工芸資料も取り上げて講義を進

め、文化財が持つ豊かな情報を美術の視点から読み取る方法を学ぶ。テキストは美術史概論Ⅰ

と共通である。 

評価方法・基

準 
講義時に実施する学習到達度確認 50％、レポート 50％ 

課題のフィー

ドバック方法 
課題評価や疑問については、次回講義でコメントする。 

履修上の 

注意事項等 

この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業や団体等の現場

にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト 
日本美術史山下裕二・髙岸輝監修美術出版社 2014 

適宜プリントを配布する  

参考書 適宜指示する 

授業内容 

１．ガイダンス。講義の進め方、評価の方法などの説明。美術史とはどのような学問か。 [予習・復

習] ・シラバスをよく読んでおく。これまで美術館や社寺などで接した作品でとくに印象に残っている作

品（２～３点）をノートに書き出しておく。 

2．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 1 神仏分離と廃仏毀釈 [予習・復習] ・テキストの「明治

時代」の概説を読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

3．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 2 神仏分離から古器旧物の保存へ 1 [予習・復習] ・テ

キストの「明治時代」の各項目を一つ読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノート

にまとめておく。 

4．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 3 神仏分離から古器旧物の保存へ 2 [予習・復習] ・テ

キストの「明治時代」の各項目を一つ読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノート

にまとめておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44404200 

科目名 美術史概論 II 担当教員 大河内 智之 

授業内容 

5．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 4 臨時全国宝物取調局の設置と宝物監査 [予習・復

習] ・テキストの「明治時代」の各項目を一つ読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項

をノートにまとめておく。 

6．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 5 神仏分離から古器旧物の保存へ 1 [予習・復習] ・テ

キストの「明治時代」の各項目を一つ読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノート

にまとめておく。 

7．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 6 古社寺保存法の制定と国宝指定 [予習・復習] ・テキ

ストの「明治時代」の各項目を一つ読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノートに

まとめておく。 

8．文化財保護の黎明と日本美術史の始まり 7 文化財保護と日本美術史 [予習・復習] ・テキストの

「明治時代」の各項目を一つ読んでおく。・講義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめ

ておく。 

9．仏教美術の基礎知識 1 [予習・復習] ・テキストの「飛鳥・奈良時代」の概説を読んでおく。・講義で取

り上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

10．仏教美術の基礎知識 2 [予習・復習] ・テキストの「平安時代」の概説を読んでおく。・講義で取り上

げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

11． 美術史の方法 1 古典から学ぶ [予習・復習] ・テキストの P120・121 を読んでおく。・講義で取り

上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

12． 美術史の方法 2 図像の形成 [予習・復習] ・テキストの P77・78 を読んでおく。・講義で取り上げ

た内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

13． 美術史の方法 3 図像と図像を比較する [予習・復習] ・テキストの P102・103 を読んでおく。・講

義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

14． 美術史の方法 4 美術資料からみる地域 1 [予習・復習] ・テキストの P84・85 を読んでおく。・講

義で取り上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 

15． 美術史の方法 5 美術資料からみる地域 2 [予習・復習] ・テキストの P90 を読んでおく。・講義で

取り上げた内容を整理し、重要事項をノートにまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd44404300  聴講の可否： ○   

科目名 美術史 I 担当教員 ☆大熊 夏実 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 西洋美術史概論（古代から 16 世紀までの通史） 

到達目標 
古代から 16 世紀までの西洋美術史を概観し、基本的な知識を習得します。また、美術作品を丁寧

に観察し、その造形的特徴を自らの言葉で表現する力を養います。 

授業概要 

古代から 16 世紀までの西洋美術史の通史を概説し、主要な作家や作品を紹介します。その過程

で、図像学、様式展開、素材や技法、作品の機能、受容史、思想的・社会的背景など、美術史研

究の多様なアプローチに触れてもらいます。教材として、毎回授業プリントを配付します。 

評価方法・基

準 

・各回のコメントシート 50％：授業内で作品記述などの小課題を実施し、授業後に提出してもらい

ます。・期末試験（第 16 回に実施）50％：各時代の芸術の特徴や基本用語に関する理解を問いま

す。また、簡単な論述問題を出す可能性もあります。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容や質問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介します。期末試験の講評は

Google classroom を通じて行います。 

履修上の 

注意事項等 

授業や試験に関する諸連絡は Google classroom で行いますので、必ず登録をしてください。毎回

の授業で使用するスライドもこちらに掲載します。 

テキスト  

参考書 

美術出版ライブラリー 歴史編 西洋美術史秋山聰・田中正之監修美術出版社 2021 

カラー版 西洋美術史（増補新装）高階秀爾監修美術出版社 2002 

西洋美術解読事典 絵画・彫刻における主題と象徴（新装版）ジェイムズ・ホール著、高階秀爾監

修河出書房新社 2004 

授業内容 

１．イントロダクション／授業方針の説明  [予習] シラバスの確認[復習] 配布プリントとスライド資料

の再確認 

2．古代ギリシア [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

3．古代ローマ [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

4．中世（1） 初期中世、ロマネスク [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の復習 

  



【科目ページ：２／２】 cd44404300 

科目名 美術史 I 担当教員 ☆大熊 夏実 

授業内容 

5．中世（2） ゴシック [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の復習 

6．初期ルネサンス（1） プロト・ルネサンス [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用

語の復習 

7．初期ルネサンス（2） 15 世紀前半 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の復

習 

8．初期ルネサンス（3） 15 世紀後半 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の復

習 

9．盛期ルネサンス（1） レオナルド・ダ・ヴィンチ [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基

本用語の復習 

10．盛期ルネサンス（2） ミケランジェロ、ラファエロ [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、

基本用語の復習 

11．  盛期ルネサンス（3） ティツィアーノとヴェネツィア派 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作

品名、基本用語の復習 

12． マニエリスム [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の復習 

13． 初期ネーデルラント美術（1） 15 世紀前半の絵画 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品

名、基本用語の復習 

14． 初期ネーデルラント美術（2） 15 世紀後半の絵画 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品

名、基本用語の復習 

15． 16 世紀ネーデルラント、ドイツ美術 [予習] 前回資料の見直し[復習] 期末試験に備えて勉強 
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科目名 美術史 II 担当教員 ☆大熊 夏実 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 西洋美術史概論（17 世紀から 20 世紀までの通史） 

到達目標 
17 世紀から 20 世紀までの西洋美術史を概観し、基本的な知識を習得します。また、美術作品を

丁寧に観察し、その造形的特徴を自らの言葉で表現する力を養います。 

授業概要 

17 世紀から 20 世紀までの西洋美術史の通史を概説し、主要な作家や作品を紹介します。その過

程で、図像学、様式展開、素材や技法、作品の機能、受容史、思想的・社会的背景など、美術史

研究の多様なアプローチに触れてもらいます。教材として、毎回授業プリントを配付します。 

評価方法・基

準 

・各回のコメントシート 50％：授業内で作品記述などの小課題を実施し、授業後に提出してもらい

ます。・期末試験（第 16 回に実施）50％：各時代の芸術の特徴や基本用語に関する理解を問いま

す。また、簡単な論述問題を出す可能性もあります。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容や質問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介します。期末試験の講評は

Google classroom を通じて行います。 

履修上の 

注意事項等 

授業や試験に関する諸連絡は Google classroom で行いますので、必ず登録をしてください。毎回

の授業で使用するスライドもこちらに掲載します。 

テキスト  

参考書 

美術出版ライブラリー 歴史編 西洋美術史秋山聰・田中正之監修美術出版社 2021 

カラー版 西洋美術史（増補新装）高階秀爾監修美術出版社 2002 

西洋美術解読事典 絵画・彫刻における主題と象徴（新装版）ジェイムズ・ホール著、高階秀爾監

修河出書房新社 2004 

授業内容 

１．イントロダクション／17 世紀までの美術 [予習] シラバスの確認[復習] 配布プリントとスライド資料

の再確認 

2．バロック美術（1） イタリア・ローマ [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確

認 

3．バロック美術（2） スペイン、フランドル、オランダ [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、

基本用語の確認 

4．バロック美術（3） フランス、北イタリア、ドイツ [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基

本用語の確認 
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科目名 美術史 II 担当教員 ☆大熊 夏実 

授業内容 

5．ロココ美術 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

6．新古典主義 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

7．ロマン主義 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

8．レアリスム [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

9．印象派 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

10．ポスト印象主義 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

11． 新印象主義、ラファエル前派 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

12． 象徴主義、世紀末芸術 [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、基本用語の確認 

13． 20 世紀前半（1） フォーヴィスム、キュビスム [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、

基本用語の確認 

14． 20 世紀前半（2） ドイツ表現主義、未来派など [予習] 前回資料の見直し[復習] 作家・作品名、

基本用語の確認 

15． 20 世紀前半から後半へ [予習] 前回資料の見直し[復習] 期末試験に備えて勉強 
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科目名 史料学概論 I 担当教員 吉川 敏子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本古代の編纂物と古文書 

到達目標 
本授業科目は本学が定めるディプロマ・ポリシーの 1・3 を重視する。編纂物・古文書の概念と史料

的性格を学び、文化財学における史料学の意義を理解する。 

授業概要 

歴史を書くための材料である史料には、さまざまな種類があるが、なかでも重要なのは、情報量に

優る文献史料である。この講義では、日本古代の文献史料の中から、編纂物と古文書とを取り上

げて、そこから読み取れる情報や問題点を解説し、史料学とは何かということを考える。 

評価方法・基

準 

授業中に理解度を確認する小テストを 3 回行い評価する。配点は１回目と２回目が 30 点、３回目

が 40 点。私語をする、無関係なことをして授業の雰囲気を悪くするなどなどの行為が見られる場

合は、減点対象とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

小テスト実施のたびに解答を解説し、学習のポイントを確認するとともに、学習姿勢の自己評価を

促す。 

履修上の 

注意事項等 

この講義は単独で受講できるが、史料学分野で卒業論文に取り組む場合は史料学概論Ⅱと併せ

て受講することが望ましい。診断書を大学に提出している要配慮のケースを除いて、授業中にス

マートフォンを卓上に置くことは認めない。学外授業に変更する場合がある。 

テキスト なし  

参考書 授業中に紹介 

授業内容 

１．ガイダンス 『漢書』『後漢書』が描く倭国 [予習・復習] １～２世紀の日本史を学習しておく（高校日

本史Ｂ程度）。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

2．『魏志』が描く倭国 [予習・復習] ３世紀の日本史を学習しておく（高校日本史Ｂ程度）。授業後はお

さらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

3．『日本書紀』が描く３世紀の日本  [予習・復習] ３世紀の日本史を学習しておく（高校日本史Ｂ程

度）。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

4．『日本書紀』が描く４世紀の日本 [予習・復習] ４世紀の日本史を学習しておく（高校日本史Ｂ程

度）。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 
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科目名 史料学概論 I 担当教員 吉川 敏子 

授業内容 

5．３～４世紀の日本列島 [予習・復習] ３～４世紀の日本列島について考えてくる。授業後はおさらい

し、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

6．編纂物の虚実  [予習・復習] ８世紀までの日本史を学習しておく（高校日本史Ｂ程度）。授業後は

おさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

7．編纂物と一次史料①日本書紀と木簡 [予習・復習] 大化改新について学習しておく（高校日本史Ｂ

程度）。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

8．編纂物と一次史料②続日本紀と木簡 [予習・復習] 律令の行政区画を学習しておく（高校日本史Ｂ

程度）。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

9．編纂物と一次史料③戸籍 [予習・復習] 律令の戸籍制度について学習しておく（高校日本史Ｂ程

度）。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

10．正倉院文書①成立と伝来  [予習・復習] 天武天皇～孝謙天皇までの皇室の系図を確認してお

く。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

11． 正倉院文書②整理と公開 [予習・復習] 事典などで正倉院文書について予習しておく。授業後は

おさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

12． 正倉院文書③文書と文物 [予習・復習] 大学図書館で正倉院展の図録を閲覧する。授業後はお

さらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

13． 正倉院文書④公式様文書 [予習・復習] 律令制の官司機構について学習しておく(高校日本史Ｂ

程度)。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

14． 正倉院文書⑤下級官人の暮らし [予習・復習] 事典などで「月借銭」について予習しておく。授業

後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

15． まとめ [予習・復習] 前回までの学習内容を再確認しておく。授業後はおさらいし、わからなかっ

た言葉を歴史事典などで調べて確認する。 
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科目名 史料学概論 II 担当教員 吉川 敏子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 物品に記された日本古代の文字 

到達目標 
本授業科目は本学が定めるディプロマ・ポリシーの 1・3 を重視する。木簡・金石文・絵図の史料的

性格を理解する。 

授業概要 

歴史を書くための材料である史料には、さまざまな種類があるが、なかでも重要なのは、情報量に

優る文献史料である。この講義では、日本古代の文献史料の中から、金石文・絵図・木簡を例にと

りながら、その具体的価値や問題点を解説し、史料学とは何かを考える。 

評価方法・基

準 

授業中に理解度を確認する小テストを 3 回行い評価する。配点は１回目と２回目が 30 点、３回目

が 40 点。私語をする、無関係なことをして授業の雰囲気を悪くするなどなどの行為が見られる場

合は、減点対象とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

小テストのたびに解答を説明し、出題のポイントを確認するとともに、学習姿勢への自己評価を促

す。 

履修上の 

注意事項等 

この講義は単独で受講できるが、史料学分野で卒業論文に取り組む場合は史料学概論Ⅰと併せ

て受講することが望ましい。診断書を大学に提出している要配慮のケースを除いて、授業中にス

マートフォンを卓上に置くことは認めない。学外授業に変更する場合がある。 

テキスト なし  

参考書 授業中に紹介 

授業内容 

１．ガイダンス 出土金属器の銘文１ [予習・復習] 歴史事典などで「稲荷山古墳出土鉄剣」について

予習しておく。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

2．出土金属器の銘文２  [予習・復習] 歴史事典などで「(江田)船山古墳出土大刀」について予習して

おく。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

3．伝世品の銘文  [予習・復習] 歴史事典などで石上神宮所蔵「七支刀」について予習しておく。授業

後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

4．石碑１ [予習・復習] 歴史事典などで「宇治橋断碑」について予習しておく。授業後はおさらいし、わ

からなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 
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科目名 史料学概論 II 担当教員 吉川 敏子 

授業内容 

5．石碑２ [予習・復習] 歴史事典などで「上野三碑」について予習しておく。授業後はおさらいし、わか

らなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

6．石碑３ [予習・復習] 歴史事典などで「上野三碑」について予習しておく。授業後はおさらいし、わか

らなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

7．古代の土地制度と絵図  [予習・復習] 条里制について学習しておく(高校日本史Ｂ程度)。授業後

はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

8．西大寺の創建  [予習・復習] 歴史事典などで「西大寺」「秋篠寺」について予習しておく。授業後は

おさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

9．西大寺荘園絵図群①京北班田図  [予習・復習] 地図で秋篠周辺の地形を大まかに見ておく。歴

史事典などで「上野三碑」について予習しておく。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典

などで調べて確認する。 

10．西大寺荘園絵図群②相論絵図 [予習・復習] 平城京の条坊制について学習しておく(高校日本史

Ｂ程度)。授業後はおさらいし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

11． 木簡の史料的性格 [予習・復習] 歴史事典などで「木簡」について予習しておく。授業後はおさら

いし、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

12． 木簡研究の方法 [予習・復習] 参考文献などで「木簡」について予習しておく。授業後はおさらい

し、わからなかった言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

13． 木簡の実例 1 [予習・復習] 「木簡」について予習しておく。授業後はおさらいし、わからなかった

言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

14． 木簡の実例 2 [予習・復習] 「木簡」について予習しておく。授業後はおさらいし、わからなかった

言葉を歴史事典などで調べて確認する。 

15． まとめ [予習・復習] 前回までの学習内容を再確認しておく。授業後は関心を持った事柄につい

て読書し、知識を広げる。 
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科目名 保存科学概論 I 担当教員 魚島 純一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 保存科学研究の歴史 

到達目標 日本の保存科学研究の形成とその理念を学ぶ 

授業概要 

法隆寺金堂壁画の保存方法の研究にはじまった保存科学研究の歴史をたどり、現状と新たに提

起される課題、そして保存科学のこれからについて考える。保存科学担当学芸員として博物館に

勤務した経験に基づき、文化財の現場での保存科学についても講義する。 

評価方法・基

準 

日常の授業態度（授業に対する積極性、講義中の質問などを重視）および授業中に実施する学習

到達度確認（講義の内容を正確に把握できているか）等により総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

出席表の裏に書かれた質問・疑問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。最終授業時

に学習到達度を確認し、解答例の解説をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

講義内容については各テーマごとに完結するが、保存科学の発展と歴史の理解には前後のテー

マとの関連を理解することが不可欠であるため欠席しないように。この科目は、実務経験のある教

員による授業科目となります。担当教員が、県立博物館の現場にて従事した経験に基づき授業を

実施します。 

テキスト  

参考書 授業中に紹介する 

授業内容 

１．保存科学研究とは何か [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

2．保存科学のあけぼの ―法隆寺金堂壁画の保存研究― [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復

習すること 

3．保存科学のあけぼの ―法隆寺金堂壁画の焼損、科学的保存処理― [予習・復習] 内容を予習

し、ポイントを復習すること 

4．高松塚古墳壁画の発見と科学分析 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 
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科目名 保存科学概論 I 担当教員 魚島 純一 

授業内容 

5．高松塚古墳壁画の損傷と保存修復 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

6．平城宮跡出土木簡の発見と科学的保存処理 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

7．元興寺中世庶民資料の発見と科学的保存処理 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習するこ

と 

8．稲荷山古墳出土鉄剣の発掘と銘文の発見 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

9．稲荷山古墳出土鉄剣の科学分析と科学的保存処理 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習す

ること 

10．正倉院宝物の保存と校倉 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

11． 正倉院宝物の保存科学的研究 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

12． 臼杵磨崖仏・大野寺石仏の保存 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

13． 保存科学の教育機関と研究機関 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

14． 保存科学研究の国内学会・国際学会 [予習・復習] 内容を予習し、ポイントを復習すること 

15． まとめ [予習・復習] 学習到達度確認に備える 



【科目ページ：１／２】  cd44406200  聴講の可否： ○   

科目名 保存科学概論 II 担当教員 比佐 陽一郎 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 保存科学研究の成果と現状を学び、課題を考える。 

到達目標 
文化財保存科学の基礎を知るとともに、文化財研究に多様な役割を果たす保存科学研究を理解

する。 

授業概要 

文化財を後世に伝えるためには、保存技術や材料のみならず、文化財の材質、構造、製作技法、

年代、製作地、劣化のメカニズムを調べるとともに、適切な保存環境を整える必要がある。また、

文化財のもつ価値を知り、確固とした理念のもとに保存しなければならない。民間企業や文化財

行政での勤務経験をもとに、保存科学の諸分野の研究成果を紹介し、研究の基本と応用、課題な

どについて最新の話題を交えながら講義する。 

評価方法・基

準 

日常の授業態度(授業に対する積極性、講義中の質問などを重視）および授業中に実施する学習

到達度確認（講義の内容を正確に把握できているか）等により総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

出席表の裏に書かれた質問・疑問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。最終授業時

に学習到達度を確認し、解答例の解説をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、民間企業や文化財行

政の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト  

参考書 授業中に紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス・文化財とは [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

2．文化財と保存科学 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

3．保存科学的調査(１) 材質 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

4．保存科学的調査(２) 構造・技法 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

  



【科目ページ：２／２】 cd44406200 

科目名 保存科学概論 II 担当教員 比佐 陽一郎 

授業内容 

5．保存科学的調査(３) 産地・年代  [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

6．保存科学的調査(４) 古環境・遺跡探査 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

7．保存処理(１) 木製品 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

8．保存処理(２) 金属製品 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

9．保存処理(３) その他の材質 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

10．文化財の保存環境 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

11． 保存科学と修復 [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

12． 保存科学と複製[予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

13． 文化財の活用と保存の理念  [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習すること 

14． 保存科学のこれから －最新の技術と現代的課題－ [予習・復習]内容を予習し、ポイントを復習

すること 

15． まとめ  [予習・復習]学習到達度確認に備える 



【科目ページ：１／２】  cd44502001  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（一） 担当教員 豊島 直博 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 弥生・古墳時代鉄製武器の研究 

到達目標 鉄製武器を通じて弥生・古墳時代の政治、社会を理解する 

授業概要 弥生時代と古墳時代の遺跡から出土した鉄製武器を手がかりに、当時の政治と社会を考える 

評価方法・基

準 
授業の内容に関するレポート（Ａ４で１枚程度）、授業中の質疑応答によって評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートにコメントを付して返却する。 

履修上の 

注意事項等 

この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業や団体等の現場

にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１． 授業の概要 [予習・復習]シラバスを読む。授業内容の確認。 

2． 縄文時代の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

3． 弥生時代前期の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

4． 弥生時代中期の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502001 

科目名 考古学特殊講義（一） 担当教員 豊島 直博 

授業内容 

5． 弥生時代後期の武器 [予習・復習]報告書を読む。博物館で実物を確認する。 

6． 弥生時代終末期の武器 [予習・復習]報告書を読む。博物館で実物を確認する。 

7． 古墳時代前期の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

8． 古墳時代中期の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

9． 古墳時代後期の武器 [予習・復習]報告書を読む。博物館で実物を確認する。 

10． 古墳時代終末期の武器 [予習・復習]報告書を読む。博物館で実物を確認する。 

11．  飛鳥時代の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

12．  奈良時代の武器 [予習・復習]概説書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

13．  武器の生産と流通 [予習・復習]専門書を読む。講義で取り上げた文献を読む。 

14．  武器と国家形成 [予習・復習]専門書を読む。博物館で実物を確認する。 

15．  授業のまとめ [予習・復習]専門書を読む。ノートと資料を見直す。 



【科目ページ：１／２】  cd44502002  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（二） 担当教員 小林 青樹 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本における先史から古代におけるテキスタイル考古学の概説 

到達目標 
縄文時代から古代にかけての編み物・織物による布などのテキスタイルの歴史について概要を理

解する。 

授業概要 

縄文時代から古代にかけての編み物・織物について、土器や瓦といった焼き物のテキスタイル圧

痕分析や紡錘車の検討をもとに布の実態を明らかにし、変遷・地域性・社会との関わりについて

考える。 

評価方法・基

準 

小レポート 30%（毎回の講義内容を把握しているか）、レポート 70%（学んだ課題の文献を正確に読

めているか、また論理的な展開をしているか、必要な情報を収集し自分の考えを展開できるか）。

特にオリジナリティを評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートは、添削のうえオフィスアワーに研究室にて返却する。 

履修上の 

注意事項等 
毎回、事前に講義連絡を確認すること。また、授業内容は変更する場合がある。 

テキスト なし  

参考書 授業時に指示する 

授業内容 

１． 授業全体の概要・方針とテキスタイル考古学の基礎 [予習・復習] シラバスをよく読み、授業内容

について理解する。講義後は、資料をよく読み、理解を深める。 

2． 編布と紡織の道具 [予習・復習] 事前に配布した第２回の資料を読み、用語などを調べておく。講

義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

3． 縄文時代の編布から弥生時代の織物へ [予習・復習] 事前に配布した第３回資料を読み、用語

などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

4． 西日本における紡錘車の出現と展開 [予習・復習] 事前に配布した第４回の資料を読み、用語な

どを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502002 

科目名 考古学特殊講義（二） 担当教員 小林 青樹 

授業内容 

5． 唐古・鍵遺跡における紡錘車 [予習・復習] 事前に配布した第５回の資料を読み、用語などを調

べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

6． 東日本における紡錘車の出現と展開 [予習・復習] 事前に配布した第６回の資料を読み、用語な

どを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

7． 弥生土器の布目圧痕１ー資料の概要（東北から東海）ー [予習・復習] 事前に配布した第７回の

資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

8． 弥生土器の布目圧痕２ー分析と解釈ー [予習・復習] 事前に配布した第８回の資料を読み、用語

などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深める。 

9． 楽浪土城の布目圧痕土器 [予習・復習] 事前に配布した第９回の資料を読み、用語などを調べて

おく。講義後は、資料を復習し理解を深める。 

10． 土師器・埴輪の布目圧痕ー古墳時代の布目圧痕１ー [予習・復習] 事前に配布した第 10 回の

資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

11．  陶棺の布目圧痕ー古墳時代の布目圧痕２ー [予習・復習] 事前に配布した第 11 回の関する資

料を読み、用語などを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

12．  飛鳥時代の瓦の布目圧痕 [予習・復習] 事前に配布した第 12 回の資料を読み、用語などを調

べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

13．  韓半島における百済・高句麗・新羅の瓦の布目圧痕 [予習・復習] 事前に配布した第 13 回の

資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

14．  奈良時代の大和における瓦の布目圧痕 [予習・復習] 事前に配布した第 14 回の資料を読み、

用語などを調べておく。講義後は、講義内容と資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

15．  まとめ [予習・復習] 講義で配布した関する資料をすべて読み、自分の興味関心のあるテーマ

を決める。講義後は、自分で考えたテーマについて調べ、レポートをまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd44502003  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（三） 担当教員 小林 青樹 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 縄文文化と弥生文化 

到達目標 
縄文時代と弥生時代の遺跡や遺物から当時の人々生活や社会を復元する基本的な方法につい

て考える。また自らの研究を進める上で、縄文文化と弥生文化に関する知識の向上を目指す。 

授業概要 

縄文時代と弥生時代の遺跡や遺物から、どのように縄文人の生活や社会の復元ができるのか。

土器の見方、動植物考古学など、縄文文化と弥生文化に関する基本的な方法について取り上げ

る。 

評価方法・基

準 

小レポート 30%（毎回の講義内容を把握しているか）、レポート 70%（学んだ課題の文献を正確に読

めているか、また論理的な展開をしているか、必要な情報を収集し自分の考えを展開できるか）。

特にオリジナリティを評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートは、添削のうえオフィスアワーに研究室にて返却する。 

履修上の 

注意事項等 
博物館や実習室などで作業を行う場合がある。また、授業内容は変更する場合がある。 

テキスト なし  

参考書 授業時に指示する 

授業内容 

１． 授業全体の概要と方針 [予習・復習] シラバスをよく読み、授業内容について理解する。講義後

は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

2．縄文時代のはじまり [予習・復習]  事前に配布した縄文時代のはじまりに関する資料を読み、用

語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

3． 縄文時代の狩猟・漁撈・採集 [予習・復習] 事前に配布した縄文時代の狩猟・漁撈・採集に関する

資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

4． 動物考古学入門：貝塚の研究方法 [予習・復習] 事前に配布した貝塚に関する資料を読み、用語

などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502003 

科目名 考古学特殊講義（三） 担当教員 小林 青樹 

授業内容 

5． 縄文時代の住居と集落 [予習・復習] 事前に配布した縄文時代の住居と集落に関する資料を読

み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

6． 植物考古学：縄文時代の穀物栽培と稲作問題 [予習・復習] 事前に配布した縄文時代の穀物栽

培と稲作問題に関する資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノート

にまとめる。 

7．環状盛土と縄文社会 [予習・復習] 事前に配布した環状盛土と縄文社会に関する資料を読み、用

語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

8． 縄文のファッション 衣装とアクセサリー [予習・復習] 事前に配布した縄文時代の祭祀に関する

資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

9． 縄文人と弥生人の遭遇 [予習・復習] 事前に配布した縄文人と弥生人の遭遇に関する資料を読

み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

10． 稲作の起源と水田 [予習・復習] 事前に配布した稲作の起源と水田に関する資料を読み、用語

などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

11．  弥生時代の食生活 [予習・復習] 事前に配布した弥生時代の食生活に関する資料を読み、用

語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

12．  弥生時代の住居と集落 [予習・復習] 事前に配布した弥生時代の住居と集落に関する資料を

読み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

13．  弥生時代の鉄器と磨製石器 [予習・復習] 事前に配布した弥生時代の鉄器と磨製石器に関す

る資料を読み、用語などを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

14．  弥生時代の戦争 [予習・復習] 事前に配布した弥生時代の戦争に関する資料を読み、用語な

どを調べておく。講義後は、資料を復習し理解を深めノートにまとめる。 

15．  まとめ [予習・復習] 講義で配布した関する資料をすべて読み、自分の興味関心のあるテーマ

を決める。講義後は、自分で考えたテーマについて調べ、レポートをまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd44502004  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（四） 担当教員 ☆寺沢 薫 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ ヤマト王権成立史の諸問題 

到達目標 
いわゆる｢ヤマト王権｣の成立過程や実像に焦点を当ててその理解を深める。考古学資料と文献

史料の双方から歴史を組み立てる実践的方法を学びとる。 

授業概要 

日本列島の王権形成の時期やプロセスについては諸説がある。講義では三世紀初めの奈良県

桜井市纒向遺跡の出現がヤマト王権の誕生であるとの立場から、その形成過程や権力系譜、東

アジア世界との関わりについて考究する。また、ヤマト王権の成立は古代史上の重大な画期でも

あるから、講義では「魏志倭人伝」全文を配布して、考古学で読み解く。邪馬台国論や都市、国家

形成の問題についても取り上げる。講義はテキストに沿って進めるので、講義予定の部分の事前

の熟読は必須である。また、必要に応じて資料を配布する。 

評価方法・基

準 

講義内容は一般の概説書の内容とは異なる部分が多いので、必ず事前にテキストに目を通し、授

業に集中することが大切である。従って、学習到達度確認やレポートも講義内容にそくした理解が

求められる。小レポートやアンケートなども当然評価の対象となる。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎回、前回の講義の根幹を再度確認しながら進める。授業中の小レポートやアンケートで理解度

を確認し、次回に集計結果や理解度等について講評する。「魏志倭人伝」は順番に指名して講読

しながら進めるので、相応の準備が必要である。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の講義での集中が第一である。よりスキルを高めたい人は講義で出てきた研究者などを図

書館やネットで検索することも重要である。講義の内容をもっと深く知りたい方は、参考図書の 1 を

読むことを薦めたい。 

テキスト 王権誕生寺沢 薫講談社(学術文庫) 2008 

参考書 
卑弥呼とヤマト王権寺沢薫中央公論新社 2023 

王権と都市の形成史論寺沢薫吉川弘文館 2011 

授業内容 

１．プロローグ―王権とは何か・ヤマト王権論の現在― [予習・復習] テキストの第 7 章のｐ250～253

に目を通しておく。アンケートを採る。授業のノートや配付資料で授業の内容を再確認する。 

2．「纒向遺跡」以前（1）国家をどう捉えるか―2 世紀以前の北部九州と近畿、そして「倭国」― [予習・復

習] テキストの第4～5 章（p126～230）に目を通しておく。ヤマト王権成立前の国家や｢倭国｣について、

北部九州と近畿の違いなどについて簡単に説明する。授業のノートや配付資料で授業の内容を再確

認する。 

3．「纒向遺跡」以前（2）―｢倭国乱｣と 2 世紀末の日本列島― [予習・復習] テキストの第 6 章（ｐ231～

249）に目を通しておく。ノートや配付資料で授業の内容を再確認する。 

4．纒向遺跡論(1)： 纒向遺跡はどのような遺跡か（1）-纒向大王都論- [予習・復習] テキストの第７章

-1 を通読し、とくに p250～260 を熟読しておく。ノートと配付資料で授業の内容を再確認する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502004 

科目名 考古学特殊講義（四） 担当教員 ☆寺沢 薫 

授業内容 

5．纒向遺跡論(2)： 纒向遺跡はどのような遺跡か（2）-前方後円墳論- [予習・復習] テキストの第７章

-1, 第 8 章ー1、とくに p260～266 を熟読しておく。ノートと配付資料で授業の内容を再確認する。 

6．纒向遺跡論(3)： 纒向遺跡はどのような遺跡か（3）-古墳時代開始論- [予習・復習] テキストの第 7

章-3（p293～303）、第 8 章-1（p309～320）を熟読する。ノートと配付資料で授業の内容を再確認する。 

7．前方後円墳の本質と王権の祭祀（首長霊継承と王権祭祀） [予習・復習] テキストの第6 章-2(ｐ243

～249)、第 8 章-2（ｐ320～326）を熟読しておく。ノートと配付資料で授業の内容を再確認する。 

8．ヤマト王権の権力系譜 [予習・復習] テキストの第 4 章-2、第 7 章の p266～274 を熟読するノートと

配付資料で授業の内容を再確認する。 

9．纒向遺跡と邪馬台国論-卑弥呼共立の背景- [予習・復習] テキストの第 7 章-1（p270～272）、第 7

章-2（p275～278）を熟読する。ノートと配付資料で授業の内容を再確認する。 

10．考古学で読む｢魏志倭人伝｣(1)：邪馬台国所在地論 [予習・復習] 資料は事前に配付するので、

配付資料の魏志倭人伝の第 1 パラグラフに目を通し読んでおく。配付資料や授業の内容を再確認す

る。 

11． 考古学で読む｢魏志倭人伝｣(2)：倭国の政治構造と習俗 [予習・復習] 配付資料の魏志倭人伝の

第 2 パラグラフに目を通し読んでおく。配付資料や授業の内容を再確認する。 

12． 考古学で読む｢魏志倭人伝｣(3)：倭国乱と卑弥呼共立 [予習・復習] 配付資料の魏志倭人伝の第

2－付記パラグラフに目を通し読んでおく。配付資料や授業の内容を再確認する。 

13． 考古学で読む｢魏志倭人伝｣(4)：卑弥呼の外交・卑弥呼その後 [予習・復習] 配付資料の魏志倭

人伝の第 3 パラグラフに目を通し読んでおく。配付資料や授業の内容を再確認する。 

14． 考古学で読む｢魏志倭人伝｣(5)：卑弥呼のイメージ・卑弥呼その後、補論 [予習・復習] 配付資料

や授業の内容を再確認する。講義の全体を配付資料をもとに再度復習しておく。レポートの内容やアン

ケートの内容は前回から授業中に公表するので、他の書籍などにも目を通して、次回に意見や質問が

できろように準備を行う。 

15． 授業総括･学習到達度確認、アンケート [予習・復習]アンケートで書いた自身の内容を再確認す

る。レポートは本講義全体の復習のまとめと思って文章をまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd44502005  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（五） 担当教員 植野 浩三 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 韓国考古学の調査成果と日韓交流史 

到達目標 

 韓国考古学（旧石器～三国時代）の概要を理解する。特定の時代やテーマについて著明な遺跡

や遺物を取り上げて紹介し、今日の研究成果を整理する。また、日韓交流史の研究成果と意義を

学習する。 

授業概要 

 韓国では現在、膨大な発掘調査が実施されており、多くの資料が蓄積されている。特定の時代

の著明な遺跡や遺物、新発見の遺跡等を紹介し、朝鮮半島の原始・古代史での位置づけを行う。

以下の通り青銅器時代の墓制、高句麗・百済考古学研究の成果、鉄生産、窯業生産、都城研究

の現状を中心にして講義する。また、日本には、様々な渡来文化が移入して日本文化の形成に大

きな影響を与えた。そうした日韓交流の文物も紹介し、その特色について解説する。 

評価方法・基

準 

講義した各内容を正確に理解しているかを問う。配付資料を参考にしながら、①共通問題と②選

択問題について論述形式で解答する。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容や質問・疑問は、次回以降の授業に反映し、適時紹介していく。最終授業時

に定期試験を実施し、解答例を配布及び解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 
東アジアの歴史に興味を持つこと。 

テキスト  

参考書 
朝鮮半島の考古学早乙女雅博同成社 2000 

概説韓国考古学韓国考古学会編同成社 2013 

授業内容 

１．ガイダンス－韓国考古学の概要 授業の目的を理解する [予習・復習] シラバスを熟読して臨む。

説明内容の理解。 

2．朝鮮半島の歴史、時代区分概説 [予習・復習]韓国考古学の書籍をよみ基礎知識を付けてのぞむ。

説明内容を整理して理解する。 

3． 韓国考古学の研究史 概説 [予習・復習]下記の概説書をよみ知識をつける。配布資料の内容を

整理して学習する。 

4．新石器時代 集落・墓制 [予習・復習] 韓国考古学の新石器時代を調べて臨む。説明内容を整理

して理解する 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502005 

科目名 考古学特殊講義（五） 担当教員 植野 浩三 

授業内容 

5．青銅器時代の集落 [予習・復習] 韓国考古学の青銅器時代を調べて臨む。資料の内容を整理して

理解する。 

6．青銅器時代の墓制 [予習・復習]青銅器時代の墓制を調べてくる。墓制の種類や特色を整理する。 

7．高句麗考古学研究 墓制 [予習・復習]高句麗の国を調べて理解する。特色ある墓制を資料に沿っ

て整理する。 

8．高句麗考古学研究 都城 [予習・復習]東アジアの都城について調査する。資料に従って高句麗の

都の特徴を理解する。 

9．百済考古学研究 墓制 [予習・復習]百済の国を調べて理解する。特色ある墓制を資料に沿って整

理する。 

10．百済考古学研究 都城 [予習・復習]東アジアの都城について再調査する。資料に従って百済の都

の特徴を理解する。 

11． 三国時代－鉄生産研究 [予習・復習]鉄生産の概要を理解。資料の説明内容に従って、生産の

実際を考え理解を深める。 

12． 三国時代－窯業生産研究 [予習・復習]窯業生産の概要を理解。資料の説明内容に従って、窯

業生産の実際を考え理解を深める。 

13． 三国時代－日本の須恵器生産との関係 [予習・復習]日本の窯業生産の概要を理解。資料の説

明内容に従って、日本の須恵器生産の実際を考え理解を深める。 

14． 三国と倭－日韓交渉の考古学 [予習・復習]東アジアの文物について理解する。資料に従って三

国と倭の共通する文物（渡来文物）を理解し、日韓交渉史を学習する。 

15． 授業のまとめ [予習・復習]これまでの資料を網羅して、韓国考古学の特色を整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd44502006  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（六） 担当教員 相原 嘉之 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 考古学を中心とした文化財保護行政 

到達目標 総合的な文化財保護行政の基礎と文化財専門職員の役割を理解する。 

授業概要 

文化財調査機関や文化財保護行政に携わってきた実績を活かして、都道府県・市町村の専門職

員の人材として期待されている文化財専門職員を目指す学生を対象として、文化財保護行政の

現状や、文化財を活かした街づくりなどについて学ぶ。 

評価方法・基

準 
不定期に実施するレポート作成により、講義内容を理解しているかを問う。 

課題のフィー

ドバック方法 
授業中のレポートの成果と課題についてコメントする。 

履修上の 

注意事項等 

本講座は、文化財の専門職を目指す学生のみを対象とする。学外授業も重要であり、必ず参加す

ること。この科目は、実務経験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業や団体等

の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト プリントを配布  

参考書 

入門 埋蔵文化財と考古学水之江和同同成社 2020 

遺跡保護の制度と行政和田勝彦同成社 2015 

文化遺産の保存と活用小松弥生文化遺産クバプロ 2021 

授業内容 

１．文化財とは （文化財の定義と種類） [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確

認する。 

2．文化財保護の歴史 [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

3．文化財保護の組織と専門職員  [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認す

る。 

4．埋蔵文化財保護行政の職務  [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502006 

科目名 考古学特殊講義（六） 担当教員 相原 嘉之 

授業内容 

5．文化財保護行政における保存と活用  [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確

認する。 

6．学外授業① 飛鳥地域の文化財  [予習・復習] 見学場所を調べておく。見学場所を確認する。 

7．学外授業② 飛鳥地域の文化財  [予習・復習] 見学場所を調べておく。見学場所を確認する。 

8．埋蔵文化財調査の標準 [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

9．出土品の取り扱いについて [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

10．史跡等の整備  [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

11． 世界文化遺産  [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

12． 埋蔵文化財の保存と活用 [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

13． 文化的景観 [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認する。 

14． 文化財担当者の職務の実態 [予習・復習] 参考書等で予習しておく。授業のポイントを確認す

る。 

15． 文化財保護行政のまとめ  [予習・復習] これまでの講義を振り返り、講義のポイントを再確認。 



【科目ページ：１／２】  cd44502007  聴講の可否： ×   

科目名 考古学特殊講義（七） 担当教員 相原 嘉之 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代都城と地方官衙 

到達目標 
古代都城等に関する考古学論文を読み解き、考古学の考え方・学術論文の構成・表現などを理

解する。 

授業概要 
古代都城に関する論文を読み、研究の現状を理解する。そのために、プレゼンテーション・討論に

よる相互理解を深める。 

評価方法・基

準 

指定された論文の理解度、発表資料の完成度、プレゼンテーション及びヒアリングの内容によって

評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
授業中に、内容・方法についてのコメントをする。 

履修上の 

注意事項等 

論文内容について、発表型式による討論を実施する。テーマが「古代都城」なので、古代を対象と

した考古学・史料学を学ぶ学生を対象とする。この科目は、実務経験のある教員による授業科目

となります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に基づき授業を実施します。 

テキスト プリントを配布  

参考書  

授業内容 

１． はじめに 授業の進め方 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認する。 

2． 発表・討論の方法、資料の作成の仕方を学ぶ [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポ

イントを確認する。 

3． 飛鳥に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認する。 

4． 難波宮に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502007 

科目名 考古学特殊講義（七） 担当教員 相原 嘉之 

授業内容 

5． 近江大津宮に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認

する。 

6． 藤原京に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認する。 

7． 平城京に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認する。 

8． 難波宮・恭仁宮・紫香楽宮に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業の

ポイントを確認する。 

9． 長岡京に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認する。 

10． 平安京に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認す

る。 

11．  大宰府に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認す

る。 

12． 多賀城に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認す

る。 

13．  古代山城に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認

する。 

14．  地方官衙に関する論文の読解 [予習・復習]参考書等で予習をしておく。授業のポイントを確認

する。 

15．  古代都城に関する総括 [予習・復習]授業のポイントを再確認する。 



【科目ページ：１／２】  cd44502008  聴講の可否： ○   

科目名 考古学特殊講義（八） 担当教員 岩戸 晶子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代都城の考古学的研究とその保存活用 

到達目標 
平城宮跡について古代から現代に至る歴史について学び、その特質や意義について自分なりの

考えを持つ。 

授業概要 

奈良大学のすぐ近くにある平城宮跡は世界遺産に登録され、特別史跡にも指定されています。平

城宮跡は、その保存過程や保存状態でも特筆すべき遺跡です。文化財が現存する意味と、それ

を護り伝えていくためのシステムや保存活用についても考えます。 

評価方法・基

準 
学習到達度 60%、および平常点 40％（授業への積極性）で評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポート課題等にはコメントを付して返却します。適宜質問も受け付けます。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書  

授業内容 

１．はじめに  [予習・復習] 授業の進め方および平城宮跡について自分の知識を再確認しておきまし

ょう。 

2．奈良時代の平城宮と現在 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

3．奈良時代以降の平城宮 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

4．近代以降の平城宮跡 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502008 

科目名 考古学特殊講義（八） 担当教員 岩戸 晶子 

授業内容 

5．平城宮跡の初期の調査 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

6．平城宮跡の調査と保存 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

7．平城宮跡の活用 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

8．平城宮跡の復原事業 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

9．平城宮跡の遺跡整備 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

10．平城宮跡の復原事業 [予習・復習] 講義内容を復習し、関連の文献や本を読みましょう。 

11． 学外授業 平城宮跡の見学① [予習・復習] 見学した内容をノートにまとめておきましょう。 

12． 学外授業 平城宮跡の見学② [予習・復習] 見学した内容をノートにまとめておきましょう。 

13． 平城宮跡と世界遺産 [予習・復習] あらかじめ世界遺産はどういうものか調べておきましょう。授

業後には関連する文献や新聞記事などを読みましょう。 

14． 平城宮跡を活かす [予習・復習] 講義内容を復習しておきましょう。ほかの遺跡などではどのよう

な活用がはかられているのか Web などで調べてみましょう。 

15． 授業のまとめ [予習・復習] 講義内容を復習しておきましょう。 



【科目ページ：１／２】  cd44502009  聴講の可否： ×   

科目名 考古学特殊講義（九） 担当教員 千田 嘉博 

開講期間 後期集中 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 城郭考古学入門 

到達目標 城郭考古学から歴史を考えてまちづくりに活かす。 

授業概要 

城郭考古学は、現在もっとも求められている考古学の分野である。しかし発掘調査だけでなく、遺

構の地表面観察資料、絵図・地図資料、文字史料など多様な資料群を適切に取り扱い、研究を進

めることが必要になる。この講義では、織田信長・豊臣秀吉・徳川家康の城を中心に取り上げ、城

から歴史を究明し、城を守って、これからの社会に活かす方法を論じる。 

評価方法・基

準 

講義内に行う講義アンケート（講義内に提出）によって、平常時の取り組みと理解を評価する（評

価比率 30％）。最終の講義時間内に学習到達度確認を行い、城郭考古学の理解度を基準に評価

する（評価比率 70％）。信長・秀吉・家康の城を資料として、歴史をどう考えるかについてを問う。 

課題のフィー

ドバック方法 

学習到達度を確認するための課題について、学習到達度の確認後に講義内で詳細な解説を行

い、ていねいにフィードバックする。 

履修上の 

注意事項等 

集中講義期間中に、大和郡山城で臨地講義を行う。一定時間歩くので、受講生は体調を整え、フ

ィールドワークに適した服装と装備で受講すること。この科目は、実務経験のある教員による授業

科目となる。担当教員が現場にて従事した経験に基づき授業を実施する。 

テキスト なし  

参考書 

戦国の城を歩く千田嘉博ちくま学芸文庫 2009 

信長の城千田嘉博岩波新書 2013 

歴史を読み解く城歩き千田嘉博朝日新書 2022 

授業内容 

１．受講ガイダンス [予習・復習] あらかじめ考古学特殊講義（九）のシラバスを読み、講義内容を理解

しておく。 

2．勝幡城・清須城ー信長の城の原風景 [予習・復習] 『信長公記』を読んでおく。講義の内容をまとめ

る。 

3．小牧山城ー信長がめざしたもの [予習・復習] 小牧山城の発掘成果を確認しておく。講義で紹介し

た基礎史料を調べてまとめる。 

4．岐阜城ー発掘成果は正しいか？ [予習・復習] 岐阜城の基本的な文献を読んで、理解しておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44502009 

科目名 考古学特殊講義（九） 担当教員 千田 嘉博 

授業内容 

5．安土城ー近世城郭の成立 [予習・復習] 安土城の関連文献を閲覧しておく。安土城の最新調査成

果を理解する。 

6．豊臣大坂城ー徳川大坂城と豊臣大坂城 [予習・復習] 大坂の歴史の流れを把握しておく。講義の

内容をまとめる。 

7．豊臣大坂城ー「大坂冬の陣図」と真田丸 [予習・復習] 「大坂冬の陣図」を刊本で閲覧しておく。講

義内容をまとめる。 

8．秀長の大和郡山城ー二条城への天守移転 [予習・復習] 大和の歴史と豊臣秀長についての基礎

知識を得ておく。講義内容をもとに文字史料による理解と城跡からの理解の特性について検討する。 

9．岡﨑城から江戸城・名古屋城へー徳川家康の城 [予習・復習] 江戸の成立について把握しておく。

講義内容をまとめる。 

10．臨地講義 1ー大和郡山城追手門 [予習・復習] 大和郡山城について以前の講義内容を復習す

る。現地の観察成果をまとめる。臨地講義の詳細は講義時間内に指示する。 

11． 臨地講義 2ー大和郡山城極楽橋 [予習・復習] 大和郡山城について以前の講義内容を復習す

る。現地の観察成果をまとめる。臨地講義の詳細は講義時間内に指示する。 

12． 臨地講義 1ー大和郡山城天守 [予習・復習] 大和郡山城について以前の講義内容を復習する。

現地の観察成果をまとめる。臨地講義の詳細は講義時間内に指示する。 

13． 世界から見た日本の城 [予習・復習] これまで取り上げた各地の城について各自要点を総括し

ておく。講義内容をまとめる。 

14． 城跡を守り活かすー城跡整備は誰のためのものか [予習・復習] 城跡でなくてよいので、各自、

史跡のアクセシビリティについて現地やホームページで確認しておく。講義内容をまとめる。 

15． まとめ・学習到達度の確認 [予習・復習] 講義内容をふり返り、城跡から歴史を考える意義をまと

める。 



【科目ページ：１／２】  cd44503001  聴講の可否： ○   

科目名 美術史特殊講義（一） 担当教員 原口 志津子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 絵巻物の研究 

到達目標 伝記や説話を絵画化した作品の調査研究方法を習得し、その作品についての理解を深める。 

授業概要 

絵巻物の代表的な作品の内容、絵画様式、制作の状況などを講説する。順番は入れ替わる可能

性がある。e-learning により資料配付、参考サイトの掲示も行う。e-learning の登録コードは講義開

始前にポータルで掲示する。 

評価方法・基

準 

平常 e-learning 課題 60% レポート 40%（レポートの評価基準は、講義中に配付する「日本語表現

チェックリスト」の基準に従う）。 

課題のフィー

ドバック方法 
課題評価は、e-learning でコメントする。質問は対面のほか e-learning のメッセージも利用できる。 

履修上の 

注意事項等 

参考書の 1 つは 2 年次配当選択科目「日本絵画史」の教科書であるが、履修していない場合には

購入する必要はない。 

テキスト なし  

参考書 

日本美術史ハンドブック辻維雄・泉武夫編新書館 2009 

源氏絵の系譜稲本万里子森話社 2018 

かわいい絵巻上野友愛・岡本麻美東京美術 2015 

授業内容 

１．ガイダンス・絵巻物の基礎知識 [予習・復習]・参考書やインターネット検索によって代表的作品を把

握する。・講義内容の e-learning 課題をする。 

2．大画面説話画と絵巻物 [予習・復習]・代表的作品の画像確認・講義内容の e-learning 課題をする。 

3．「絵因果経」 [予習・復習]・「絵因果経」の画像を確認する。・講義内容の e-learning 課題をする。 

4．女絵－「源氏物語絵」 [予習・復習]・国宝本「源氏物語絵」の画像を確認する。・講義内容の e-

learning 課題をする。 
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科目名 美術史特殊講義（一） 担当教員 原口 志津子 

授業内容 

5．国宝本「源氏物語絵」と「紫式部日記絵詞」 [予習・復習]・「紫式部日記絵詞」の画像を確認する。・

講義内容の e-learning 課題をする。 

6．男絵ー「信貴山縁起絵」と「伴大納言絵」 [予習・復習]・「信貴山縁起絵」と「伴大納言絵」の画像を

確認する。・講義内容の e-learning 課題をする。 

7．後白河法皇と宝蔵絵 [予習・復習]・「地獄草紙」「餓鬼草紙」の画像を確認する。・講義内容の e-

learning 課題をする。 

8．「吉備大臣入唐絵」 [予習・復習]・「吉備大臣入唐絵」の画像を確認する。・講義内容のe-learning課

題をする。 

9．「長谷雄草紙」と怪異 [予習・復習]・「長谷雄草紙」の画像を確認する。・講義内容の e-learning 課題

をする。 

10．「当麻曼荼羅縁起絵」 [予習・復習]・「当麻曼荼羅縁起絵」の画像を確認する。・講義内容の e-

learning 課題をする。 

11． 「一遍聖絵」 [予習・復習]・「一遍聖絵」の画像を確認する。・講義内容の e-learning 課題をする。 

12． 高階隆兼様式の絵巻物 [予習・復習]・「春日権現験記絵」と「玄奘三蔵絵」の画像を確認する。・

講義内容の e-learning 課題をする。 

13． 「誉田宗廟縁起絵」 [予習・復習]・応神天皇陵古墳を調べる。・講義内容の e-learning 課題をす

る。 

14． 「百鬼夜行絵」 [予習・復習]・「百鬼夜行絵」の画像を確認する。・講義内容の e-learning 課題をす

る。 

15． レポート課題の説明・e-learning 課題の解説 [予習・復習]・e-learning 課題 
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科目名 美術史特殊講義（二） 担当教員 ☆関根 俊一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 正倉院と正倉院宝物 

到達目標 

・正倉院および宝物の伝来や由緒・歴史等を理解する ・様々な工芸技法、加飾技法を理解す

る ・宝物の源流、制作地および「世界性（国際性）」を理解する ・「正倉院」を文化財の保存という

視点で理解する 

授業概要 

正倉院の歴史、建物（校倉）を概観し、ここに伝来した宝物について様々な視点から考察する。毎

回プリントを配布し、パワーポイントで画像を提示しながら、講義形式で進めるが、随時、コメントシ

ートの提出を求め受講者の理解度を確認する。必要に応じて正倉院宝物以外の工芸品について

も言及する。「モノ」から情報を読み取る力が身につくよう配慮しながら進める。「カラー印刷」した

配布プリントは、画像が細部まで必ずしも明瞭でないので、必要に応じて「参考書」等に掲載の画

像で確認しておくこと。 

評価方法・基

準 

学習到達度確認（50％）、コメントシート等（35％）、授業への取り組み姿勢（15％）で総合的に評価

する。、 

課題のフィー

ドバック方法 

随時提出を求めるコメントシートは、担当者が確認のうえ問題点があれば次回の講義時に説明す

る。学習到達度確認は、終了後に重要点を説明する。到達度が低い場合は、課題を課す場合が

ある。 

履修上の 

注意事項等 

学習到達度確認（15 週目）では、配布プリント・自筆ノートのみを参照可とするので、毎回、配布プ

リントを参考にして、しっかりと整理し、疑問点は必ず質問し、補足しておくこと。出欠不問（自由参

加）の学外見学を行うので積極的に参加すること。 

テキスト  

参考書 正倉院宝物 181 点鑑賞ガイド杉本一樹新潮社 2016 

授業内容 

１．ガイダンス。「美術史」「工芸史」とは何か。  [予習・復習] ・シラバスをよく読んでおく。・「美術史」

「工芸史」とはどのような分野と思うか。ノートに書きだしておくこと。 

2 ． 正 倉 院 の 基 礎 知 識 （ １ ）  正 倉 院 の 概 要  [ 予 習 ・ 復 習 ]  ・

https://shosoin.kunaicho.go.jp/about/history/・https://shosoin.kunaicho.go.jp/about/treasure をよく読

んでおく。・正倉院の歴史、宝物の由来を理解しておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

3 ． 正 倉 院 の 基 礎 知 識 （ ２ ）  校 倉 と そ の 機 能  [ 予 習 ・ 復 習 ]  ・

https://shosoin.kunaicho.go.jp/about/repository をよく読んでおく。・正倉院の宝庫（校倉）について、規

模・構造について理解しておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

4．奈良時代の歴史外観 聖武天皇と光明皇后 [予習・復習] ・聖武天皇と光明皇后について簡単に

調べておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 
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科目名 美術史特殊講義（二） 担当教員 ☆関根 俊一 

授業内容 

5．北倉の納物（１） 赤漆文欟木厨子と木画紫檀碁局 [予習・復習] ・「赤漆文欟木厨子」の由緒につ

いて調べておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

6．北倉の納物（２） 琵琶と阮咸 [予習・復習] ・「琵琶」の起源や種類について調べておく。・ノートと配

布資料の重要点整理。 

7．中倉の納物（１） ガラス製品 [予習・復習] ・正倉院の「ガラス製品」にはどのようなものがあるか調

べておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

8．中倉（一部北倉）の納物（２） 胡瓶（こへい） [予習・復習] ・「胡瓶」とは何かについて調べておく。・

ノートと配布資料の重要点整理。 

9．南倉の納物（１）正倉院の仏具（1） [予習・復習] ・「如意」と「柄香炉」について調べておく。・ノートと

配布資料の重要点整理。 

10．南倉の納物（２） 正倉院の仏具（2） [予習・復習] ・「箱」にはどのような用途のものがあるか調べ

ておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

11． 南倉（一部北倉）の納物（3） 正倉院の染織品 [予習・復習] ・「染織品」と呼ばれるものにはどの

ようなものがあるか調べておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

12． 南倉の納物（4） 正倉院の伎楽面 [予習・復習] ・「伎楽面」にはどのようなものがあるか調べて

おく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

13． 正倉院宝物の鏡と宝物のもつ国際性とは [予習・復習] ・前回の講義で指示した課題について考

えておく。・「国際性」とは何か理解しておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 

14． 正倉院宝物を守り伝える [予習・復習] ・宝物がどのように守られてきたかをまとめておく。・ノート

と配布資料の重要点整理。 

15． これまでの学習について「到達度確認」を実施する。 [予習・復習] ・これまで学んだ内容をよく復

習し疑問点を明確にしておく。・ノートと配布資料の重要点整理。 
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科目名 美術史特殊講義（三） 担当教員 米屋 優 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本・東洋美術制作論 

到達目標 日本や東洋の美術に係わる重要な言説をおさえ、その歴史的な意義を理解する。 

授業概要 

古代から近代に至る東洋、日本の美術の制作に関する言説を読みながら、当時の人々が美術を

如何に捉えていたか、美術を制作することの意味をどのように考えていたかを探る。そのことを通

じて、日本における近代的な自我を持った美術家が誕生する過程を検証する。 

評価方法・基

準 

毎回、授業時間中にレポートを書き、学習到達度確認を行う。以上の平常点と採集授業美に実施

する学習到達度確認により成績を評価する。出席数が不足していたり（６回以上の欠席）、レポー

トが未提出の場合は評価できない。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートは必要なコメントを添えて次回以降の授業で返却する。 

履修上の 

注意事項等 
授業の進捗によりスケジュールに変更が生じる場合は、授業時に知らせる。 

テキスト 毎回資料を配布する  

参考書 必要に応じて紹介する 

授業内容 

１． 仏典にみる仏像制作論 [予習・復習]仏教経典に見られる仏像制作の起源や功徳の説話からそ

の経典が成立した時代における仏像制作に対する考え方を学ぶ。 

2． 古代日本の仏教美術観 [予習・復習]日本への仏教伝来当時、また国家仏教の時代の仏像に対

する考え方を『日本書紀』等の史料から考える。 

3． 密教の美術観 [予習・復習]平安時代前期、日本に本格的密教が伝えられたころの美術の意義付

けを空海らの著作から考える。 

4． 浄土教の美術観 [予習・復習]平安時代後期、浄土教の隆盛期における美術の意義付けについて

資料から考える。 
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科目名 美術史特殊講義（三） 担当教員 米屋 優 

授業内容 

5． 古代中国の絵画観 [予習・復習]張彦遠『歴代名画記』を読みながら古代中国の絵画観について

考える。 

6． 画の六法 [予習・復習]資料を読みながら中国絵画制作の基本的な概念である「画の六法」につい

て考える。 

7． 山水画論 [予習・復習]郭熙『林泉高致』などを読みながら当時の山水画観について考える。 

8． 王朝人の絵画観 [予習・復習]『源氏物語』ゑあわせなどから当時の貴族の絵画観について考え

る。 

9． 日本中世の美術論 [予習・復習]『君台観左右帳記』などの資料から当時の美術工芸作品に対す

る価値観について考える。 

10． 狩野派の絵画論 [予習・復習]日本の中近世の絵画をリードした狩野派の絵画観について狩野

安信『画道要訣』などから考える。 

11．  江戸時代諸派の絵画論  [予習・復習]狩野派以外の江戸時代の諸派の絵画観をそれぞれの

著作から考える。 

12．  明治維新期の美術論 [予習・復習]明治維新の変革期の画家の絵画観を竹内栖鳳や菱田春草

らの演説や聞き書きなどから考える。 

13．  明治期洋画家の美術論 [予習・復習]黒田清輝『絵画の将来』などから維新後に西洋の美術を

学んだ芸術家の美術観を考える。 

14．  新世代の美術家の美術論  [予習・復習]安井曽太郎『画家の眼』などを読みながら、昭和の美

術家の絵画観について考える。 

15．  授業まとめ [予習・復習]学習到達度確認 
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科目名 美術史特殊講義（四） 担当教員 ☆宮崎 もも 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 江戸時代の絵画について 

到達目標 
主に以下の２点を目標にします。①江戸時代の絵画についての基礎知識を習得し、作品に関する

理解を深めること。②絵画の造形上の特色について自らの言葉で表現できるようになること。 

授業概要 

江戸時代の絵画に関する基礎的な授業です。狩野探幽や俵屋宗達、尾形光琳、円山応挙など、

江戸時代を代表する絵師たちを取りあげます。授業ごとにプリントを配布し、絵師たちの一生や時

代背景について学びます。また、パワーポイントを用いて代表的作品の画像を映し出し、作品の

特徴や魅力について学びます。 

評価方法・基

準 

平常点３０％（毎回の授業で、簡単な復習問題を出します。その答えの内容を重視します）定期試

験７０％（授業の内容を理解できているか、論理的な記述であるかを重視します）※定期試験は、

定期試験期間（16 週目）に実施します。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業ごとの簡単な復習問題に関しては、次の授業でその答え、考え方などを紹介します。定期試

験については、模範解答をポータルサイトにて公開します。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．美術史とは 予習：シラバスを読み返す。復習：配布プリントを読み返す。 

2．狩野派① 予習：狩野永徳についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

3．狩野派② 予習：狩野探幽についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

4．土佐派 予習：土佐光起についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

  



【科目ページ：２／２】 cd44503004 

科目名 美術史特殊講義（四） 担当教員 ☆宮崎 もも 

授業内容 

5．住吉派① 予習：住吉如慶・具慶についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

6．琳派① 予習：本阿弥光悦についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

7．琳派② 予習：俵屋宗達についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

8．琳派③ 予習：尾形光琳についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

9．琳派④ 予習：酒井抱一についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

10．文人画派 予習：池大雅・田能村竹田についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

11． 円山派 予習：円山応挙についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

12． 住吉派② 予習：住吉広行についての図録や本を読む。復習：配布プリントを読み返す。 

13． 論文の一例① 酒井抱一論文について 予習：酒井抱一についての論文を読む。復習：配布プリ

ントを読み返す。 

14． 論文の一例② 田能村竹田論文について 予習：田能村竹田の論文を読む。復習：配布プリントを

読み返す。 

15． まとめ 予習：すべての配布プリントを読み返す。復習：定期試験に向けて準備する。 
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科目名 美術史特殊講義（五） 担当教員 岡田 健 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 東アジアの壁画―中国美術の展開〈壁画編〉 

到達目標 
以下の 2 点を目標とする。①東アジア全域を包含する美術史として壁画芸術を理解する。②壁画

材料と絵画技法に関するアプローチによって、文化財を構造的・復原的に見る方法を理解する。? 

授業概要 

従来の壁画研究は、考古学・美術史・宗教学・歴史学・保存科学・修復技術の各分野が個別にそ

の成果を出してきた。しかし壁画芸術がその主題を図像と様式によって表現できるのは、それを実

現するための壁画材料と絵画技法があったからである。いっぽう古代の壁画はすべてが著しく劣

化しており、これを復原的に見ることができなければ、壁画の真の姿に迫ることができない。本講

義では、長年にわたる敦煌莫高窟をはじめとする中国壁画の調査研究を実践し、高松塚古墳壁

画・キトラ古墳壁画の保存修復事業に関わった経験等を活かし、文化財学としての総合 

評価方法・基

準 

最終的にレポートによって成績を評価する。毎回の授業の理解度とともに、さらに自らの関心を広

げようとしているか、という基準から評価する。出席数が不足していたり（6 回以上の欠席）、レポー

トの未提出がある場合は評価できない。 

課題のフィー

ドバック方法 
ポータルサイトやメールでの応答とともに行なう。 

履修上の 

注意事項等 

中国史上の王朝の変遷や仏教的な内容についての詳細な解説を行っている時間はないので、必

要に応じて自習をしてもらいたい。資料の印刷を極力少なくするため、毎回、e-learning により資料

を配布する。授業には各自ノートパソコンを持参すること。 

テキスト 毎回、資料を配布する。  

参考書  

授業内容 

１． 総論：壁画研究の要点 [予習・復習] 壁画の種類・主題と図像・地域的時代的な特徴・材料と絵

画技法・保存修復の方法など、壁画研究の要点を概説する。? 

2． 敦煌莫高窟の壁画１：北魏～隋の壁画 [予習・復習] 西域と中国との接点に位置する敦煌莫高窟

に残る、彫塑と壁画が一体となった華麗な仏教美術空間を見る。 

3． 敦煌莫高窟の壁画２：唐～元の壁画 [予習・復習] 唐時代以降の、中国における多様な仏教美術

展開の様子を敦煌莫高窟に見る。? 

4． 壁画材料と絵画技法１：科学調査の方法 [予習・復習] 敦煌莫高窟における壁画材料と絵画技法

に関する調査研究の実践例を見る。? 
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科目名 美術史特殊講義（五） 担当教員 岡田 健 

授業内容 

5． 壁画材料と絵画技法２：壁画の復原的研究 [予習・復習] 壁画研究に重要な役割を果たしてきた

「模写」に関する考察を通して、壁画の見方を認識する。? 

6． 中国の壁画１：陝西省の墓室壁画 [予習・復習] 今日も発掘による重要な壁画墓の発見が相次ぐ

陝西省の墓室壁画を見る。? 

7． 中央アジアの壁画 [予習・復習] ロシア・エルミタージュ美術館所蔵の中央アジアの壁画を見る。? 

8． 中国の壁画２：山西省の墓室壁画 [予習・復習] 北魏・東魏・北斉の各時代の壁画墓の発見が相

次ぐ山西省の壁画を見る。 

9． 中国の壁画３：山西省の寺観壁画 [予習・復習] 数多くの仏教寺院・道教寺院建築とともに残る山

西省の壁画群について見る。? 

10． 中国の壁画４：河北の墓室壁画・寺院壁画 [予習・復習] 河北（河北省及び北京市）の墓室壁画

と寺院壁画を見る。? 

11．  中国の壁画５：陝西省の墓室壁画２（唐時代以降） [予習・復習] 今日も発掘による重要な壁画

墓の発見が相次ぐ陝西省の唐時代以降の墓室壁画を見る。 

12．  中国の壁画６：河南省の墓室壁画 [予習・復習] 河南省の墓室壁画について見る。? 

13．  中国の壁画７：吉林省の墓室壁画と高句麗壁画 [予習・復習] 中国・吉林省に残る朝鮮・三国

時代の高句麗墓とその壁画について見る。 

14．  壁画の保存と修復１：中国の保存修復 [予習・復習] 敦煌莫高窟や陝西省の取り組みについて

見る。? 

15．  壁画の保存と修復２：日本の保存修復 [予習・復習] 高松塚古墳壁画・キトラ古墳壁画、法隆

寺金堂壁画等の保存修復の歴史を見る。 
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科目名 史料学特殊講義 担当教員 吉川 敏子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ ８世紀の文献史料を読んで考える 

到達目標 
本授業は、本学の定めるディプロマ・ポリシーのうち、「2.問題発見・解決力」に重点を置く。積極的

に歴史上の問題点を見出し、史料に基づき、考える力を身につける。 

授業概要 

本授業科目では、奈良時代の制度や政治に関する史料を味わいないながら、事実関係を読み解

き、当事者たちの思惑を考える訓練をする。授業では、テーマごとに異なる性格の文献史料を素

材とする。用いる史料は主に漢文である。じっくりと史料を読み、それの意味を理解することで、各

自が自分なりに歴史像を復元し、文字の向こうに 1300 年前の人々の営みをイメージできるように

なることを目標とする。 

評価方法・基

準 

期末レポートで評価する。授業内容の理解度、レポートの課題設定の着眼、課題解決のための史

料分析への取り組み、合理的な考察、文章表現の正しさを評価対象とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

レポートはポータルを用いた提出とする。提出されたレポートにはポータルを用いて各自にコメント

する。 

履修上の 

注意事項等 

日本古代史の講義であり、史料読解を踏まえたレポートを課す。そのため、履修者は漢文の基礎

知識を持つことが望ましい。授業の進捗によりスケジュールに変更が生じる場合は、授業時に知

らせる。 

テキスト なし  

参考書 授業で紹介 

授業内容 

１． ガイダンス [予習・復習]高校の日本史探究(日本史Ｂ)の５～９世紀に該当する部分を確認してお

くこと。授業後はガイダンスの内容をよく確認すること。 

2．大和王権の時代から律令支配の時代へ [予習・復習]配付資料を見て、大化前代の支配について

考えてみること。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

3．日本古代法制史料の基礎知識 継嗣令継嗣条 [予習・復習]律令格式などの用語について歴史事

典等で調べて予習すること。授業内容をふりかえり、史料の内容を確認すること。 

4．日本古代法制史料の基礎知識 戸令応分条 [予習・復習]配付資料に目を通すこと。授業内容をふ

りかえり、史料の内容を確認すること。 
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科目名 史料学特殊講義 担当教員 吉川 敏子 

授業内容 

5．相続法改定の背景  [予習・復習]第３回・第４回で学んだ条文と当時の社会背景との関係を考えて

くること。授業内容を振り返り、あらためて考えること。 

6．小括  [予習・復習]授業でわからない部分を再確認しておくこと。再説明を聞いて理解できたか、改

めて確認すること。 

7． 桓武天皇による 『続日本紀』改訂① [予習・復習]『桓武天皇・平城天皇の即位事情について、歴

史事典等で調べて学習しておくこと。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察す

ること。 

8．桓武天皇による 『続日本紀』改訂② [予習・復習]事前配付する『続日本紀』と『日本紀略』の記事の

読み比べをしてくること。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

9．武天皇による 『続日本紀』改訂③ [予習・復習]事前配付する『続日本紀』と『日本紀略』の記事の読

み比べをしてくること。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

10．桓武天皇による 『続日本紀』改訂④   [予習・復習]事前配付する『日本後紀』の記事を読んでく

ること。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

11． 小括 [予習・復習]授業でわからない部分を再確認しておくこと。再説明を聞いて理解できたか、

改めて確認すること。 

12． 史料の中の主観① [予習・復習]光明皇后について歴史事典等で調べて学習しておくこと。授業内

容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

13． 史料の中の主観と客観②  [予習・復習]孝謙天皇の即位・退位・重祚の経緯について歴史事典

等で調べて学習しておくこと。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

14． 史料の中の主観と客観③ [予習・復習]藤原仲麻呂の乱について歴史事典等で調べて学習してお

くこと。授業内容をふりかえり、参考文献を読むなどして自身でも考察すること。 

15． 総括  [予習・復習]これまでの授業の内容を踏まえて、各自で古代の史料へのアプローチについ

て考察すること。 



【科目ページ：１／２】  cd44505001  聴講の可否： ○   

科目名 保存科学特殊講義（一） 担当教員 ☆横山 操 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
これから文化財保全に関わる方々の基礎的素養として、文化財資料に生じる劣化現象について、

自然科学の視点で講義を行います。 

到達目標 
文化財を構成するそれぞれの材料に特徴的な劣化について知識を深めること。劣化現象に対す

る観察力を養い、それらを自然科学的（客観的）に記述できること。 

授業概要 

各回の講義では、劣化した文化財資料の画像を示しながら、資料を構成するそれぞれの材料に、

どのような劣化が生じているのか、その要因は何かについて考えます（講義中の質疑は歓迎）。そ

してレポート課題を通じ、劣化についての情報収集や分析に必要な理解力・思考力・判断力、実際

の現場での課題解決につながる力を身につけることを目指します。 

評価方法・基

準 

１ 出席 （出席票）２ レポート課題の提出（全２回を予定）。各回のレポートでは、文化財の材料

と劣化現象について、適切かつ簡潔な記述ができているか、また授業の理解到達度について評

価します。 

課題のフィー

ドバック方法 

提出いただいたレポートの講評は、直接、本人にフィードバックを行います。また適宜、次回の講

義の際にそれぞれの抱える課題について共有したいと思います。フィードバックにおいても、質疑

応答に対応します。 

履修上の 

注意事項等 

中学校で学習した理科の知識を基本とします（高校での履修科目は不問です）。基本的には座学

ですが、学外の文化財関連施設への現地視察を行うこともあります。 

テキスト  

参考書 
文化財と標本の劣化図鑑朝倉書店 2023 

博物館資料保存論講談社 2024 

授業内容 

１． 初回ガイダンス：モノが劣化するとはどういうことか [予習・復習]身の回りの“劣化現象”につい

て、どのようなものがあるでしょうか。材料（例えば、繊維・紙・金属・・など）と原因に分けて考えてみまし

ょう。 

2． 文化財を構成する材料について [予習・復習]文化財には色々な分類の仕方がありますが、この

講義では、文化財を構成する材料について、大きく有機物と無機物に分けて取り扱います。 

3． 金属製品の劣化について [予習・復習]金属を主な材料とする文化財にはどのようなものがあるで

しょうか。またその劣化の主たる要因は何でしょうか。 

4． 木製品の劣化について [予習・復習]木材を主な材料とする文化財にはどのようなものがあるでし

ょうか。またその劣化の主たる要因は何でしょうか。 
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科目名 保存科学特殊講義（一） 担当教員 ☆横山 操 

授業内容 

5． 石製品の劣化について [予習・復習]石を主な材料とする文化財にはどのようなものがあるでしょう

か。またその劣化の主たる要因は何でしょうか。 

6． 土製品の劣化について [予習・復習]土を主な材料とする文化財にはどのようなものがあるでしょう

か。またその劣化の主たる要因は何でしょうか。 

7． 染織品の劣化について [予習・復習]染織文化財にはどのようなものがあるでしょうか。またその劣

化の主たる要因は何でしょうか。 

8． 紙資料の劣化について [予習・復習]紙資料の劣化の主たる要因は何でしょうか。 

9． 近代資料の劣化について [予習・復習]近代資料の材料にはどのようなものがあるでしょうか。ま

たそれらの劣化の主たる要因は何でしょうか。 

10． 劣化の要因とその対策を考えるために必要なこと [予習・復習]講義後半は、それぞれの材料に

共通する劣化の主たる要因は何か、また、どのような対策が可能か、について考えましょう。 

11．  生物被害について [予習・復習]虫害、またカビ被害などの生物被害は、大変身近です。その被

害と対策の基本について考えます。 

12．  紫外線劣化について [予習・復習]紫外線による劣化とその対策の基本について考えます。 

13．  湿度による劣化について [予習・復習]湿度変動による劣化とその対策の基本について考えま

す。 

14．  経年変化について [予習・復習]材料の性質とその経年変化について、対策の基本について考

えます。 

15．  文化財の劣化とは何か [予習・復習]半期の講義を通じて学んだことを総括し、次へのステップ

にしましょう。 



【科目ページ：１／２】  cd44505002  聴講の可否： ○   

科目名 保存科学特殊講義（二） 担当教員 ☆金 旻貞 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
本講義では、これまで学んできた基礎的な内容を基に、日本の書画文化財の実例を通して実践

的な知識を習得する。 

到達目標 
本講義では、書画文化財関連の用語を習得し、文化財科学的視点を理解した上で、それを説明・

記述することができるようになることを目指す。 

授業概要 

モノは大昔のものから私たちの身の回りにあるものまで多く存在しており、紙、絹、木などの自然

素材から、プラスチックやレヨンといった工業製品まで、さまざまな材料で作られている。それらの

素材を用いて作られた書画文化財の多くは、継承されてきたものとして私たちの生活に息づいて

いる。本講義では、有形文化財の中でも特に書画文化財に焦点を当て、保存科学の視点を取り

入れた授業内容を通じて学びを深めることを目指す。 

評価方法・基

準 

平常点 52％、試験 48％・平常点；レスポンスカード 4 点×13 回=52 点・30 分以上遅刻した場合

は、授講は認めるが、レスポンスカードによる平常点は付与されない。 

課題のフィー

ドバック方法 

・レスポンスカードについては、次回の授業時に補足説明をおこなう。・必要に応じて個別に回答・

説明する。・最後の総括の講義において再度説明を行う。 

履修上の 

注意事項等 

・初回は欠席しない・5 回以上の欠席した場合は、成績評価の対象としない。但し、教育実習等や

むを得ない理由によって欠席する場合は欠席届を提出した場合は考慮する。 

テキスト なし （随時、資料を配布）  

参考書 授業中に紹介する 

授業内容 

１．ガイダンス   [予習・復習] 

2．装?文化財の修理と保存科学 ： 観察技術の基礎 [予習・復習] ・客観的とは何かを理解し、観察

時の注意点について学習する 

3．装?文化財の修理と保存科学 ： 絵画資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] （以下、3 回から

14 回まで同様）・配布資料に目を通し、情報収集を行い、キーワードを整理しておく・授業に必要な材料

の事前準備は、担当制で順番を決めて行うこと 

4．装?文化財の修理と保存科学 ： 絵画資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

  



【科目ページ：２／２】 cd44505002 

科目名 保存科学特殊講義（二） 担当教員 ☆金 旻貞 

授業内容 

5．装?文化財の修理と保存科学 ： 絵画資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

6．装?文化財の修理と保存科学 ： 絵画資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

7．装?文化財の修理と保存科学 ： 絵画資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

8．装?文化財の修理と保存科学 ： 歴史資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

9．装?文化財の修理と保存科学 ： 歴史資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

10．装?文化財の修理と保存科学 ： 歴史資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

11． 装?文化財の修理と保存科学 ： 書跡資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

12． 装?文化財の修理と保存科学 ： 書跡資料の修理と保存科学を学ぶ [予習・復習] 

13． 装?文化財の修理と保存科学 ： 保管環境について学ぶ [予習・復習] 

14． 装?文化財の修理と保存科学 ： 保管環境について学ぶ [予習・復習] 

15． まとめ・討論  [予習・復習] 



【科目ページ：１／２】  cd44505003  聴講の可否： ○   

科目名 保存科学特殊講義（三） 担当教員 ☆渡辺 智恵美 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 文化財の自然科学的調査の目的や方法に関する知識を身につける。 

到達目標 

さまざまな自然科学的調査の概要を理解し、それぞれの文化財に適切な調査方法を提案できる

ようになること、調査により得られたデータや情報を考察することができるようになることを目標と

する。 

授業概要 

自然科学的手法を用いて文化財を調査する文化財科学という分野を理解するために、材質や産

地、損傷状況や製作技法などの目的に応じた調査方法について、事例をあげながら講義する。ま

た、文化財分野への応用の歴史や今後の方向性、調査の理念についても理解できるようにする。

あわせて、調査用機器を見学し、機器操作や試料の作製方法等についてもより理解を深める。 

評価方法・基

準 

授業への取組み方（一例：予習用に出された課題の内容と提出状況、質問など）、授業中に実施

する学習到達度小テスト、および期末レポートにより評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 
配付資料（課題）に記入された質問については、内容を整理し、次回の授業始めに回答します。 

履修上の 

注意事項等 

講義では資料（レジュメ）を配布しますが、二次的な利用（受講者以外への供与や内容の転用）、

P.P の写真撮影等は禁止します。毎回出される課題は、次の講義を理解するために必要となりま

す。課題は必ず提出して下さい。 

テキスト  

参考書 

考古調査ハンドブック 2「考古資料の自然科学的調査」齋藤 努ほかニューサイエンス社 2010 年 

分析科学実技シリーズ 応用分析編 7「文化財分析」早川康弘共立出版 2018 年 

2000 年 

授業内容 

１．ガイダンス（授業内容の説明および受講の注意点）   [予習・復習]シラバスをよく読んで、文化財

の自然科学的調査について把握すること 

2．文化財の自然科学的研究の歴史 [予習・復習]配付資料（課題）について調べておくこと・自然科学

的調査の始まりや発展について把握しておくこと） 

3．自然科学的調査の手法および調査機器について（1）無機質文化財の調査 [予習・復習]配付資料

（課題）について調べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

4．自然科学的調査の手法および調査機器について（2）有機質文化財の調査 [予習・復習]配付資料

（課題）について調べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 
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科目名 保存科学特殊講義（三） 担当教員 ☆渡辺 智恵美 

授業内容 

5．調査機器の見学（大学所蔵調査機器の見学） [予習・復習]実見した調査機器の概要（目的や操作

方法）について理解しておくこと 

6．表面状態を調べる（デジタル実体顕微鏡・電子顕微鏡による調査事例） [予習・復習] 

7．内部構造・損傷状態を調べる（1）Ｘ線透過試験装置およびＸ線ＣＴによる調査事例（金属） [予習・復

習]配付資料（課題）について調べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

8．内部構造・損傷状態を調べる（2）Ｘ線透過試験装置およびＸ線ＣＴによる調査事例（有機質） [予習・

復習]配付資料（課題）について調べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておく

こと 

9．材質を調べる（1）蛍光 X 線分析法による調査事例（金属） [予習・復習]配付資料（課題）について調

べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

10．材質を調べる（2）赤外分光分析および赤外線を利用した調査事例（有機質） [予習・復習]配付資

料（課題）について調べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

11． 文化財の保存修復と自然科学的調査 [予習・復習]配付資料（課題）について調べておくこと・調

査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

12． 自然科学的調査の手法および調査機器について（3）年代測定法 [予習・復習]配付資料（課題）

について調べておくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

13． 年代を調べる（1）14C 年代測定法による調査事例 [予習・復習]配付資料（課題）について調べて

おくこと・調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

14． 年代を調べる（2）年輪年代法・酸素同位体法による木材の調査事例 [予習・復習]配付資料（課

題）について調べておくこと 調査手法、目的と機器の関連性について理解しておくこと 

15． 総括（まとめおよび自然科学的調査の最近の動向） [予習・復習]授業内容（学習した調査法の重

要点）について再確認すること 
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科目名 保存科学特殊講義（四） 担当教員 今津 節生 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 考古学における科学的調査研究と保存科学 

到達目標 

ディプロマ・ポリシーに従い、主体的に活躍できる有為の人材育成を目的とする。具体的には、①

考古学研究における科学調査や保存科学の方法と基礎理論について説明できること。②科学的

調査や保存科学的研究について、理論に基づきながら説明できること。 

授業概要 

考古学研究の中でも科学的な調査方法の開発によって次々に新しい研究が蓄積されている。ま

た保存科学の発達によって多くの遺物が保存されている。講義では遺構や遺物の科学的調査と

保存の理論と実務について学ぶ。具体的には、国宝藤ノ木古墳や重要文化財黒塚古墳、国史跡 

鷹島神崎海底遺跡をはじめ遺構・遺物の科学的調査や保存処理の実務経験を通して得た理論

を、様々な発掘現場でどのように応用・活用されているかを講義する。授業内で基礎的な実験や

討論も行う。 

評価方法・基

準 

ディプロマ・ポリシーに従い、主体的に活躍できる有為の人材を育成するために必要な基礎的理

論の習得を基準とする。毎回の授業について指示した３項目のポイントに関する振り返りコメント

を各 100 字で記述して提出する（14 回）。課題の充実度を知るために、予習課題・自分の意見・

自主研究レポートを各 100 字で記述し提出する。評価基準は記述の適切さ（50%）指示された形

式・字数の厳守（50%）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎回の授業で指示したポイントに関する振り返りコメントを通してフィードバックする。また、広く関

連研究について研究事例を通してアドバイスする。 

履修上の 

注意事項等 

実際に貴重な文化財を対象とした分析や保存・修復研究事例を紹介するので継続性が重要にな

る。段階的な知識と経験が必要になるので、欠席しないこと。新聞・博物館・研究所の公式ホーム

ページ等から考古資料の科学調査や保存の研究成果について広く調べておくこと。 

テキスト 自作の資料と視聴覚コンテンツ（PPT）を使用する  

参考書  

授業内容 

１．【授業内容】オリエンテーション：発掘調査で残る情報・消える情報。【事前学修】シラバスと事前に配

布される資料をよく読み、この講義の内容と運営方法についてよく理解しておく。【事後学修】これまで

の自らの経験と対応づけながら発掘調査における科学調査や保存の必要性について整理しておく。 

2．【授業内容】科学調査と保存の考え方：何のために情報を残すのか。【事前学修】事前に配布される

資料をよく読んで、授業中に紹介される理論と実践についてよく理解しておく。【事後学修】科学調査と

保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント集を読んでおく。 

3．【授業内容】国宝 藤ノ木古墳の科学的調査と保存①【事前学修】事前に配布される資料をよく読ん

で、授業中に紹介される事例をスムースに理解できるようにしておく。【事後学修】『藤ノ木古墳１次調

査』を読んで、科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント集

を読んでおく。 

4．【授業内容】国宝 藤ノ木古墳の科学的調査と保存②【事前学修】事前に配布される資料をよく読ん

で、授業中に紹介される事例を理解できるようにしておく。【事後学修】『藤ノ木古墳３次調査』を読ん

で、科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント集を読んでお

く。 
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科目名 保存科学特殊講義（四） 担当教員 今津 節生 

授業内容 

5．【授業内容】国宝 藤ノ木古墳の科学的調査と保存③【事前学修】事前に配布される資料をよく読ん

で、授業中に紹介される事例を理解し、質問に答えられるようにしておく。【事後学修】『藤ノ木古墳３次

調査』を読んで、科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント

集を読んでおく。 

6．【授業内容】重要文化財 黒塚古墳の科学的調査と保存①：【事前学修】事前に配布される資料をよ

く読んで、授業中に紹介される事例をスムーズに理解できるように予習しておく。【事後学修】『黒塚古

墳の研究』を読んで、科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメ

ント集を読んでおく。 

7．【授業内容】重要文化財 黒塚古墳の科学的調査と保存②【事前学修】事前に配布される資料をよく

読んで、授業中に紹介される事例を理解できるようにしておく。【事後学修】『黒塚古墳の研究』を読ん

で、科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント集を読んでお

く。 

8．授業内容】重要文化財 黒塚古墳の科学的調査と保存③小テストを実施する。範囲は第２回から第

８回。【事前学修】事前に配布される資料をよく読んで、授業中に紹介される事例を理解し質問に答えら

れるように予習しておく。【事後学修】小テストの結果について確認し、解説を参照しながら理解が足り

なかった部分を補習しておく。今回授業に対する振り返りコメント集を読んでおく。 

9．【授業内容】X 線 CT を使った遺構・遺物の科学的調査と保存①【事前学修】事前に配布される資料

をよく読んで、授業中に紹介される事例をスムーズに理解できるようにしておく。【事後学修】鉄製遺物

の科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント集を読んでお

く。 

10．【授業内容】X 線 CT を使った遺構・遺物の科学的調査と保存②【事前学修】事前に配布される資

料をよく読んで、授業中に紹介される事例を理解できるようにしておく。【事後学修】青銅製遺物の科学

調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返りコメント集を読んでおく。 

11． 【授業内容】X 線 CT を使った遺構・遺物の科学的調査と保存③【事前学修】事前に配布される資

料をよく読んで、授業中に紹介される事例を理解し、質問に答えられるように予習しておく。【事後学修】

『福岡県古賀市 船原古墳』の科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振

り返りコメント集を読んでおく。 

12． 【授業内容】鷹島神崎海底遺跡から発見された元寇関連遺物の科学調査と保存① 【事前学修】

事前に配布される資料をよく読んで、授業中に紹介される事例をスムーズに理解できるようにしておく。

【事後学修】『鷹島神崎海底遺跡』の科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対

する振り返りコメント集を読んでおく。 

13． 【授業内容】鷹島神崎海底遺跡から発見された元寇関連遺物の科学調査と保存②【事前学修】事

前に配布される資料をよく読んで、授業中に紹介される事例を理解できるようにしておく。【事後学修】

『鷹島神崎海底遺跡』の科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振り返り

コメント集を読んでおく。 

14． 【授業内容】鷹島神崎海底遺跡から発見された元寇関連遺物の科学調査と保存③ 【事前学修】

事前に配布される資料をよく読んで、授業中に紹介される事例を理解し質問に答えられるように予習し

ておく。【事後学修】海底遺跡の科学調査と保存に関する実例を調べて報告する。今回授業に対する振

り返りコメント集を読んでおく。 

15． 【授業内容】全体のまとめとして、科学的調査や保存科学的研究について、理論に基づきながら

説明する。小テストを実施する。範囲は第９回から第１４回。【事前学修】これまでの学修を振り返り、考

古学研究における科学調査や保存科学の方法と基礎理論について考えを整理しておく。小テストのた

めにこれまで配布された資料全ての見直しをしておく。【事後学修】小テストの結果について確認し、解

説を参照しながら理解が足りなかった部分を補習しておく。今回授業に対する振り返りコメント集を自ら

の学修と対比しながらしっかりと読む。 
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科目名 社会学基礎 担当教員 尾上 正人 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 社会学的分析のおもしろさを知る 

到達目標 
 社会学の基礎知識を得るだけでなく、激動する今の社会を主体的に生き抜いてゆくための洞察

力を身につけてゆくことを目標とする。 

授業概要 

［思考力］［情報処理力］ 身近な日常生活に潜む不思議な現象に着目することから出発して、次

第に鳥瞰図のように社会を眺める視点を獲得してゆく。各テーマごとに、そこで培われた社会学の

基礎理論を紹介してゆくので、講義全体を通して社会学の諸学説をほぼ網羅的に学習することが

できる。 

評価方法・基

準 

平常点 30％（講義中に指名した時の発言など、積極的な態度を重視）、学習到達度確認 70％（社

会学の基礎的な知識が得られているか、またそれをもとに資料・データを読みこなす力があるかを

評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 

学習到達度確認は、添削のうえオフィスアワーに研究室にて返却するか、もしくはポータルにて講

評する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書  

授業内容 

１．はじめに…人は社会から逃げられない [予習・復習] 社会というものに自分がどういうイメージを持

っているか、考えておく。社会から逃げられないという考え方に対して、各自の見解をまとめる。 

2．心の社会学 I…主我（I）と客我（me） [予習・復習] ふだん自分というものをどう捉えているか、見直

してみる。ミードの主我と客我について復習する。 

3．心の社会学 II…自分は本当はいくつあるのか？ [予習・復習] 自分が複数あると思ったことはない

か、ふりかえってみる。役割理論やゴフマンが捉えた自己について復習する。 

4．交換・贈与の社会学 I…アメリカの理論 [予習・復習] お金を払わないような交換にどんなものがあ

るか、考えておく。ホーマンズとブラウの交換理論について復習する。 
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科目名 社会学基礎 担当教員 尾上 正人 

授業内容 

5．交換・贈与の社会学 II…フランスの理論 [予習・復習] 交換は何のためにあるのか、自分の考えを

まとめておく。デュルケーム、マリノフスキー、レヴィ＝ストロースらの交換理論について復習する。 

6．日常生活の社会学…エスノメソドロジー [予習・復習] 日常生活の意外な現象を挙げてみる。ガー

フィンケルの実験と理論について復習する。 

7．争いの社会学…Love ＆ Peace では済まない世の中 [予習・復習] 争いは社会でどのような役割

を果たしているのか、自分の考えをまとめておく。ジンメル、コーザー、コリンズ、ダーレンドルフのコンフ

リクト理論について復習する。 

8．システムの社会学I…社会システム理論の系譜 [予習・復習] 日常語で使われる「システム」の共通

項的な意味内容についてまとめておく。パーソンズの AGIL 理論、ルーマンのシステム理論について復

習する。 

9．システムの社会学 II…世界システム理論 [予習・復習] 世界をシステムとして捉えると、どのような

ものになるか考えておく。ウォーラ―ステインの世界システム理論について復習する。 

10．不平等の社会学 I…ジェンダー（性） [予習・復習] 日常生活で性差別や不平等を感じる場面はど

んなものか、考えをまとめておく。コンフリクト理論やマルクス主義フェミニズムによるジェンダー不平等

の説明について復習する。 

11． 不平等の社会学 II…階級・階層 [予習・復習] 階級・階層を構成するものは財産の不平等以外に

どのようなものがあるか、考えておく。マルクスとウェーバーの階級理論の違い、地位の非一貫性につ

いて復習する。 

12． 不平等の社会学 III…エスニシティ（民族） [予習・復習] 民族の定義の根拠となるものは何か、考

えておく。エスニシティをめぐる講義で紹介した議論について復習する。 

13． 不平等の社会学 IV…メリトクラシー（競争秩序） [予習・復習] 現代社会の競争にはどのようなも

のがあるか、自分の考えをまとめておく。講義で取り上げた競争のタイプについて復習する。 

14． 社会学の歴史 [予習・復習] これまで講義で学んできた社会学の理論についてまとめておく。社

会学史の流れについて復習する。 

15． まとめ・学習到達度確認 [予習・復習] これまでの学びをふりかえり、社会学の知識を今後の大

学生活や人生にどう生かせるか考えてみる。 
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科目名 文化人類学 担当教員 片 雪蘭 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 文化人類学の基礎 

到達目標 

文化人類学の基礎的な概念と思考方法を学び、多様な文化を理解するための知識と態度を身に

着ける。またそのことを通して、これまで当たり前だと考えていた身の回りの事柄を新しい観点か

ら観察できるようになる。 

授業概要 

[思考力][問題解決力] この授業では、世界各地のさまざまな生活や文化的な実践について、文

献資料や画像、映像資料等を通して確認し、それらを理解するための理論や概念を学習する。ま

た、長期間の住み込み調査に基づいて現地の文化的実践を記述してきた「文化人類学」の理論と

基礎概念を通して、異文化を理解するための方法を学ぶ。 

評価方法・基

準 

平常点 30%  毎回の講義に提出するコメントシート（講義への質問やコメント等）に基づいて評価

する。定期試験 70%  文化人類学の基本概念や異文化の理解を問う（定期試験期間（16 週目）

に定期試験を実施する）。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容や質問・疑問は、一部次回の授業に反映し、適宜紹介していく。定期試験の

講評は、ポータルサイトの講義連絡上で公開する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 資料を配布する  

参考書 

文化人類学の思考法松村圭一郎・中川理・石井美保編世界思想社 2019 

これからの時代を生き抜くための文化人類学入門奥野克己辰巳出版 2022 

21 世紀の文化人類学前川啓治・箭内匡他編新曜社 2018 

授業内容 

１．イントロダクション ［予習・復習］シラバスの内容を読んでおくこと。 

2．異文化を理解するための方法(1)：文化人類学の誕生 ［予習・復習］異文化を理解する方法としての

文化人類学がどのような歴史的背景があるのかを考えておくこと。 

3．異文化を理解するための方法(2)：フィールドワークと民族誌 ［予習・復習］異文化を理解する方法と

してのフィールドワークと民族誌がどのようなものなのかを考えておくこと。 

4．食と生業：食べるとはどのようなことか ［予習・復習］自分の文化における「食べること」について考

えておくこと。 
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科目名 文化人類学 担当教員 片 雪蘭 

授業内容 

5．家族と親族(1)：家族になること ［予習・復習］日本における婚姻の形態について考えておくこと。 

6．家族と親族(2)：世界のさまざまな家族のかたち ［予習・復習］「家族」がどのようなものか考えておく

こと。 

7．ジェンダーとセクシュアリティ(1)：「女らしさ」「男らしさ」 ［予習・復習］日本における「男らしさ」「女らし

さ」について考えておくこと。 

8．ジェンダーとセクシュアリティ(2)：第三の性 ［予習・復習］「女性」でも「男性」でもない「第３の性」につ

いて考えておくこと。 

9．儀礼(1)：通過儀礼 ［予習・復習］日本における通過儀礼にはどのようなものがあるのか考えておくこ

と。 

10．儀礼(2)：死とは何か ［予習・復習］いつから「死」だと言えるのか考えておくこと。 

11． 民族と国家(1)：民族とは何か ［予習・復習］自分のルーツについて考えてみる。 

12． 民族と国家(2)：「想像の共同体」としての国家 ［予習・復習］オリンピックなどで自分の母国を応援

するのはなぜか考えてみる。 

13． 「人新世」と人類学(1)：「自然」は何か ［予習・復習］人間と自然の関係について考えてみること。 

14． 「人新世」と人類学(2)：マルチスピーシーズ人類学［予習・復習］人間と人間以外の種の関係につ

いて考えてみること。 

15． まとめ ［予習・復習］本講義に関する質問をまとめておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd56103400  聴講の可否： ○   

科目名 経済学 担当教員 ☆富田 貴子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 経済学の視点を通して、身近な社会問題について考える。 

到達目標 
1.経済学の基本的な考え方を理解する。2.様々な物事のトレードオフを考えることができる。3.経済

学の視点から社会問題について自分の考えを言葉で表現できる。 

授業概要 

［思考力］［情報処理力］本講義では、個人・企業の意思決定に焦点をあて、経済学の基本的な考

え方について学びます。後半は食料問題・環境問題・ワークライフバランスなどのテーマを取り上

げ、経済学的な視点でテーマを深堀りします。授業ごとのレポートを通して、信頼できる情報源か

ら情報を集め、複数の視点に立って物事を考え、そのうえで自分の考えを表現できる力を身につ

けます。多少グラフ等は出てきますが、数学の知識は前提としません。 

評価方法・基

準 

授業毎のレポート(経済学の知識を生かして自分の考えを説明できるか）と期末レポート(信頼でき

る情報を収集し、現状についてまとめ、自分の考えを表現できるか)により評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し、講評を行います。 

履修上の 

注意事項等 

本講義では GoogleClassroom を使用して授業連絡・資料の補足・コメントの共有や課題提出を行

います。第 1 回の授業で講義と評価方法について詳しく説明します。配布資料にキーワードなどを

記入するため筆記用具は必ず各自持参してください。 

テキスト 授業中にプリントを配布する。  

参考書 適宜紹介する。 

授業内容 

１．経済学における「人間」 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。経済学の基本

的な考え方について講義資料を読み返して理解する。 

2．インセンティブ  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返して

考えを深める。 

3．市場・需要と供給  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返

して考えを深める。 

4．社会的余剰  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返して考

えを深める。 
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科目名 経済学 担当教員 ☆富田 貴子 

授業内容 

5．完全競争市場・独占と寡占 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を

読み返して考えを深める。 

6．情報の非対称性  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返し

て考えを深める。 

7．食料市場と経済学①食料自給率 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

8．食料市場と経済学②市場の失敗 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

9．環境と経済学①経済成長と環境問題 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。

講義資料を読み返して考えを深める。 

10．環境と経済学②コモンズの悲劇  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

11． 環境と経済学③規制・補助金の効果 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。

講義資料を読み返して考えを深める。 

12． 経済成長・財政と年金制度 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料

を読み返して考えを深める。 

13． 行動経済学 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返して

考えを深める。 

14． ワークライフバランスと経済学  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

15． データと経済学、授業のまとめ [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。これまでに学んだ経済学の基本的な概念と社会問題について振り返

る。 



【科目ページ：１／２】  cd56401500  聴講の可否： ○   

科目名 政治学 担当教員 竹中 浩 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ  政治学の概説 

到達目標 
 政治学の基本的な考え方を身に着け、政治学的な議論のスタイルに慣れるとともに、現代の政

治現象に対するバランスのとれた見方ができるようにする。 

授業概要 

[思考力][情報処理力]  政治について氾濫する情報の中から適切に取捨選択し、正しい判断に

到達することができるよう、この授業では、広く社会科学を学ぶうえで必要な、政治学の基本事項

について解説する。特に、経済学や社会学との違いに焦点を合わせ、社会科学の一部門としての

政治学がもつ特質について学ぶ。 

評価方法・基

準 

 基本的に 2 回の課題レポートによって授業の理解度及び自主学習の進捗度を評価する（1 回

目 40％、2 回目 60％）。授業の最後に小テストを行い、その提出によって出席を確認するが、出席

状況の良好な人については評価の際に考慮する。 

課題のフィー

ドバック方法 

 レポート課題に関しては授業の中で解説する。個々のレポートについての講評等は行わない

が、レポート課題作成上で生じた疑問について、メールでなされた質問には個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

 授業およびテキストの内容をよりよく理解するために、授業で使用したパワーポイントの資料を

ポータルサイトの「講義連絡」にアップするので、復習の際に活用してほしい。課題レポートを 1 回

でも提出しないと単位が取得できないので注意すること。 

テキスト 政治学（第 2 版）川出良枝・谷口将紀編東京大学出版会 2022 年 

参考書  

授業内容 

１． イントロダクション [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容について理解しておく。 

2． 古代の民主政治と近代の民主政治 [予習・復習]テキストの第１章第 1 節と第 2 節を読んでおく。 

3． 民主政治と自由主義 [予習・復習]テキストの第 1 章第 3 節を読んでおく。 

4． 民主政治と国民国家 [予習・復習]テキストの第 2 章第 1 節を読んでおく。 
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科目名 政治学 担当教員 竹中 浩 

授業内容 

5． 民主政治の再定義 [予習・復習]テキストの第 2 章第 2 節と第 3 節を読んでおく。 

6． 福祉と政治 [予習・復習]テキストの第 3 章を読んでおく。 

7． 大統領制と議院内閣制 [予習・復習]テキストの第 4 章を読んでおく。 

8． 選挙 [予習・復習]テキストの第 5 章を読んでおく。 

9． 議会と政党 [予習・復習]テキストの第 6 章を読んでおく。 

10． 官僚制と政官関係  [予習・復習]テキストの第 7 章を読んでおく。 

11．  世論とマスメディア [予習・復習]テキストの第 8 章を読んでおく。 

12．  地方自治 [予習・復習]テキストの第 9 章を読んでおく。 

13．  グローバル化 [予習・復習]テキストの第 10 章を読んでおく。 

14．  民主政治の現在 [予習・復習]テキストの第 11 章を読んでおく。 

15．  授業総括 [予習・復習]これまでの授業全体を振り返り、理解できていない点がないか確認す

る。 



【科目ページ：１／２】  cd56405000  聴講の可否： ○   

科目名 地域社会学 担当教員 中原 洪二郎 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 地域社会の問題解決に挑戦する 

到達目標 地域社会に対する理解を深め、持続可能な地域社会の創造に貢献できる人材育成を目指す。 

授業概要 

[問題解決力][情報処理力][実行力]本講義では、地域社会を多角的に理解する上で重要な概念

や理論を解説し、現代社会における地域社会の課題と可能性について考察する。地域社会の定

義、コミュニティ論、地域活性化、そして地域社会学の研究方法論などを扱う。 

評価方法・基

準 

a=各回の理解度確認(75%)+最終課題(25%)課題の評価基準: テーマに沿った内容となっている最

終課題の評価基準 (1) 指示されたテーマに沿っていること (2)具体的な内容を踏まえていること 

(3) 適切な理論的解釈が行われていること を重視する。 

課題のフィー

ドバック方法 
課題へのコメントおよび講義中の質疑応答時間を設定する。 

履修上の 

注意事項等 
課題提出をおろそかにしないこと。詳しくは第 1 回の講義で説明するので、必ず出席すること。 

テキスト 適宜資料を配布する  

参考書 適宜資料を配布する 

授業内容 

１．ガイダンス・地域社会学とは何か [予習・復習] 配布された資料を復習し、地域社会学の概念を理

解する。 

2．地域社会の定義と特徴 [予習・復習] 配布された資料を復習し、地域社会とは何かを考える。 

3．地域社会と多様性 [予習・復習] 配布された資料を復習し、地域社会における多様性の事例を検討

する。 

4．コミュニティ論の基礎 [予習・復習] 配布された資料を復習し、身の回りにあるコミュニティについて

考察する。 
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科目名 地域社会学 担当教員 中原 洪二郎 

授業内容 

5．地域的コミュニティとソーシャルキャピタル [予習・復習] 配布された資料を復習し、社会資本と社会

関係資本の役割を理解する。 

6．コミュニティ衰退の必然性とその弊害 [予習・復習] 配布された資料を復習し、コミュニティ衰退への

対応を考察する。 

7．地域的複合化アソシエーション論 [予習・復習] 配布された資料を復習し、地域的複合化アソシエー

ション論を批判的に検討する。 

8．過疎地域の課題と対策 [予習・復習] 配布された資料を復習し、奈良県における課題と対策につい

て調べる。 

9．都市化と郊外化の問題 [予習・復習] 配布された資料を復習し、奈良県における事例を調べる。 

10．地域経済と産業構造 [予習・復習] 配布された資料を復習し、RESAS を実際に使ってみる。 

11． 地域ブランド戦略 [予習・復習] 配布された資料を復習し、商業ブランディングとの比較を行う。 

12． 地域ブランドと多様性 [予習・復習] 配布された資料を復習し、なぜ地域ブランディングと多様性

の組み合わせに優位性があるのかを理解する。 

13． 地域的愛着と地域的自尊感情 [予習・復習] 配布された資料を復習し、身の回りの事例について

検討する。 

14． コミュニティビジネスと地域活性化 [予習・復習] 配布された資料を復習し、仮想的にビジネスモ

デルを構築する。 

15． まとめ [予習・復習] これまでの授業を批判的に検討し、質問や意見をあらかじめまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd56406000  聴講の可否： ○   

科目名 家族社会学 担当教員 ☆中田 奈月 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 社会・家族・規範・ルール 

到達目標 
・家族をめぐるさまざまな社会現象を複眼的に捉えることができる。・家族をめぐるさまざまな社会

事象を社会学の概念を用いて説明できる。 

授業概要 

[問題解決力][思考力][コミュニケーション力]社会学の考え方を基盤として家族をめぐるさまざまな

事象をとらえることを目的とする。家族をめぐり、私たちが暗黙のうちに従っているルールとは何

か、そこに何があるのかを検討する。 

評価方法・基

準 

用語確認(50 点):・重要な知識の修得度を判断する。グループワークおよび報告(50 点):・テーマを

理解してテーマに沿って報告できる形に仕上げる過程について、グループ以外の受講者による報

告評価およびグループ内の相互評価で評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎回実施する用語確認は GoogleForm で実施する。結果は自動で採点され、即座に確認すること

ができる。グループワークの評価は 8 回目・15 回目に伝える。 

履修上の 

注意事項等 

授業時間外のグループワークにも参加することを求める。Google Classroom を使用して授業を進

める。毎回、ログインできるノート PC やタブレット等を持参して受講すること。 

テキスト なし  

参考書 入門 家族社会学永田夏来、松木洋人編新泉社 2017 

授業内容 

１．家庭の定義（講義および用語確認）・報告グループ決定・テーマ決定・ノート PC 持参のこと [予習・

復習]決定されたグループごとに報告準備をする 

2．家族の定義（講義および用語確認）・グループワーク・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループご

とに報告準備をする 

3．出産・育児（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループごと

に反省会・報告準備をする 

4．友だち・少年少女（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グルー

プごとに反省会・報告準備をする 
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科目名 家族社会学 担当教員 ☆中田 奈月 

授業内容 

5．こども・若者（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループごと

に反省会・報告準備をする 

6．恋愛・結婚（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループごと

に反省会・報告準備をする 

7．中間報告およびフィードバック・ノート PC 持参のこと [予習・復習]フィードバックされた内容から次回

テーマのための資料を読む 

8．報告グループ決定・テーマ決定・グループワーク・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループごとに

報告準備をする 

9．年齢規範（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループごとに

反省会・報告準備をする 

10．死・性風俗（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループごと

に反省会・報告準備をする 

11． 文化・習いごと（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グルー

プごとに反省会・報告準備をする 

12． 学校・就職（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グループご

とに反省会・報告準備をする 

13． 家事・ホームレス（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グル

ープごとに反省会・報告準備をする 

14． 近代家族・貧困（グループによる報告および用語確認）・ノート PC 持参のこと [予習・復習]グルー

プごとに反省会をする 

15． 最終報告およびフィードバック・ノート PC 持参のこと [予習・復習]フィードバックされた内容を見直

し、グループワークや報告の仕方について検討し、次につなげる。 



【科目ページ：１／２】  cd56407000  聴講の可否： ○   

科目名 産業社会学 担当教員 尾上 正人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
日本の企業とそこでの組織や労働の特徴的なあり方について、社会学的な立場から実態分析す

る。 

到達目標 
日本の産業社会に関して客観的・実証的な知見を得、将来従事すべき職業や労働に対して主体

的に研究できるようにすることを目標とする。 

授業概要 

［思考力］［情報処理力］本講義では、産業社会学の概念枠組と方法論を学史的に遡って確定した

後に、サブテーマごとにこうした特徴ある日本産業社会の実態を、歴史的・国際比較的に見てゆ

く。また、グローバル化の中で、こうした日本的特質がどのように変容を迫られてゆくかについても

展望する。 

評価方法・基

準 

 平常点 30％（課題提出などでの積極的な態度を重視）、学習到達度確認 70％（日本産業社会の

特質について基礎的な知識が得られているか、またそれをもとに資料・データを読みこなす力があ

るかを評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 

 平常点に加味する課題または小テストについて、授業中に解説する。最終授業時に学習到達度

確認を実施し、解答例を配布し解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書 
新しい産業社会学―仕事をとおしてみる日本と世界犬塚先〔編〕有斐閣 2003 

仕事の経済学小池和男東洋経済新報社 2006 

授業内容 

１．産業社会学とは何か―概念枠組と方法論 [予習・復習] かつて社会科で習った産業等の知識をお

さらいしておく。ホーソーン実験の結果と学問的影響について復習する。 

2．主要国産業社会の類型化―信頼概念を軸に [予習・復習] 日常語としての「信頼」が含む意味内

容について、事前に考えておく。信頼を捉える社会科学的な枠組について復習する。 

3．競争原理から見た日本産業社会の特徴 [予習・復習] 日常語としての「競争」が含む意味内容につ

いて、事前に考えておく。競争を捉える社会科学的な枠組について復習する。 

4．就職から見た日本産業社会の特徴 [予習・復習] 近年の大学生の就職に関する報道について調

べておく。若者の就職に戦時体制が及ぼした影響について復習する。 
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科目名 産業社会学 担当教員 尾上 正人 

授業内容 

5．転職から見た日本産業社会の特徴 [予習・復習] 昨今の日本人の転職に関する報道について調

べておく。グラノヴェッターの弱い紐帯仮説について復習する。 

6．余暇活動の日本的特徴 [予習・復習] 昨今の日本人の余暇活動に関する報道について調べてお

く。ＮＨＫの国民生活時間調査の結果について復習する。 

7．給与から見た日本産業社会の特徴 [予習・復習] 昨今の日本人の賃金・年収に関する報道につい

て調べておく。給与の世代効果仮説について復習する。 

8．女性雇用の日本的特徴 [予習・復習] 昨今の女性労働力に関する報道について調べておく。Ｍ字

カーブの変遷、職務隔離・職域隔離について復習する。 

9．定年と再雇用―高齢者雇用の日本的特徴 [予習・復習] 昨今の高齢化に関する報道について調

べておく。年功賃金カーブの労働経済学的説明について復習する。 

10．非典型雇用の日本的特徴―フリーターを例に [予習・復習] 昨今のフリーター・非正規雇用に関

する報道について調べておく。生涯賃金の格差を生み出す主な仕組みについて復習する。 

11． サービス経済化の日本的特徴 [予習・復習] 日常語としての「サービス」が含む意味内容につい

て、事前に考えておく。主要国のサービス経済化の帰結について復習しておく。 

12． コーポレート・ガバナンスと企業組織 [予習・復習] 日常語として普及してきた「ガバナンス」が含

む意味内容について、事前に考えておく。日本のコーポレート・ガバナンスの特徴について、特に英米

との比較において復習する。 

13． コト的消費とシェアリング・エコノミー [予習・復習] 自分の普段の消費行動の中に、コト的消費と

言えるものがあるか考えてみる。現代のシェアリング・エコノミーにどのようなものがあるか調べておく。 

14． 歴史社会学的に見た「働くこと」の意味付け [予習・復習] 自分の人生において働くことの意味と

は何か、事前に考えておく。働くことの歴史的な意味づけの変化や、働くことの喜びの２種類について

復習する。 

15． まとめ [予習・復習] 受けてきた講義全体をふまえながら、日本の産業の特質について考えてお

く。 



【科目ページ：１／２】  cd56408000  聴講の可否： ○   

科目名 国際社会学 担当教員 中原 洪二郎 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 国際社会の多水準分析 

到達目標 
国際社会を国家間の関係としてだけでなく他の社会集団や個人を含めた関係として理解し、自身

と世界の関わりを深く考察すること。 

授業概要 

[コミュニケーション力][思考力]主に(1)国家間関係としての国際社会(2)民族集団や企業、NGO な

ど非国家間関係としての国際社会(3)国際社会における「個人」の意味と役割、という 3 つの水準

と、世界の(1)民族と文化(2)産業・経済・労働(3)情報化、という 3 つの視点から、国際社会の構造

を分析・検討する。 

評価方法・基

準 

a=各回の理解度確認(75%)+最終課題(25%)課題の評価基準: (要求課題に沿っている and 講義の

内容を踏まえている and 論理的に一貫している) and (独自の視点が盛り込まれている or 批判

的視点が盛り込まれている) 最終課題の評価基準:各回課題の評価基準に加えて、「自分」という

視点が盛り込まれていること 

課題のフィー

ドバック方法 
課題へのコメントおよび講義中の質疑口頭 

履修上の 

注意事項等 
課題提出をおろそかにしないこと。詳しくは第 1 回の講義で説明するので、必ず出席すること。 

テキスト 適宜資料を配付する  

参考書 適宜資料を配付する 

授業内容 

１．ガイダンス:国際社会学が対象とするものは何か [予習・復習] 個人と世界がどのように関わってい

ると感じているのか、この時点での感じ方を次回までにまとめておくこと。 

2．国家というシステム: 国民国家とナショナリズム [予習・復習] 国民とは何か、国家とは何か、それ

らが自分とどのように関係しているのか、次回までに考えておくこと。 

3．人種・民族・エスニシティ [予習・復習] 講義でとりあげた概念について、自らの回りにどのような形

で存在しているのか、次回までに考えておくこと。 

4．民族と文化 [予習・復習] 講義でとりあげた概念について、それまでの自分の理解と何が同じで何

が違うのかを、次回までに考えておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56408000 

科目名 国際社会学 担当教員 中原 洪二郎 

授業内容 

5．異文化接触と文化変容 [予習・復習] 具体的な異文化接触と文化変容について、講義でとりあげた

もの以外の事例を、次回までに調べておくこと。 

6．文化相対主義と自民族中心主義 [予習・復習] どうすれば世界の人々が文化の違いを超えて『理

解』しあえるのか、次回までに考えておくこと。 

7．国際人口移動:奴隷制度の遺したもの(1) 奴隷輸入先の状況: アメリカとブラジル [予習・復習] 講

義でとりあげた事例について、それまでの自分の理解と何が同じで何が違うのかを、次回までに考えて

おくこと。 

8．国際人口移動:奴隷制度の遺したもの(2) 奴隷輸出元の状況: アフリカの歴史 [予習・復習] アフリ

カの人々が我々の生活にどのように関わっているのか、講義で示した資料を参考に、次回までに調べ

ておくこと。 

9．国際人口移動:移民・外国人労働者 [予習・復習] もし日本に移民を受け入れるとしたら、どのような

制度設計が望ましいか、次回までに自分なりの考えをまとめておくこと。 

10．グローバル化の理論と現実 [予習・復習] グローバル化のメリットとデメリットについて、それぞれ

の生活の中から発見し、次回までにまとめておくこと。 

11． 国際経済格差(1) 格差はなぜ生まれるか [予習・復習] この講義で取り上げた国際経済格差と、

我が国の社会で問題になっている「格差」のメカニズムについて、その同じ点と異なる点を、次回までに

考えておくこと。 

12． 国際経済格差(2) 格差の解消は可能か [予習・復習] 国際経済格差を解消するアイデアについ

て、次回までに考えておくこと。 

13． 日本の産業・消費構造とグローバル化 [予習・復習] 日本の産業構造の変化について、講義で

取り上げたもの以外の事例を、次回までに調べておくこと。 

14． インターネットは世界を変えるのか [予習・復習] SNS などで世界が結びついている状況につい

て、講義で取り上げた以外の事例を、次回までに調べておくこと。 

15． まとめ [予習・復習] 「トランスナショナルな世界と自分」というテーマの最終レポートを執筆して、

期日までに提出すること。 



【科目ページ：１／２】  cd56409000  聴講の可否： ○   

科目名 環境社会学 担当教員 ☆山本 素世 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 様々な環境課題の領域と展開について、環境社会学という視点から身近な課題として学ぶ 

到達目標 
自然環境、生活環境などの環境に関するさまざまな課題を、社会学的視点からとらえ、これからの

環境と市民生活について考える 

授業概要 

［思考力］［情報処理力］環境課題の歴史的経緯、自然環境、社会環境など環境について多角的

に学び、環境社会学のアプローチと分析手法を知る。これまで NPO やボランティアで環境教育、

SDGs ガイド、温暖化防止、まちづくりに取り組んできた現場の経験や実際の事例、調査で得た知

見を活用し、地域の人々や諸団体の環境課題への取り組みから、市民生活と環境について解説

する。また、SDGs と環境課題について、それぞれのテーマに応じて解説する。内容に応じてワー

クシートやアクティビティを活用する予定である。 

評価方法・基

準 

講義での発言やワークシート課題、講義終了時のコメント提出、ミニレポートなどで評価する。定

期試験はレポート試験で、提出必須。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業中の発表については、担当教員がその場でコメントし評価する。ミニレポートやコメントについ

ては、後日の講義で適時コメントおよび紹介する予定。 

履修上の 

注意事項等 

ポータルでレジュメや資料を配布するので、必ず確認する。講義に積極的に参加し、ワークシート

やコメントをきちんと書いて提出する。ミニレポートおよび定期試験レポートの提出は、e-learning

を利用するので使えるようにすること。 

テキスト よくわかる環境社会学第２版鳥越皓之・帯谷博明ミネルヴァ書房 2017 

参考書  

授業内容 

１．環境社会学とは（ガイダンス） 環境社会学と講義で扱う分野を知る  [予習・復習] シラバスを確

認し、講義の全体概要について理解する。 

2．自然保護（１） 野生とは、自然保護の考え方について学ぶ  [予習・復習] テキストの野生と自然

保護を読む。自然保護の考え方を確認し整理する。 

3．自然保護（２） 世界遺産と地域社会 世界遺産が地域社会にもたらすものについて学ぶ [予習・復

習]テキストを読み、世界遺産の意義や制定について確認する。奈良県下の世界遺産について確認し、

まとめる。 

4．身近な自然（１） 里山、入会地。里山と入会地と地域社会の関係について学ぶ [予習・復習] 講義

で解説した里山や入会地に関する用語と概念をテキストをもとに確認しまとめる 

  



【科目ページ：２／２】 cd56409000 

科目名 環境社会学 担当教員 ☆山本 素世 

授業内容 

5．身近な自然（２） 生活と水、人の生活と水の関係について学ぶ [予習・復習]講義内容を振り返り、

地域にとっての川、里山と里川の違いや同じところについて、確認し整理を行う。 

6．ゴミ問題 ゴミと地域社会の取り組みについて学ぶ [予習・復習]テキストのごみ問題の部分を読

む。３R やプラスチックなどのゴミ問題の身近な例を調べてみる。 

7．NPO、市民活動、ボランティアと環境問題について学ぶ [予習・復習]NPO および NGO の定義や特

徴について、テキストやレジュメを読み確認と整理を行う。身近な環境問題と市民活動、ボランティアに

関心をもつ 

8．地域づくり  担い手としての地域組織の活動と自治体の環境政策 [予習・復習] 地域組織、住民

のまちづくり活動や自治体の環境政策について、身近な例を調べてまとめる。 

9．歴史的環境（１） 景観形成と住民によるまちづくり活動 [予習・復習] 奈良や京都の歴史的と景観

の維持に関する活動について関心をもち、学ぶ。 

10．歴史的環境（２） 伝統文化と地域、住民活動 [予習・復習]テキストや講義を参考にして身近な伝

統文化や祭祀に関心をもち、調べてまとめる。 

11． SDGｓ 持続可能な開発のための目標について、これまでのテーマをふまえ学ぶ [予習・復

習]SDGｓについて、制定経緯や詳細を知る。SDGs の視点から身近な社会や生活との関連について理

解を深める 

12． 公害、開発、日本の公害と環境課題について、開発の影響から学ぶ [予習・復習]公害や開発に

ついて講義やテキストに出てきた用語を理解し、仕組みを理解する 

13． 開発と SDGｓ、エネルギー問題 [予習・復習]開発と地域社会、SDGｓ、エネルギー問題の関係性

を整理し、理解する。用語についても整理しておく 

14． 地球温暖化と SDGs 温暖化の仕組みと影響について学ぶ [予習・復習] エネルギー問題と政

策、温暖化と社会の変化について、講義内容を振り返り、自分の関心を深める。 

15． 全体のふりかえり [予習・復習]これまでの講義でとりあげたテーマについて SDGs の視点より振

り返る。解説した概念や用語をテキストやレジュメで内容を確認し理解する。 



【科目ページ：１／２】  cd56410000  聴講の可否： ○   

科目名 情報社会学 担当教員 吉村 治正 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 情報という視点から現代社会の構図を読み解く 

到達目標 情報流通の仕方に着目することで、混迷する現代社会を合理的に理解する 

授業概要 

[問題解決力][思考力]昭和の常識は令和の非常識と言われるように、社会に対する理解は世代

によって大きく異なっている。これは、技術革新によって社会の中で情報の流れ方が大きく変わっ

てきていることから生じていると考えて良い。本科目では、情報をキーワードに、現代社会を合理

的に理解することを学んでもらう。 

評価方法・基

準 

各回の授業が終了するとその回の課題がオンラインで提示される。これに回答すると各回の課題

点が与えられる。この課題点の合計点を 50％、学期末試験の点数を 50％として評価点を算出す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

各回の課題についての質問はオンラインで受け付ける。学期末試験の結果について疑問がある

者は、個別に問い合わせること。 

履修上の 

注意事項等 

Google の Classroom にて各回の課題の提出を行ってもらう。履修登録をした者には授業開始に先

立って Classroom の招待メールを送るので、これに応じて Classroom をアクティベートしておくこと。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．合理的行為と情報  [予習・復習] 

2．言語コミュニケーションと非言語コミュニケーション [予習・復習] 

3．宗教革命と文字の普及 [予習・復習] 

4．マスコミュニケーションの特徴と情報統制の方法  [予習・復習] 

  



【科目ページ：２／２】 cd56410000 

科目名 情報社会学 担当教員 吉村 治正 

授業内容 

5．噂話の構造 [予習・復習] 

6．他人思考型人間と規範化する世論 [予習・復習] 

7．営利事業としてのマスメディア [予習・復習] 

8．ボランティアはインターネットの産物 [予習・復習] 

9．サイバーハラスメントと性格崩壊者？  [予習・復習] 

10．フィルターバブルとサイバーカスケード  [予習・復習] 

11． 感情化する政治 [予習・復習] 

12． オプトインウェブ調査の謎  [予習・復習] 

13． ネットビジネスの基本構図  [予習・復習] 

14． ダークサイドウェブ  [予習・復習] 

15． 総括：現代社会を見る視点 [予習・復習] 



【科目ページ：１／２】  cd56411000  聴講の可否： ○   

科目名 東アジア・東南アジア社会論 担当教員 片 雪蘭 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 東アジア・東南アジアの文化と社会 

到達目標 
文化人類学や地域研究の観点から東アジア・東南アジア地域に暮らす人々の生活や社会を理解

し、現在どのような変化を迎えているのかを知る。 

授業概要 
[思考力][情報処理力] 東アジアと東南アジアの諸社会について、生業、家族、宗教、民族などの

テーマから説明し、ドキュメンタリー映画を鑑賞することでより理解を深める。 

評価方法・基

準 

平常点 40%  毎回の講義に提出するコメントシート（講義への質問やコメント等）に基づいて評価

する。課題 60％ 授業中に提出された課題と映画の感想文を総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
コメントシートの内容や質問・疑問は、一部次回の授業に反映し、適宜紹介していく。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 資料を配布する  

参考書 
東アジアで学ぶ文化人類学上水流久彦他編昭和堂 2019 

東南アジアで学ぶ文化人類学箕曲在弘他編昭和堂 2024 

授業内容 

１．イントロダクション：「アジア」とその地理的範囲 [予習・復習] シラバスを事前に確認し、「アジア」と

いう語について調べておくこと。 

2．文化人類学と東アジア・東南アジア [予習・復習] 東アジア・東南アジアに含まれる国家について調

べておくこと。 

3．生業とアジア（１）：牧畜から見るモンゴル [予習・復習] 遊牧民の生活を調べておく。 

4．生業とアジア（２）：ドキュメンタリー映画鑑賞「ウランバートルの遊牧民」 [予習・復習] 現代社会に

おける遊牧民の生活の変化を調べておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56411000 

科目名 東アジア・東南アジア社会論 担当教員 片 雪蘭 

授業内容 

5．家族とアジア（１）：婚姻のかたちと中国 [予習・復習] 東アジアにおける家父長制について調べて

おく。 

6．家族とアジア（２）：ドキュメンタリー映画鑑賞「結婚しない、できない私」 [予習・復習] 現代社会の晩

婚化について調べておく。 

7．国家とアジア（１）：韓国、北朝鮮、在日コリアン [予習・復習] 在日コリアンについて調べておく。 

8．国家とアジア（２）：ドキュメンタリー映画鑑賞「ディア・ピョンヤン」 [予習・復習] 在日コリアンについ

て調べておく。 

9．民族とアジア（１）：ミャンマーの民族・宗教構成 [予習・復習] ミャンマーにおける様々な民族構成を

調べておく。 

10．民族とアジア（２）：ドキュメンタリー映画鑑賞「いつか故郷へ ーカレン族の闘争ー」 [予習・復習] 

ミャンマーにおける民族紛争について調べておく。 

11． ジェンダーとアジア（１）：東南アジアにおける LGBTQ [予習・復習] 在日コリアンについて調べて

おく。 

12． ジェンダーとアジア（２）：ドキュメンタリー映画鑑賞「アウト・ラン 走れ！LGBT 政党」 [予習・復習] 

LGBTQ について調べておく。 

13． 移民とアジア（１）：東南アジアからの移民 [予習・復習] 東南アジアからの移民の理由について

調べておく。 

14． 移民とアジア（２）：ドキュメンタリー映画鑑賞「移民とキノコ」 [予習・復習] 移民後の生活について

調べておく。 

15． まとめ [予習・復習] 学習到達度確認のための復習をしておくこと。授業内容を確認し、理解を深

めること。 



【科目ページ：１／２】  cd56413000  聴講の可否： ○   

科目名 消費者行動分析 担当教員 ☆薮野 祥太 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 消費者行動の基本的な概念や原理の理解 

到達目標 
(1)消費者行動論の基本モデルや概念の理解ができる。(2)自らの普段の消費者行動原理を理解

できる。 (3)企業が消費者の行動を、どのような手法で分析しようとしているのか理解できる。 

授業概要 

［思考力］［問題解決力］消費は私たちの生活の上でとても身近な行為です。ただし、個人の特徴

や状況、環境など様々な要因によって消費者の行動は変化します。そこで本講義では、消費者行

動に関する基本的な概念や原理を中心に学習し、日常的な行動の理由・要因を考えていきます。 

評価方法・基

準 
毎講義内で実施するミニレポート：50%最終テスト：50%※詳細は第 1 回講義にて説明します 

課題のフィー

ドバック方法 
ミニレポートについては、翌講義の冒頭にフィードバックを実施。 

履修上の 

注意事項等 
講義中の入退室は控えてください。講義中の私語は退室を命じる場合があります。 

テキスト ポータルサイト等で資料を配布  

参考書 

消費者行動論(ベーシック+)田中洋中央経済社 2015 

消費者行動論(有斐閣アルマ Ｓｐｅｃｉａｌｉｚｅｄ)青木幸弘・新倉貴士・佐々木壮太郎・松下光司有斐

閣 2012 

1 からの消費者行動 第 2 版松井剛・西川英彦中央経済社 2020 

授業内容 

１．ガイダンス／消費者行動とは [予習]シラバスを読み、授業内容の中で気になった回の用語につい

て調べてみる。[復習]講義資料を読み返し、本講義でどのようなことを学んでいくのかを理解する。 

2．消費者ニーズ [予習]消費者ニーズとは何かを書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べてみる。[復習]

配布資料をもとに、消費者ニーズについてを説明できるようになる。 

3．買い物行動 [予習]日常的な自身の買い物行動について、整理する。[復習]配布資料をもとに、買

い物行動について説明できるようになる。 

4．購買意思決定プロセス① [予習]製品やサービスを購入する際に、自身がどのようなことを考えてい

るかを整理しておく。[復習]配布資料をもとに、購買意思決定プロセスについて説明できるようになる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56413000 

科目名 消費者行動分析 担当教員 ☆薮野 祥太 

授業内容 

5．購買意思決定プロセス② [予習]前回の講義内容を自身で説明できるようになる。[復習]配布資料を

もとに、購買意思決定プロセスについて説明できるようになる。 

6．消費者の態度 [予習]消費者行動における態度について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べてみ

る。[復習]配布資料をもとに、態度について説明できるようになる。 

7．消費者の知覚 [予習]消費者行動における知覚について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べてみ

る。[復習]配布資料をもとに、知覚について説明できるようになる。 

8．消費者の記憶 [予習]消費者行動における記憶について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べてみ

る。[復習]配布資料をもとに、記憶の仕組みについて説明できるようになる。 

9．消費者の知識 [予習]消費者行動における知識について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べてみ

る。[復習]配布資料をもとに、消費者知識について説明できるようになる。 

10．消費者の感情 [予習]消費者行動における感情について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べて

みる。[復習]配布資料をもとに、感情について説明できるようになる。 

11． 所有と価値 [予習]前講義で指示された内容について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べてみ

る。[復習]配布資料をもとに、所有と価値について説明できるようになる。 

12． 本物による幸福感 [予習]前講義で指示された内容について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調

べてみる。[復習]配布資料をもとに、消費者の幸福感について説明できるようになる。 

13． 贅沢と贈り物 [予習]前講義で指示された内容について、書籍・新聞・雑誌・Web 記事等で調べて

みる。[復習]配布資料をもとに、消費者の贅沢や贈り物に対する心理状況について説明できるようにな

る。 

14． マクロ視点からの消費・企業と消費 [予習]前講義で指示された内容について、書籍・新聞・雑誌・

Web 記事等で調べてみる。[復習]配布資料をもとに、マクロ視点からの消費について説明できるように

なる。 

15． まとめ／最終テスト [予習]最終テストに向けて、講義内容を見直し自身で説明できるようにする。

[復習]最終テストの内容を復習する。 



【科目ページ：１／２】  cd56417000  聴講の可否： ○   

科目名 産業と技術の発展 担当教員 尾上 正人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 近代日本の産業・技術の発展を概観する 

到達目標 
人や事件を軸にした歴史とは異なった、連続性と断層の織り交じった技術史を知ることで、科学

的・客観的な歴史観・社会観を身に付けてもらうことを目標とする。 

授業概要 

［思考力］［情報処理力］日本は戦後、特に「産業立国」「技術立国」として国際的地位の飛躍的な

向上を成し遂げた。しかし、90 年代以降のグローバル化する経済の中で、日本はいくつかの産業

技術分野において新興諸国の後塵を拝するようになってきている。日本が「技術立国」としての地

位を回復するために必要なことは何であろうか。 

評価方法・基

準 

 平常点 30％（課題提出などでの積極的な態度を重視）、学習到達度確認 70％（産業と技術の発

展の歴史について基礎知識がある、また近年の諸国の経済・産業事情について理解しているかど

うかを評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 

 平常点に加味する課題または小テストを、授業中に解説する。最終授業時に学習到達度確認を

実施し、解答例を配布し解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト なし  

参考書 

人間と労働の未来中岡哲郎中公新書 1970 

日本の技術と産業の発展森谷正規放送大学 1996 

日本産業史１～４山口・中村・向坂・服部日経文庫 1994 

授業内容 

１．はじめに―人間社会にとっての技術の意味 [予習・復習] 普段の生活の中でどのような技術に接

しているか考えておく。技術と人間の相互関係について復習する。 

2．３つの技術革命 [予習・復習] 技術は人間の生活をどのように変えたの、考えをまとめておく。近年

の情報技術革命を人類史の中に位置づけて復習する。 

3．近代以前における産業と技術の発展 [予習・復習] 昔の人の暮らしにどのような技術が生かされた

か考えておく。近代以前の技術革新の特徴について復習する。 

4．産業革命の意義―近年の産業史研究から [予習・復習] 高校までで習った産業革命についてまと

めておく。近年の産業革命否定論の骨子について復習する。 
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科目名 産業と技術の発展 担当教員 尾上 正人 

授業内容 

5．日本の産業技術史Ⅰ近世以前の蓄積 [予習・復習] 最近、江戸時代についてどんなことが言われ

ているかチェックしておく。江戸時代の技術革新と社会への影響について復習する。 

6．日本の産業技術史Ⅱ明治期 [予習・復習] 明治維新の評価について、高校までで習った内容をま

とめておく。明治期の欧米技術の受容・吸収について復習する。 

7．日本の産業技術史Ⅲ大正・戦前昭和期 [予習・復習] 大正から昭和にかけての社会に対する評価

をまとめておく。小林一三などこの時期に現れた起業家について復習する。 

8．日本の産業技術史Ⅳ戦後昭和期 [予習・復習] 戦後のめざましい経済成長についての議論をまと

めておく。盛田昭夫・本田宗一郎など、この時期に現れた起業家・技術者について復習する。 

9．海外の現代産業技術Ⅰ欧州 [予習・復習] 現代の欧州はどのような社会であるのか、調べておく。

欧州各国の経済・産業事象について復習する。 

10．海外の現代産業技術Ⅱ米国 [予習・復習] 現代の米国はどのような社会であるのか、調べてお

く。シリコンバレーの躍進など、米国産業界の新しい動向について復習する。 

11． 海外の現代産業技術Ⅲ新興諸国 [予習・復習] 現在の新興国の経済的な様子について調べて

おく。新興国各国の経済・産業事情について復習する。 

12． IT 革命後の国際的な技術開発競争 [予習・復習] 今世紀の IT 革命について調べ、まとめてお

く。日本の産業界が遅れをとった要因について復習する。 

13． 21 世紀の新産業・新技術 [予習・復習] 何か１つの新産業・新技術について調べておく。新産業・

新技術と、それが社会に及ぼす影響について復習する。 

14． 「技術立国」日本の針路 [予習・復習] 日本は今後どのような道を歩むべきか、考えておく。B to 

B、B to C について復習する。 

15． まとめ [予習・復習] 授業全体の内容についてまとめておく。 



【科目ページ：１／２】  cd56418000  聴講の可否： ○   

科目名 世界の民族誌 担当教員 片 雪蘭 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 民族誌からみる世界 

到達目標 
本授業では、世界各地を対象とした民族誌を読み、各地域の生活世界と執筆された時代的背景

を理解することを目標とする。 

授業概要 

[思考力][情報処理力] 世界各地を対象にした５冊の民族誌を読み、各々の調査地や調査対象、

調査内容を吟味する。また、写真や映像も参考にしつつ、各地域の生活世界を理解することによ

って自文化とは異なる世界のあり方を考えていく。 

評価方法・基

準 

平常点 30% 毎回の講義に提出するコメントシート（講義への質問やコメント等）に基づいて評価

する。期末レポート 70％ 民族誌を一つ選び、感想をレポートとして提出する。 

課題のフィー

ドバック方法 
コメントシートの内容や質問・疑問は、一部次回の授業に反映し、適宜紹介していく。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 資料を配布する  

参考書 なし 

授業内容 

１．イントロダクション ［予習・復習］シラバスの内容を読んでおくこと。 

2．フィールドワークと民族誌 ［予習・復習］フィールドワークと民族誌について調べておくこと。 

3．『西太平洋の遠洋航海者』①：マリノフスキーとトロブリアンド諸島 ［予習・復習］マリノフスキーとトロ

ブリアンド諸島について調べておくこと。 

4．『西太平洋の遠洋航海者』②：クラ交易について ［予習・復習］『西太平洋の遠洋航海者』の一部（授

業で指定）を読んでおくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56418000 

科目名 世界の民族誌 担当教員 片 雪蘭 

授業内容 

5．『サモアの思春期』①：マーガレット・ミードとサモア ［予習・復習］マーガレット・ミードとサモアについ

て調べておくこと。 

6．『サモアの思春期』②：サモアの思春期について ［予習・復習］『サモアの思春期』の一部（授業で指

定）を読んでおくこと。 

7．『ヌアー族』①：エヴァンズ＝プリチャードとヌアー族 ［予習・復習］エヴァンズ＝プリチャードとヌアー

族について調べておくこと。 

8．『ヌアー族』②：ヌアー族と牛の関係について ［予習・復習］『ヌアー族』の一部（授業で指定）を読ん

でおくこと。 

9．映像人類学①：東アジア地域における映像民族誌の鑑賞 ［予習・復習］映像民族誌とは何か調べ

ておくこと。 

10．映像人類学②：ヨーロッパ地域における映像民族誌の鑑賞 ［予習・復習］映像民族誌とは何か調

べておくこと。 

11． 『野生の思考』①：レヴィ=ストロースについて ［予習・復習］レヴィ=ストロースについて調べておく

こと。 

12． 『野生の思考』②：科学主義と「ブリコラージュ」ついて ［予習・復習］『野生の思考』の一部（授業で

指定）を読んでおくこと。 

13． 『汚穢と禁忌』①：メアリ・ダグラスについて ［予習・復習］メアリ・ダグラスについて調べておくこと。 

14． 汚穢と禁忌』②：浄／不浄について ［予習・復習］『汚穢と禁忌』の一部（授業で指定）を読んでおく

こと。 

15． 授業のまとめ ［予習・復習］レポートの提出。 



【科目ページ：１／２】  cd56421100  聴講の可否： ○   

科目名 国際政治学 担当教員 竹中 浩 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ  国際政治学の基礎 

到達目標  国際政治学の基本的な概念や考え方について理解する。 

授業概要 

[思考力][情報処理力]  国際関係について氾濫する情報の中から適切に取捨選択し、正しい判

断に到達することができるよう、この授業では、国際政治の歴史や、国際政治に対する基本的な

見方について解説する。前半で 17 世紀から今日にいたるまでの国家間関係の歴史を概観し、後

半で、国際政治を理解するための基本的な概念や考え方について説明する。特に、冷戦終焉の

後、国際政治がどのように変化しつつあるかという点に注目する。 

評価方法・基

準 

 基本的に 2 回の課題レポートによって授業の理解度及び自主学習の進捗度を評価する（1 回

目 40％、2 回目 60％）。授業の最後に小テストを行い、その提出によって出席を確認するが、出席

状況の良好な人については評価の際に考慮する。 

課題のフィー

ドバック方法 

 レポート課題に関しては授業の中で解説する。個々のレポートについての講評等は行わない

が、レポート課題作成上で生じた疑問について、メールでなされた質問には個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

 授業およびテキストの内容をよりよく理解するために、授業で使用したパワーポイントの資料を

ポータルサイトの「講義連絡」にアップするので、復習の際に活用してほしい。課題レポートを 1 回

でも提出しないと単位が取得できないので注意すること。 

テキスト 国際政治学をつかむ 第 3 版村田晃嗣他有斐閣 2023 

参考書  

授業内容 

１． イントロダクション [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容について理解するとともに、テキ

ストの unit 0 の「国際政治学を学ぶ」を読んでおく。 

2． 主権国家の誕生 [予習・復習]テキストの unit 1（16 頁 11 行目まで）を読んでおく。関連する高校世

界史の学習内容を思い出しておくこと。 

3． ナショナリズムと国民国家 [予習・復習]テキストの unit 1（16 頁 12 行目以降）と unit 2（26 頁 12 行

目まで）を読んでおく。関連する高校世界史の学習内容を思い出しておくこと。 

4． 帝国主義と第一次世界大戦 [予習・復習]テキストの unit 2（26 頁 13 行目以降）と unit 3（39 頁 19

行目まで）を読んでおく。関連する高校世界史の学習内容を思い出しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56421100 

科目名 国際政治学 担当教員 竹中 浩 

授業内容 

5． 第二次世界大戦 [予習・復習]テキストの unit 3（39 頁 20 行目以降）と unit 4 を読んでおく。関連す

る高校世界史の学習内容を思い出しておくこと。 

6． 冷戦 [予習・復習]テキストの unit 5 を読んでおく。関連する高校世界史の学習内容を思い出して

おくこと。 

7． 安全保障  [予習・復習]テキストの unit 7 と unit 11 を読んでおく。 

8． 自由貿易体制 [予習・復習]テキストの unit 24 を読んでおく。余裕があれば、uniti 12 にも目を通し

ておくこと。 

9． 地域主義 [予習・復習]テキストの unit 18 を読んでおく。 

10． 「文明」の衝突 [予習・復習]テキストの unit 13 を読んでおく。 

11．  政治体制 [予習・復習]テキストの unit14 を読んでおく。 

12．  人権と民主主義 [予習・復習]テキストの unit 23 を読んでおく。 

13．  支配と従属 [予習・復習]テキストの unit 9 を読んでおく。 

14．  開発援助 [予習・復習]テキストの unit 25 を読んでおく。 

15．  授業総括 [予習・復習]これまでの授業全体を振り返り、理解できていない点がないか確認す

る。 



【科目ページ：１／２】  cd56422000  聴講の可否： ○   

科目名 ジェンダーとライフコース 担当教員 島本 太香子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
人間のライフステージを通じたジェンダーの諸課題を多角的、科学的に理解し、自ら考え選択し行

動する力を養います。 

到達目標 

ジェンダーの視点から先端医療と生命科学研究の最前線を概観し、性差の医学的な背景と科学

が提起する新しい社会学的諸問題を理解して、生涯を通じて主体的に考えて行動する姿勢を身に

つける。 

授業概要 

本講では人間のライフステージを通じたジェンダーの「生命科学的な基盤」と「社会、文化的要因」

の関わりを考察する。近年の生命科学や医療技術の進歩はめざましく、古来の生殖や家族につ

いての価値観が問い直されている。講義では産婦人科医師として患者の治療や医療行政に従事

した経験を踏まえて、現代社会のジェンダーをめぐる様々な課題を発生学、発達心理学、性差医

療、母子保健、生命倫理学等の観点から多角的に考察し、広く世界に目を向け他文化圏の状況と

日本を比較、必要に応じて今日的な話題を取り入れ理解を深める。 

評価方法・基

準 

最終授業での学習到達確認 20%（ジェンダーをめぐる現代社会の実情への理解、将来に向けて独

自の課題意識を総合的に評価する）と授業中のミニレポート 80%（講義内容の理解の確認） 

課題のフィー

ドバック方法 

ミニレポートの内容や質問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。期間内に学習到達

度確認を実施し、最終授業内で講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

講義では、国内外の最新の生殖補助医療技術やジェンダーをめぐる今日的な話題を取り入れるこ

とがあります。健康科学Ⅰ、Ⅱとあわせて受講することで理解が深まります。この科目は、実務経

験のある教員による授業科目となります。担当教員が、企業や団体等の現場にて従事した経験に

基づき授業を実施します。 

テキスト 
生きることの人間論島本太香子 他ナカニシヤ出版 2016 

必要な資料を授業で配布  

参考書  

授業内容 

１．オリエンテーション [予習・復習] 事前にシラバスを読み講義の全体像を把握する。復習として講義

内容を整理し、テーマと到達目標を確認する。 

2．世界の最先端医療と次世代育成の課題 妊娠出産を担う性  [予習・復習] 事前に教科書の妊娠・

出産のメカニズムの部分を読む。復習として講義内容を整理し、現代の出産をめぐる課題を確認する。 

3．不妊治療の社会的背景 [予習・復習] 事前に教科書の事前に参考書の人工授精の項を読む。復

習として講義内容を整理し、AID 治療の課題を整理する。 

4．最新の生殖補助医療と生命倫理学 [予習・復習] 事前に教科書の生殖補助医療の種類の部分を

読む。復習として講義内容を整理し、体外受精が可能となったことによる生命倫理学的な課題を確認

する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56422000 

科目名 ジェンダーとライフコース 担当教員 島本 太香子 

授業内容 

5．胎児発生学と着床前診断による男女産み分け [予習・復習] 事前に教科書の着床前診断の部分

を読む。復習として講義内容を整理し、日本産科婦人科学会の生殖補助医療に関する記載を確認す

る。 

6．性染色体と性ホルモン 環境と性分化 [予習・復習] 事前に教科書の有性生殖の部分を読む。復習

として性の分化の仕組みを確認する。 

7．脳科学における性差 男の脳・女の脳 [予習・復習] 事前に配布資料の記憶と性差の部分を読む。

復習として講義内容を整理し、脳の発達の性差を確認する。 

8．女性医学と性差医療 [予習・復習] 事前に配布資料の性差医療の項を読む、復習として性差医療

の対象疾患を調べる 

9．リプロダクティブヘルスアンドライツ（性感染症 人工妊娠中絶） [予習・復習] 事前に教科書の流

産・早産・人工妊娠中絶の限界の部分を読む。復習として講義内容を整理し、STD の疾患を確認する。 

10．乳幼児虐待と予防 [予習・復習] 事前に配布資料の虐待の定義を読む。復習として講義内容を整

理し、法令を確認する。 

11． ジェンダーとバイオレンス DV [予習・復習]  事前に最近の事例を調べる、復習として、身近な自

治体の DV、性被害の対策システムを確認する。 

12． 男女共同参画、女性活躍推進政策とヘルスケア [予習・復習]  事前に内閣府のホームページを

読む。復習として、自らのキャリアとワークライフバランスを考察する。 

13． 少子化社会と母子保健 [予習・復習] 事前に配布資料の該当の項を読む。復習として、日本の

母子保健統計を確認する。 

14． ジェンダーをめぐる科学技術とこれからの社会 [予習・復習] 事前に世界のジェンダーをめぐる最

新の話題を収集する。復習として講義内容を整理し、自分が考える今後のジェンダーをめぐる課題を考

察する。 

15． 授業総括 [予習・復習] 事前に本講義の全体像を確認する。復習として本講義のテーマと到達

目標を再点検し、ジェンダーの課題に対する自分の考え方を整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd56423000  聴講の可否： ○   

科目名 企業倫理と消費者 担当教員 倉 光巖 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
企業倫理の概念、ガバナンスの方法論および企業が抱えるリスクについて講義する。企業不祥

事・不正問題などを学問的に追究する。 

到達目標 

社会変化・経済変化に対応している企業のガバナンス方法を理解する。発生する企業の不祥事

に対して、ガバナンスをどのように効かせるかも研究する。企業が想定するリスクについても理解

を深める。受講することにより、思考力・コミュニケーション力・情報処理力などが培われる。 

授業概要 

［思考力］［コミュニケーション力］［情報処理力］半導体製造装置・液晶製造装置・印刷製版機器メ

ーカーにおいて「ものつくり」に３０年、「調達業務統括」に１０年、「LOGISTICS 企業」の社長として

４年携わってきたキャリアを生かして、企業の理念や倫理の概念、そしてガバナンスの方法論およ

び企業が抱えるリスクについて講義する。想定したリスクに対応した経験についても話をする。 

評価方法・基

準 

受講者の講義内容に関する理解や講義内容をベースにした見解について提出されたコメントを評

価し総合評価を行う。場合によっては毎回コメントの代わりにレポート提出を求め、これを評価対

象にすることもある。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内での質問に答えることでフィードバックを行う。各授業テーマの理解コメントについて、次週

の授業でフィードバックする。 

履修上の 

注意事項等 

この科目は、実務経験のある教員による授業科目となる。担当教員が、企業や団体等の現場に

て従事した経験に基づき授業を実施する。 

テキスト 自作レジュメを使用する。  

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション本講義で学ぶことを説明する。 

2．倫理観[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

3．企業倫理・企業理念[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

4．企業リスクとリスクマネジメント[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出

する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56423000 

科目名 企業倫理と消費者 担当教員 倉 光巖 

授業内容 

5．事業リスク[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

6．粉飾決算[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

7．コーポレート・ガバナンス・コード[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出

する。 

8．内部統制[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

9．CSR・SDGｓ[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

10．情報の経済学[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

11． プリンシパル・エージェンシー理論[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを

提出する。 

12． 取引費用[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

13． バブル・リーマンショック  [復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出す

る。 

14． 企業倫理と合理的判断[復習]講義の基本事項や受講者の気づき等についてコメントを提出する。 

15． まとめ 



【科目ページ：１／２】  cd56424101  聴講の可否： ○   

科目名 現代社会と哲学（一） 担当教員 丸田 健 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 生活と文化の思想 

到達目標 
生活文化（特に生きることにおける人と物との関わり）への関心を喚起し、物の具体性を手掛かり

に人間存在について考えることを目標とします。 

授業概要 

［思考力］［実行力］日常生活から出発して人間を考えます。特に生活の基本道具から見えてくる

様々の連関を掘り下げていきます。哲学（生活文化論、風土論）、民俗学（アチックミューゼアム、

渋沢敬三、宮本常一）、工藝論（ウィリアム・モリス、民藝運動）等にも言及しつつ、物に映し出され

る人間の姿を捉える予定です。 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度を重視）と、学習到達度確認 60%程度

（基本概念の理解、授業内容についての独自の考察等を重視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。学習到達度確認については、実施後に

解答・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。毎回課されるコメント提出は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト  

参考書 

屋根裏部屋の博物館国立民族学博物館淡交社 2013 

工藝文化柳宗悦岩波書店 2003 

民衆の芸術ウィリアム・モリス岩波書店 1953 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解しておく。配布資料を読み

返し、講義の要点を理解する。授業を通して考えたことを、コメントとして提出する。 

2．生活文化の思想 [予習・復習] 自分にとって「生活文化」とは何か、考えておくとよい。三木清の思

想の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

3．人と生活：生まれることをめぐる現代と過去 [予習・復習] 誕生にまつわる生活文化を調べてみる。

生まれることについて、考えた内容をコメントとして提出する。 

4．人と生活：死をめぐる現代と過去 [予習・復習] 死にまつわる生活文化を調べてみる。死ぬことにつ

いて、考えた内容をコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56424101 

科目名 現代社会と哲学（一） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．渋沢敬三の屋根裏博物館：物への関心 [予習・復習] 可能なら国立民族学博物館を見学すること

を勧める。アチックミューゼアムの関心について、考えたことをコメントとして提出する。 

6．道具研究の模索 [予習・復習] 前回に同じ（民博訪問時には、隣接の大阪日本民芸館も合わせて

見学するとよい）。渋沢敬三の考えについて、自ら考えたことをコメントして提出する。 

7．あるく みる きく [予習・復習] 講義内で紹介する文献を、図書館で手に取ってみよう。宮本常一の

活動について、考えたことをコメントして提出する。 

8．民具学 [予習・復習] 古い生活道具を、各自で調べてみる。民具について考えたことを、コメントとし

て提出する。 

9．暮らしと芸術：ウィリアム・モリス [予習・復習] 生活の中にある美について、その意義を考えてみ

る。モリスの思想について、考えたことをコメントして提出する。 

10．柳宗悦『工藝文化』（1）：美術と工藝の違い [予習・復習] 柳宗悦や民藝運動について、基本事項

を調べる。柳宗悦の思想について、コメントを提出する。 

11． 柳宗悦『工藝文化』（2）：工藝の目標 [予習・復習] （各地の）民藝館の収蔵品を調べる。前回の

続きについて、考えたことをコメントとして提出する。 

12． 暮らしの道具（1）：食の道具の一例 [予習・復習] 紹介する具体的道具について、各自でさらに

理解を深める。映像を見て考えたことを、コメントとして提出する。 

13． 暮らしの道具（2）：工藝の複合性 [予習・復習] 道具の成立背景に関心をもって、日常を振り返

る。日常の道具について、考えたことをコメントして提出する。 

14． 人間とは何か：風土内存在とグローバル化 [予習・復習] 道具が人間に対して持つ哲学的意義

を、授業全体を振り返って理解し直す。考えたことをコメントして提出する。 

15． 授業まとめ――学習到達度確認 [予習・復習] 学習到達度確認に備え、これまでの授業内容を

復習しておく。入力のため、PC を持参のこと。 



【科目ページ：１／２】  cd56424102  聴講の可否： ○   

科目名 現代社会と哲学（二） 担当教員 丸田 健 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 生活と文化の思想 

到達目標 
生活文化（特に生きることにおける人と物との関わり）への関心を喚起し、物の具体性を手掛かり

に人間存在について考えることを目標とします。 

授業概要 

［思考力］［実行力］日常生活から出発して人間を考えます。特に生活の基本道具から見えてくる

様々の連関を掘り下げていきます。哲学（生活文化論、風土論）、民俗学（アチックミューゼアム、

渋沢敬三、宮本常一）、工藝論（ウィリアム・モリス、民藝運動）等にも言及しつつ、物に映し出され

る人間の姿を捉える予定です。 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度を重視）と、学習到達度確認 60%程度

（基本概念の理解、授業内容についての独自の考察等を重視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。学習到達度確認については、実施後に

解答・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。毎回課されるコメント提出は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト  

参考書 

屋根裏部屋の博物館国立民族学博物館淡交社 2013 

工藝文化柳宗悦岩波書店 2003 

民衆の芸術ウィリアム・モリス岩波書店 1953 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解しておく。配布資料を読み

返し、講義の要点を理解する。授業を通して考えたことを、コメントとして提出する。 

2．生活文化の思想 [予習・復習] 自分にとって「生活文化」とは何か、考えておくとよい。三木清の思

想の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

3．人と生活：生まれることをめぐる現代と過去 [予習・復習] 誕生にまつわる生活文化を調べてみる。

生まれることについて、考えた内容をコメントとして提出する。 

4．人と生活：死をめぐる現代と過去 [予習・復習] 死にまつわる生活文化を調べてみる。死ぬことにつ

いて、考えた内容をコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56424102 

科目名 現代社会と哲学（二） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．渋沢敬三の屋根裏博物館：物への関心 [予習・復習] 可能なら国立民族学博物館を見学すること

を勧める。アチックミューゼアムの関心について、考えたことをコメントとして提出する。 

6．道具研究の模索 [予習・復習] 前回に同じ（民博訪問時には、隣接の大阪日本民芸館も合わせて

見学するとよい）。渋沢敬三の考えについて、自ら考えたことをコメントして提出する。 

7．あるく みる きく [予習・復習] 講義内で紹介する文献を、図書館で手に取ってみよう。宮本常一の

活動について、考えたことをコメントして提出する。 

8．民具学 [予習・復習] 古い生活道具を、各自で調べてみる。民具について考えたことを、コメントとし

て提出する。 

9．暮らしと芸術：ウィリアム・モリス [予習・復習] 生活の中にある美について、その意義を考えてみ

る。モリスの思想について、考えたことをコメントして提出する。 

10．柳宗悦『工藝文化』（1）：美術と工藝の違い [予習・復習] 柳宗悦や民藝運動について、基本事項

を調べる。柳宗悦の思想について、コメントを提出する。 

11． 柳宗悦『工藝文化』（2）：工藝の目標 [予習・復習] （各地の）民藝館の収蔵品を調べる。前回の

続きについて、考えたことをコメントとして提出する。 

12． 暮らしの道具（1）：食の道具の一例 [予習・復習] 紹介する具体的道具について、各自でさらに

理解を深める。映像を見て考えたことを、コメントとして提出する。 

13． 暮らしの道具（2）：工藝の複合性 [予習・復習] 道具の成立背景に関心をもって、日常を振り返

る。日常の道具について、考えたことをコメントして提出する。 

14． 人間とは何か：風土内存在とグローバル化 [予習・復習] 道具が人間に対して持つ哲学的意義

を、授業全体を振り返って理解し直す。考えたことをコメントして提出する。 

15． 授業まとめ――学習到達度確認 [予習・復習] 学習到達度確認に備え、これまでの授業内容を

復習しておく。入力のため、PC を持参のこと。 



【科目ページ：１／２】  cd56425101  聴講の可否： ○   

科目名 現代社会と倫理（一） 担当教員 丸田 健 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「人と物」について論じる 

到達目標 
物が人間に対して持つ様々な意味を、取り出し、考えます。特に原型的な道具的な物の意味理解

を通じて、世界や人間への関心を広げることを目標とします。 

授業概要 

［思考力］［コミュニケーション力］「ホモ・ファベル」という人間規定もありますが、人間が自然から素

材を得て、手で物を作り出す行為は現在も続いています。そのような営為、またそれによって生み

出される物が、人間にとって持つ意味は何でしょうか。道具の機能性、記号性、身体性、美の観点

から、それを考えます。後半は、具体例を検討する予定です。 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度、中間の学習到達度確認、等）と、最

後のレポート課題 60%程度（必要な情報を自分の言葉でまとめられているか等）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。中間の学習到達度確認については、実

施後に解答・解説を行う。発表は、クラスでの質疑応答の後、講評を加える。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。授業で、発表担当者になる可能性があります。毎回課されるコメント提出

は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト 
手仕事の日本柳宗悦岩波書店 1885 

生きることの人間論 伊藤・丸田・島本・市川ナカニシヤ出版 2016 

参考書 ものと人間の文化史 シリーズ法政大学出版局 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解しておく。講義期間中、教科

書テキストは各自で読み進める。授業を通して考えたことを、コメントとして提出する。 

2．道具の概念（1）：どのような物を考えるか――ポリバケツ民具論／新幹線民藝論 [予習・復習] 内

容を振り返り、講義の要点を理解したうえで（分類についての考え方など）、考えたことをコメントとして

提出する。 

3．道具の概念（2）：どのような物を考えるか――補足と具体例 [予習・復習] 内容を振り返り、講義の

要点（本授業の方向性について）を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

4．道具の意味（1）：機能的道具理解――有用性 [予習・復習] 『生きることの人間論』33-34 頁を読

む。機能性の観点からの道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56425101 

科目名 現代社会と倫理（一） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．道具の意味（2）：道具の記号論的側面――消費社会論 [予習・復習] 『生きることの人間論』35-38

頁を読む。記号的観点からの道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

6．道具の意味（3）：道具の記号論的側面――経験的記号性 [予習・復習] 『生きることの人間論』39-

42 頁を読む。先週とは異なる道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

7．道具と身体性――人間を必要とする物 [予習・復習] 『生きることの人間論』42-48 頁を読む。身体

的観点からの道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

8．道具と感性――道具にある美 [予習・復習] 『生きることの人間論』48-52 頁を読む。美的観点から

の道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

9．到達度確認 [予習・復習] 到達度確認を実施するので、これまでの内容を振り返っておく。また最終

課題（発表／レポート）のテーマを考え始める。 

10．モノの具体例（1）：植物繊維 [予習・復習] 『手仕事の日本』の中に、麻をはじめとする繊維関係の

記述を見つける。繊維という道具について考え、コメントを提出する。発表担当者となった受講者は、準

備を始める。 

11． モノの具体例（2）：木 [予習・復習] 『手仕事の日本』の中に、木の仕事の記述を見つける。木地

について考え、コメントを提出する。発表担当者となった受講者は、準備を継続する。 

12． モノの具体例（3）：紙、およびレポート課題説明 [予習・復習]  『手仕事の日本』の中に、紙漉き

の仕事の記述を見つける。レポート課題について、出された指示を理解し、作業を始める。レポートの

準備状況について、コメントを提出する。 

13． モノの具体例（4）：鉄 [予習・復習] 『手仕事の日本』の中に、鉄の仕事の記述を見つける。鉄と

いう素材について考え、コメントを提出する。 

14． 発表：第一グループ [予習・復習] 聞いた発表について、コメントを提出する。また提出期日に合

わせ、レポートを作成を進める。 

15． 発表：第二グループ [予習・復習] 聞いた発表について、コメントを提出する。またチェック事項を

確認し、完成したレポートを提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd56425102  聴講の可否： ○   

科目名 現代社会と倫理（二） 担当教員 丸田 健 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「人と物」について論じる 

到達目標 
物が人間に対して持つ様々な意味を、取り出し、考えます。特に原型的な道具的な物の意味理解

を通じて、世界や人間への関心を広げることを目標とします。 

授業概要 

［思考力］［コミュニケーション力］「ホモ・ファベル」という人間規定もありますが、人間が自然から素

材を得て、手で物を作り出す行為は現在も続いています。そのような営為、またそれによって生み

出される物が、人間にとって持つ意味は何でしょうか。道具の機能性、記号性、身体性、美の観点

から、それを考えます。後半は、具体例を検討する予定です。 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度、中間の学習到達度確認、等）と、最

後のレポート課題 60%程度（必要な情報を自分の言葉でまとめられているか等）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。中間の学習到達度確認については、実

施後に解答・解説を行う。発表は、クラスでの質疑応答の後、講評を加える。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。授業で、発表担当者になる可能性があります。毎回課されるコメント提出

は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト 
手仕事の日本柳宗悦岩波書店 1885 

生きることの人間論 伊藤・丸田・島本・市川ナカニシヤ出版 2016 

参考書 ものと人間の文化史 シリーズ法政大学出版局 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解しておく。講義期間中、教科

書テキストは各自で読み進める。授業を通して考えたことを、コメントとして提出する。 

2．道具の概念（1）：どのような物を考えるか――ポリバケツ民具論／新幹線民藝論 [予習・復習] 内

容を振り返り、講義の要点を理解したうえで（分類についての考え方など）、考えたことをコメントとして

提出する。 

3．道具の概念（2）：どのような物を考えるか――補足と具体例 [予習・復習] 内容を振り返り、講義の

要点（本授業の方向性について）を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

4．道具の意味（1）：機能的道具理解――有用性 [予習・復習] 『生きることの人間論』33-34 頁を読

む。機能性の観点からの道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56425102 

科目名 現代社会と倫理（二） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．道具の意味（2）：道具の記号論的側面――消費社会論 [予習・復習] 『生きることの人間論』35-38

頁を読む。記号的観点からの道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

6．道具の意味（3）：道具の記号論的側面――経験的記号性 [予習・復習] 『生きることの人間論』39-

42 頁を読む。先週とは異なる道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

7．道具と身体性――人間を必要とする物 [予習・復習] 『生きることの人間論』42-48 頁を読む。身体

的観点からの道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

8．道具と感性――道具にある美 [予習・復習] 『生きることの人間論』48-52 頁を読む。美的観点から

の道具論を踏まえたうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

9．到達度確認 [予習・復習] 到達度確認を実施するので、これまでの内容を振り返っておく。また最終

課題（発表／レポート）のテーマを考え始める。 

10．モノの具体例（1）：植物繊維 [予習・復習] 『手仕事の日本』の中に、麻をはじめとする繊維関係の

記述を見つける。繊維という道具について考え、コメントを提出する。発表担当者となった受講者は、準

備を始める。 

11． モノの具体例（2）：木 [予習・復習] 『手仕事の日本』の中に、木の仕事の記述を見つける。木地

について考え、コメントを提出する。発表担当者となった受講者は、準備を継続する。 

12． モノの具体例（3）：紙、およびレポート課題説明 [予習・復習]  『手仕事の日本』の中に、紙漉き

の仕事の記述を見つける。レポート課題について、出された指示を理解し、作業を始める。レポートの

準備状況について、コメントを提出する。 

13． モノの具体例（4）：鉄 [予習・復習] 『手仕事の日本』の中に、鉄の仕事の記述を見つける。鉄と

いう素材について考え、コメントを提出する。 

14． 発表：第一グループ [予習・復習] 聞いた発表について、コメントを提出する。また提出期日に合

わせ、レポートを作成を進める。 

15． 発表：第二グループ [予習・復習] 聞いた発表について、コメントを提出する。またチェック事項を

確認し、完成したレポートを提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd56427100  聴講の可否： ×   

科目名 心理学 担当教員 中原 洪二郎 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 心理学とは何か 

到達目標 
人間の「こころ」の働きについて理解し、心理学に関する学修深化および、他領域への応用の基

盤となる知識を習得すること。 

授業概要 

[コミュニケーション力][問題解決力]この講義では、私たちの誰もがひとつは持っている「こころ」に

ついて行われてきた様々な観点の研究を紹介すると同時に、それらが互いにどのような関係を持

っているのかについて解説する。また、履修者自身が自分や他人の「こころ」にどのように向き合う

か、実践的な観点からの取り組みも行う。 

評価方法・基

準 

a=各回の理解度確認(75%)+最終課題(25%)課題の評価基準: テーマに沿った内容となっている最

終課題の評価基準 (1) 指示されたテーマに沿っていること (2)具体的な内容を踏まえていること 

(3) 適切な理論的解釈が行われていること を重視する。 

課題のフィー

ドバック方法 
課題へのコメントおよび講義中の質疑応答時間を設定する。 

履修上の 

注意事項等 
課題提出をおろそかにしないこと。詳しくは第 1 回の講義で説明するので、必ず出席すること。 

テキスト 適宜資料を配付する  

参考書 適宜資料を配付する 

授業内容 

１．ガイダンス、心理学とは何か [予習・復習] 心理学が対象とする範囲について復習しておく。 

2．心理学の歴史と「歴史」: 心理学は人間とどう向き合ってきたのか [予習・復習] 心理学史と社会変

動の関係について復習しておく。 

3．感覚と知覚: 「感じる」ということの意味 [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な

事例を収集しておくこと。 

4．学習: あたりまえのようであたりまえでない我々の行動 [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内

容に沿う、身近な事例を収集しておくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd56427100 

科目名 心理学 担当教員 中原 洪二郎 

授業内容 

5．記憶: 人は忘れてこそ人 [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な事例を収集し

ておくこと。 

6．言語: 言葉は思考の乗り物なのか [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な事例

を収集しておくこと。 

7．感情と動機付け: 叱るか誉めるか [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な事例

を収集しておくこと。 

8．発達: 「成長」と呼ばれる「変化」 [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な事例を

収集しておくこと。 

9．知能: 「知能指数が高い」人は「頭がよい」？ [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、

身近な事例を収集しておくこと。 

10．性格: 「性格がよい」人と「個性的な人」 [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近

な事例を収集しておくこと。 

11． トピックス: 占いと心理学 [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な事例を収集

しておくこと。 

12． 社会的認知: 世の中はどう見える？ [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な

事例を収集しておくこと。 

13． 自己: 私っていったい… [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に沿う、身近な事例を収集し

ておくこと。 

14． 援助行動: なぜ彼は助けてと言わなかったのか [予習・復習] 今回の講義で取り上げた内容に

沿う、身近な事例を収集しておくこと。 

15． まとめ [予習・復習] 授業内で指示したテーマの最終レポートを提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd60015800  聴講の可否： ○   

科目名 地理学 I 担当教員 ☆岡橋 秀典 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
地理学の方法および地理的事象にかかわる基本的テーマを通じて、地理学全般について学習す

る。 

到達目標 
地理学の歴史および基本的な考え方を習得した上で，現代日本及び世界の地域システムについ

て学習する。今日のグロ?バル化時代に不可欠な空間的視点を養うことを目標とする。 

授業概要 

最初に地理学の歴史と方法論、地理学の発展とその考察の特徴を把握し、そのうえで、日本の地

域の変貌、地域システムの変化について、理論・実証両面から考察する。高校の地理教科書を適

宜参照し、地理教育にも配慮した授業にしたい。 

評価方法・基

準 

小テスト・課題 30％（基本的な語句の理解等講義内容の理解度を確認する）、定期試験 70％（地

理学を理解するための基本的概念を正しく理解している、もしくは、基本的概念を用いて適切に論

じることができるかどうかを評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 
小テスト・課題は、授業で評価・講評を行う。定期試験の答案の講評は、e-learning で公開する。 

履修上の 

注意事項等 

e-learning system を利用する。入るためのキーはポータルサイトで通知する。授業の資料は e-

learning system で自由に見ることができるようにする（プリントの配布はしない）。 

テキスト なし  

参考書 必要に応じて適宜指示する 

授業内容 

１．地理学とは?地理学を学ぶ意義  [予習・復習]シラバスをよく読んでおく。講義内容を振り返り地理

学を学ぶ意義を確認する。 

2．地域・空間へのまなざし?地理的認識と文化的背景  [予習・復習]地域とは何か、身近な例を考えて

おく。講義内容を確認し地理学の見方について理解を深める。 

3．地理学の歴史と方法論?地理学の発展と考察の特徴  [予習・復習]地理学について知っていること

を整理しておく。講義内容を確認し地理学について理解を深める。 

4．地域を調べる?日本編  [予習・復習]地域を調べた経験を振り返っておく。講義内容を確認し地域調

査について理解を深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60015800 

科目名 地理学 I 担当教員 ☆岡橋 秀典 

授業内容 

5．地域を調べる?海外編  [予習・復習]海外に出かけた経験を振り返っておく。講義内容を確認し地域

調査について理解を深める。 

6．地域システムの歴史的展開  [予習・復習]日本史の流れを振り返っておく。講義内容を確認し地域

システムについて理解を深める。 

7．日本の農村の変貌とその特徴  [予習・復習]農村との接点を考えてみる。講義内容を確認し日本

の農村について理解を深める。 

8．日本の山村の変貌とその特徴  [予習・復習]山村との接点を考えてみる。講義内容を確認し日本

の山村について理解を深める。 

9．日本の地域システムと変動１?国土空間の変動と課題  [予習・復習]日本の国土開発の流れを振り

返っておく。講義内容を確認し日本の地域システムについて理解を深める。 

10．日本の地域システムと変動２?都市・農村の変動と課題 [予習・復習]日本の都市・農村開発の流

れを振り返っておく。講義内容を確認し日本の都市・農村の変動について理解を深める。 

11． 現代世界の地域システムと変動１?世界システムとグロ?バリゼ?ション  [予習・復習]最近の世界

の出来事を振り返っておく。講義内容を確認し世界の変動について理解を深める。 

12． 現代世界の地域システムと変動２?発展途上国の構造変動  [予習・復習]最近の途上国の出来

事を振り返っておく。講義内容を確認し途上国の変動について理解を深める。 

13． インドの変貌とその特徴  [予習・復習]最近のインドの出来事を振り返っておく。講義内容を確認

しインドの変貌について理解を深める。 

14． ヨーロッパアルプスの変貌とその特徴   [予習・復習]アルプスについて知っていることを振り返っ

ておく。講義内容を確認しアルプスの変貌について理解を深める。 

15． 期末のまとめ  [予習・復習]これまでの授業を振り返っておく。講義内容を確認し地理学について

理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd60015900  聴講の可否： ○   

科目名 地理学 II 担当教員 ☆辰己 勝 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 地理学の基本事項の習得と日本及び世界各地の地域理解 

到達目標 

1．自然地理学、人文地理学の基礎事項の把握と世界各地の地域的特色を理解する。2．中学と

高校での地理の授業における教材研究、資料収集、資料提示、学習指導案の作成等を習得す

る。 

授業概要 

はじめに地理学の基礎である地図の種類や読図方法を解説する。次いで地理学の二大分野であ

る自然地理学と人文地理学の概要を地域ごとの事例を用いて解説する。内容は自然環境が中心

となることが多い。Web 授業の場合は資料の提示と録画を配信する。毎時の授業を通じて、実際

の中学・高校での授業展開での、資料収集、指導計画や学習指導案が作成できることを留意しな

がら授業を進めていく。 

評価方法・基

準 

最終授業時に実施する学習到達度確認と、授業時の課題への取り組みを基に総合的に評価しま

す。地理学的事象の理解と各地域の基礎事項の把握を判断します。（Web 授業時は、毎時の課題

と最終レポートで評価します） 

課題のフィー

ドバック方法 

課題の要点については、次週の授業の中で解説・講評をします。最終試験については、Ｗｅｂで講

評します。 

履修上の 

注意事項等 

テキストとともに毎時地図帳を手元の置いて参考にしてください。自分の得意とする分野や身近な

地域での、学習指導案作成ための資料収集を行うこと。 

テキスト 図説 世界の自然環境辰己 勝古今書院 2013 

参考書 

図説 世界の地誌 改訂版辰己 勝・辰己眞知子著古今書院 2016 

データブック オブ・ザ・ワールド 2023 二宮書店 2023 

新詳高等地図帝国書院 2017 

授業内容 

１．地理学の内容の解説と授業の進め方  [予習・復習]大学での地理学の授業内容の概要を整理し

ておく。 

2．地図の種類、地形図の読図、統計資料の利用法 [予習・復習]配布（提示）したプリントの作業を完

成させておく。 

3．世界の自然環境－世界の大地形の形態と分布 [予習・復習]テキスト１章の大地形についての内容

を、配布（提示）したプリント等と合わせてまとめておく。 

4．世界の自然環境－気候の特徴と気候区分の方法 [予習・復習]テキスト１章の気候についての重要

事項を整理し、配布（提示）した資料と課題を完成しておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60015900 

科目名 地理学 II 担当教員 ☆辰己 勝 

授業内容 

5．日本の自然環境と自然災害のついて― [予習・復習]テキスト第 2 章の日本の項目を読み、配布（提

示）したプリントの作業を完成し、重要事項をまとめておく。 

6．近畿地方の地形形成についてー大阪平野を事例として [予習・復習]テキストの大阪平野の項目を

読み、配布（提示）した地図やプリントの作業を完成し、地域的特徴をまとめておく。 

7．近畿地方の地形形成についてー京都盆地の形成と河川の変遷 [予習・復習]テキストの京都盆地

の項目を読み、配布（提示）した資料をみて、人為的な地形変化の特徴をまとめておく。 

8．火山地形の形成と火山周辺の地形ー南九州の火山を事例として [予習・復習]テキストの南九州の

火山地形の項目を読み、火山地形の特徴をまとめておく。 

9．アジア各地の自然環境と産業・民族等の特徴 [予習・復習]テキスト２章を参考にして、アジア各地

の自然環境と産業や文化の差異をまとめておく。 

10．アフリカの自然環境と産業・文化 [予習・復習]テキスト３章を読み、アフリカの特徴的な自然環境を

中心にまとめておく。 

11． ヨーロッパの地形・気候と産業の地域的特徴 [予習・復習]テキスト４章を読み、ヨーロッパ各地の

地形の形態や分布を調べておく。 

12． アングロアメリカの自然景観と産業の発展 [予習・復習]テキスト５章を読み、アメリカ合衆国・カナ

ダの特徴的な自然景観や産業をまとめておく。 

13． ラテンアメリカの民族、古代文化、自然と産業の特徴 [予習・復習]テキスト６章を読み、自然環境

の特徴と古代文化の立地についてまとめておく。 

14． オセアニア・ハワイの自然環境と産業、文化の地域的特徴 [予習・復習]テキスト７章を読み、オセ

アニア各地の自然と産業についてまとめておく。 

15． 授業のまとめ。 [予習・復習]授業内容をテキストをもとに復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd60016300  聴講の可否： ○   

科目名 地誌学 I 担当教員 ☆角 克明 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 地誌学的な地域の見方・とらえ方を考える。 

到達目標 

地誌学的な地域の見方・とらえ方を通して、地誌学的な考え方・ものの見方の習得をめざす。日本

や世界の諸地域について、その地域的特色や地域の課題などを多面的・多角的に考察し理解す

ること（分析方法や考え方を含む）。※基本的には、授業内容の把握と理解を目標とする。 

授業概要 

この講義では、地誌学の基礎を学ぶ。授業計画は以下のとおり。地理学や地誌学の基礎を学習し

たうえで、事例としていくつかの地域の地誌をとりあげる。教職課程においては中学校や高等学校

で教授するための「地理的な基礎」のうちの「地誌」を学ぶ。なお、授業計画には未記載であるが、

地形図の読図などの地理的技能に関する取り組みも実践する。また、都道府県に関する読み上

げ問題を出題し、解答する過程で日本の地誌的な要素を蓄積したい。最終的には、基礎的な知識

だけではなく、地誌的な考え方・ものの見方の習得をめざしたい。 

評価方法・基

準 

最終回に実施する学修到達度確認（筆記による講義内容の理解度：テーマや到達目標にあげた

ことがらの理解とそれらを説明・表現できる力の有無）と授業進行にあわせて、学修内容を確認す

る「授業後の質問」（例えば、第３回授業後に第３回授業の内容が理解できているかどうかを確認

するもので、これらの蓄積が最終回の学修到達度確認へむすびつくもの）の成果によって総合評

価する。※詳細は第１回目の講義時に説明する予定であるため、必ず出席してきくこと。 

課題のフィー

ドバック方法 

最終回に実施する学習到達度確認の終了後、内容に関する講評を行う予定である。また、「授業

後の質問」については実施されたつぎの講義で講評などを行う。 

履修上の 

注意事項等 

 この授業を受講する場合、グーグルクラスルームへの登録が必要である。登録に必要な「クラス

コード」は学期のはじめにポータルサイトに掲示されるので、各自で対応すること。 講義には単に

出席しているだけではなく、講義内容の理解が求められる。なお、配付プリントはやむを得ず欠席

する場合、友人に依頼して確保してもらうか、コピーさせてもらうなど、必ず入手すること。また、講

義時の長時間退出や無断早退、大幅な遅刻、あらゆる不正行為には厳正に対処する。シラバス

をよく読み、担当教員からの連絡事項などはききもらすことのないように十 

テキスト 

帝国書院編集部編：『新詳高等地図』、帝国書院、2024 年。ISBN 978-4807167395 ※【注意】すで

に『地図帳』（書名、出版年次、出版社は問わない）を持っている場合はそれで代用してもよい。た

だし、主題図などで異なる場合があり、多少の障害が発生することを承知されたい。不安な場合は

第１回目の授業で担当者に相談してください。  

必要に応じてプリントを配付。※【注意】プリントは基本的に次回以降の講義で再配付しないが、余

分がある場合に限って提供する。  

参考書 参考書等は必要に応じて講義時に紹介・指示する。 

授業内容 

１．第１回オリエンテーション 地理学への招待【必ず出席すること！】 [予習・復習]（予習）シラバスを

読み、授業内容を理解する。「地理学」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）オリエンテーショ

ンの内容について確認する。 

2．第２回地理学と地誌学 地理学の体系から学ぶ [予習・復習]（予習）「地誌学」について、自由な視

点で調べてみよう。（復習）「地理学」と「地誌学」について確認する。 

3．第３回地誌学のルーツをたずねて（１） 地理学の歴史から学ぶ（古代から近世のヨーロッパ地理学） 

[予習・復習]（予習）「地理学の歴史」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）「地誌学のルーツ」

について確認する。 

4．第４回地誌学のルーツをたずねて（２） 地理学の歴史から学ぶ（近代地理学の進展） [予習・復習]

（予習）「地理学の歴史」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）「地誌学のルーツ」について確

認する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60016300 

科目名 地誌学 I 担当教員 ☆角 克明 

授業内容 

5．第５回地誌学のルーツをたずねて（３） 地理学の歴史から学ぶ（地域スケールと地域レベル） [予

習・復習]（予習）「地域」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）「地域スケール」や「地域レベ

ル」について確認する。 

6．第６回地誌学のルーツをたずねて（４） 地理学の歴史から学ぶ（景観・地域） [予習・復習]（予習）

「景観」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）「景観」や「地域」について確認する。 

7．第７回地域研究と地域スケール（１） マクロな視点から地域をとらえる事例 [予習・復習]（予習）「地

域研究」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）「マクロな視点から地域をとらえる事例」につい

て整理する。 

8．第８回地域研究と地域スケール（２） ミクロな視点から地域をとらえる事例 [予習・復習]（予習）「地

域研究」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）「ミクロな視点から地域をとらえる事例」につい

て整理する。 

9．第９回さまざまな地域区分 地域の見方・とらえ方 [予習・復習]（予習）「地域区分」について、自由

な視点で調べてみよう。（復習）「地域区分」について確認し、いろいろな地域区分を探してみよう。 

10．第１０回地誌学の実践事例（１） 日本地誌・自然環境編 [予習・復習]（予習）日本の「自然環境」に

ついて、自由な視点で調べてみよう。（復習）日本の「自然環境」について整理する。 

11． 第１１回地誌学の実践事例（２） 日本地誌・人文社会環境編 [予習・復習]（予習）日本の「人文社

会環境」について、自由な視点で調べてみよう。（復習）日本の「人文社会環境」について整理する。 

12． 第１２回地誌学の実践事例（３） 世界地誌・大陸レベル編 [予習・復習]（予習）任意の「大陸」に

ついて、地誌的な視点で調べてみよう。（復習）「大陸レベルの事例」について整理する。 

13． 第１３回地誌学の実践事例（４） 世界地誌・大陸レベルよりもミクロな地域スケールでみた地域編 

[予習・復習]（予習）第１２回で調べた大陸について、よりミクロな地域スケールで調べてみよう。（復習）

「大陸レベルよりもミクロな地域スケールでみた地域の事例」について整理する。 

14． 第１４回地誌学の実践事例（５） 世界地誌・比較による「地域差」の発見編 [予習・復習]（予習）

第１０回～第１３回の授業内容をしっかりと振り返っておく。（復習）「地域間の比較による地域差」につ

いて整理する。 

15． 第１５回授業総括 [予習・復習]（予習）第１回～第１４回の授業内容を確認する。（復習）全授業内

容を整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd60016400  聴講の可否： ○   

科目名 地誌学 II 担当教員 ☆出田 和久 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「日本と世界の諸地域の理解を深める」 

到達目標 
日本の国土を正しく認識し、日本国民としての基礎的資質と現代世界の地理的認識を養うととも

に現代世界の諸地域を、歴史的背景を踏まえて多面的･多角的に考察し、地誌的理解を深める。 

授業概要 

日本および世界の諸地域をいくつか取り上げ、歴史的背景にも留意しながら地域の特徴・特質に

ついて解説し、大小様々な地域が部分と全体とを構成し、重層的関係にあるという点を踏まえた

地誌的理解を深める。その際、できるだけ地域の特質解明に関わる事項についても説明すること

により、地域調査の方法の一端にふれ、フィールドワークなどの基本的方法を理解できるようにす

る。また、地域調査のために必要な地図類、史料、統計資料、画像資料などの利用や使用上の問

題についても適宜解説を加える。 

評価方法・基

準 

定期試験 60%（地誌や地域の基本概念、講義内容の理解度を論述式と客観式の両形式で問う）、

小レポート（適切な問題意識をもち、文献を正確に読み、地誌的に思考し論理的に展開できている

かを評価する）20%、小テスト（理解の確認）20%の予定である。比率は目安であり、若干の変更も

ありうる。 

課題のフィー

ドバック方法 

コメントシートの内容や質問・疑問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。小レポートお

よび小テストについては、講義中に講評を加える。また、定期試験答案の講評を、e-learning/ポー

タルサイトの講義連絡上で公開する。 

履修上の 

注意事項等 

テキストの指定は行わず、適宜講義中に資料を配付し、参考文献を紹介する。授業には主体的、

積極的に参加すること。また、e-learning を使用して資料を配付するので、印刷の都合で配付プリ

ントで見にくい部分があれば確認してください。 

テキスト 特に使用しない  

参考書 

日本(世界地誌シリーズ 1)菊地俊夫編朝倉書店 2011 

インド （世界地誌シリーズ 5）友澤和夫編朝倉書店 2013 

データブック オブ・ザ・ワールド二宮書店編集部二宮書店 2025 

授業内容 

１．オリエンテーション・地誌学の位置付け [予習・復習]予：地理学と地誌学の関係について、下記参

考書などを利用して理解しておく。 復：配布プリント、ノートおよび参考書を活用し、地誌学について理

解を深める。 

2．地誌的理解の基礎資料と地域を把握する視点  [予習・復習]予：地誌の基礎資料にはどのようなも

のがあるか、調べておく。 復：配布プリント、ノート及び参考書等を参考に、地域を把握する視点を任

意の事例地域について検討を試みる。 

3．日本の地域区分と諸地域（１）首都圏①歴史的変遷と現況  [予習・復習]予：首都圏について参考

書などにより基礎的理解を得ておく。 復：首都圏の現況について、授業資料、参考書（下記以外に、

『首都圏 I (日本の地誌 5)』(2009)等）により要点をまとめ、理解を深める。 

4．日本の地域区分と諸地域（１）首都圏②一極集中とその課題  [予習・復習]予：首都圏への諸機能

の一極集中とその課題について、参考書などにより基礎的理解を得ておく。 復：一極集中とその弊害

についてまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60016400 

科目名 地誌学 II 担当教員 ☆出田 和久 

授業内容 

5．日本の諸地域（２）近畿圏  [予習・復習]予：近畿圏について、参考書などにより基礎的な理解を得

ておく。 復：授業資料、ノートおよび参考書などを活用し、近畿圏の特徴についてまとめ、理解を深め

る。 

6．本の諸地域（３）九州地方  [予習・復習]予：九州地方について、参考書などにより基礎的な理解を

得ておく。 復：授業資料、ノートおよび参考書などを活用し、九州地方の特徴などをまとめ、授業内容

について理解を深める。 

7．身近な地域（１）奈良盆地  [予習・復習]予：奈良盆地について、参考書などにより基礎的な理解を

得ておく。 復：授業資料、ノートおよび参考書などを活用し、奈良盆地の特徴についてまとめ、理解を

深める。 

8．身近な地域（２）大分市 [予習・復習]予：大分市について、参考書などにより基礎的な理解を得てお

く。 復：授業資料、ノートおよび参考書などを活用し、新産業都市以降の大分市の変遷とその特徴に

ついてまとめ、理解を深める。 

9．世界の諸地域（１）南アジア①インド亜大陸の自然  [予習・復習]予：南アジアの自然について、参

考書などにより基礎的な理解を得ておく。 復：授業資料、参考文献などを活用し、インド亜大陸の自然

について要点を整理し、理解を深める。 

10．世界の諸地域（２）南アジア②インドの産業  [予習・復習]予：インドの産業（農業と鉱工業）につい

て、参考書などにより基礎的な理解を得ておく。 復：インド農業の課題をひとつあげて論じた小レポー

トを、2 週間後に提出する。 

11． 世界の諸地域（２）南アジア③インドの社会と文化 [予習・復習]予：インドの社会と文化について、

参考書などにより基礎的な理解を得ておく。 復：授業資料、参考文献などを活用し、インドの社会と文

化について要点を整理し、理解を深める。 

12． 世界の諸地域（３）南アジア③パキスタンの農業と社会 [予習・復習]予：パキスタンの農業と社会

について、参考書などにより基礎的な理解を得ておく。 復：授業資料、参考文献などを活用し、パキス

タンの農業と社会の特徴について理解を深める。 

13． 世界の諸地域（４）ヨーロッパ①自然・文化・社会   [予習・復習]予：ヨーロッパの自然環境、特に

気候について、参考書などにより基礎的な理解を得ておく。 復：授業資料、参考文献などを活用し、ヨ

ーロッパの自然環境・文化・社会などについて理解を深める。 

14． 世界の諸地域（５）ヨーロッパ②ヨーロッパの大都市と都市問題―ロンドンとパリ [予習・復習]予：

ロンドンとパリについて、参考書などにより基礎的な理解を得ておく。 復：授業資料、参考文献などを

活用し、インナーシティの再開発などについて要点をまとめ、理解を深める。 

15． まとめ―日本とヨーロッパの大都市―  [予習・復習]予：講義内容や参考書などにより、日本とヨ

ーロッパの大都市地域の共通点、相違点をまとめる。 復：日本とヨーロッパの大都市地域について、

共通点と相違点の要因をまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd60016601  聴講の可否： ○   

科目名 日本史 I（一） 担当教員 木下 光生 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代から現代にいたる日本史の理解を深める 

到達目標 
中学・高校の歴史・日本史教科書の内容を深く理解し、各時代の特徴を、長期的な目線と世界史

的な視野でとらえる。 

授業概要 

中学・高校で歴史を教えていくうえで、教科書の内容を深く理解しておくことは絶対条件である。本

講義では、現行および過去の中学・高校の歴史・日本史教科書を利用して、古代～現代における

各時代の政治、経済、文化の特徴を検討し、それが通史的・世界史的にもつ意味合いを考えてい

く。 

評価方法・基

準 

期末レポート講義内容について、自由な観点から、思う存分、批判を書いてもらう。自分で独自に

探してきた論文、学術書、史料、データなどにもとづいて批判できたら、一番素晴らしい。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートの講評を、オフィスアワーに研究室でおこなう。 

履修上の 

注意事項等 
日本史Ⅰ（二）を履修済みの者は、日本史Ⅰ（一）を受講できない。 

テキスト 毎回プリントを配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．講義の目的と進め方 [予習・復習] 歴史学に関する学術書を勉強。授業中に紹介された文献のチ

ェック。 

2．国家の存立と国際承認①：倭国から律令国家への道と東アジア [予習・復習] 歴史学に関する学

術書を勉強。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

3．国家の存立と国際承認②：国際承認「無関心」時代の到来～鎌倉幕府から江戸幕府へ [予習・復

習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

4．国家の存立と国際承認③：近代国家の領土拡張・侵略戦争と欧米列強承認 [予習・復習] 前回プリ

ントの再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60016601 

科目名 日本史 I（一） 担当教員 木下 光生 

授業内容 

5．経済からみた日本史①：中国銅銭と中世日本の貨幣・商品経済 [予習・復習] 前回プリントの再チ

ェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

6．経済からみた日本史②：中世～近代の「自給」経済と「貨幣」経済 [予習・復習] 前回プリントの再チ

ェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

7．経済からみた日本史③：近現代日本における「小経営」の存在意義 [予習・復習] 前回プリントの再

チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

8．管理貿易からみた日本史①：古代～中世における管理貿易の重要性 [予習・復習] 前回プリントの

再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

9．管理貿易からみた日本史②：近世の管理貿易＝「鎖国」の実態 [予習・復習] 前回プリントの再チェ

ック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

10．管理貿易からみた日本史③：近現代国家と管理貿易 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配

付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

11． 戦争からみた日本史①：古代・中世国家と対外戦争～対外緊張のなかの仏教伝来、白村江の戦

いとモンゴル襲来のもったインパクト [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェッ

ク、および授業中に紹介された文献のチェック。 

12． 戦争からみた日本史②：東・東南アジアの軍事緊張と近世国家 [予習・復習] 前回プリントの再

チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

13． 戦争からみた日本史③：大規模戦争で血塗られた近現代国家 [予習・復習] 前回プリントの再チ

ェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

14． 政治、経済、文化から、1～21 世紀の日本史と世界史をあらためて通観する [予習・復習] 前回

プリントの再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

15． 講義のまとめ [予習・復習] 半年間の論点を整理。配付プリントの再チェック、および授業中に紹

介された文献のチェック。 



【科目ページ：１／２】  cd60016602  聴講の可否： ○   

科目名 日本史 I（二） 担当教員 木下 光生 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 古代から現代にいたる日本史の理解を深める 

到達目標 
中学・高校の歴史・日本史教科書の内容を深く理解し、各時代の特徴を、長期的な目線と世界史

的な視野でとらえる。 

授業概要 

中学・高校で歴史を教えていくうえで、教科書の内容を深く理解しておくことは絶対条件である。本

講義では、現行および過去の中学・高校の歴史・日本史教科書を利用して、古代～現代における

各時代の政治、経済、文化の特徴を検討し、それが通史的・世界史的にもつ意味合いを考えてい

く。 

評価方法・基

準 

期末レポート講義内容について、自由な観点から、思う存分、批判を書いてもらう。自分で独自に

探してきた論文、学術書、史料、データなどにもとづいて批判できたら、一番素晴らしい。 

課題のフィー

ドバック方法 
レポートの講評を、オフィスアワーに研究室でおこなう。 

履修上の 

注意事項等 
日本史Ⅰ（一）を履修済みの者は、日本史Ⅰ（二）を受講できない。 

テキスト 毎回プリントを配布  

参考書 適宜紹介 

授業内容 

１．講義の目的と進め方 [予習・復習] 歴史学に関する学術書を勉強。授業中に紹介された文献のチ

ェック。 

2．国家の存立と国際承認①：倭国から律令国家への道と東アジア [予習・復習] 歴史学に関する学

術書を勉強。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

3．国家の存立と国際承認②：国際承認「無関心」時代の到来～鎌倉幕府から江戸幕府へ [予習・復

習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

4．国家の存立と国際承認③：近代国家の領土拡張・侵略戦争と欧米列強承認 [予習・復習] 前回プリ

ントの再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60016602 

科目名 日本史 I（二） 担当教員 木下 光生 

授業内容 

5．経済からみた日本史①：中国銅銭と中世日本の貨幣・商品経済 [予習・復習] 前回プリントの再チ

ェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

6．経済からみた日本史②：中世～近代の「自給」経済と「貨幣」経済 [予習・復習] 前回プリントの再チ

ェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

7．経済からみた日本史③：近現代日本における「小経営」の存在意義 [予習・復習] 前回プリントの再

チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

8．管理貿易からみた日本史①：古代～中世における管理貿易の重要性 [予習・復習] 前回プリントの

再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

9．管理貿易からみた日本史②：近世の管理貿易＝「鎖国」の実態 [予習・復習] 前回プリントの再チェ

ック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

10．管理貿易からみた日本史③：近現代国家と管理貿易 [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配

付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

11． 戦争からみた日本史①：古代・中世国家と対外戦争～対外緊張のなかの仏教伝来、白村江の戦

いとモンゴル襲来のもったインパクト [予習・復習] 前回プリントの再チェック。配付プリントの再チェッ

ク、および授業中に紹介された文献のチェック。 

12． 戦争からみた日本史②：東・東南アジアの軍事緊張と近世国家 [予習・復習] 前回プリントの再

チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

13． 戦争からみた日本史③：大規模戦争で血塗られた近現代国家 [予習・復習] 前回プリントの再チ

ェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

14． 政治、経済、文化から、1～21 世紀の日本史と世界史をあらためて通観する [予習・復習] 前回

プリントの再チェック。配付プリントの再チェック、および授業中に紹介された文献のチェック。 

15． 講義のまとめ [予習・復習] 半年間の論点を整理。配付プリントの再チェック、および授業中に紹

介された文献のチェック。 



【科目ページ：１／２】  cd60016701  聴講の可否： ○   

科目名 日本史 II（一） 担当教員 河内 将芳 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本史の基礎知識 

到達目標 
中学校社会・高等学校地理歴史の教員免許取得に対応できる日本史の基礎的な知識を身につ

けることめざす。 

授業概要 

この講義では、中学校社会・高等学校地理歴史の教員免許取得に対応できる日本史の基礎的な

知識を身につけるため、主に高等学校の日本史の教科書に出てくることがらについて、その内容

を掘り下げて講義を展開する。資料・史料をもちいて、ことがらの具体的なようすを講義していく。 

評価方法・基

準 

平常点（１０％、出席および授業に対する積極的な参加度合い）、期末レポート(９０％、４００字詰

め換算で１０～１５枚以上予定)で評価。課題の文献を正確に読めているか、また論理的な展開を

しているか、日本史史料についてどのような問題意識を持っているかを総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し、最終授業内で講評をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

日本史の教科書に出てくることがらがどのような文献史料によって語られているのか、具体的に

史料を読みつつ講義を行うので、受講生には史料をじっくりと読むという辛抱強さが求められる。 

テキスト なし  

参考書 なし 

授業内容 

１．日本列島と日本人  [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解をする。「日本列島と日

本人」について確認と整理をおこなう。 

2．古代国家の成立  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「古代国家の成

立」について確認と整理をおこなう。 

3．貴族政治の展開  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「貴族政治の展

開」について確認と整理をおこなう。 

4．鎌倉幕府の成立 [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「鎌倉幕府の成

立」について確認と整理をおこなう。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60016701 

科目名 日本史 II（一） 担当教員 河内 将芳 

授業内容 

5．武家政治の展開  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「武家政治の展

開」について確認と整理をおこなう。 

6．南北朝の内乱  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「南北朝の内乱」

について確認と整理をおこなう。 

7．室町幕府と地域社会 [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「室町幕府と

地域社会」について確認と整理をおこなう。 

8．戦乱と民衆  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦乱と民衆」につい

て確認と整理をおこなう。 

9．信長・秀吉の天下統一  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「信長・秀

吉の天下統一」について確認と整理をおこなう。 

10．江戸幕府と諸藩  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「江戸幕府と諸

藩」について確認と整理をおこなう。 

11． 近世社会の展開  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「近世社会の

展開」について確認と整理をおこなう。 

12． 明治国家の成立  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「明治国家の

成立」について確認と整理をおこなう。 

13． 近現代の政治と社会  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「近現代

の政治と社会」について確認と整理をおこなう。 

14． 戦争と国民  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦争と国民」につ

いて確認と整理をおこなう。 

15． 戦後社会の推移  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦後社会の

推移」について確認と整理をおこなう 



【科目ページ：１／２】  cd60016702  聴講の可否： ○   

科目名 日本史 II（二） 担当教員 河内 将芳 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 日本史の基礎知識 

到達目標 
中学校社会・高等学校地理歴史の教員免許取得に対応できる日本史の基礎的な知識を身につ

けることめざす。 

授業概要 

この講義では、中学校社会・高等学校地理歴史の教員免許取得に対応できる日本史の基礎的な

知識を身につけるため、主に高等学校の日本史の教科書に出てくることがらについて、その内容

を掘り下げて講義を展開する。資料・史料をもちいて、ことがらの具体的なようすを講義していく。 

評価方法・基

準 

平常点（１０％、出席および授業に対する積極的な参加度合い）、期末レポート(９０％、４００字詰

め換算で１０～１５枚以上予定)で評価。課題の文献を正確に読めているか、また論理的な展開を

しているか、日本史史料についてどのような問題意識を持っているかを総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し、最終授業内で講評をおこなう。 

履修上の 

注意事項等 

日本史の教科書に出てくることがらがどのような文献史料によって語られているのか、具体的に

史料を読みつつ講義を行うので、受講生には史料をじっくりと読むという辛抱強さが求められる。 

テキスト なし  

参考書 なし 

授業内容 

１．日本列島と日本人  [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解をする。「日本列島と日

本人」について確認と整理をおこなう。 

2．古代国家の成立  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「古代国家の成

立」について確認と整理をおこなう。 

3．貴族政治の展開  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「貴族政治の展

開」について確認と整理をおこなう。 

4．鎌倉幕府の成立 [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「鎌倉幕府の成

立」について確認と整理をおこなう。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60016702 

科目名 日本史 II（二） 担当教員 河内 将芳 

授業内容 

5．武家政治の展開  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「武家政治の展

開」について確認と整理をおこなう。 

6．南北朝の内乱  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「南北朝の内乱」

について確認と整理をおこなう。 

7．室町幕府と地域社会 [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「室町幕府と

地域社会」について確認と整理をおこなう。 

8．戦乱と民衆  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦乱と民衆」につい

て確認と整理をおこなう。 

9．信長・秀吉の天下統一  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「信長・秀

吉の天下統一」について確認と整理をおこなう。 

10．江戸幕府と諸藩  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「江戸幕府と諸

藩」について確認と整理をおこなう。 

11． 近世社会の展開  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「近世社会の

展開」について確認と整理をおこなう。 

12． 明治国家の成立  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「明治国家の

成立」について確認と整理をおこなう。 

13． 近現代の政治と社会  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「近現代

の政治と社会」について確認と整理をおこなう。 

14． 戦争と国民  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦争と国民」につ

いて確認と整理をおこなう。 

15． 戦後社会の推移  [予習・復習] 参考文献を読み、授業内容について理解をする。「戦後社会の

推移」について確認と整理をおこなう。 



【科目ページ：１／２】  cd60017100  聴講の可否： ○   

科目名 外国史 I 担当教員 ☆井福 剛 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 文化・社会的視点から見たヨーロッパ世界の歴史的形成過程 

到達目標 
ヨーロッパ文化・社会を歴史的に検討することによって、ヨーロッパ地域の文化に関して理解を深

める。 

授業概要 

ヨーロッパ文化はとりわけ近代以降、世界の諸地域に大きな影響を与え、その文化の一部は現代

の我々の生活や価値観にも深く根付いている。本講義では、そのようなヨーロッパ文化を歴史的

に検討することによって、ヨーロッパ地域の文化に関して理解を深めてもらいたい。 

評価方法・基

準 

講義内容について問う毎回の小レポート 50％（講義内容を理解しているかどうかを評価）学期末

レポート 50％（適切に情報を収集し、論理的に考えをまとめられているかを評価）出席日数が3分

の 2 に満たない場合は、原則として成績評価は行わない。 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートおよび学期末レポートについて、授業時あるいは e-learning 上にて適宜コメントする予

定である 

履修上の 

注意事項等 
初回ガイダンスにて講義の概要、成績評価などについて説明する。 

テキスト 各回資料送信  

参考書 文化史とは何かピーター・バーク法政大学出版局 2008 

授業内容 

１．ガイダンス [予習・復習]シラバスを読み授業内容を確認する。世界史教科書や地図帳などで対象

地域を確認しておく。 

2．現代歴史学の潮流と世界史 [予習・復習]講義で配布したプリントを確認しておく。講義内容を配布

資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

3．古代ギリシアのポリス社会と民主政 [予習・復習]高校世界史の教科書等で古代地中海世界の概要

を理解しておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

4．古代ギリシアのポリス社会と他者 [予習・復習]高校世界史の教科書等で古代地中海世界の概要を

理解しておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60017100 

科目名 外国史 I 担当教員 ☆井福 剛 

授業内容 

5．古代ローマの政治と民衆 [予習・復習]高校世界史の教科書等で古代ローマの概要を理解してお

く。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

6．古代ローマの都市生活 [予習・復習]高校世界史の教科書等で古代ローマの概要を理解しておく。

講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

7．中世ヨーロッパの移動と宗教 [予習・復習]高校世界史の教科書等で中世ヨーロッパの概要を理解

しておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

8．中世キリスト教世界と文化 [予習・復習]高校世界史の教科書等で中世ヨーロッパの概要を理解して

おく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

9．宗教改革期の民衆と視覚イメージ [予習・復習]高校世界史の教科書等で宗教改革の概要を理解し

ておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

10．フランス革命と人権 [予習・復習]]高校世界史の教科書等でフランス革命の概要を理解しておく。

講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

11． 産業革命後の労働と時間 [予習・復習]]高校世界史の教科書等で産業革命の概要を理解してお

く。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

12． 近代化の広がりと文化 [予習・復習]高校世界史の教科書等でヨーロッパ近代社会の概要を理解

しておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

13． 第一次世界大戦期のジェンダーとセクシュアリティ [予習・復習]]高校世界史の教科書等で第一

次世界大戦の概要を理解しておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

14． 世界大戦期の食と社会 [予習・復習]]高校世界史の教科書等で第一次世界大戦および第二次世

界大戦の概要を理解しておく。講義内容を配布資料を参考にしながらノート等にまとめる。 

15． まとめ [予習・復習]これまでの講義内容を振り返る。ヨーロッパの歴史と文化の特徴について確

認する。 



【科目ページ：１／２】  cd60017200  聴講の可否： ○   

科目名 外国史 II 担当教員 ☆川本 正知 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ イスラムの誕生と「アラブの大征服」 

到達目標 

イスラム教とはどのような宗教であるかを知る。唯一神への信仰を基礎として形成された預言者

ムハンマドの原初イスラム教団とアラブの大征服後に成立したイスラム法共同体との相違を実感

することが特に重要である。前者は「信仰」がキーワードであるとすれば後者は「法制度」である。

また、イスラム化とはイスラムの法制度がある地域に定着していくことであり、西アジア・中央アジ

アにおいては 8 世紀の中頃から 10 世紀にかけて徐々に進展していった現象であることを理解す

る。 

授業概要 

イスラム教は現在のアラビア半島西部のメッカという町に生まれた一神教である。イスラム教徒た

ちによれば、「預言者ムハンマド」が 610 年頃に「唯一の神」から受けるようになった「啓示」の内容

はすべて聖典コーランに記録されており，その教えをもとに創造された宗教がイスラム教であると

いう。唯一の神とは、預言者とは、啓示とはなんであろうか。それらの宗教的概念を説明しながら､

メッカおよび 622 年のヒジュラ（聖遷）後にムハンマドが居住したメディナ･オアシスの住民とがムハ

ンマドの周りに一つの教団を形成していく過程を追っていく。 

評価方法・基

準 

平常点 50％（授業にたいする積極性、課題に真摯にとり組む姿勢を重視）学期末のレポートによ

り学習到達度確認 50％（イスラム教の世界史において果たした役割を理解しているかどうかを評

価する） 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し最終授業に講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

講義の内容を主体的に考える用意のない人は受講しないこと。講義は単に勉強の入り口にすぎ

ないことを自覚すること。 

テキスト  

参考書 

イスラーム生誕井筒俊彦中央公論社 1990 

ムハンマド時代のアラブ社会後藤明山川出版社 2012 

中央アジアのイスラーム濱田正美山川出版社 2008 

授業内容 

１．本講義の視座と問題意識 [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。 

2．イスラム生誕（１）原初イスラムと原理主義イスラム [予習・復習] 前回指示した参考文献をできるだ

け読んでくる 

3．イスラム生誕（２）ムハンマドの啓示体験 [予習・復習] 参考文献の井筒俊彦『イスラーム生誕』を読

んでくる 

4．イスラム生誕（３）ムハンマドの啓示体験の社会学的意味（１） [予習・復習] 参考文献の井筒俊彦

『イスラーム生誕』を読んでくる 
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科目名 外国史 II 担当教員 ☆川本 正知 

授業内容 

5．イスラム生誕（４）ムハンマドの啓示体験の社会学的意味（２） [予習・復習] 参考文献の井筒俊彦

『イスラーム生誕』を読んでくる 

6．イスラム生誕（５）メッカにおけるイスラム教団 [予習・復習] 参考文献の後藤明『ムハンマド時代の

アラブ社会』を読んでくる 

7．イスラム生誕（６）メッカにおけるイスラム教団の危機 [予習・復習] 参考文献の後藤明『ムハンマド

時代のアラブ社会』を読んでくる 

8． イスラム生誕（７）ヒジュラ（聖遷） [予習・復習] 参考文献の後藤明『ムハンマド時代のアラブ社

会』を読んでくる 

9．イスラム生誕（８）メディナにおけるイスラム教団の成立（１） [予習・復習] 参考文献の後藤明『ムハ

ンマド時代のアラブ社会』を読んでくる 

10．イスラム生誕（９）メディナにおけるイスラム教団の成立（２） [予習・復習] 参考文献の後藤明『ム

ハンマド時代のアラブ社会』を読んでくる 

11． アラブの大征服（１）ムハンマドの死と征服戦の始まり [予習・復習] 前回の授業に配布した史料

を読んでくる 

12． アラブの大征服（２）大征服の過程 [予習・復習]  前回の授業に配布した史料を読んでくる 

13． アラブの大征服（３）中央アジアへの侵入 [予習・復習]参考文献の濱田正美『中央アジアのイスラ

ーム』を読んでくる 

14． アラブの大征服（４）８世紀におけるクタイバの侵入 [予習・復習]参考文献の濱田正美『中央アジ

アのイスラーム』を読んでくる 

15． アラブの大征服（５）征服後の中央アジアの社会 [予習・復習]参考文献の濱田正美『中央アジア

のイスラーム』を読んでくる 



【科目ページ：１／２】  cd60017601  聴講の可否： ○   

科目名 法学（一） 担当教員 村上 正直 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
人が形成する社会・集団のなかで、人と人との関係が問題となる場合に機能する法について、そ

の基礎的な内容を学ぶ。 

到達目標 
人は多種多様な法に取り囲まれて生活をしている。この法の世界の一端を知り、社会における法

の役割と重要性を理解すること。 

授業概要 

人の社会生活のあらゆる場面において法は存在している。法は、人間が社会生活を円滑に送るこ

とができるようにするためのものであり、起こりうる紛争を予防し、起こった紛争を解決するための

ルールである。この授業では、特に憲法や民法、刑法、刑事訴訟法、民事訴訟法などの基本的 

な内容を学び、考える。なお、教科書（はじめての法律学〔第 7 版〕）は、４月上旬に刊行予定で、

現時点では入手できない。以下の授業内容は、昨年度の教科書（第６版）によるもの。発刊後、授

業で授業内容表を配布する予定。 

評価方法・基

準 

①授業の中で課すレポート（講義に関連する問題への理解度と思考力、文章構築力を評価する）

と②最終授業で行う到達度確認（法学の基本用語や条文、裁判例の理解、思考力、答案構築力

を評価する）への回答の評価を基本とする。詳しくは、最初の授業で説明する。 

課題のフィー

ドバック方法 

レポートや到達度確認の回答のポイントや解説については、メールで問い合わせていただけれ

ば、個別に回答する。また、授業の内容や課題に関する質問についても、メールで問い合わせて

いただければ、個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

法にかかわる問題は日常的に生じている。新聞やネットニュースなどで紹介される法や裁判、法

や裁判をめぐる議論などに関心をもって注目してほしい。なお、配布するレジュメや資料は、必要

に応じて授業の際に持参してほしい。なお、教科書については、上記「授業概要」を参照。 

テキスト はじめての法律学（第７版）松井・松宮・曽野有斐閣 2025 年 

参考書  

授業内容 

１．オリエンテーション（①授業方針や②日本の法体系の概要などを説明する） [予習・復習]シラバスを

読み、授業内容について理解をする。 

2．交通事故から生ずる刑事責任(1)ー罪と罰 [予習・復習]教科書 pp. 4-24 を読んでおくこと（pp. 11-15

は結構難しいが、チャレンジしてほしい）。 

3．交通事故から生ずる刑事責任(2)ー犯罪の構造  [予習・復習]教科書 pp. 24-35 を読んでおくこと。 

4．交通事故から生ずる民事責任(1) [予習・復習]教科書 pp. 78-97 を読んでおくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60017601 

科目名 法学（一） 担当教員 村上 正直 

授業内容 

5．交通事故から生ずる民事責任(2)   [予習・復習]教科書 97-104 を読んでおくこと。 

6．交通事故から生ずる民事責任(3)  [予習・復習]第４回・第５回の授業で取りあげることができなかっ

た問題を取り扱う。教科書 pp. 78-104 を対象とする。 

7．刑事責任と民事責任の追及方法ー刑事裁判と民事裁判(1) [予習・復習]教科書 pp. 36-72, 105-111

にざっと目を通しておいてほしい（斜め読みで OK） 

8．刑事責任と民事責任の追及方法ー刑事裁判と民事裁判(2)  [予習・復習]教科書 pp. 36-72, 105-

111 にざっと目を通しておいてほしい（斜め読みで OK） 

9．契約法の基礎（民法の契約に関する規定の基礎）  [予習・復習]教科書 pp. 113-145 を読んでおくこ

と。 

10．家族法の基礎（民法の家族に関する規定の基礎）  [予習・復習]教科書 pp.146-175 を読んでおく

こと。 

11． 憲法の基礎ー統治機構(1)（統治機構の種別と国会など）  [予習・復習]教科書 pp. 180-196 を読

んでおくこと。 

12． 憲法の基礎ー統治機構(2)（内閣及び裁判所、国民の役割）  [予習・復習]]教科書 pp. 196-209 を

読んでおくこと。教科書 pp. 209-217 にも目を通しておいてほしい。 

13． 憲法の基礎ー基本的人権の保障(1)（人権の種別やその制約など） [予習・復習]教科書 pp. 218-

235 を読んでおくこと。 

14． 憲法の基礎ー基本的人権の保障(2)（補足）  [予習・復習]教科書 pp. 236-247 を読んでおくこと。 

15． 学習到達度確認（筆記による学力確認） [予習・復習]これまでの学習内容をふり返っておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60017602  聴講の可否： ○   

科目名 法学（二） 担当教員 村上 正直 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
人が形成する社会・集団のなかで、人と人との関係が問題となる場合に機能する法について、そ

の基礎的な内容を学ぶ。 

到達目標 
人は多種多様な法に取り囲まれて生活をしている。この法の世界の一端を知り、社会における法

の役割と重要性を理解すること。 

授業概要 

人の社会生活のあらゆる場面において法は存在している。法は、人間が社会生活を円滑に送るこ

とができるようにするためのものであり、起こりうる紛争を予防し、起こった紛争を解決するための

ルールである。この授業では、特に憲法や民法、刑法、刑事訴訟法、民事訴訟法などの基本的 

な内容を学び、考える。なお、教科書（はじめての法律学〔第 7 版〕）は、４月上旬に刊行予定で、

現時点では入手できない。以下の授業内容は、昨年度の教科書（第６版）によるもの。発刊後、授

業で授業内容表を配布する予定。 

評価方法・基

準 

①授業の中で課すレポート（講義に関連する問題への理解度と思考力、文章構築力を評価する）

と②最終授業で行う到達度確認（法学の基本用語や条文、裁判例の理解、思考力、答案構築力

を評価する）への回答の評価を基本とする。詳しくは、最初の授業で説明する。 

課題のフィー

ドバック方法 

レポートや到達度確認の回答のポイントや解説については、メールで問い合わせていただけれ

ば、個別に回答する。また、授業の内容や課題に関する質問についても、メールで問い合わせて

いただければ、個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

法にかかわる問題は日常的に生じている。新聞やネットニュースなどで紹介される法や裁判、法

や裁判をめぐる議論などに関心をもって注目してほしい。なお、配布するレジュメや資料は、必要

に応じて授業の際に持参してほしい。なお、教科書については、上記「授業概要」を参照。 

テキスト はじめての法律学（第７版）松井・松宮・曽野有斐閣 2025 年 

参考書  

授業内容 

１．オリエンテーション（①授業方針や②日本の法体系の概要などを説明する） [予習・復習]シラバスを

読み、授業内容について理解をする。 

2．交通事故から生ずる刑事責任(1)ー罪と罰 [予習・復習]教科書 pp. 4-24 を読んでおくこと（pp. 11-15

は結構難しいが、チャレンジしてほしい）。 

3．交通事故から生ずる刑事責任(2)ー犯罪の構造  [予習・復習]教科書 pp. 24-35 を読んでおくこと。 

4．交通事故から生ずる民事責任(1) [予習・復習]教科書 pp. 78-97 を読んでおくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60017602 

科目名 法学（二） 担当教員 村上 正直 

授業内容 

5．交通事故から生ずる民事責任(2)   [予習・復習]教科書 97-104 を読んでおくこと。 

6．交通事故から生ずる民事責任(3)  [予習・復習]第４回・第５回の授業で取りあげることができなかっ

た問題を取り扱う。教科書 pp. 78-104 を対象とする。 

7．刑事責任と民事責任の追及方法ー刑事裁判と民事裁判(1) [予習・復習]教科書 pp. 36-72, 105-111

にざっと目を通しておいてほしい（斜め読みで OK） 

8．刑事責任と民事責任の追及方法ー刑事裁判と民事裁判(2)  [予習・復習]教科書 pp. 36-72, 105-

111 にざっと目を通しておいてほしい（斜め読みで OK） 

9．契約法の基礎（民法の契約に関する規定の基礎）  [予習・復習]教科書 pp. 113-145 を読んでおくこ

と。 

10．家族法の基礎（民法の家族に関する規定の基礎）  [予習・復習]教科書 pp.146-175 を読んでおく

こと。 

11． 憲法の基礎ー統治機構(1)（統治機構の種別と国会など）  [予習・復習]教科書 pp. 180-196 を読

んでおくこと。 

12． 憲法の基礎ー統治機構(2)（内閣及び裁判所、国民の役割）  [予習・復習]]教科書 pp. 196-209 を

読んでおくこと。教科書 pp. 209-217 にも目を通しておいてほしい。 

13． 憲法の基礎ー基本的人権の保障(1)（人権の種別やその制約など） [予習・復習]教科書 pp. 218-

235 を読んでおくこと。 

14． 憲法の基礎ー基本的人権の保障(2)（補足）  [予習・復習]教科書 pp. 236-247 を読んでおくこと。 

15． 学習到達度確認（筆記による学力確認） [予習・復習]これまでの学習内容をふり返っておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60017603  聴講の可否： ○   

科目名 法学（三） 担当教員 村上 正直 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
人が形成する社会・集団のなかで、人と人との関係が問題となる場合に機能する法について、そ

の基礎的な内容を学ぶ。 

到達目標 
人は多種多様な法に取り囲まれて生活をしている。この法の世界の一端を知り、社会における法

の役割と重要性を理解すること。 

授業概要 

人の社会生活のあらゆる場面において法は存在している。法は、人間が社会生活を円滑に送るこ

とができるようにするためのものであり、起こりうる紛争を予防し、起こった紛争を解決するための

ルールである。この授業では、特に憲法や民法、刑法、刑事訴訟法、民事訴訟法などの基本的 

な内容を学び、考える。なお、教科書（はじめての法律学〔第 7 版〕）は、４月上旬に刊行予定で、

現時点では入手できない。以下の授業内容は、昨年度の教科書（第６版）によるもの。発刊後、授

業で授業内容表を配布する予定。 

評価方法・基

準 

①授業の中で課すレポート（講義に関連する問題への理解度と思考力、文章構築力を評価する）

と②最終授業で行う到達度確認（法学の基本用語や条文、裁判例の理解、思考力、答案構築力

を評価する）への回答の評価を基本とする。詳しくは、最初の授業で説明する。 

課題のフィー

ドバック方法 

レポートや到達度確認の回答のポイントや解説については、メールで問い合わせていただけれ

ば、個別に回答する。また、授業の内容や課題に関する質問についても、メールで問い合わせて

いただければ、個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

法にかかわる問題は日常的に生じている。新聞やネットニュースなどで紹介される法や裁判、法

や裁判をめぐる議論などに関心をもって注目してほしい。なお、配布するレジュメや資料は、必要

に応じて授業の際に持参してほしい。なお、教科書については、上記「授業概要」を参照。 

テキスト はじめての法律学（第７版）松井・松宮・曽野有斐閣 2025 年 

参考書  

授業内容 

１．オリエンテーション（①授業方針や②日本の法体系の概要などを説明する） [予習・復習]シラバスを

読み、授業内容について理解をする。 

2．交通事故から生ずる刑事責任(1)ー罪と罰 [予習・復習]教科書 pp. 4-24 を読んでおくこと（pp. 11-15

は結構難しいが、チャレンジしてほしい）。 

3．交通事故から生ずる刑事責任(2)ー犯罪の構造  [予習・復習]教科書 pp. 24-35 を読んでおくこと。 

4．交通事故から生ずる民事責任(1) [予習・復習]教科書 pp. 78-97 を読んでおくこと。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60017603 

科目名 法学（三） 担当教員 村上 正直 

授業内容 

5．交通事故から生ずる民事責任(2)   [予習・復習]教科書 97-104 を読んでおくこと。 

6．交通事故から生ずる民事責任(3)  [予習・復習]第４回・第５回の授業で取りあげることができなかっ

た問題を取り扱う。教科書 pp. 78-104 を対象とする。 

7．刑事責任と民事責任の追及方法ー刑事裁判と民事裁判(1) [予習・復習]教科書 pp. 36-72, 105-111

にざっと目を通しておいてほしい（斜め読みで OK） 

8．刑事責任と民事責任の追及方法ー刑事裁判と民事裁判(2)  [予習・復習]教科書 pp. 36-72, 105-

111 にざっと目を通しておいてほしい（斜め読みで OK） 

9．契約法の基礎（民法の契約に関する規定の基礎）  [予習・復習]教科書 pp. 113-145 を読んでおくこ

と。 

10．家族法の基礎（民法の家族に関する規定の基礎）  [予習・復習]教科書 pp.146-175 を読んでおく

こと。 

11． 憲法の基礎ー統治機構(1)（統治機構の種別と国会など）  [予習・復習]教科書 pp. 180-196 を読

んでおくこと。 

12． 憲法の基礎ー統治機構(2)（内閣及び裁判所、国民の役割）  [予習・復習]]教科書 pp. 196-209 を

読んでおくこと。教科書 pp. 209-217 にも目を通しておいてほしい。 

13． 憲法の基礎ー基本的人権の保障(1)（人権の種別やその制約など） [予習・復習]教科書 pp. 218-

235 を読んでおくこと。 

14． 憲法の基礎ー基本的人権の保障(2)（補足）  [予習・復習]教科書 pp. 236-247 を読んでおくこと。 

15． 学習到達度確認（筆記による学力確認） [予習・復習]これまでの学習内容をふり返っておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60018101  聴講の可否： ○   

科目名 政治学（一） 担当教員 竹中 浩 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ  政治学概論 

到達目標  政治学の基本概念を身に着け、政治の制度や思想について基礎的な理解を得る。 

授業概要 

 この授業では、民主政治に関する諸問題を中心に、政治学の基本的な概念や考え方について

解説する。政治にはさまざまなアクターが登場し、自らの利益や目的価値を実現しようとして行動

する。利益も目的価値も人によって異なり、時とともに変化するから、政治的な問題に唯一絶対の

解決はなく、一旦なされた解決も、時代とともにたえず見直しを迫られる。そうした持続的な営みと

しての政治の特質について学ぶ。 

評価方法・基

準 

 基本的に 2 回の課題レポートによって授業の理解度及び自主学習の進捗度を評価する（1 回

目 40％、2 回目 60％）。授業の最後に示す問題に対する回答によって出席を確認する。出席状況

の良好な人については評価の際に考慮する。 

課題のフィー

ドバック方法 

 レポート課題に関しては授業の中で解説する。個々のレポートについての講評等は行わない

が、レポート課題作成上で生じた疑問について、メールでなされた質問には個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

 授業およびテキストの内容をよりよく理解するために、授業で使用したパワーポイントの資料を

ポータルサイトの「講義連絡」にアップするので、復習の際に活用してほしい。課題レポートを 1 回

でも提出しないと単位が取得できないので注意すること。 

テキスト 政治学（第 2 版）川出良枝・谷口将紀編東京大学出版会 2022 年 

参考書  

授業内容 

１． イントロダクション [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容について理解しておく。 

2． 古代の民主政治と近代の民主政治 [予習・復習]テキストの第１章第 1 節と第 2 節を読んでおく。 

3． 民主政治と自由主義 [予習・復習]テキストの第 1 章第 3 節を読んでおく。 

4． 民主政治と国民国家 [予習・復習]テキストの第 2 章第 1 節を読んでおく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60018101 

科目名 政治学（一） 担当教員 竹中 浩 

授業内容 

5． 民主政治の再定義 [予習・復習]テキストの第 2 章第 2 節と第 3 節を読んでおく。 

6． 福祉と政治 [予習・復習]テキストの第 3 章を読んでおく。 

7． 大統領制と議院内閣制 [予習・復習]テキストの第 4 章を読んでおく。 

8． 選挙 [予習・復習]テキストの第 5 章を読んでおく。 

9． 議会と政党 [予習・復習]テキストの第 6 章を読んでおく。 

10． 官僚制と政官関係 [予習・復習]テキストの第 7 章を読んでおく。 

11．  世論とマスメディア [予習・復習]テキストの第 8 章を読んでおく。 

12．  地方自治 [予習・復習]テキストの第 9 章を読んでおく。 

13．  グローバル化 [予習・復習]テキストの第 10 章を読んでおく。 

14．  民主政治の現在 [予習・復習]テキストの第 11 章を読んでおく。 

15．  授業総括 [予習・復習]これまでの授業全体を振り返り、理解できていない点がないか確認す

る。 



【科目ページ：１／２】  cd60018102  聴講の可否： ○   

科目名 政治学（二） 担当教員 竹中 浩 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ  政治学概論 

到達目標  政治学の基本概念を身に着け、政治の制度や思想について基礎的な理解を得る。 

授業概要 

 この授業では、民主政治に関する諸問題を中心に、政治学の基本的な概念や考え方について

解説する。政治にはさまざまなアクターが登場し、自らの利益や目的価値を実現しようとして行動

する。利益も目的価値も人によって異なり、時とともに変化するから、政治的な問題に唯一絶対の

解決はなく、一旦なされた解決も、時代とともにたえず見直しを迫られる。そうした持続的な営みと

しての政治の特質について学ぶ。 

評価方法・基

準 

 基本的に 2 回の課題レポートによって授業の理解度及び自主学習の進捗度を評価する（1 回

目 40％、2 回目 60％）。授業の最後に示す問題に対する回答によって出席を確認する。出席状況

の良好な人については評価の際に考慮する。 

課題のフィー

ドバック方法 

 レポート課題に関しては授業の中で解説する。個々のレポートについての講評等は行わない

が、レポート課題作成上で生じた疑問について、メールでなされた質問には個別に回答する。 

履修上の 

注意事項等 

 授業およびテキストの内容をよりよく理解するために、授業で使用したパワーポイントの資料を

ポータルサイトの「講義連絡」にアップするので、復習の際に活用してほしい。課題レポートを 1 回

でも提出しないと単位が取得できないので注意すること。 

テキスト 政治学（第 2 版）川出良枝・谷口将紀編東京大学出版会 2022 年 

参考書  

授業内容 

１． イントロダクション [予習・復習]事前にシラバスを読み、授業内容について理解しておく。 

2． 古代の民主政治と近代の民主政治 [予習・復習]テキストの第１章第 1 節と第 2 節を読んでおく。 

3． 民主政治と自由主義 [予習・復習]テキストの第 1 章第 3 節を読んでおく。 

4． 民主政治と国民国家 [予習・復習]テキストの第 2 章第 1 節を読んでおく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60018102 

科目名 政治学（二） 担当教員 竹中 浩 

授業内容 

5． 民主政治の再定義 [予習・復習]テキストの第 2 章第 2 節と第 3 節を読んでおく。 

6． 福祉と政治 [予習・復習]テキストの第 3 章を読んでおく。 

7． 大統領制と議院内閣制 [予習・復習]テキストの第 4 章を読んでおく。 

8． 選挙 [予習・復習]テキストの第 5 章を読んでおく。 

9． 議会と政党 [予習・復習]テキストの第 6 章を読んでおく。 

10． 官僚制と政官関係 [予習・復習]テキストの第 7 章を読んでおく。 

11．  世論とマスメディア [予習・復習]テキストの第 8 章を読んでおく。 

12．  地方自治 [予習・復習]テキストの第 9 章を読んでおく。 

13．  グローバル化 [予習・復習]テキストの第 10 章を読んでおく。 

14．  民主政治の現在 [予習・復習]テキストの第 11 章を読んでおく。 

15．  授業総括 [予習・復習]これまでの授業全体を振り返り、理解できていない点がないか確認す

る。 



【科目ページ：１／２】  cd60018600  聴講の可否： ○   

科目名 経済学 担当教員 ☆富田 貴子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 経済学の視点を通して、身近な社会問題について考える。 

到達目標 
1.経済学の基本的な考え方を理解する。2.様々な物事のトレードオフを考えることができる。3.経済

学の視点から社会問題について自分の考えを言葉で表現できる。 

授業概要 

［思考力］［情報処理力］本講義では、個人・企業の意思決定に焦点をあて、経済学の基本的な考

え方について学びます。後半は食料問題・環境問題・ワークライフバランスなどのテーマを取り上

げ、経済学的な視点でテーマを深堀りします。授業ごとのレポートを通して、信頼できる情報源か

ら情報を集め、複数の視点に立って物事を考え、そのうえで自分の考えを表現できる力を身につ

けます。多少グラフ等は出てきますが、数学の知識は前提としません。 

評価方法・基

準 

授業毎のレポート(経済学の知識を生かして自分の考えを説明できるか）と期末レポート(信頼でき

る情報を収集し、現状についてまとめ、自分の考えを表現できるか)により評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 
期間内にレポートを課し、講評を行います。 

履修上の 

注意事項等 

本講義では GoogleClassroom を使用して授業連絡・資料の補足・コメントの共有や課題提出を行

います。第 1 回の授業で講義と評価方法について詳しく説明します。配布資料にキーワードなどを

記入するため筆記用具は必ず各自持参してください。 

テキスト 授業中にプリントを配布する。  

参考書 適宜紹介する。 

授業内容 

１．経済学における「人間」 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。経済学の基本

的な考え方について講義資料を読み返して理解する。 

2．インセンティブ  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返して

考えを深める。 

3．市場・需要と供給  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返

して考えを深める。 

4．社会的余剰  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返して考

えを深める。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60018600 

科目名 経済学 担当教員 ☆富田 貴子 

授業内容 

5．完全競争市場・独占と寡占 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を

読み返して考えを深める。 

6．情報の非対称性  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返し

て考えを深める。 

7．食料市場と経済学①食料自給率 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

8．食料市場と経済学②市場の失敗 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

9．環境と経済学①経済成長と環境問題 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。

講義資料を読み返して考えを深める。 

10．環境と経済学②コモンズの悲劇  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

11． 環境と経済学③規制・補助金の効果 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。

講義資料を読み返して考えを深める。 

12． 経済成長・財政と年金制度 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料

を読み返して考えを深める。 

13． 行動経済学 [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義資料を読み返して

考えを深める。 

14． ワークライフバランスと経済学  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。 

15． データと経済学、授業のまとめ [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について理解する。講義

資料を読み返して考えを深める。これまでに学んだ経済学の基本的な概念と社会問題について振り返

る。 



【科目ページ：１／２】  cd60019101  聴講の可否： ○   

科目名 社会学（一） 担当教員 吉村 治正 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 社会学の基礎知識の修得 

到達目標 
社会学の全体的なイメージをつかむことで、社会学の各論および隣接諸社会科学について学ぶ

ための準備を整える。 

授業概要 

社会学とは、現実の社会の仕組みを解明し、社会問題の解決を目指す科学である。我々の生き

ている社会は決して理想社会ではあり得ない。実際の社会は貧困や犯罪、差別や不平等などの

様々な社会問題に満ちている。こうした諸問題を解決するために、現実の社会はいったいどのよう

な仕組みで成立しているのかを適切に理解しようというのが社会学の目標である。 

評価方法・基

準 

毎回の授業が終了する度に授業内容の理解を問う課題を課す。この授業課題は Google の

Classroom を通じて提出してもらう。この授業課題の合計点を 40 点満点とし、これと学期末試験

（筆記試験）の得点を 60 点満点として、この２つの合計点で評価を行う。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業課題についての質問は GoogleClassroom を用いて行うこと。学期末試験の結果の問い合わ

せは、学期終了後に研究室まで来るように。 

履修上の 

注意事項等 

本科目では GoogleClassroom を併用する。履修登録した者には、各自の tbox のアカウントに招待

メールが送られるので、tbox アカウントを事前にアクティベートしておくように。 

テキスト 社会学アンソニー・ギデンス而立書房  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス：社会学の基礎的な性格 [予習・復習]教科書第 6 章 

2．行為と相互行為 [予習・復習]教科書第 5 章 

3．社会集団 [予習・復習]教科書第 1 章 

4．ジェンダーと性  [予習・復習]教科書第 12 章 

  



【科目ページ：２／２】 cd60019101 

科目名 社会学（一） 担当教員 吉村 治正 

授業内容 

5．婚姻と家族  [予習・復習]教科書第 7 章 

6．人口問題  [予習・復習]赤川学『これが答えだ！少子化問題』 

7．逸脱と犯罪  [予習・復習]教科書第 19 章 

8．国家と権力  [予習・復習]教科書第 20 章 

9．組織と官僚制 [予習・復習]教科書第 16 章 

10．農村と都市  [予習・復習]教科書第 21 章 

11． 宗教 [予習・復習]教科書第 14 章 

12． 社会成層  [予習・復習]教科書第 9 章 

13． メリットクラシー  [予習・復習]教科書第 17 章 

14． 情報化と大衆社会 [予習・復習]教科書第 15 章 

15． 文化と社会変動 [予習・復習]エマニュエル・トッド『世界像革命』 



【科目ページ：１／２】  cd60019102  聴講の可否： ○   

科目名 社会学（二） 担当教員 吉村 治正 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 社会学の基礎知識の修得 

到達目標 
社会学の全体的なイメージをつかむことで、社会学の各論および隣接諸社会科学について学ぶ

ための準備を整える。 

授業概要 

社会学とは、現実の社会の仕組みを解明し、社会問題の解決を目指す科学である。我々の生き

ている社会は決して理想社会ではあり得ない。実際の社会は貧困や犯罪、差別や不平等などの

様々な社会問題に満ちている。こうした諸問題を解決するために、現実の社会はいったいどのよう

な仕組みで成立しているのかを適切に理解しようというのが社会学の目標である。 

評価方法・基

準 

毎回の授業が終了する度に授業内容の理解を問う課題を課す。この授業課題は Google の

Classroom を通じて提出してもらう。この授業課題の合計点を 40 点満点とし、これと学期末試験

（筆記試験）の得点を 60 点満点として、この２つの合計点で評価を行う。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業課題についての質問は GoogleClassroom を用いて行うこと。学期末試験の結果の問い合わ

せは、学期終了後に研究室まで来るように。 

履修上の 

注意事項等 

履修登録した者には、それぞれの tbox のアカウントに GoogleClassroom の招待メールが送られ

る。履修を希望する者は、必ず tbox アカウントを事前にアクティベートしておくように。 

テキスト 社会学アンソニー・ギデンス而立書房  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス：社会学の基礎的な性格 [予習・復習]教科書第 6 章 

2．行為と相互行為 [予習・復習]教科書第 5 章 

3．社会集団 [予習・復習]教科書第 1 章 

4．ジェンダーと性  [予習・復習]教科書第 12 章 

  



【科目ページ：２／２】 cd60019102 

科目名 社会学（二） 担当教員 吉村 治正 

授業内容 

5．婚姻と家族  [予習・復習]教科書第 7 章 

6．人口問題  [予習・復習]赤川学『これが答えだ！少子化問題』 

7．逸脱と犯罪  [予習・復習]教科書第 19 章 

8．国家と権力  [予習・復習]教科書第 20 章 

9．組織と官僚制 [予習・復習]教科書第 16 章 

10．農村と都市  [予習・復習]教科書第 21 章 

11． 宗教 [予習・復習]教科書第 14 章 

12． 社会成層  [予習・復習]教科書第 9 章 

13． メリットクラシー  [予習・復習]教科書第 17 章 

14． 情報化と大衆社会 [予習・復習]教科書第 15 章 

15． 文化と社会変動 [予習・復習]エマニュエル・トッド『世界像革命』 



【科目ページ：１／２】  cd60019601  聴講の可否： ○   

科目名 哲学・思想 I（一） 担当教員 丸田 健 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 西洋哲学への入門 

到達目標 西洋哲学の基礎的な諸説・諸議論を知り、哲学的思考の基本に馴染むことを目標とします。 

授業概要 

哲学は、人間の普遍的な関心事について、筋道立てて根本から考えようとする分野です。様々な

論理的可能性も考慮しつつ、理性を用いて問題を掘り下げる哲学は、独特な仕方による人間の自

己探究です。授業では主に近代以降の西洋哲学の展開（特にデカルト哲学、ヴィトゲンシュタイン

哲学への言及が多くなる）を手掛かりに、心、他者、知識とは何か等について、代表的な考え方を

学びます。 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度を重視）と、学習到達度確認 60%程度

（基本概念の理解、授業内容についての独自の考察等を重視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。学習到達度確認については、実施後に

解答・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。毎回課されるコメント提出は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト なし  

参考書 

方法序説 R.デカルト岩波書店 1997 

哲学探究 L.ウィトゲンシュタイン講談社 2020 

哲学の基礎山本信北樹出版 1988 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解する。授業を通して考えた

ことを、コメントとして提出する。 

2．心身二元論 [予習・復習] 講義内容を振り返り、心身二元論の考えを理解したうえで、考えたことを

コメントとして提出する。 

3．デカルトの方法的懐疑 [予習・復習] 講義内容を振り返り、デカルトの知識観、彼の方法的懐疑の

目的を理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

4．「われ思う、ゆえにわれあり」 [予習・復習] 「第一原理」に至ったデカルトの思考を振返り、その展

開の仕組みを図式的に理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60019601 

科目名 哲学・思想 I（一） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．二元論の諸問題（1）：心身問題 [予習・復習] 講義内容を振り返り、第四回の図式の中に心身問題

を位置づけ、それを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

6．二元論の諸問題（2）：外界の存在 [予習・復習] 講義内容を振り返り、第四回の図式の中に外界存

在の懐疑の問題を位置づけ、それを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

7．二元論の諸問題（3）：他我問題 [予習・復習] 講義内容を振り返り、第四回の図式の中に他我問題

を位置づけ、それを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

8．哲学の展開（1）：古代 [予習・復習] 講義内容を振り返り、古代哲学の大きな転回点を整理し理解し

たうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

9．哲学の展開（2）：近代 [予習・復習] 講義内容を振り返り、近代哲学の大きな転回点を整理し理解し

たうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

10．言葉の写像理論 [予習・復習] 講義内容を振り返り、言語論的転回の特徴を理解したうえで、考え

たことをコメントとして提出する。 

11． 言語ゲームという言語観 [予習・復習] 講義内容を振り返り、ヴィトゲンシュタインの前期思想・後

期思想のコントラストを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

12． 言語ゲームと非デカルト的心――心身問題・他我問題の行方 [予習・復習] 講義内容を振り返

り、心身問題や他我問題がどう解消されるのかを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

13． 知識の基礎づけ主義と世界像命題――外界存在の問題の行方 [予習・復習] 講義内容を振り

返り、外界存在の問題がどう解消されるのかを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

14． 魂に対する態度 [予習・復習] 講義内容を振り返り、心に関する言語ゲームの広がりを理解した

うえで、考えたことをコメントとして提出する。 

15． 授業まとめ――学習到達度確認 [予習・復習] 学習到達度確認に備え、これまでの授業内容を

復習する。入力のため、PC を持参のこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60019602  聴講の可否： ○   

科目名 哲学・思想 I（二） 担当教員 丸田 健 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 西洋哲学への入門 

到達目標 西洋哲学の基礎的な諸説・諸議論を知り、哲学的思考の基本に馴染むことを目標とします。 

授業概要 

哲学は、人間の普遍的な関心事について、筋道立てて根本から考えようとする分野です。様々な

論理的可能性も考慮しつつ、理性を用いて問題を掘り下げる哲学は、独特な仕方による人間の自

己探究です。授業では主に近代以降の西洋哲学の展開（特にデカルト哲学、ヴィトゲンシュタイン

哲学への言及が多くなる）を手掛かりに、心、他者、知識とは何か等について、代表的な考え方を

学びます。 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度を重視）と、学習到達度確認 60%程度

（基本概念の理解、授業内容についての独自の考察等を重視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。学習到達度確認については、実施後に

解答・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。毎回課されるコメント提出は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト なし  

参考書 

方法序説 R.デカルト岩波書店 1997 

哲学探究 L.ウィトゲンシュタイン講談社 2020 

哲学の基礎山本信北樹出版 1988 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解する。授業を通して考えた

ことを、コメントとして提出する。 

2．心身二元論 [予習・復習] 講義内容を振り返り、心身二元論の考えを理解したうえで、考えたことを

コメントとして提出する。 

3．デカルトの方法的懐疑 [予習・復習] 講義内容を振り返り、デカルトの知識観、彼の方法的懐疑の

目的を理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

4．「われ思う、ゆえにわれあり」 [予習・復習] 「第一原理」に至ったデカルトの思考を振返り、その展

開の仕組みを図式的に理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60019602 

科目名 哲学・思想 I（二） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．二元論の諸問題（1）：心身問題 [予習・復習] 講義内容を振り返り、第四回の図式の中に心身問題

を位置づけ、それを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

6．二元論の諸問題（2）：外界の存在 [予習・復習] 講義内容を振り返り、第四回の図式の中に外界存

在の懐疑の問題を位置づけ、それを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

7．二元論の諸問題（3）：他我問題 [予習・復習] 講義内容を振り返り、第四回の図式の中に他我問題

を位置づけ、それを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

8．哲学の展開（1）：古代 [予習・復習] 講義内容を振り返り、古代哲学の大きな転回点を整理し理解し

たうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

9．哲学の展開（2）：近代 [予習・復習] 講義内容を振り返り、近代哲学の大きな転回点を整理し理解し

たうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

10．言葉の写像理論 [予習・復習] 講義内容を振り返り、言語論的転回の特徴を理解したうえで、考え

たことをコメントとして提出する。 

11． 言語ゲームという言語観 [予習・復習] 講義内容を振り返り、ヴィトゲンシュタインの前期思想・後

期思想のコントラストを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

12． 言語ゲームと非デカルト的心――心身問題・他我問題の行方 [予習・復習] 講義内容を振り返

り、心身問題や他我問題がどう解消されるのかを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

13． 知識の基礎づけ主義と世界像命題――外界存在の問題の行方 [予習・復習] 講義内容を振り

返り、外界存在の問題がどう解消されるのかを理解したうえで、考えたことをコメントとして提出する。 

14． 魂に対する態度 [予習・復習] 講義内容を振り返り、心に関する言語ゲームの広がりを理解した

うえで、考えたことをコメントとして提出する。 

15． 授業まとめ――学習到達度確認 [予習・復習] 学習到達度確認に備え、これまでの授業内容を

復習する。入力のため、PC を持参のこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60020101  聴講の可否： ○   

科目名 倫理学（一） 担当教員 丸田 健 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 倫理学入門 

到達目標 
道徳哲学の基本的考えの理解を通し、道徳的観点からの様々な思考に馴染むことことを目標とし

ます。 

授業概要 

日常的事象について、道徳的観点から多角的かつ深く考えることができるようにするために、道徳

教育の歴史を振り返るとともに、倫理学の三部門である①メタ倫理、②規範倫理、③応用倫理の

それぞれについて、そこに含まれる基本的諸事項・諸見解の解説をします。（教職に対応した内容

を一部含みます。） 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度を重視）と、学習到達度確認 60%程度

（基本概念の理解、授業内容についての独自の考察等を重視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。学習到達度確認については、実施後に

解答・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。毎回課されるコメント提出は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト なし  

参考書 
プレップ倫理学柘植尚則弘文堂 2010 

新版 現実をみつめる道徳哲学 J & S. レイチェルズ晃洋書房 2017 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解しておく。授業を通して考え

たことを、コメントとして提出する。 

2．道徳教育の歴史：戦前 [予習・復習] 通常の資料以外に追加資料を添付する。授業後、読んでおく

こと。戦前の道徳教育の展開を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

3．道徳教育の歴史：戦後 [予習・復習] 自分が受けた道徳教育を予め振り返っておくとよい。戦後の

道徳教育の展開を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

4．日本人の道徳観 [予習・復習] 授業後半で取り上げた倫理学の基本的三分野の区別を覚えておく

こと。授業内容を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60020101 

科目名 倫理学（一） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．メタ倫理（1）：主観主義 [予習・復習] 主観主義的考えの利点・欠点について、自ら考えてみること。

主観主義的道徳観の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

6．メタ倫理（2）：相対主義 [予習・復習] 相対主義的考えの利点・欠点について、自ら考えてみること。

相対主義的道徳観の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

7．メタ倫理（3）：利己主義 [予習・復習] 利己主義的人間観の正しさ・誤りについて、自ら考えてみるこ

と。利己主義的道徳観の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

8．規範倫理（1）：功利主義 [予習・復習] 功利主義の基本的考えを振り返り、利点・欠点を整理してお

く。功利主義の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

9．規範倫理（2）：義務論 [予習・復習] 次回までに、講義中に見た映像資料の歴史的背景について調

べてみる。 

10．規範倫理（2）：義務論（続き） [予習・復習] 義務論の基本的考えを振り返り、利点・欠点を整理し

ておく。義務論の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

11． 規範倫理（3）：徳倫理 [予習・復習] 徳倫理の基本的考えを振り返り、利点・欠点を整理しておく。

徳倫理の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

12． 応用倫理（1）：生命倫理学 紹介 [予習・復習] 生命倫理のトピックとして、どんなものがあるか

調べてみよう。また安楽死の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

13． 応用倫理（2）：生命倫理学（続き）臓器移植 [予習・復習] 臓器移植について、家族とも話し合っ

てみる。脳死臓器移植の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

14． 応用倫理（3）：生命倫理学（続き）人間とは何か（パーソン論） [予習・復習] 動物の権利につい

て、自分でも調べてみよう。動物の権利に関する理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

15． 授業まとめ [予習・復習] 学習到達度確認に備え、これまでの授業内容を復習しておく。入力の

ため、PC を持参のこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60020102  聴講の可否： ○   

科目名 倫理学（二） 担当教員 丸田 健 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 倫理学入門 

到達目標 
道徳哲学の基本的考えの理解を通し、道徳的観点からの様々な思考に馴染むことことを目標とし

ます。 

授業概要 

日常的事象について、道徳的観点から多角的かつ深く考えることができるようにするために、道徳

教育の歴史を振り返るとともに、倫理学の三部門である①メタ倫理、②規範倫理、③応用倫理の

それぞれについて、そこに含まれる基本的諸事項・諸見解の解説をします。（教職に対応した内容

を一部含みます。） 

評価方法・基

準 

成績評価の割合は、平常点 40%程度（コメント記入の充実度を重視）と、学習到達度確認 60%程度

（基本概念の理解、授業内容についての独自の考察等を重視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

受講者からのコメントは、次回以降の授業に反映させる。学習到達度確認については、実施後に

解答・解説を行う。 

履修上の 

注意事項等 

毎回の授業内容を自分のノートに整理し、自分で調べるなどした内容を補いながら、簡潔にまとめ

るようにしてください。毎回課されるコメント提出は、全体回数の 3 分の 2 以上あること。 

テキスト なし  

参考書 
プレップ倫理学柘植尚則弘文堂 2010 

新版 現実をみつめる道徳哲学 J & S. レイチェルズ晃洋書房 2017 

授業内容 

１．導入 [予習・復習] 事前にシラバスをよく読み、授業全体の流れを理解しておく。授業を通して考え

たことを、コメントとして提出する。 

2．道徳教育の歴史：戦前 [予習・復習] 通常の資料以外に追加資料を添付する。授業後、読んでおく

こと。戦前の道徳教育の展開を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

3．道徳教育の歴史：戦後 [予習・復習] 自分が受けた道徳教育を予め振り返っておくとよい。戦後の

道徳教育の展開を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

4．日本人の道徳観 [予習・復習] 授業後半で取り上げた倫理学の基本的三分野の区別を覚えておく

こと。授業内容を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60020102 

科目名 倫理学（二） 担当教員 丸田 健 

授業内容 

5．メタ倫理（1）：主観主義 [予習・復習] 主観主義的考えの利点・欠点について、自ら考えてみること。

主観主義的道徳観の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

6．メタ倫理（2）：相対主義 [予習・復習] 相対主義的考えの利点・欠点について、自ら考えてみること。

相対主義的道徳観の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

7．メタ倫理（3）：利己主義 [予習・復習] 利己主義的人間観の正しさ・誤りについて、自ら考えてみるこ

と。利己主義的道徳観の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

8．規範倫理（1）：功利主義 [予習・復習] 功利主義の基本的考えを振り返り、利点・欠点を整理してお

く。功利主義の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

9．規範倫理（2）：義務論 [予習・復習] 次回までに、講義中に見た映像資料の歴史的背景について調

べてみる。 

10．規範倫理（2）：義務論（続き） [予習・復習] 義務論の基本的考えを振り返り、利点・欠点を整理し

ておく。義務論の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

11． 規範倫理（3）：徳倫理 [予習・復習] 徳倫理の基本的考えを振り返り、利点・欠点を整理しておく。

徳倫理の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

12． 応用倫理（1）：生命倫理学 紹介 [予習・復習] 生命倫理のトピックとして、どんなものがあるか

調べてみよう。また安楽死の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

13． 応用倫理（2）：生命倫理学（続き）臓器移植 [予習・復習] 臓器移植について、家族とも話し合っ

てみる。脳死臓器移植の理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

14． 応用倫理（3）：生命倫理学（続き）人間とは何か（パーソン論） [予習・復習] 動物の権利につい

て、自分でも調べてみよう。動物の権利に関する理解を踏まえ、考えたことをコメントとして提出する。 

15． 授業まとめ [予習・復習] 学習到達度確認に備え、これまでの授業内容を復習しておく。入力の

ため、PC を持参のこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60020601  聴講の可否： ○   

科目名 宗教学（一） 担当教員 ☆加藤 希理子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 世界の諸宗教 

到達目標 

人間と宗教の関わりは、きわめて長い歴史を持ち、時代・地域によって多様な姿をとっている。本

科目では、諸宗教の歴史、教義、儀礼を学び、宗教が人間と文化、社会の形成において果たす役

割に対する理解を深めることを目的とする。受講者各々が宗教に対する広い視点を培い、宗教の

意義を考え、それぞれの宗教観を形成していって欲しい。 

授業概要 

世界における古今の宗教形態の考察を通して、宗教の営みについての理解を深めたい。宗教

は、歴史的・社会的制約を免れないが、その一方で、宗教が文化・社会の動きに及ぼした影響も

また度外視できない。本講義では、ユダヤ教・キリスト教、イスラーム、仏教という長い歴史を持つ

伝統的諸宗教を、その歴史の相の下で取り上げるとともに、そうした諸宗教と現代社会との関係を

分析し、現代における宗教の風潮や現代を生きる人間と宗教の関係について考察する。 

評価方法・基

準 

各回(1～14 回)に課す小レポートおよび最終授業(１５回)で実施する学習到達度確認による総合

評価。いずれも講義の内容を正確に把握しているか、さらにそれを踏まえたうえで自分の考えを展

開できているかを問う。 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートの内容や質問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。また、学習到達度確

認答案の講評をポータルサイトの講義連絡上で公開する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 使用しない。毎回資料を配布する。  

参考書 必要に応じて講義中に紹介する。 

授業内容 

１．イントロダクション  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について確認したうえで、講義に臨む。

講義後は、講義の全体像や講義の進め方に関する説明についてよく確認し、以降の講義に備えるこ

と。 

2．ユダヤ教(１)ユダヤ教の成立とその展開  [予習・復習]世界史や倫理社会の教科書等を参考に、ユ

ダヤ教について下調べをしておく。講義後は、ユダヤ教の神観を中心に講義内容を確認すること。 

3．ユダヤ教(２)ラビ・ユダヤ教の成立  [予習・復習]前回の講義内容を事前に振り返ったうえで、講義

に臨むこと。講義後は、ラビ・ユダヤ教の成立過程や特徴について理解を深めること。 

4．ユダヤ教(３)ユダヤ人共同体の分布と変遷  [予習・復習]前回の講義内容を事前に復習したうえ

で、講義に臨むこと。講義後は、離散ユダヤ人の歴史について、理解を深めること。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60020601 

科目名 宗教学（一） 担当教員 ☆加藤 希理子 

授業内容 

5．ユダヤ教(４)近現代におけるユダヤ教  [予習・復習] 前回の講義内容を事前に復習したうえで、講

義に臨むこと。講義後は近現代のユダヤ教の在り方について理解を深めること。 

6．キリスト教の成立とその展開(１)キリスト教の誕生  [予習・復習]世界史や倫理社会の教科書等を

参考に、キリスト教について下調べをしておく。ユダヤ教と密接な関連を有するので、ユダヤ教に関す

る講義内容を復習し、理解を深めたうえで講義に臨むこと。講義後は、ユダヤ教とキリスト教の関係に

留意しつつ、キリスト教の成立過程について理解を深めること。 

7．キリスト教の成立とその展開(２)キリスト教の神観と祝祭  [予習・復習]前回の講義内容を事前に振

り返ったうえで、講義に臨むこと。講義後は、キリスト教の神観をめぐる教義と祝祭に関する要点を整理

しておくこと。 

8．キリスト教の成立とその展開(３)キリスト教の教義の決定と東西教会の歩み  [予習・復習]前２回に

おいて扱ったキリスト教の歴史や教義について整理したうえで、講義に臨むこと。講義後は、キリスト教

の教義の要点や東西教会の特徴を整理しておくこと。 

9．キリスト教の成立とその展開(４)宗教改革  [予習・復習]これまでのキリスト教の歴史や教義につい

て整理したうえで、講義に臨むこと。講義後は、カトリックとプロテスタントの相違点に留意しつつ、「宗

教改革」の要点を整理しておくこと。 

10．イスラーム(１)イスラームの概要と教義  [予習・復習]世界史や倫理社会の教科書等を参考に、イ

スラームについて下調べをしておく。ユダヤ教ならびにキリスト教と密接な関係を有するので、両者に

関する講義内容を確認・整理したうえで講義に臨むこと。講義後は、イスラームの成立過程と教義につ

いて整理しておくこと。 

11． イスラーム(２)イスラーム法とイスラーム社会  [予習・復習]前回の講義内容を事前に整理したう

えで、講義に臨むこと。講義後は、イスラーム法がイスラーム社会において果たす役割について理解を

深めること。 

12． イスラーム(３)イスラーム復興  [予習・復習]これまでのイスラームに関する講義内容を振り返っ

たうえで、講義に臨むこと。講義後は、イスラーム復興の成立過程や現代における動向について理解

を深めること。 

13． 仏教(１)仏教の成立  [予習・復習]世界史や日本史、倫理社会の教科書等を参考に、仏教につ

いて下調べをしておく。また、身近な仏教にまつわる事例を振り返っておく。講義後は、仏教の成立過

程と教義について整理しておくこと。 

14． 仏教(２)東アジアにおける仏教の展開  [予習・復習]前回の講義内容を事前に整理したうえで、

講義に臨むこと。講義後は、日本仏教の特徴を中心に講義内容について理解を深めること。 

15． 授業まとめ  [予習・復習]学習到達度確認に備えて、授業内容全体を確認しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd60020602  聴講の可否： ○   

科目名 宗教学（二） 担当教員 ☆加藤 希理子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 世界の諸宗教 

到達目標 

人間と宗教の関わりは、きわめて長い歴史を持ち、時代・地域によって多様な姿をとっている。本

科目では、諸宗教の歴史、教義、儀礼を学び、宗教が人間と文化、社会の形成において果たす役

割に対する理解を深めることを目的とする。受講者各々が宗教に対する広い視点を培い、宗教の

意義を考え、それぞれの宗教観を形成していって欲しい。 

授業概要 

世界における古今の宗教形態の考察を通して、宗教の営みについての理解を深めたい。宗教

は、歴史的・社会的制約を免れないが、その一方で、宗教が文化・社会の動きに及ぼした影響も

また度外視できない。本講義では、ユダヤ教・キリスト教、イスラーム、仏教という長い歴史を持つ

伝統的諸宗教を、その歴史の相の下で取り上げるとともに、そうした諸宗教と現代社会との関係を

分析し、現代における宗教の風潮や現代を生きる人間と宗教の関係について考察する。 

評価方法・基

準 

各回(1～14 回)に課す小レポートおよび最終授業(１５回)で実施する学習到達度確認による総合

評価。いずれも講義の内容を正確に把握しているか、さらにそれを踏まえたうえで自分の考えを展

開できているかを問う。 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートの内容や質問は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。また、学習到達度確

認答案の講評をポータルサイトの講義連絡上で公開する。 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト 使用しない。毎回資料を配布する。  

参考書 必要に応じて講義中に紹介する。 

授業内容 

１．イントロダクション  [予習・復習]シラバスを読み、講義内容について確認したうえで、講義に臨む。

講義後は、講義の全体像や講義の進め方に関する説明についてよく確認し、以降の講義に備えるこ

と。 

2．ユダヤ教(１)ユダヤ教の成立とその展開  [予習・復習]世界史や倫理社会の教科書等を参考に、ユ

ダヤ教について下調べをしておく。講義後は、ユダヤ教の神観を中心に講義内容を確認すること。 

3．ユダヤ教(２)ラビ・ユダヤ教の成立  [予習・復習]前回の講義内容を事前に振り返ったうえで、講義

に臨むこと。講義後は、ラビ・ユダヤ教の成立過程や特徴について理解を深めること。 

4．ユダヤ教(３)ユダヤ人共同体の分布と変遷  [予習・復習]前回の講義内容を事前に復習したうえ

で、講義に臨むこと。講義後は、離散ユダヤ人の歴史について、理解を深めること。 

  



【科目ページ：２／２】 cd60020602 

科目名 宗教学（二） 担当教員 ☆加藤 希理子 

授業内容 

5．ユダヤ教(４)近現代におけるユダヤ教  [予習・復習] 前回の講義内容を事前に復習したうえで、講

義に臨むこと。講義後は近現代のユダヤ教の在り方について理解を深めること。 

6．キリスト教の成立とその展開(１)キリスト教の誕生  [予習・復習]世界史や倫理社会の教科書等を

参考に、キリスト教について下調べをしておく。ユダヤ教と密接な関連を有するので、ユダヤ教に関す

る講義内容を復習し、理解を深めたうえで講義に臨むこと。講義後は、ユダヤ教とキリスト教の関係に

留意しつつ、キリスト教の成立過程について理解を深めること。 

7．キリスト教の成立とその展開(２)キリスト教の神観と祝祭  [予習・復習]前回の講義内容を事前に振

り返ったうえで、講義に臨むこと。講義後は、キリスト教の神観をめぐる教義と祝祭に関する要点を整理

しておくこと。 

8．キリスト教の成立とその展開(３)キリスト教の教義の決定と東西教会の歩み  [予習・復習]前２回に

おいて扱ったキリスト教の歴史や教義について整理したうえで、講義に臨むこと。講義後は、キリスト教

の教義の要点や東西教会の特徴を整理しておくこと。 

9．キリスト教の成立とその展開(４)宗教改革  [予習・復習]これまでのキリスト教の歴史や教義につい

て整理したうえで、講義に臨むこと。講義後は、カトリックとプロテスタントの相違点に留意しつつ、「宗

教改革」の要点を整理しておくこと。 

10．イスラーム(１)イスラームの概要と教義  [予習・復習]世界史や倫理社会の教科書等を参考に、イ

スラームについて下調べをしておく。ユダヤ教ならびにキリスト教と密接な関係を有するので、両者に

関する講義内容を確認・整理したうえで講義に臨むこと。講義後は、イスラームの成立過程と教義につ

いて整理しておくこと。 

11． イスラーム(２)イスラーム法とイスラーム社会  [予習・復習]前回の講義内容を事前に整理したう

えで、講義に臨むこと。講義後は、イスラーム法がイスラーム社会において果たす役割について理解を

深めること。 

12． イスラーム(３)イスラーム復興  [予習・復習]これまでのイスラームに関する講義内容を振り返っ

たうえで、講義に臨むこと。講義後は、イスラーム復興の成立過程や現代における動向について理解

を深めること。 

13． 仏教(１)仏教の成立  [予習・復習]世界史や日本史、倫理社会の教科書等を参考に、仏教につ

いて下調べをしておく。また、身近な仏教にまつわる事例を振り返っておく。講義後は、仏教の成立過

程と教義について整理しておくこと。 

14． 仏教(２)東アジアにおける仏教の展開  [予習・復習]前回の講義内容を事前に整理したうえで、

講義に臨むこと。講義後は、日本仏教の特徴を中心に講義内容について理解を深めること。 

15． 授業まとめ  [予習・復習]学習到達度確認に備えて、授業内容全体を確認しておくこと。 



【科目ページ：１／２】  cd71021001  聴講の可否： ×   

科目名 教職論（一） 担当教員 大西 英人 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 価値ある教育専門家をめざす資質・態度の育成 

到達目標 
教職の性格、教職の専門性の理解と、確かな教育観を形成する態度・能力を身につける。教職に

ついての基本的な知識を取得する。 

授業概要 

教職の専門性、教師文化、教育制度改革等の考察を通して教職の意義及び教員の役割、職務内

容、学校運営等について理解を深める。授業では、具体的な学校現場の事例を踏まえ、教育の今

日的な課題に迫りながら教員・教職とは何かを考えることにより、教職を目指すための基本的な力

量を育む。 

評価方法・基

準 

対話カード・講義内レポート（２０％）関心・意欲・態度を評価課題レポート（８０％）で考察力、表現

力等を評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カード・講義内レポートについては、講義内で講評を行う。「課題レポート」も、講義内で講評を

行う。 

履修上の 

注意事項等 
積極的・能動的な態度で受講すること。 

テキスト 適時配付する資料  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス（学習の目的と学ぶ意義） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。

講義の内容及びテキスト全体の構成を概観し、教員としての教育及び教職への関わり方をまとめる。 

2．人間の発達と教育① [予習・復習] 事前配付の資料を読み、人間の発達と教育の関わりについて

考えておく。学習した内容について、自己の成長とを重ね合わせ、発達と教育の関わりを確認し、整理

する。 

3．人間の発達と教育② [予習・復習] 教育の歴史的変遷を確認、整理を行う。人間の社会的な成長に

おける教育の役割と、近代社会における市民を育成する学校教育の在り方について対比を行う。 

4．期待される教師像① 教職の社会的意義、教師観の変遷 [予習・復習] 求められる教員像につい

て、社会変化と絡めてその変遷を整理する。自己の経験から、理想の教師像について考察する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71021001 

科目名 教職論（一） 担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．期待される教師像② 教員に求められる資質能力 [予習・復習] なぜ教員を目指すのかを各自で

まとめておく。教員に求められる資質能力の重要性、今後特に求められる資質能力や教師力等につい

て確認し整理する。 

6．教員養成の変遷 ][予習・復習] 我が国における教員養成の歴史的変遷を、政治や社会の変遷と

合わせて考察する。教員養成及び教員の資質能力の向上等に向けた自身の考えをまとめ、レポート作

成する。 

7．教員採用と教員研修 [予習・復習] 事前配布資料から採用システムについて確認するとともに、教

員にとって研究・修養がなぜ重要かについて考える。 

8．教育関係法規① 教育基本法と学校教育法 [予習・復習] 教育と関係法規の関係を理解し、変化

の激しい社会における教育のあり方について確認し、整理する。 

9．教育関係法規② 教育公務員特例法、学習指導要領 [予習・復習] 教育公務員特例法及び学習

指導要領が示す内容について確認し整理する。 

10．学校制度と今日的課題 [予習・復習] 資料を読み込み、学校制度の成立を振り返り、学校教育に

求められている内容について整理する。今日における学校制度の問題点について具体的にピックアッ

プを行う。 

11． 学校の教員組織と職務  学校組織と課題 [予習・復習] 校務の分掌組織のあり方を確認し、整

理する。 組織的マネジメントの視点から学校組織の特徴を理解し、その課題を整理する。 

12． 教員の服務等① 教員の服務規程 [予習・復習] 事前配布資料を読んでおく。教育公務員として

の服務の根本基準について理解を深め、その義務について確認し、整理する。 

13． 教員の服務等② 身分保障と分限・懲戒 [予習・復習] 教育公務員の身分について考える。講義

内容を踏まえ、教育に携わる者としての義務と責任についてレポートを作成する。 

14． 学校経営、学級経営、学校評価（チーム学校としての学校運営を中心に） [予習・復習] 教育に

おける PDCA サイクルについて考える。講義をふまえ、「チーム学校」の立場から学校・学級・教科にお

いて「個を大切にする教育」の在り方について理解を深める。 

15． 専門職としての教職（授業総括） [予習・復習] 講義を通して学んだこと、気付いたことを基にし

て、教職のあるべき姿を考える。既習事項について確認・整理すると共に、今後の教職課程の学びの

充実に向けて展望を持つ。 



【科目ページ：１／２】  cd71021002  聴講の可否： ×   

科目名 教職論（二） 担当教員 大西 英人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 価値ある教育専門家をめざす資質・態度の育成 

到達目標 
教職の性格、教職の専門性の理解と確かな教育観を形成する態度・能力を身につける。教職につ

いての基本的知識を取得する。 

授業概要 

教職の専門性、教師文化、教育制度改革等の考察を通して教職の意義及び教員の役割、職務内

容、チーム学校としての学校運営等について理解を深める。授業では、具体的な学校現場の事例

に照らし、教育の今日的な課題に迫りながら教員・教職とは何かを考えることにより、教職を目指

すための基本的な力量を育む。 

評価方法・基

準 

対話カード・講義内レポート（２０％）関心・意欲・態度を評価課題レポート（８０％）で考察力、表現

力等を評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カード・講義内レポートについては、講義内で講評を行う。「課題レポート」も、講義内で講評を

行う。 

履修上の 

注意事項等 
積極的・能動的な態度で受講すること。 

テキスト 適宜配付する講義関係資料  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス（学習の目的と学ぶ意義） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。

講義の内容及びテキスト全体の構成を概観し、教員としての教育及び教職への関わり方をまとめる。 

2．人間の発達と教育① [予習・復習] 事前配付の資料を読み、人間の発達と教育の関わりについて

考えておく。学習した内容について、自己の成長とを重ね合わせ、発達と教育の関わりを確認し、整理

する。 

3．人間の発達と教育② [予習・復習] 教育の歴史的変遷を確認、整理を行う。人間の社会的な成長に

おける教育の役割と、近代社会における市民を育成する教育の在り方について対比を行う。 

4．期待される教師像① 教職の社会的意義、教師観の変遷 [予習・復習] 求められる理想の教員像

について、社会変化と絡めてその変遷を整理する。自己の経験から、理想の教師像について考察す

る。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71021002 

科目名 教職論（二） 担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．期待される教師像② 教員に求められる資質能力 [予習・復習] なぜ教員を目指すのかを各自で

まとめておく。教員に求められる資質能力の重要性、今後特に求められる資質能力や教師力等につい

て確認し整理する。 

6．教職の意義と教員の使命 ][予習・復習] 教職の意義と教員の役割について考える。前回の内容も

踏まえ、教員養成及び教員の資質能力の向上等に向けた自身の考えをまとめ、レポート作成する。 

7．教員採用と教員研修 [予習・復習] 事前配布資料から採用システムについて確認するとともに、教

員にとって研究・修養がなぜ重要かについて考える。 

8．教育関係法規① 教育基本法と学校教育法 [予習・復習] 教育と関係法規の関係を理解し、変化

の激しい社会における教育のあり方について確認し、整理する。 

9．教育関係法規② 教育公務員特例法、学習指導要領 [予習・復習] 教育公務員特例法及び学習

指導要領が示す内容について確認し整理する。 

10．学校制度と今日的課題 [予習・復習] 資料を読み込み、学校制度の成立を振り返り、学校教育に

求められている内容について整理する。今日における学校制度の問題点について具体的にピックアッ

プを行う。 

11． 学校の教員組織と職務  学校組織と課題 [予習・復習] 校務の分掌組織のあり方を確認し、整

理する。 組織的マネジメントの視点から学校組織の特徴を理解し、その課題を整理する。 

12． 教員の服務等① 教員の服務規程 [予習・復習] 事前配布資料を読んでおく。教育公務員として

の服務の根本基準について理解を深め、その義務について確認し、整理する。 

13． 教員の服務等② 身分保障と分限・懲戒 [予習・復習] 教育公務員の身分について考える。講義

内容を踏まえ、教育に携わる者としての義務と責任についてレポートを作成する。 

14． 学校経営、学級経営、学校評価（チーム学校としての学校運営を中心に） [予習・復習] 教育に

おける PDCA サイクルについて考える。講義をふまえ、「チーム学校」の立場から学校・学級・教科にお

いて「個を大切にする教育」の在り方について理解を深める。 

15． 専門職としての教職（授業総括） [予習・復習] 講義を通して学んだこと、気付いたことを基にし

て、教職のあるべき姿を考える。既習事項について確認・整理すると共に、今後の教職課程の学びの

充実に向けて展望を持つ。 



【科目ページ：１／２】  cd71021003  聴講の可否： ×   

科目名 教職論（三） 担当教員 ☆堀川 忠道 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 非正規生 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 価値ある教育専門家をめざす資質・態度の育成 

到達目標 教職の性格、教職の専門性の理解と確かな教育観を形成する態度・能力を身につける。 

授業概要 

教職の専門性、教師文化、教育制度改革等の考察を通して教職の意義及び教員の役割、職務内

容、チーム学校としての学校運営等について理解を深める。授業では、具体的な学校現場の事例

に照らし、教育の今日的な課題に迫りながら教員・教職とは何かを考えることにより、教職を目指

すための基本的力量形成を図る。 

評価方法・基

準 

対話カード・講義内レポート（２０％）関心・意欲・態度を評価課題レポート（８０％）で考察力、表現

力等を評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カード・講義内レポートについては、講義内で講評を行う。「課題レポート」も、講義内で講評を

行う。 

履修上の 

注意事項等 
積極的・能動的な態度で受講すること。この科目は指定された学生以外は受講できない。 

テキスト 適宜配付する講義関係資料  

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス（学習の目的と学ぶ意義） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。

講義の内容及びテキスト全体の構成を概観し、教員としての教育及び教職への関わり方をまとめる。 

2．人間の発達と教育① [予習・復習] 事前配付の資料を読み、人間の発達と教育の関わりについて

考えておく。学習した内容について、自己の成長とを重ね合わせ、発達と教育の関わりを確認し、整理

する。 

3．人間の発達と教育② [予習・復習] 教育の歴史的変遷を確認、整理を行う。人間の社会的な成長に

おける教育の役割と、近代社会における市民を育成する教育の在り方について対比を行う。 

4．期待される教師像① 教職の社会的意義、教師観の変遷 [予習・復習] 求められる理想の教員像

について、社会変化と絡めてその変遷を整理する。自己の経験から、理想の教師像について考察す

る。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71021003 

科目名 教職論（三） 担当教員 ☆堀川 忠道 

授業内容 

5．期待される教師像② 教員に求められる資質能力 [予習・復習] なぜ教員を目指すのかを各自で

まとめておく。教員に求められる資質能力の重要性、今後特に求められる資質能力や教師力等につい

て確認し整理する。 

6．教職の意義と教員の使命 ][予習・復習] 教職の意義と教員の役割について考える。前回の内容も

踏まえ、教員養成及び教員の資質能力の向上等に向けた自身の考えをまとめ、レポート作成する。 

7．教員採用と教員研修 [予習・復習] 事前配布資料から採用システムについて確認するとともに、教

員にとって研究・修養がなぜ重要かについて考える。 

8．教育関係法規① 教育基本法と学校教育法 [予習・復習] 教育と関係法規の関係を理解し、変化

の激しい社会における教育のあり方について確認し、整理する。 

9．教育関係法規② 教育公務員特例法、学習指導要領 [予習・復習] 教育公務員特例法及び学習

指導要領が示す内容について確認し整理する。 

10．学校制度と今日的課題 [予習・復習] 資料を読み込み、学校制度の成立を振り返り、学校教育に

求められている内容について整理する。今日における学校制度の問題点について具体的にピックアッ

プを行う。 

11． 学校の教員組織と職務  学校組織と課題 [予習・復習] 校務の分掌組織のあり方を確認し、整

理する。 組織的マネジメントの視点から学校組織の特徴を理解し、その課題を整理する。 

12． 教員の服務等① 教員の服務規程 [予習・復習] 事前配布資料を読んでおく。教育公務員として

の服務の根本基準について理解を深め、その義務について確認し、整理する。 

13． 教員の服務等② 身分保障と分限・懲戒 [予習・復習] 教育公務員の身分について考える。講義

内容を踏まえ、教育に携わる者としての義務と責任についてレポートを作成する。 

14． 学校経営、学級経営、学校評価（チーム学校としての学校運営を中心に） [予習・復習] 教育に

おける PDCA サイクルについて考える。講義をふまえ、「チーム学校」の立場から学校・学級・教科にお

いて「個を大切にする教育」の在り方について理解を深める。 

15． 専門職としての教職（授業総括） [予習・復習] 講義を通して学んだこと、気付いたことを基にし

て、教職のあるべき姿を考える。既習事項について確認・整理すると共に、今後の教職課程の学びの

充実に向けて展望を持つ。 



【科目ページ：１／２】  cd71022101  聴講の可否： ×   

科目名 教育原理（一） 担当教員 中戸 義雄 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
教育を支える原理の考察。教育の基本的な概念を理解し、今日の多様な教育現象やこれまでの

教育の歴史・思想を検討する。 

到達目標 

自らがもつ教育観も踏まえ、多様な教育的事象を確認しつつ視野を広げながら、自分なりの教育

観を自覚・形成していくことをめざす。その際には教育の基本的な概念、教育の歴史の変遷、教育

に関わるさまざまな思想を理解し、それらの相互の関係性についての認識を深めていく。現代の

教育・学校がもつ問題点とその可能性を的確に説明できるようになることが目標。 

授業概要 

現代社会の急激な変化の中で、学校教育に代表される教育のあり方もその転換を余儀なくされて

いる。人間の素朴な営みであった教育が社会システムとして巨大化し、その全体像を見極めるこ

とは今日では容易ではない。この授業では、こうした教育という営為を原理的・歴史的・思想的に

問い直し、必要に応じて個別的な諸問題も取り上げながら考察していきたい。 

評価方法・基

準 

授業中の小レポート 50％（各授業内容の理解度と問いの設定の仕方を重視）、課題レポート 

50％（自分なりの問題設定とそれについての調査・探究の程度を重視） 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートでの主な質問や疑問は次回以降の授業で紹介し、必要に応じて回答をしていく。課題

レポートについては受講者間での相互評価も取り入れる。 

履修上の 

注意事項等 

出席することは当然の前提条件。加えて積極的に思考し、疑問や批判的視点も持ちながらの参加

を求める。 

テキスト 探究・教育原論田井康雄・中戸義雄編学術図書出版社 2005 

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業の概要について理解をする。 

2．現代日本の教育状況をどうとらえるか [予習・復習] 予習では、今日の教育問題を 3 つ以上あげて

おく。復習では授業で取り上げられた教育問題の中から、関心を持った内容について自分なりに調査

研究をし、ノートなどにまとめておく。 

3．教育言説を問い直す [予習・復習] 予習では、現代で教育が語られるときの特徴・傾向について 3

つ以上あげておく。復習ではその問題点についてノートにまとめる。 

4．教育の歴史と思想(1)－日本の教育思想 [予習・復習] 配布資料で日本の代表的な教育思想につ

いて通読しておく。復習では授業での学習を踏まえ、そこに現れている子どもや学校にかかわる思想を

ノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71022101 

科目名 教育原理（一） 担当教員 中戸 義雄 

授業内容 

5．教育の歴史と思想(2)－日本の教育史 [予習・復習] 予習ではテキストの第 4 章を通読しておく。復

習では授業での考察を踏まえ、日本での学校や社会そして家庭がもつ役割の変化についてノートにま

とめる。 

6．教育の歴史と思想(3)－西洋の教育思想 [予習・復習] 配布資料で西洋の代表的な教育思想につ

いて通読しておく。復習では授業での学習を踏まえ、そこに現れている子どもや学校にかかわる思想を

理解しノートにまとめる。 

7．教育の歴史と思想(4)－西洋の教育史 [予習・復習] 配布資料で西洋の教育史について通読してお

く。復習では授業での考察を踏まえ、近代教育制度が先駆けて展開された西洋での学校や社会、そし

て家庭がもつ役割の変化についてノートにまとめる。 

8．教育的関係を考える(1)－児童生徒と教師 [予習・復習] 予習では、あらかじめ自分が考える教師

の役割を 3 つ以上あげておく。復習では授業での学習・考察を踏まえ、児童生徒との関係の中での教

師の役割を再考してノートにまとめる。 

9．教育的関係を考える(2)－家庭と学校 [予習・復習] 予習では、あらかじめ自分が考える学校の役

割を 3 つ以上あげておく。復習では授業での学習・考察を踏まえ、家庭（あるいは社会）との関係の中

で学校の役割を再考してノートにまとめる。 

10．教育と時間－授業という時間 [予習・復習] 予習ではテキストの第 11 章を通読しておく。復習では

授業での考察を踏まえ、教育と時間とのかかわりをノートにまとめる。 

11． 教育と空間－学校・教室という空間 [予習・復習] 予習ではテキストの第 12 章を通読しておく。復

習では授業での考察を踏まえ、教育と空間とのかかわりをノートにまとめておく。 

12． 教育のパラダイム転換 [予習・復習] 予習ではテキスト第 3 章を通読しておく。復習では、授業で

の学習・考察を踏まえ、従来の教育や学校が果たしてきた役割・機能とこれからの教育や学校の果た

す役割の差異がもつ意味についてノートにまとめる。 

13． いのちと教育(1)－生命観と教育 [予習・復習] 私たちがもつ生命観について、配布資料を通読し

ておく。復習では授業での考察を踏まえ、従来の生命観がもつ課題をノートにまとめる。 

14． いのちと教育(2)－学校教育といのち [予習・復習] 学校教育の中で「いのち」にかかわる学習や

活動について、自分の体験をもとにノートに整理をしておく。復習では授業での考察を踏まえ、今後の

学校でのいのちの教育の可能性についてノートにまとめる。 

15． まとめ [予習・復習] 本授業で考察した内容の中から、自分の関心を持ったテーマについて詳細

に調査研究し、自分なりの考察を加えてレポートを作成し、完成させたうえで提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71022102  聴講の可否： ×   

科目名 教育原理（二） 担当教員 中戸 義雄 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
教育を支える原理の考察。教育の基本的な概念を理解し、今日の多様な教育現象やこれまでの

教育の歴史・思想を検討する。 

到達目標 

自らがもつ教育観も踏まえ、多様な教育的事象を確認しつつ視野を広げながら、自分なりの教育

観を自覚・形成していくことをめざす。その際には教育の基本的な概念、教育の歴史の変遷、教育

に関わるさまざまな思想を理解し、それらの相互の関係性についての認識を深めていく。現代の

教育・学校がもつ問題点とその可能性を的確に説明できるようになることが目標。 

授業概要 

現代社会の急激な変化の中で、学校教育に代表される教育のあり方もその転換を余儀なくされて

いる。人間の素朴な営みであった教育が社会システムとして巨大化し、その全体像を見極めるこ

とは今日では容易ではない。この授業では、こうした教育という営為を原理的・歴史的・思想的に

問い直し、必要に応じて個別的な諸問題も取り上げながら考察していきたい。 

評価方法・基

準 

授業中の小レポート 50％（各授業内容の理解度と問いの設定の仕方を重視）、課題レポート 

50％（自分なりの問題設定とそれについての調査・探究の程度を重視） 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートでの主な質問や疑問は次回以降の授業で紹介し、必要に応じて回答をしていく。課題

レポートについては受講者間での相互評価も取り入れる。 

履修上の 

注意事項等 

出席することは当然の前提条件。加えて積極的に思考し、疑問や批判的視点も持ちながらの参加

を求める。 

テキスト 探究・教育原論田井康雄・中戸義雄編学術図書出版社 2005 

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業の概要について理解をする。 

2．現代日本の教育状況をどうとらえるか [予習・復習] 予習では、今日の教育問題を 3 つ以上あげて

おく。復習では授業で取り上げられた教育問題の中から、関心を持った内容について自分なりに調査

研究をし、ノートなどにまとめておく。 

3．教育言説を問い直す [予習・復習] 予習では、現代で教育が語られるときの特徴・傾向について 3

つ以上あげておく。復習ではその問題点についてノートにまとめる。 

4．教育の歴史と思想(1)－日本の教育思想 [予習・復習] 配布資料で日本の代表的な教育思想につ

いて通読しておく。復習では授業での学習を踏まえ、そこに現れている子どもや学校にかかわる思想を

ノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71022102 

科目名 教育原理（二） 担当教員 中戸 義雄 

授業内容 

5．教育の歴史と思想(2)－日本の教育史 [予習・復習] 予習ではテキストの第 4 章を通読しておく。復

習では授業での考察を踏まえ、日本での学校や社会そして家庭がもつ役割の変化についてノートにま

とめる。 

6．教育の歴史と思想(3)－西洋の教育思想 [予習・復習] 配布資料で西洋の代表的な教育思想につ

いて通読しておく。復習では授業での学習を踏まえ、そこに現れている子どもや学校にかかわる思想を

理解しノートにまとめる。 

7．教育の歴史と思想(4)－西洋の教育史 [予習・復習] 配布資料で西洋の教育史について通読してお

く。復習では授業での考察を踏まえ、近代教育制度が先駆けて展開された西洋での学校や社会、そし

て家庭がもつ役割の変化についてノートにまとめる。 

8．教育的関係を考える(1)－児童生徒と教師 [予習・復習] 予習では、あらかじめ自分が考える教師

の役割を 3 つ以上あげておく。復習では授業での学習・考察を踏まえ、児童生徒との関係の中での教

師の役割を再考してノートにまとめる。 

9．教育的関係を考える(2)－家庭と学校 [予習・復習] 予習では、あらかじめ自分が考える学校の役

割を 3 つ以上あげておく。復習では授業での学習・考察を踏まえ、家庭（あるいは社会）との関係の中

で学校の役割を再考してノートにまとめる。 

10．教育と時間－授業という時間 [予習・復習] 予習ではテキストの第 11 章を通読しておく。復習では

授業での考察を踏まえ、教育と時間とのかかわりをノートにまとめる。 

11． 教育と空間－学校・教室という空間 [予習・復習] 予習ではテキストの第 12 章を通読しておく。復

習では授業での考察を踏まえ、教育と空間とのかかわりをノートにまとめておく。 

12． 教育のパラダイム転換 [予習・復習] 予習ではテキスト第 3 章を通読しておく。復習では、授業で

の学習・考察を踏まえ、従来の教育や学校が果たしてきた役割・機能とこれからの教育や学校の果た

す役割の差異がもつ意味についてノートにまとめる。 

13． いのちと教育(1)－生命観と教育 [予習・復習] 私たちがもつ生命観について、配布資料を通読し

ておく。復習では授業での考察を踏まえ、従来の生命観がもつ課題をノートにまとめる。 

14． いのちと教育(2)－学校教育といのち [予習・復習] 学校教育の中で「いのち」にかかわる学習や

活動について、自分の体験をもとにノートに整理をしておく。復習では授業での考察を踏まえ、今後の

学校でのいのちの教育の可能性についてノートにまとめる。 

15． まとめ [予習・復習] 本授業で考察した内容の中から、自分の関心を持ったテーマについて詳細

に調査研究し、自分なりの考察を加えてレポートを作成し、完成させたうえで提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71023001  聴講の可否： ×   

科目名 教育心理学（一） 担当教員 ☆武藤 百合 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
人の学びを心理学の視点から理解・支援する「教育心理学」の知識を得て、実践的・体験的な学

習を通してその多彩な世界に触れる。 

到達目標 
教職に就いた際の学習指導に役立つ，乳幼児期・児童期・青年期などの発達や学びのメカニズ

ム、教育実践や特別な支援、心理的支援についての基本的知識や実践的な技術を身につける。 

授業概要 

授業は講師が作成したスライド資料（あるいは出版予定の教科書）をテキストとして進めます。毎

回の授業の合間に授業内容に関する感想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をまと

め、発表する機会を設けます。また、必要に応じてグループワークを行い、グループでの話し合い

やロールプレイングを通して、実践的・体験的に学んでいただきます。 

評価方法・基

準 

毎回（15 回）の授業内容についての感想レポート（60 点）と第 15 回の講義終了時に１回出す予定

の長めのレポート（40 点）の合計点（100 点）。オリジナリティのある内容を評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内で感想レポート内容の一部に対するフィードバックを行うと共に、毎回の感想レポートの内

容（質問や疑問を含む）を，可能な限り次回以降の授業に反映させ，適宜紹介していくよう努めま

す。 

履修上の 

注意事項等 

実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レポートの記入やその内容の発表・グループワ

ークなどに対する積極的・主体的な取り組みを望みます。 正当な理由なく 5 回以上欠席された場

合は、評価の対象とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。 

テキスト プリント配布  

参考書 

たのしく学べる最新教育心理学ー教職に関わるすべての人に櫻井茂男図書文化 2017 

よくわかる教育心理学中澤潤ミネルヴァ書房 2008 

教育心理学田爪宏二ミネルヴァ書房 2018 

授業内容 

１．教育心理学とは [予習・復習]]教育心理学の全体像について、どのような学問で、何について学ぶ

のかを理解し、復習する 

2．心身の発達①乳児の基礎的な理論と乳幼児期の発達 [予習・復習]発達の基礎的な理論を把握

し、乳幼児の心身の発達の姿と発達を支援する教師や保育者の関わりについて理解し、復習する 

3．心身の発達②児童期 [予習・復習]児童期の発達の特徴やその個人差およびそれらの背景を理解

し、教師として関わることの意味について学び、復習する 

4．心身の発達③青年期以降 [予習・復習]青年期の具体的な変化を「心」と「体」の両面から学び、併

せて成人期以降の発達についても理解し、復習する 

  



【科目ページ：２／２】 cd71023001 

科目名 教育心理学（一） 担当教員 ☆武藤 百合 

授業内容 

5．学びのメカニズム①学習と知識獲得 [予習・復習]学習とはどのようなものなのか、どんなときに学

習が生じるものなのか理解し、復習する。 

6．学びのメカニズム②認知的情報処理と記憶 [予習・復習]認知心理学の視点から、認知的情報処理

と記憶の特徴について学び、それらの学校における学びとの関係について理解し、復習する。 

7．学びのメカニズム③動機づけと学習 [予習・復習]学びにおける動機づけの理論や機能、動機づけ

の高め方などについて理解し、復習する 

8．教育心理学と教育実践①認知発達と学習支援 [予習・復習]認知心理学の立場から学習のプロセ

スを理解し、児童生徒の学びと効果的な学習指導、授業づくりについて考え、復習する 

9． 教育心理学と教育実践②学級集団と学習支援 [予習・復習]児童生徒の集団の特徴や、集団で行

う学習形態と人間関係が及ぼす学習効果への影響、集団で学ぶ意義について理解し、復習する 

10．教育心理学と教育実践③個性や個人差と学習支援 [予習・復習]子どもの個性や個人差と学校に

おける学びとの関係、それを踏まえた学習支援のあり方について考え、復習する 

11． 教育心理学と教育実践④教育評価 [予習・復習]教育評価の理論と方法について学び、児童生

徒の学力や知能についての考え方、測定の方法について理解し、復習する 

12． 特別な支援と教育心理学①障害の基本的理解と学校教育における配慮 [予習・復習]発達障害

の特性がある児童・生徒に対する適切な理解と、それに基づいた配慮のあり方について学び、復習す

る 

13． 特別な支援と教育心理学②困難さを抱える子どもへの教育的支援 [予習・復習]発達障害の特性

のある子どもの社会性の発達や学習の特性について理解し、適切に支える方法について学び、復習

する 

14． 子どもの情緒・適応の理解と心理的支援 [予習・復習]児童・生徒の社会性の発達や適応の特徴

を学び、環境的要因を踏まえた心理的支援の基礎的な理論について理解し、復習する 

15． 授業まとめ [予習・復習]到達度確認に向けて全ての授業内容を復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd71023002  聴講の可否： ×   

科目名 教育心理学（二） 担当教員 ☆武藤 百合 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 １年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
人の学びを心理学の視点から理解・支援する「教育心理学」の知識を得て、実践的・体験的な学

習を通してその多彩な世界に触れる。 

到達目標 
教職に就いた際の学習指導に役立つ，乳幼児期・児童期・青年期などの発達や学びのメカニズ

ム、教育実践や特別な支援、心理的支援についての基本的知識や実践的な技術を身につける。 

授業概要 

授業は講師が作成したスライド資料（あるいは出版予定の教科書）をテキストとして進めます。毎

回の授業の合間に授業内容に関する感想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をまと

め、発表する機会を設けます。また、必要に応じてグループワークを行い、グループでの話し合い

やロールプレイングを通して、実践的・体験的に学んでいただきます。 

評価方法・基

準 

毎回（15 回）の授業内容についての感想レポート（60 点）と第 15 回の講義終了時に１回出す予定

の長めのレポート（40 点）の合計点（100 点）。オリジナリティのある内容を評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内で感想レポート内容の一部に対するフィードバックを行うと共に、毎回の感想レポートの内

容（質問や疑問を含む）を，可能な限り次回以降の授業に反映させ，適宜紹介していくよう努めま

す。 

履修上の 

注意事項等 

実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レポートの記入やその内容の発表・グループワ

ークなどに対する積極的・主体的な取り組みを望みます。 正当な理由なく 5 回以上欠席された場

合は、評価の対象とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。 

テキスト 教育心理学（予定）武藤百合 DTP 出版（予定）  

参考書 

たのしく学べる最新教育心理学ー教職に関わるすべての人にー櫻井茂男図書文化 2017 

よくわかる教育心理学中澤潤ミネルヴァ書房 2008 

教育心理学田爪宏二ミネルヴァ書房 2018 

授業内容 

１．教育心理学とは[予習・復習]教育心理学の全体像について、どのような学問で、何について学ぶの

かを理解し、復習する 

2．心身の発達①乳児の基礎的な理論と乳幼児期の発達[予習・復習] 発達の基礎的な理論を把握

し、乳幼児の心身の発達の姿と発達を支援する教師や保育者の関わりについて理解し、復習する 

3．心身の発達②児童期[予習・復習] 児童期の発達の特徴やその個人差およびそれらの背景を理解

し、教師として関わることの意味について学び、復習する 

4．心身の発達③青年期以降[予習・復習] 青年期の具体的な変化を「心」と「体」の両面から学び、併

せて成人期以降の発達についても理解し、復習する 

  



【科目ページ：２／２】 cd71023002 

科目名 教育心理学（二） 担当教員 ☆武藤 百合 

授業内容 

5．学びのメカニズム①学習と知識獲得[予習・復習] 学習とはどのようなものなのか、どんなときに学

習が生じるものなのか理解し、復習する。 

6．学びのメカニズム②認知的情報処理と記憶[予習・復習] 認知心理学の視点から、認知的情報処理

と記憶の特徴について学び、それらの学校における学びとの関係について理解し、復習する。 

7．学びのメカニズム③動機づけと学習[予習・復習] 学びにおける動機づけの理論や機能、動機づけ

の高め方などについて理解し、復習する 

8．教育心理学と教育実践①認知発達と学習支援[予習・復習] 認知心理学の立場から学習のプロセ

スを理解し、児童生徒の学びと効果的な学習指導、授業づくりについて考え、復習する 

9．教育心理学と教育実践②学級集団と学習支援[予習・復習] 児童生徒の集団の特徴や、集団で行

う学習形態と人間関係が及ぼす学習効果への影響、集団で学ぶ意義について理解し、復習する 

10．教育心理学と教育実践③個性や個人差と学習支援[予習・復習] 子どもの個性や個人差と学校に

おける学びとの関係、それを踏まえた学習支援のあり方について考え、復習する 

11． 教育心理学と教育実践④教育評価[予習・復習]教育評価の理論と方法について学び、児童生徒

の学力や知能についての考え方、測定の方法について理解し、復習する 

12． 特別な支援と教育心理学①障害の基本的理解と学校教育における配慮[予習・復習] 発達障害

の特性がある児童・生徒に対する適切な理解と、それに基づいた配慮のあり方について学び、復習す

る 

13． 特別な支援と教育心理学②困難さを抱える子どもへの教育的支援[予習・復習] 発達障害の特

性のある子どもの社会性の発達や学習の特性について理解し、適切に支える方法について学び、復

習する 

14． 子どもの情緒・適応の理解と心理的支援[予習・復習] 児童・生徒の社会性の発達や適応の特徴

を学び、環境的要因を踏まえた心理的支援の基礎的な理論について理解し、復習する 

15． 授業まとめ[予習・復習] 到達度確認に向けて全ての授業内容を復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd71024501  聴講の可否： ×   

科目名 特別支援教育（一） 担当教員 ☆中川 貴明 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 共生社会の実現を目指した教育 

到達目標 

・インクルーシブ教育の理念や背景を理解するとともに、近年の特別支援教育の現状の把握とそ

の在り方について考えることができる。・知的障害や発達障害を含む様々な障害についての基礎

知識を身につけるとともに、様々な教育的ニーズについて理解する。・特別支援教育のカリキュラ

ムや指導・支援の方法について理解するとともに、多様な指導・支援に必要な基本的知識や態度

を身につける。 

授業概要 

共生社会の実現に向けてインクルーシブ教育システムの推進が今日的課題になっている。本授

業では、インクルーシブ教育の理念を踏まえ、多様な指導・支援を行うために必要な知識と態度の

定着を目指す。そのために、障害特性と個別性の理解・発達的視点の理解・生活実態の理解を柱

にした的確な実態把握の重要性とそれに基づく適切な支援の在り方を学ぶ。そして、障害とは何

かを深く理解し、困難を抱える当事者・家族の視点に立って自立生活へ向けた支援を行うために

必要な態度とは何かを考えていく。 

評価方法・基

準 

平常点３０％（講義中の姿勢や質問などの積極性）講義毎のミニレポート３０％（各講義の学びの

内容と自身の考えを論じることが出来ているか）期末レポート４０％（講義全体を通しての現状と課

題を理解できているか、そして、諸課題の推進に向けて自身の考えを論じることができているかを

評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 
学生のニーズを確認し、合理的な範囲内でフィードバックを行う。 

履修上の 

注意事項等 

初回に評価方法や授業の進め方などについての説明を行う。また講義にそって適時プリントを配

布する。参考文献に関しては授業内で指示する。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．特別な支援を必要とする子どもとの出会い（教育と支援） [予習・復習]シラバス全体を確認しておく

こと。 

2．障害者権利条約とインクルーシブ教育および特別支援教育の現状 [予習・復習]前回の講義内容を

踏まえながら、「障害者権利条約、インクルーシブ教育」というキーワードについて事前に調査・学習し

て講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

3．子どもをつかむことからはじまる教育(1) ～子どもをつかむとは～   [予習・復習]前回の講義内容

を踏まえながら、「子どもをつかむ」というキーワードについて自身の考えを深めて講義に臨むこと。詳

細は授業内で指示する。 

4．子どもをつかむことからはじまる教育（２） ～日常生活指導を考える～   [予習・復習]前回の講義

内容を踏まえながら、「支援を必要とする子どもにとっての日常生活指導の重要性」について自身の考

えを深めて講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71024501 

科目名 特別支援教育（一） 担当教員 ☆中川 貴明 

授業内容 

5．子どもをつかむことからはじまる教育（３） ～家族と生活を支える～   [予習・復習]前回の講義内

容を踏まえながら、「支援を必要とする子どもにとっての家族との関係性」について自身の考えを深め

て講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

6．知的障害を理解する    [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「知的障害」というキーワ

ードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

7．発達障害を理解する   [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「発達障害」というキーワー

ドについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

8．自閉スペクトラム症を理解する（１） ～障害特性と個別性の理解～   [予習・復習]前回の講義内

容を踏まえながら、「自閉スペクトラム症」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこ

と。詳細は授業内で指示する。 

9．自閉スペクトラム症を理解する（２） ～いわゆる「問題行動」のとらえ方～  [予習・復習]前回の講

義内容を踏まえながら、「問題行動」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。

詳細は授業内で指示する。 

10．肢体不自由・病弱教育を理解する   [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「肢体不自

由、病弱」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

11． 視覚障害・聴覚障害教育を理解する    [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「視覚障

害、聴覚障害」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示

する。 

12． 特別支援教育の教育課程     [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「特別支援教育

の教育課程」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示す

る。 

13． 個別の指導計画、個別の支援計画と合理的配慮     [予習・復習]前回の講義内容を踏まえな

がら、「個別の指導計画、個別の支援計画、合理的配慮」というキーワードについて事前に調査・学習

して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

14． 就学指導の意味と就・修学の保障     [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「就学指

導、修学指導」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示

する。 

15． 特別支援教育の総括・授業のまとめ  [予習・復習]これまでの講義内容を踏まえながら自らの学

びの振り返りを行い、講義全体の内容を理解した上で講義に臨むこと。 



【科目ページ：１／２】  cd71024502  聴講の可否： ×   

科目名 特別支援教育（二） 担当教員 ☆中川 貴明 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 共生社会の実現を目指した教育 

到達目標 

・インクルーシブ教育の理念や背景を理解するとともに、近年の特別支援教育の現状の把握とそ

の在り方について考えることができる。・知的障害や発達障害を含む様々な障害についての基礎

知識を身につけるとともに、様々な教育的ニーズについて理解する。・特別支援教育のカリキュラ

ムや指導・支援の方法について理解するとともに、多様な指導・支援に必要な基本的知識や態度

を身につける。 

授業概要 

共生社会の実現に向けてインクルーシブ教育システムの推進が今日的課題になっている。本授

業では、インクルーシブ教育の理念を踏まえ、多様な指導・支援を行うために必要な知識と態度の

定着を目指す。そのために、障害特性と個別性の理解・発達的視点の理解・生活実態の理解を柱

にした的確な実態把握の重要性とそれに基づく適切な支援の在り方を学ぶ。そして、障害とは何

かを深く理解し、困難を抱える当事者・家族の視点に立って自立生活へ向けた支援を行うために

必要な態度とは何かを考えていく。 

評価方法・基

準 

平常点３０％（講義中の姿勢や質問などの積極性）講義毎のミニレポート３０％（各講義の学びの

内容と自身の考えを論じることが出来ているか）期末レポート４０％（講義全体を通しての現状と課

題を理解できているか、そして、諸課題の推進に向けて自身の考えを論じることができているかを

評価する） 

課題のフィー

ドバック方法 
学生のニーズを確認し、合理的な範囲内でフィードバックを行う。 

履修上の 

注意事項等 

初回に評価方法や授業の進め方などについての説明を行う。また講義にそって適時プリントを配

布する。参考文献に関しては授業内で指示する。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．特別な支援を必要とする子どもとの出会い（教育と支援） [予習・復習]シラバス全体を確認しておく

こと。 

2．障害者権利条約とインクルーシブ教育および特別支援教育の現状 [予習・復習]前回の講義内容を

踏まえながら、「障害者権利条約、インクルーシブ教育」というキーワードについて事前に調査・学習し

て講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

3．子どもをつかむことからはじまる教育(1) ～子どもをつかむとは～   [予習・復習]前回の講義内容

を踏まえながら、「子どもをつかむ」というキーワードについて自身の考えを深めて講義に臨むこと。詳

細は授業内で指示する。 

4．子どもをつかむことからはじまる教育（２） ～日常生活指導を考える～   [予習・復習]前回の講義

内容を踏まえながら、「支援を必要とする子どもにとっての日常生活指導の重要性」について自身の考

えを深めて講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71024502 

科目名 特別支援教育（二） 担当教員 ☆中川 貴明 

授業内容 

5．子どもをつかむことからはじまる教育（３） ～家族と生活を支える～   [予習・復習]前回の講義内

容を踏まえながら、「支援を必要とする子どもにとっての家族との関係性」について自身の考えを深め

て講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

6．知的障害を理解する    [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「知的障害」というキーワ

ードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

7．発達障害を理解する   [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「発達障害」というキーワー

ドについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

8．自閉スペクトラム症を理解する（１） ～障害特性と個別性の理解～   [予習・復習]前回の講義内

容を踏まえながら、「自閉スペクトラム症」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこ

と。詳細は授業内で指示する。 

9．自閉スペクトラム症を理解する（２） ～いわゆる「問題行動」のとらえ方～  [予習・復習]前回の講

義内容を踏まえながら、「問題行動」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。

詳細は授業内で指示する。 

10．肢体不自由・病弱教育を理解する   [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「肢体不自

由、病弱」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

11． 視覚障害教育・聴覚障害教育を理解する    [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「視

覚障害、聴覚障害」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で

指示する。 

12． 特別支援教育の教育課程     [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「特別支援教育

の教育課程」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示す

る。 

13． 個別の指導計画、個別の支援計画と合理的配慮  [予習・復習]前回の講義内容を踏まえなが

ら、「個別の指導計画、個別の支援計画、合理的配慮」というキーワードについて事前に調査・学習して

講義に臨むこと。詳細は授業内で指示する。 

14． 就学指導の意味と就・修学の保障     [予習・復習]前回の講義内容を踏まえながら、「就学指

導、修学指導」というキーワードについて事前に調査・学習して講義に臨むこと。詳細は授業内で指示

する。 

15． 特別支援教育の総括、授業のまとめ [予習・復習]これまでの講義内容を踏まえながら自らの学

びの振り返りを行い、講義全体の内容を理解した上で講義に臨むこと。 



【科目ページ：１／２】  cd71025001  聴講の可否： ×   

科目名 教育行政・制度論（一） 担当教員 大西 英人 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
教育現場の現状を踏まえ、教育法規、教育行政、学校教育の基本的な枠組み等についての理解

を深める。 

到達目標 

教育現場の実際を知り、教育についての組織や制度に関する基本的な理解を深め、それを基に

教育上の課題を自分なりに考えることができる力量を養う。同時に、教職に関する関心・意欲を高

める。 

授業概要 

学校教育の状況を踏まえ、教育法規、教育行政、学校教育制度等について、基本的な事項を体

系的に解説し、理解させる。諸外国の状況等についても触れ、教育の在り方について多角的に考

察させる。 

評価方法・基

準 

対話カード（10％）で意欲、関心、態度等を評価する。課題レポート（50％）で考察力、表現力等を

評価する。試験（40％）で教育行政・制度についての理解度を総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カードの内容について講評等を行う。課題レポートについても講評するとともに授業内容にも

反映する。 

履修上の 

注意事項等 
授業の都度資料の配付を行うため、資料の整理に努めること。 

テキスト 特になし  

参考書 授業の都度資料配布 

授業内容 

１．教育行政と法規 [予習・復習] シラバス全体に目を通して授業内容の概要を把握する。今回は、教

育行政の意義及び内容、教育行政法の意義と構造並びに教育法規の体系を理解する。 

2．憲法と教育基本法 [予習・復習] 配布資料を確認し、日本国憲法の教育条項、教育基本法並びに

現代の公教育制度と教育行政を理解する。教育基本法の改正について、その背景と方向性について

多角的な検討を行う。 

3．学校制度の歴史と原理 [予習・復習] 配布資料を参考にするとともに、近代学校の成立、戦後の中

等教育改革、6-3-3 制の課題、2007 年の学校教育法の改正等を理解する。 

4．文部科学省と教育政策形成 [予習・復習] 配付資料を基に、戦後のアメリカによる教育の民主化の

動きについて、法令、政策を検討する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71025001 

科目名 教育行政・制度論（一） 担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．教育委員会制度 [予習・復習] 配布資料を参考にするとともに、教育委員会制度の理念としくみ、

教育委員会制度の変遷並びに教育委員会制度の課題と改革論を理解する。 

6．教育課程経営 [予習・復習] 配付資料を参考にして、教育課程行政の仕組み及び教育課程に関す

る法制や施策等について整理を行う。学習指導要領の変遷・教科書検定について整理する。 

7．教職員の権利と責務① [予習・復習] 教員の服務・義務並びに研修について、法的根拠に基づいて

理解を深め、整理する。 

8．教職員の権利と責務② [予習・復習] 教員の任用と身分保障等について、法的根拠に基づいて理

解を深め、整理する。 

9．教育財政 配付資料を参考にするとともに、教育財政の意義、国の教育財政並びに地方の教育財

政の現状について整理する。諸外国の資料を参考に、日本の教育財政の特徴を確認する。 

10．現代の公教育制度（学校教育制度） [予習・復習] 公教育の概念、構成原理並びに学校制度の成

立・変遷や構造等を理解する。 

11． 学校組織と学校経営 [予習・復習] 学校の組織と経営、自律的学校経営の推進等について理解

を深める。現代の学校が抱えている問題点について情報を収集し、考察を行う。 

12． 学校制度改革の流れ [予習・復習] 配布資料を参考にするとともに、臨教審以降の教育政策、

単位制高等学校等のしくみ、「教育再生」についての変遷も含め理解を深める。 

13． 特就学前教育制度 [予習・復習] 配布資料を参考にするとともに、小学校就学前教育のあゆみ、

幼稚園教育制度、認定こども園教育等について、制度の変遷も含め理解を深める。 

14． 特別支援教育制度 [予習・復習] 第 2 次世界大戦後の障がい児教育から特別支援教育の意

義、特別支援学校並びに特別支援教育制度の課題等について変遷を整理し、理解を深める。 

15． 現代における教育と教育行政の変容 [予習・復習] 現代における教育政策の方向性について、

具体的な施策を例として検討する。今後の教育行政の課題について整理を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd71025002  聴講の可否： ×   

科目名 教育行政・制度論（二） 担当教員 ☆堀川 忠道 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
教育現場の現状を踏まえ、教育法規、教育行政、学校教育の基本的な枠組み等について理解を

深める。 

到達目標 教育現場の実際を知り、教育行政並びに教育制度の根本を理解する。 

授業概要 学校教育の状況を踏まえ、教育法規、教育行政、学校教育制度等について解説し、理解させる。 

評価方法・基

準 

対話カード（10％）で意欲、関心、態度等を評価する。課題レポート（50％）で考察力、表現力等を

評価する。試験（40％）で教育行政・制度についての理解度を総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カードの内容について講評等を行う。課題レポートについても講評するとともに授業内容にも

反映する。 

履修上の 

注意事項等 
授業の都度資料の配布を行うため、資料の整理に努めること。 

テキスト 特になし  

参考書 授業の都度資料配布 

授業内容 

１．教育行政と法規（１） [予習・復習] シラバス全体に目を通して授業内容の概要を把握する。今回

は、教育行政の意義及び内容を理解する。 

2．教育行政と法規（２） [予習・復習] 教育行政法の意義と構造及び教育法規の体系を理解する。 

3．憲法と教育基本法 [予習・復習] 日本国憲法の教育条項、教育基本法並びに現代の公教育制度と

教育行政を理解する。 

4．中央教育行政 [予習・復習] 教育行政権に基づいて行われる中央教育行政について理解を深め

る。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71025002 

科目名 教育行政・制度論（二） 担当教員 ☆堀川 忠道 

授業内容 

5．地方教育行政 [予習・復習] 地方自治体の教育行政権と教育委員会の概要について理解する。 

6．学校の設置 [予習・復習] 学校教育と教育行政機能に関する基本的理解を深める。 

7．学校の組織編制 [予習・復習] 学校教育と教育行政機能に関する基本的理解を深める。 

8．教育内容行政（１） [予習・復習]教育課程に焦点を当てて、学校教育と教育行政機能に関する理解

を深める。 

9．教育内容行政（２） [予習・復習] 教科書等に焦点を当てて、学校教育と教育行政機能に関する理

解を深める。 

10．児童・生徒の管理（１） [予習・復習] 子どもの権利と義務について理解を深める。 

11． 児童・生徒の管理（２） [予習・復習] 在学管理及び児童・生徒懲戒等について理解を深める。 

12． j 教員の服務等（１） [予習・復習]教員の任用と身分保障について理解を深める。 

13． 教員の服務等（２） [予習・復習] 教員の服務並びに研修等について理解を深める。 

14． 特別支援教育制度（１） [予習・復習]第 2 次世界大戦後の障害児教育から特別支援教育の意義

について基本的理解を深める。 

15． 特別支援教育制度（２） [予習・復習]特別支援学校並びに特別支援教育制度の課題等について

基本的理解を深める。 



【科目ページ：１／２】  cd71026001  聴講の可否： ×   

科目名 教育課程論（一） 担当教員 ☆辻 寛司 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 教育課程の理論と構造及びその編成の実際を学ぶ 

到達目標 

教育課程の構造と諸概念を理解し、学習指導要領のあり方も確認しながら教育課程を編成し、カ

リキュラム・マネジメントを行う基礎力を養うことをめざす。学習内容を踏まえ、独自に設定したテー

マでの学習指導案の作成が目標。 

授業概要 

教育課程（カリキュラム）の構造と諸概念を概観する。総合的な学習（探究）の時間の実施などに

もみられるように、これからの学校・教師にはこれまで以上にカリキュラム編成の能力が求められ

るようになってきた。そこでこの授業では、カリキュラムの構造を理解し、その編成の実際について

も考えていきたい。 

評価方法・基

準 

『対話カード』（関心・意欲・態度）、『スピーチ』（課題意識と表現力、伝達力）、『学習指導案』（完成

度）と『課題レポート』（自身の見解が明確に示され深められているか）により総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

『対話カード』や『課題レポート』での主な質問や疑問、意見等については、可能な範囲で次回以降

の授業で紹介し、必要に応じて回答をする。 

履修上の 

注意事項等 

本講座は教員免許状の課程認定科目です。積極的かつ能動的な態度で受講すること。担当は実

務経験のある教員です。担当教員が学校教育現場や教育行政機関で従事した経験もふまえて授

業をしますので、課題意識や目的意識をもって受講すること。 

テキスト 
中学校学習指導要領〈平成 29 年告示〉解説 総則編文部科学省東山書房 2018 

適宜配付する講義資料  

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業の概要を理解する。 

2．学校教育の目的・目標と教員の魅力について [予習・復習] あらかじめ自分が卒業した学校の学

校教育目標を読み、教職志望の意思を確かなものにしておく。授業後は学習内容を踏まえ、学校教育

の目的と学校教育をとりまく課題をノートにまとめる。 

3．教育課程編成の目的と学習指導要領がもつ意味 [予習・復習] あらかじめ学習指導要領の目次と

前文を読んでおく。授業後は学習内容を踏まえ、学習指導要領と教育課程編成の目的をノートにまと

める。 

4．カリキュラムの類型とその機能 [予習・復習] 配布資料等でカリキュラムの類型を確認しておく。授

業後は学習内容を踏まえ、それぞれのカリキュラムがもつ特徴とカリキュラムが果たす機能をノートに

まとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71026001 

科目名 教育課程論（一） 担当教員 ☆辻 寛司 

授業内容 

5．教育課程の基本原理と諸概念 [予習・復習] 配布資料で、教育課程にかかわる諸概念の内容を読

んでおく。授業後は学習内容を踏まえ、教育課程の基本原理と諸概念をノートにまとめる。 

6．教育課程編成の方法 [予習・復習] 学校における教育課程編成の実例を調べておく。授業後は学

習内容を踏まえ、教科・領域横断横断的な教育課程編成の方法をノートにまとめる。 

7．教育課程編成の実際 [予習・復習] 教育課程編成の実例を調べておく。授業後は課程編成に際し

ての課題とポイントをノートにまとめる。 

8．社会の変化と学校教育 [予習・復習] 社会の変化が学校教育に与える影響について具体的に考え

ておく。授業後は自分の考えとの違いをノートにまとめる。 

9．学習指導要領の変遷 [予習・復習] 資料などをもとに学習指導要領の改訂の変遷について通読し

ておく。授業後はそのポイントと意味をノートにまとめる。 

10．教育課程と学習内容 [予習・復習] 学校での教材にはどのようなものがあるのかを考えておく。授

業後は教材研究の在り方についてノートにまとめる。 

11． カリキュラム・マネジメント（1）－教育実践における PDCA サイクル [予習・復習] 教育実践におけ

る PDCA サイクルの実例を調べておく。授業後は教育実践における PDCA サイクルの課題とポイントを

整ノートにまとめる。 

12． カリキュラム・マネジメント（2）－教科横断的な教育課程編成 [予習・復習] 教科横断的なカリキ

ュラムの実例を調べておく。授業後は教科横断的な教育課程編成における課題とポイントをのーとにま

とめる。 

13． 教育評価 [予習・復習] 学校の教育実践における評価活動について考えておく。。授業後は学習

内容にもとづき、学校・教員が行う教育実践における評価の課題とポイントをノートにまとめる。 

14． 学習指導案 [予習・復習] 学習指導案の構成について調べておく。授業後は自身の「学習指導

案」の作成に向けての構想を練る。 

15． 教育関係法規とまとめ [予習・復習] 学校教育に関る法規について調べておく。授業後は法規の

特徴や内容を理解するとともに、前回構想を練った「学習指導案」を完成させて提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71026002  聴講の可否： ×   

科目名 教育課程論（二） 担当教員 ☆水谷 友香 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 教育課程の理論と構造を学ぶ 

到達目標 
①教育課程の基本的な考え方を学んだうえで、その歴史と編成を考察する。②学習指導要領の

あり方や変遷について理解する。③教育・学習活動をマネジメントする力を養う。 

授業概要 

現代日本の教育状況において、教育課程の基本的な考え方を身につけることが必要不可欠とな

っている。本授業では、教育課程ないしカリキュラムの理論や歴史について学んだうえで、実践的

な学習を通じて教育・学習活動をマネジメントする力を養う。 講義に加え、ディスカッションやグル

ープワークも行う。 

評価方法・基

準 

ディスカッションやグループワークなど授業内活動への参加と各回のワークシート・課題の完成度

について、学習到達度確認をもとに総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 
前回授業の振り返りを授業冒頭に設け、意見の共有や質問への回答を行う。 

履修上の 

注意事項等 

授業はテキスト・配布資料に沿って行う。授業で分からなかった内容は適宜質問して理解するよう

努めること。また、授業内活動やワークシートで積極的に意見を表明すること。 

テキスト 
ワークで学ぶ 教育課程論〈増補改訂版〉尾崎博美・井藤元ナカニシヤ出版 2024 

中学校学習指導要領〈平成 29 年告示〉解説 総則編 文部科学省 HP ダウンロード 

参考書 よくわかる教育課程〈第 2 版〉田中耕治 編ミネルヴァ書房 2018 

授業内容 

１．【教育課程とは何か①】教育目的と教育課程 [予習・復習]シラバスを確認し、『ワークで学ぶ 教育

課程論』第 1 章を読んで、キーワードをノートにまとめる。 

2．【教育課程とは何か②】江戸時代の教育から [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 2 章を読

んで、キーワードをノートにまとめる。 

3．【教育課程編成の原理と歴史①】カリキュラム論 [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 3 章を

読んで、キーワードをノートにまとめる。 

4．【教育課程編成の原理と歴史②】教師によるカリキュラム・教科づくり [予習・復習]『ワークで学ぶ 

教育課程論』第 4 章を読んで、キーワードをノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71026002 

科目名 教育課程論（二） 担当教員 ☆水谷 友香 

授業内容 

5．【教育課程編成の原理と歴史③】顕在的カリキュラムと潜在的カリキュラム [予習・復習]『ワークで

学ぶ 教育課程論』第 5 章を読んで、キーワードをノートにまとめる。 

6．【教育課程の法と制度】日本の教育課程 [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 6 章を読ん

で、キーワードをノートにまとめる。 

7．【学習指導要領の歴史】学習指導要領とは何か [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 7~8 章

を読んで、キーワードをノートにまとめる。 

8．【近年の教育課程①】さまざまな資質・能力観 [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 11 章を

読んで、キーワードをノートにまとめる。 

9．【近年の教育課程②】教育課程の境界線 [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 13 章を読ん

で、キーワードをノートにまとめる。 

10．【諸外国の教育課程】特色ある実践から [予習・復習]『ワークで学ぶ 教育課程論』第 16~18 章を読

んで、キーワードをノートにまとめる。 

11． 【新しい学習指導要領】「主体的・対話的で深い学び」とプロジェクト学習 [予習・復習]『ワークで学

ぶ 教育課程論』第 12、14 章を読んで、キーワードをノートにまとめる。 

12． 【カリキュラム・マネジメント①】PDCA サイクルと学校を基盤としたカリキュラム開発 [予習・復習]

『ワークで学ぶ 教育課程論』第 19 章を読んで、キーワードをノートにまとめる。 

13． 【カリキュラム・マネジメント②】教科横断的な授業案(グループワーク) [予習・復習]『ワークで学ぶ 

教育課程論』第 9、10、15 章を読んで、キーワードをノートにまとめる。第 9 章にある「本質的な問い」と

は何か考えておく。 

14． 【カリキュラム・マネジメント③】教育計画を考える(個別課題) [予習・復習]学習指導要領や教育関

連の法律を参考に、どんな目標をもってどんな教育をしたいか考えをまとめておく。 

15． 【まとめ】教育課程の意義 [予習・復習]前回授業で考えた教育計画を完成させる。テキストやノー

トを見直して、これまでに学んだキーワードを確認する。 



【科目ページ：１／２】  cd71027100  聴講の可否： ×   

科目名 国語科教育法 I 担当教員 ☆元根 俊孝 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
言語の教育及び基幹教科としての国語科教育において「何をどのように学ばせるのか」を探究す

る。 

到達目標 

①国語教育の動向と課題、目指すべき国語科教育の方向性について理解する。②国語科授業

で、「何をどのように学ばせるのか」という確かなイメージを持つ。③国語科の特性に応じた情報機

器の効果的な活用、教材開発及びその効果的な活用方法等を理解する。 

授業概要 
学習指導要領に準拠して、国語科の領域ごとに指導内容や方法を学ぶと共に、具体的に学習指

導案を作成し、教材研究及び模擬授業・授業研究等を行うことで、国語科教育の本質に迫る。 

評価方法・基

準 

授業における取り組み姿勢、課題レポート、授業における各種レポートや学習指導案等の提出物

及び対話カードにより総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

「課題レポート、授業における各種レポート、学習指導案等の提出物」は必要に応じて講義中にコ

メントを行い評価する。「対話カード」は毎回提出させ、各々にコメントを記入し、次時に返却すると

共に必要に応じて講義中に講評する。 

履修上の 

注意事項等 

学習指導案の作成、模擬授業の実施など実践的な活動が主体となるので、積極的な受講・参加

が求められる。後期開講の「国語科教材研究Ⅰ」と継続して受講することが望ましい。使用するテ

キストは「国語科教材研究Ⅰ」と同じである。 

テキスト 「高等学校学習指導要領解説 国語編」文部科学省東洋館出版社 平成 31 年 

参考書 随時紹介する 

授業内容 

１．国語科教育の目標と内容  [予習・復習]シラバスを読み、授業内容について理解する。テキスト記

載事項を概観し、国語教育の目標・在り方について整理し、理解を深める。 

2．学習指導要領の変遷及び国語科教育の動向と課題  [予習・復習]事前配付資料を読み、各学習

指導要領改訂の要点を確認する。講義内容をふまえ、各学習指導要領の編成趣・要点、及びその背

景を理解し、整理する。 

3．国語科の授業開き(方法と目的)  [予習・復習]テキストを読むと共に自己の経験を通して望ましい

授業の在り方を考える。講義内容に基づき、望ましい授業の要点・在り方について確認し、整理する。 

4．国語科教員の力量形成(基本的ポイントと ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞにおけるポイント)  [予習・

復習]テキストを読み、国語科教員の力量とは何かを考える。講義内容に基づき、これからの国語科教

員に特に求められる要素、及び力量についてレポートを作成する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71027100 

科目名 国語科教育法 I 担当教員 ☆元根 俊孝 

授業内容 

5．国語科教育の実際の内容(１) 知識、及び技能①  [予習・復習]テキスト及び事前配付資料に基づ

き、「知識、及び技能」に関する指導のポイントについて考える。講義内容に基づき、「現代の国語」を対

象に「知識、及び技能」の指導事項を確認し、整理する。 

6．国語科教育の実際の内容（２）知識、及び技能②  [予習・復習]テキスト及び事前配付資料に基づ

き、「知識、及び技能」に関する指導のポイントを再確認する。講義内容に基づき、「言語文化」を対象

に「知識、及び技能」の指導事項を確認し、整理する。 

7．国語科教育の実際の内容（３）思考力、判断力、表現力①（話すこと・聞くこと)  [予習・復習]テキス

ト及び事前配付資料に基づき、「話すこと・聞くこと」に関する思考力、判断力、表現力等に関する指導

のポイントについて考える。講義内容に基づき、「現代の国語」「言語文化」を対象に「話すこと・聞くこ

と」に関する思考力、判断力、表現力等の指導事項を確認し、整理する。 

8．国語科教育の実際の内容（４）思考力、判断力、表現力②（書くこと・読むこと）  [予習・復習]テキス

ト及び事前配付資料に基づき、「書くこと・読むこと」に関する思考力、判断力、表現力等に関する指導

のポイントについて考える。講義内容に基づき、「現代の国語」「言語文化」を対象に「書くこと・読むこ

と」に関する思考力、判断力、表現力等の指導事項を確認し、整理する。 

9．学習指導案の作成と教材研究の方法（小説教材）  [予習・復習]事前配付資料及びテキストを参考

に、「現代の国語」（小説教材）の学習指導案作成を通してそのポイントを考える。講義内容に基づき、

小説教材を対象にした学習指導案を再考する。 

10．模擬授業（小説教材）授業研究（１） [予習・復習]再考し、改善された指導案を基に授業への準備

をする。模擬授業及び授業研究を通して授業づくりのポイント、及び指導案作成のポイントについて確

認し、整理する。 

11． 模擬授業（小説教材）授業研究（２） [予習・復習]教材の特性を活かすための指導案作成、及び

教材研究・授業づくりの在り方について考える。講義、及び授業研究に基づく指導案の作成、及び授業

づくりのポイントについて再確認し、整理する。 

12． 学習指導案の作成と教材研究の方法（古典・随筆教材）  [予習・復習]事前配付資料及びテキス

トを参考に、「言語文化」における古典教材の学習指導案作成を通してそのポイントを考える。講義内

容に基づき、古典教材の特性を活かした学習指導案を再考する。 

13． 模擬授業（古典・随筆教材）授業研究（１）  [予習・復習]再考し、改善された指導案を基に授業へ

の準備をする。模擬授業、及び授業研究を通して授業づくりのポイント、及び指導案作成のポイントに

ついて確認し、整理する。 

14． 模擬授業（古典・随筆教材）授業研究（２）  [予習・復習]教材の特性を活かすための指導案作

成、及び教材研究・授業づくりの在り方について考える。講義、及び授業研究に基づく指導案の作成、

及び授業づくりのポイントについて確認し、整理する。 

15． 国語科教育における評価（目的・内容・方法）  [予習・復習]事前配付資料を読み、国語科教育に

おける評価の在り方等について考察する。講義内容に基づき、今後特に求められる国語科教育におけ

る評価の在り方、活かし方についてレポートを作成する。 



【科目ページ：１／２】  cd71027200  聴講の可否： ×   

科目名 国語科教育法 II 担当教員 ☆増田 正子 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
現代の国語科教育の課題をとりあげながら、目標・構造・指導過程・実践につながる具体的指導

のあり方を考える。 

到達目標 
国語科の今日の課題を理解し、課題意識を持って教材研究・授業研究をすすめることができる人

材を養成する。 

授業概要 

課題意識を持った教材研究・授業研究の方法を学び、各ジャンルの教材について教材研究を行

う。また授業を構想し学習指導案を作成すること、さらに模擬授業とその振り返りとしての授業分

析によって、よりよい授業へと改善していくことを目標とする。 

評価方法・基

準 

・平常点（積極的な参加）30％・授業中の課題(指導案作成 30％・模擬授業 40％）70％ 課題意

識を持って教材研究を行い、学習指導案を作成し、模擬授業に取り組むこと。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業中の発表については、担当教員がその場でコメントする。コメントの内容や質問・疑問は､次

回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。模擬授業については、担当教員が授業の振り返りで

コメントし評価する。 

履修上の 

注意事項等 

免許・資格科目なので、それにふさわしい真摯な学習態度で受講すること。授業への積極的な参

加・発言を求める。 

テキスト プリントを配布  

参考書 
中学校学習指導要領文部科学省 HP 参照 

高等学校学習指導要領文部科学省 HP 参照 

授業内容 

１．ガイダンス・学習指導要領について [予習・復習] シラバスを事前に読み、授業内容を理解する。

学習指導要領について理解を深めるために、ノートなどにまとめる。 

2．教材１（説明的文章教材 小学校高学年 教材例「インスタント食品とわたしたちの生活」）について

の教材研究と指導案作成（目標・方法・展開など） [予習・復習] 教材を読み、授業を具体的に構想す

る。 

3．教材１（説明的文章教材 小学校高学年 教材例「インスタント食品とわたしたちの生活」）の授業に

ついての具体的な指導方法（発問・板書・ノートなど） [予習・復習] 教材研究に基づいて、授業を構想

する。 

4．教材２（説明的文章教材 中学校１年 教材例「玄関扉」）についての教材研究と指導案作成（目標・

方法・展開など） [予習・復習] 教材を読み、指導案に基づいて授業を具体的に構想し、有効性をさぐ

る。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71027200 

科目名 国語科教育法 II 担当教員 ☆増田 正子 

授業内容 

5．教材３（説明的文章教材 中学校３年 教材例「ディズニーランドという聖地」）についての教材研究と

指導案作成（目標・方法・展開など） [予習・復習] 教材を読み、授業を具体的に構想し、有効性をさぐ

る。 

6．教材３（説明的文章教材 中学校３年 教材例「ディズニーランドという聖地」）の授業についての具

体的な指導方法（発問・板書・ノート・視聴覚教材など） [予習・復習] 教材研究に基づいて授業を構想

する。 

7．教材４（説明的文章教材 高等学校 教材例「メディアとしての顔」）についての教材研究と指導案作

成（目標・方法・展開など） [予習・復習] 教材を読み、授業を具体的に構想し、有効性をさぐる。 

8．教材５（説明的文章教材 高等学校 教材例「空気を読む」）についての教材研究と指導案作成（目

標・方法・展開など） [予習・復習] 教材を読み、授業を具体的に構想し、有効性をさぐる。 

9．説明的文章教材（中学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（１） [予習・復習] 模

擬授業の準備をする。 模擬授業の振り返りを行う。 

10．説明的文章教材（中学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（２） [予習・復習] 

模擬授業の準備をする。 模擬授業の振り返りを行う。 

11． 説明的文章教材（高等学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（３） [予習・復

習] 模擬授業の準備をする。 模擬授業の振り返りを行う。 

12． 説明的文章教材（高等学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（４） [予習・復

習] 模擬授業の準備をする。 模擬授業の振り返りを行う。 

13． 教材６ 「書くこと」についての教材研究（目標・方法・展開など） [予習・復習] 教材を読み、教材

研究の方向性をつかむ。具体的な指導方法を考え、授業を構想する。 

14． 教材６ 「書くこと」についての指導案作成（目標・方法・展開・発問・板書・視聴覚教材など） [予

習・復習] 教材を読み教材研究を行い、指導案を完成させる。指導案に基づいて、授業を具体的に構

想する。 

15． 教材７ 「話すこと・聞くこと」についての教材研究（目標・方法・展開など）・授業のまとめ [予習・

復習] 教材を読み、具体的な指導方法を考え、授業を構想する。 教材研究・授業研究についてまと

める。 



【科目ページ：１／２】  cd71028101  聴講の可否： ×   

科目名 社会科教育法 I（一） 担当教員 ☆山本 雅一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論を踏まえて社会科の指導法を探究する。 

到達目標 
社会科の目標・内容を理解するとともに、様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業設計を行

う方法や教科指導力の基礎を身に付ける。 

授業概要 

社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業

設計と学習指導案を作成する。学習指導案の作成と実際の授業を検証するとともに、授業研究を

通して社会科の指導法を探究する。 

評価方法・基

準 

期末レポート（５０％ 学習指導案の作成：授業形態、指導方法、授業展開など総合的に評価す

る。） 平常点（５０％ 授業への意欲、課題への取組、発表等、授業に対する積極性を重視す

る。） 

課題のフィー

ドバック方法 

学習指導案の作成と発表では、研究協議をするとともに、指導助言・講評を行う。コメントシートの

内容や質問等は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。期間内にレポートを課し、最終授

業内に講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
社会科の学習内容について、背景となる学問領域と関連させて理解を深めること。 

テキスト 中学校学習指導要領解説 社会編文部科学省 HP ダウンロード  

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス 学校教育と教科の意義 [予習・復習]シラバスを読み、授業内容について理解をす

る。＜教育関連法規＞の配付資料から学校教育に関する規定を調べ、学校教育の目標、教育課程、

教科の意義をまとめる。 

2． 学習指導要領の変遷（１） 社会科の改訂と趣旨 [予習・復習]＜学習指導要領の変遷＞に関する

配付資料を読んでおく。講義内容に基づいて、学習指導要領試案から第８次までの学習指導要領改訂

の趣旨及び社会科の目標を理解し、整理する。 

3． 学習指導要領の変遷（２） 新学習指導要領「社会科」改訂の趣旨 [予習・復習]テキストｐ１～ｐ２２

＜学習指導要領の基本方針・改訂の趣旨＞を読んでおく。講義内容から、「主体的・対話的で深い学

び」の授業改善の考え方を理解し、整理する。 

4． 地理的分野の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ２９～ｐ８２＜地理的分野の目標と

内容＞を読んでおく。講義内容から、「日本の諸地域」について、具体的な授業場面を想定した授業設

計案を立てる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71028101 

科目名 社会科教育法 I（一） 担当教員 ☆山本 雅一 

授業内容 

5． 歴史的分野の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ８３～ｐ１２５＜歴史的分野の目標と

内容＞を読んでおく。講義内容から、「歴史との対話」について、具体的な授業場面を想定した授業設

計案を立てる。 

6． 公民的分野の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ１２６～ｐ１６８＜公民的分野の目標

と内容＞を読んでおく。講義内容から、「私たちと現代社会」について、具体的な授業場面を想定した授

業設計案を立てる。 

7． 社会科の授業形態と指導方法 [予習・復習]＜社会科の授業形態と指導方法＞に関する配付資

料を読んでおく。講義内容から、様々な授業事例を通して、実際の授業形態と指導方法を理解し、整理

する。 

8． 社会科の指導と評価 [予習・復習]＜社会科の指導と評価＞に関する配付資料を読んでおく。授

業事例から授業における指導と評価の考え方や評価方法を理解し、整理する。 

9． 社会科学習指導案の作成 [予習・復習]テキストｐ１６９～ｐ１８１＜指導計画の作成と内容の取扱

い＞を読んでおく。学習指導案の作成後、様々な学習指導案と比較検討し、学んだことをまとめる。 

10． 地理的分野の授業づくり 発問の工夫と板書計画について [予習・復習]事前に地理的分野の教

科書教材を研究しておく。「世界の諸地域」「日本の諸地域」から中単元を選択し、学習指導案を作成す

る。 

11．  地理的分野の授業研究 [予習・復習]地理的分野の学習指導案を発表し、発問や板書計画、授

業の成立について研究協議する。同単元の様々な指導事例を比較検討し、学んだことをまとめる。 

12．  歴史的分野の授業づくり 参加体験型授業づくりの工夫 [予習・復習]事前に歴史的分野の教

科書教材を研究しておく。「古代～近代」から中単元を選択し、学習指導案を作成する。 

13．  歴史的分野の授業研究 [予習・復習]歴史的分野の学習指導案を発表し、参加体験型授業の

成立について研究協議する。同単元の様々な指導事例を比較検討し、学んだことをまとめる。 

14．  公民的分野の授業づくり 討論・ディベートを取り入れた授業の工夫 [予習・復習]事前に公民的

分野の教科書教材を研究しておく。公民的分野で討論・ディベートを取り入れた学習指導案を作成す

る。 

15．  公民的分野の授業研究・授業総括 [予習・復習]公民的分野の学習指導案を発表し、討論・ディ

ベートを取り入れた授業の成立について研究協議する。社会科の学習指導案と授業について指導助

言・講評を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd71028102  聴講の可否： ×   

科目名 社会科教育法 I（二） 担当教員 ☆山本 雅一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論を踏まえて社会科の指導法を探究する。 

到達目標 
社会科の目標・内容を理解するとともに、様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業設計を行

う方法や教科指導力の基礎を身に付ける。 

授業概要 

社会科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業

設計と学習指導案を作成する。学習指導案の作成と実際の授業を検証するとともに、授業研究を

通して社会科の指導法を探究する。 

評価方法・基

準 

期末レポート（５０％ 学習指導案の作成：授業形態、指導方法、授業展開など総合的に評価す

る。） 平常点（５０％ 授業への意欲、課題への取組、発表等、授業に対する積極性を重視す

る。） 

課題のフィー

ドバック方法 

学習指導案の作成と発表では、研究協議をするとともに、指導助言・講評を行う。コメントシートの

内容や質問等は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。期間内にレポートを課し、最終授

業内に講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
社会科の学習内容について、背景となる学問領域と関連させて理解を深めること。 

テキスト 中学校学習指導要領解説 社会編文部科学省 HP ダウンロード  

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス 学校教育と教科の意義 [予習・復習]シラバスを読み、授業内容について理解をす

る。＜教育関連法規＞の配付資料から学校教育に関する規定を調べ、学校教育の目標、教育課程、

教科の意義をまとめる。 

2． 学習指導要領の変遷（１） 社会科の改訂と趣旨 [予習・復習]＜学習指導要領の変遷＞に関する

配付資料を読んでおく。講義内容に基づいて、学習指導要領試案から第８次までの学習指導要領改訂

の趣旨及び社会科の目標を理解し、整理する。 

3． 学習指導要領の変遷（２） 新学習指導要領「社会科」改訂の趣旨 [予習・復習]テキストｐ１～ｐ２２

＜学習指導要領の基本方針・改訂の趣旨＞を読んでおく。講義内容から、「主体的・対話的で深い学

び」の授業改善の考え方を理解し、整理する。 

4． 地理的分野の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ２９～ｐ８２＜地理的分野の目標と

内容＞を読んでおく。講義内容から、「日本の諸地域」について、具体的な授業場面を想定した授業設

計案を立てる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71028102 

科目名 社会科教育法 I（二） 担当教員 ☆山本 雅一 

授業内容 

5． 歴史的分野の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ８３～ｐ１２５＜歴史的分野の目標と

内容＞を読んでおく。講義内容から、「歴史との対話」について、具体的な授業場面を想定した授業設

計案を立てる。 

6． 公民的分野の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ１２６～ｐ１６８＜公民的分野の目標

と内容＞を読んでおく。講義内容から、「私たちと現代社会」について、具体的な授業場面を想定した授

業設計案を立てる。 

7． 社会科の授業形態と指導方法 [予習・復習]＜社会科の授業形態と指導方法＞に関する配付資

料を読んでおく。講義内容から、様々な授業事例を通して、実際の授業形態と指導方法を理解し、整理

する。 

8． 社会科の指導と評価 [予習・復習]＜社会科の指導と評価＞に関する配付資料を読んでおく。授

業事例から授業における指導と評価の考え方や評価方法を理解し、整理する。 

9． 社会科学習指導案の作成 [予習・復習]テキストｐ１６９～ｐ１８１＜指導計画の作成と内容の取扱

い＞を読んでおく。学習指導案の作成後、様々な学習指導案と比較検討し、学んだことをまとめる。 

10． 地理的分野の授業づくり 発問の工夫と板書計画について [予習・復習]事前に地理的分野の教

科書教材を研究しておく。「世界の諸地域」「日本の諸地域」から中単元を選択し、学習指導案を作成す

る。 

11．  地理的分野の授業研究 [予習・復習]地理的分野の学習指導案を発表し、発問や板書計画、授

業の成立について研究協議する。同単元の様々な指導事例を比較検討し、学んだことをまとめる。 

12．  歴史的分野の授業づくり 参加体験型授業づくりの工夫 [予習・復習]事前に歴史的分野の教

科書教材を研究しておく。「古代～近代」から中単元を選択し、学習指導案を作成する。 

13．  歴史的分野の授業研究 [予習・復習]歴史的分野の学習指導案を発表し、参加体験型授業の

成立について研究協議する。同単元の様々な指導事例を比較検討し、学んだことをまとめる。 

14．  公民的分野の授業づくり 討論・ディベートを取り入れた授業の工夫 [予習・復習]事前に公民的

分野の教科書教材を研究しておく。公民的分野で討論・ディベートを取り入れた学習指導案を作成す

る。 

15．  公民的分野の授業研究・授業総括 [予習・復習]公民的分野の学習指導案を発表し、討論・ディ

ベートを取り入れた授業の成立について研究協議する。社会科の学習指導案と授業について指導助

言・講評を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd71028201  聴講の可否： ×   

科目名 社会科教育法 II（一） 担当教員 ☆角 克明 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
生きる力にむびつく社会科のための教育法研究と実践。社会科教員としての授業実践力を、学習

指導計画（授業計画）・模擬授業を経験し考える。 

到達目標 
社会科教育法Ⅰや社会科教育研究Ⅰの内容も踏まえながら、授業を構成・実践できる力を身に

つけることを目標とする。 

授業概要 

社会科教員志望者の基本として、地理的分野・歴史的分野・公民的分野のそれぞれの存在意味

と、その相互の関連性について①②③の順に考察していく。①科目としての社会科の役割を理解

する。②学習指導計画（授業計画）の作成について学ぶ。③全員が模擬授業を行い、相互に評価

する。学習指導計画（授業計画）作成と模擬授業については、丁寧な助言や改善点をアドバイス

する。これらを通して教育実習（教育実践）への心構えと実践力を高めることをめざす。以上を通し

て総合的に社会科教員の指導法を探究する。★第１回授業までに履修登録が完了（履修 

評価方法・基

準 

①学習指導計画（授業計画）の作成・発表（模擬授業）・レポート【自分の授業実践に関する評

価】?60%②授業への参加（質疑・コメントなどを含む）【他者の授業実践への見方・考え方などに関

する評価・協調性など】?40%※詳細は第１回授業等で通知する予定。 

課題のフィー

ドバック方法 

模擬授業者には、終了後にアドバイスを行う。また、受講生間の質疑応答も行う。口頭による質疑

応答のほか、受講生はコメント票に意見や感想等を記載し、授業者に提供する。 

履修上の 

注意事項等 

 この授業を受講する場合、グーグルクラスルームへの登録が必要である。登録に必要な「クラス

コード」は学期のはじめにポータルサイトに掲示されるので、各自で対応すること。 模擬授業で

は、担当の授業者は前日までに学習指導計画（授業計画）、教材等授業で使用するもの一式をグ

ーグルクラスルームで配信する手順で実施する計画である。 教科書は必ず購入して受講する。

検定教科書といえども、日々刻々と変化する世の中、補足すべき情報は少なくない。そういった点

に対処するため、国内外のニュースには関心をもって接し、記録する習慣を身につ 

テキスト 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 社会編文部科学省東洋館出版社  

社会科中学生の地理 世界の姿と日本の国土  (文部科学省検定済教科書 中学校社会科用) 

帝国書院 

参考書 

授業が変わる！新しい中学社会のポイント井田仁康ほか日本文教出版 2017 

図説世界地誌【改訂版】辰己勝・辰己眞知子古今書院 2018 

子供たちへの開発教育西岡尚也ナカニシヤ出版 2007 

授業内容 

１． そもそも教育とは何か。学校教育・社会科教育の意義を考える。 [予習・復習]予習：シラバス全体

をしっかり読み、講義全体を概観する。復習：教育・学校教育・社会科教育の 3 つを、簡潔にノートにま

とめる。 

2． 中学校社会科学習指導要領を概観する。 [予習・復習]予習：学習指導要領にはどんな役割があ

るか調べておく。復習：地理的分野・歴史的分野・公民的分野の目標について、共通点・相違点をノート

にまとめる。 

3． 生きる力と社会科：地理的分野 [予習・復習]予習：「地理的なものの見方・考え方」について整理

する。復習：地理の手法である地域区分が、歴史や公民にどのように発展するのか、具体例をノートに

まとめる。 

4．生きる力と社会科：歴史的分野  [予習・復習]予習：「歴史的なものの見方・考え方」について整理

する。復習：歴史の手法である時代区分が、地理や公民にどのように発展するのか、具体例をノートに

まとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71028201 

科目名 社会科教育法 II（一） 担当教員 ☆角 克明 

授業内容 

5． 生きる力と社会科：公民的分野 [予習・復習]予習：「公民的分野のものの見方・考え方」を整理し

ておく。復習：社会科全体そして公民分野のめざす、「公民的資質」とは何か、具体例をあげノートに記

録しまとめる。 

6． 地理的分野の授業構想と構成 [予習・復習]予習：「空間認識」へ「地図帳」の活用方法を考える。

復習：地図帳・地球儀、教科書以外の視聴覚・ICT 教材について、どのようなものがあるかノートにまと

める。 

7． 歴史的分野の授業構想と構成 [予習・復習]予習：自身が歴史に興味を持つきっかけをまとめてお

く。復習：学習者の興味を促すには教科書以外にどんな教材があるか具体例をあげて、ノートに整理し

てまとめる。 

8． 公民的分野の授業構想と構成 [予習・復習]予習：最新の新聞記事・ニュースを教材化した例を考

えておく。復習：生徒に公民的分野に興味・関心を持たせるには、どんな工夫が必要かノートに整理し

てまとめる。 

9． 地理的分野の学習指導計画（授業計画）の検討 [予習・復習]予習：教科書の単元から 50 分の学

習指導計画（授業計画）を作成する。復習：各自が模擬授業を体験し、相互に意見交換しその振り返り

から改善点を整理しノートにまとめて記録しておく。 

10． 歴史的分野の学習指導計画（授業計画）の検討 [予習・復習]予習：教科書の単元から 50 分の学

習指導計画（授業計画）を作成する。復習：各自が模擬授業を体験し、相互に意見交換しその振り返り

から改善点を整理しノートにまとめて記録しておく。 

11．  公民的分野の学習指導計画（授業計画）の検討 [予習・復習]予習：教科書の単元から 50 分の

学習指導計画（授業計画）を作成する。復習：各自が模擬授業を体験し、相互に意見交換しその振り返

りから改善点を整理しノートにまとめて記録しておく。 

12．  地理的分野の模擬授業の実施 [予習・復習]予習：模擬授業へ準備、学習指導計画（授業計

画）作成と教材研究・独自の教材工夫と開発。復習：受講者相互に模擬授業を評価し「コメント票」に記

入する。改善点など意見交換を行う。 

13．  歴史的分野の模擬授業の実施 [予習・復習]予習：模擬授業へ準備、学習指導計画（授業計

画）作成と教材研究・独自の教材工夫と開発。復習：受講者相互に模擬授業を評価し「コメント票」に記

入する。改善点など意見交換を行う。 

14．  公民的分野の模擬授業の実施  [予習・復習]予習：模擬授業へ準備、学習指導計画（授業計

画）作成と教材研究・独自の教材工夫と開発。復習：受講者相互に模擬授業を評価し「コメント票」に記

入する。改善点など意見交換を行う。 

15．  総括 [予習・復習]予習：教育実習への準備、優先順位をつけ取り組む計画表を作成。復習：教

員採用試験への対策、これまでを振り返り各自の取り組みを総括して余裕を持って準備し本番に備え

る。 



【科目ページ：１／２】  cd71028202  聴講の可否： ×   

科目名 社会科教育法 II（二） 担当教員 ☆角 克明 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
生きる力にむびつく社会科のための教育法研究と実践。社会科教員としての授業実践力を、学習

指導計画（授業計画）・模擬授業を経験し考える。 

到達目標 
社会科教育法Ⅰや社会科教育研究Ⅰの内容も踏まえながら、授業を構成・実践できる力を身に

つけることを目標とする。 

授業概要 

社会科教員志望者の基本として、地理的分野・歴史的分野・公民的分野のそれぞれの存在意味

と、その相互の関連性について①②③の順に考察していく。①科目としての社会科の役割を理解

する。②学習指導計画（授業計画）の作成について学ぶ。③全員が模擬授業を行い、相互に評価

する。学習指導計画（授業計画）作成と模擬授業については、丁寧な助言や改善点をアドバイス

する。これらを通して教育実習（教育実践）への心構えと実践力を高めることをめざす。以上を通し

て総合的に社会科教員の指導法を探究する。★第１回授業までに履修登録が完了（履修 

評価方法・基

準 

①学習指導計画（授業計画）の作成・発表（模擬授業）・レポート【自分の授業実践に関する評

価】?60%②授業への参加（質疑・コメントなどを含む）【他者の授業実践への見方・考え方などに関

する評価・協調性など】?40%※詳細は第１回授業等で通知する予定。 

課題のフィー

ドバック方法 

模擬授業者には、終了後にアドバイスを行う。また、受講生間の質疑応答も行う。口頭による質疑

応答のほか、受講生はコメント票に意見や感想等を記載し、授業者に提供する。 

履修上の 

注意事項等 

 この授業を受講する場合、グーグルクラスルームへの登録が必要である。登録に必要な「クラス

コード」は学期のはじめにポータルサイトに掲示されるので、各自で対応すること。 模擬授業で

は、担当の授業者は前日までに学習指導計画（授業計画）、教材等授業で使用するもの一式をグ

ーグルクラスルームで配信する手順で実施する計画である。 教科書は必ず購入して受講する。

検定教科書といえども、日々刻々と変化する世の中、補足すべき情報は少なくない。そういった点

に対処するため、国内外のニュースには関心をもって接し、記録する習慣を身につ 

テキスト 

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 社会編文部科学省東洋館出版社  

社会科中学生の地理 世界の姿と日本の国土  (文部科学省検定済教科書 中学校社会科用) 

帝国書院 

参考書 

授業が変わる！新しい中学社会のポイント井田仁康ほか日本文教出版 2017 

図説世界地誌【改訂版】辰己勝・辰己眞知子古今書院 2018 

子供たちへの開発教育西岡尚也ナカニシヤ出版 2007 

授業内容 

１． そもそも教育とは何か。学校教育・社会科教育の意義を考える。 [予習・復習]予習：シラバス全体

をしっかり読み、講義全体を概観する。復習：教育・学校教育・社会科教育の 3 つを、簡潔にノートにま

とめる。 

2． 中学校社会科学習指導要領を概観する。 [予習・復習]予習：学習指導要領にはどんな役割があ

るか調べておく。復習：地理的分野・歴史的分野・公民的分野の目標について、共通点・相違点をノート

にまとめる。 

3． 生きる力と社会科：地理的分野 [予習・復習]予習：「地理的なものの見方・考え方」について整理

する。復習：地理の手法である地域区分が、歴史や公民にどのように発展するのか、具体例をノートに

まとめる。 

4．生きる力と社会科：歴史的分野  [予習・復習]予習：「歴史的なものの見方・考え方」について整理

する。復習：歴史の手法である時代区分が、地理や公民にどのように発展するのか、具体例をノートに

まとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71028202 

科目名 社会科教育法 II（二） 担当教員 ☆角 克明 

授業内容 

5． 生きる力と社会科：公民的分野 [予習・復習]予習：「公民的分野のものの見方・考え方」を整理し

ておく。復習：社会科全体そして公民分野のめざす、「公民的資質」とは何か、具体例をあげノートに記

録しまとめる。 

6． 地理的分野の授業構想と構成 [予習・復習]予習：「空間認識」へ「地図帳」の活用方法を考える。

復習：地図帳・地球儀、教科書以外の視聴覚・ICT 教材について、どのようなものがあるかノートにまと

める。 

7． 歴史的分野の授業構想と構成 [予習・復習]予習：自身が歴史に興味を持つきっかけをまとめてお

く。復習：学習者の興味を促すには教科書以外にどんな教材があるか具体例をあげて、ノートに整理し

てまとめる。 

8． 公民的分野の授業構想と構成 [予習・復習]予習：最新の新聞記事・ニュースを教材化した例を考

えておく。復習：生徒に公民的分野に興味・関心を持たせるには、どんな工夫が必要かノートに整理し

てまとめる。 

9． 地理的分野の学習指導計画（授業計画）の検討 [予習・復習]予習：教科書の単元から 50 分の学

習指導計画（授業計画）を作成する。復習：各自が模擬授業を体験し、相互に意見交換しその振り返り

から改善点を整理しノートにまとめて記録しておく。 

10． 歴史的分野の学習指導計画（授業計画）の検討 [予習・復習]予習：教科書の単元から 50 分の学

習指導計画（授業計画）を作成する。復習：各自が模擬授業を体験し、相互に意見交換しその振り返り

から改善点を整理しノートにまとめて記録しておく。 

11．  公民的分野の学習指導計画（授業計画）の検討 [予習・復習]予習：教科書の単元から 50 分の

学習指導計画（授業計画）を作成する。復習：各自が模擬授業を体験し、相互に意見交換しその振り返

りから改善点を整理しノートにまとめて記録しておく。 

12．  地理的分野の模擬授業の実施 [予習・復習]予習：模擬授業へ準備、学習指導計画（授業計

画）作成と教材研究・独自の教材工夫と開発。復習：受講者相互に模擬授業を評価し「コメント票」に記

入する。改善点など意見交換を行う。 

13．  歴史的分野の模擬授業の実施 [予習・復習]予習：模擬授業へ準備、学習指導計画（授業計

画）作成と教材研究・独自の教材工夫と開発。復習：受講者相互に模擬授業を評価し「コメント票」に記

入する。改善点など意見交換を行う。 

14．  公民的分野の模擬授業の実施  [予習・復習]予習：模擬授業へ準備、学習指導計画（授業計

画）作成と教材研究・独自の教材工夫と開発。復習：受講者相互に模擬授業を評価し「コメント票」に記

入する。改善点など意見交換を行う。 

15．  総括 [予習・復習]予習：教育実習への準備、優先順位をつけ取り組む計画表を作成。復習：教

員採用試験への対策、これまでを振り返り各自の取り組みを総括して余裕を持って準備し本番に備え

る。 



【科目ページ：１／２】  cd71029001  聴講の可否： ×   

科目名 地理歴史科教育法（一） 担当教員 ☆元田 茂充 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 地理歴史科の意義・目標・内容について理解し、授業展開の基本を習得する。 

到達目標 

①教育現場で高等学校地理歴史科の学習指導ができるようになる。②社会科・地理歴史科教育

の現状と課題を踏まえ、社会の変化に対応する教育者としての基礎的素養を多方面から養成す

る。 

授業概要 

本講義では高等学校の地理歴史科の教育法を指導する。学習指導要領の意義・内容を理解した

上で、学習指導案の作成、教材研究、模擬授業などに実践的に取り組み、授業を行うために必要

な知識と技能や、教員としての心構えを習得していく。※模擬授業は受講生全員が行うため、受

講生の人数次第で授業内容が変更される場合がある。※テキストの「1」･「2」は高等学校での販

売が優先されるので、大学への入荷は 4 月後半以降となる。 

評価方法・基

準 

方法：模擬授業の出来栄え、課題・レポートの提出状況、授業への取り組み方などを総合的に評

価する。基準：模擬授業を 45％、課題を 45％、授業中の小レポートを 10％とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

①受講者全員が模擬授業を行い、授業担当者には終了後にアドバイスを行う。②模擬授業時に

作成する相互評価時のコメント票については、内容の確認・評価の後、担当者に返却する。 

履修上の 

注意事項等 

①積極的な授業参加を望む。②学習指導案作成や模擬授業に備えて高校地理歴史科の教科書

を通読すること。③教材研究の一環として世界や日本各地の自然環境、政治・経済の動向、歴

史・生活文化 などに注目してテレビを見たり、新聞を読むようにする。 

テキスト 
地理総合 世界に学び地域へつなぐ（地総 704）菊地 俊夫 （代表者）二宮書店 2024 

歴史総合 近代から現代へ（歴総 707） 岸本 美緒・鈴木 淳 ほか山川出版社 2024 

参考書 

地理探究 （地探 703）手塚 章 （代表者）二宮書店 2024 

詳説世界史（世探 704）木村 靖二 ほか山川出版社 2024 

詳説日本史（日探 705）佐藤 信 ほか山川出版社 2024 

授業内容 

１．導入：教師になるには、求められる教師像 予習：シラバスを読み、講義内容 15 回の概略を理解し

ておく。復習：自身が教師を目指す理由・動機をまとめて発表する。 

2．地理歴史科教育史概説：地歴科教育の歴史・意義・目的 予習：各種資料を駆使して戦前の地理・

歴史教育と、戦後の高校社会科および地理歴史科の展開について調べる。復習：復習：地歴科教育の

歴史に関する課題を作成する。 

3．学習指導要領：平成 30 年版高等学校学習指導要領の内容と特徴 予習：学習指導要領の「総説」

の部分を読む。復習：課題に取り組む（学習指導要領の「総説」の要点をまとめる）。 

4．学習指導要領：地理系科目の内容と要点 予習：学習指導要領の「地理総合」・「地理探求」の部分

を読む。復習：課題を作成する（「地理総合」・「地理探求」の要点をまとめる）。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71029001 

科目名 地理歴史科教育法（一） 担当教員 ☆元田 茂充 

授業内容 

5．学習指導要領：歴史系科目の内容と要点 予習：学習指導要領の「歴史総合」・「世界史探究」・「日

本史探究」の部分を読む。復習：課題を作成する（「歴史総合」・「世界史探究」・「日本史探究」の要点を

まとめる）。 

6．学習指導案の作成：指導案作成の手順・書式、指導案の記述内容 予習：各種資料を駆使して学習

指導案の作成方法を調べる。復習：地理歴史科の学習指導案を作成する。 

7．教材研究の方法：教材の作成、資料の収集と扱い方、情報機器の活用 予習：各種資料を駆使して

地理・世界史・日本史における教材研究の方法について調べる。復習：授業を想定した教材（グラフ・

表・地図）を作成する。 

8．ＩＣＴ教育の導入： 意義・目的、効果、オンライン授業の形態 予習：各種資料を駆使して学校におけ

るＩＣＴ教育の実態について調べる復習：課題を作成する（ＩＣＴ教育の要点をまとめる）。 

9．様々な授業形態：ＩＣＴの活用・プレゼンテーションの技能など 予習：各種資料を駆使して授業におけ

るＩＣＴの活用やプレゼンテーションの技能について調べる。復習：パワーポイントを用いて授業を想定し

たスライドを作成する。 

10．指導方法の検討：板書術、発問・質問、机間指導など  予習：各種資料を駆使して授業における

指導方法を調べる。復習：地理歴史科の授業を想定した板書計画を作成する。 

11． 模擬授業（１）地理：相互評価と講評 予習：授業担当者は指導案を作成し、教材研究を行う。復

習：担授業当者以外はコメント票を完成させ、模擬授業から学んだこと整理する。 

12． 模擬授業（２）日本史：相互評価と講評 予習：授業担当者は指導案を作成し、教材研究を行う。復

習：担授業当者以外はコメント票を完成させ、模擬授業から学んだこと整理する。 

13． 模擬授業（３）世界史：相互評価と講評 予習：授業担当者は指導案を作成し、教材研究を行う。復

習：担授業当者以外はコメント票を完成させ、模擬授業から学んだこと整理する。 

14． 試験問題の作成：問題作成のポイント 予習：各種資料を駆使して様々な出題形式の試験問題を

収集する。復習：定期考査を想定した地理歴史科の試験問題を作成する。 

15． 成績評価：評価の方法・ポイント 予習：各種資料を駆使して成績評価の方法を調べる。復習：これ

までの授業を通して学んだことを振り返り、コメント票を作成して授業で学んだこと整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71029002  聴講の可否： ×   

科目名 地理歴史科教育法（二） 担当教員 ☆元田 茂充 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 地理歴史科の意義・目標・内容について理解し、授業展開の基本を習得する。 

到達目標 

①教育現場で高等学校地理歴史科の学習指導ができるようになる。②社会科・地理歴史科教育

の現状と課題を踏まえ、社会の変化に対応する教育者としての基礎的素養を多方面から養成す

る。 

授業概要 

本講義では高等学校の地理歴史科の教育法を指導する。学習指導要領の意義・内容を理解した

上で、学習指導案の作成、教材研究、模擬授業などに実践的に取り組み、授業を行うために必要

な知識と技能や、教員としての心構えを習得していく。※模擬授業は受講生全員が行うため、受

講生の人数次第で授業内容が変更される場合がある。※テキストの「1」･「2」は高等学校での販

売が優先されるので、大学への入荷は 4 月後半以降となる。 

評価方法・基

準 

方法：模擬授業の出来栄え、課題・レポートの提出状況、授業への取り組み方などを総合的に評

価する。基準：模擬授業を 45％、課題を 45％、授業中の小レポートを 10％とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

①受講者全員が模擬授業を行い、授業担当者には終了後にアドバイスを行う。②模擬授業時に

作成する相互評価時のコメント票については、内容の確認・評価の後、担当者に返却する。 

履修上の 

注意事項等 

①積極的な授業参加を望む。②学習指導案作成や模擬授業に備えて高校地理歴史科の教科書

を通読すること。③教材研究の一環として世界や日本各地の自然環境、政治・経済の動向、歴

史・生活文化 などに注目してテレビを見たり、新聞を読むようにする。 

テキスト 
地理総合 世界に学び地域へつなぐ（地総 704）菊地 俊夫 （代表者）二宮書店 2024 

歴史総合 近代から現代へ（歴総 707） 岸本 美緒・鈴木 淳 ほか山川出版社 2024 

参考書 

地理探究 （地探 703）手塚 章 （代表者）二宮書店 2024 

詳説世界史（世探 704）木村 靖二 ほか山川出版社 2024 

詳説日本史（日探 705）佐藤 信 ほか山川出版社 2024 

授業内容 

１．導入：教師になるには、求められる教師像 予習：シラバスを読み、講義内容 15 回の概略を理解し

ておく。復習：自身が教師を目指す理由・動機をまとめて発表する。 

2．地理歴史科教育史概説：地歴科教育の歴史・意義・目的 予習：各種資料を駆使して戦前の地理・

歴史教育と、戦後の高校社会科および地理歴史科の展開について調べる。復習：復習：地歴科教育の

歴史に関する課題を作成する。 

3．学習指導要領：平成 30 年版高等学校学習指導要領の内容と特徴 予習：学習指導要領の「総説」

の部分を読む。復習：課題に取り組む（学習指導要領の「総説」の要点をまとめる）。 

4．学習指導要領：地理系科目の内容と要点 予習：学習指導要領の「地理総合」・「地理探求」の部分

を読む。復習：課題を作成する（「地理総合」・「地理探求」の要点をまとめる）。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71029002 

科目名 地理歴史科教育法（二） 担当教員 ☆元田 茂充 

授業内容 

5．学習指導要領：歴史系科目の内容と要点 予習：学習指導要領の「歴史総合」・「世界史探究」・「日

本史探究」の部分を読む。復習：課題を作成する（「歴史総合」・「世界史探究」・「日本史探究」の要点を

まとめる）。 

6．学習指導案の作成：指導案作成の手順・書式、指導案の記述内容 予習：各種資料を駆使して学習

指導案の作成方法を調べる。復習：地理歴史科の学習指導案を作成する。 

7．教材研究の方法：教材の作成、資料の収集と扱い方、情報機器の活用 予習：各種資料を駆使して

地理・世界史・日本史における教材研究の方法について調べる。復習：授業を想定した教材（グラフ・

表・地図）を作成する。 

8．ＩＣＴ教育の導入： 意義・目的、効果、オンライン授業の形態 予習：各種資料を駆使して学校におけ

るＩＣＴ教育の実態について調べる復習：課題を作成する（ＩＣＴ教育の要点をまとめる）。 

9．様々な授業形態：ＩＣＴの活用・プレゼンテーションの技能など 予習：各種資料を駆使して授業におけ

るＩＣＴの活用やプレゼンテーションの技能について調べる。復習：パワーポイントを用いて授業を想定し

たスライドを作成する。 

10．指導方法の検討：板書術、発問・質問、机間指導など  予習：各種資料を駆使して授業における

指導方法を調べる。復習：地理歴史科の授業を想定した板書計画を作成する。 

11． 模擬授業（１）地理：相互評価と講評 予習：授業担当者は指導案を作成し、教材研究を行う。復

習：担授業当者以外はコメント票を完成させ、模擬授業から学んだこと整理する。 

12． 模擬授業（２）日本史：相互評価と講評 予習：授業担当者は指導案を作成し、教材研究を行う。復

習：担授業当者以外はコメント票を完成させ、模擬授業から学んだこと整理する。 

13． 模擬授業（３）世界史：相互評価と講評 予習：授業担当者は指導案を作成し、教材研究を行う。復

習：担授業当者以外はコメント票を完成させ、模擬授業から学んだこと整理する。 

14． 試験問題の作成：問題作成のポイント 予習：各種資料を駆使して様々な出題形式の試験問題を

収集する。復習：定期考査を想定した地理歴史科の試験問題を作成する。 

15． 成績評価：評価の方法・ポイント 予習：各種資料を駆使して成績評価の方法を調べる。復習：これ

までの授業を通して学んだことを振り返り、コメント票を作成して授業で学んだこと整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71030000  聴講の可否： ×   

科目名 公民科教育法 担当教員 ☆山本 雅一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 公民科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論を踏まえて公民科の指導法を探究する。 

到達目標 
公民科の目標・内容を理解するとともに、様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業設計を行

う方法や教科指導力の基礎を身に付ける。 

授業概要 

公民科の目標・内容を理解し、様々な学習指導理論を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業

設計と学習指導案を作成する。学習指導案の作成と実際の授業を検証するとともに、授業研究を

通して公民科の指導法を探究する。 

評価方法・基

準 

期末レポート(５０％ 学習指導案の作成：授業形態、指導方法、授業展開など総合的に評価す

る。) 平常点（５０％ 授業への意欲、課題への取組、授業に対する積極性を重視する。） 

課題のフィー

ドバック方法 

学習指導案の作成と発表では、研究協議をするとともに、指導助言・講評を行う。コメントシートの

内容や質問等は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。期間内にレポートを課し、最終授

業内に講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
公民科の学習内容について、背景となる学問領域と関連させて理解を深めること。 

テキスト 高等学校学習指導要領解説 公民編文部科学省 HP ダウンロード  

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス 学校教育と教科の意義 [予習・復習]シラバスを読み、授業内容について理解をす

る。＜教育関連法規＞の配付資料から学校教育に関する規定を調べ、高等学校教育の目標、教育課

程、教科の意義をまとめる。 

2． 高等学校学習指導要領の変遷と「公民科」 [予習・復習]＜学習指導要領の変遷＞に関する配付

資料を読んでおく。講義内容から、学習指導要領の変遷及び公民科改定の経緯と趣旨を理解し、まと

める。 

3． 「公共」の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ２７～ｐ８４＜公共の目標と内容＞を読ん

でおく。講義内容から、新科目「公共」の目標と内容について理解するとともに、背景となる学問領域と

関連させて教材研究をしておく。 

4． 「倫理」の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ８５～ｐ１２０＜倫理の目標と内容＞を読

んでおく。講義内容から、「倫理」の目標と内容について理解するとともに、背景となる学問領域と関連

させて教材研究をしておく。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71030000 

科目名 公民科教育法 担当教員 ☆山本 雅一 

授業内容 

5． 「政治・経済」の目標・内容とその取扱い [予習・復習]テキストｐ１２１～ｐ１５９＜政治・経済の目標

と内容＞を読んでおく。講義内容から、「政治・経済」の目標と内容について理解するとともに、背景とな

る学問領域と関連させて教材研究をしておく。 

6． 「公共」の教材研究と指導方法 [予習・復習]＜主権者教育＞＜思考実験を活用する授業＞に関

する配付資料を読んでおく。講義内容から、具体的な授業場面を想定した授業設計案を立てる。 

7． 「公共」の授業づくり [予習・復習]主権者教育や思考実験を活用する単元の学習指導案を作成す

る。（演習） 

8． 「公共」の授業研究 [予習・復習]「公共」の学習指導案を発表し、教材設定と活用方法、授業の成

立について研究協議するとともに、様々な指導事例と比較検討し、学んだことをまとめる。 

9． 「倫理」の教材研究と指導方法 [予習・復習＜現代に生きる自己の課題＞に関する配付資料を読

んでおく。自己の課題について、具体的な授業場面を想定した授業設計案を立てる。 

10． 「倫理」の授業づくり [予習・復習]単元「現代に生きる自己の課題」において「各種の意識調査」

や「生徒へのアンケート」を教材化する学習指導案を作成する。（演習） 

11．  「倫理」の授業研究 [予習・復習]「倫理」の学習指導案を発表し、各種の意識調査や生徒への

アンケートを効果的に活用する「倫理」の授業について研究協議するとともに、様々な指導事例を比較

検討し、学んだことをまとめる。 

12．  「政治・経済」の教材研究と指導方法 [予習・復習]＜民主政治の基本原理＞に関する配付資料

を読んでおく。民主政治の基本原理と日本国憲法について、具体的な授業場面を想定した授業設計案

を立てる。 

13．  「政治・経済」の授業づくり [予習・復習]単元「日本国憲法における基本的人権の保障」におい

て「判例」を教材とする学習指導案を作成する。（演習） 

14．  「政治・経済」の授業研究 [予習・復習]平等権、自由権、社会権、参政権、新しい人権の５分類

から学習指導案を発表し、「判例」を効果的に活用する授業について研究協議するとともに、様々な指

導事例を比較検討し、学んだことをまとめる。 

15．  授業総括 [予習・復習]各科目の学習指導案の作成と実際の授業について振り返りをするととも

に、よりよい授業づくりについて指導助言・講評を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd71031100  聴講の可否： ×   

科目名 国語科教材研究 I 担当教員 ☆元根 俊孝 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
言語の教育及び基幹教科としての国語科教育における「よりよい授業づくり」はどう在るべきかを

探究する。 

到達目標 

①豊かで確かな言語生活を支える国語科の授業づくりの手法を会得する。②各教材の価値を掌

握し、学びの過程と課題意識の視点を持って授業を構築・展開できるようになる。③国語科の特性

に応じた情報機器及び教材の活用方法を創意工夫する姿勢・手法を体得する。 

授業概要 

「国語科教育法Ⅰ」の学習成果を礎に、国語科におけるよりよい授業づくりのための教材研究の

在り方を実践的に学ぶ。模擬授業を通して、授業者・学習者の立場でよりよい授業づくりのための

教材研究はいかに行い、具体化していくかを実践的に学ぶ。 

評価方法・基

準 

授業における取り組み姿勢、課題レポート、授業における各種提出物、及び対話カードにより総合

的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

「課題レポート、授業における各種提出物」等は必要に応じて講義中にコメント行い評価する。「対

話カード」は毎回提出させ、各々にコメントを記入し、次時に返却すると共に必要に応じて講義中

に講評する。 

履修上の 

注意事項等 

シラバスに示されたように、実践・実習を伴う活動が主体となるので、積極的な受講・参加が求め

られる。前期開講の「国語科教育法Ⅰ」の継続履修が望ましい。使用するテキストは「国語科教育

法Ⅰ」と同じである。 

テキスト 「高等学校学習指導要領解説 国語編」文部科学省東洋館出版社 平成 31 年 

参考書 随時紹介する 

授業内容 

１．国語科教育の意義と授業設計・授業技術  [予習・復習]シラバスを読み、授業の概容について理

解する。講義内容を基に国語科教育の意義と使命を確認すると共に基本的な授業づくりのための技術

と準備内容を確認し、整理する。 

2．国語科学習のデザイン（１） 単元と教材  [予習・復習]「国語科教育法Ⅰ」の学習成果を基に、国

語科教育の学習デザインの在り方について考える。講義内容を基に各単元と教材の各特性をどのよう

に授業づくりに活かすか、そのポイントを確認し、整理する。 

3．国語科学習のデザイン（２） 学習指導案にかかる教材研究と教材開発 ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆ

ﾝｸﾞの活用事例を参考に）   [予習・復習]「国語科教育法Ⅰ」の学習成果を基に、国語科教育の学習

デザインの在り方、教材研究と教材開発について考える。とくに、ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの活用

事例を参考に、その内容・手法等を指導案にどのように反映し、授業づくりに活かすか、そのポイントを

確認し、整理する。 

4．学習指導案の作成と教材研究・評価の在り方（「現代の国語」における小説・詩歌教材）  [予習・復

習]事前配付資料に基づき、小説・詩歌教材について素材研究・教材研究を行うと共に学習指導案を作

成する。講義内容・研究協議に基づき、素材研究を活かした教材研究及び学習指導案の作成のポイン

ト、評価の在り方について確認し、整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71031100 

科目名 国語科教材研究 I 担当教員 ☆元根 俊孝 

授業内容 

5．模擬授業（「現代の国語」における小説・詩歌教材）   [予習・復習]本時までの講義内容を基に、提

出した学習指導案を推敲し、再作成する。模擬授業及び相互評価を通して教材の特性を活かした教材

研究の在り方について気付いたことを確認し、その留意点等を整理する。 

6．模擬授業と研究協議（「現代の国語」における小説・詩歌教材）   [予習・復習]模擬授業を振り返

り、教材の特性を活かすための授業研究の在り方・評価の在り方について整理する。授業研究・講義

を通し、教材の特性を活かした教材研究の在り方について気付いたことを確認し、その留意点につい

て整理する。 

7．学習指導案の作成と教材研究・評価の在り方（「現代の国語」における評論・論説教材 ICT 活用授

業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの具体的実践を目指して）  [予習・復習]事前配付資料に基づき、評論・論説教材

について素材研究・教材研究を行うと共に学習指導案を作成する。講義内容・研究協議に基づき、素

材研究を活かした教材研究及び学習指導案の作成のポイント、評価の在り方について確認し、整理す

る。指導案作成にあっては、ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞを意識した学習指導案を作成する。 

8．模擬授業（「現代の国語」における評論・論説教材 ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの具体的実践を

目指して）   [予習・復習]本時までの講義内容を基に、提出した学習指導案を推敲し、ICT 活用授業・

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの活用をめざして再作成する。模擬授業及び相互評価を通して教材の特性や ICT 活用

授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞを意図した授業のための教材研究の在り方について気付いたことを確認し、その

留意点等を整理する。 

9．模擬授業と研究協議（「現代の国語」における評論・論説教材 ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの活用

事例をめざして）   [予習・復習]模擬授業を振り返り、ICT 活用授業・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ授業で学習効果

を期待できるための授業の在り方、前提となる授業研究の在り方・評価の在り方について気付いたこと

を確認し、その留意点について整理する。授業研究・研究協議を振り返り、教材の特性を活かすため

の授業研究の在り方・評価の在り方について整理する。 

10．学習指導案の作成と教材研究・評価の在り方（「言語文化」における古典 随筆・評論教材）  [予

習・復習]事前配付資料に基づき、古典 随筆・評論教材について素材研究・教材研究を行うと共に学

習指導案を作成する。講義内容・研究協議に基づき、素材研究を活かした教材研究及び学習指導案

の作成のポイント、評価の在り方について確認し、整理する。 

11． 模擬授業（「言語文化」における古典 随筆・評論教材）   [予習・復習]本時までの講義内容を

基に、提出した学習指導案を推敲し、再作成する。模擬授業及び相互評価を通して教材の特性を活か

した教材研究の在り方について気付いたことを確認し、その留意点等を整理する。 

12． 模擬授業と研究協議（「言語文化」における古典 随筆・評論教材）   [予習・復習]模擬授業を振

り返り、教材の特性を活かすための授業研究の在り方・評価の在り方について整理する。授業研究・講

義を通し、教材の特性を活かした教材研究の在り方について気付いたことを確認し、その留意点につ

いて整理する。 

13． 学習指導案の作成と教材研究・評価の在り方（「言語文化」における古典 物語・詩歌教材 ICT

活用を前提とした授業づくり）  [予習・復習]事前配付資料に基づき、古典 物語・詩歌教材について

素材研究・教材研究を行うと共に ICT 活用授業を前提とした学習指導案を作成する。講義内容・研究

協議に基づき、素材研究を活かした教材研究及び ICT 活用授業を前提とした学習指導案の作成のポ

イント、評価の在り方について確認し、整理する。 

14． 模擬授業（「言語文化」における古典 物語・詩歌教材 ICT 活用を前提とした授業づくり）   [予

習・復習]本時までの講義内容を基に、提出した学習指導案を推敲し、再作成する。模擬授業及び相互

評価を通して教材の特性を活かし、ICT 活用を前提とした授業に向けた教材研究の在り方について気

付いたことを確認し、その留意点等を整理する。 

15． 模擬授業と研究協議（「言語文化」における古典 物語・詩歌教材 ICT 活用を前提とした授業づく

り）  [予習・復習]模擬授業を振り返り、教材の特性を活かすための授業研究の在り方・評価の在り方

について整理する。授業研究・講義を通し、教材の特性や ICT 活用授業を活かす教材研究の在り方に

ついて気付いたことを確認し、その留意点について整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71031200  聴講の可否： ×   

科目名 国語科教材研究 II 担当教員 ☆増田 正子 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
中・高等学校国語教育の内容・方法に関わり、具体的に教材研究・授業研究を行ない、よりよい

「授業作り」を実践的に探究する。 

到達目標 
教材についてグループおよび個人で教材研究を行い、授業を構想し学習指導案を作成することが

できる。さらに模擬授業とその振り返りとしての授業分析ができる。 

授業概要 

国語科教材研究Ⅰの応用・発展として、教材についてグループおよび個人で教材研究を行い、授

業を構想し学習指導案を作成すること、さらに模擬授業とその振り返りとしての授業分析によっ

て、よりよい授業へと改善していくことを目標とする。 

評価方法・基

準 

平常点(授業への積極的な参加）30％ 授業中の課題(指導案作成 30％・模擬授業 40％）70％ 

教材研究・授業研究を行い、学習指導案を作成し模擬授業に取り組むことができるか。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業中の発表については、担当教員がその場でコメントする。コメントシートの内容や質問は、次

回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。模擬授業については、担当教員が授業の振り返りで

コメントし評価する。 

履修上の 

注意事項等 

免許・資格科目なので、それにふさわしい真摯な学習態度で出席すること。授業への積極的な参

加・発言を求める。 

テキスト プリントを配布  

参考書 
中学校学習指導要領文部科学省 HP 参照 

高等学校学習指導要領文部科学省 HP 参照 

授業内容 

１．ガイダンス・学習指導要領について [予習・復習] シラバスを読み、授業の流れを理解する。学習

指導要領について理解を深めるためにノートなどにまとめる。 

2．教材１（小説・物語教材 中学校 1 年 教材例「麦わら帽子」）についての教材研究（目標・方法・展開

など） [予習・復習] 事前に配布した教材を読む。教材研究の方法を確認し、授業研究につなげる。 

3．教材１の授業についての具体的な指導方法（発問・板書・ノート・視聴覚教材など）について [予習・

復習] 教材研究に基づいて、具体的な指導方法を想定する。想定された指導方法の有効性を探る。 

4．教材２（小説・物語教材 中学校 2 年 教材例「夏の葬列」）についての教材研究（目標・方法・展開

など） [予習・復習] 事前に配布した教材を読む。教材研究の方法を確認し、授業研究につなげる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71031200 

科目名 国語科教材研究 II 担当教員 ☆増田 正子 

授業内容 

5．教材２の授業についての具体的指導法（発問・板書・ノート・視聴覚教材など）と指導案作成につい

て [予習・復習] 教材研究に基づいて、具体的な指導方法を想定する。想定された指導方法の有効性

を探る。 

6．教材３（小説・物語教材 高等学校 教材例「カンガルー日和」）についての教材研究（目標・方法・展

開など） [予習・復習] 事前に配布した教材を読む。教材研究の方法を確認し、授業研究につなげる。 

7．教材３の授業についての具体的指導法（発問・板書・ノート・視聴覚教材など）と指導案作成につい

て [予習・復習] 教材研究に基づいて、具体的な指導方法を想定する。想定された指導方法の有効性

を探る。 

8．小説・物語教材（中学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（１） [予習・復習] 模

擬授業の準備をする。模擬授業の振り返りを行う。 

9．小説・物語教材（中学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（２） [予習・復習] 模

擬授業の準備をする。模擬授業の振り返りを行う。 

10．小説・物語教材（高等学校教材 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（３） [予習・復習] 

模擬授業の準備をする。模擬授業の振り返りを行う。 

11． 教材４（詩歌教材 詩）についての教材研究と指導案作成（目標・方法・展開・発問・板書・視聴覚

教材など） [予習・復習] 事前に配布した教材を読む。教材研究の方法を確認し、授業研究につなげ

る。 

12． 教材５（詩歌教材 短歌）についての教材研究と指導案作成（目標・方法・展開・発問・板書・視聴

覚教材など） [予習・復習] 事前に配布した教材を読む。教材研究の方法を確認し、授業研究につな

げる。 

13． 教材６（詩歌教材 俳句）についての教材研究と指導案作成（目標・方法・展開・発問・板書・視聴

覚教材など） [予習・復習] 事前に配布した教材を読む。教材研究の方法を確認し、授業研究につな

げる。 

14． 詩歌（詩  受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（１） [予習・復習] 模擬授業の準備を

する。模擬授業の振り返りを行う。 

15． 詩歌（短歌・俳句 受講者が選んだ教材）の模擬授業と授業分析（２）授業のまとめ [予習・復習] 

模擬授業の準備をする。模擬授業の振り返りを行う。教材研究、授業研究の方法についてまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd71032100  聴講の可否： ×   

科目名 社会科教材研究 I 担当教員 中戸 義雄 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 中学生の社会認識力を養うための教材研究 

到達目標 

中学社会科が目指す目標とその学習内容を理解し、実際に社会科教材を作成し、それをもとに授

業を構成・実践できる基礎力を身につける。社会科の学習指導案を作成し、それに基づいた授業

を行えることが目標。 

授業概要 

中学校社会科（地理的分野、歴史的分野、公民的分野）の授業を構成していく上で、教材をどのよ

うに選択し、研究・開発していくことが必要なのかを考察していく。社会への関心が乏しいとされる

今日の生徒に、広義の社会認識力を養うことが一つの目標となる。社会科授業での ICT 活用も検

討していく。 

評価方法・基

準 

小レポート 20％（授業内容の理解）、授業内でのプレゼンテーション・研究発表 30％（事前準備の

程度と独自性を重視）と自作の学習指導案 50％（独自性と完成度を重視）。 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートでの主な質問・疑問については次回以降の授業で回答する。プレゼンテーション・研究

発表については授業時間内に講評する。学習指導案については個別に講評する。 

履修上の 

注意事項等 

中学校社会科の基礎学力をつけておくこと（公立高校入試レベル）。プレゼンテーションに参加し

ない者は単位認定を行わない。 

テキスト  

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業の概要を理解する。 

2．中学社会科がめざすもの [予習・復習] 学習指導要領の中学校社会科の目標について通読してお

く。学習後はその目標、主な内容と全体の構造を整理してノートにまとめる。 

3．生徒の実態を踏まえた中学社会科授業の構成について [予習・復習] 自らの経験などをもとに、社

会科に関わる現在の中学生の実態を調べて 3 つ以上あげておく。授業後は生徒の実態を踏まえた授

業のポイントをノートのまとめる。 

4．地理認識のあり方を考える－地理的分野 [予習・復習] 地理的分野について教科書の目次等でそ

の内容を通読しておく。授業後はその学習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立てるよ

うにノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71032100 

科目名 社会科教材研究 I 担当教員 中戸 義雄 

授業内容 

5．歴史認識のあり方を考える－歴史的分野  [予習・復習] 歴史的分野について教科書の目次等で

その内容を通読しておく。授業後はその学習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立てる

ようにノートにまとめる。 

6．社会認識のあり方を考える－公民的分野 [予習・復習] 公民的分野について教科書の目次等でそ

の概要を通読して。地理的分野について教科書の目次等でその内容を通読しておく。授業後はその学

習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立てるようにノートにまとめる。 

7．社会科教材の選択とその効果的な活用 [予習・復習] 自らの経験を振り返り、中学社会科での教

材や情報機器の活用事例を 2 つ以上あげておく。授業後は学習内容にもとづき、機器や教材の活用法

を整理し、ノートにまとめる。 

8．市区町村をもとにした教材作成 [予習・復習] 事前に自分が生徒たちに紹介したい市区町村を選

んでおく。授業での考察を踏まえ、その市区町村についてどのような観点から紹介することで、実感を

伴った社会科学習につながるかを考慮したうえで教材を作成する。 

9．作成教材をもとにしたグループワーク [予習・復習] 第 8 回の内容をもとに、自分が選んだ市区町

村についての教材（紹介レポート）を作成しておく。授業後はグループでのプレゼンを振り返り、自分の

教材およびプレゼン方法の課題を整理しノートにまとめる。 

10．学習指導案の構成と授業実践 [予習・復習] テキストなどで実際の学習指導案の構成について 3

つ以上の例を調べておく。授業後は学習内容をもとに、学習指導案（略案）を作成する。 

11． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(1) [予習・復習] 第 10 回の学習指導案をもとに、

授業内容と方法についてのプレゼンテーションの準備をする。授業後は自分の授業内容と方法および

プレゼンテーションの課題についてノートにまとめる。 

12． 授業テーマについての個人プレゼンテーション (2) [予習・復習] 他の受講者によるプレゼンテー

ションに参加し、その長所と課題を確認してノートにまとめる。 

13． 教材にもとづいた授業方法・授業展開 [予習・復習] プレゼンテーションでの課題を 5 つ以上あげ

ておく。模擬授業後は教員や他の受講者からのコメントを踏まえて、授業改善のポイントをノートにまと

める。 

14． 実践研究を踏まえた授業設計について [予習・復習] 資料などをもとに、実践研究の実際を調べ

ておく。授業後は学習した実践研究のポイントを整理し、それを踏まえて学習指導案を作成する。 

15． まとめ [予習・復習] これまでの学習内容を踏まえ、学習指導案を完成させて提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71032200  聴講の可否： ×   

科目名 社会科教材研究 II 担当教員 大西 英人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
中学校社会科、高等学校地歴科、公民科の教科教育の基礎となる理論と実践的な知識・スキル

を学ぶ。 

到達目標 
中学校社会科、高等学校地歴科、公民科の教員として必要な知識及び教授方法の基本を身につ

け、生徒への学習指導が出来る。 

授業概要 

中学校社会科・高等学校地歴科・公民科分野での授業について、指導内容と方法を実践的に学

ぶ事を目的としている。そのため、学習指導案の作成と模擬授業を中心として授業を展開する。

模擬授業を行う校種、科目等をあらかじめ考えて受講すること。他者の授業を評価する観点につ

いても学ぶ。教員に求められる専門性、実践的指導力の養成を目指している。 

評価方法・基

準 

学習指導案の提出・模擬授業の実施、振り返りレポート（２回分）の内容（８０％）授業観察・評価表

の提出（２０％） 

課題のフィー

ドバック方法 
各人の模擬授業終了後に、質疑ならびに講評を行う。共通ポイントは、授業で説明を行う。 

履修上の 

注意事項等 
演習形式の授業なので、欠席が一定数を超えると評価不能となる。 

テキスト 
中学校学習指導要領解説 社会編文部科学省 HP ダウンロード  

高等学校学習指導要領解説  地理歴史編 文部科学省 HP ダウンロード 

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス：講義全般の説明 [予習・復習]授業内容の確認、模擬授業のイメージ、順番等につい

て確認を行う。 

2． 学習指導要領と教材研究 [予習・復習]中学校・高等学校の学習指導要領について理解を深め

る。指導案を作成するために、単元や授業の目的について整理を行う。 

3． 学習指導案の作成について [予習・復習]学習指導案の作成の手順、教科科目の内容の整理を

行う。模擬授業のための資料収集、整理を行い、指導案を作成する。（1 回目の模擬授業は、中学校社

会科の内容） 

4．模擬授業 [予習・復習]１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。生徒役の学生は、自分

の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレポートを作成する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71032200 

科目名 社会科教材研究 II 担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．模擬授業 [予習・復習]１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。生徒役の学生は、自分

の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレポートを作成する。 

6．模擬授業 [予習・復習]１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。生徒役の学生は、自分

の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレポートを作成する。 

7．模擬授業 [予習・復習]１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。生徒役の学生は、自分

の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレポートを作成する。 

8． 模擬授業 [予習・復習]１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。生徒役の学生は、自

分の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレポートを作成する。 

9． 前半の模擬授業の反省 [予習・復習]講義内容を基に、前半の模擬授業を振りかえり、修正ポイン

トを確認・整理する。2 度目の模擬授業のための細案を作成する。 

10．  模擬授業Ⅱ [予習・復習]細案による授業。１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。

生徒役の学生は、自分の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレ

ポートを作成する。 

11．   模擬授業Ⅱ [予習・復習]細案による授業。１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行

う。生徒役の学生は、自分の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返り

レポートを作成する。 

12．  模擬授業Ⅱ [予習・復習]細案による授業。１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。

生徒役の学生は、自分の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレ

ポートを作成する。 

13．  模擬授業Ⅱ [予習・復習]細案による授業。１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行う。

生徒役の学生は、自分の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返りレ

ポートを作成する。 

14．   模擬授業Ⅱ [予習・復習]細案による授業。１人（５分から１０分）で実施。実施後振り返りを行

う。生徒役の学生は、自分の行った授業評価の内容についての確認と整理を行う。授業者は、振り返り

レポートを作成する。 

15．  まとめ [予習・復習]模擬授業を振り返り、教材研究と指導案作成のポイントを確認する。 



【科目ページ：１／２】  cd71033000  聴講の可否： ×   

科目名 地理歴史科教材研究 担当教員 中戸 義雄 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
地理歴史科が目指す目標とその内容を理解し、生徒・教師がともに興味・関心をもちうる教材研

究、授業設計を行う。 

到達目標 

地理歴史科が目指す目標とその学習内容を理解し、実際に地理歴史教材を作成し、それをもとに

授業を構成・実践できる基礎力を身につける。地理歴史科の学習指導案を作成し、それに基づい

た授業を行えることが目標。 

授業概要 

地理・歴史分野への興味・関心を高め、地理的視点、歴史的視点を獲得していくための教材のあ

り方を考える。その際に、教師自身が興味・関心をもちうるものであることが一つの重要な条件と

なるだろう。高等学校で実際に地理・歴史科の授業ができる学習指導案を作成することが最終課

題である。地理・歴史科授業での ICT 活用も検討していく。 

評価方法・基

準 

小レポート 20％（授業内容の理解度）授業内でのプレゼンテーション・研究発表 30％（事前準備の

程度と独自性を重視）と自作の学習指導案 50％（独自性と完成度を重視） 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートでの主な質問・疑問については次回以降の授業で回答する。プレゼンテーション・研究

発表については授業時間内に講評する。学習指導案については個別に講評する。 

履修上の 

注意事項等 

高校地歴の基礎学力をつけておくこと（大学入学共通テストレベル）。プレゼンテーションに参加し

ない者は単位認定を行わない。 

テキスト 高等学校学習指導要領解説 地理歴史編文部科学省 HP ダウンロード  

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業の概要を理解する。 

2．地理歴史科がめざすもの [予習・復習] 学習指導要領要領の地理歴史科の目標について通読して

おく。授業後はその目標、主な内容と全体の構造を整理しノートにまとめる。 

3．地理的視点について(1)－自然地理学分野 [予習・復習] 自然地理学分野について教科書の目次

等でその内容を通読しておく。授業後はその学習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立

てるように整理しまとめておく。 

4．地理的視点について(2)－人文地理学分野 [予習・復習] 人文地理学分野について教科書の目次

等でその内容を通読しておく。授業後はその学習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立

てるように整理しノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71033000 

科目名 地理歴史科教材研究 担当教員 中戸 義雄 

授業内容 

5．歴史的視点について(1)－日本史分野 [予習・復習] 日本史分野について教科書の目次等でその

内容を通読しておく。授業後はその学習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立てるよう

に整理しノートにまとめる。 

6．歴史的視点について(2)－世界史分野 [予習・復習] 世界史について教科書の目次等でその内容

を通読しておく。授業後はその学習内容と評価の観点を理解し、今後の教材研究に役立てるように整

理しノートにまとめる。 

7．生徒の実態を踏まえた地理歴史科授業の構成について [予習・復習] 自らの経験などをもとに、地

歴学習に関わる現在の高校生の実態を調べてその特徴・傾向を 3 つ以上あげておく。授業後は生徒の

実態を踏まえた地理歴史科授業の課題・ポイントを整理し、ノートにまとめる。 

8．地理歴史科教材の選択とその効果的な活用 [予習・復習] 自らの経験を振り返り、地歴学習での

教材や情報機器の活用事例を 2 つ以上上げておく。授業後は学習内容にもとづき、機器や教材の活

用法を理解し、ノートに整理しておく。 

9．博物館・美術館等をもとにした教材作成 [予習・復習] 事前に自分が生徒たちに紹介したい博物館

を選んでおく。授業での考察を踏まえ、その博物館についてどのような観点から紹介することで、実感

を伴った地歴学習につながるかを考慮したうえで教材の作成準備をする。 

10．作成教材をもとにしたグループワーク [予習・復習] 第 9 回の内容をもとに、自分が選んだ博物館

についての教材（紹介レポート）を作成しておく。授業後はグループでのプレゼンを振り返り、自分の教

材およびプレゼン方法の課題をノートにまとめる。 

11． 学習指導案の構成と授業実践 [予習・復習] テキストなどで実際の学習指導案の構成に 3 つ以

上調べておく。授業後は学習内容をもとに、学習指導案（略案）を作成する。 

12． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(1) [予習・復習] 第 11 回の学習指導案をもとに、

授業内容と方法についてのプレゼンテーションの準備をする。授業後は自分の授業内容と方法および

プレゼンテーションの課題について整理しノートにまとめ莉う。 

13． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(2) [予習・復習] 他の受講者によるプレゼンテーシ

ョンに参加し、その課題を確認しノートにまとめる。 

14． 教材にもとづいた授業方法・授業展開 [予習・復習] 事前にプレゼンテーションでの課題を５つ以

上あげておく。模擬授業後は教員や他の受講者からのコメントを踏まえて、授業改善のポイントを整理

しノートにまとめる。 

15． 実践研究を踏まえた授業設計について [予習・復習] 資料などをもとに、実践研究の実例を 2 つ

以上調べておく。学習内容を踏まえ、学習指導案を完成させて提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71034000  聴講の可否： ×   

科目名 公民科教材研究 担当教員 ☆山本 雅一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 公民科の教材研究・教材開発の基礎的な方法論を踏まえて、豊かで深い授業づくりを探究する。 

到達目標 
公民科の教材研究・教材開発の基礎的な方法を理解し、教材設定と教材の効果的な活用、及び

豊かで深い授業づくりの方法を身に付ける。 

授業概要 
公民科の目標を達成するための教材研究や教材開発の基礎的な方法を理解し、教材設定と教材

の効果的な活用方法を探究するとともに、豊かで深い授業づくりや指導事例研究を行う。 

評価方法・基

準 

期末レポート（５０％ 授業設計案：教材研究と教材開発、教材設定と教材活用など総合的に評価

する。） 平常点（５０％ 授業への意欲、課題への取組、発表等、授業に対する積極性を重視す

る。） 

課題のフィー

ドバック方法 

授業設計案の発表では、研究協議とともに、指導助言・講評を行う。コメントシートの内容や質問

等は、次回以降の授業に反映し、適宜紹介していく。期間内にレポートを課し、最終授業内で講評

を行う。 

履修上の 

注意事項等 
公民科の学習内容について、背景となる学問領域と関連させて教材研究をすること。 

テキスト 高等学校学習指導要領解説 公民編文部科学省 HP ダウンロード  

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス 「公民科」の教材研究 [予習・復習]シラバスを読み、授業内容について理解をする。

講義内容に基づいて、教科指導における教材の意義を確認し、整理する。 

2． 「公民科」教材研究の方法 [予習・復習]＜教材研究の方法＞に関する配付資料を読んでおく。講

義内容に基づいて、教材研究の方法の基礎を理解し、整理する。 

3． 「公共」「政治・経済」政治分野の教材研究（１）教科書教材の分析 [予習・復習]同単元の教科書

教材を比較検討しておく。教科書本文、写真、グラフ、図解等の教材の構成や特色を分析し、その教材

の効果的な活用方法を考え、まとめる。 

4． 「公共」「政治・経済」政治分野の教材研究（２）教科書教材の研究方法 [予習・復習]教科書から知

識や概念を抽出し、教科書に掲載された様々な事例から、教科書教材を最大限活用したり精選したり

して具体的な授業設計を考える。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71034000 

科目名 公民科教材研究 担当教員 ☆山本 雅一 

授業内容 

5． 「公共」「政治・経済」政治分野の教材研究（３）教科書教材以外の教材活用 [予習・復習]＜教材

開発＞に関する配付資料を読んでおく。講義内容から、教科書教材以外の教材探しとストックの方法、

及びその効果的な教材活用を考え、まとめる。 

6． 「公共」「政治・経済」経済分野の教材研究 ～ミクロ、マクロ、実験経済～ [予習・復習]「経済分

野」の教科書教材を比較研究しておく。講義内容から、ミクロ経済、マクロ経済、実験経済の手法を研

究するとともに、その手法を活用した授業設計を考える。 

7． 「倫理」哲学・宗教分野の教材研究 ～先哲の言行・原典資料の活用～ [予習・復習]＜哲学・宗

教の原典資料＞に関する配付資料を読んでおく。講義内容から、先哲の言行・原典資料を活用し、先

哲の人間観、世界観を手掛かりとした授業設計を考える。 

8．「公共」哲学・宗教分野の教材研究 ～思考実験の活用～ [予習・復習]＜思考実験＞に関する配

付資料を読んでおく。講義内容から、人間の在り方生き方を考察するため、思考実験を活用した授業

設計を考える。 

9． 「公民科」各科目の授業設計案の作成 [予習・復習]各科目の目標を達成するための教材設定と

教材活用について研究する。教科書教材、教科書教材以外の教材、原典資料、思考実験等を活用し

た授業設計案を作成する。 

10． 「公民科」の教材活用と授業研究 [予習・復習]教科書教材、教科書教材以外の教材、原典資

料、思考実験等を活用した授業設計案の発表を行う。公民科における教材設定と教材活用をテーマに

授業の研究協議を行うとともに、講評を行う。 

11．  「公民科」における専門家・関係諸機関との連携授業 [予習・復習]＜公民科における連携授業

＞に関する配付資料を読んでおく。専門家や関係諸機関の授業研究をするとともに、専門家や関係諸

機関の教材資料の活用を考え、まとめる。 

12．  「公民科」における補完教材を活用した授業設計 [予習・復習]＜図解・表解を活用した補完教

材＞に関する配付資料を読んでおく。公民科の知識・概念・理論を具体的かつ可視的に理解する図

解・表解の活用を考え、まとめる。 

13．  「公民科」における思考ツールを活用した授業設計 [予習・復習]＜思考ツールの基礎＞に関す

る配付資料を読んでおく。公民科の学習において、課題追究と課題解決の学習に効果的な思考ツール

の活用を考え、図解、思考ツールを活用したワークシートの作成をする。 

14．  「公民科」における哲学的対話の手法を活用した授業設計 [予習・復習]＜哲学的対話＞に関す

る配付資料を読んでおく。公民科において哲学的対話の手法を活用し、対話的で深い学びを探究する

授業設計を行う。 

15．  授業設計案の発表と授業研究・授業総括 [予習・復習]図解・思考ツール・哲学的対話を活用し

た授業設計案を発表する。公民科における教材設定と教材活用について研究協議をするとともに、講

評を行う。また、これまでの授業を振り返り総括を行う。 



【科目ページ：１／２】  cd71035501  聴講の可否： ×   

科目名 道徳教育論（一） 担当教員 中戸 義雄 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 道徳教育実践のための原理的・実践的考察 

到達目標 

道徳の意義や原理を踏まえ、道徳教育の柱となる道徳科の目標や内容や指導計画などを理解す

る。これらをもとに、児童生徒が自らの生き方を考えられる道徳教育・道徳授業を構成・実践でき

る基礎力を身につけることをめざす。道徳科の学習指導案を作成し、それに基づいた授業を行え

ることが目標。 

授業概要 

「道徳的」ということは堅苦しく融通の利かないイメージとしてとらえられることが多い。しかし道徳

は自分自身、他者そして社会などと自分とのかかわりのあり方をとらえたものであり、その点から

も動的であることが理解される。本授業では、まず道徳の本質やそのあり方を理解し、学校教育

における道徳教育が目指すものを考察していく。そのうえで、学校の教育活動全体を通して実践さ

れる必要のある道徳教育のあり方を多面的に考察し、その実践への基礎を身に着けていく。 

評価方法・基

準 

授業中の小レポート 30％（授業内容の理解度）、プレゼンテーション・研究発表 20％（事前の準

備と独自性を重視）と自作の学習指導案 50％（独自性と完成度を重視） 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートの主な質問・疑問については次回以降の授業で紹介し、必要に応じて回答する。プレ

ゼンテーションについては担当教員がコメントし評価する。学習指導案については個別に講評す

る。 

履修上の 

注意事項等 

出席することは当然の前提条件。加えて積極的な参加を求める。プレゼンテーションに参加しない

者は単位認定を行わない。 

テキスト 
道徳教育の可能性中戸義雄他編ナカニシヤ出版 2005 

中学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 文部科学省 HP ダウンロード 

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業概要について理解をする。 

2．道徳教育とは何か [予習・復習] 小中学校時代に自分が経験した道徳教育（道徳授業）の実例に

ついて 3 つ以上あげておく。授業を踏まえたうえでその問題点、課題をノートにまとめる。 

3．道徳教育の現状 [予習・復習] あらかじめテキスト第 1 章を通読しておく。授業での考察を踏まえ、

道徳教育の現状と課題をノートにまとめる。 

4．道徳と倫理 [予習・復習] あらかじめテキスト第 2 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、道徳と倫

理の関係性についてノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71035501 

科目名 道徳教育論（一） 担当教員 中戸 義雄 

授業内容 

5．道徳教育の歴史 [予習・復習] あらかじめテキスト第 3 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、わが

国の道徳教育の歴史の流れをノートにまとめる。 

6．学習指導要領と道徳教育 [予習・復習] 学習指導要領に示された道徳教育の概要を通読しておく。

学習内容を踏まえ、そこに示されている人間観について理解しノートにまとめる。 

7．道徳性の発達－ピアジェ、コールバーグ [予習・復習] あらかじめテキスト第 4 章を通読しておく。

学習内容を踏まえたうえで道徳性の発達のあり方についてノートにまとめておく。 

8．モラルジレンマとは [予習・復習] 配布された資料を通読しておく。学習内容を踏まえ、児童生徒の

思考に働きかける教材のあり方、課題をノートのまとめる。 

9．道徳教育と生徒指導 [予習・復習] あらかじめテキスト第 13 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、

道徳教育と生徒指導・進路指導との関係のあり方をノートにまとめる。 

10．道徳の哲学的考察 [予習・復習] あらかじめテキスト第 5 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、

道徳的価値判断、道徳的相対主義のあり方についてノートにまとめる。 

11． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(1)準備の仕方 [予習・復習] 自らが取り上げる道

徳授業のテーマを選んでおく。そのテーマについてのプレゼンテーションの準備をする。 

12． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(2)工夫の仕方 [予習・復習] 道徳授業テーマのプ

レゼンテーションをより効果的に行うための工夫を検討しておく。プレゼンテーションの実施を踏まえて

今後の課題をノートにまとめる。 

13． 興味・関心がもてる教材のあり方とは [予習・復習] あらかじめテキスト第 15、16 章を通読してお

く。学習内容を踏まえ、児童生徒が関心を持つことができる道徳教材のあり方を検討し、ノートにまとめ

る。 

14． 教材にもとづいた道徳教育の進め方 [予習・復習] 自分が設定した授業テーマにかかわる教材

を選んでおく。その効果的な利用方法についてノートにまとめる。 

15． まとめ [予習・復習] 本授業のさまざまな考察やプレゼンテーションをもとに、自らが実施する道

徳授業の学習指導案を完成させて提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71035502  聴講の可否： ×   

科目名 道徳教育論（二） 担当教員 中戸 義雄 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 道徳教育実践のための原理的・実践的考察 

到達目標 

道徳の意義や原理を踏まえ、道徳教育の柱となる道徳科の目標や内容や指導計画などを理解す

る。これらをもとに、児童生徒が自らの生き方を考えられる道徳教育・道徳授業を構成・実践でき

る基礎力を身につけることをめざす。道徳科の学習指導案を作成し、それに基づいた授業を行え

ることが目標。 

授業概要 

「道徳的」ということは堅苦しく融通の利かないイメージとしてとらえられることが多い。しかし道徳

は自分自身、他者そして社会などと自分とのかかわりのあり方をとらえたものであり、その点から

も動的であることが理解される。本授業では、まず道徳の本質やそのあり方を理解し、学校教育

における道徳教育が目指すものを考察していく。そのうえで、学校の教育活動全体を通して実践さ

れる必要のある道徳教育のあり方を多面的に考察し、その実践への基礎を身に着けていく。 

評価方法・基

準 

授業中の小レポート 30％（授業内容の理解度）、プレゼンテーション・研究発表 20％（事前の準

備と独自性を重視）と自作の学習指導案 50％（独自性と完成度を重視） 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートの主な質問・疑問については次回以降の授業で紹介し、必要に応じて回答する。プレ

ゼンテーションについては担当教員がコメントし評価する。学習指導案については個別に講評す

る。 

履修上の 

注意事項等 

出席することは当然の前提条件。加えて積極的な参加を求める。プレゼンテーションに参加しない

者は単位認定を行わない。 

テキスト 
道徳教育の可能性中戸義雄他編ナカニシヤ出版 2005 

中学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 文部科学省 HP ダウンロード 

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション [予習・復習] シラバスを読み、授業概要について理解をする。 

2．道徳教育とは何か [予習・復習] 小中学校時代に自分が経験した道徳教育（道徳授業）の実例に

ついて 3 つ以上あげておく。授業を踏まえたうえでその問題点、課題をノートにまとめる。 

3．道徳教育の現状 [予習・復習] あらかじめテキスト第 1 章を通読しておく。授業での考察を踏まえ、

道徳教育の現状と課題をノートにまとめる。 

4．道徳と倫理 [予習・復習] あらかじめテキスト第 2 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、道徳と倫

理の関係性についてノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71035502 

科目名 道徳教育論（二） 担当教員 中戸 義雄 

授業内容 

5．道徳教育の歴史 [予習・復習] あらかじめテキスト第 3 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、わが

国の道徳教育の歴史の流れをノートにまとめる。 

6．学習指導要領と道徳教育 [予習・復習] 学習指導要領に示された道徳教育の概要を通読しておく。

学習内容を踏まえ、そこに示されている人間観について理解しノートにまとめる。 

7．道徳性の発達－ピアジェ、コールバーグ [予習・復習] あらかじめテキスト第 4 章を通読しておく。

学習内容を踏まえたうえで道徳性の発達のあり方についてノートにまとめておく。 

8．モラルジレンマとは [予習・復習] 配布された資料を通読しておく。学習内容を踏まえ、児童生徒の

思考に働きかける教材のあり方、課題をノートのまとめる。 

9．道徳教育と生徒指導 [予習・復習] あらかじめテキスト第 13 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、

道徳教育と生徒指導・進路指導との関係のあり方をノートにまとめる。 

10．道徳の哲学的考察 [予習・復習] あらかじめテキスト第 5 章を通読しておく。学習内容を踏まえ、

道徳的価値判断、道徳的相対主義のあり方についてノートにまとめる。 

11． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(1)準備の仕方 [予習・復習] 自らが取り上げる道

徳授業のテーマを選んでおく。そのテーマについてのプレゼンテーションの準備をする。 

12． 授業テーマについての個人プレゼンテーション(2)工夫の仕方 [予習・復習] 道徳授業テーマのプ

レゼンテーションをより効果的に行うための工夫を検討しておく。プレゼンテーションの実施を踏まえて

今後の課題をノートにまとめる。 

13． 興味・関心がもてる教材のあり方とは [予習・復習] あらかじめテキスト第 15、16 章を通読してお

く。学習内容を踏まえ、児童生徒が関心を持つことができる道徳教材のあり方を検討し、ノートにまとめ

る。 

14． 教材にもとづいた道徳教育の進め方 [予習・復習] 自分が設定した授業テーマにかかわる教材

を選んでおく。その効果的な利用方法についてノートにまとめる。 

15． まとめ [予習・復習] 本授業のさまざまな考察やプレゼンテーションをもとに、自らが実施する道

徳授業の学習指導案を完成させて提出する。 



【科目ページ：１／２】  cd71036501  聴講の可否： ×   

科目名 
特別活動・総合的な学習の時間の指導法

（一） 
担当教員 大西 英人 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
「特別活動」のあるべき姿の理解とその指導法、「総合的な学習の時間」を効果的に指導する力量

を育成する。 

到達目標 「特別活動」「総合的な学習の時間」の目標を達成する指導理論と実践の基礎を身につける。 

授業概要 

「特別活動」及び「総合的な学習の時間」の基本的な知識を得ると共に、各々の教育活動の指導

で果たす教員の役割などについて理解する。授業では、学習指導要領の解説に基づき、理論と実

践（ワークショップ）を展開するとともに、この教育活動の性質を踏まえ、グループワークやプレゼ

ンテーションの機会を取り入れる。 

評価方法・基

準 

対話カード（１０％）で関心・意欲・態度を評価する。課題レポート並びに事例研究資料の作成等に

より、考察力、表現力等を総合的に評価（９０％）する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カードの質問等は講義内でコメント、評価する。課題レポート並びにホームルーム活動指導

案を講義内で批評・評価する。 

履修上の 

注意事項等 
講義内のワーク等については、積極的な姿勢で参加すること 

テキスト 
中学校学習指導要領解説 特別活動編文部科学省 HP ダウンロード  

中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 文部科学省 HP ダウンロード 

参考書  

授業内容 

１．ガイダンス（学校教育における「特別活動」「総合的な学習の時間」） [予習・復習] シラバスを読

み、授業内容について理解する。講義内容に基づき教育における「特別活動」「総合的な学習の時間」

の位置づけを確認し、整理する。 

2．学習指導要領と「特別活動」「総合的な学習の時間」の変遷 [予習・復習] 事前配付資料及びテキ

ストを基に、「特別活動」「総合的な学習の時間」の設置経緯を考える。講義内容に基づき、各々の教育

活動の変遷の背景、設置の趣旨やねらいについて確認し、整理する。 

3．「特別活動」の特質と目標及び教育的意義 [予習・復習] テキストを読み、自己の経験をふり返り、

具体的な「特別活動」「総合的な学習の時間」から学んだことを考える。教育課程に位置づけられた

各々の教育活動の特質と目標及び教育的意義を確認し、整理する。 

4．「特別活動」と教育課程（各教科、道徳）及び生徒指導等との関係 [予習・復習] 自己の経験をふり

返り、「特別活動」と他の教育活動との関係性について考える。講義内容に基づき、教育課程内の「特

別活動」の位置づけと生徒指導の関連性について確認し、整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71036501 

科目名 
特別活動・総合的な学習の時間の指導法

（一） 
担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．「総合的な学習の時間」の特質と目標及び教育的意義 [予習・復習] テキストを読み、自己の経験

をふり返り、具体的な「総合的な学習の時間」から学んだことを考える。教育課程に位置づけられた教

育活動の特質と目標及び教育的意義を確認し、整理する。 

6．「特別活動」「総合的な学習の時間」における「学校力」「教師力」 [予習・復習] 自己の経験を基に、

指導者の立場から「特別活動」「総合的な学習の時間」を実施する場合の要件等について考える。講義

内容に基づき、各々の教育活動に求められる「教師力」「学校力」についてレポートを作成する。 

7．「特別活動」の内容（１）ホームルーム活動 [予習・復習] 事前配布した事例（ホームルーム活動）を

基に、具体的指導のポイントを考える。講義や演習から、教育活動の基本となるホームルーム活動の

在り方、留意点について確認し、整理する。 

8．特別活動の内容（２）生徒会活動と学校行事 ][予習・復習] 事前配布した事例（生徒会活動・学校

行事）を基に、具体的指導のポイントを考える。講義や演習から、生徒会活動・学校行事のねらい、実

施上の工夫、留意点等について確認し、整理する。 

9．特別活動の内容の取り扱いと評価 [予習・復習] 7・8 時限目の学びをふまえ、特別活動の在り方、

留意点を確認する。講義と演習の内容に基づき、特別活動の評価の在り方についてレポートを作成す

る。 

10．「特別活動」（ホームルーム活動）等の指導手法について [予習・復習] ホームルーム活動及び学

校行事等での指導方法を確認する。グループワークの準備を行う。 

11． 「特別活動」（ホームルーム活動）等の集団づくり指導(ワークショップ [予習・復習] 各班でのワー

クショップを通してを通して、指導の在り方を整理し、実施上の工夫のポイントを確認する。前時の学び

の視点を加味してワークショップを振り返る。評価ポイントを確認する。 

12． 「総合的な学習（探求）の時間」領域と内容の取り扱い及び評価 [予習・復習] 5・6 時限目の学び

をふまえ、「総合的な学習の時間」の在り方、留意点を確認する。講義と演習の内容に基づき、「総合的

な学習の時間」の評価の在り方について考察する。 

13． 「総合的な学習の時間」の指導案の作成（演習） [予習・復習] 事前配付資料に基づき、「総合的

な学習の時間」の指導案を作成する。講義とグループワークを通して、作成した各指導案の指導の在り

方を整理し、実施上の工夫のポイントを確認する。 

14． 「総合的な学習の時間」の事例研究 [予習・復習] 前時の学びの視点を加味して具体的な指導

方法についてポイントを確認する。授業研究に即して「総合的な学習の時間」の在り方等を整理し、評

価ポイントを確認する。ふり返りシートを作成する。 

15． 「特別活動」「総合的な学習の時間」の指導法の総括 [予習・復習] これまでの講義内容をふり返

り、確かな「特別活動」「総合的な学習の時間」の在り方について確認し、整理する。学習到達度確認に

基づき、教育課程上の位置づけを確認すると共に具体的な実施に向けてポイントを確認し、整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71036502  聴講の可否： ×   

科目名 
特別活動・総合的な学習の時間の指導法

（二） 
担当教員 ☆山本 雅一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 

「望ましい集団活動を通して」という方法原理を軸にしながら、特別活動のあるべき姿とその指導

法、また各教科学習及び教育活動で育まれる見方・考え方を総合的に活用して実社会で生きる力

や知識・技能を獲得するための指導法を探究する。 

到達目標 「特別活動」及び「総合的な学習の時間」の目標を達成する指導理論と実践の基礎を身に付ける。 

授業概要 

「特別活動」及び「総合的な学習の時間」の基本的な知識を得るとともに、各々の教育活動の指導

で果たす教員の役割などについて理解する。授業では、学習指導要領の解説に基づき、理論と実

践（演習・事例研究等）を展開するとともに、その性質を踏まえて演習を盛り込み、学生の発表・質

疑を適宜取り入れる。 

評価方法・基

準 

学習到達度確認（５０％）、授業中の課題発表、各指導案の作成等（５０％）により総合的に評価す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

期間内に学習到達度確認を実施し、最終講義内で講評を行う。授業中の各指導案の作成、課題

レポート等は必要に応じて講義中にコメントする。 

履修上の 

注意事項等 

「特別活動」「総合的な学習の時間」は、講義において指導法の基礎を理解するとともに、具体的

な指導案の作成及び実践演習等を取り入れるので、積極的・能動的に臨むこと。 

テキスト 
高等学校学習指導要領解説 特別活動編文部科学省 HP ダウンロード  

高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間 文部科学省 HP ダウンロード 

参考書  

授業内容 

１． ガイダンス（学校教育における「特別活動」「総合的な学習の時間」） [予習・復習]シラバスを読

み、授業内容について理解する。講義内容から、教育における「特別活動」「総合的な学習の時間」の

位置付けを確認し、整理する。 

2． 学習指導要領と「特別活動」「総合的な学習の時間」の変遷 [予習・復習]事前配付資料及びテキ

ストを基に、「特別活動」「総合的な学習の時間」の設置経緯を考える。講義内容に基づき、各々の教育

活動の変遷の背景、設置の趣旨やねらいについて確認し、整理する。 

3． 「特別活動」の特質と目標及び教育的意義 [予習・復習]テキストを読み、自己の経験を振り返り、

具体的な「特別活動」から学んだことを考える。教育課程に位置付けられた特別活動の特質と目標及

び教育的意義を確認し、整理する。 

4． 「特別活動」と教育課程（各教科、道徳）及び生徒指導等との関連 [予習・復習]自己の経験を振り

返り、「特別活動」と他の教育活動との関連性について考える。講義内容から、教育課程内の「特別活

動」の位置付けと生徒指導の関連性について確認し、整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71036502 

科目名 
特別活動・総合的な学習の時間の指導法

（二） 
担当教員 ☆山本 雅一 

授業内容 

5． 「総合的な学習の時間」の特質と目標及び教育的意義 [予習・復習]テキストを読み、自己の経験

を振り返り、具体的な「総合的な学習の時間」から学んだことを考える。教育課程に位置付けられた教

育活動の特質と目標及び教育的意義を確認し、整理する。 

6． 「特別活動」「総合的な学習の時間」における「学校力」「教師力」 [予習・復習]自己の経験を基に、

指導者の立場から「特別活動」「総合的な学習の時間」を実施する場合の要件等について考える。講義

内容に基づき、各々の教育活動に求められる「学校力」「教師力」についてレポートを作成する。 

7． 「特別活動」の内容（１） ホームルーム活動 [予習・復習]テキストを読み、ホームルーム活動の目

標と内容を理解する。講義内容から、学校におけるホームルームの位置付けと役割、ホームルーム活

動を通して身に付ける能力を確認し、整理する。 

8．  ホームルーム活動指導案の作成（演習） [予習・復習]事前配付資料＜ホームルーム活動指導

案の作成＞を読んでおく。講義内容から、３年間を見通したホームルームの年間指導計画を立てるとと

もに、個別の活動指導案を作成する。 

9． ホームルーム活動の指導事例研究 [予習・復習]個別のホームルーム活動指導案を検証する。各

種の指導事例を参考にホームルーム活動の在り方と指導の工夫を確認し、整理する。 

10． 「特別活動」の内容（２） 生徒会活動と学校行事 [予習・復習]テキストを読み、生徒会活動と学

校行事の目標・内容を理解する。講義内容に基づいて、自己の経験を振り返り、生徒会活動と学校行

事の活動内容を再確認し、その教育的意義を整理する。 

11．  生徒会活動と学校行事の企画案の作成（演習） [予習・復習]事前配付資料＜生徒会活動・学

校行事の企画案作成＞を読んでおく。講義内容から、学校文化を創る特別活動の意義を理解し、生徒

会活動、または学校行事の個別企画案を作成する。 

12．  生徒会活動と学校行事の指導事例研究 [予習・復習]生徒会活動、学校行事の個別企画案に

ついて検証する。各種の指導事例を参考に生徒会活動、学校行事の在り方や企画内容、指導の工夫

を確認し、整理する。 

13．  「総合的な学習の時間」 領域と内容の取扱い [予習・復習]第５．６時限目の学びを踏まえ、「総

合的な学習の時間」の在り方、留意点を確認する。講義内容に基づいて、探究的な学習の指導のポイ

ントを確認し、整理する。 

14．  「総合的な学習の時間」の指導案の作成（演習） [予習・復習]事前配付資料に基づき、「総合的

な学習の時間」の指導案を作成する。講義を通して、作成した各指導案の指導の在り方を整理し、実施

上の工夫のポイントを確認する。 

15．  「特別活動」「総合的な学習の時間」の指導法の総括 [予習・復習]これまでの講義内容を振り返

り、確かな「特別活動」「総合的な学習の時間」の在り方について確認する。学習到達度確認に基づき、

教育課程上の位置付けを確認するとともに、具体的な実施に向けてポイントを確認し、整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71037501  聴講の可否： ×   

科目名 教育方法・技術論（ICT の活用含む）（一） 担当教員 ☆笠置 慎一 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業のデザインとそのための ICT の活用 

到達目標 
授業をデザインするために必要な要素を理解するとともに、ICT の機能を学習指導に効果的に活

用できるスキルを身につける。 

授業概要 

社会で求められる人材の多様化が一層進むなかで、学校教育においても、生徒の学習への興

味・関心を高めるなど、それぞれの個性を生かした主体的な授業の有り様が求められている。本

講座では、授業をデザインするために必要な要素を理解するとともに、電子黒板をはじめ ICT の

機能を生徒の学習活動に生かすことのできるスキルを身につけ、生きる力を育む授業の方法を考

える。 

評価方法・基

準 

毎回の授業で示した課題や探究のレポートの提出及び内容で評価する。レポートでは、資料収

集、分析、考察、持論等が適切に展開できているか（課題に真摯に取り組む姿勢など）を重視す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

課題レポートや対話カード（コメントシート）による記述や質問・疑問は、次回以降の授業に反映

し、適宜紹介していく。最終授業終了後講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
特になし 

テキスト 
テキストは使用しないが、講義レジュメ及び参考資料による。Web 上の必見サイトや探究サイトを

随時紹介する。  

参考書 
中学校学習指導要領解説 国語編/社会編文部科学省 HP 参照 

高等学校学習指導要領解説 国語編・地理歴史編・公民編・情報編文部科学省 HP 参照 

授業内容 

１．ガイダンス・教育方法の概論  [予習・復習] 「教育」とはなにか？を考えてみる。 

2．授業の構造と授業力 [予習・復習] 授業力の必要性を考えてみる。 

3．授業の方法による学習指導の形態 [予習・復習] 確かな学力を育む授業とはどのようなものか考

えてみる。 

4．授業の設計（１）授業の目標・ねらい等 [予習・復習] 学習指導要領（解説）に示されている教科の

目標を確認する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71037501 

科目名 教育方法・技術論（ICT の活用含む）（一） 担当教員 ☆笠置 慎一 

授業内容 

5．授業の設計（２）学習指導案  [予習・復習] 学習指導案に盛り込まれている授業設計の要素を整

理し、その必要性を再確認する。 

6．授業の展開 [予習・復習] 授業における「働きかけ」・「発問」について、具体的な例を挙げながら、

整理する。 

7．指導と評価の一体化 [予習・復習] 「目標に準拠した評価の在り方」、「指導と評価の一体化」につ

いて考えてみる。 

8．教育メディアの特性と学習指導における活用 [予習・復習] 指導の手段としてのいろいろなメディア

があることを調べる。 

9．教育メディアの特性（１）活字・音声 [予習・復習] 学習の深化を図るための「抽象化と具体化」の必

要性を確認する。 

10．教育メディアの特性（２）映像 [予習・復習] 映像による教材化の有効性と問題点を検証する。 

11． 教育メディアの特性（３）ICT [予習・復習] PC の機能の有効性と問題点を検証する。 

12． ICT 活用における留意点 [予習・復習] いろいろなメディアの光と陰を知り、授業での活用上の課

題を検証する。 

13． 映像の授業への活用（演習）教材映像や録画映像  [予習・復習] 活用事例を情報収集する。著

作権についても探求する。 

14． ICT の授業への活用（演習）Web・電子黒板・デジタル教科書等 [予習・復習] 活用事例を情報収

集するとともに、反映した授業（学習指導案）を構成してみる。 

15． 授業全体のまとめ [予習・復習] 学習指導要領が求める「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業とはなにか、またその工夫とはなにかを整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71037502  聴講の可否： ×   

科目名 教育方法・技術論（ICT の活用含む）（二） 担当教員 ☆笠置 慎一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業のデザインとそのための ICT の活用 

到達目標 
授業をデザインするために必要な要素を理解するとともに、ICT の機能を学習指導に効果的に活

用できるスキルを身につける。 

授業概要 

社会で求められる人材の多様化が一層進むなかで、学校教育においても、生徒の学習への興

味・関心を高めるなど、それぞれの個性を生かした主体的な授業の有り様が求められている。本

講座では、授業をデザインするために必要な要素を理解するとともに、電子黒板をはじめ ICT の

機能を生徒の学習活動に生かすことのできるスキルを身につけ、生きる力を育む授業の方法を考

える。 

評価方法・基

準 

毎回の授業で示した課題や探究のレポートの提出及び内容で評価する。レポートでは、資料収

集、分析、考察、持論等が適切に展開できているか（課題に真摯に取り組む姿勢など）を重視す

る。 

課題のフィー

ドバック方法 

課題レポートや対話カード（コメントシート）による記述や質問・疑問は、次回以降の授業に反映

し、適宜紹介していく。最終授業終了後講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 
特になし 

テキスト 
テキストは使用しないが、講義レジュメ及び参考資料による。Web 上の必見サイトや探究サイトを

随時紹介する。  

参考書 
中学校学習指導要領解説 国語編/社会編文部科学省 HP 参照 

高等学校学習指導要領解説 国語編・地理歴史編・公民編・情報編文部科学省 HP 参照 

授業内容 

１．ガイダンス・教育方法の概論  [予習・復習] 「教育」とはなにか？を考えてみる。 

2．授業の構造と授業力 [予習・復習] 授業力の必要性を考えてみる。 

3．授業の方法による学習指導の形態 [予習・復習] 確かな学力を育む授業とはどのようなものか考

えてみる。 

4．授業の設計（１）授業の目標・ねらい等 [予習・復習] 学習指導要領（解説）に示されている教科の

目標を確認する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71037502 

科目名 教育方法・技術論（ICT の活用含む）（二） 担当教員 ☆笠置 慎一 

授業内容 

5．授業の設計（２）学習指導案  [予習・復習] 学習指導案に盛り込まれている授業設計の要素を整

理し、その必要性を再確認する。 

6．授業の展開 [予習・復習] 授業における「働きかけ」・「発問」について、具体的な例を挙げながら、

整理する。 

7．指導と評価の一体化 [予習・復習] 「目標に準拠した評価の在り方」、「指導と評価の一体化」につ

いて考えてみる。 

8．教育メディアの特性と学習指導における活用 [予習・復習] 指導の手段としてのいろいろなメディア

があることを調べる。 

9．教育メディアの特性（１）活字・音声 [予習・復習] 学習の深化を図るための「抽象化と具体化」の必

要性を確認する。 

10．教育メディアの特性（２）映像 [予習・復習] 映像による教材化の有効性と問題点を検証する。 

11． 教育メディアの特性（３）ICT [予習・復習] PC の機能の有効性と問題点を検証する。 

12． ICT 活用における留意点 [予習・復習] いろいろなメディアの光と陰を知り、授業での活用上の課

題を検証する。 

13． 映像の授業への活用（演習）教材映像や録画映像  [予習・復習] 活用事例を情報収集する。著

作権についても探求する。 

14． ICT の授業への活用（演習）Web・電子黒板・デジタル教科書等 [予習・復習] 活用事例を情報収

集するとともに、反映した授業（学習指導案）を構成してみる。 

15． 授業全体のまとめ [予習・復習] 学習指導要領が求める「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けた授業とはなにか、またその工夫とはなにかを整理する。 



【科目ページ：１／２】  cd71038001  聴講の可否： ×   

科目名 生徒指導論（一） 担当教員 ☆辻 寛司 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 生徒の「自己指導能力」獲得への指導・援助と生徒指導の在り方の探究 

到達目標 

生徒理解の定義や生徒指導上の課題について理解するとともに、学校教育活動全体を通じた指

導と校内外の連携も含めた組織的・体系的な指導・援助の在り方について理解し、実践的指導力

を身につける。 

授業概要 

生徒指導は、問題行動等への指導などに限定されるものではなく、学校教育活動全体を通じてそ

の役割を果たすものである。本講座では、テキストや配付資料を基に生徒指導の基本的理論を理

解するとともに、今日的な生徒指導上の諸課題に対して生徒指導実践の検討（事例演習）を通し

て生徒理解に基づく生徒指導やキャリア教育の在り方を探究する。 

評価方法・基

準 

授業終了時に作成する『小レポート』（授業内容の理解度と課題意識）と『課題レポート』（テーマと

どう向き合い、自身の見解を明確に示し、深め、論理的に説明しているか）等により総合的に評価

する。 

課題のフィー

ドバック方法 

毎時間作成する『小レポート』については次回の講義内で質問・疑問に答えるとともに、、『課題レ

ポート』等は必要に応じてコメントを行い評価する。 

履修上の 

注意事項等 

本講座は教員免許状の課程認定科目です。積極的かつ能動的な態度で受講すること。実務経験

のある教員が担当します。担当教員が学校教育現場や教育行政機関で従事した経験もふまえて

展開しますので、自分なりに課題意識と目的意識をもって受講すること。 

テキスト 
生徒指導提要（改訂版）東洋館出版社 2023 

適宜講義関係資料を配付する。  

参考書 随時紹介する。 

授業内容 

１．ガイダンス（生徒指導の定義と目的） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。

自分が受けてきた生徒指導の経験を振り返り、受講への課題意識をもつ。 

2．教育課程における生徒指導の位置づけ [予習・復習] 教育課程に位置づけられた教育活動におけ

る生徒指導について振り返る。学習指導要領と生徒指導を意識した教科・科目等の指導のポイントに

ついて確認し整理する。 

3．生徒指導の構造 [予習・復習] テキストを読み、重層的支援構造について理解する。講義内容をふ

まえ、重層的支援が円環的であり、一人の支援がみんなの支援につながることを理解する。 

4．生徒指導の領域と方法 [予習・復習] 自己の成長過程を振り返る中で、生徒指導が自分にどう関

わっていたかを考える。講義を通して生徒指導の各領域での関わり方について確認し整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71038001 

科目名 生徒指導論（一） 担当教員 ☆辻 寛司 

授業内容 

5．生徒指導体制の確立と生徒指導の計画 [予習・復習] テキストを読み、学校組織としての生徒指導

の在り方について考える。チーム学校として機能する組織体制の必要性及び学校外の組織との連携

協力体制の在り方について確認し整理する。 

6．教育相談の基本と方法 [予習・復習] テキストを読み、教育相談とはどのようなことであるかを考え

る。講義内容をふまえ、生徒指導と教育相談の一体化について確認し整理する。 

7．問題行動への理解及び対応と指導（１）反社会的行動 [予習・復習] 配付資料を通し、課題となるこ

とや対応について考える。講義内容をふまえ、課題となる行動の背景や内容を分析し、基本的な対応

の在り方について確認し整理する。 

8．問題行動への理解及び対応と指導（２）非社会的行動 [予習・復習] 配付資料を通し、課題となるこ

とや対応について考える。講義内容をふまえ、課題となる行動の背景や内容を分析し、基本的な対応

の在り方について確認し整理する。 

9．問題行動への理解及び対応と指導（３）その他 [予習・復習] 配付資料を通し、課題となることや対

応について考える。講義内容をふまえ、課題となる行動の背景や内容を分析し、基本的な対応の在り

方について確認し整理する。 

10．生徒指導と家庭・地域・関係機関等との連携・協働 [予習・復習] 配付資料を読み、既習内容もふ

まえて校内外の連携について考える。講義の内容を基に、「実践上の４つの視点」をふまえた教育の基

本を確認し、連携・協働の必要性を理解する。 

11． 生徒指導とキャリア教育・特別支援教育 [予習・復習] テキストを読み、キャリア教育と特別支援

教育の現状について理解する。講義内容をふまえ、キャリア教育の重要性と特別支援教育の在り方に

ついて確認し整理する。 

12． 学校安全と危機管理 [予習・復習] テキストを読み、学校安全と危機管理について考える。講義

内容をふまえ、「リスクマネジメント」と「クライシスマネジメント」について確認し整理する。 

13． 生徒指導に関する法制度等の運用体制 [予習・復習] 学校生活で経験した校則の運用について

考える。講義内容をふまえ、校則の在り方や懲戒の種類、体罰の防止について確認整理し、レポートを

作成する。 

14． 生徒指導の実際と事例演習 [予習・復習] 配付資料を読み、事例における課題を発見し、解決

に向けた対応策を考える。事例研究を通し、既習事項の確認と実践的な対応のポイントを整理する。 

15． 生徒指導の総括、授業まとめ [予習・復習] 講義を通して学んだことを整理し、よりよい生徒指導

実践の在り方について考える。学習到達度の確認のため、指定されたテーマでレポートを作成する。 



【科目ページ：１／２】  cd71038002  聴講の可否： ×   

科目名 生徒指導論（二） 担当教員 大西 英人 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ２年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 生徒の「自己指導能力」の育成を目指した実践につながる生徒指導論の探究 

到達目標 
生徒理解の上に立って、計画的・組織的な指導・援助・支援が図れる実践的な態度・資質を身に

つける。 

授業概要 

生徒指導にかかる今日的課題に沿って、生徒指導の基本的事項（理論、考え方等）をおさえること

並びにこの教育活動の性質を踏まえ、事例演習を通してプレゼンテーションを積極的に取り入れ

る。 

評価方法・基

準 

対話カード（10％）で関心、意欲、態度等を評価する。課題レポート及び事例演習（90％）で考察

力、表現力等を総合的に評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カード・事例演習は評価したうえで、講義中にフィードバックする。課題レポートは講義中にコ

メント等を行い評価する。 

履修上の 

注意事項等 

講義の内容を深めるため、学生の発表や質疑を適宜取り入れるので、授業には積極的・能動的

な態度で臨むこと。 

テキスト 
生徒指導提要（改訂版）文部科学省 HP ダウンロード  

適宜講義関係資料を配付する。  

参考書 随時紹介する。 

授業内容 

１．ガイダンス（生徒指導の意義） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について理解する。講義の

内容をふまえ、教育活動における生徒指導の意義を確認し、整理する。 

2．生徒指導の構造 [予習・復習] テキストを参考に生徒指導の定義の確認を行い、生徒指導の 2 軸

3 類 4 層構造について整理を行う。 

3．生徒指導の領域と方法 [予習・復習] 自己の成長過程を振り返り、生徒指導がどのように関わって

いたかを考える。講義を基に生徒指導の各領域での関わり方の留意点について確認し、整理する。 

4．生徒指導と教育課程 [予習・復習] 自己の学びの過程で、教育課程に位置づけられた教育活動に

おける生徒指導について振り返る。学習指導要領と生徒指導及び教育課程の教育活動と生徒指導の

関連性について確認し、整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71038002 

科目名 生徒指導論（二） 担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．チーム学校による生徒指導体制 [予習・復習] テキストを基に、「チーム学校」としての学校組織、

教育相談体制、危機管理体制について基本を確認し、家庭・関係機関との連携の必要性を理解する。 

6．生徒指導体制の確立と生徒指導の計画 [予習・復習] 教職論の学びとテキストの読みをふまえ、

学校組織としての生徒指導の在り方について考える。組織としての体制づくりの必要性及び学校外の

組織との連携協力体制の在り方について考察する。 

7．生徒理解の基本と方法 [予習・復習] テキストを参考に、生徒理解とはどのようなことであるかを考

える。講義内容をふまえ、生徒理解が総ての教育活動の前提である理由について確認し、整理する。 

8．個別の課題に対する生徒指導① [予習・復習]配付資料を参考にして、問題行動への理解および対

応の基本を整理し考察を行う。 

9．個別の課題に対する生徒指導②いじめ [予習・復習] 配付資料を通し、課題となること、対応の在

り方について考える。いじめの定義、法的な対応について確認し、整理する。 

10．個別の課題に対する生徒指導③暴力行為等 [予習・復習] 配付資料を通し、課題となること、対

応の在り方について考える。課題となる行動の背景や内容分析、初期対応及び効果的な指導をはじめ

とした基本的対応の在り方について確認、整理を行う。 

11． 生徒指導の実際と事例演習 [予習・復習] 想定事例を読み、事例における課題を発見し、解決

に向けた対応策を考える。事例研究を通し、既習事項の確認と実践的な対応のポイントを整理する。 

12． 特別支援教育 [予習・復習] 事前配付資料を読み、共生社会の形成に向けた生徒指導の在り方

について考える。講義内容を基に、特別支援教育（特別ニーズ教育）がなぜ共生社会形成に向けて必

要なのかについて整理する。 

13． 生徒指導と進路指導・キャリア教育 [予習・復習] テキストを読み、自己の経験を基にして進路指

導及びキャリア教育の在り方について考える。講義内容をふまえ、発達段階に適した進路指導とキャリ

ア教育の必要性とその在り方についてレポートを作成する。 

14． 教育相談、進路指導の実際と事例演習 [予習・復習] 想定事例を読み、事例における課題を発

見し、解決に向けた対応策を考える。事例研究を通し、既習事項の確認と実践的な対応のポイントを整

理する。 

15． 生徒指導の総括、授業まとめ [予習・復習] 講義を通して学んだことを整理し、よりよい生徒指導

実践の在り方について考える。学習到達度の確認を通し、教育専門職として確かな自己指導能力の育

成への力量を養う。 



【科目ページ：１／２】  cd71039001  聴講の可否： ×   

科目名 教育相談心理学（一） 担当教員 ☆武藤 百合 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
将来教員を目指す学生が、子どもたちの心に向き合いながらより良い教育相談活動を実践してい

くための知識や技術を体験的に学ぶ。 

到達目標 
現代社会における教育相談の意義を理解し、様々なワークを通して教育相談をすすめる際に必

要な基礎的知識や、実践的スキルを身につける。 

授業概要 

授業は講師が作成したスライド資料をテキストとして進めます。毎回の授業の合間に授業内容に

関する感想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をまとめ、発表する機会を設けます。

また、必要に応じてグループワークを行い、グループでの話し合いやロールプレイングを通して、

実践的・体験的に学んでいただきます。 

評価方法・基

準 

毎回（15 回）の授業内容についての感想レポート（60 点）と第 15 回の講義終了時に１回出す予定

の長めのレポート（40 点）の合計点（100 点）。オリジナリティのある内容を評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内で感想レポート内容の一部に対するフィードバックを行うと共に、毎回の感想レポートの内

容（質問や疑問を含む）を，可能な限り次回以降の授業に反映させ，適宜紹介していくよう努めま

す。 

履修上の 

注意事項等 

実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レポートの記入やその内容の発表・グループワ

ークなどに対する積極的・主体的な取り組みを望みます。 正当な理由なく 5 回以上欠席された場

合は、評価の対象とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。 

テキスト プリント配布  

参考書 

ロールプレイで学ぶ教育相談ワークブック[第 2 版]子どもの育ちを支える向後礼子/山本智子ミネ

ルヴァ書房 2019 

これ一冊でわかる「教育相談」ー学校心理学と障害福祉の基礎ー大山卓ジアース教育新社 2021 

新訂版 教育相談基礎の基礎嶋崎政男学事出版 2019 

授業内容 

１．学校における教育相談の必要性と意義 [予習・復習] 学校における教育相談の目的や意義とは何

なのか理解し、復習する。 

2．教育相談の基本姿勢とカウンセリング技法 [予習・復習] 教育相談の基本姿勢や、傾聴・共感など

カウンセリングの基礎について復習する。 

3．教育相談の視点と方法ー開発的教育相談に焦点を当ててー [予習・復習] 学校心理学のモデル

や、開発的教育相談について理解し、復習する。 

4．教育現場における子どもたちのサインー子どもは SOS をどのように出すのかー [予習・復習] 教育

相談を行う上で必要な、子どもたちのサインの読み取り方について復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71039001 

科目名 教育相談心理学（一） 担当教員 ☆武藤 百合 

授業内容 

5．教育相談における心理アセスメント（１）性格検査、職業レディネステストなど [予習・復習] 様々な

心理アセスメントの方法について、性格検査や職業レディネステストを中心に復習しておく。 

6．教育相談における心理アセスメント（２）発達検査、知能検査など [予習・復習] 様々な心理アセスメ

ントの方法について、発達検査や知能検査を中心に復習しておく。 

7．児童生徒のこころの病（１）気分障害（うつ病や双極性障害）、不安障害、PTSD など [予習・復習] 

児童生徒の精神疾患について、気分障害や不安障害、PTSD がどのような病気であるのか理解し、復

習しておく。 

8．児童生徒のこころの病（２）統合失調症、摂食障害、リストカットなど [予習・復習]児童生徒の精神疾

患について、統合失調症や摂食障害、リストカットがどのような病気（問題行動）であるのか理解し、復

習しておく。 

9．児童生徒の発達的な問題（１）情緒障害、発達障害（ADHD)など [予習・復習]児童生徒の発達的な

問題について、情緒障害や発達障害（ADHD)がどのような障害であるのか理解し、復習しておく。 

10．児童生徒の発達的な問題（２）発達障害（ASD)、愛着障害など [予習・復習]児童生徒の発達的な

問題について、発達障害（ASD）や愛着障害がどのような障害であるのか理解し、復習しておく。 

11． 不登校児童生徒の理解と対応ー基礎知識と対応のポイントー [予習・復習] 不登校の現状を理

解し、その基礎知識を整理すると共に対応のポイントについて復習しておく。 

12． いじめに関する児童生徒への理解と対応ー基礎知識と対応のポイントー [予習・復習] いじめに

関する基礎知識を学び、「チーム学校」の観点からその対応のポイントについて復習しておく。 

13． 保護者を対象とした教育相談 [予習・復習] 保護者を対象とした支援の重要性について理解し、

その具体的な流れや対応のコツについて復習する。 

14． 教師のためのストレスマネジメント [予習・復習] 教師の多忙化の現状と、適切なストレスマネジ

メントの方法について復習する。 

15． 授業まとめ [予習・復習] 到達度確認に向けて全ての授業内容を復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd71039002  聴講の可否： ×   

科目名 教育相談心理学（二） 担当教員 ☆武藤 百合 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
将来教員を目指す学生が、日々子どもたちの心に向き合いながらより良い教育相談活動を実践・

展開できるよう、必要な知識を学ぶ。 

到達目標 
現代社会における教育相談の意義を理解し、様々なワークを通して教育相談をすすめる際に必

要な基礎的知識や、実践的スキルを身につける。 

授業概要 

授業は講師が作成したスライド資料（あるいは出版予定の教科書）をテキストとして進めます。毎

回の授業の合間に授業内容に関する感想レポートの作成を行い、自分自身の感想や意見をまと

め、発表する機会を設けます。また、必要に応じてグループワークを行い、グループでの話し合い

やロールプレイングを通して、実践的・体験的に学んでいただきます。 

評価方法・基

準 

毎回（15 回）の授業内容についての感想レポート（60 点）と第 15 回の講義終了時に１回出す予定

の長めのレポート（40 点）の合計点（100 点）。オリジナリティのある内容を評価します。 

課題のフィー

ドバック方法 

授業内で感想レポート内容の一部に対するフィードバックを行うと共に、毎回の感想レポートの内

容（質問や疑問を含む）を，可能な限り次回以降の授業に反映させ，適宜紹介していくよう努めま

す。 

履修上の 

注意事項等 

実践的・体験的に学んでいただきますので、感想レポートの記入やその内容の発表・グループワ

ークなどに対する積極的・主体的な取り組みを望みます。 正当な理由なく 5 回以上欠席された場

合は、評価の対象とせず、単位を認定できませんのでご注意ください。 

テキスト 教育相談心理学（予定）武藤百合 DTP 出版（予定） 2025（予定） 

参考書 

教育相談ワークブック[第 2 版]子どもの育ちを支える向後礼子/山本智子ミネルヴァ書房 2019 

これ一冊でわかる「教育相談」ー学校心理学と障害福祉の基礎ー大山卓ジアース教育新社 2021 

新訂版 教育相談基礎の基礎嶋崎政男学事出版 2019 

授業内容 

１．学校における教育相談の必要性と意義 [予習・復習] 学校における教育相談の目的や意義とは何

なのか理解し、復習する。 

2．教育相談の基本姿勢とカウンセリング技法 [予習・復習] 教育相談の基本姿勢や、傾聴・共感など

カウンセリングの基礎について復習する。 

3．教育相談の視点と方法ー開発的教育相談に焦点を当ててー [予習・復習] 学校心理学のモデル

や、開発的教育相談について理解し、復習する。 

4．教育現場における子どもたちのサインー子どもは SOS をどのように出すのかー [予習・復習] 教育

相談を行う上で必要な、子どもたちのサインの読み取り方について復習する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71039002 

科目名 教育相談心理学（二） 担当教員 ☆武藤 百合 

授業内容 

5．教育相談における心理アセスメント（１）性格検査、職業レディネステストなど [予習・復習] 様々な

心理アセスメントの方法について、性格検査や職業レディネステストを中心に復習しておく。 

6．教育相談における心理アセスメント（２）発達検査、知能検査など [予習・復習] 様々な心理アセスメ

ントの方法について、発達検査や知能検査を中心に復習しておく。 

7．児童生徒のこころの病（１）気分障害（うつ病や双極性障害）、不安障害、PTSD など [予習・復習] 

児童生徒の精神疾患について、気分障害や不安障害、PTSD がどのような病気であるのか理解し、復

習しておく。 

8．児童生徒のこころの病（２）統合失調症、摂食障害、リストカットなど [予習・復習]児童生徒の精神疾

患について、統合失調症や摂食障害、リストカットがどのような病気（問題行動）であるのか理解し、復

習しておく。 

9．児童生徒の発達的な問題（１）情緒障害、発達障害（ADHD)など [予習・復習]児童生徒の発達的な

問題について、情緒障害や発達障害（ADHD)がどのような障害であるのか理解し、復習しておく。 

10．児童生徒の発達的な問題（２）発達障害（ASD）、愛着障害など [予習・復習]児童生徒の発達的な

問題について、発達障害（ASD）や愛着障害がどのような障害であるのか理解し、復習しておく。 

11． 不登校児童生徒の理解と対応ー基礎知識と対応のポイントー [予習・復習] 不登校の現状を理

解し、その基礎知識を整理すると共に対応のポイントについて復習しておく。 

12． いじめに関する児童生徒への理解と対応ー基礎知識と対応のポイントー [予習・復習] いじめに

関する基礎知識を学び、「チーム学校」の観点からその対応のポイントについて復習しておく。 

13． 保護者を対象とした教育相談 [予習・復習] 保護者を対象とした支援の重要性について理解し、

その具体的な流れや対応のコツについて復習する。 

14． 教師のためのストレスマネジメント [予習・復習] 教師の多忙化の現状と、適切なストレスマネジ

メントの方法について復習する。 

15． 授業まとめ [予習・復習] 到達度確認に向けて全ての授業内容を復習しておく。 



【科目ページ：１／２】  cd71042000  聴講の可否： ×   

科目名 教職実践演習（中・高） 担当教員 
大西 英人.☆辻 寛司.中戸 

義雄.☆山本 雅一 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ４年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：演習） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 
大学での学びや教育実習・教員採用試験等の体験をもとに自己の課題を把握し、自らがめざす

べき教師像を確認するとともに、教職専門職として求められる資質・能力を磨く。 

到達目標 

教師として必要な基礎的資質の形成について、以下の項目について確認していく。 ① 教育に対

する使命感や責任感をもち、生徒に対する愛情をもっていること。 ② 生徒の成長に寄与し、教

職員や保護者と連携していくための社会性やコミュニケーション能力を身につけていること。 ③ 

生徒理解や学級経営等に関する能力の基礎を身につけていること。 ④ 教科に関する十分な知

識や指導力の基礎を形成していること。 

授業概要 

受講生がこれまでの教職課程および教育実習で学び、経験してきた内容事項を確認しながら、グ

ループ討論や事例研究などを行っていく。とくに今日困難の増している生徒指導については、事例

研究と並んでロールプレイを取り入れることでより実践的な検討を重ねていく。また、各教科の指

導についてもモデル授業の検討や模擬授業の実施によって基礎的能力の充実を図っていく。 

評価方法・基

準 

各授業時に提出する小レポート等 50％（授業内容の理解度、実践への応用的視点を重視）、模

擬授業に関する指導案及びその模擬授業 50％（指導案の完成度と模擬授業準備の程度を重

視）とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

小レポートでの主な質問・疑問等は次回以降の授業で回答する。模擬授業については授業時間

内に担当教員が講評する。 

履修上の 

注意事項等 
積極的・能動的な態度で受講すること。模擬授業を行わない場合は単位認定の対象としない。 

テキスト 必要に応じて資料を配布する予定  

参考書  

授業内容 

１．イントロダクション ―本演習の目的と概要―（全体講義） [予習・復習] シラバスを読み、授業の概

要を理解する。 

2．「教職科目」を学んで教員のあり方をどうとらえたか（グループ討論） [予習・復習] これまでの教職

科目を振り返り、自分の学びをノートに整理しておく。授業後は討議内容も踏まえながら、教員のあり方

をノートにまとめる。 

3．教員としての役割・職務内容について（グループ討論） [予習・復習] 教職課程での学習や教育実

習での経験を踏まえ、教員の役割や職務内容をノートに整理しておく。授業後は討議内容も踏まえな

がら、役割や職務内容のポイントをノートにまとめる。 

4．生徒とのコミュニケーションについて（ロールプレイを中心に） [予習・復習] 教育実習や自分の学校

体験をもとに、生徒と教員とのコミュニケーションにおける問題点を 3 つ以上あげておく。授業後はロー

ルプレイや学習内容を踏まえながら、対生徒のコミュニケーションにおける課題をノートにまとめる。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71042000 

科目名 教職実践演習（中・高） 担当教員 
大西 英人.☆辻 寛司.中戸 

義雄.☆山本 雅一 

授業内容 

5．保護者・家庭への対応と連携について（グループ討論） [予習・復習] 保護者・家庭対応における問

題点を 3 つ以上あげておく。授業後は、学習内容や討論を踏まえながら保護者・家庭との連携への課

題をノートにまとめる。 

6．学級経営案の作成と現職教員の実例（作成と検討） [予習・復習] 学級経営の概要を資料等で通

読しておく。授業後は授業内で作成・検討した実例をもとにポイントをノートにまとめる。 

7．カウンセリングマンドの実際（ロールプレイを中心に） [予習・復習] 教育実習などの経験をもとに、

自分が教員として生徒にどう向かい合うことができるかを 1 つの具体例をあげてシミュレーションしてお

く。授業後は自分の対応の問題点・課題をノートのまとめ、今後の改善につなげていく。 

8．いじめや不登校の問題についてⅠ（事例研究） [予習・復習] 配布資料で、いじめや不登校問題の

原因をそれぞれ 3 つ以上あげておく。授業後はそれぞれの問題への対応のポイントについてノートにま

とめる。 

9．いじめや不登校の問題についてⅡ（ロールプレイを中心に） [予習・復習] 第 8 回の事例研究をもと

に、自分が教員としてどう対応できるかをシミュレーションしておく。授業後は自分の対応の問題点・課

題を確認しノートにまとめ、今後の改善につなげていく。 

10．特別に支援を要する子どもについて（事例研究） [予習・復習] 教育実習や介護等体験等の経験

もとに、子どもたちのニーズについて、調査しまとめておく。授業後は事例研究による学習内容をもと

に、対応のポイントについてノートのまとめる。 

11． 学校の見学及び現職教員の講話（見学・講義） [予習・復習] 予習では当該校の情報（教育方針

や実践活動）を HP や資料で閲覧しておく。復習では現職教員による講話や質疑から何を学んだかを

整理して、レポートを作成し提出する。 

12． 教科の指導についてⅠ（学習指導案の作成、モデル授業の検討） [予習・復習] 担当する模擬授

業の学習指導案をあらかじめ作成しておく。復習では、学習内容を踏まえ自らの指導案の問題点を確

認し、修正を行う。 

13． 教科の指導についてⅡ（模擬授業実施） [予習・復習] 自ら作成した学習指導案に基づき、模擬

授業の練習準備を繰り返す。授業後は自らの模擬授業を振り返り、担当教員からの指導や助言も踏ま

えながら課題・問題点を整理し、ノートにまとめる。 

14． 教科の指導についてⅢ（模擬授業参観） [予習・復習] 他の模擬授業を参観し、そこから学び取

れることをノートにまとめ、自らの授業改善へとつなげていく。 

15． これからの学校教育について（グループ討論） [予習・復習] 本演習を通した学習内容について、

ノートや資料などを通読しておく。授業後は討論や学習内容をもとに、本演習での学びを小レポートとし

てまとめる。 



【科目ページ：１／２】  cd71043001  聴講の可否： ×   

科目名 人権教育の研究（一） 担当教員 大西 英人 

開講期間 前期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 人権が尊重され擁護される社会を築く「人権文化の創造」を目指した人権教育の推進 

到達目標 人権尊重の視点に立った学校づくりを推進するための確かな理論とスキルの習得 

授業概要 

人権教育を通じて育てたい資質・能力・感性を明らかにし、「生きる力」として人権問題を考え、解

決に取り組もうとする意思と意欲を醸成するための教育及び啓発の進め方を探究する。また、こ

の教育活動の性質を踏まえ、演習においては、グループワークやプレゼンテーションを積極的に

取り入れる。 

評価方法・基

準 

対話カード（10％）で関心、意欲、態度等を評価する。課題レポート及び学習指導案作成（90％）で

考察力、表現力等を評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カードの内容について、次回講義で講評等を行う。課題レポートについても講評を行う。学習

指導案については、模擬授業の中で講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

講義中の内容を深めるために学生の発表や質疑を適宜取り入れるので、課題意識を持って積極

的・能動的な態度で受講すること。 

テキスト 適宜配付する講義関係資料  

参考書 随時紹介する。 

授業内容 

１．ガイダンス（人権教育推進の基本的な考え方） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について

理解する。人権文化の創造のための人権教育の意義について確認し、その要点を整理する。 

2．人権教育推進上の課題（固定観念・偏見・差別） [予習・復習] 現状における自己の人権感覚をふ

り返り、人権教育に関わる課題を考える。講義及び演習を通して確認できた自己の人権意識を確認

し、教員として養うべき人権感覚の存在を確認し、整理する。 

3．学校教育における人権教育の成立基盤① [予習・復習] 実際に起きた事例を基に、人権教育の必

要性について考える。人権と教育の関わりを通し、人権教育の成立基盤について具体的に確認し、整

理する。 

4．学校教育における人権教育の成立基板② [予習・復習] 差別解消に向けた、行政・団体等のこれま

での取り組みを整理し、具体的な差別解消の方策について理解する。差別解消に関する法整備等に

ついて整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71043001 

科目名 人権教育の研究（一） 担当教員 大西 英人 

授業内容 

5．人権成立に向けた潮流① [予習・復習] これまでの学びを基に、人権に関わる事象について歴史的

に振り返り、その特徴を整理する。講義を通して学んだ、人権教育の変遷・大きな流れ（潮流）について

理解し、今後の動きを考える。 

6．人権成立に向けた潮流② [予習・復習] 現代社会における人権課題（外国人問題・ジェンダー等）に

ついて複数を取り上げ、その特徴等を整理する。世界的な動きや、進むべき方向性について理解す

る。 

7．「世界人権宣言」と「子どもの権利条約」 [予習・復習] 「子どもの権利条約」の持つ特徴及び基本的

視座についてよく考える。講義や演習内容をふまえ、想定事例における課題及び対応策についてレポ

ートを作成する。 

8．「子どもの権利条約」と「児童憲章」（グループワーク） [予習・復習] 事前配付の資料を通し、子ども

の権利条約及び児童憲章それぞれの特色を把握する。講義内容をふまえ、子どもの権利条約の持つ

基本的視座を確認し、整理する。 

9．学校教育における人権教育の現状と課題 [予習・復習] 自己が受けた人権教育の内容をふり返

り、推進及び改善すべきことを整理しておく。講義内容を基に学校教育における現状と課題を確認する

と共に、今後の在り方を展望する。 

10．学校教育における人権教育の進め方① [予習・復習] これまでの講義内容から学校教育における

人権教育の進め方・留意すべき事項について考える。講義や討議の内容をふまえ、より効果的で実践

が可能な人権教育の在り方を確認し、整理する。 

11． 学校教育における人権教育の進め方② [予習・復習] 外部講師の事例を元に、学校における人

権教育の事例を検討し、成果と課題について小レポートにまとめる。学校教育における人権教育の視

座を確認し、整理する。 

12． 授業づくり演習①・教材研究と指導案の作成 [予習・復習] 模擬授業実施に向けて、学習指導案

の作成方法を確認し、テーマを定めて、模擬授業案の作成を行う。効果的な授業の在り方についてポ

イントを整理する。 

13． 授業づくり演習②・模擬授業、授業研究・相互評価 [予習・復習] 模擬授業実施に向けて学習指

導案を再検討する。模擬授業及び授業研究を通して人権教育の視座を再確認する。模擬授業の資料

等の作成を行う。 

14． 授業づくり演習③・模擬授業、授業研究・相互評価 [予習・復習] 模擬授業の成果と課題を基に

人権教育推進のためのスキルについて考える。講義・討議を通して気付いた理論及びスキルを確認

し、整理する。 

15． 人権教育の総括、授業まとめ [予習・復習] 講義を通して学んだことを整理し、人権尊重の視点

に立った学校づくりを考える。人権教育の授業づくりのスキルを整理する。「生きる力」として人権問題

を捉え、課題解決に取り組む意思と意欲の醸成を図る。 



【科目ページ：１／２】  cd71043002  聴講の可否： ×   

科目名 人権教育の研究（二） 担当教員 ☆中川 貴明 

開講期間 後期 単位数 2 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：講義） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 人権が尊重され擁護される社会を築く「人権文化の創造」を目指した人権教育の推進 

到達目標 人権尊重の視点に立った学校づくりを推進するための確かな理論とスキルの習得 

授業概要 

人権教育を通じて育てたい資質・能力・感性を明らかにし、「生きる力」として人権問題を考え、解

決に取り組もうとする意思と意欲を醸成するための教育及び啓発の進め方を探究する。また、こ

の教育活動の性質を踏まえ、演習においては、グループワークやプレゼンテーションを積極的に

取り入れる。 

評価方法・基

準 

対話カード（10％）で関心、意欲、態度等を評価する。課題レポート及び学習指導案作成（90％）で

考察力、表現力等を評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

対話カードの内容について、次回講義で講評等を行う。課題レポートについても講評を行う。学習

指導案については、模擬授業の中で講評を行う。 

履修上の 

注意事項等 

講義中の内容を深めるために学生の発表や質疑を適宜取り入れるので、課題意識を持って積極

的・能動的な態度で受講すること。 

テキスト 適宜配付する講義関係資料  

参考書 随時紹介する。 

授業内容 

１．ガイダンス（人権教育推進の基本的な考え方） [予習・復習] シラバスを読み、授業内容について

理解する。人権文化の創造のための人権教育の意義について確認し、その要点を整理する。 

2．人権教育推進上の課題（固定観念・偏見・差別） [予習・復習] 現状における自己の人権感覚をふ

り返り、人権教育に関わる課題を考える。講義及び演習を通して確認できた自己の人権意識を確認

し、教員として養うべき人権感覚の存在を確認し、整理する。 

3．学校教育における人権教育の成立基盤① [予習・復習] 実際に起きた事例を基に、人権教育の必

要性について考える。人権と教育の関わりを通し、人権教育の成立基盤について具体的に確認し、整

理する。 

4．学校教育における人権教育の成立基板② [予習・復習] 差別解消に向けた、行政・団体等のこれま

での取り組みを整理し、具体的な差別解消の方策について理解する。差別解消に関する法整備等に

ついて整理する。 

  



【科目ページ：２／２】 cd71043002 

科目名 人権教育の研究（二） 担当教員 ☆中川 貴明 

授業内容 

5．人権成立に向けた潮流① [予習・復習] これまでの学びを基に、人権に関わる事象について歴史的

に振り返り、その特徴を整理する。講義を通して学んだ、人権教育の変遷・大きな流れ（潮流）について

理解し、今後の動きを考える。 

6．人権成立に向けた潮流② [予習・復習] 現代社会における人権課題（外国人問題・ジェンダー等）に

ついて複数を取り上げ、その特徴等を整理する。世界的な動きや、進むべき方向性について理解す

る。 

7．「世界人権宣言」と「子どもの権利条約」 [予習・復習] 「子どもの権利条約」の持つ特徴及び基本的

視座についてよく考える。講義や演習内容をふまえ、想定事例における課題及び対応策についてレポ

ートを作成する。 

8．「子どもの権利条約」と「児童憲章」（グループワーク） [予習・復習] 事前配付の資料を通し、子ども

の権利条約及び児童憲章それぞれの特色を把握する。講義内容をふまえ、子どもの権利条約の持つ

基本的視座を確認し、整理する。 

9．学校教育における人権教育の現状と課題 [予習・復習] 自己が受けた人権教育の内容をふり返

り、推進及び改善すべきことを整理しておく。講義内容を基に学校教育における現状と課題を確認する

と共に、今後の在り方を展望する。 

10．学校教育における人権教育の進め方① [予習・復習] これまでの講義内容から学校教育における

人権教育の進め方・留意すべき事項について考える。講義や討議の内容をふまえ、より効果的で実践

が可能な人権教育の在り方を確認し、整理する。 

11． 学校教育における人権教育の進め方② [予習・復習] 学校における人権教育の事例を検討し、

成果と課題について小レポートにまとめる。学校教育における人権教育の視座を確認し、整理する。 

12． 授業づくり演習①・教材研究と指導案の作成 [予習・復習] 模擬授業実施に向けて、学習指導案

の作成方法を確認し、テーマを定めて、模擬授業案の作成を行う。効果的な授業の在り方についてポ

イントを整理する。 

13． 授業づくり演習②・模擬授業、授業研究・相互評価 [予習・復習] 模擬授業実施に向けて学習指

導案を再検討する。模擬授業及び授業研究を通して人権教育の視座を再確認する。模擬授業の資料

等の作成を行う。 

14． 授業づくり演習③・模擬授業、授業研究・相互評価 [予習・復習] 模擬授業の成果と課題を基に

人権教育推進のためのスキルについて考える。講義・討議を通して気付いた理論及びスキルを確認

し、整理する。 

15． 人権教育の総括、授業まとめ [予習・復習] 講義を通して学んだことを整理し、人権尊重の視点

に立った学校づくりを考える。人権教育の授業づくりのスキルを整理する。「生きる力」として人権問題

を捉え、課題解決に取り組む意思と意欲の醸成を図る。 

 



【科目ページ：１／４】  cd:71040002  聴講の可否： ×  

科目名 教育実習指導（二） 担当教員 
☆辻 寛司.大西 英人.中戸 

義雄 

開講期間 通年 単位数 1 配当年次 ４年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：実習） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：1 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 教育実習の直前および事後の指導 

到達目標 
事前段階では教育実習の準備を十分行なうこと。事後では教育実習を振り返り今後の課題を整

理検討すること。 

授業概要 

教育実習直前の指導としてガイダンスを行なう。教育実習生としての心構え、服務内容の概略、

教科指導、生徒指導、学級運営、校務分掌などに関わる留意事項や注意点について理解を深め

る。また実習後は、実習報告会への参加や体験記の執筆を通して、自己評価、自己点検を行な

う。 

評価方法・基

準 
上記に関わる提出物、報告会等への参加態度による総合評価とする。 

課題のフィー

ドバック方法 

各授業時でのコメントカードへの記入内容に対する回答を必要に応じて次回授業時に行うととも

に、模擬授業に関しては終了後に個別に評価を行っていく。 

履修上の 

注意事項等 
無断欠席については実習後であっても単位認定を行なわない。 

テキスト 使用しない 

参考書 使用しない 

 



【科目ページ：１／４】  cd:71040100  聴講の可否： ×  

科目名 教育実習指導（一） 担当教員 
☆辻 寛司.大西 英人.中戸 

義雄 

開講期間 通年 単位数 0 配当年次 ３年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：実習） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ 教育実習の事前指導 

到達目標 次年度の教育実習を、立派に実践できる力を身につける。 

授業概要 

教育実習は、学生が教育実践に携われる初めての機会である。短期間であるが、実習校で一般

教職員として教育実習をすることになるのであるから、その責任は極めて重大である。現在の教

育界の動向を見据えながら、教職員としての自覚、意欲や学校、教職員、生徒のあり方等を把握

し、次年度の教育実習を前向きに確実に実践できるように、下記の内容について講義を進め、ま

た模擬授業を通じて理解を深めさせる。教育実習ガイダンスにて配付する「教職課程日程表」のと

おり。 

評価方法・基

準 
レポート（学習指導案等）、模擬授業の出来ばえ及び参加態度等を総合評価する。 

課題のフィー

ドバック方法 

各授業時でのコメントカードへの記入内容に対する回答を必要に応じて次回授業時に行うととも

に、模擬授業に関しては終了後に個別に評価を行っていく。 

履修上の 

注意事項等 

・『教職課程ハンドブック』を熟読のこと。また年間予定表は教職課程ガイダンスにて配付する。・

次年度は実習校で教職員として生徒を指導する立場であることを自覚して授業に臨むこと。「追試

験」対象事由以外での欠席及び遅刻は認めない。 

テキスト プリントを配付する 

参考書 プリントを配付する 

  



【科目ページ：２／４】 cd:71040100 聴講の可否： × 

科目名 教育実習指導（一） 担当教員 
☆辻 寛司.大西 英人.中戸 

義雄 

授業内容 

１．授業の進め方・教育実習とは 

2．教育実習と学校法規 

3．教育実習と学力向上 

4．教育実習と生徒指導 

5．教育実習と人権 

6．学習指導案の作成 

7．模擬授業班分け・個別指導１ 

8．模擬授業班分け・個別指導２ 

9．模擬授業班分け・個別指導３ 

10．模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

  



【科目ページ：３／４】  

  

科目名 教育実習指導（一） 担当教員 
☆辻 寛司.大西 英人.中戸 義

雄 

授業内容 

11． 擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

12． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

13． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

14． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

15． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

16． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

17． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

18． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

19． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 

20． 模擬授業の実施模擬授業（１回目）各自が作成した指導案をもとに模擬授業を実施 



【科目ページ：４／４】

科目名 教育実習指導（一） 担当教員 
☆辻 寛司.大西 英人.中戸 義

雄 

授業内容 

21． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

22． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

23． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

24． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

25． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

26． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

27． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

28． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

29． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施 

30． 模擬授業の実施模擬授業（２回目）１回目での改善点を意識して模擬授業を実施模擬授業のまと

め 



【科目ページ：１／４】  cd:71041100  聴講の可否： ×  

科目名 教育実習 I 担当教員 大西 英人.中戸 義雄 

開講期間 その他 単位数 4 配当年次 ４年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：実習） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：4 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ  

到達目標  

授業概要  

評価方法・基

準 
 

課題のフィー

ドバック方法 
 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書  

  



【科目ページ：１／４】  cd:71041200  聴講の可否： ×  

科目名 教育実習 II 担当教員 大西 英人.中戸 義雄 

開講期間 その他 単位数 2 配当年次 ４年 

ナンバリング 『開講科目表』参照 
この科目とディプロ

マポリシーの関係 

『履修要項』の「カリキュラムマップ」参照。（授

業方法：実習） 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学習時間数の合計 

授業 1 回分（1 週間あたり）の準備学修時間

数の合計：1 時間（1 日あたりの準備学修時間

は自分のペースを考え、各自で判断の上確保

すること） 

テーマ  

到達目標  

授業概要  

評価方法・基

準 
 

課題のフィー

ドバック方法 
 

履修上の 

注意事項等 
 

テキスト  

参考書  

 


